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ま 

え 

が 

き 

  

人
種
や
社
会
的
な
地
位
に
か
か
わ
り
な
く
、
全
人
類
の
心
の
中
心
に
は
、
自
分
自
身
が
現
在
所
有
し
て
い
な
い
あ
る
何
も
の
か
に
対 

す
る
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
あ
こ
が
れ
が
あ
る
。
こ
の
あ
こ
が
れ
は
、
人
間
が
、
悪
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
あ
る
い 

は
も
っ
と
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
と
も
か
く
現
在
の
状
態
や
現
在
の
業
績
に
満
足
し
な
い
よ
う
に
、
あ
わ
れ
み
深
い
神
が
人
間
の 

本
質
に
う
え
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
は
、
人
類
が
最
上
の
も
の
を
求
め
て
こ
れ
を
み
い
だ
し
、
そ
れ
が
人
間
の
魂
の
永
遠
の 

祝
福
と
な
る
よ
う
に
望
ん
で
お
ら
れ
る
。 

サ
タ
ン
は
、
陰
険
な
計
略
と
悪
知
恵
に
よ
っ
て
人
間
の
心
の
中
に
あ
る
こ
う
し
た
あ
こ
が
れ
を
悪
用
し
て
き
た
。
彼
は
人
々
に
、 

こ
の
願
望
が
快
楽
、
富
、
安
楽
、
名
声
、
あ
る
い
は
権
力
に
よ
っ
て
満
足
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
さ
せ
る
。
だ
が
サ
タ 

ン
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
あ
ざ
む
か
れ
た
人
々
は
、(

そ
の
数
は
か
ぞ
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が)

こ
う
し
た
も
の
の
ど
れ
に
も
飽 

き
を
感
じ
て
、
魂
は
依
然
と
し
て
欠
乏
を
お
ぼ
え
、
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。 

人
間
の
こ
の
あ
こ
が
れ
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
た
だ
ひ
と
り
の
お
か
た
に
み
ち
び
く
こ
と
が
、
神
の
み
こ
こ
ろ
で 



あ
る
。
こ
の
願
望
は
、
そ
の
お
か
た
か
ら
出
来
た
も
の
で
、
そ
れ
は
こ
の
願
望
の
完
全
な
成
就
で
あ
ら
れ
る
お
か
た
の
も
と
へ
み
ち
び 

か
れ
る
。｢

神
は
御
旨
に
よ
っ
て
、
御
子
の
う
ち
に
す
べ
て
の
満
ち
み
ち
た
徳
を
宿
ら
せ
、｣

「
キ
リ
ス
ト
に
こ
そ
満
ち
み
ち
て
い
る 

い
っ
さ
い
の
神
の
徳
が
、
か
た
ち
を
と
っ
て
宿
っ
て(

い
る)｣(

コ
ロ
サ
イ
一
ノ
一
九
、
ニ
ノ
九)

。
ま
た
、
神
が
う
え
つ
け
ら
れ
た 

正
常
に
追
求
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
願
望
つ
い
て
、
「
あ
な
た
が
た
は
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
っ
て
ま
っ
と
う
さ
れ
る
」
こ
と
も
事
実 

で
あ
る
。 

ハ
ガ
イ
は
キ
リ
ス
ト
を
「
万
国
の
願
う
と
こ
ろ
」
と
呼
ん
で
い
る
（
ハ
ガ
イ
ニ
ノ
七
文
語
訳
）
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
が 

各
時
代
の
王
で
あ
ら
れ
る
か
ら
、
「
す
べ
て
の
時
代
の
願
望
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 

あ
ら
ゆ
る
あ
こ
が
れ
を
満
ち
足
ら
せ
て
く
だ
さ
る
お
か
た
と
し
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ス
を
示
す
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。 

「
キ
リ
ス
ト
の
一
生
」
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
れ
た
本
、
豊
富
な
資
料
、
年
代
記
や
同
時
代
の
歴
史
、
習
慣
、
出
来
事
、
ナ
ザ
レ
の
イ 

エ
ス
の
多
く
の
教
え
や
そ
の
側
面
的
な
生
活
に
つ
い
て
の
、
い
ろ
い
ろ
な
点
に
つ
い
て
の
綿
密
な
随
筆
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
し 

か
し
「
半
面
し
か
語
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
四
福
音
書
の
調
和
を
示
し
た
り
、
キ
リ
ス
ト
の
一
生
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
と
す
ば
ら
し
い
教
訓
と
を
厳
密 

に
年
代
順
に
書
き
並
べ
た
り
す
る
こ
と
は
本
書
の
目
的
で
は
な
い
。
本
書
の
目
的
は
、
み
子
の
う
ち
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
神
の
愛
、
キ 

リ
ス
ト
の
一
生
に
み
ら
れ
る
天
来
の
美
し
さ
で
、
だ
れ
に
で
も
わ
け
与
え
ら
れ
る
も
の
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
て
単
な
る
好
奇
心
を 

満
足
さ
せ
た
り
批
評
的
な
質
問
に
答
え
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
イ
エ
ス
が
ご
自
身
の
恵
み
深
い
ご
生
活
の
魅
力
に 

よ
っ
て
弟
子
た
ち
を
ご
自
分
に
ひ
き
よ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
ま
た
ご
自
身
の
存
在
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
弱
さ
と
必
要
を
感
じ
と
り 



同
情
を
も
っ
て
こ
れ
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
品
性
を
地
上
の
も
の
か
ら
天
上
の
も
の
へ
、
利
己
的
な
も
の
か
ら
犠
牲
的 

な
も
の
へ
、
小
心
な
無
知
と
偏
見
か
ら
、
度
量
の
大
き
い
知
識
と
す
べ
て
の
国
民
す
べ
て
の
人
種
の
魂
に
対
す
る
深
い
愛
へ
変
え
ら 

れ
た
よ
う
に
、
本
書
の
目
的
は
、
読
者
が
イ
エ
ス
に
顔
と
顔
、
心
と
心
を
合
わ
せ
て
向
か
い
、
昔
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
イ 

エ
ス
が
「
彼
に
よ
っ
て
神
に
来
る
人
々
を
、
い
つ
も
救
」
っ
て
、
ご
自
身
の
神
の
み
か
た
ち
に
変
え
て
く
だ
さ
る
お
か
た
で
あ
る
こ 

と
を
知
る
よ
う
に
、
恵
み
深
い
救
い
主
を
示
す
こ
と
に
あ
る(

ヘ
ブ
ル
七
ノ
二
五)

。
そ
れ
に
し
て
も
、
イ
エ
ス
の
一
生
を
明
ら
か 

に
す
る
こ
と
は
何
と
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
本
物
の
に
じ
を
画
布
に
示
そ
う
と
し
た
り
、
美
し
い
音
楽
を
活
字
に
し
よ
う 

と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 

神
の
こ
と
に
つ
い
て
広
く
深
く
長
い
経
験
の
あ
る
婦
人
で
あ
る
著
者
は
、
本
書
の
中
に
、
イ
エ
ス
の
ご
生
涯
か
ら
の
新
し
い
美
し 

さ
を
示
し
て
い
る
。
著
者
は
宝
石
箱
か
ら
た
く
さ
ん
の
新
し
い
宝
石
を
と
り
出
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
こ
の
無
限
の
宝
庫
か
ら
読
者 

の
前
に
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
富
を
と
り
出
し
て
み
せ
る
。
読
者
が
も
う
と
っ
く
に
深
く
ま
で
考
察
し
た
と
考
え
て
い
る
多
く
の
よ 

く
知
っ
て
い
る
聖
句
か
ら
、
新
し
い
、
す
ば
ら
し
い
光
が
輝
き
出
て
い
る
。
要
す
る
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
神
の
満
ち
み
ち 

た
徳
、
限
り
な
く
あ
わ
れ
み
深
い
大
祭
司
、
す
べ
て
の
人
間
の
病
気
を
い
や
し
て
く
だ
さ
る
お
か
た
、
や
さ
し
く
、
同
情
深
い
友
、 

い
つ
も
そ
ば
に
い
て
助
け
て
く
だ
さ
る
友
、
ダ
ビ
デ
の
家
の
君
、
ご
自
分
の
民
の
た
て
、
平
和
の
君
、
き
た
る
べ
き
王
、
永
遠
の
父 

す
べ
て
の
時
代
の
願
望
と
希
望
の
頂
点
ま
た
結
果
と
し
て
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

神
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
あ
こ
が
れ
と
願
望
と
を
ま
だ
満
足
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
多
く
の
魂
の
た
め
に
、
主
が
そ
の
み
た
ま
に
よ
っ 

て
本
書
の
こ
と
ば
を
い
の
ち
の
こ
と
ば
と
し
、
彼
ら
が
「
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
復
活
の
力
と
を
知
り
、
そ
の
苦
難
に
あ
ず
か
り
」
、
つ
い 



に
は
永
遠
に
わ
た
っ
て
イ
エ
ス
の
右
に
あ
っ
て
、
イ
エ
ス
が
す
べ
て
の
中
の
す
べ
て
、
「
万
人
に
ぬ
き
ん
で
」
た
お
か
た
、
「
こ
と 

ご
と
く
麗
し
い
」
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
知
る
す
べ
て
の
人
の
熟
し
た
実
で
あ
る
「
満
ち
あ
ふ
れ
る
喜
び
、
」
「
と
こ
し
え
に
も
ろ
も
ろ 

の
楽
し
み
」
に
あ
ず
か
る
よ
う
に
と
の
祈
り
を
も
っ
て
、
こ
の
書
を
世
に
お
く
る
も
の
で
あ
る(

ピ
リ
ピ
三
ノ
一
〇
、
詩
篇
一
六 

ノ
一
一
、
雅
歌
五
ノ
一
〇
、
一
六)

。 

 

発 
 
 

行 
 
 

者 



   
目 

 
 

次

 

   

第 

一 

章 

「

神

わ

れ

ら

と

共

に

い

ま

す

」

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 

第 

二 

章 

選 
 

 

民 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 4 

第 

三 

章 

「

時

の

満

ち

る

に

及

ん

で

」

 
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 1 

第 

四 

章 

あ

な

た

が

た

の

た

め

に

救

い

主

が 
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 9 

第 

五 

章 

献 
 

 

納 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 7 

第 

六 

章 

わ

た

し

た

ち

は

そ

の

星

を

見

た 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

4 8 

第 

七 

章 

子

供

と

し

て 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

5 9 



第 

八 

章 

過

越

の

お

ま

い

り 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

7 0 

第 

九 

章 

戦

い

の

日

々 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

8 1 
第

一

〇

章 

荒

野

の

声 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

9 5 

第

一

一

章 

バ

プ

テ

ス

マ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 1 2 

第

一

二

章 
試 

 
 

み 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 2 0 

第

一

三

章 

勝 
 

 

利 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 3 7 

第

一

四

章 

「

わ

た

し

た

ち

は

メ

シ

ヤ(

訳

せ

ば

キ

リ

ス

ト)

に

い

ま

出

会

っ

た

」

 
 

・

・

・

・

・

・

・

・

1 4 7 

第

一

五

章 

婚

宴

の

席

で 
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 6 5 

第

一

六

章 

神

の

宮

で 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 8 0 

第

一

七

章 

ニ

コ

デ

モ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 9 7 

第

一

八

章 

「

彼

は

必

ず

栄

え

る

」

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 1 0 

第

一

九

章 

ヤ

コ

ブ

の

井

戸

で 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 1 7 

第

二

〇

章 

「

あ

な

た

が

た

は

し

る

し

と

奇

跡

を

見

な

い

か

ぎ

り

」

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 3 5 

第

二

一

章 

ベ

テ

ス

ダ

と

サ

ン

ヒ

ド

リ

ン 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 4 2 



第

二

二

章 

ヨ

ハ

ネ

の

投

獄

と

死 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 6 5 
第

二

三

章 

「

神

の

国

は

近

づ

い

た

」

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 8 3 

第

二

四

章 
「

こ

の

人

は

大

工

の

子

で

は

な

い

か

」

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 9 1 

第

二

五

章 
海

べ

で

の

召

し 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 0 3 

第

二

六

章 

力

ペ

ナ

ウ

ム

で 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 1 3 

第

二

七

章 

「

き

よ

め

て

い

た

だ

け

る

の

で

す

が

」

 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 2 8 

第

二

八

章 

レ

ビ

・

マ

タ

イ 
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 4 4 

第

二

九

章 

安 

息 

日 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 6 0 

第

三

〇

章 

十

二

弟

子

の

任

命 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3 7 4 



 



「

や

み

の

中

か

ら

光

が

照

り

い

で

よ

」
と

仰

せ

に

な

っ

た

神

は

、

キ

リ

ス

ト

の

顔

に

輝

く

神

の

栄

光

の

知

識

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

、

わ

た

し

た

ち

の

心

を

照

し

て

下

さ

っ

た

の

で

あ

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ

リ

ン

ト

人

へ

の

第

二

の

手

紙

四

ノ

六 



  



第１章 「神われらと共にいます」 

 1

第 1 章    

「
神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま
す
」 

     

「
そ
の
名
は
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
。
神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
」(

マ
タ
イ
一
ノ
二
三)

。 

 

「
神
の
栄
光
を
知
る
知
識
」
は
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
顔
」
に
み
ら
れ
る(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
四
ノ
六)

。
永
遠
の
昔
か
ら
、
主 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
天
父
と
一
つ
で
あ
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
「
神
の
み
か
た
ち
」
、
神
の
偉
大
さ
と
尊
厳
の
み
か
た
ち
、
「
神 

の
栄
光
の
か
が
や
き
」
で
あ
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
世
に
こ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
栄
光
を
あ
ら
わ
す
た
め
で
あ
っ
た
。
神
の
愛 

の
光
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
す
な
わ
ち
「
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま
す
」
神
と
な
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
は
、
罪
の
た
め
に
暗
く
な
っ
た 

こ
の
地
上
に
お
い
で
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、｢

そ
の
名
は
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う｣

と
イ
エ
ス
に
つ
い
て
預
言
さ
れ
た
。 

 

イ
エ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
住
む
た
め
に
お
い
で
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類
に
も
天
使
に
も
神
を
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ 

た
。
イ
エ
ス
は
神
の
み
こ
と
ば

―
き
こ
え
る
よ
う
に
さ
れ
た
神
の
思
想
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
弟
子
た
ち
の
た
め
の
祈
り
の 

中
に
、
「
わ
た
し
は
彼
ら
に
み
名
を
知
ら
せ
ま
し
た
。･･････

そ
れ
は
、
あ
な
た
が
わ
た
し
を
愛
し
て
下
さ
っ
た
そ
の
愛
が
彼
ら
の
う 

ち
に
あ
り
、
ま
た
わ
た
し
も
彼
ら
の
う
ち
に
お
る
た
め
で
あ
り
ま
す
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る(

ヨ
ハ
ネ
一
七
ノ
二
六)

。
そ
の
み
名
は
、 
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「
あ
わ
れ
み
あ
り
、
恵
み
あ
り
、
怒
る
こ
と
お
そ
く
、
い
つ
く
し
み
と
ま
こ
と
」
意
味
し
て
い
る(

出
エ
ジ
プ
ト
記
三
四
ノ
六)

。 

だ
が
こ
の
啓
示
は
、
こ
の
地
上
に
生
れ
た
子
ら
に
だ
け
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
小
さ
な
世
界
は
、
宇
宙
の
教 

科
書
で
あ
る
。
神
の
す
ば
ら
し
い
恵
み
の
目
的
、
す
な
わ
ち
あ
が
な
い
の
愛
の
奥
義
は
、 

「
御
使
い
た
ち
も
、
う
か
が
い
見
た
い
と 

願
っ
て
い
る
」
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
永
遠
に
わ
た
っ
て
彼
ら
の
研
究
と
な
る
で
あ
ろ
う(

ペ
テ
ロ
第
一
・
一
ノ
一
二)

。
あ
が 

な
わ
れ
た
者
も
、
堕
落
し
な
か
っ
た
者
も
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
彼
ら
の
科
学
と
彼
ら
の
歌
を
み
い
だ
す
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ス
の 

み
顔
に
か
が
や
い
て
い
る
栄
光
は
自
己
犠
牲
の
愛
の
栄
光
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
バ
リ
ー
の
光
に
照
し
て
み
て
、 

お
の
れ
を
捨
て
る
愛
の
法
則
が
天
と
地
の
生
命
の
法
則
で
あ
る
こ
と
、 

「
自
分
の
利
益
を
求
め
」
な
い
愛
は
そ
の
み
な
も
と
が
神
の 

心
に
あ
る
こ
と
、
柔
和
で
心
の
へ
り
く
だ
っ
た
お
か
た
の
う
ち
に
、
だ
れ
も
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
光
の
う
ち
に
住
ん
で
お
ら
れ 

る
神
の
ご
品
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う(

コ
リ
ン
ト
第
一
・
一
三
ノ
五)

。 

 

こ
の
世
の
初
め
に
、
神
は
す
べ
て
の
創
造
の
み
わ
ざ
の
う
ち
に
ご
自
分
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
天
を
の
べ
、
地
の
基
を
お
か
れ
た
の 

は
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
も
ろ
も
ろ
の
世
界
を
空
間
に
か
け
、
野
の
花
を
よ
そ
お
わ
れ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
の
み
手
で
あ
っ
た
。
神
は 

「
そ
の
み
ち
か
ら
に
よ
っ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
山
を
堅
く
立
た
せ
ら
れ
る
。
」
「
海
は
主
の
も
の
、
主
は
こ
れ
を
作
ら
れ
た
」(

詩
篇
六 

五
ノ
六
、
九
五
ノ
五)

。
地
を
美
し
さ
で
み
た
し
、
空
中
を
歌
で
み
た
さ
れ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
地
と
空
中
と
空
の
す
べ
て 

の
も
の
の
上
に
、
キ
リ
ス
ト
は
天
父
の
愛
の
こ
と
ば
を
お
書
き
に
な
っ
た
。 

い
ま
は
罪
の
た
め
に
神
の
完
全
な
み
わ
ざ
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
神
の
筆
跡
は
残
っ
て
い
る
。
い
ま
で
も
す
べ
て 

の
被
造
物
は
、
神
の
完
全
さ
に
つ
い
て
栄
光
を
告
げ
て
い
る
。
人
間
の
利
己
心
よ
り
ほ
か
に
は
、
自
分
だ
け
の
た
め
に
生
き
て
い
る 



第１章 「神われらと共にいます」 

 3

も
の
は
何
も
な
い
。
空
中
を
飛
ぶ
鳥
も
、
地
上
を
動
き
ま
わ
る
動
物
も
、
す
べ
て
何
か
ほ
か
の
生
命
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
る
。
ど 

ん
な
森
の
木
の
葉
も
ど
ん
な
小
さ
な
草
の
葉
も
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
仕
し
て
い
る
。
ど
の
木
も
ど
の
植
木
も
ど
の
葉
も
、
人
間
や
動
物
が 

生
存
す
る
の
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
命
の
要
素
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
ん
ど
は
人
間
と
動
物
が
、
木
や
植
木
や
葉
の
生
命
に 

奉
仕
す
る
の
で
あ
る
。
花
は
か
お
り
を
放
ち
、
そ
の
美
し
さ
を
あ
ら
わ
し
て
世
の
人
々
の
祝
福
と
な
る
。
太
陽
は
光
を
放
っ
て
も
ろ 

も
ろ
の
世
界
を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
。
海
は
す
べ
て
の
泉
の
み
な
も
と
で
あ
る
と
と
も
に
ま
た
す
べ
て
の
土
地
の
水
の
流
れ
を
受
け
入
れ 

る
が
、
そ
れ
は
与
え
る
た
め
に
受
け
る
の
で
あ
る
。
海
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
霧
は
、
地
か
ら
芽
が
出
る
よ
う
に
、
土
地
を
う
る
お
す 

た
め
に
雨
と
な
っ
て
く
だ
る
。 

 

栄
光
の
天
使
た
ち
は
、
与
え
る
こ
と

―
堕
落
し
て
き
よ
く
な
い
魂
に
愛
と
し
ん
ぼ
う
づ
よ
い
見
守
り
を
与
え
る
こ
と
に
よ
ろ
こ 

び
を
感
ず
る
。
天
使
た
ち
は
人
々
の
心
に
愛
を
さ
さ
や
く
。
彼
ら
は
こ
の
暗
い
世
に
天
の
宮
廷
か
ら
光
を
持
っ
て
来
る
。
や
さ
し
く 

忍
耐
強
い
奉
仕
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
失
わ
れ
た
魂
を
、
彼
ら
自
身
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
も
も
っ
と
密
接
な
キ
リ
ス
ト
と
の
ま 

じ
わ
り
に
は
い
ら
せ
る
た
め
に
、
人
の
心
に
働
き
か
け
る
。 

 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
比
較
的
小
さ
な
描
写
は
別
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
エ
ス
の
う
ち
に
神
を
見
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
を
見 

る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
与
え
る
こ
と
が
わ
れ
ら
の
神
の
栄
光
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
わ
た
し
は
自
分
か
ら
は
何
も
せ
ず
」
、「
生 

け
る
父
が
わ
た
し
を
つ
か
わ
さ
れ
、 

ま
た
、
わ
た
し
が
父
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
」
。「
わ
た
し
は
自
分
の
栄
光
を
求
め
て
は
い
な
い
」
。 

「
自
分
を
つ
か
わ
さ
れ
た
方
の
栄
光
を
求
め
る
」
と
キ
リ
ス
ト
は
言
わ
れ
た(
ヨ
ハ
ネ
八
ノ
二
八
、
六
ノ
五
七
、
八
ノ
五
○
、
七
ノ 

一
八)

。
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
の
中
に
、
宇
宙
の
生
命
の
法
則
で
あ
る
大
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
を
キ
リ
ス
ト
は
神
か 
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ら
お
受
け
に
な
っ
た
が
、
彼
は
与
え
る
た
め
に
お
受
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
の
宮
廷
で
す
べ
て
の
被
造
物
の
た
め
に
奉
仕
し
て 

お
ら
れ
る
と
き
も
そ
う
で
あ
る
。
愛
す
る
み
子
を
通
し
て
、
天
父
の
生
命
は
す
べ
て
の
も
の
に
向
か
っ
て
流
れ
出
る
。
み
子
を
通
し 

て
、
そ
れ
は
賛
美
と
よ
ろ
こ
び
の
奉
仕
の
う
ち
に
、
愛
の
潮
流
と
な
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
の
根
源
で
あ
る
神
へ
も
ど
っ
て
行
く
。 

こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
愛
の
循
環
が
完
成
さ
れ
、
そ
れ
は
偉
大
な
賦
与
者
で
あ
ら
れ
る
神
の
ご
品
性

―
生
命
の
法
則
を 

象
徴
し
て
い
る
。 

こ
の
法
則
が
実
に
天
に
お
い
て
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
罪
は
利
己
心
か
ら
起
っ
た
。
蔽(

お
お)

う
こ
と
を
な
す
天
使
ル
シ
フ
ァ
ー 

が
天
の
第
一
位
を
望
ん
だ
。
彼
は
天
使
た
ち
を
支
配
し
、
彼
ら
を
創
造
主
か
ら
ひ
き
離
し
て
、
自
分
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
よ
う
と
試
み 

た
。
そ
こ
で
彼
は
神
に
つ
い
て
悪
宣
伝
し
、
神
に
は
い
ば
り
た
い
と
い
う
野
心
が
あ
る
の
だ
と
言
っ
た
。
彼
は
自
分
自
身
の
邪
悪
な 

特
徴
を
愛
の
神
に
お
し
つ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
天
使
た
ち
を
あ
ざ
む
い
た
。
こ
う
し
て
彼
は
人
類
を
だ
ま
し
た
。
サ 

タ
ン
は
彼
ら
に
神
の
み
こ
と
ば
を
疑
わ
せ
、
神
の
恵
み
を
信
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
神
は
正
義
と
恐
る
べ
き
威
光
の
神
で
あ
ら 

れ
る
の
で
、
サ
タ
ン
は
、
神
が
ゆ
る
す
こ
と
の
な
い
き
び
し
い
神
で
あ
る
と
彼
ら
に
考
え
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
人
々
を
ひ
っ
ぱ 

っ
て
神
へ
の
反
逆
に
加
わ
ら
せ
、
わ
ざ
わ
い
の
夜
が
こ
の
世
に
や
っ
て
き
た
。 

神
を
曲
解
し
た
た
め
に
、
こ
の
地
上
は
暗
く
な
っ
た
。
暗
黒
の
影
を
照
し
、
世
の
人
々
を
神
に
呼
び
も
ど
す
た
め
に
は
、
サ
タ
ン 

の
欺
瞞(

ぎ
ま
ん)

的
な
力
を
う
ち
破
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
暴
力
に
よ
っ
て
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。 

暴
力
の
行
使
は
神
の
統
治
の
原
則
に
反
す
る
。
神
は
愛
の
奉
仕
だ
け
を
望
ま
れ
る
。
愛
を
命
令
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
暴
力
や
権 

威
に
よ
っ
て
愛
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
愛
は
愛
に
よ
っ
て
の
み
め
ざ
め
さ
せ
ら
れ
る
。
神
を
知
れ
ば
神
を
愛
す
る
よ
う 
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に
な
る
。
神
の
ご
品
性
が
サ
タ
ン
の
品
性
と
対
照
的
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
働
き
は
全
宇
宙
で
た
だ
ひ
と
り
の
お
か
た
だ 

け
が
で
き
た
。
神
の
愛
の
高
さ
と
深
さ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
お
か
た
だ
け
が
、
そ
の
愛
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
。 

世
の
暗
い
夜
に
、
義
の
太
陽
キ
リ
ス
ト
が
「
翼
に
は
、
い
や
す
力
を
そ
な
え
て
」
昇
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い(

マ
ラ
キ
書
四
ノ
二)

。 

 

わ
れ
わ
れ
を
あ
が
な
う
計
画
は
、
あ
と
で
考
え
出
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
ア
ダ
ム
の
堕
落
後
に
定
め
ら
れ
た
計
画
で
は
な
か
っ 

た
。
そ
れ
は
、
「
長
き
世
々
に
わ
た
っ
て
、
か
く
さ
れ
て
い
た
奥
義
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た(

ロ
ー
マ
一
六
ノ
二
五)

。
そ
れ
は
永 

遠
の
昔
か
ら
神
の
統
治
の
根
本
と
な
っ
て
き
た
原
則
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
初
め
か
ら
、 

神
と
キ
リ
ス
ト
は
、
サ
タ
ン
の
背
信
と
、 

こ
の
反
逆
者
の
欺
瞞
的
な
力
に
よ
っ
て
人
類
が
堕
落
す
る
こ
と
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
神
は
罪
が
存
在
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た 

の
で
は
な
く
、
そ
の
存
在
を
予
見
し
、
そ
の
恐
る
べ
き
危
機
に
応
ず
る
備
え
を
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
世
に
対
す
る
神
の
愛
は
ま
こ 

と
に
大
き
か
っ
た
の
で
、
神
は
、「
み
子
を
信
じ
る
も
の
が
ひ
と
り
も
滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
」
た
め
に
、
そ
の
ひ
と
り
子 

を
与
え
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
六)
。 

 

ル
シ
フ
ァ
ー
は
、
「
わ
た
し
は
天
に
の
ぼ
り
、
わ
た
し
の
王
座
を
高
く
神
の
星
の
上
に
お
き･･････

い
と
高
き
者
の
よ
う
に
な
ろ
う
」 

と
言
っ
た(

イ
ザ
ヤ
書
一
四
ノ
一
三
、
一
四)

。
し
か
し
「
キ
リ
ス
ト
は
、
神
の
か
た
ち
で
あ
ら
れ
た
が
、
神
と
等
し
く
あ
る
こ
と
を 

固
守
す
べ
き
事
と
は
思
わ
ず
、
か
え
っ
て
お
の
れ
を
む
な
し
う
し
て
、
し
も
べ
の
か
た
ち
を
と
り
、
人
間
の
姿
に
な
ら
れ
た
」(

ピ 

リ
ピ
二
ノ
六
、
七)

。 

 

こ
れ
は
自
発
的
な
犠
牲
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
天
父
の
そ
ば
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
お
で
き
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
天
の
栄
光
を
保 

ち
、
天
使
か
ら
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
お
で
き
に
な
っ
た
。
だ
が
イ
エ
ス
は
、
暗
黒
の
う
ち
に
あ
る
者
に
光
を
与
え
、
滅 
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び
る
者
に
い
の
ち
を
与
え
る
た
め
に
、
王
権
を
天
父
の
み
手
に
か
え
し
、
宇
宙
の
王
座
か
ら
お
り
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
。 

お
よ
そ
二
千
年
前
に
、
「
見
よ
、
わ
た
し
は
ま
い
り
ま
し
た
」
と
い
う
神
秘
的
な
意
味
の
こ
と
ば
が
、
天
で
神
の
み
座
か
ら
出
る 

の
が
き
か
れ
た
。
「
あ
な
た
は
、
い
け
に
え
や
さ
さ
げ
物
を
望
ま
れ
な
い
で
、
わ
た
し
の
た
め
に
、
か
ら
だ
を
備
え
て
く
だ
さ
っ
た
。 

･･････

『
神
よ
、
わ
た
し
に
つ
き
、
巻
物
の
書
物
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
、
見
よ
、
み
旨
を
行
う
た
め
に
ま
い
り
ま
し
た
』
」(

ヘ
ブ
ル 

一
〇
ノ
五
―
七)
。
こ
の
こ
と
ば
の
う
ち
に
、
永
遠
の
昔
か
ら
か
く
さ
れ
て
い
た
み
こ
こ
ろ
の
成
就
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト 

は
人
の
肉
体
を
と
っ
て
こ
の
地
上
に
お
い
で
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
彼
は
、
「
わ
た
し
の
た
め
に
、
か
ら
だ
を
備
え
て
く
だ
さ
っ 

た
」
と
言
わ
れ
る(

ヘ
ブ
ル
一
〇
ノ
五)

。
も
し
キ
リ
ス
ト
が
世
の
あ
る
前
か
ら
天
父
と
と
も
に
持
っ
て
お
ら
れ
た
栄
光
の
ま
ま
お
い 

で
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
臨
在
の
光
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
栄
光
を
見
て
滅
び
る
こ
と
が 

な
い
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
の
あ
ら
わ
れ
は
お
お
わ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
神
性
は
人
性
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
、
目
に
見
え
な
い 

栄
光
が
目
に
見
え
る
人
間
の
姿
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
た
。 

こ
の
大
い
な
る
み
こ
こ
ろ
は
型
と
象
徴
と
を
と
お
し
て
予
表
さ
れ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
分
を
モ
ー
セ
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
と 

き
の
燃
え
る
し
ば
は
神
を
あ
ら
わ
し
た
。
神
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
え
ら
ば
れ
た
象
徴
は
、
見
た
と
こ
ろ
何
の
美
し
さ
も
な
い
つ
ま
ら 

な
い
や
ぶ
だ
っ
た
。
こ
こ
に
無
限
の
神
が
宿
ら
れ
た
。
あ
わ
れ
み
に
富
ま
れ
る
神
は
、
モ
ー
セ
が
見
て
も
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ 

の
栄
光
を
ご
く
つ
ま
ら
な
い
象
徴
の
中
に
お
お
い
か
く
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
神
は
、 

昼
は
雲
の
柱
、
夜
は
火
の
柱
の
中
に
あ
っ
て
、 

イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
語
り
、
彼
ら
に
ご
自
分
の
み
こ
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
恵
み
を
お
与
え
に
な
っ
た
。
有
限
な
人
間
の
弱
い
目
で
見 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
神
の
栄
光
が
や
わ
ら
げ
ら
れ
、
そ
の
威
光
が
お
お
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
「
わ
た
し
た 
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ち
の
い
や
し
い
か
ら
だ
」
、
「
人
間
の
姿
に
」
な
っ
て
こ
の
世
に
お
い
で
に
な
る
の
で
あ
っ
た(

ピ
リ
ピ
三
ノ
二
一
、
二
ノ
七)

。
キ
リ 

ス
ト
は
、
世
の
人
の
目
か
ら
み
れ
ば
、
慕
う
べ
き
美
し
さ
を
も
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
は
、
人
の
肉
体
を
と
ら 

れ
た
神
、
天
と
地
の
光
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
、
悲
嘆
に
く
れ
、
誘
惑
さ
れ
て
い
る
人
間
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ 

の
栄
光
は
お
お
わ
れ
、
そ
の
偉
大
さ
と
威
光
は
か
く
さ
れ
た
。 

神
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
つ
い
て
、
「
彼
ら
に
わ
た
し
の
た
め
に
聖
所
を
造
ら
せ
な
さ
い
。
わ
た
し
が
彼
ら
の
う
ち
に
住
む
た
め 

で
あ
る
」
と
モ
ー
セ
に
命
じ
ら
れ
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
五
ノ
八)

。
そ
し
て
神
は
聖
所
の
中
に
、
す
な
わ
ち
ご
自
分
の
民
の
ま
ん
中 

に
お
住
み
に
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
疲
れ
は
て
て
荒
野
を
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
た
間
じ
ゅ
う
、
神
の
臨
在
の
象
徴
は
彼
ら
と
と 

も
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ
わ
れ
人
間
の
陣
営
の
ま
ん
中
に
ご
自
分
の
幕
屋
を
お
建
て
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト 

は
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
住
み
、
ご
自
分
の
き
よ
い
品
性
と
生
活
と
を
わ
れ
わ
れ
に
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
人
間
の
天
幕
の
そ
ば
に
ご
自 

分
の
天
幕
を
張
ら
れ
た
。
「
こ
と
ば
は
肉
体
と
な
り
、
わ
た
し
た
ち
の
う
ち
に
宿
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
栄
光
を
見
た
。
そ
れ 

は
父
の
ひ
と
り
子
と
し
て
の
栄
光
で
あ
っ
て
、
め
ぐ
み
と
ま
こ
と
と
に
満
ち
て
い
た
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
四)

。 

イ
エ
ス
が
わ
れ
わ
れ
と
と
も
に
住
む
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
神
が
わ
れ
わ
れ
の
試
練
を
よ
く
知
り
、
わ 

れ
わ
れ
の
悲
し
み
に
同
情
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ダ
ム
の
む
す
こ
娘
は
み
な
創
造
主
が
罪
人
の
友
で
あ
る
こ
と 

を
さ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
救
い
主
の
地
上
生
活
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
恵
み
の
教
理
の
一
つ
一
つ
に
、
よ
ろ
こ
び
の
約
束 

の
一
つ
一
つ
に
、
愛
の
行
為
の
一
つ
一
つ
に
、
き
よ
い
美
し
さ
の
一
つ
一
つ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
神
が
わ
れ
ら
と
と
も
に
い
ま
す
こ
と 

を
み
と
め
る
か
ら
で
あ
る
。 
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イ エ ス ・ キ リ ス ト は 、 人 類 を 罪 と 永 遠 の 死 か ら 救 う た め に こ の 地 上 に お い  
で に な っ た 。 神 の み 子 は 、 わ れ わ れ を あ が な う た め に 、 自 ら 進 ん で わ れ わ れ  
の 性 質 を と り 、 わ れ わ れ の 経 験 を 味 わ わ れ た 。  
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サ
タ
ン
は
神
の
愛
の
律
法
を
利
己
主
義
の
律
法
で
あ
る
と
言
う
。
彼
は
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
戒
め
に
従
う
こ
と
は
不
可
能
だ
と
宣
言 

す
る
。
人
類
の
始
祖
ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
堕
落
し
て
あ
ら
ゆ
る
わ
ざ
わ
い
が
生
じ
た
こ
と
を
、
彼
は
創
造
主
の
責
任
に
し
、
人
々
に
神 

が
罪
と
苦
難
と
死
の
張
本
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
さ
せ
る
。
イ
土
ス
は
こ
の
欺
瞞
を
ば
く
ろ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は 

わ
れ
わ
れ
人
間
の
一
人
と
し
て
服
従
の
模
範
を
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
イ
エ
ス
は
み
ず
か
ら
人
間
の
性
質
を
と
り
、 

わ
れ
わ
れ
と
同
じ
経
験
を
さ
れ
た
。「
イ
エ
ス
は･･････

あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
兄
弟
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」 

(

ヘ
ブ
ル
二
ノ
一
七)

。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
イ
エ
ス
の
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
サ
タ
ン
は
、 

こ
の
点
で
、
神
の
力
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い
と
言
う
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
イ
エ
ス
は
、
「
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
、 

わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
試
練
に
会
わ
れ
た
の
で
あ
る
」(

ヘ
ブ
ル
四
ノ
一
五)

。
イ
エ
ス
は
わ
れ
わ
れ
の
会
う
あ
ら
ゆ
る
試
み
に 

耐
え
ら
れ
た
。
し
か
も
彼
は
わ
れ
わ
れ
に
自
由
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
力
を
ご
自
分
の
た
め
に
お
用
い
に
な
ら
な
か
っ
た
。
人
間
と 

し
て
イ
エ
ス
は
試
み
に
会
い
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
力
で
勝
利
さ
れ
た
。
「
わ
が
神
よ
、
わ
た
し
は
み
こ
こ
ろ
を
行
う
こ
と
を
喜
び 

ま
す
。
あ
な
た
の
お
き
て
は
わ
た
し
の
心
の
う
ち
に
あ
り
ま
す
」
と
、
主
は
言
わ
れ
る(

詩
篇
四
○
ノ
八)

。
イ
エ
ス
が
、
よ
い
働
き 

を
し
、
サ
タ
ン
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
者
を
い
や
し
な
が
ら
お
歩
き
に
な
っ
た
と
き
、
彼
は
神
の
律
法
の
性
格
と
神
へ
の 

奉
仕
の
本
質
と
を
人
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
一
生
は
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
神
の
律
法
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証 

明
し
て
い
る
。 

キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
の
人
性
に
よ
っ
て
人
類
に
接
し
、
ご
自
分
の
神
性
に
よ
っ
て
神
の
み
座
を
と
ら
え
て
お
ら
れ
た
。
人
の
子
と 

し
て
イ
エ
ス
は
服
従
の
模
範
を
わ
れ
わ
れ
に
示
さ
れ
た
。
神
の
み
子
と
し
て
イ
エ
ス
は
服
従
す
る
力
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
だ
さ 
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る
。
ホ
レ
ブ
山
の
や
ぶ
の
中
か
ら
「
わ
た
し
は
、
有
っ
て
有
る
者

有
っ
て
有
る
者

有
っ
て
有
る
者

有
っ
て
有
る
者
。･･････

イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
に
こ
う
言
い
な
さ
い
、
『
「
わ
た
し

わ
た
し

わ
た
し

わ
た
し
はははは 

有
る
有
る
有
る
有
る
」
と
い
う
か
た
が
、
わ
た
し
を
あ
な
た
が
た
の
と
こ
ろ
へ
つ
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
』
」
と
モ
ー
セ
に
語
ら
れ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
で
あ 

っ
た(
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
ノ
一
四)

。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
済
に
つ
い
て
の
保
証
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
は
、
「
し
も
べ 

の
か
た
ち
」
を
と
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
と
き
、
ご
自
分
を
「
わ
た
し
は
有
る

わ
た
し
は
有
る

わ
た
し
は
有
る

わ
た
し
は
有
る
と
い
う
者
」
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の 

子
、
柔
和
で
心
の
へ
り
く
だ
っ
た
救
い
主
は
、
「
肉
に
お
い
て
現
れ
」
た
神
で
あ
っ
た
。(

テ
モ
テ
第
一
・
三
ノ
一
六)

。
イ
エ
ス
は
ま 

た
わ
れ
わ
れ
に
こ
う
言
わ
れ
る
、 

「
わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は
よ
い
羊
飼
い
で
あ
る
あ
る
あ
る
あ
る
」｢

わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は
生
き
た
パ
ン
で
あ
る
あ
る
あ
る
あ
る｣ 

｢

わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は
道
で
あ
り
あ
り
あ
り
あ
り
真 

理
で
あ
り
あ
り
あ
り
あ
り
、
命
で
あ
る
あ
る
あ
る
あ
る
」
「
わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は

わ
た
し
は
天
に
お
い
て
も
地
に
お
い
て
も
い
っ
さ
い
の
権
威
を
授
け
ら
れ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
一
○
ノ
一
一
、 

六
ノ
五
一
、
一
四
ノ
六
、
マ
タ
イ
二
八
ノ
一
八)

。
わ
た
し

わ
た
し

わ
た
し

わ
た
し
は
す
べ
て
の
約
束
の
保
証
で
あ
る
あ
る
あ
る
あ
る
。
わ
た
し

わ
た
し

わ
た
し

わ
た
し
は
実
在
す
る

実
在
す
る

実
在
す
る

実
在
す
る
、
恐
れ
る
こ
と 

は
な
い
。 

「
神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
わ
れ
わ
れ
が
罪
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
保
証
で
あ
り
、
わ 

れ
わ
れ
が
天
の
律
法
に
従
う
力
に
つ
い
て
の
保
証
で
あ
る
。 

 

身
を
ひ
く
く
し
て
人
性
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
サ
タ
ン
の
品
性
と
反
対
の
品
性
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
し
か
し
主
は 

屈
辱
の
道
を
も
っ
と
低
い
と
こ
ろ
へ
く
だ
ら
れ
た
。 
「
お
の
れ
を
低
く
し
て
、
死
に
至
る
ま
で
、
し
か
も
十
字
架
の
死
に
至
る
ま
で 

従
順
で
あ
ら
れ
た
」(

ピ
リ
ピ
二
ノ
八)

。
大
祭
司
が
豪
華
な
祭
司
服
を
ぬ
い
で
、
一
般
の
祭
司
と
同
じ
白
い
麻
の
衣
を
着
て
式
を
と 

り
行
う
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
し
も
べ
の
か
た
ち
を
と
り
、
み
ず
か
ら
祭
司
と
な
り
、
ま
た
み
ず
か
ら
い
け
に
え
と
な
っ
て
、
い
け 

に
え
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。 

「
彼
は
わ
れ
わ
れ
の
と
が
の
た
め
に
傷
つ
け
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
不
義
の
た
め
に
砕
か
れ
た
の
だ
。
彼
は 

み
ず
か
ら
こ
ら
し
め
を
う
け
て
、
わ
れ
わ
れ
に
平
安
を
与
え
」
ら
れ
た(
イ
ザ
ヤ
書
五
三
ノ
五)

。 
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当
然
キ
リ
ス
ト
が
受
け
ら
れ
る
べ
き
と
り
扱
い
を
わ
れ
わ
れ
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ
わ
れ
が
当
然
受
け
る
べ 

き
と
り
扱
い
を
受
け
ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
義
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
義
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
キ 

リ
ス
ト
は
ご
自
分
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
罪
の
宣
告
を
受
け
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
も
の
で
あ
る
い
の
ち
を
わ
れ
わ
れ 

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
あ
る
死
を
受
け
ら
れ
た
。 

「
そ
の
打
た
れ
た
傷
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ 

は
い
や
さ
れ
た
の
だ
」(
イ
ザ
ヤ
書
五
三
ノ
五)

。 

 

キ
リ
ス
ト
は
、
ご
自
分
の
生
涯
と
死
に
よ
っ
て
、
罪
の
た
め
に
生
じ
た
破
滅
か
ら
回
復
す
る
よ
り
も
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を
な
し 

と
げ
ら
れ
た
。
神
と
人
と
を
永
遠
に
ひ
き
離
す
こ
と
が
サ
タ
ン
の
目
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
る
と
き
に
、
わ 

れ
わ
れ
は
堕
落
し
な
か
っ
た
場
合
よ
り
も
も
っ
と
密
接
に
神
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
救
い
主
は
、
わ
れ
わ
れ
の
性
質 

を
お
と
り
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
し
て
た
ち
き
れ
る
こ
と
の
な
い
き
ず
な
で
ご
自
分
を
人
類
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
た
。
永
遠
に 

わ
た
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ
わ
れ
と
つ
な
が
っ
て
お
ら
れ
る
。 

「
神
は
そ
の
ひ
と
り
子
を
賜
わ
っ
た
ほ
ど
に
、
こ
の
世
を
愛
し
て 

く
だ
さ
っ
た
。
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
六)

。
わ
れ
わ
れ
の
罪
を
負
い
、
わ
れ
わ
れ
の
い
け
に
え
と
し
て
死
ぬ
た
め
に
、
神
は
み
子
を
お
与 

え
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
神
は
み
子
を
堕
落
し
た
人
類
に
お
与
え
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
神
は
不
変
の
平
和
の
は
か
ら
い
を
保 

証
す
る
た
め
に
、
ご
自
分
の
ひ
と
り
子
を
与
え
て
人
類
家
族
の
一
人
と
な
ら
せ
、
永
遠
に
人
間
の
性
質
を
み
子
の
う
ち
に
保
た
せ
ら 

れ
た
。
こ
れ
こ
そ
神
が
ご
自
分
の
み
こ
と
ば
を
成
就
さ
れ
る
保
証
で
あ
る
。
「
ひ
と
り
の
み
ど
り
子
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
生
れ
た
、 

ひ
と
り
の
男
の
子
が
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
た
。
ま
つ
り
ご
と
は
そ
の
肩
に
あ
り
」(

イ
ザ
ヤ
書
九
ノ
六)

。
神
は
み
子
自
身
の
う
ち 

に
人
間
の
性
質
を
と
り
入
れ
、
こ
れ
を
一
番
高
い
天
に
ま
で
持
ち
つ
づ
け
さ
せ
ら
れ
た
。
神
と
と
も
に
宇
宙
の
み
座
を
占
め
て
お
ら 
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れ
る
の
は
「
人
の
子
」
で
あ
る
。
そ
の
名
を
「
霊
妙
な
る
議
士
、
大
能
の
神
、
と
こ
し
え
の
父
、
平
和
の
君
」
と
と
な
え
ら
れ
る
の 

は
「
人
の
子
」
で
あ
る(

イ
ザ
ヤ
書
九
ノ
六)

。
「
有
っ
て
有
る
者
」
は
神
と
人
類
の
間
に
あ
っ
て
、
両
方
に
手
を
置
い
て
お
ら
れ
る 

仲
保
者
で
あ
る
。
「
聖
に
し
て
、
悪
も
け
が
れ
も
な
く
、
罪
人
と
は
区
別
さ
れ
」
る
お
か
た
は
、
わ
れ
わ
れ
を
「
兄
弟
と
呼
ぶ
こ
と 

を
恥
じ
」
た
ま
わ
な
い(

ヘ
ブ
ル
七
ノ
二
六
、
二
ノ
一
一)

。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
、
天
の
家
族
と
地
の
家
族
が
一
つ
に
む
す
ば
れ
て 

い
る
。
栄
光
を
お
受
け
に
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
は
、
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
で
あ
る
。
天
は
人
間
の
う
ち
に
宿
り
、
人
間
は
限
り
な
い
愛
の 

神
の
胸
に
い
だ
か
れ
て
い
る
。 

神
は
ご
自
分
の
民
に
つ
い
て
、
「
彼
ら
は
冠
の
玉
の
よ
う
に
、
そ
の
地
に
輝
く
。
そ
の
さ
い
わ
い
、
そ
の
う
る
わ
し
さ
は
い
か
ば 

か
り
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る(
ゼ
カ
リ
ヤ
書
九
ノ
一
六
、
一
七)

。
あ
が
な
わ
れ
た
者
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
神
の
い
つ
く
し
み 

に
つ
い
て
永
遠
の
あ
か
し
と
な
る
。
神
は
、
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
わ
た
し
た
ち
に
賜
わ
っ
た
慈
愛
に
よ
る
神
の
恵
み
の 

絶
大
な
富
を
、
き
た
る
べ
き
世
々
に
示
」
さ
れ
る
。
「
天
上
に
あ
る
も
ろ
も
ろ
の
支
配
や
権
威
が
、
教
会
を
通
し
て
、
神
の
多
種
多 

様
な
知
恵
を
知
る
に
至
る
た
め
で
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
実
現
さ
れ
た
神
の
永
遠
の
目
的
に
そ 

う
も
の
で
あ
る
」(

エ
ペ
ソ
二
ノ
七
、
三
ノ
一
〇
、
一
一)
。 

キ
リ
ス
ト
の
あ
が
な
い
の
働
き
に
よ
っ
て
神
の
統
治
の
正
し
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
全
能
者
は
愛
の
神
と
し
て
知
ら
さ
れ
る
。 

サ
タ
ン
の
非
難
は
反
ば
く
さ
れ
、
そ
の
性
格
が
ば
く
ろ
さ
れ
る
。
反
逆
は
ふ
た
た
び
起
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
罪
は
二
度
と
こ
の
宇 

宙
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
永
遠
に
わ
た
っ
て
、
だ
れ
も
背
信
の
心
配
が
な
い
。
愛
の
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
、
天
と
地
の
住
民 

は
決
し
て
き
れ
る
こ
と
の
な
い
き
ず
な
で
創
造
主
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
。 
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あ
が
な
い
の
働
き
は
完
成
さ
れ
る
。
罪
の
充
満
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
神
の
恵
み
が
も
っ
と
充
満
す
る
。
サ
タ
ン
が
自
分
の
働
き
場 

所
と
し
て
主
張
し
て
い
た
こ
の
地
上
そ
の
も
の
も
、
た
だ
あ
が
な
わ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
罪
の
の 

ろ
い
の
た
め
に
神
の
輝
か
し
い
創
造
に
お
け
る
一
つ
の
汚
点
と
な
っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
小
さ
な
世
界
が
、
神
の
宇
宙
の
ど
ん 

な
他
世
界
に
も
ま
さ
っ
て
あ
が
め
ら
れ
る
。
神
の
み
子
が
人
の
か
た
ち
を
と
り
、
栄
光
の
王
が
生
活
し
、
苦
難
を
受
け
、
死
な
れ
た 

こ
の
地
上

―
こ
こ
に
神
が
万
物
を
新
た
に
さ
れ
る
時
、
「
神
の
幕
屋
が
人
と
と
も
に
あ
り
、
神
が
人
と
と
も
に
住
み
、
人
は
神
の 

民
と
な
り
、
神
み
ず
か
ら
人
と
と
も
に
い
ま｣

す
の
で
あ
る(

黙
示
録
二
ノ
三)

。
そ
し
て
永
遠
に
わ
た
っ
て
、
あ
が
な
わ
れ
た
者 

は
、
神
の
光
の
中
を
歩
む
と
き
、
言
い
あ
ら
わ
し
よ
う
の
な
い
神
の
賜
物
で
あ
ら
れ
る
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル

―
神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま

神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま

神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま

神
わ
れ
ら
と
共
に
い
ま    

すすすす

―
に
つ
い
て
神
を
賛
美
す
る
の
で
あ
る
。 
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第 2 章 
 

 

選 
 

 

民    

    

一
千
年
以
上
も
の
間
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
、
救
い
主
の
来
臨
を
待
っ
て
い
た
。
こ
の
出
来
事
に
彼
ら
の
最
も
輝
か
し
い
望
み
が
か
け 

ら
れ
て
い
た
。
歌
に
預
言
に
、
神
殿
の
儀
式
に
家
庭
の
祈
り
に
、
彼
ら
は
救
い
主
の
み
名
を
あ
が
め
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
、
キ
リ 

ス
ト
が
お
い
で
に
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
か
っ
た
。
天
の
愛
さ
れ
た
お
か
た
は
、
彼
ら
に
は
「
か
わ
い
た
土
か 

ら
出
る
根
の
よ
う
」
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
「
見
る
べ
き
姿
」
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
慕
う
べ
き
美
し
さ
を
見
な 

か
っ
た(

イ
ザ
ヤ
書
五
三
ノ
二)

。
「
彼
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
き
た
の
に
、
自
分
の
民
は
彼
を
受
け
い
れ
な
か
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ 

一
一)

。 

し
か
し
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
え
ら
ば
れ
た
の
だ
っ
た
。
神
は
人
々
の
間
に
、
神
の
律
法
に
つ
い
て
、
ま
た
救
い
主
を
さ
し
示
し
て 

い
る
象
徴
と
預
言
と
に
つ
い
て
知
識
を
残
す
た
め
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
召
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
神
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
世
に
対
し
て 

救
い
の
井
戸
と
な
る
よ
う
に
望
ま
れ
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
そ
の
滞
在
し
た
土
地
で
、
ヨ
セ
フ
が
エ
ジ
プ
ト
で
、
ダ
ニ
エ
ル
が
バ
ビ
ロ 

ン
の
宮
廷
で
そ
れ
ぞ
れ
果
し
た
役
割
を
、
ヘ
ブ
ル
人
は
諸
国
民
の
中
で
果
す
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
人
々
に
神
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ 
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っ
た
。 

 

主
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
召
さ
れ
た
と
き
、 

「
わ
た
し
は
あ
な
た
を
祝
福
し
、･･････

あ
な
た
は
祝
福
の
基
と
な
る
で
あ
ろ
う
。･･････ 

地
の
す
べ
て
の
や
か
ら
は
、
あ
な
た
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
た(

創
世
記
一
二
ノ
二
、
三)

。
こ
の
同
じ
教
え
が
預
言
者 

た
ち
を
通
し
て
く
り
か
え
さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
戦
争
と
捕
囚
の
た
め
に
荒
廃
し
た
あ
と
で
さ
え
も
、 

「
ヤ
コ
ブ
の
残
れ
る
者
は 

多
く
の
民
の
中
に
あ
る
こ
と･･････

主
か
ら
く
だ
る
露
の
ご
と
く
、
青
草
の
上
に
降
る
夕
立
の
よ
う
で
あ
る
」
と
の
約
束
が
彼
ら
の
も 

の
で
あ
っ
た(

ミ
カ
書
五
ノ
七)
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
に
つ
い
て
、
主
は
イ
ザ
ヤ
を
通
し
て
「
わ
が
家
は
す
べ
て
の
民
の
祈
り
の
家 

と
と
な
え
ら
れ
る
」
と
宣
言
さ
れ
た(
イ
ザ
ヤ
書
五
六
ノ
七)

。 

 

だ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
彼
ら
の
望
み
を
世
俗
的
な
偉
大
さ
に
お
い
た
。
カ
ナ
ン
の
地
に
は
い
っ
た
時
か
ら
、
彼
ら
は
神
の
戒
め 

か
ら
離
れ
、
異
教
徒
の
風
習
に
従
っ
た
。
神
が
預
言
者
た
ち
を
通
し
て
彼
ら
に
警
告
を
送
ら
れ
て
も
む
だ
だ
っ
た
。
彼
ら
は
異
教
徒 

か
ら
の
圧
迫
と
い
う
こ
ら
し
め
を
受
け
て
も
む
だ
だ
っ
た
。
改
革
の
た
び
に
、
も
っ
と
深
い
背
信
が
そ
の
あ
と
に
つ
づ
い
た
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
が
神
に
忠
実
で
あ
っ
た
ら
、
神
は
彼
ら
に
栄
え
と
ほ
ま
れ
と
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
こ
こ
ろ
を
な
し
と
げ
る 

こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
服
従
の
道
を
歩
い
た
ら
、
神
は
彼
ら
に
「
ほ
ま
れ
と
良
き
名
と
栄
え
と
を
与
え 

て
、
主
の
造
ら
れ
た
す
べ
て
の
国
民
に
ま
さ
る
も
の
と
さ
れ｣

た
の
で
あ
る
。 

「
そ
う
す
れ
ば
地
の
す
べ
て
の
民
は
皆
あ
な
た
が
主 

の
名
を
も
っ
て
唱
え
ら
れ
る
の
を
見
て
あ
な
た
を
お
そ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
「
彼
ら
は
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
定
め
を
き
い
て
、
『
こ
の
大 

い
な
る
国
民
は
、
ま
こ
と
に
知
恵
あ
り
、
知
識
あ
る
国
民
で
あ
る
』
と
言
う
で
あ
ろ
う
」
と
モ
ー
セ
は
言
っ
た(

申
命
記
二
六
ノ
一
九
、 

二
八
ノ
一
〇
、
四
ノ
六)

。
し
か
し
イ
ス
ラ
エ
ル
が
不
忠
実
で
あ
っ
た
た
め
に
、
神
の
み
こ
こ
ろ
は
う
ち
つ
づ
く
逆
境
と
屈
辱
と
を
通
し 
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て
の
み
達
成
さ
れ
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
バ
ビ
ロ
ン
に
屈
服
し
、
異
教
徒
の
地
に
離
散
さ
せ
ら
れ
た
。
苦
悩
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
多
く
の
者
が
神
の
契
約
へ 

の
忠
誠
を
新
た
に
し
た
。
彼
ら
は
柳
の
木
に
た
て
ご
と
を
か
け
て
、
荒
れ
は
て
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
聖
な
る
宮
の
こ
と
を
嘆
き
悲 

し
ん
だ
が
、
一
方
ま
た
真
理
の
光
が
彼
ら
を
通
し
て
照
り
わ
た
り
、
神
の
知
識
が
諸
国
民
の
間
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
異
教
の
犠
牲
制
度 

は
、
神
が
お
定
め
に
な
っ
た
制
度
の
悪
用
で
あ
っ
た
。
異
教
の
儀
式
を
守
っ
て
い
る
ま
じ
め
な
多
く
の
人
々
が
、
神
の
お
定
め
に
な 

っ
た
儀
式
の
意
味
を
ヘ
ブ
ル
人
か
ら
学
び
、
信
仰
を
も
っ
て
、
あ
が
な
い
主
に
つ
い
て
の
約
束
を
と
ら
え
た
。 

流
浪
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
く
は
迫
害
を
受
け
た
。
安
息
日
を
無
視
し
た
り
異
教
の
祭
典
を
守
っ
た
り
す
る
こ
と
を
こ
ば
ん
だ
た
め
に
、 

生
命
を
失
っ
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
偶
像
礼
拝
者
た
ち
が
怒
っ
て
真
理
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
と
き
、
主
は
ご
自
分
の
し
も
べ
を
王 

た
ち
や
統
治
者
た
ち
に
面
会
さ
せ
、
彼
ら
と
そ
の
民
が
光
を
受
け
る
よ
う
に
さ
れ
た
。
最
も
偉
大
な
君
主
た
ち
が
、
ヘ
ブ
ル
人
の
捕 

虜
た
ち
が
お
が
ん
で
い
る
神
の
主
権
を
宣
言
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
バ
ビ
ロ
ン
に
と
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
ざ
ん
だ
像
の
礼
拝
が
効
果
的
に
な
お
っ
た
。
そ 

の
後
何
百
年
も
の
間
、
彼
ら
は
異
教
の
敵
の
圧
迫
に
苦
し
ん
だ
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
繁
栄
は
神
の
律
法
に
従
う
こ
と
に
か
か
っ
て 

い
る
こ
と
を
固
く
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
民
の
多
く
は
、
愛
に
う
な
が
さ
れ
て
服
従
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
動 

機
は
利
己
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
国
家
的
な
偉
大
さ
に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
神
に
外
面
的
な
奉
仕
を
さ
さ
げ
た
。
彼
ら 

は
世
の
光
と
な
ら
な
い
で
、
偶
像
礼
拝
の
誘
惑
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
世
か
ら
離
れ
た
。
モ
ー
セ
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
教
え
の
中 

で
、
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
偶
像
礼
拝
者
と
ま
じ
わ
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
た
が
、
こ
の
教
え
は
ま
ち
が
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
そ 
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れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
異
教
徒
の
習
慣
に
従
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
教
え
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
他 

国
民
と
の
間
を
へ
だ
て
る
壁
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
彼
ら
の
天
と
み
な
し
、
神
が
異 

邦
人
に
恵
み
を
示
さ
れ
は
し
な
い
か
と
実
際
に
嫉
妬(

し
っ
と)

し
た
。 

バ
ビ
ロ
ン
か
ら
帰
っ
て
か
ら
は
、
宗
教
的
な
教
え
に
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
た
。
全
国
に
会
堂
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
で
祭
司
や
律 

法
学
者
た
ち
が
律
法
を
講
義
し
た
。
ま
た
学
校
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
は
、
文
学
や
科
学
と
と
も
に
、
義
の
原
則
を
教
え
る
と
こ
ろ
と 

い
わ
れ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
会
堂
も
学
校
も
堕
落
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
捕
囚
の
間
に
、
民
の
多
く
は
異
教
的
な
思
想
と
風
習
と
を 

受
け
入
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
が
彼
ら
の
宗
教
的
な
行
事
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
。
多
く
の
こ
と
に
お
い
て
、
彼
ら
は
偶
像 

礼
拝
者
た
ち
の
習
慣
に
従
っ
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
神
か
ら
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
儀
式
的
な
行
事
に
教
え
ら
れ
て
い
る
意
味
を
大
部
分
見
失
っ
た
。
そ
の
儀
式
は 

キ
リ
ス
ト
ご
自
身
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
儀
式
の
ど
の
部
分
も
キ
リ
ス
ト
を
象
徴
し
て
い
て
、
生
命
力
と
霊
的
な
美 

し
さ
に
満
ち
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ユ
ダ
ヤ
人
は
そ
の
儀
式
か
ら
霊
的
生
命
を
失
い
、
そ
の
む
な
し
い
形
式
を
固
守
し
た
。
彼
ら
は
い 

け
に
え
と
儀
式
そ
の
も
の
に
た
よ
っ
て
、
そ
こ
に
さ
し
示
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
に
た
よ
ら
な
か
っ
た
。
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
は
、 

彼
ら
の
失
っ
て
い
た
も
の
を
補
う
た
め
に
、
彼
ら
自
身
の
要
求
を
増
し
加
え
た
。
こ
う
し
て
要
求
が
厳
格
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
神 

の
愛
の
あ
ら
わ
れ
が
ま
す
ま
す
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
彼
ら
は
儀
式
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
き
よ
い
者
に
な
れ
る 

と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
心
は
高
慢
と
偽
善
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。 

ど
ん
な
に
こ
ま
か
く
面
倒
な
戒
め
を
つ
く
っ
て
み
て
も
、
律
法
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
神
に
仕
え
よ
う
と
望
む
者
や
ラ 
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ビ
の
戒
め
を
守
ろ
う
と
す
る
者
は
、
重
荷
の
下
に
苦
し
ん
だ
。
彼
ら
は
不
安
な
良
心
の
責
め
に
気
持
の
休
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

こ
う
し
て
サ
タ
ン
は
民
を
落
胆
さ
せ
、
神
の
ご
品
性
に
つ
い
て
彼
ら
の
観
念
を
低
下
さ
せ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
信
仰
が
軽
蔑(

け
い
べ
つ) 

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
働
い
た
。
彼
は
天
で
反
逆
し
た
と
き
に
主
張
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
神
の
要
求
は
不
公
平
で
従
う
こ
と 

の
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
主
張
を
立
証
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
さ
え
律
法
を
守
っ
て
い
な
い
と
、
彼
は
宣
言
し
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
望
ん
で
い
な
が
ら
、
メ
シ
ヤ
の
使
命
に
つ
い
て
正
し
い
観
念
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
罪 

か
ら
の
あ
が
な
い
を
求
め
ず
に
、
ロ
ー
マ
人
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
、
メ
シ
ヤ
が
征
服
者
と
し
て
お
い
で
に 

な
り
、
圧
制
者
の
権
力
を
破
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
世
界
帝
国
の
地
位
に
高
め
て
く
だ
さ
る
の
を
待
望
し
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
が
救
い 

主
を
こ
ば
む
道
が
備
え
ら
れ
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
お
生
れ
に
な
っ
た
時
、
ユ
ダ
ヤ
国
民
は
外
国
の
支
配
者
た
ち
の
統
治
に
い
ら
だ
ち
、
内
部
の
争
い
に
苦
し
め
ら
れ
て 

い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
別
の
政
治
形
態
を
維
持
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ど
ん
な
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
彼
ら
が
ロ
ー
マ 

人
の
支
配
下
に
あ
る
と
い
う
事
実
を
か
く
す
こ
と
も
、
あ
る
い
は
彼
ら
を
権
力
の
制
限
に
甘
ん
じ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。 

大
祭
司
の
任
免
権
は
ロ
ー
マ
人
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
詐
欺
、
買
収
、
あ
る
い
は
殺
人
さ
え 

行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
祭
司
職
は
ま
す
ま
す
堕
落
し
た
。
そ
れ
で
も
祭
司
た
ち
は
な
お
強
大
な
権
力
を
持
ち
、
彼
ら
は
そ
の
権
力
を 

利
己
的
金
銭
的
な
目
的
の
た
め
に
利
用
し
た
。
民
衆
は
祭
司
た
ち
の
無
慈
悲
な
要
求
の
ま
ま
に
な
り
、
一
方
ロ
ー
マ
人
か
ら
も
重
い 

税
を
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
た
め
に
、
不
満
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
民
衆
の
暴
動
が
し
き
り
に
起
っ
た
。
貪(

ど
ん)

欲
と
暴 

力
、
不
信
と
霊
的
無
感
覚
が
国
民
の
生
命
を
む
し
ば
ん
で
い
た
。 
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ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ロ
ー
マ
人
へ
の
憎
悪
と
、
国
民
的
ま
た
霊
的
な
誇
り
か
ら
、
い
ぜ
ん
と
し
て
自
分
た
ち
の
礼
拝
形
式
を
厳
格
に
守 

っ
て
い
た
。
祭
司
た
ち
は
宗
教
的
儀
式
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
聖
潔
の
評
判
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
民
は
暗
黒
と 

圧
制
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
役
人
た
ち
は
権
力
へ
の
野
心
か
ら
、
彼
ら
の
敵
を
征
服
し
イ
ス
ラ
エ
ル
に
王
国
を
回
復
さ
れ
る
お
か
た
の 

来
臨
を
待
ち
こ
が
れ
た
。
彼
ら
は
預
言
を
調
べ
た
が
、
霊
的
な
目
を
持
た
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
の
初
臨
に
伴 

う
屈
辱
を
さ
し
示
し
て
い
る
聖
句
を
見
落
し
て
、
キ
リ
ス
ト
再
臨
の
栄
光
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
聖
句
を
ま
ち
が
っ
て
適
用
し
た
。 

高
慢
の
た
め
に
彼
ら
の
目
は
く
も
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
預
言
を
自
分
た
ち
の
利
己
的
な
欲
望
に
し
た
が
っ
て
解
釈
し
た
。 
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人 口 調 査 の 勅 令 が 出 た た め に 、 ヨ セ フ と マ リ ヤ は ナ ザ レ か ら ベ ツ レ ヘ ム へ 行 っ た 。

ふ た り は 雑 踏 し た 町 に 着 い た が 、 宿 屋 に は 彼 ら の 泊 ま る 部 屋 が な か っ た 。  
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第 3 章 
 

 
 

 
 

 
 

「
時
の
満
ち
る
に
及
ん
で
」    

    

「
時
の
満
ち
る
に
及
ん
で
、
神
は
み
子
を･･････

お
つ
か
わ
し
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
律
法
の
下
に
あ
る
も
の
を
あ
が
な
い
出
す
た
め
、 

わ
た
し
た
ち
に
子
た
る
身
分
を
授
け
る
た
め
で
あ
っ
た
」(

ガ
ラ
テ
ヤ
四
ノ
四
、
五)

。 

救
い
主
の
来
臨
は
エ
デ
ン
で
予
告
さ
れ
た
。
ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
初
め
て
こ
の
約
束
を
き
い
た
と
き
、
彼
ら
は
そ
れ
が
す
ぐ
に
成
就 

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
。
彼
ら
は
最
初
に
生
れ
た
む
す
こ
を
よ
ろ
こ
ん
で
歓
迎
し
、
そ
の
子
が
救
い
主
で
あ
る
よ
う
に
と
望
ん
だ
。 

し
か
し
約
束
の
成
就
は
遅
れ
た
。
こ
の
約
束
を
最
初
に
受
け
た
人
々
は
そ
の
実
現
を
み
な
い
で
死
ん
だ
。
エ
ノ
ク
の
時
代
か
ら
、
こ 

の
約
束
は
父
祖
た
ち
と
預
言
者
た
ち
を
通
し
て
く
り
か
え
さ
れ
、
救
い
主
来
臨
の
望
み
を
生
か
し
つ
づ
け
た
が
、
そ
れ
で
も
救
い
主 

は
お
い
で
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
の
預
言
に
メ
シ
ヤ
来
臨
の
時
期
が
示
さ
れ
た
が
、
だ
れ
も
が
そ
の
こ
と
ば
を
正
し
く
解
釈 

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
世
紀
ま
た
一
世
紀
と
過
ぎ
て
行
き
、
預
言
者
た
ち
の
声
は
や
ん
だ
。
圧
制
者
の
手
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に 

重
く
、
多
く
の
者
は
「
日
は
延
び
、
す
べ
て
の
幻
は
む
な
し
く
な
っ
た
」
と
い
ま
に
も
叫
ぶ
ば
か
り
で
あ
っ
た(

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
一 

二
ノ
二
二)

。 
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だ
が
定
め
ら
れ
た
広
大
な
軌
道
に
あ
る
星
の
よ
う
に
、
神
の
目
的
は
急
ぐ
こ
と
も
遅
れ
る
こ
と
も
な
い
。
大
い
な
る
暗
黒
と
け
む 

る
か
ま
ど
の
象
徴
を
通
し
て
、
神
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
エ
ジ
プ
ト
で
奴
隷
生
活
を
送
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
滞
在
期 

間
は
四
百
年
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。
「
そ
の
後
か
れ
ら
は
多
く
の
財
産
を
携
え
て
出
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
神
は
言
わ
れ
た(

創 

世
記
一
五
ノ
一
四)

。
こ
の
こ
と
ば
に
対
し
て
、
パ
ロ
が
誇
り
と
す
る
帝
国
は
、
全
力
を
あ
げ
て
戦
っ
た
が
む
だ
だ
っ
た
。
神
の
約
束 

に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
そ
の
日
に
、
主
の
全
軍
は
エ
ジ
プ
ト
の
国
を
出
た
」(

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
ノ
四
一)

。
同
じ
よ
う
に
、
天
の 

会
議
で
は
、
キ
リ
ス
ト
来
臨
の
時
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
時
と
い
う
大
時
計
が
そ
の
時
間
を
さ
し
示
す
と
、
イ
エ
ス
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム 

に
お
生
れ
に
な
っ
た
。 

「
時
の
満
ち
る
に
及
ん
で
、
神
は
み
子
を･･････

お
つ
か
わ
し
に
な
っ
た
」(

ガ
ラ
テ
ヤ
四
ノ
四)

。
摂
理
の
神
は
、
こ
の
世
界
に
救 

い
主
来
臨
の
機
が
熟
す
る
ま
で
、
国
々
の
動
き
と
、
人
間
の
衝
動
や
影
響
力
の
流
れ
と
を
み
ち
び
い
て
お
ら
れ
た
。
国
々
は
一
つ
の 

政
府
の
下
に
統
合
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
の
国
語
が
広
く
話
さ
れ
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
文
学
の
言
語
と
し
て
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。
離 

散
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
年
ご
と
の
大
祭
の
た
め
に
全
地
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
に
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
居
留
地
へ
も
ど
る
と
、
メ 

シ
ヤ
の
来
臨
に
つ
い
て
の
お
と
ず
れ
を
世
界
じ
ゅ
う
に
ひ
ろ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
こ
ろ
、
異
教
の
制
度
は
だ
ん
だ
ん
人
々
の
信
頼
を
失
っ
て
い
た
。
人
々
は
き
ら
び
や
か
な
外
観
や
作
り
話
に
飽
い
て
い
た
。 

彼
ら
は
心
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
宗
教
を
熱
望
し
た
。
真
理
の
光
は
人
々
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
た
が
、
そ
の
一
方 

で
は
光
を
求
め
て
い
る
魂
や
、
困
惑
と
悲
し
み
に
満
た
さ
れ
て
い
る
魂
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
生
け
る
神
に
つ
い
て
の
知
識
、
ま
た 

死
の
か
な
た
に
あ
る
い
の
ち
に
つ
い
て
保
証
し
て
く
れ
る
何
も
の
か
を
飢
え
か
わ
く
よ
う
に
求
め
て
い
た
。 
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ユ
ダ
ヤ
人
が
神
か
ら
離
れ
た
時
、
信
仰
は
暗
く
な
り
、
望
み
の
光
は
ほ
と
ん
ど
前
途
を
照
ら
さ
な
く
な
っ
た
。
預
言
者
た
ち
の
こ 

と
ば
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
般
の
民
衆
に
と
っ
て
、
死
は
恐
る
べ
き
神
秘
で
あ
り
、
死
の
か
な
た
は
不
安
と
暗
黒
で
あ
っ
た
。 

幾
世
紀
も
昔
に
、
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
に
き
こ
え
た
声
、
「
叫
び
泣
く
大
い
な
る
悲
し
み
の
声
が
ラ
マ
で
聞
え
た
。
ラ
ケ
ル
は
そ
の
子 

ら
の
た
め
に
な
げ
い
た
。
子
ら
が
も
は
や
い
な
い
の
で
、
慰
め
ら
れ
る
こ
と
さ
え
願
わ
な
か
っ
た
」
と
あ
る
そ
の
声
は
、
ベ
ツ
レ
ヘ 

ム
の
母
親
た
ち
の
泣
き
叫
ぶ
声
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
人
類
の
大
き
な
心
か
ら
出
る
叫
び
で
も
あ
っ
た(

マ
タ
イ
二
ノ
一
八)

。 

人
々
は
「
死
の
地
、
死
の
か
げ
」
に
、
慰
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
す
わ
っ
て
い
た(

マ
タ
イ
四
ノ
一
六)

。
彼
ら
は
、
救
い
主
が
お
い 

で
に
な
っ
て
、
暗
黒
が
は
ら
い
の
け
ら
れ
、
未
来
の
神
秘
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
時
を
、
あ
こ
が
れ
の
目
を
も
っ
て
待
ち
望
ん
で
い
た
。 

ユ
ダ
ヤ
国
民
以
外
に
も
、
天
来
の
教
師
の
出
現
を
予
告
し
た
人
々
が
い
た
。
こ
の
人
た
ち
は
真
理
を
求
め
て
い
た
の
で
、
彼
ら
に 

霊
感
の
み
た
ま
が
さ
ず
け
ら
れ
た
。
暗
く
な
っ
た
空
の
星
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
教
師
た
ち
が
次
々
と
現
わ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の 

預
言
の
こ
と
ば
は
異
邦
人
の
世
界
の
幾
千
の
人
々
の
心
に
望
み
の
火
を
と
も
し
て
い
た
。 

幾
百
年
も
前
か
ら
、
聖
書
は
、
当
時
ロ
ー
マ
帝
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
広
く
話
さ
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
ち
ら
ば
っ
て
い
た
の
で
、
異
邦
人
も
あ
る
程
度
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
期
待
し
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
異 

教
徒
と
呼
ん
で
い
た
人
々
の
中
に
は
、
メ
シ
ヤ
に
つ
い
て
の
聖
書
の
預
言
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
教
師
た
ち
よ
り
も
も
っ
と
よ
く
理
解
し 

て
い
る
人
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
罪
か
ら
の
救
済
者
と
し
て
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
待
ち
望
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
た
。
哲
学 

者
た
ち
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
制
度
の
奥
義
の
研
究
に
努
力
し
た
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
の
偏
狭
さ
の
た
め
に
光
が
伝
わ
る
の
が
さ
ま
た
げ
ら 

れ
た
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
と
他
国
民
と
の
間
の
へ
だ
て
を
維
持
す
る
こ
と
に
熱
心
で
、
象
徴
的
奉
仕
に
つ
い
て
彼
ら
が
ま
だ
持
っ 
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て
い
た
知
識
を
わ
け
与
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
真
の
解
釈
者
が
お
い
で
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
型
に
予
表 

さ
れ
て
い
る
お
か
た
が
、
そ
れ
ら
の
型
の
意
義
を
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

自
然
を
通
し
、
型
と
象
徴
と
を
通
し
、
ま
た
父
祖
た
ち
と
預
言
者
た
ち
と
を
通
し
て
、
神
は
世
の
人
々
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
教 

訓
は
人
間
の
こ
と
ば
で
人
間
に
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
契
約
の
使
者
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
が
お
語
り
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

彼
の
声
が
彼
ご
自
身
の
宮
で
き
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
が
、
は
っ
き
り
と
明
確
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
ば
を
語
る
た
め
に
お 

い
で
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
真
理
の
創
始
者
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
が
、
真
理
を
力
の
な
い
も
の
に
し
て
い
た
人
間
の
こ
と
ば
と 

い
う
も
み
が
ら
の
中
か
ら
真
理
を
と
り
わ
け
た
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
の
統
治
と
あ
が
な
い
の
計
画
の
原
則
が
明
示
さ
れ
ね
ば
な 

ら
な
い
。
旧
約
の
教
え
が
十
分
に
人
々
の
前
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
の
中
に
は
、
信
念
の
固
い
人
々
、
す
な
わ
ち
神
の
知
識
を
保
存
し
て
き
た
き
よ
い
家
系
の
子
孫
が
い
た
。
こ
れ 

ら
の
人
々
は
、
父
祖
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
約
束
の
望
み
に
つ
い
て
ま
だ
期
待
し
て
い
た
。
彼
ら
は
モ
ー
セ
を
通
し
て
、
「
主
な
る
神 

は
、
わ
た
し
を
お
た
て
に
な
っ
た
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
の
兄
弟
の
中
か
ら
、
ひ
と
り
の
預
言
者
を
お
立
て
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の 

預
言
者
が
あ
な
た
が
た
に
語
る
こ
と
に
は
、
こ
と
ご
と
く
き
き
し
た
が
い
な
さ
い
」
と
保
証
さ
れ
た
こ
と
ば
を
心
に
思
い
め
ぐ
ら
し 

て
、
そ
の
信
仰
を
強
め
た(

使
徒
行
伝
三
ノ
二
二)

。
ま
た
彼
ら
は
、
神
が
、
「
貧
し
い
者
に
福
音
を
宣
べ
伝
え･･････

心
の
い
た
め
る 

者
を
い
や
し
、
捕
わ
れ
人
に
放
免
を
告
げ･･････

主
の
恵
み
の
年
」
を
告
げ
る
お
か
た
に
あ
ぶ
ら
を
そ
そ
が
れ
る
と
い
う
こ
と
を
読
ん 

だ(

イ
ザ
ヤ
書
六
一
ノ
一
、
二)

。
彼
ら
は
神
が
「
道
を
地
に
確
立
す
る
。
海
沿
い
の
国
々
は
そ
の
教
を
待
ち
望
」
み
、
異
邦
人
は
神 

の
光
に
き
た
り
、
王
た
ち
は
照
り
い
で
る
神
の
光
の
か
が
や
き
に
く
る
こ
と
を
読
ん
だ(

イ
ザ
ヤ
書
四
二
ノ
四
、
六
○
ノ
三)

。 
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ヤ
コ
ブ
が
死
の
床
に
あ
っ
て
、
「
つ
え
は
ユ
ダ
を
離
れ
ず
、
立
法
者
の
つ
え
は
そ
の
足
の
間
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
シ
ロ
の
来
る 

時
ま
で
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
た
こ
と
ば
が
、
彼
ら
の
心
を
望
み
で
満
た
し
た(

創
世
記
四
九
ノ
一
○)

。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
衰
え 

て
行
く
勢
力
は
メ
シ
ヤ
の
来
臨
が
近
づ
い
て
い
る
証
拠
だ
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
の
預
言
に
は
、
地
上
の
す
べ
て
の
王
国
の
の
ち
に
キ
リ 

ス
ト
が
一
つ
の
王
国
を
栄
光
の
う
ち
に
統
治
さ
れ
る
こ
と
が
え
が
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
こ
の
国
は
立
っ
て
永
遠
に
い
た
る
の 

で
す
」
と
ダ
ニ
エ
ル
は
言
っ
た(

ダ
ニ
エ
ル
書
二
ノ
四
四)

。
キ
リ
ス
ト
の
使
命
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ 

の
一
方
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
王
国
を
た
て
、
救
済
者
と
し
て
諸
国
民
に
の
ぞ
ま
れ
る
偉
大
な
君
に
対
す
る
期
待
が
一
般
に
ひ
ろ
が 

っ
て
い
た
。 

時
は
満
ち
て
い
た
。
人
類
は
罪
と
が
の
幾
時
代
を
経
て
ま
す
ま
す
堕
落
し
、
あ
が
な
い
主
の
来
臨
が
必
要
で
あ
っ
た
。
サ
タ
ン
は
、 

天
と
地
と
の
間
に
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
い
み
ぞ
を
つ
く
る
た
め
に
働
い
て
き
た
。
彼
は
人
々
を
だ
ま
し
て
大
胆
に
罪
を
犯
さ 

せ
て
き
た
。
神
の
寛
容
を
尽
き
さ
せ
、
人
類
に
対
す
る
神
の
愛
を
失
わ
せ
て
、
神
が
こ
の
世
を
サ
タ
ン
の
支
配
す
る
ま
ま
に
見
捨
て 

ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
サ
タ
ン
の
目
的
で
あ
っ
た
。 

サ
タ
ン
は
人
々
か
ら
神
の
知
識
を
し
め
出
し
、
人
々
の
注
意
を
神
の
宮
か
ら
ひ
き
離
し
、
彼
自
身
の
王
国
を
う
ち
た
て
よ
う
と
し 

て
い
た
。
主
権
を
に
ぎ
ろ
う
と
す
る
サ
タ
ン
の
戦
い
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
成
功
し
た
よ
う
に
み
え
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
神
は
各
時
代 

に
ご
自
分
の
代
理
者
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
異
教
徒
の
中
に
さ
え
、
キ
リ
ス
ト
が
人
々
を
罪
と
堕
落
の
中
か
ら
ひ
き
あ
げ
る
た
め
に 

働
か
れ
る
の
に
そ
の
う
つ
わ
と
な
る
人
々
が
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
あ
ざ
け
ら
れ
、
憎
ま
れ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
非
業 

の
死
を
と
げ
た
。
サ
タ
ン
が
世
に
投
げ
か
け
て
い
た
暗
黒
の
影
は
ま
す
ま
す
深
く
な
っ
た
。 
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異
教
制
度
を
通
し
て
、
サ
タ
ン
は
長
年
の
間
人
々
を
神
か
ら
ひ
き
離
し
て
き
た
。
だ
が
サ
タ
ン
の
勝
ち
と
っ
た
大
勝
利
は
、
イ
ス 

ラ
エ
ル
の
信
仰
を
堕
落
さ
せ
た
こ
と
だ
っ
た
。
異
教
徒
は
自
分
た
ち
が
考
え
出
し
た
も
の
に
心
を
よ
せ
、
そ
し
て
こ
れ
を
お
が
む
こ 

と
に
よ
っ
て
、
神
に
つ
い
て
の
知
識
を
失
い
、
ま
す
ま
す
堕
落
し
て
い
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
も
こ
れ
と
同
じ
だ
っ
た
。
人
は
自
ら
の
わ 

ざ
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
原
則
が
異
教
の
す
べ
て
の
宗
教
の
根
底
に
あ
っ
た
。
こ
の
原
則
が
こ
ん
ど
は 

ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
の
原
則
と
な
っ
て
い
た
。
サ
タ
ン
が
こ
の
原
則
を
う
え
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
則
を
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ 

で
は
ど
こ
で
も
、
人
は
罪
に
対
す
る
防
壁
が
な
い
。 

救
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
人
間
の
う
つ
わ
を
通
し
て
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
。
だ
が
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
永
遠
の
い
の
ち
で
あ
る
こ
の
真
理 

を
独
占
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
生
き
た
マ
ナ
を
し
ま
っ
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
腐
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
が
自
分
た
ち
の
中
に 

と
じ
こ
め
て
お
こ
う
と
し
た
宗
教
は
つ
ま
ず
き
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
神
か
ら
そ
の
栄
光
を
奪
い
、
福
音
の
に
せ
も
の
で
世
の
人
々
を 

あ
ざ
む
い
た
。
彼
ら
は
世
の
救
い
の
た
め
に
神
に
献
身
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
世
を
滅
ぼ
す
サ
タ
ン
の
う
つ
わ
と
な
っ
た
。 

神
が
真
理
の
土
台
と
柱
に
す
る
た
め
に
召
さ
れ
た
民
は
サ
タ
ン
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
神
の
ご
品
性
に
つ
い
て
誤
っ 

た
印
象
を
与
え
、
世
の
人
々
に
神
を
暴
君
と
し
て
み
さ
せ
る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
、
サ
タ
ン
の
望
み
通
り
に
働
い
て
い
た
。
宮
で 

奉
仕
し
て
い
る
祭
司
た
ち
で
さ
え
自
分
た
ち
の
と
り
行
な
っ
て
い
る
儀
式
の
意
義
を
見
落
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
象
徴
を
通
し
て
そ 

こ
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
な
く
な
っ
て
い
た
。
い
け
に
え
の
献(

さ
さ)

げ
物
を
さ
さ
げ
る
と
き
に
、
彼
ら
は
芝
居
の
中
の
役
者 

と
同
じ
だ
っ
た
。
神
ご
自
身
が
お
定
め
に
な
っ
た
儀
式
は
心
を
め
く
ら
に
し
、
感
情
を
か
た
く
な
に
す
る
手
段
と
さ
れ
た
。
神
は
こ 

の
よ
う
な
方
法
を
通
し
て
も
う
こ
れ
以
上
人
類
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。
制
度
全
体
が
一
掃
さ
れ
ね
ば 
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な
ら
な
い
。 

罪
の
欺
瞞
は
絶
頂
に
達
し
て
い
た
。
人
々
の
魂
を
堕
落
さ
せ
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
が
実
行
さ
れ
て
い
た
。
神
の
み
子
は
、
こ
の
世
を 

な
が
め
て
、
苦
難
と
不
幸
と
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
人
間
が
サ
タ
ン
の
残
酷
な
行
為
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
の
を
、 

あ
わ
れ
み
を
も
っ
て
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
堕
落
し
、
殺
さ
れ
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
人
々
を
、
キ
リ
ス
ト
は
同
情
の
思
い
を
も
っ
て
ご 

ら
ん
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
え
ら
ん
だ
支
配
者
は
彼
ら
を
捕
虜
と
し
て
車
に
つ
な
い
だ
。
あ
ざ
む
か
れ
、
途
方
に
暮
れ
な
が
ら
、
彼
ら 

は
暗
い
行
列
を
つ
く
っ
て
永
遠
の
滅
亡

―
生
き
る
望
み
の
な
い
死
、
朝
の
お
と
ず
れ
る
こ
と
の
な
い
夜
へ
向
か
っ
て
歩
き
つ
づ
け 

て
い
た
。
悪
霊
が
人
間
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
。
神
の
住
居
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
人
間
の
か
ら
だ
は
悪
霊
の
住
居
と
な
っ
て
い
た
。 

人
間
の
感
覚
、
神
経
、
欲
望
、
器
官
は
、
超
自
然
の
力
に
よ
っ
て
、
最
も
い
や
し
い
情
欲
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
た
め
に
働
か
さ
れ 

た
。
悪
霊
の
印
そ
の
も
の
が
人
間
の
顔
つ
き
に
お
さ
れ
た
。
人
間
の
顔
は
、
そ
の
身
を
占
領
し
て
い
る
大
勢
の
悪
霊
の
表
情
を
反
映 

し
た
。
世
の
あ
が
な
い
主
が
ご
ら
ん
に
な
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
。
限
り
な
く
純
潔
な
お
か
た
の
目
に
、
そ
れ
は
何
と 

い
う
光
景
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

罪
は
科
学
と
な
り
、
悪
徳
は
宗
教
の
一
部
分
と
し
て
神
聖
な
も
の
に
さ
れ
て
い
た
。
反
逆
は
人
間
の
心
の
奥
深
く
に
く
い
こ
み
、 

人
は
天
に
向
か
っ
て
は
げ
し
い
敵
意
を
い
だ
い
て
い
た
。
人
間
は
神
を
離
れ
て
は
向
上
で
き
な
い
こ
と
が
宇
宙
の
前
に
実
例
と
し
て 

示
さ
れ
た
。
世
界
を
お
つ
く
り
に
な
っ
た
お
か
た
に
よ
っ
て
、
生
命
と
力
の
新
し
い
要
素
が
さ
ず
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

他
世
界
は
、
エ
ホ
バ
神
が
立
ち
あ
が
っ
て
地
の
住
民
を
一
掃
さ
れ
る
の
を
見
よ
う
と
、
強
い
関
心
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
た
。
も 

し
神
が
そ
う
な
さ
っ
た
ら
、
サ
タ
ン
は
、
天
使
た
ち
の
忠
誠
を
自
分
に
向
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
計
画
を
実
行
し
よ
う
と
待
ち
か
ま
え 
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て
い
た
。
彼
は
神
の
統
治
の
原
則
で
は
ゆ
る
す
と
い
う
こ
と
が
絶
対
に
な
い
と
断
言
し
て
い
た
。
も
し
こ
の
世
界
が
滅
ぼ
さ
れ
た
ら
、 

彼
は
自
分
の
非
難
が
事
実
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
だ
ろ
う
。
彼
は
神
を
非
難
し
、
反
逆
を
他
世
界
に
ま
で
ひ
ろ
げ
よ
う
と
待
ち
か
ま 

え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
神
は
、
こ
の
世
を
滅
ぼ
す
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
こ
の
世
を
救
う
た
め
に
み
子
を
つ
か
わ
さ
れ
た
。
神
に
そ 

む
い
た
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
堕
落
と
反
抗
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
回
復
の
道
が
備
え
ら
れ
た
。
サ
タ
ン
が
ま
さ
に
勝
利
し
よ
う 

と
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
そ
の
危
機
に
、
神
の
み
子
が
神
の
恵
み
と
い
う
大
使
の
印
を
帯
び
て
こ
ら
れ
た
。
ど
の
時
代
に
も
、
ど 

の
時
間
に
も
、
神
の
愛
は
堕
落
し
た
人
類
に
向
か
っ
て
そ
そ
が
れ
て
い
た
。
人
間
の
強
情
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
え
ず
あ
わ
れ
み 

の
し
る
し
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
時
が
満
ち
た
と
き
に
、
神
は
、
救
い
の
計
画
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と 

も
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
い
や
し
の
恵
み
を
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
世
に
そ
そ
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
栄
え
を
受
け
ら
れ
た
。 

サ
タ
ン
は
、
人
間
の
う
ち
に
あ
る
神
の
み
か
た
ち
を
い
や
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
狂
喜
し
て
い
た
。
そ
の
時
イ
エ 

ス
が
、
人
間
の
う
ち
に
創
造
主
の
み
か
た
ち
を
回
復
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
罪
の
た
め
に
堕
落
し
た
品
性
を
新 

し
く
形
づ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
キ
リ
ス
ト
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
主
は
人
間
の
意
思
を
支
配
し
て
い
た
悪
霊
を
追
い
出
す
た
め
に 

お
い
で
に
な
っ
た
。
主
は
わ
れ
わ
れ
を
塵(

ち
り)
の
中
か
ら
起
し
、
け
が
れ
た
品
性
を
ご
自
分
の
き
よ
い
品
性
に
型
ど
っ
て
つ
く
り 

直
し
、
ご
自
身
の
栄
光
を
も
っ
て
そ
れ
を
美
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
。 
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第 4 章 
 

 

あ
な
た
が
た
の
た
め
に
救
い
主
が 

  

本
章
は
ル
カ
二
ノ
一
―
二
〇
に
も
と
づ
く 

 

栄
光
の
王
キ
リ
ス
ト
は
い
や
し
い
身
と
な
っ
て
人
性
を
お
と
り
に
な
っ
た
。
地
上
に
お
け
る
主
の
環
境
は
み
す
ぼ
ら
し
く
て
、
見 

込
み
が
な
か
っ
た
。
外
観
の
威
光
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
対
象
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
は
お
お
わ
れ
た
。
主 

は
外
面
的
な
見
せ
び
ら
か
し
を
い
っ
さ
い
避
け
ら
れ
た
。
富
や
世
俗
的
な
栄
誉
や
人
間
的
な
偉
大
さ
は
決
し
て
魂
を
死
か
ら
救
う
こ 

と
が
で
き
な
い
。
イ
エ
ス
は
現
世
的
な
性
質
を
持
っ
た
引
力
に
よ
っ
て
人
々
を
ご
自
分
の
側
に
ひ
き
よ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と 

意
図
さ
れ
た
。
天
の
真
理
の
美
し
さ
だ
け
が
、
イ
エ
ス
に
従
お
う
と
思
う
者
を
ひ
き
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
シ
ヤ
の
性
格
は 

長
い
間
預
言
を
通
し
て
予
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
は
人
々
が
神
の
み
こ
と
ば
の
あ
か
し
に
も
と
づ
い
て
キ
リ
ス
ト
を
受
け 

入
れ
る
よ
う
に
お
望
み
に
な
っ
た
。 

天
使
た
ち
は
、
あ
が
な
い
の
す
ば
ら
し
い
計
画
に
驚
嘆
し
た
。
彼
ら
は
人
性
と
い
う
衣
を
着
ら
れ
た
み
子
を
神
の
民
が
ど
の
よ
う 

に
受
け
入
れ
る
か
を
見
よ
う
と
し
て
見
守
っ
て
い
た
。
天
使
た
ち
は
選
民
の
地
へ
や
っ
て
き
た
。
他
の
国
々
で
は
作
り
話
が
教
え
ら 

れ
、
偽
り
の
神
々
が
礼
拝
さ
れ
て
い
た
。
神
の
栄
光
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
預
言
の
光
が
輝
い
て
い
る
国
へ
天
使
た
ち
は
き
た
。
彼
ら
は 
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博 士 た ち は 故 国 か ら エ ル サ レ ム ま で 道 し る べ と な っ た 星 に み ち び か れ て ベ  
ツ レ ヘ ム へ き た 。そ こ で 彼 ら は 、生 れ た ば か り の 王 な る イ エ ス を 拝 し て 、黄 金 、

乳 香 、 没 薬 な ど の 贈 り 物 を さ さ げ た 。  
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エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
、
神
の
み
こ
と
ば
の
解
説
者
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
人
々
の
も
と
へ
、
神
の
家
に
仕
え
て
い
る
人
々
の
も
と
へ
と
、 

人
目
に
つ
か
な
い
で
や
っ
て
き
た
。
す
で
に
祭
司
の
ザ
カ
リ
ヤ
に
は
、
彼
が
祭
壇
の
前
で
奉
仕
し
て
い
た
時
、
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
が 

間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
先
駆
者
が
生
れ
、
そ
の
使
命
は
、
奇
跡
と
預
言
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て 

い
た
。
こ
の
先
駆
者
が
生
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
と
、
彼
の
使
命
の
す
ば
ら
し
い
意
義
が
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
エ
ル
サ
レ 

ム
は
救
い
主
を
迎
え
る
備
え
を
し
て
い
な
か
っ
た
。 

天
の
使
者
た
ち
は
、
神
が
聖
な
る
真
理
の
光
を
世
に
伝
え
る
た
め
に
召
さ
れ
た
民
の
無
関
心
を
驚
い
て
見
た
。
ユ
ダ
ヤ
国
民
は
キ 

リ
ス
ト
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
後
裔(
こ
う
え
い)

と
し
て
ダ
ビ
デ
の
家
系
か
ら
お
生
れ
に
な
る
こ
と
の
証
人
と
し
て
と
っ
て
お
か
れ
た
の 

で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
宮
で
は
、
朝
夕
の
い
け
に
え 

に
よ
っ
て
毎
日
神
の
子
羊
キ
リ
ス
ト
が
さ
し
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
さ
え
キ
リ
ス
ト
を
迎
え
る
備
え
が
で
き
て
い
な
か
っ 

た
。
祭
司
た
ち
も
国
民
の
教
師
た
ち
も
、
各
時
代
を
通
じ
て
最
大
の
事
件
が
ま
さ
に
起
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

彼
ら
は
、
無
意
味
な
祈
り
を
と
な
え
、
人
々
に
み
せ
る
た
め
に
礼
拝
の
儀
式
を
と
り
行
な
っ
て
い
た
が
、
富
と
世
俗
的
な
ほ
ま
れ
を 

求
め
る
こ
と
に
ば
か
り
あ
く
せ
く
と
し
て
い
て
、
メ
シ
ヤ
の
出
現
に
対
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
無
関
心
が 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
じ
ゅ
う
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
俗
事
に
没
頭
し
て
い
る
利
己
的
な
心
は
、
全
天
を
感
動
さ
せ
て
い
る
よ
ろ
こ
び
を 

感
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
人
た
ち
だ
け
が
目
に
見
え
な
い
お
か
た
に
お
目
に
か
か
る
の
を
待
ち
こ
が
れ
て 

い
た
。
こ
の
人
た
ち
の
も
と
へ
天
の
使
者
が
送
ら
れ
た
。 

天
使
た
ち
は
、
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
が
ナ
ザ
レ
の
家
か
ら
ダ
ビ
デ
の
町
へ
旅
を
し
て
い
る
の
に
つ
き
そ
っ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
の 
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広
大
な
領
土
の
民
族
を
登
録
す
る
法
令
が
ガ
リ
ラ
ヤ
の
山
間
の
住
民
た
ち
に
ま
で
及
ん
だ
。
昔
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
捕
虜
を
解
放
す
る 

た
め
に
ク
ロ
ス
が
世
界
帝
国
の
王
位
に
召
さ
れ
た
よ
う
に
、
シ
ー
ザ
ー
・
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
は
、
イ
エ
ス
の
母
を
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
行
か 

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
御
目
的
を
成
就
す
る
代
理
者
と
さ
れ
る
。
マ
リ
ヤ
は
ダ
ビ
デ
の
家
系
な
の
で
、
ダ
ビ
デ
の
子
は
ダ
ビ
デ 

の
町
で
生
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
か
ら
「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
治
め
る
者
が･･････

出
る
。
そ
の
出
る
の
は
昔
か
ら
、
い
に
し
え 

の
日
か
ら
で
あ
る
」
と
預
言
者
は
言
っ
た(

ミ
カ
書
五
ノ
二)

。
し
か
し
こ
の
ダ
ビ
デ
王
の
家
系
の
町
で
、
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
み
と 

め
ら
れ
も
し
な
け
れ
ば
、
と
う
と
ば
れ
も
し
な
い
。
疲
れ
は
て
て
家
も
な
く
、
彼
ら
は
そ
の
晩
休
む
と
こ
ろ
を
求
め
て
、
都
の
門
か 

ら
町
の
東
端
ま
で
、
せ
ま
い
通
り
を
む
な
し
く
歩
き
つ
く
す
。
満
員
の
宿
屋
に
は
彼
ら
を
泊
め
る
部
屋
が
な
い
。
彼
ら
は
つ
い
に
動 

物
を
入
れ
て
あ
る
そ
ま
つ
な
小
屋
の
中
に
宿
る
場
所
を
見
い
だ
し
、
こ
こ
で
世
の
救
い
主
が
お
生
れ
に
な
る
。 

人
々
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
天
は
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
よ
ろ
こ
び
に
満
た
さ
れ
る
。
光
の
世
界
の
天
使
た
ち
は
一
層
深 

く
や
さ
し
い
関
心
を
も
っ
て
地
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
。
全
世
界
は
イ
エ
ス
が
お
い
で
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
輝
き
を
増
す
。
ベ
ツ
レ 

ヘ
ム
の
丘
の
上
空
に
は
無
数
の
天
使
の
群
れ
が
集
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
よ
ろ
こ
び
の
お
と
ず
れ
を
世
に
宣
伝
し
て
も
よ
い
と
の
合
図 

を
待
っ
て
い
る
。
も
し
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
が
義
務
に
忠
実
だ
っ
た
ら
、
イ
エ
ス
の
誕
生
を
布
告
す
る
よ
ろ
こ
び
に
あ
ず
か 

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
ま
彼
ら
は
無
視
さ
れ
る
。 

神
は
「
わ
た
し
は
、
か
わ
い
た
地
に
水
を
注
ぎ
、
干
か
ら
び
た
地
に
流
れ
を
そ
そ
ぎ
」
、
「
光
は
正
し
い
者
の
た
め
に
暗
黒
の
中
に 

も
あ
ら
わ
れ
る
」
と
宣
言
さ
れ
る(

イ
ザ
ヤ
書
四
四
ノ
三
、
詩
篇
一
一
二
ノ
四)

。
光
を
求
め
て
い
る
者
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
よ
ろ
こ 

ん
で
受
け
入
れ
る
者
に
、
神
の
み
座
か
ら
の
輝
か
し
い
光
が
照
り
か
が
や
く
の
で
あ
る
。 
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ダ
ビ
デ
が
か
つ
て
羊
の
群
れ
を
つ
れ
て
歩
い
た
野
で
、
羊
飼
た
ち
は
ま
だ
夜
の
見
張
り
を
つ
づ
け
て
い
た
。
そ
の
静
か
な
時
間
に
、 

彼
ら
は
約
束
の
救
い
主
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
ダ
ビ
デ
の
王
座
に
王
な
る
キ
リ
ス
ト
が
お
い
で
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
た
。
す
る 

と
見
よ
、
「
主
の
み
使
が
現
れ
、
主
の
栄
光
が
彼
ら
を
め
ぐ
り
照
ら
し
た
の
で
、
彼
ら
は
非
常
に
恐
れ
た
。
み
使
は
言
っ
た
、
『
恐 

れ
る
な
。
見
よ
、
す
べ
て
の
民
に
与
え
ら
れ
る
大
き
な
喜
び
を
、
あ
な
た
が
た
に
伝
え
る
。
き
ょ
う
ダ
ビ
デ
の
町
に
、
あ
な
た
が
た 

の
た
め
に
救
い
主
が
お
生
れ
に
な
っ
た
。
こ
の
か
た
こ
そ
主
な
る
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
』
」(

ル
カ
二
ノ
九
―
一
一)

。 

こ
の
こ
と
ば
に
、
栄
光
の
光
景
が
、
聞
い
て
い
る
羊
飼
た
ち
の
心
を
満
た
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
救
い
主
が
お
い
で
に
な
っ
た
の
だ
。 

権
力
と
栄
誉
と
勝
利
が
主
の
来
臨
に
連
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
天
使
は
、
彼
ら
が
貧
し
さ
と
は
ず
か
し
め
の
う
ち
に
あ
ら
れ
る
救 

い
主
を
み
と
め
る
よ
う
に
彼
ら
を
準
備
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
あ
な
た
が
た
は
、
幼
な
子
が
布
に
く
る
ま
っ
て
か
い
ば
お
け
の
中
に 

寝
か
し
て
あ
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
あ
な
た
が
た
に
あ
た
え
ら
れ
る
し
る
し
で
あ
る
」
と
天
使
は
言
う(

ル
カ
二
ノ
一
二)

。 

天
の
使
者
は
彼
ら
の
恐
れ
を
静
め
た
。
彼
は
ど
う
し
た
ら
イ
エ
ス
に
会
え
る
か
を
教
え
た
。
人
間
の
弱
さ
に
対
す
る
思
い
や
り
か 

ら
、
彼
は
羊
飼
た
ち
が
天
来
の
輝
く
光
に
な
れ
る
よ
う
に
間
を
お
い
た
。
そ
れ
か
ら
歓
喜
と
栄
光
は
も
う
か
く
し
き
れ
な
か
っ
た
。 

平
原
全
体
が
神
の
軍
勢
の
輝
く
光
に
照
ら
さ
れ
た
。
地
は
静
ま
り
、
天
は
低
く
た
れ
て
歌
を
き
い
た
。

― 
 

「
い
と
高
き
と
こ
ろ
で
は
、
神
に
栄
光
が
あ
る
よ
う
に
、 

地
の
上
で
は
、
み
心
に
か
な
う
人
々
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
」 

(

ル
カ
二
ノ
一
四) 
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あ
あ
、
今
日
、
人
類
家
族
が
そ
の
歌
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
そ
の
時
な
さ
れ
た
布
告
、
そ
の
時
う
た
わ
れ
た
歌
の 

調
べ
は
、
世
の
終
り
ま
で
高
ま
り
、
地
の
は
て
ま
で
ひ
び
き
渡
る
の
で
あ
る
。
義
の
太
陽
キ
リ
ス
ト
が
、
翼
に
い
や
し
の
力
を
そ
な 

え
て
昇
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
歌
は
、
大
水
の
ひ
び
き
の
よ
う
に
、
「
ハ
レ
ル
ヤ
、
全
能
者
に
し
て
主
な
る
わ
れ
ら
の
神
は
、
王
な
る 

支
配
者
で
あ
ら
れ
る
」
と
声
を
あ
げ
る
大
群
衆
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
う
た
わ
れ
る
の
で
あ
る(

黙
示
録
一
九
ノ
六)

。 

天
使
た
ち
が
姿
を
消
す
に
つ
れ
て
光
は
う
す
れ
、
夜
の
影
が
も
う
一
度
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
丘
に
落
ち
た
。
し
か
し
人
間
の
目
が
か
つ 

て
見
た
最
も
輝
か
し
い
光
景
は
羊
飼
た
ち
の
記
憶
に
残
っ
た
。
「
み
使
た
ち
が
彼
ら
を
は
な
れ
て
天
に
帰
っ
た
と
き
、
羊
飼
た
ち
は 

『
さ
あ
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
へ
行
っ
て
、
主
が
お
知
ら
せ
下
さ
っ
た
そ
の
出
来
事
を
見
て
こ
よ
う
で
は
な
い
か
』
と
、
互
に
語
り
合
っ
た
。 

そ
し
て
急
い
で
行
っ
て
、
マ
リ
ヤ
と
ヨ
セ
フ
、
ま
た
か
い
ば
お
け
に
寝
か
し
て
あ
る
幼
な
子
を
さ
が
し
あ
て
た
」(

ル
カ
二
ノ
一
五
、 

一
六)

。 

羊
飼
た
ち
は
、
非
常
に
よ
ろ
こ
ん
で
出
か
け
、
自
分
た
ち
の
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
た
。
「
人
々
は
み
な
、 

羊
飼
た
ち
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
き
い
て
、
不
思
議
に
思
っ
た
。
し
か
し
、
マ
リ
ヤ
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
こ
と
ご
と
く
心
に
留
め 

て
、
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。
羊
飼
た
ち
は
、
見
聞
き
し
た
こ
と
が
何
も
か
も
自
分
た
ち
に
語
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
の
で
、
神 

を
あ
が
め
、
ま
た
さ
ん
び
し
な
が
ら
帰
っ
て
い
っ
た
」(
ル
カ
二
ノ
一
八
―
二
〇)

。 

今
日
、
天
と
地
は
、
羊
飼
た
ち
が
天
使
た
ち
の
歌
を
き
い
た
時
よ
り
も
広
い
へ
だ
た
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
人
類
は
い
ま
も
な 

お
、
普
通
の
職
業
に
つ
い
て
い
る
普
通
の
人
た
ち
が
昼
間
天
使
た
ち
と
会
い
、
ぶ
ど
う
園
と
畑
で
天
の
使
者
た
ち
と
語
っ
た
時
と
同 

じ
に
、
天
の
関
心
の
ま
と
で
あ
る
。
人
生
の
平
凡
な
世
渡
り
を
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
天
は
非
常
に
近
い
こ
と
が
あ
る
。
天 
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の
宮
廷
か
ら
の
天
使
た
ち
は
、
神
が
命
じ
ら
れ
る
ま
ま
に
動
き
ま
わ
る
人
た
ち
の
歩
み
に
つ
き
そ
う
で
あ
ろ
う
。 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
物
語
は
つ
き
な
い
話
題
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
深
い
「
神
の
知
恵
と
知
識
と
の
富
」
が
か
く
さ
れ
て
い
る(

ロ
ー 

マ
一
一
ノ
三
三)

。
天
の
王
座
を
う
ま
ぶ
ね
と
、
敬
い
し
た
う
天
使
た
ち
を
畜
舎
の
動
物
た
ち
と
と
り
か
え
ら
れ
た
救
い
主
の
犠
牲
に 

わ
れ
わ
れ
は
驚
く
の
で
あ
る
。
こ
の
救
い
主
の
前
に
出
る
と
、
人
間
の
誇
り
と
自
己
満
足
が
責
め
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
犠
牲
は
、 

救
い
主
の
驚
く
べ
き
へ
り
く
だ
り
の
は
じ
ま
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ア
ダ
ム
が
エ
デ
ン
で
罪
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
で
さ
え
、
神
の 

み
子
が
人
の
性
質
を
お
と
り
に
な
る
こ
と
は
無
限
の
屈
辱
に
近
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
エ
ス
は
、
人
類
が
四
千
年
に
わ
た
る
罪
に
よ 

っ
て
弱
く
な
っ
て
い
た
時
に
人
性
を
お
と
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
の
す
べ
て
の
子
ら
と
同
じ
よ
う
に
、
イ
エ
ス
は
遺
伝
と 

い
う
大
法
則
の
作
用
の
結
果
を
お
受
け
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
結
果
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
は
、
イ
エ
ス
の
こ
の
世
の
先
祖 

た
ち
の
歴
史
に
示
さ
れ
て
い
る
。
主
は
、
わ
れ
わ
れ
の
苦
悩
と
試
み
に
あ
ず
か
り
、
罪
の
な
い
生
活
の
模
範
を
わ
れ
わ
れ
に
示
す
た 

め
に
、
こ
の
よ
う
な
遺
伝
を
も
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

サ
タ
ン
は
天
に
い
た
と
き
、
神
の
宮
廷
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
地
位
の
こ
と
で
キ
リ
ス
ト
を
憎
ん
で
い
た
。
彼
は
自
分
自
身
が
そ 

の
地
位
か
ら
退
け
ら
れ
る
と
、
ま
す
ま
す
キ
リ
ス
ト
を
憎
ん
だ
。
彼
は
罪
人
で
あ
る
人
類
を
救
う
こ
と
を
誓
わ
れ
た
お
か
た
を
憎
ん 

だ
。
そ
れ
で
も
神
は
、
サ
タ
ン
が
主
権
を
主
張
し
て
い
る
こ
の
世
へ
、
み
子
イ
エ
ス
が
人
間
の
弱
さ
を
受
け
つ
ぐ
無
力
な
赤
ん
坊
と 

し
て
お
い
で
に
な
る
こ
と
を
お
許
し
に
な
っ
た
。
神
は
イ
エ
ス
が
、
す
べ
て
の
人
と
同
じ
よ
う
に
人
生
の
危
険
に
会
い
、
す
べ
て
の 

人
間
と
同
じ
に
失
敗
と
永
遠
の
損
失
を
か
け
て
戦
い
を
た
た
か
わ
れ
る
こ
と
を
お
許
し
に
な
っ
た
。 

人
間
の
父
親
の
心
は
自
分
の
子
供
の
上
に
そ
そ
が
れ
る
。
彼
は
幼
い
子
供
の
顔
に
見
入
り
、
人
生
の
危
険
を
思
っ
て
ふ
る
え
る
。 
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彼
は
自
分
の
か
わ
い
い
子
を
サ
タ
ン
の
力
か
ら
守
り
、
誘
惑
と
戦
い
に
会
わ
せ
た
く
な
い
と
熱
望
す
る
。
神
は
、
わ
れ
わ
れ
の
幼
な 

子
た
ち
の
た
め
に
、
人
生
の
道
を
安
全
に
す
る
た
め
に
、
ご
分
の
ひ
と
り
子
を
、
も
っ
と
は
げ
し
い
戦
い
と
、
も
っ
と
恐
ろ
し
い
危 

険
に
会
わ
せ
る
た
め
に
お
与
え
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
こ
そ
愛
が
あ
る
。
あ
あ
、
も
ろ
も
ろ
の
天
よ
、
驚
嘆
せ
よ
。
あ
あ
、
地
よ
、
お 

ど
ろ
け
。 
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本
章
は
ル
カ
二
ノ
二
一
―
三
八
に
も
と
づ
く 

 

キ
リ
ス
ト
が
お
生
れ
に
な
っ
て
四
十
日
ば
か
り
た
つ
と
、
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
、
イ
エ
ス
を
神
に
さ
さ
げ
、
ま
た
い
け
に
え
を
さ 

さ
げ
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
を
エ
ル
サ
レ
ム
に
つ
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
律
法
に
定
め
て
あ
る
の
に
従
っ
た
も
の
で
、 

キ
リ
ス
ト
は
、
人
間
の
身
代
り
と
し
て
、
こ
ま
か
い
点
ま
で
律
法
に
従
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
律
法
に
従
っ
て
い
る
し
る
し
と
し
て
、 

キ
リ
ス
ト
は
す
で
に
割
礼
の
式
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
た
。 

律
法
に
よ
れ
ば
、
母
親
の
献
げ
物
と
し
て
燔
祭(
は
ん
さ
い)

の
た
め
に
一
才
の
小
羊
、
罪
祭
の
た
め
に
若
い
家
ば
と
ま
た
は
山 

ば
と
を
さ
さ
げ
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
も
し
両
親
が
貧
し
く
て
小
羊
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
一
つ
が 

い
の
山
ば
と
も
し
く
は
二
羽
の
若
い
家
ば
と
を
、
一
羽
は
燔
祭
の
た
め
に
、
一
羽
は
罪
祭
の
た
め
に
さ
さ
げ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る 

こ
と
が
律
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。 

神
に
さ
さ
げ
る
献
げ
物
は
き
ず
の
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
献
げ
物
は
キ
リ
ス
ト
を
表
わ
し
て
い
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
イ
エ
ス
ご
自
身
が
肉
体
的
に
欠
点
の
な
い
お
か
た
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
「
き
ず
も
、
し 
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み
も
な
い
小
羊
」
で
あ
っ
た(

ペ
テ
ロ
第
一
・
一
ノ
一
九)

。
キ
リ
ス
ト
の
お
か
ら
だ
に
は
ど
ん
な
欠
点
に
よ
る
き
ず
も
な
く
、
そ
の 

肉
体
は
強
く
健
康
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
は
一
生
の
間
自
然
の
法
則
に
従
っ
た
生
活
を
送
ら
れ
た
。
霊
的
ば
か
り
で
な
く
肉 

体
的
に
も
、
キ
リ
ス
ト
は
、
神
の
法
則
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
神
が
す
べ
て
の
人
間
を
こ
の
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
ご
計
画
に
な 

っ
た
も
の
の
見
本
で
あ
ら
れ
た
。 

長
子
を
神
に
さ
さ
げ
る
こ
と
は
、
最
も
古
い
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
神
は
天
の
長
子
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
を
罪
人
の
救
い 

の
た
め
に
与
え
る
と
約
束
さ
れ
た
。
こ
の
賜
物(

た
ま
も
の)

を
み
と
め
る
し
る
し
と
し
て
、
ど
の
家
庭
に
お
い
て
も
、
長
男
が
神
に 

さ
さ
げ
ら
れ
た
。
長
男
は
、
人
々
の
中
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
代
表
者
と
し
て
、
祭
司
職
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
救
わ
れ
た
時
、
長
子
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
ふ
た
た
び
命
じ
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
エ
ジ
プ 

ト
人
の
奴
隷
と
な
っ
て
い
た
と
き
、
神
は
モ
ー
セ
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
王
パ
ロ
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
こ
う
言
い
な
さ
い
と
命
令
さ
れ
た
。 

「
『
主
は
こ
う
仰
せ
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し
の
子
、
わ
た
し
の
長
子
で
あ
る
。
わ
た
し
は
あ
な
た
に
言
う
。
わ
た
し
の
子
を 

去
ら
せ
て
、
わ
た
し
に
仕
え
さ
せ
な
さ
い
。
も
し
彼
を
去
ら
せ
る
の
を
拒
む
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
あ
な
た
の
子
、
あ
な
た
の
長
子
を 

殺
す
で
あ
ろ
う
』
と
」(

出
エ
ジ
プ
ト
記
四
ノ
二
二
、
二
三)

。 

モ
ー
セ
は
こ
の
こ
と
ば
を
伝
え
た
が
、
高
慢
な
王
は
こ
う
答
え
た
。
「
主
と
は
い
っ
た
い
何
者
か
。
わ
た
し
が
そ
の
声
に
聞
き
従 

っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
去
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
わ
た
し
は
主
を
知
ら
な
い
。
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
を
去
ら
せ
は
し
な
い
」(

出 

エ
ジ
プ
ト
記
五
ノ
二)

。
神
は
ご
自
分
の
民
の
た
め
に
し
る
し
と
ふ
し
ぎ
と
を
通
し
て
働
き
、
パ
ロ
の
上
に
恐
る
べ
き
刑
罰
を
お
送
り 

に
な
っ
た
。
つ
い
に
、
滅
び
を
も
た
ら
す
天
使
が
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
中
の
長
子
と
獣
の
初
子(

う
い
ご)

を
殺
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。 
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イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
救
わ
れ
る
た
め
に
は
、
殺
し
た
小
羊
の
血
を
門
口
に
塗
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
天
使
が
死
の
使
い
に
や
っ
て
き 

た
と
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
家
々
を
過
ぎ
去
る
よ
う
に
、
ど
の
家
に
も
目
印
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
刑
罰
を
エ
ジ
プ
ト
に
送
ら
れ
て
か
ら
、
神
は
モ
ー
セ
に
こ
う
言
わ
れ
た
。
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
う
ち
で
、
す
べ
て
の
う 

い
ご
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
は
じ
め
に
胎
を
開
い
た
も
の
を
、
人
で
あ
れ
、
獣
で
あ
れ
、
み
な
、
わ
た
し
の
た
め
に
聖
別
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
わ
た
し
の
も
の
で
あ
る
。
」
「
う
い
ご
は
す
べ
て
わ
た
し
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
国 

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
う
い
ご
を
撃
ち
殺
し
た
日
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
う
い
ご
を
、
人
も
獣
も
、
こ
と
ご
と
く
聖
別
し
て
、
わ
た
し 

に
帰
せ
し
め
た
。
彼
ら
は
わ
た
し
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
主
で
あ
る
」(

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
三
ノ
二
、
民
数
記
三
ノ 

一
三)

。
幕
屋
の
奉
仕
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
神
は
、
聖
所
で
奉
仕
す
る
た
め
に
、
全
イ
ス
ラ
エ
ル
の
長
子
の
代
り
に
レ
ビ
族
を
お 

選
び
に
な
っ
た
。
し
か
し
長
子
は
や
は
り
神
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
あ
が
な
い
の
金
で
買
い
も
ど
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
長
子
を
さ
さ
げ
る
律
法
は
特
に
意
義
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
救
済
さ
れ 

た
ふ
し
ぎ
な
み
わ
ざ
の
記
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
神
の
ひ
と
り
子
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ
る
さ
ら
に
大
い
な
る
救
済 

を
予
表
し
て
い
た
。
門
口
に
塗
ら
れ
た
血
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
長
子
が
救
わ
れ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
血
に
は
世
の
人
々
を 

救
う
力
が
あ
る
。 

だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
献
納
に
は
何
と
い
う
深
い
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
祭
司
は
そ
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
中
ま
で
見
な
か
っ 

た
。
彼
は
そ
の
奥
に
あ
る
神
秘
を
読
ま
な
か
っ
た
。
幼
子
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
で
あ
っ
た
。
来
る
日
も
来
る
日 

も
、
祭
司
は
赤
ん
坊
を
神
に
さ
さ
げ
る
た
び
に
あ
が
な
い
の
金
を
受
け
取
っ
た
。
毎
日
毎
日
、
彼
は
こ
の
き
ま
り
き
っ
た
日
課
を
く 
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り
か
え
し
、
両
親
が
金
持
ち
だ
と
か
身
分
が
高
い
な
ど
と
い
う
何
ら
か
の
し
る
し
を
見
る
こ
と
以
外
に
は
、
親
や
子
供
た
ち
に
ほ
と 

ん
ど
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
。
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
貧
し
か
っ
た
。
彼
ら
が
子
供
を
つ
れ
て
き
た
と
き
、
祭
司
た
ち
は
そ
こ
に
ガ
リ 

ラ
ヤ
人
の
み
な
り
を
し
て
最
も
粗
末
な
服
を
着
た
一
組
の
男
女
を
見
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
様
子
に
は
人
の
注
意
を
ひ
く
よ 

う
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
貧
し
い
階
級
の
人
々
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
献
げ
物
し
か
さ
さ
げ
な
か
っ
た
。 

祭
司
は
職
務
通
り
に
式
を
と
り
行
な
っ
た
。
彼
は
子
供
を
腕
に
受
け
取
る
と
、
そ
の
子
を
祭
壇
の
前
に
さ
し
出
し
た
。
そ
れ
か
ら 

ま
た
母
親
の
手
に
も
ど
し
て
、
長
子
の
名
簿
に
「
イ
エ
ス
」
と
い
う
名
前
を
書
き
入
れ
た
。
赤
ん
坊
を
腕
に
だ
い
て
い
た
と
き
、
彼 

は
そ
の
子
が
天
の
大
君
、
栄
光
の
王
で
あ
る
な
ど
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
祭
司
は
こ
の
赤
ん
坊
が
、
モ
ー
セ
に
よ
っ
て
「
主
な 

る
神
は
、
わ
た
し
を
お
立
て
に
な
っ
た
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
の
兄
弟
の
中
か
ら
、
ひ
と
り
の
預
言
者
を
お
立
て
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
預
言
者
が
あ
な
た
が
た
に
語
る
こ
と
に
は
、
こ
と
ご
と
く
聞
き
し
た
が
い
な
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
お
か
た
で
あ
る
と
は
思 

い
も
か
け
な
か
っ
た(

使
徒
行
伝
三
ノ
二
二)
。
彼
は
こ
の
赤
ん
坊
こ
そ
モ
ー
セ
が
そ
の
栄
光
を
見
た
い
と
願
っ
た
お
か
た
で
あ
る
と 

は
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
モ
ー
セ
よ
り
偉
大
な
お
か
た
が
こ
の
祭
司
の
腕
に
だ
か
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
祭
司 

が
こ
の
子
供
の
名
前
を
名
簿
に
記
入
し
た
と
き
、
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
制
度
全
体
の
土
台
で
あ
る
お
か
た
の
名
前
を
書
き
入
れ
て
い
た 

の
だ
っ
た
。
そ
の
名
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
制
度
を
廃
止
す
る
宣
告
と
な
る
の
だ
っ
た
。
い
け
に
え
と
献
げ
物
の
制
度
は
だ
ん
だ
ん
古
く
な 

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
型
は
本
体
に
、
影
は
実
物
に
ほ
と
ん
ど
合
っ
て
い
た
。 

シ
カ
イ
ナ(

注
・
贖
〔
し
ょ
く
〕
罪
所
の
エ
ホ
バ
の
栄
光)

は
す
で
に
聖
所
か
ら
と
り
去
ら
れ
て
い
た
が
、
栄
光
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
幼 

子
イ
エ
ス
の
う
ち
に
お
お
い
か
く
さ
れ
、
そ
の
前
に
天
使
た
ち
は
頭
を
た
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
何
も
知
ら
な
い
こ
の
幼
子
は
、
約
束 
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  ヨセフとマリヤは、幼子を神にささげるためにエルサレムの宮へつれて行  
った。彼らがまだそこにいたとき、シメオンとアンナがやってきて、幼子を見、

メシヤについて預言した。  
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の
後
裔
で
、
エ
デ
ン
の
門
の
最
初
の
祭
壇
は
こ
の
お
か
た
を
さ
し
て
い
た
。
こ
の
幼
子
こ
そ
平
和
を
与
え
る
お
か
た
、
シ
ロ
で
あ
っ 

た
。
「
わ
れ
は
あ
り
て
あ
る
者
な
り
」
と
モ
ー
セ
に
ご
自
身
を
宣
告
さ
れ
た
の
は
こ
の
お
か
た
で
あ
っ
た
。
雲
と
火
の
柱
の
中
に
あ 

っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
み
ち
び
か
れ
た
の
は
こ
の
お
か
た
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
預
言
者
た
ち
が
長
い
間
預
言
し
て
き
た
お
か
た
で
あ 

っ
た
。
彼
は
万
国
の
民
の
願
望
で
あ
り
、
ダ
ビ
デ
の
祖
先
で
あ
り
ま
た
子
孫
で
あ
り
、
輝
く
あ
け
の
明
星
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル 

の
名
簿
に
書
き
こ
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
た
る
こ
と
を
宣
告
さ
れ
た
こ
の
無
力
な
小
さ
な
赤
ん
坊
の
名
前
こ
そ
、
堕
落
し
た
人
類 

の
望
み
で
あ
っ
た
。
あ
が
な
い
の
金
を
払
っ
て
も
ら
っ
た
こ
の
子
供
が
、
全
世
界
の
罪
の
た
め
に
あ
が
な
い
の
金
を
払
わ
れ
る
お
か 

た
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
神
の
家
を
治
め
る
大
い
な
る
祭
司
」
で
あ
り
、
「
変
ら
な
い
祭
司
の
務
」
の
長
で
あ
り
、
「
高
き
所
に
い 

ま
す
大
能
者
の
右
に
、
座
に
つ
か
れ
た
」
仲
保
者
で
あ
っ
た(

ヘ
ブ
ル
一
○
ノ
二
一
、
七
ノ
二
四
、
一
ノ
三)

。 

霊
的
な
事
物
は
霊
的
に
見
わ
け
ら
れ
る
。
宮
の
中
で
、
神
の
み
子
は
、
ご
自
分
が
そ
の
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
働
き
の
た
め
に 

さ
さ
げ
ら
れ
た
。
祭
司
は
イ
エ
ス
を
ほ
か
の
子
供
と
同
じ
よ
う
に
み
な
し
た
。
彼
は
普
通
と
変
っ
た
も
の
を
何
も
見
た
り
感
じ
た
り 

し
な
か
っ
た
が
、
み
子
を
こ
の
世
に
お
与
え
に
な
っ
た
神
の
行
為
は
み
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
機
会
は
、
キ
リ
ス
ト
が
み
と
め
ら
れ
な 

い
ま
ま
に
過
ぎ
去
り
は
し
な
か
っ
た
。
「
そ
の
と
き
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
シ
メ
オ
ン
と
い
う
名
の
人
が
い
た
。
こ
の
人
は
正
し
い
信
仰 

深
い
人
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
慰
め
ら
れ
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
ま
た
聖
霊
が
彼
に
宿
っ
て
い
た
。
そ
し
て
主
の
つ
か
わ
す
救
い 

主
に
会
う
ま
で
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い
と
、
聖
霊
の
示
し
を
受
け
て
い
た
」(

ル
カ
二
ノ
二
五
、
二
六)

。 

シ
メ
オ
ン
が
宮
に
は
い
っ
て
く
る
と
、
彼
は
そ
こ
に
長
子
を
祭
司
の
前
に
さ
し
出
し
て
い
る
家
族
を
見
る
。
彼
ら
の
身
な
り
は
貧 

し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
が
シ
メ
オ
ン
は
聖
霊
の
お
告
げ
が
わ
か
る
。
彼
は
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
幼
子
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の 
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慰
め
主
、
長
い
間
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
お
か
た
で
あ
る
と
の
印
象
を
強
く
受
け
る
。
驚
い
た
祭
司
の
目
に
は
、
シ
メ
オ
ン
が
狂
喜
し 

た
人
間
の
よ
う
に
見
え
る
。
子
供
は
マ
リ
ヤ
の
手
に
か
え
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
自
分
の
腕
に
受
け
と
っ
て
神
に
さ
さ
げ
る
。 

す
る
と
彼
の
心
に
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
歓
喜
が
わ
き
起
る
。
彼
は
幼
子
の
救
い
主
を
天
の
方
へ
高
く
持
ち
あ
げ
て
、
「
主 

よ
、
い
ま
こ
そ
、
あ
な
た
は
み
言
葉
の
と
お
り
に
こ
の
僕
を
安
ら
か
に
去
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
わ
た
し
の
目
が
今
あ
な
た
の
救 

を
見
た
の
で
す
か
ら
。
こ
の
救
は
あ
な
た
が
万
民
の
ま
え
に
お
備
え
に
な
っ
た
も
の
で
、
異
邦
人
を
照
す
啓
示
の
光
、
み
民
イ
ス
ラ 

エ
ル
の
栄
光
で
あ
り
ま
す
」
と
言
う(

ル
カ
二
ノ
二
九
―
三
二)

。 

預
言
の
霊
が
こ
の
神
の
し
も
べ
の
上
に
く
だ
っ
た
。
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
が
彼
の
こ
と
ば
を
あ
や
し
み
な
が
ら
立
っ
て
い
る
と
、
シ 

メ
オ
ン
は
彼
ら
を
祝
福
し
、
マ
リ
ヤ
に
向
か
っ
て
、
「
ご
ら
ん
な
さ
い
、
こ
の
幼
な
子
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
多
く
の
人
を
倒
れ
さ
せ 

た
り
立
ち
あ
が
ら
せ
た
り
す
る
た
め
に
、
ま
た
反
対
を
受
け
る
し
る
し
と
し
て
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
そ
し
て
あ
な
た
自
身 

も
つ
る
ぎ
で
胸
を
刺
し
貫
か
れ
る
で
し
ょ
う
。

―
そ
れ
は
多
く
の
人
の
心
に
あ
る
思
い
が
、
現
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
す
」
と 

言
っ
た(

ル
カ
二
ノ
三
四
、
三
五)

。 

女
預
言
者
ア
ン
ナ
も
は
い
っ
て
き
て
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
シ
メ
オ
ン
の
あ
か
し
を
確
認
し
た
。
シ
メ
オ
ン
が
語
る
と
、
ア
ン
ナ 

の
顔
は
神
の
栄
光
に
輝
き
、
彼
女
は
主
な
る
キ
リ
ス
ト
を
見
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
の
こ
と
ば
を
出
し
た
。 

こ
う
し
た
謙
虚
な
礼
拝
者
た
ち
が
預
言
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
は
む
だ
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
役
人
や
祭
司
と
し 

て
地
位
を
占
め
て
い
た
人
た
ち
は
、
同
じ
よ
う
に
預
言
の
と
う
と
い
こ
と
ば
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
主
の
道
に
歩
ま
ず
、
そ
の
目 

は
い
の
ち
の
光
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
を
見
る
た
め
に
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。 
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い
ま
も
同
じ
で
あ
る
。
宗
教
界
の
指
導
者
た
ち
、
神
の
家
の
礼
拝
者
た
ち
は
、
全
天
の
注
意
が
集
中
さ
れ
て
い
る
諸
事
件
を
み
わ 

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
事
件
が
起
っ
た
こ
と
さ
え
気
が
つ
か
な
い
。
人
は
歴
史
上
の
キ
リ
ス
ト
を
み
と
め
る
が
、
生
き 

て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
か
ら
は
離
れ
去
っ
て
い
る
。
自
己
犠
牲
を
呼
び
か
け
て
い
る
み
こ
と
ば
の
中
の
キ
リ
ス
ト
、
助
け
を
訴
え
て 

い
る
貧
し
い
人
々
や
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
中
に
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
、
貧
し
さ
と
骨
折
り
と
恥
を
伴
う
義
の
働
き
の
中
に
お
ら
れ 

る
キ
リ
ス
ト
は
、
千
八
百
年
前
と
同
じ
よ
う
に
今
も
ま
た
容
易
に
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

マ
リ
ヤ
は
、
シ
メ
オ
ン
の
深
遠
な
預
言
を
心
に
思
い
め
ぐ
ら
し
た
。
自
分
の
腕
に
だ
か
れ
て
い
る
子
供
を
な
が
め
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム 

の
羊
飼
た
ち
が
語
っ
た
こ
と
ば
を
心
に
思
い
浮
べ
て
、
マ
リ
ヤ
は
感
謝
の
よ
ろ
こ
び
と
輝
か
し
い
望
み
に
満
た
さ
れ
た
。
シ
メ
オ
ン 

の
こ
と
ば
は
彼
女
の
心
に
イ
ザ
ヤ
が
預
言
し
た
こ
と
ば
を
思
い
起
さ
せ
た
。
「
エ
ッ
サ
イ
の
株
か
ら
一
つ
の
芽
が
出
、
そ
の
根
か
ら 

一
つ
の
若
枝
が
生
え
て
実
を
結
び
、
そ
の
上
に
主
の
霊
が
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
知
恵
と
悟
り
の
霊
、
深
慮
と
才
能
の
霊
、
主
を
知
る 

知
識
と
主
を
恐
れ
る
霊
で
あ
る
。･･････

正
義
は
そ
の
腰
の
帯
と
な
り
、
忠
信
は
そ
の
身
の
帯
と
な
る
。
」｢

暗
や
み
の
中
に
歩
ん
で
い 

た
民
は
大
い
な
る
光
を
見
た
。
暗
黒
の
地
に
住
ん
で
い
た
人
々
の
上
に
光
が
照
っ
た
。･･････

ひ
と
り
の
み
ど
り
ご
が
わ
れ
わ
れ
の
た 

め
に
生
れ
た
。
ひ
と
り
の
男
の
子
が
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
た
。
ま
つ
り
ご
と
は
そ
の
肩
に
あ
り
、
そ
の
名
は
、
『
霊
妙
な
る
議
士
、 

大
能
の
神
、
と
こ
し
え
の
父
、
平
和
の
君
』
と
と
な
え
ら
れ
る
」(

イ
ザ
ヤ
書
一
一
ノ
一
―
五
、
九
ノ
二
―
六)

。 

し
か
し
、
マ
リ
ヤ
は
キ
リ
ス
ト
の
使
命
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
シ
メ
オ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
栄
光
で
あ
る 

ば
か
り
で
な
く
、
異
邦
人
を
照
す
光
で
あ
る
と
預
言
し
た
。
同
じ
よ
う
に
天
使
た
ち
は
、
救
い
主
の
誕
生
を
全
人
類
へ
の
よ
ろ
こ
び 

の
お
と
ず
れ
と
し
て
告
げ
知
ら
せ
た
。
神
は
メ
シ
ヤ
の
働
き
に
つ
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
狭
い
考
え
方
を
直
そ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
神 
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は
、
人
々
が
キ
リ
ス
ト
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
済
者
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
世
の
あ
が
な
い
主
と
し
て
見
る
よ
う
に
望
ま
れ
た
。 

だ
が
イ
エ
ス
の
母
マ
リ
ヤ
で
さ
え
イ
エ
ス
の
使
命
を
理
解
す
る
の
に
長
年
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

マ
リ
ヤ
は
、
メ
シ
ヤ
が
ダ
ビ
デ
の
位
に
あ
っ
て
統
治
さ
れ
る
の
を
待
ち
望
ん
だ
が
、
そ
れ
が
苦
難
の
バ
プ
テ
ス
マ
に
よ
っ
て
獲
得 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
メ
シ
ヤ
が
こ
の
世
で
歩
ま
れ
る
道
は
平
坦(

へ
い
た
ん)

な
道
で
は
な
い 

こ
と
が
、
シ
メ
オ
ン
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
な
た
自
身
も
つ
る
ぎ
で
胸
を
刺
し
貫
か
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
マ
リ
ヤ 

に
言
わ
れ
た
こ
と
ば
の
中
に
、
や
さ
し
い
あ
わ
れ
み
の
あ
る
神
は
、
イ
エ
ス
の
母
の
苦
悩
を
暗
示
さ
れ
た
が
、
彼
女
は
イ
エ
ス
の
た 

め
に
す
で
に
そ
の
苦
悩
を
負
い
始
め
て
い
た(

ル
カ
二
ノ
三
五)

。 

シ
メ
オ
ン
は
、
「
ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
の
幼
な
子
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
多
く
の
人
々
を
倒
れ
さ
せ
た
り
立
ち
あ
が
ら
せ
た
り
す
る 

た
め
に
、
ま
た
反
対
を
受
け
る
し
る
し
と
し
て
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た(

ル
カ
二
ノ
三
四)

。
も
う
一
度
立
ち
あ
が
り
た 

い
者
は
倒
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
っ
て
高
め
ら
れ
る
に
は
、
そ
の
前
に
岩
な
る
キ
リ
ス
ト
の
上
に
落
ち
て
く
だ 

か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
霊
的
王
国
の
栄
光
を
知
り
た
け
れ
ば
自
我
を
心
の
王
座
か
ら
退
け
、
高
慢
な
心
が
へ
り
く
だ
ら
ね
ば
な
ら
な 

い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
屈
辱
を
通
し
て
到
達
さ
れ
る
栄
光
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
彼
ら
の
救
い
主 

を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
「
反
対
を
受
け
る
し
る
し
」
で
あ
っ
た(

ル
カ
二
ノ
三
四)

。 

「
多
く
の
人
の
心
に
あ
る
思
い
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
す
」(
ル
カ
二
ノ
三
五)

。
救
い
主
の
生
涯
の
光
の
中
に
は
、
創
造
主 

か
ら
暗
黒
の
君
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
の
人
の
心
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
サ
タ
ン
は
神
の
こ
と
を
、
利
己
的
で
圧
制
的
な
お
か 

た
、
す
べ
て
を
要
求
さ
れ
る
が
、
何
一
つ
お
与
え
に
な
ら
な
い
お
か
た
、
自
分
自
身
の
栄
誉
の
た
め
に
被
造
物
の
奉
仕
を
要
求
さ
れ 



各時代の希望 上 

 46

る
お
か
た
、
被
造
物
の
た
め
に
何
の
犠
牲
も
払
わ
な
い
お
か
た
で
あ
る
な
ど
と
言
い
ふ
ら
し
て
き
た
。
だ
が
キ
リ
ス
ト
と
い
う
賜
物 

が
天
父
の
み
こ
こ
ろ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
神
の
み
こ
こ
ろ
が
「
わ
ざ
わ
い
を
与
え
よ
う
と
い
う
の 

で
は
な
く
、
平
安
を
与
え
よ
う
」
と
の
思
い
で
あ
る
と
い
う
証
拠
で
あ
る(

エ
レ
ミ
ヤ
書
二
九
ノ
一
一)

。
そ
れ
は
神
が
罪
を
憎
ま
れ 

る
こ
と
は
死
の
よ
う
に
強
く
、
罪
人
に
対
す
る
神
の
愛
は
死
よ
り
も
強
い
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
神
は
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
が
な
い 

を
引
き
受
け
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
そ
の
働
き
の
完
成
に
必
要
な
も
の
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
大
事
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
何
一
つ
惜 

し
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
救
い
に
必
要
な
真
理
は
何
一
つ
与
え
ら
れ
な
い
も
の
は
な
く
、
ど
ん
な
恵
み
の
奇
跡
も
お
ろ 

そ
か
に
さ
れ
ず
、
ど
ん
な
天
来
の
方
法
も
用
い
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
恵
み
に
恵
み
が
、
賜
物
に
賜
物
が
加
え
ら
れ
る
。
神
が
救 

お
う
と
し
て
お
ら
れ
る
人
々
の
た
め
に
天
の
倉
庫
は
全
部
開
か
れ
て
い
る
。
神
は
宇
宙
の
富
を
集
め
、
無
限
な
力
の
み
な
も
と
を
開 

い
て
、
そ
れ
ら
を
全
部
キ
リ
ス
ト
の
手
に
お
与
え
に
な
り
、
こ
れ
は
全
部
人
類
の
た
め
だ
と
言
わ
れ
る
。
天
に
も
地
に
も
わ
た
し
の 

愛
よ
り
大
き
な
愛
は
な
い
こ
と
を
人
々
に
わ
か
ら
せ
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
賜
物
を
用
い
な
さ
い
。
人
の
最
大
の
幸
福
は
、
わ
た
し
を 

愛
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
。 

カ
ル
バ
リ
ー
の
十
字
架
に
、
愛
と
利
己
心
が
向
か
い
合
っ
て
立
っ
た
。
こ
こ
に
こ
の
両
者
の
最
高
の
あ
ら
わ
れ
が
あ
っ
た
。
キ
リ 

ス
ト
は
慰
め
、
祝
福
す
る
た
め
だ
け
に
生
活
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
サ
タ
ン
は
キ
リ
ス
ト
を
死
な
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
に
対
す
る
憎 

悪
と
い
う
悪
意
を
あ
ら
わ
し
た
。
サ
タ
ン
は
彼
の
反
逆
の
真
の
目
的
が
神
を
み
座
か
ら
退
け
る
こ
と
と
、
神
の
愛
を
現
わ
さ
れ
た
キ 

リ
ス
ト
を
滅
ぼ
す
こ
と
と
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
一
生
と
死
に
よ
っ
て
人
の
思
い
も
ま
た
明
る
み
に
出
た
。
う
ま
ぶ
ね
か
ら
十
字
架
に
い
た
る
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
の
一 
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生
は
克
己
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
り
、
苦
難
を
共
に
す
る
よ
う
に
と
の
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
人
々
の
意
図
を
あ
ら
わ
し
た
。 

イ
エ
ス
は
天
の
真
理
を
も
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
が
、
聖
霊
の
声
を
き
い
て
い
た
者
は
み
な
キ
リ
ス
ト
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。
自
我 

を
お
が
ん
で
い
た
者
は
サ
タ
ン
の
王
国
に
属
し
た
。
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
態
度
を
通
し
て
み
な
自
分
が
ど
ち
ら
の
側
に
立
っ
て
い
る 

か
を
あ
ら
わ
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
人
は
み
な
自
分
で
自
分
に
宣
告
を
く
だ
す
の
で
あ
る
。 

最
後
の
審
判
の
日
に
、
失
わ
れ
た
魂
は
み
な
自
分
が
真
理
を
こ
ば
ん
だ
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
さ
と
る
。
十
字
架 

が
示
さ
れ
る
と
、
罪
と
が
の
た
め
に
心
が
め
く
ら
に
な
っ
て
い
た
者
が
み
な
十
字
架
の
真
の
意
義
を
さ
と
る
。
神
秘
的
な
犠
牲
者
イ 

エ
ス
の
カ
ル
バ
リ
ー
の
光
景
を
前
に
し
て
、
罪
人
は
有
罪
の
宣
告
を
受
け
る
。
あ
ら
ゆ
る
い
つ
わ
り
の
口
実
は
一
掃
さ
れ
る
。
人
類 

の
背
信
は
そ
の
憎
む
べ
き
性
格
の
ま
ま
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
人
々
は
自
分
た
ち
の
選
択
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
。
長
年 

の
争
闘
に
お
け
る
真
理
と
誤
謬(

ご
び
ゅ
う)
の
問
題
が
そ
の
時
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
宇
宙
の
さ
ば
き
に
お
い
て
、
神
に
は
罪
の
存
在 

や
罪
の
継
続
に
す
こ
し
も
責
任
の
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
神
の
律
法
は
罪
の
幇
助(

ほ
う
じ
ょ)

で
は
な
い
こ
と
が
実
際
に
示
さ
れ
る
。 

神
の
統
治
に
は
欠
点
が
な
く
、
不
満
の
原
因
は
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
人
の
心
の
思
い
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
き
、
神
の
忠
実
な
者 

た
ち
も
反
逆
し
た
者
た
ち
も
声
を
そ
ろ
え
て
、
「
万
民
の
王
よ
、
あ
な
た
の
道
は
正
し
く
、
か
つ
真
実
で
あ
り
ま
す
。
主
よ
、
あ
な
た
を 

お
そ
れ
ず
、
み
名
を
ほ
め
た
た
え
な
い
者
が
、
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。･･････

あ
な
た
の
正
し
い
さ
ば
き
が
、
あ
ら
わ
れ
る
に
至
っ
た
か 

ら
で
あ
り
ま
す
」
と
宣
言
す
る(

黙
示
録
一
五
ノ
三
、
四)

。 
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第 6 章 
 

わ
た
し
た
ち
は
そ
の
星
を
見
た    

  

本
章
は
マ
タ
イ
二
章
に
も
と
づ
く 

 

「
イ
エ
ス
が
ヘ
ロ
デ
王
の
代
に
、
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
お
生
れ
に
な
っ
た
と
き
、
見
よ
、
東
か
ら
き
た
博
士
た
ち
が
エ
ル
サ 

レ
ム
に
着
い
て
言
っ
た
、『
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
と
し
て
お
生
れ
に
な
っ
た
か
た
は
、
ど
こ
に
お
ら
れ
ま
す
か
。
わ
た
し
た
ち
は
東
の
方
で 

そ
の
星
を
見
た
の
で
、
そ
の
か
た
を
拝
み
に
き
ま
し
た
』
」(

マ
タ
イ
二
ノ
一
、
二)

。 

東
の
博
士
た
ち
は
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
貴
族
を
含
む
有
力
な
大
階
級
に
属
し
、
国
民
の
富
と
学
問
の
大
部
分
を
占
め
て
い 

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
に
は
民
衆
の
信
じ
や
す
い
心
に
つ
け
こ
む
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
自
然
界
に
お
け
る
神
の
し
る
し
を
調 

べ
、
そ
の
高
潔
さ
と
知
恵
を
尊
敬
さ
れ
て
い
る
人
々
も
い
た
。
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
博
士
た
ち
は
こ
の
種
類
の
人
た
ち 

で
あ
っ
た
。 

神
の
光
は
い
つ
も
異
教
の
暗
黒
の
中
に
輝
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
東
の
博
士
た
ち
が
星
空
を
調
べ
、
星
の
光
る
道
に
か
く
さ
れ
て 

い
る
神
秘
を
さ
ぐ
っ
て
い
た
と
き
、
彼
ら
は
創
造
主
の
栄
光
を
見
た
。
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
知
識
を
求
め
て
、
彼
ら
は
ヘ
ブ
ラ
イ 

の
聖
書
を
調
べ
た
。
彼
ら
自
身
の
国
に
は
、
天
来
の
教
師
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
予
告
し
た
預
言
者
の
書
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
。
バ
ラ 
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ム
は
一
時
は
神
の
預
言
者
だ
っ
た
が
、
魔
術
士
に
属
し
て
い
た
。
聖
霊
に
よ
っ
て
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
繁
栄
と
メ
シ
ヤ
の
現
わ
れ
を 

預
言
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
預
言
が
言
い
伝
え
に
よ
っ
て
世
紀
か
ら
世
紀
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
旧
約
聖
書
の
中
に
は
、 

救
い
主
の
来
臨
が
も
っ
と
は
っ
き
り
啓
示
さ
れ
て
い
た
。
博
士
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
が
近
い
こ
と
と
、
全
世
界
が
神
の
栄
光 

に
つ
い
て
の
知
識
で
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
よ
ろ
こ
ん
だ
。 

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
丘
に
神
の
栄
光
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
そ
の
夜
、
こ
の
博
士
た
ち
は
天
に
一
つ
の
神
秘
な
光
を
見
た
。
そ
の
光
が
消
え 

る
と
、
一
つ
の
光
り
輝
く
星
が
あ
ら
わ
れ
、
空
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
は
恒
星
で
も
遊
星
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
現
象
は
最
も 

深
い
興
味
を
そ
そ
っ
た
。
こ
の
星
は
遠
く
に
輝
く
一
群
の
天
使
た
ち
だ
っ
た
が
、
博
士
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
が 

彼
ら
は
、
そ
の
星
が
自
分
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
感
銘
を
受
け
た
。
彼
ら
は
祭
司
た
ち
や
哲
学
者
た
ち
の
意
見 

を
き
き
、
古
代
の
記
録
の
巻
物
を
調
べ
た
。
バ
ラ
ム
の
預
言
に
は
、
「
ヤ
コ
ブ
か
ら
一
つ
の
星
が
出
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
一
本
の
つ 

え
が
お
こ
り
」
と
あ
っ
た(

民
数
記
二
四
ノ
一
七)
。
こ
の
ふ
し
ぎ
な
星
は
約
束
さ
れ
た
お
か
た
の
前
ぶ
れ
と
し
て
つ
か
わ
さ
れ
た
の 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
博
士
た
ち
は
天
来
の
真
理
の
光
を
よ
ろ
こ
ん
で
受
け
入
れ
て
い
た
。
い
ま
そ
の
光
は
一
層
明
る
い
光
で
彼
ら 

を
照
ら
し
た
。
彼
ら
は
夢
を
通
し
て
、
こ
ん
ど
お
生
れ
に
な
っ
た
君
を
さ
が
し
に
行
く
よ
う
に
と
の
お
告
げ
を
受
け
た
。 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
神
の
召
し
を
受
け
て
、
「
そ
の
行
く
所
を
知
ら
な
い
で
」
信
仰
に
よ
っ
て
出
て
行
っ
た
よ
う
に(

ヘ
ブ
ル
一
一
ノ
八)

、 

ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
信
仰
に
よ
り
雲
の
柱
の
あ
と
に
つ
い
て
約
束
の
地
へ
行
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
異
邦
人
た
ち
は
約
束
の
救
い
主 

を
み
つ
け
る
た
め
に
出
か
け
て
行
っ
た
。
東
の
国
に
は
宝
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
博
士
た
ち
は
か
ら
て
で
は
出
発
し
な
か
っ
た
。 

王
子
た
ち
や
身
分
の
高
い
人
た
ち
に
敬
意
を
表
わ
す
行
為
と
し
て
贈
り
物
を
さ
さ
げ
る
の
が
習
慣
だ
っ
た
の
で
、
地
上
の
全
人
類
の 
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祝
福
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
お
か
た
に
さ
さ
げ
る
贈
り
物
と
し
て
、
彼
ら
は
国
に
あ
る
最
高
の
贈
り
物
を
た
ず
さ
え
て
行
っ
た
。
星
を 

目
当
て
に
行
く
に
は
夜
間
に
旅
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
旅
人
た
ち
は
、
さ
が
し
求
め
て
い
る
お
か
た
に
つ
い
て
の
言 

い
伝
え
や
預
言
の
こ
と
ば
を
く
り
か
え
し
て
時
間
を
ま
ぎ
ら
し
た
。
休
息
の
た
め
に
立
ち
ど
ま
る
た
び
に
、
彼
ら
は
預
言
を
調
べ
た
。 

す
る
と
、
自
分
た
ち
は
神
に
み
ち
び
か
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
確
信
が
強
く
な
っ
た
。
彼
ら
の
前
に
は
外
面
的
な
し
る
し
と
し
て
星 

が
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ま
た
聖
霊
に
よ
る
内
面
的
な
証
拠
が
あ
た
え
ら
れ
、
そ
れ
が
彼
ら
の
心
に
語
り
、
望
み
を
起
さ
せ
る
の
だ
っ 

た
。
旅
は
長
か
っ
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
楽
し
い
旅
で
あ
っ
た
。 

博
士
た
ち
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
に
到
着
し
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
見
お
ろ
し
な
が
ら
オ
リ
ブ
山
を
く
だ
っ
て
い
る
。
す
る
と
そ
の
時
、 

見
よ
、
疲
れ
た
旅
路
を
ず
っ
と
み
ち
び
い
て
き
た
星
が
宮
の
上
に
と
ま
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
彼
ら
の
視
界
か
ら
消
え
る
。
彼
ら 

は
、
人
々
が
み
な
メ
シ
ヤ
の
誕
生
を
口
々
に
語
り
合
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
確
信
し
て
、
元
気
な
足
ど
り
で
進
ん 

で
行
く
。
だ
が
彼
ら
の
質
問
は
む
だ
で
あ
る
。
聖
都
に
は
い
る
と
、
彼
ら
は
宮
へ
行
く
。
驚
い
た
こ
と
に
、
生
れ
た
ば
か
り
の
王
に 

つ
い
て
知
っ
て
い
る
ら
し
い
者
は
ひ
と
り
も
い
な
い
。
彼
ら
に
た
ず
ね
ら
れ
て
人
々
の
顔
に
は
よ
ろ
こ
び
の
色
が
浮
か
な
い
で
、
む 

し
ろ
驚
き
と
恐
れ
が
み
ら
れ
、
軽
蔑
さ
え
ま
じ
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
。 

祭
司
た
ち
は
言
い
伝
え
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
宗
教
と
自
分
自
身
の
敬
虔
さ
を
称
賛
す
る
が
、
そ
の
一
方 

で
は
ギ
リ
シ
ャ
人
や
ロ
ー
マ
人
を
異
教
徒
と
し
て
攻
撃
し
、
ま
た
だ
れ
よ
り
も
罪
人
を
責
め
る
。
博
士
た
ち
は
偶
像
礼
拝
者
で
は
な 

く
、
神
の
御
目
に
は
、
神
の
礼
拝
者
で
あ
る
こ
と
を
自
称
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
立
場
に
あ
る
が
、
ユ
ダ 

ヤ
人
か
ら
は
異
教
徒
と
し
て
み
ら
れ
て
い
る
。
神
の
み
こ
と
ば
の
保
護
者
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
さ
え
、 
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東 方 の 国 か ら 、 博 士 た ち が イ ス ラ エ ル の 新 し い 王 に す ば ら し い 贈 り 物 を た  
ず さ え て や っ て き た 。 彼 ら を つ い に は ベ ツ レ ヘ ム ヘ み ち び い た 星 に 従 う た め に 、

彼 ら は 夜 間 に 旅 を つ づ け た 。  
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博
士
た
ち
の
熱
心
な
質
問
は
共
感
を
よ
び
起
さ
な
い
。 

博
士
た
ち
の
到
着
は
た
ち
ま
ち
エ
ル
サ
レ
ム
じ
ゅ
う
に
言
い
ふ
ら
さ
れ
た
。
彼
ら
の
ふ
し
ぎ
な
使
命
は
民
衆
の
間
に
さ
わ
ぎ
を
ひ 

き
起
し
、
そ
れ
は
ヘ
ロ
デ
王
の
宮
殿
の
中
に
ま
で
伝
わ
っ
た
。
ず
る
い
エ
ド
ム
人
で
あ
る
ヘ
ロ
デ
は
、
競
争
者
が
あ
ら
わ
れ
る
か
も 

し
れ
な
い
と
い
う
暗
示
に
感
情
を
刺
激
さ
れ
た
。
彼
の
王
位
へ
の
道
は
、
か
ぞ
え
き
れ
な
い
殺
人
の
血
に
そ
ま
っ
て
い
た
。
異
な
っ
た 

人
種
の
血
を
ひ
い
て
い
た
た
め
に
、
彼
は
統
治
し
て
い
る
人
民
か
ら
憎
ま
れ
て
い
た
。
彼
の
唯
一
の
安
全
保
障
は
ロ
ー
マ
の
ひ
い
き 

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
新
し
い
君
は
、
ヘ
ロ
デ
よ
り
も
高
い
権
利
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
彼
は
こ
の
王
国
を
継
ぐ
者
と
し
て
お
生 

れ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

ヘ
ロ
デ
は
、
祭
司
た
ち
が
こ
の
旅
人
た
ち
と
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
、
民
衆
の
暴
動
を
ひ
き
起
し
、
自
分
を
王
位
か
ら
追
い 

出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
も
っ
と
す
ぐ
れ
た
巧
妙
さ
で
彼
ら
の
く
わ
だ
て
の
裏
を
か
い
て
や 

ろ
う
と
決
心
し
、
彼
ら
に
対
す
る
疑
惑
を
か
く
し
た
。
彼
は
祭
司
長
た
ち
と
律
法
学
者
た
ち
と
を
召
し
集
め
る
と
、
メ
シ
ヤ
生
誕
の 

場
所
に
つ
い
て
聖
書
に
は
何
と
教
え
ら
れ
て
い
る
か
と
た
ず
ね
た
。 

王
位
を
奪
っ
た
者
の
口
か
ら
、
し
か
も
旅
人
た
ち
の
願
い
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
質
問
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
教
師
た
ち
の
誇
り
を
傷 

つ
け
た
。
預
言
の
書
に
対
す
る
彼
ら
の
無
関
心
な
態
度
は
こ
の
ね
た
み
深
い
暴
君
を
怒
ら
せ
た
。
王
は
彼
ら
が
そ
の
問
題
に
つ
い
て 

知
っ
て
い
る
の
を
か
く
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。
王
は
あ
え
て
無
視
で
き
な
い
よ
う
な
権
威
を
も
っ
て
、
彼
ら
の
期
待
し 

て
い
る
王
の
生
誕
地
を
よ
く
調
べ
て
返
答
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
「
彼
ら
は
王
に
言
っ
た
、
『
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
す
。 

預
言
者
が
こ
う
し
る
し
て
い
ま
す
、 
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「
ユ
ダ
の
地
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
よ
、 

お
ま
え
は
ユ
ダ
の
君
た
ち
の
中
で
、 

決
し
て
最
も
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。 

お
ま
え
の
中
か
ら
ひ
と
り
の
君
が
出
て
、 

わ
が
民
イ
ス
ラ
エ
ル
の
牧
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
』
」 

 
 

 
 (

マ
タ
イ
二
ノ
五
、
六) 

 

そ
こ
で
ヘ
ロ
デ
は
、
博
士
た
ち
を
招
い
て
個
人
的
に
面
会
し
た
。
彼
の
心
に
は
怒
り
と
恐
れ
の
嵐(

あ
ら
し)

が
た
け
り
狂
っ
て
い 

た
が
、
外
観
は
平
静
を
よ
そ
お
っ
て
、
旅
人
た
ち
に
い
ん
ぎ
ん
に
応
対
し
た
。
王
は
い
つ
星
が
現
わ
れ
た
か
を
た
ず
ね
、
キ
リ
ス
ト 

が
お
生
れ
に
な
っ
た
ら
し
い
と
い
う
知
ら
せ
を
よ
ろ
こ
ん
で
歓
迎
す
る
よ
う
な
口
を
き
い
た
。
彼
は
来
訪
者
た
ち
に
、
「
行
っ
て
、 

そ
の
幼
な
子
の
こ
と
を
詳
し
く
調
べ
、
見
つ
か
っ
た
ら
わ
た
し
に
知
ら
せ
て
く
れ
。
わ
た
し
も
拝
み
に
行
く
か
ら
」
と
告
げ
た(

マ 

タ
イ
二
ノ
八)

。
そ
う
言
っ
て
王
は
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ヘ
の
道
を
つ
づ
け
さ
せ
る
た
め
に
彼
ら
を
去
ら
せ
た
。 

エ
ル
サ
レ
ム
の
祭
司
た
ち
と
長
老
た
ち
は
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い
た
が
、
し
か
し
実
際
に
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
に
つ
い
て
知
っ 

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
天
使
た
ち
が
羊
飼
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
と
い
う
う
わ
さ
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
伝
わ
っ
て 

い
た
が
、
ラ
ビ
た
ち
は
そ
れ
を
注
目
に
値
し
な
い
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
ラ
ビ
た
ち
自
身
が
イ
エ
ス
を
さ
が
し
出
し
て
、
博
士
た 

ち
を
そ
の
誕
生
の
場
所
に
案
内
す
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
博
士
た
ち
が
メ
シ
ヤ
の
誕
生
に
つ
い
て
彼
ら
の
注
意 
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を
よ
び
起
す
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
と
し
て
お
生
れ
に
な
っ
た
か
た
は
、
ど
こ
に
お
ら
れ
ま
す
か
。
わ
た 

し
た
ち
は
東
の
方
で
そ
の
星
を
見
た
の
で
、
そ
の
か
た
を
拝
み
に
き
ま
し
た
」
と
博
士
た
ち
は
言
っ
た(

マ
タ
イ
二
ノ
二)

。 
そ
こ
で
、
高
慢
と
ね
た
み
の
た
め
に
、
光
に
対
し
て
と
び
ら
が
と
ざ
さ
れ
た
。
羊
飼
た
ち
と
博
士
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
う 

わ
さ
が
も
し
信
用
さ
れ
た
ら
、
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
の
立
場
は
は
な
は
だ
お
も
し
ろ
く
な
い
も
の
に
な
り
、
自
分
た
ち
が
神
の
真 

理
の
解
説
者
で
あ
る
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
く
つ
が
え
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
学
識
の
あ
る
教
師
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
異
教 

徒
と
呼
ん
で
い
る
人
々
の
前
に
身
を
低
く
し
て
教
え
を
受
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
神
が
自
分
た
ち
を
み
す
ご
し
て
、
無
知
な
羊 

飼
た
ち
や
割
礼
を
受
け
て
い
な
い
異
邦
人
た
ち
に
お
知
ら
せ
に
な
る
は
ず
が
な
い
と
、
彼
ら
は
言
っ
た
。
彼
ら
は
ヘ
ロ
デ
王
や
エ
ル 

サ
レ
ム
じ
ゅ
う
を
わ
き
た
た
せ
て
い
る
う
わ
さ
に
軽
蔑
を
示
そ
う
と
決
心
し
た
。
彼
ら
は
そ
う
し
た
こ
と
が
ほ
ん
と
う
か
ど
う
か
を 

確
か
め
る
た
め
に
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
行
っ
て
み
よ
う
と
さ
え
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
関
心
を
狂
信
的
な
騒
ぎ
だ
と 

人
々
に
考
え
さ
せ
た
。
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
か
ら
キ
リ
ス
ト
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
こ
こ
に
は
じ
ま
っ
た
。
こ
こ
か
ら
彼
ら
の
高 

慢
と
頑
迷
さ
と
が
、
救
い
主
に
対
す
る
か
わ
ら
な
い
憎
し
み
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
神
が
異
邦
人
に
門
戸
を
お
開
き
に
な
っ
て
い 

る
の
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
は
彼
ら
自
身
の
門
戸
を
と
ざ
し
て
い
た
。 

博
士
た
ち
は
彼
ら
だ
け
で
エ
ル
サ
レ
ム
を
出
発
し
た
。
町
の
門
を
出
る
と
夜
の
影
が
お
り
て
き
た
が
、
彼
ら
は
ふ
た
た
び
あ
の
星 

を
み
つ
け
て
非
常
に
よ
ろ
こ
び
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ヘ
み
ち
び
か
れ
た
。
博
士
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
い
や
し
い
身
分
に
つ
い
て
羊
飼
た
ち 

が
受
け
た
よ
う
な
知
ら
せ
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
長
い
旅
の
の
ち
に
、
彼
ら
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
の
無
関
心
に
失
望
し
、 

エ
ル
サ
レ
ム
を
出
る
と
き
に
は
町
へ
は
い
っ
て
き
た
時
ほ
ど
の
確
信
が
な
か
っ
た
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
は
生
れ
た
ば
か
り
の
王
を
護
衛 
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す
る
た
め
に
駐
在
し
て
い
る
親
衛
隊
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
世
の
高
位
高
官
の
人
た
ち
は
だ
れ
も
つ
き
そ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
エ 

ス
は
う
ま
ぶ
ね
を
ゆ
り
か
ご
と
し
て
お
ら
れ
た
。
無
教
育
な
い
な
か
者
で
あ
る
両
親
が
、
イ
エ
ス
の
唯
一
の
保
護
者
で
あ
っ
た
。
こ 

れ
が
ほ
ん
と
う
に
、
「
ヤ
コ
ブ
の
も
ろ
も
ろ
の
部
族
を
お
こ
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
う
ち
の
残
っ
た
者
を
帰
ら
せ
る･･････

も
ろ
も
ろ
の 

国
び
と
の
光
と
な
し
て
、
わ
が
救
い
を
地
の
果
に
ま
で
い
た
ら
せ
よ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
お
か
た
だ
ろ
う
か(

イ
ザ
ヤ
書
四
九
ノ 

六)

。 

 

「(

彼
ら
は)

家
に
は
い
っ
て
、
母
マ
リ
ヤ
の
そ
ば
に
い
る
幼
な
子
に
会
い
、
ひ
れ
伏
し
て
拝
」
ん
だ(

マ
タ
イ
二
ノ
一
一)

。
イ
エ 

ス
の
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
の
下
に
、
彼
ら
は
神
の
臨
在
を
み
と
め
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
救
い
主
と
し
て
愛
し
、
そ
れ
か
ら
「
黄 

金
・
乳
香
・
没
薬(

も
つ
や
く)

」
な
ど
の
贈
り
物
を
さ
し
出
し
た(

マ
タ
イ
二
ノ
一
一)

。
彼
ら
の
信
仰
は
何
と
い
う
り
っ
ぱ
な
信
仰
だ 

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
の
ち
に
ロ
ー
マ
の
百
卒
長
に
、
「
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
中
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
信
仰
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言 

わ
れ
た
こ
と
ば
は
、
こ
の
東
の
博
士
た
ち
に
つ
い
て
も
言
え
た
で
あ
ろ
う(

マ
タ
イ
八
ノ
一
〇)

。 

 

博
士
た
ち
は
イ
エ
ス
に
対
す
る
ヘ
ロ
デ
の
計
略
を
見
破
っ
て
い
な
か
っ
た
。
旅
の
目
的
を
果
す
と
、
彼
ら
は
そ
の
成
功
を
ヘ
ロ
デ 

に
知
ら
せ
る
つ
も
り
で
、
エ
ル
サ
レ
ム
へ
引
き
返
す
し
た
く
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
夢
の
中
で
、
も
う
ヘ
ロ
デ
と
連
絡
し
て
は 

な
ら
な
い
と
い
う
神
の
お
告
げ
を
受
け
た
。
彼
ら
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
さ
け
て
、
別
な
道
か
ら
自
分
た
ち
の
国
へ
向
か
っ
て
出
発
し
た
。 

 

同
じ
よ
う
に
ヨ
セ
フ
は
、
マ
リ
ヤ
と
子
供
を
つ
れ
て
エ
ジ
プ
ト
へ
の
が
れ
る
よ
う
に
と
の
警
告
を
受
け
た
。
天
使
は
、「
あ
な
た
に 

知
ら
せ
る
ま
で
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
さ
い
。
ヘ
ロ
デ
が
幼
な
子
を
さ
が
し
出
し
て
、
殺
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
っ
た(

マ 

タ
イ
二
ノ
一
三)

。
ヨ
セ
フ
は
す
ぐ
に
そ
の
こ
と
ば
に
従
い
、
も
っ
と
安
全
な
と
こ
ろ
を
求
め
て
夜
の
あ
い
だ
に
旅
立
っ
た
。 
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博
士
た
ち
を
通
し
て
、
神
は
ユ
ダ
ヤ
国
民
の
注
意
を
み
子
の
誕
生
に
向
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
彼
ら
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
た
ず
ね
、 

民
衆
の
関
心
が
そ
そ
ら
れ
、
ヘ
ロ
デ
の
ね
た
み
ま
で
ひ
き
お
こ
し
、
否
応
な
し
に
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
と
の
注
意
が
よ
び
起
さ
れ
、 

こ
う
し
た
こ
と
の
た
め
に
人
々
の
心
は
、
メ
シ
ヤ
に
関
す
る
預
言
と
、
い
ま
起
っ
た
ば
か
り
の
大
事
件
に
向
け
ら
れ
た
。 

サ
タ
ン
は
世
か
ら
神
の
光
を
し
め
出
す
こ
と
に
力
を
尽
し
、
救
い
主
を
滅
ぼ
す
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
悪
知
恵
を
用
い
た
。
し
か
し
ま
ど 

ろ
む
こ
と
も
眠
る
こ
と
も
な
さ
ら
な
い
神
は
、
い
と
し
子
イ
エ
ス
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
に
天
か
ら
マ
ナ
を 

ふ
ら
せ
、
飢
饉(

き
き
ん)
の
時
に
エ
リ
ヤ
を
養
わ
れ
た
神
は
、
マ
リ
ヤ
と
み
子
イ
エ
ス
の
た
め
に
異
教
の
土
地
に
避
難
所
を
お
備
え 

に
な
っ
た
。
ま
た
異
教
の
国
の
博
士
た
ち
の
贈
り
物
に
よ
っ
て
、
神
は
、
エ
ジ
プ
ト
ヘ
の
旅
と
異
国
に
お
け
る
滞
在
の
費
用
を
お
与 

え
に
な
っ
た
。 

博
士
た
ち
は
あ
が
な
い
主
を
よ
ろ
こ
び
迎
え
た
最
初
の
人
々
の
仲
間
だ
っ
た
。
彼
ら
の
贈
り
物
は
イ
エ
ス
の
足
も
と
に
さ
さ
げ
ら 

れ
た
最
初
の
贈
り
物
だ
っ
た
。
そ
の
贈
り
物
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
何
と
い
う
と
う
と
い
奉
仕
の
特
権
を
わ
が
も
の
と
し
た
こ
と
だ
ろ 

う
。
神
は
愛
の
心
か
ら
出
た
贈
り
物
を
よ
ろ
こ
ん
で
と
う
と
び
、
神
へ
の
奉
仕
に
そ
れ
を
最
も
効
果
的
に
お
用
い
に
な
る
。
心
を
イ 

エ
ス
に
さ
さ
げ
た
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
贈
り
物
を
イ
エ
ス
の
も
と
に
持
参
す
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
金
も
銀
も
、
わ
れ
わ 

れ
の
ど
ん
な
に
貴
重
な
こ
の
世
の
財
産
も
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
最
高
の
知
的
霊
的
才
能
も
み
な
、
わ
れ
わ
れ
を
愛
し
、
わ
れ
わ
れ
の 

た
め
に
ご
自
身
を
お
与
え
に
な
っ
た
イ
エ
ス
に
惜
し
み
な
く
さ
さ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

エ
ル
サ
レ
ム
で
は
ヘ
ロ
デ
が
博
士
た
ち
の
帰
り
を
い
ら
い
ら
し
な
が
ら
待
っ
て
い
た
。
時
が
た
っ
て
も
彼
ら
が
現
わ
れ
な
い
の
で
、 

ヘ
ロ
デ
は
疑
い
を
起
し
た
。
ラ
ビ
た
ち
が
メ
シ
ヤ
の
生
誕
地
を
明
示
し
た
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
自
分
の
計
画
を
見
抜
い 
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て
い
て
、
博
士
た
ち
が
わ
ざ
と
自
分
を
避
け
た
証
拠
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
う
思
う
と
彼
は
は
げ
し
い
怒
り
を
感
じ
た
。
計
略
は 

失
敗
し
た
が
、
力
に
訴
え
る
方
法
が
残
っ
て
い
た
。
彼
は
こ
の
王
と
な
る
べ
き
子
供
を
見
せ
し
め
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
君
主
を
王 

座
に
つ
け
よ
う
と
す
れ
ば
ど
ん
な
目
に
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
、
こ
の
高
慢
な
ユ
ダ
ヤ
人
ら
に
思
い
知
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

二
才
以
下
の
子
供
を
全
部
殺
せ
と
い
う
命
令
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
兵
士
た
ち
が
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ヘ
つ
か
わ
さ
れ
た
。
ダ
ビ
デ
の
町 

の
静
か
な
家
々
に
、
六
百
年
前
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
に
示
さ
れ
た
恐
怖
の
光
景
が
み
ら
れ
た
。
「
叫
び
泣
く
大
い
な
る
悲
し
み
の
声
が 

ラ
マ
で
聞
え
た
。
ラ
ケ
ル
は
そ
の
子
ら
の
た
め
に
な
げ
い
た
。
子
ら
が
も
は
や
い
な
い
の
で
、
慰
め
ら
れ
る
こ
と
さ
え
願
わ
な
か
っ 

た
」(

マ
タ
イ
二
ノ
一
八)

。 

こ
の
災
難
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
自
ら
招
い
た
も
の
だ
っ
た
。
も
し
彼
ら
が
神
の
前
に
忠
実
に
、
へ
り
く
だ
っ
て
歩
ん
で
い
た
ら
、
神
は 

ヘ
ロ
デ
王
の
怒
り
を
特
殊
な
方
法
で
彼
ら
に
害
の
な
い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
は
罪
の
た
め
に
神
か
ら
離
れ
、
唯
一 

の
守
り
で
あ
る
聖
霊
を
こ
ば
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
神
の
み
こ
こ
ろ
に
従
い
た
い
と
の
思
い
を
も
っ
て
聖
書
を
学
ん
で
い
な
か
っ
た
。 

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
が
え
ら
い
国
民
に
な
る
と
か
、
神
は
自
分
た
ち
以
外
の
国
民
を
み
な
軽
ん
じ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
解
釈 

さ
れ
る
よ
う
な
預
言
ば
か
り
を
さ
が
し
て
い
た
。
メ
シ
ヤ
が
王
と
し
て
現
わ
れ
て
、
敵
を
征
服
し
、
怒
り
を
も
っ
て
異
教
徒
を
ふ
み 

つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
彼
ら
の
自
慢
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
統
治
者
た
ち
の
憎
し
み
を
刺
激
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
の 

使
命
に
つ
い
て
誤
っ
た
考
え
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
い
だ
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
タ
ン
は
救
い
主
の
破
滅
を
た
く
ら
ん
で
い
た
。
だ
が 

そ
の
目
的
は
と
げ
ら
れ
ず
、
破
滅
は
か
え
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
自
身
の
頭
上
に
は
ね
か
え
っ
て
き
た
。 

こ
れ
は
ヘ
ロ
デ
の
治
世
を
暗
く
し
た
最
後
の
残
虐
行
為
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
罪
と
が
の
な
い
子
供
た
ち
を
殺
害
し
て
ま
も
な
く
、 
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彼
自
身
、
だ
れ
も
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
運
命
に
屈
伏
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
は
恐
ろ
し
い
死
に
方
を
し
た
。 

ヨ
セ
フ
は
ま
だ
エ
ジ
プ
ト
に
い
た
が
、
い
ま
神
の
天
使
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
へ
帰
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
ダ
ビ
デ 

の
王
位
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
ヨ
セ
フ
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
家
庭
を
持
ち
た
い
と
望
ん
だ
。
だ
が
ア
ケ
ラ
オ
が
父
に
代
っ 

て
ユ
ダ
ヤ
を
治
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
は
こ
の
息
子(

む
す
こ)

が
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
父
ヘ
ロ
デ
の
計
略
を
実
行
し
は
す
ま 

い
か
と
恐
れ
た
。
ヘ
ロ
デ
の
息
子
た
ち
の
中
で
、
ア
ケ
ラ
オ
が
父
親
の
性
格
に
一
番
よ
く
似
て
い
た
。
彼
が
統
治
の
位
を
継
い
だ
た 

め
に
す
で
に
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
暴
動
が
み
ら
れ
、
ロ
ー
マ
の
守
備
兵
に
よ
っ
て
幾
千
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
殺
害
さ
れ
て
い
た
。 

ふ
た
た
び
ヨ
セ
フ
は
安
全
な
場
所
へ
み
ち
び
か
れ
た
。
彼
は
以
前
の
故
郷
で
あ
る
ナ
ザ
レ
に
も
ど
り
、
こ
こ
に
イ
エ
ス
は
お
よ
そ 

三
十
年
間
お
住
み
に
な
っ
た
。｢
こ
れ
は
預
言
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
『
彼
は
ナ
ザ
レ
人
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、 

成
就
す
る
た
め
で
あ
る
」(

マ
タ
イ
二
ノ
二
三)

。
ガ
リ
ラ
ヤ
は
ヘ
ロ
デ
の
息
子
の
一
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は 

ユ
ダ
ヤ
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
外
国
人
が
ま
じ
っ
て
住
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
係
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て 

は
比
較
的
関
心
が
薄
く
、
イ
エ
ス
の
主
張
は
そ
れ
ほ
ど
権
力
者
た
ち
の
ね
た
み
を
ひ
き
起
し
そ
う
に
な
か
っ
た
。 

救
い
主
が
こ
の
世
に
お
い
で
に
な
っ
た
と
き
、
世
は
こ
の
よ
う
な
迎
え
方
を
し
た
。
あ
が
な
い
主
で
あ
ら
れ
る
幼
な
子
に
は
、
休 

息
や
安
全
な
場
所
は
な
い
よ
う
に
み
え
た
。
神
が
人
類
の
救
い
の
た
め
に
働
き
を
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
時
で
さ
え
、
神
は
い
と
し
子 

を
人
間
の
手
に
ま
か
せ
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
地
上
に
お
け
る
使
命
を
達
成
し
て
、
救
う
た
め
に 

お
い
で
に
な
っ
た
そ
の
人
々
の
手
に
か
か
っ
て
な
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
神
は
天
使
た
ち
に
命
じ
て
イ
エ
ス
に
つ
き
そ
わ
せ
、
イ
エ
ス 

を
守
ら
せ
ら
れ
た
。 
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第 7 章    
    

子
供
と
し
て    

  

本
章
は
ル
カ
二
ノ
三
九
、
四
〇
に
も
と
づ
く 

 

イ
エ
ス
は
少
年
時
代
と
青
年
時
代
を
小
さ
な
山
村
で
す
ご
さ
れ
た
。
こ
の
地
上
の
ど
ん
な
場
所
も
キ
リ
ス
ト
が
お
住
み
に
な
れ
ば 

と
う
と
い
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
王
の
宮
殿
が
イ
エ
ス
を
客
と
し
て
迎
え
る
特
権
を
持
つ
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が 

イ
エ
ス
は
金
持
ち
の
家
庭
や
、
王
宮
や
、
有
名
な
学
問
の
中
心
地
を
み
す
ご
し
て
、
人
々
に
あ
な
ど
ら
れ
た
片
い
な
か
の
ナ
ザ
レ
を 

故
郷
と
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
の
少
年
時
代
に
つ
い
て
の
短
い
記
録
に
は
す
ば
ら
し
い
意
味
が
あ
る
。
「
幼
な
子
は
、
ま
す
ま
す
成
長
し
て
強
く
な
り
、 

知
恵
に
満
ち
、
そ
し
て
神
の
恵
み
が
そ
の
上
に
あ
っ
た
」(
ル
カ
二
ノ
四
〇)

。
イ
エ
ス
は
、
天
父
の
愛
情
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
「
ま
す 

ま
す
知
恵
が
加
わ
り
、
背
た
け
も
伸
び
、
そ
し
て
神
と
人
か
ら
愛
さ
れ
た
」(

ル
カ
二
ノ
五
二)

。
イ
エ
ス
の
知
能
は
活
発
で
鋭
く
、 

年
令
以
上
に
思
慮
と
知
恵
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
品
性
は
均
整
が
と
れ
て
美
し
か
っ
た
。
心
と
か
ら
だ
の
能
力
は
、
幼
年
時
の
法 

則
に
調
和
し
て
だ
ん
だ
ん
に
発
達
し
た
。 

子
供
と
し
て
イ
エ
ス
は
、
特
に
や
さ
し
い
性
質
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
彼
は
い
つ
で
も
人
に
仕
え
る
た
め
に
よ
ろ
こ
ん
で
手
を
か
さ 
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れ
た
。
イ
エ
ス
は
何
も
の
に
も
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い
忍
耐
力
と
、
決
し
て
正
直
さ
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
真
実
さ
を
あ 

ら
わ
さ
れ
た
。
主
義
に
お
い
て
は
岩
の
よ
う
に
固
か
っ
た
が
、
そ
の
生
活
に
は
無
我
の
親
切
心
と
い
う
美
徳
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。 

イ
エ
ス
の
母
は
、
深
い
関
心
を
も
っ
て
イ
エ
ス
の
能
力
の
あ
ら
わ
れ
を
見
守
り
、
イ
エ
ス
の
品
性
に
完
全
の
刻
印
を
見
た
。
彼
女 

は
よ
ろ
こ
ん
で
、
こ
の
り
こ
う
な
も
の
わ
か
り
の
よ
い
頭
脳
を
力
づ
け
よ
う
と
し
た
。
彼
女
は
、
神
だ
け
を
わ
が
父
と
呼
ぶ
こ
と
の 

で
き
る
こ
の
子
供
の
発
達
に
、
天
と
協
力
す
る
知
恵
を
、
聖
霊
を
通
し
て
受
け
た
。 

遠
い
昔
の
時
代
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
忠
実
な
人
々
は
、
青
少
年
の
教
育
に
非
常
な
注
意
を
払
っ
て
き
た
。
主
は
、
子
供
た
ち
に
、 

赤
ん
坊
の
時
か
ら
で
さ
え
、
神
の
恵
み
と
大
い
な
る
力
に
つ
い
て
、
特
に
神
の
律
法
に
あ
ら
わ
さ
れ
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
に
示 

さ
れ
て
い
る
神
の
恵
み
と
大
い
な
る
力
に
つ
い
て
教
え
る
よ
う
に
命
じ
て
お
ら
れ
た
。
歌
と
祈
り
と
聖
書
の
教
訓
が
、
成
長
す
る
心 

に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
神
の
律
法
は
神
の
ご
品
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
律
法
の
原
則
を
心
に
受
け
入
れ
る
と
き
に
、 

心
と
魂
に
は
神
の
み
か
た
ち
が
書
き
写
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
父
母
た
ち
は
子
供
た
ち
に
教
え
る
の
で
あ
っ
た
。
教
え
の
多
く
は 

口
頭
で
な
さ
れ
た
が
、
青
年
た
ち
は
ヘ
ブ
ル
語
の
書
物
を
読
む
こ
と
も
学
び
、
旧
約
聖
書
の
羊
皮
紙
の
巻
物
を
開
い
て
学
ん
だ
。 

キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
は
、
青
少
年
の
宗
教
教
育
の
た
め
に
方
法
を
講
じ
な
い
町
や
市
は
、
神
に
の
ろ
わ
れ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。 

し
か
し
教
育
は
形
式
的
に
な
っ
て
い
た
。
大
部
分
言
い
伝
え
が
聖
書
と
入
れ
代
っ
て
い
た
。
真
の
教
育
は
、
青
少
年
が
「
熱
心
に
追 

い
求
め
て
捜
し
さ
え
す
れ
ば
、
神
を
見
い
出
せ
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た(

使
徒
行
伝
一
七
ノ
二
七)

。
と
こ
ろ
が
ユ
ダ
ヤ
人 

の
教
師
た
ち
は
儀
式
の
こ
と
に
ば
か
り
注
意
を
払
っ
た
。
学
ぶ
者
に
と
っ
て
無
価
値
で
、
天
の
上
級
学
校
で
は
み
と
め
ら
れ
な
い
よ 

う
な
材
料
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
神
の
み
こ
と
ば
を
個
人
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
は
教
育
制
度
の 



第 7 章 子供として 

 61

中
に
立
場
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
外
面
的
な
こ
と
の
く
り
か
え
し
に
ば
か
り
没
頭
し
て
い
て
、
学
生
た
ち
は
神
と
と
も
に
す 

ご
す
静
か
な
時
間
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
神
の
み
声
が
心
に
語
り
か
け
る
の
を
き
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
知
識
を
求
め
て
、
知
恵
の 

み
な
も
と
で
あ
ら
れ
る
神
か
ら
離
れ
た
。
神
へ
の
奉
仕
に
ど
う
し
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
律 

法
の
原
則
は
お
お
い
か
く
さ
れ
た
。
す
ぐ
れ
た
教
育
と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
、
真
の
発
達
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
さ
ま
た
げ
と
な
っ 

た
。
ラ
ビ
た
ち
の
教
育
の
下
に
あ
っ
て
、
青
少
年
た
ち
の
能
力
は
抑
制
さ
れ
た
。
彼
ら
の
頭
は
固
く
、
狭
く
な
っ
た
。 

 

子
供
の
イ
エ
ス
は
会
堂
の
学
校
で
教
え
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
母
が
、
イ
エ
ス
の
最
初
の
人
間
教
師
で
あ
っ
た
。
彼 

女
の
口
と
預
言
者
た
ち
の
巻
物
か
ら
、
イ
エ
ス
は
天
の
事
物
に
つ
い
て
学
ば
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
に
ご
自
身
が
モ
ー
セ
に
お 

語
り
に
な
っ
た
こ
と
ば
を
、
イ
エ
ス
は
こ
ん
ど
は
母
の
ひ
ざ
も
と
で
教
え
ら
れ
た
。
子
供
か
ら
青
年
へ
進
ま
れ
る
と
き
も
、
イ
エ
ス 

は
ラ
ビ
の
学
校
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
よ
う
な
学
校
か
ら
得
ら
れ
る
教
育
を
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら 

神
が
イ
エ
ス
の
教
師
で
あ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

救
い
主
の
公
生
涯
の
間
に
た
ず
ね
ら
れ
た
質
問
、「
こ
の
人
は
学
問
を
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
律
法
の
知
識
を
も
っ
て 

い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
イ
エ
ス
が
読
み
書
き
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
た
だ
ラ
ビ
の 

教
育
を
お
受
け
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る(

ヨ
ハ
ネ
七
ノ
一
五)

。
イ
エ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
に
し
て
知
識
を 

得
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
彼
が
聖
書
に
精
通
し
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
年
時
代
に
ど
ん
な
に
ま
じ
め
に
神
の
み
こ
と
ば
を
学 

ば
れ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
の
前
に
は
、
神
の
創
造
の
み
わ
ざ
と
い
う
す
ば
ら
し
い
書
庫
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
た
。
万 

物
を
お
つ
く
り
に
な
っ
た
お
か
た
が
、
ご
自
分
の
手
で
地
と
海
と
空
と
に
お
書
き
に
な
っ
た
教
え
を
学
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
世 
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  イ エ ス は い な か の 家 庭 で 成 長 さ れ 、 ご 自 分 に わ り あ て ら れ た 働 き を 忠 実 に  
快 活 に さ れ た 。 イ エ ス は 大 工 仕 事 を 習 い お ぼ え て 、 お と な に な る ま で ヨ セ フ の  
仕 事 場 で 働 か れ た 。  
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の
き
よ
く
な
い
方
法
か
ら
離
れ
て
、
イ
エ
ス
は
自
然
か
ら
多
く
の
科
学
的
な
知
識
を
集
め
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
植
物
や
動
物
の
生
活
、 

ま
た
人
間
の
生
活
を
研
究
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
幼
い
時
か
ら
一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
は
他
人
を
祝
福
す
る
た
め
に 

生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
イ
エ
ス
は
自
然
界
に
そ
の
方
法
を
み
い
だ
さ
れ
た
。
植
物
の
生
活
と
動
物
の
生
活
を
研 

究
さ
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
方
法
や
手
段
に
つ
い
て
の
新
し
い
考
え
が
頭
に
ひ
ら
め
い
た
。
イ
エ
ス
は
目
に
見
え
る
も
の
の
中
か
ら
、 

神
の
生
き
た
み
こ
と
ば
を
示
す
実
例
を
た
え
ず
ひ
き
出
そ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
、
公
生
涯
中
に
、
譬(

た
と
え)

を
も 

っ
て
真
理
に
つ
い
て
の
教
訓
を
教
え
る
こ
と
を
好
ま
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
心
が
自
然
の
影
響
力
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
た
こ
と
と
、 

彼
が
日
常
生
活
の
環
境
か
ら
霊
的
な
教
え
を
集
め
ら
れ
た
こ
と
と
を
示
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
物
事
の
理
由
を
さ
と
ろ
う
と
つ
と
め
ら
れ
た
と
き
、
神
の
み
こ
と
ば
と
み
わ
ざ
の
意
味
が
イ
エ
ス
に
示
さ
れ
た
。 

天
使
た
ち
が
イ
エ
ス
の
そ
ば
に
つ
き
そ
っ
て
い
た
の
で
、
聖
な
る
思
想
と
霊
的
な
ま
じ
わ
り
と
い
う
教
養
が
イ
エ
ス
の
も
の
と
な
っ 

た
。
知
性
が
芽
ば
え
は
じ
め
て
か
ら
、
イ
エ
ス
は
た
え
ず
霊
的
な
恵
み
と
真
理
の
知
識
に
成
長
し
て
お
ら
れ
た
。 

ど
の
子
供
も
イ
エ
ス
と
同
じ
よ
う
に
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
が
み
こ
と
ば
を
通
し
て
天
父
を
よ
く
知
ろ
う
と
つ 

と
め
る
と
き
、
天
使
た
ち
が
そ
ば
に
き
て
、
わ
れ
わ
れ
の
知
能
が
強
め
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
品
性
が
高
め
ら
れ
、
洗
練
さ
れ
る
。
わ 

れ
わ
れ
は
ま
す
ま
す
救
い
主
に
似
る
者
と
な
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
自
然
の
美
し
さ
と
雄
大
さ
を
な
が
め
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
愛 

情
は
神
の
も
と
へ
ひ
き
よ
せ
ら
れ
る
。
み
わ
ざ
を
通
し
て
無
限
な
る
神
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
は
お
そ
れ
に
満
た
さ
れ
る 

が
、
魂
は
活
気
づ
け
ら
れ
る
。
祈
り
を
通
し
て
神
と
ま
じ
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
的
道
徳
的
能
力
が
発
達
し
、
霊
的
な
事
物
に
つ
い 

て
思
想
を
養
う
と
き
に
霊
的
な
能
力
が
強
め
ら
れ
る
。 
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イ
エ
ス
の
一
生
は
神
と
調
和
し
た
生
涯
で
あ
っ
た
。
子
供
の
時
分
に
は
子
供
の
よ
う
に
考
え
、
子
供
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。
し
か
し 

イ
エ
ス
の
う
ち
に
あ
る
神
の
み
か
た
ち
を
傷
つ
け
る
罪
の
あ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
試
み
か
ら
ま
ぬ
か
れ
て
は
お
ら
れ
な 

か
っ
た
。
ナ
ザ
レ
の
住
民
は
悪
い
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
。
彼
ら
が
一
般
か
ら
ど
ん
な
に
低
く
見
さ
げ
ら
れ
て
い
た
か
は
、
ナ
タ
ナ
エ 

ル
が
、
「
ナ
ザ
レ
か
ら
、
な
ん
の
よ
い
者
が
出
よ
う
か
」
と
質
問
し
た
こ
と
ば
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
六)

。
イ
エ
ス
は 

そ
の
品
性
を
試
み
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
に
お
か
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
純
潔
を
保
つ
た
め
に
た
え
ず
警
戒
し
て
お
ら
れ
る
必
要 

が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
子
供
の
時
に
も
青
年
の
時
に
も
お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
も
、
わ
れ
わ
れ
の
模
範
と
な
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ 

が
出
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
あ
ら
ゆ
る
戦
い
に
会
わ
れ
た
。 

サ
タ
ン
は
ナ
ザ
レ
の
子
イ
エ
ス
を
征
服
し
よ
う
と
し
て
根
気
よ
く
努
力
し
た
。
イ
エ
ス
は
幼
い
時
か
ら
天
使
た
ち
に
守
ら
れ
て
お 

ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
一
生
は
暗
黒
の
勢
力
と
の
長
い
戦
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
上
に
悪
の
け
が
れ
に
そ
ま
ら
な
い
人
間
が
い 

る
と
い
う
こ
と
が
、
暗
黒
の
君
サ
タ
ン
に
と
っ
て
は
不
快
で
あ
り
、
困
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
タ
ン
は
、
イ
エ
ス
を
わ
な
に
か
け 

る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
用
い
た
。
ど
ん
な
人
間
も
、
救
い
主
が
試
み
と
の
は
げ
し
い
戦
い
の
さ
な
か
で
送 

ら
れ
た
よ
う
な
き
よ
い
生
活
を
送
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

イ
エ
ス
の
両
親
は
貧
し
く
て
、
毎
日
の
骨
折
り
仕
事
で
生
計
を
た
て
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
貧
乏
や
自
制
や
不
自
由
の
味
を
よ
く
知 

っ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
経
験
が
イ
エ
ス
を
保
護
し
た
。
イ
エ
ス
の
勤
勉
な
生
活
に
は
、
試
み
を
招
く
よ
う
な
ひ
ま
な
時
間
が
な
か
っ 

た
。
堕
落
的
な
交
際
の
た
め
に
道
を
開
く
よ
う
な
無
意
味
な
時
間
が
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
で
き
る
だ
け
誘
惑
者
に
対
し
て
戸
を
と 

ざ
し
て
お
ら
れ
た
。
利
益
も
楽
し
み
も
、
あ
る
い
は
称
賛
も
非
難
も
、
イ
エ
ス
を
悪
い
行
為
に
さ
そ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ 
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エ
ス
は
悪
を
賢
明
に
見
わ
け
て
、
そ
れ
に
強
く
抵
抗
さ
れ
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
地
上
に
お
い
て
た
だ
ひ
と
り
罪
の
な
い
お
か
た
で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
お
よ
そ
三
十
年
の
間
、
ナ
ザ 

レ
の
悪
い
住
民
の
中
で
お
暮
し
に
な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
罪
と
が
の
な
い
生
活
を
送
る
に
は
、
場
所
や
幸
運
や
繁
栄
次
第
で
あ
る 

と
考
え
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
一
つ
の
譴
責
で
あ
る
。
試
み
、
貧
乏
、
逆
境
は
純
潔
と
堅
固
な
志
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
訓 

練
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
い
な
か
の
家
に
住
ん
で
、
家
庭
の
重
荷
を
負
う
た
め
に
、
ご
自
分
の
立
場
を
忠
実
に
快
活
に
果
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
天 

の
司
令
官
で
、
天
使
た
ち
は
そ
の
み
こ
と
ば
に
よ
ろ
こ
ん
で
従
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
が
、
い
ま
は
自
発
的
な
し
も
べ
で
あ
り
、
従
順 

な
愛
ら
し
い
息
子
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
手
仕
事
を
お
ぼ
え
、
ご
自
分
の
腕
で
ヨ
セ
フ
と
い
っ
し
ょ
に
大
工
の
仕
事
を
さ
れ
た
。
彼
は 

一
般
の
労
働
者
と
同
じ
粗
末
な
服
を
着
て
、
小
さ
な
町
の
通
り
を
歩
い
て
、
そ
の
い
や
し
い
仕
事
に
往
復
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自 

分
の
重
荷
を
へ
ら
し
た
り
、
骨
折
り
を
軽
く
し
た
り
す
る
た
め
に
天
来
の
力
を
お
用
い
に
な
ら
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
が
子
供
と
青
年
の
時
代
に
働
か
れ
た
と
き
、
そ
の
心
と
体
が
発
達
し
た
。
イ
エ
ス
は
体
力
を
向
こ
う
み
ず
に
用
い
な
い
で
、 

ど
の
方
面
で
も
一
番
よ
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
体
力
を
健
康
に
保
つ
よ
う
な
方
法
で
働
か
れ
た
。
イ
エ
ス
は
道
具
の
と
り
扱
い 

で
さ
え
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
好
ま
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
品
性
に
お
い
て
完
全
で
あ
ら
れ
た
よ
う
に
、
職
人
と
し
て
完
全
で
あ
ら
れ 

た
。
イ
エ
ス
は
、
ご
自
身
の
模
範
を
通
し
て
、
勤
勉
で
あ
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
あ
る
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
の
働
き
は
正
確
に 

徹
底
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
労
働
は
と
う
と
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
教
え
に
な
っ
た
。
手
を
役
立 

た
せ
る
こ
と
を
教
え
、
生
活
の
重
荷
の
自
分
の
わ
け
前
を
負
う
よ
う
に
青
年
た
ち
を
訓
練
す
る
実
際
の
働
き
に
よ
っ
て
、
肉
体
的
な 
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力
が
与
え
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
能
力
が
発
達
さ
せ
ら
れ
る
。
人
は
み
な
自
分
自
身
に
と
っ
て
益
と
な
り
、
ま
た
他
人
に
役
立
つ
こ
と
を 

何
か
み
つ
け
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
働
く
こ
と
を
祝
福
と
し
て
お
命
じ
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
勤
勉
に
働
く
者
だ 

け
が
人
生
の
真
の
栄
光
と
よ
ろ
こ
び
を
み
い
だ
す
の
で
あ
る
。
家
庭
の
中
で
自
分
の
義
務
を
快
活
に
果
し
、
父
母
の
重
荷
を
分
担
す 

る
子
供
や
青
年
を
、
神
は
や
さ
し
い
保
証
を
も
っ
て
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
。
こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
は
、
社
会
の
役
に
立
つ
人
間 

と
し
て
家
庭
か
ら
出
て
行
く
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
、
地
上
生
涯
の
間
じ
ゅ
う
、
熱
心
に
た
え
ず
お
働
き
に
な
っ
た
。
彼
は
多
く
の
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
。
だ
か
ら
多
く
の 

こ
と
を
試
み
ら
れ
た
。
公
生
涯
に
お
は
い
り
に
な
っ
て
か
ら
、
彼
は
、
「
わ
た
し
た
ち
は
、
わ
た
し
を
つ
か
わ
さ
れ
た
か
た
の
わ
ざ
を
、 

昼
の
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夜
が
来
る
。
す
る
と
、
だ
れ
も
働
け
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
九
ノ
四)

。
キ
リ
ス
ト 

の
弟
子(

で
し)

で
あ
る
と
自
称
し
て
い
る
多
く
の
人
々
が
す
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
は
、
骨
折
り
や
責
任
を
避
け
る
よ
う
な
こ
と
を
さ 

れ
な
か
っ
た
。
多
く
の
人
々
が
弱
く
て
無
能
で
あ
る
の
は
、
こ
の
訓
練
を
避
け
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
と
う
と
い
愛 

す
べ
き
性
質
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
困
難
に
出
会
っ
た
り
、
障
害
を
の
り
こ
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
な
る
と
、 

無
気
力
で
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
み
ら
れ
る
積
極
性
と
行
動
力
、
堅
固
で
強
力
な
品
性
は
、
イ
エ
ス
が
受 

け
ら
れ
た
の
と
同
じ
訓
練
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
発
達
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
イ
エ
ス
の
受
け
ら
れ
た
恵
み
は
わ 

れ
わ
れ
の
た
め
で
あ
る
。 

救
い
主
は
、
人
々
の
中
に
暮
し
て
お
ら
れ
た
間
ず
っ
と
、
貧
し
い
人
た
ち
と
同
じ
身
分
に
な
ら
れ
た
。
彼
は
ご
自
分
の
経
験
か
ら
、 

貧
し
い
人
た
ち
の
心
配
や
苦
労
を
ご
存
じ
だ
っ
た
の
で
、
い
や
し
い
労
働
者
た
ち
を
み
な
慰
め
は
げ
ま
す
こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
。 
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イ
エ
ス
の
一
生
の
教
え
を
ほ
ん
と
う
に
理
解
し
て
い
る
者
は
、
階
級
差
を
つ
け
た
り
、
お
金
持
が
、
貧
し
く
て
も
り
っ
ぱ
な
人
た
ち 

よ
り
と
う
と
ば
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
労
働
に
快
活
さ
と
気
転
と
を
持
ち
込
ま
れ
た
。
家
庭
生
活
と
職
場
に
聖
書
の
宗
教
を
と
り
入
れ
、
世
の
中
の 

仕
事
の
重
荷
を
負
い
な
が
ら
な
お
神
の
栄
光
に
対
し
て
目
が
澄
ん
で
い
る
た
め
に
は(

マ
タ
イ
六
ノ
二
二
参
照)

、
非
常
な
忍
耐
と
霊 

性
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
イ
エ
ス
は
人
々
の
助
け
と
な
ら
れ
た
。
彼
は
天
の
事
物
の
た
め
に
時
間
を
費
し
た
り
考
え 

た
り
す
る
余
裕
が
な
い
ほ
ど
こ
の
世
の
苦
労
を
一
ぱ
い
か
か
え
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
び
た
び
イ
エ
ス
は
詩
篇
や
天
の
歌
を
う
た 

っ
て
心
の
よ
ろ
こ
び
を
表
明
さ
れ
た
。
ナ
ザ
レ
の
住
民
た
ち
は
イ
エ
ス
が
神
へ
の
賛
美
と
感
謝
を
さ
さ
げ
ら
れ
る
声
を
た
び
た
び
き 

い
た
。
イ
エ
ス
は
歌
を
通
し
て
天
と
ま
じ
わ
ら
れ
た
。
仲
間
の
者
た
ち
は
、
働
き
に
疲
れ
て
不
平
を
言
う
と
、
イ
エ
ス
の
口
か
ら
出 

る
美
し
い
歌
の
調
べ
に
元
気
づ
け
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
賛
美
は
悪
天
使
を
追
い
払
い
、
香
煙
の
よ
う
に
そ
の
場
を
か
お
り 

で
満
た
す
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
き
い
て
い
る
者
た
ち
の
心
は
、
こ
の
地
上
の
放
浪
か
ら
天
の
家
郷
へ
と
は
こ
ば
れ
て
行
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
世
の
人
に
と
っ
て
い
や
し
の
恵
み
の
泉
で
あ
っ
た
。
ナ
ザ
レ
で
人
目
に
つ
か
ず
暮
し
て
お
ら
れ
た
年
月
の
間
、
イ
エ
ス 

の
い
の
ち
は
同
情
と
や
さ
し
さ
と
い
う
流
れ
と
な
っ
て
人
々
に
そ
そ
が
れ
た
。
老
人
た
ち
も
、
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
者
た
ち
も
、
罪 

の
重
荷
を
負
っ
て
い
る
者
た
ち
も
、
無
邪
気
に
よ
ろ
こ
ん
で
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
も
、
森
の
小
さ
な
動
物
た
ち
も
、
荷
物
を
つ
け 

た
忍
耐
強
い
動
物
た
ち
も
、
イ
エ
ス
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
み
な
も
っ
と
幸
福
に
な
っ
た
。
権
威
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
も
ろ
も
ろ
の
世 

界
を
さ
さ
え
ら
れ
た
お
か
た
が
、
身
を
か
が
め
て
、
傷
つ
い
た
小
鳥
を
救
っ
て
お
や
り
に
な
る
の
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
目
に
と
ま
ら 

な
い
も
の
は
何
も
な
く
、
イ
エ
ス
が
奉
仕
す
る
価
値
が
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。 
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こ
う
し
て
イ
エ
ス
は
、
知
恵
と
身
の
た
け
が
成
長
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
神
と
人
と
に
愛
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
す
べ
て
の 

人
に
同
情
す
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
こ
と
を
自
ら
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
の
心
か
ら
同
情
を
ひ
き
出
さ
れ
た
。
イ
エ 

ス
の
ま
わ
り
に
は
望
み
と
勇
気
の
雰
囲
気
が
と
り
ま
い
て
い
た
の
で
、
彼
は
ど
こ
の
家
庭
に
お
い
て
も
祝
福
と
な
ら
れ
た
。
イ
エ
ス 

は
ま
た
た
び
た
び
安
息
日
に
、
会
堂
で
、
預
言
者
の
書
か
ら
教
訓
を
読
む
よ
う
に
た
の
ま
れ
た
。
そ
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
聖
書 

の
こ
と
ば
か
ら
新
し
い
光
が
輝
き
出
る
と
、
聴
衆
の
心
は
感
動
し
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
見
せ
び
ら
か
し
を
避
け
ら
れ
た
。
ナ
ザ
レ
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
間
じ
ゅ
う
、
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
奇
跡
の
力
を 

人
の
前
に
お
示
し
に
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
高
い
地
位
を
求
め
ず
、
何
の
肩
書
も
持
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
静
か
で
単 

純
な
生
活
、
ま
た
イ
エ
ス
の
幼
い
こ
ろ
に
つ
い
て
聖
書
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
さ
え
、
大
切
な
教
訓
を
教
え
て
い
る
。
子
供 

の
生
活
が
静
か
で
単
純
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
不
自
然
な
刺
激
が
少
な
く
て
、
自
然
と
の
調
和
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、 

そ
の
生
活
は
肉
体
と
知
能
の
活
力
な
ら
び
に
霊
的
な
力
に
と
っ
て
一
層
有
利
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
わ
れ
わ
れ
の
模
範
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
公
生
涯
の
期
間
に
つ
い
て
は
興
味
を
も
っ
て
論
ず
る
人
が
多
い
が
、
イ
エ
ス
の 

幼
い
こ
ろ
の
教
訓
に
注
目
す
る
人
は
少
な
い
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
子
供
や
青
年
た
ち
の
模
範
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
家
庭
生
活
に
お
い 

て
で
あ
っ
た
。
救
い
主
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
や
し
い
身
分
で
あ
っ
て
も
、
神
と
と
も
に
親
し
く
歩
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教
え
る 

た
め
に
、
お
そ
れ
多
く
も
自
ら
貧
し
い
者
と
な
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
日
常
の
平
凡
な
こ
と
に
お
い
て
天
父
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
あ
が
め
、 

そ
の
み
栄
え
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
生
活
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
働
き
は
、
日
々
の
食
物
の
た
め
に
骨
折
っ
て
働
く
職
人
の
い
や
し
い
手 

仕
事
を
神
聖
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
彼
は
大
工
の
仕
事
台
で
働
い
て
お
ら
れ
る
と
き
も
、
群
衆
の
た
め
に
奇
跡
を
行
な
っ
て 
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お
ら
れ
る
時
と
同
じ
に
、
神
へ
の
奉
仕
を
し
て
お
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
い
や
し
い
家
庭
に
お
い
て
示
さ
れ
た
忠
実
と
従
順
の 

模
範
に
な
ら
う
青
年
は
だ
れ
で
も
、
天
父
が
イ
エ
ス
に
つ
い
て
聖
霊
を
通
し
て
お
語
り
に
な
っ
た
次
の
こ
と
ば
を
自
分
の
も
の
と
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
わ
た
し
の
支
持
す
る
わ
が
し
も
べ
、
わ
た
し
の
よ
ろ
こ
ぶ
わ
が
選
び
人
を
見
よ
」(

イ
ザ
ヤ
書
四
二
ノ
一)

。 
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第 8 章 

過
越
の
お
ま
い
り    

  

本
章
は
ル
カ
二
ノ
四
一
―
五
一
に
も
と
づ
く 

 

ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、
十
二
才
と
い
う
年
令
が
子
供
時
代
と
青
年
と
の
境
界
線
だ
っ
た
。
こ
の
年
令
が
終
る
と
、
ヘ
ブ
ル
の
少
年 

は
律
法
の
子
ま
た
神
の
子
と
呼
ば
れ
た
。
彼
は
宗
教
的
な
教
え
を
受
け
る
特
別
な
機
会
が
与
え
ら
れ
、
宗
教
上
の
祝
祭
や
儀
式
に
参 

加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
が
少
年
時
代
に
過
越(

す
ぎ
こ
し)

の
祭
り
に
参
加
す
る
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
の
ぼ
ら
れ
た 

の
は
、
こ
の
慣
例
に
従
っ
て
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
信
心
深
い
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
同
じ
よ
う
に
、
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
毎
年
過
越
に 

参
加
す
る
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
の
ぼ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
エ
ス
が
定
め
ら
れ
た
年
令
に
な
ら
れ
る
と
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
い
っ
し
ょ 

に
お
つ
れ
し
た
。 

年
ご
と
の
祭
礼
に
は
、
過
越
の
祭
り
と
五
旬
節(

ペ
ン
テ
コ
ス
テ)

と
か
り
い
お
ず
ま
い
の
祝
の
三
つ
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
は
イ 

ス
ラ
エ
ル
人
の
男
子
は
み
な
エ
ル
サ
レ
ム
で
神
の
前
に
出
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
三
つ
の
祭
礼
の
中
で
、
過
越
の
祭
り 

に
お
ま
い
り
す
る
人
が
一
番
多
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
離
散
し
て
い
た
す
べ
て
の
国
々
か
ら
も
多
く
の
者
が
お
ま
い
り
し
た
。
パ
レ 

ス
チ
ナ
の
各
地
か
ら
た
い
へ
ん
な
数
の
参
拝
者
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
か
ら
の
旅
に
は
数
日
か
か
る
の
で
、
旅
人
た
ち
は 
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交
友
と
安
全
の
た
め
に
大
ぜ
い
で
隊
を
組
ん
で
や
っ
て
き
た
。
女
や
老
人
た
ち
は
、
け
わ
し
い
岩
だ
ら
け
の
道
は
牛
や
ろ
ば
に
乗
っ 

た
。
強
い
男
や
若
者
た
ち
は
徒
歩
で
旅
を
し
た
。
過
越
の
祭
り
の
時
期
は
三
月
の
終
り
か
四
月
の
上
旬
に
当
っ
て
い
た
の
で
、
国
じ 

ゅ
う
が
花
で
輝
き
、
小
鳥
の
歌
声
が
楽
し
か
っ
た
。
道
中
ず
っ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
上
記
念
す
べ
き
場
所
が
あ
っ
て
、
父
や
母
た
ち 

は
、
昔
神
が
ご
自
分
の
民
の
た
め
に
な
し
て
く
だ
さ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
ふ
し
ぎ
を
子
供
た
ち
に
語
り
き
か
せ
た
。
彼
ら
は
歌
と
音
楽 

で
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
エ
ル
サ
レ
ム
の
高
い
建
物
が
見
え
て
く
る
と
、
ど
の
人
も
誇
ら
し
い
歌
声
に
和
し
た

― 

 

「
エ
ル
サ
レ
ム
よ
、
わ
れ
ら
の
足
は 

あ
な
た
の
門
の
う
ち
に
立
っ
て
い
る
。 

そ
の
城
壁
の
う
ち
に
平
安
が
あ
り
、 

も
ろ
も
ろ
の
殿
の
う
ち
に
安
全
が
あ
る
よ
う
に
。
」 

 
 

 
 

(

詩
篇
一
二
二
ノ
二
―
七) 

 

過
越
を
守
る
こ
と
は
、
ヘ
ブ
ル
国
民
の
誕
生
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
奴
緑
生
活
の
最
後
の
晩
、
救
出
の
し
る
し
が
何 

も
み
え
な
か
っ
た
時
に
、
神
は
彼
ら
に
、
た
だ
ち
に
解
放
さ
れ
る
か
ら
用
意
を
す
る
よ
う
に
と
お
命
じ
に
な
っ
た
。
神
は
エ
ジ
プ
ト 

人
に
の
ぞ
む
最
後
の
刑
罰
に
つ
い
て
パ
ロ
に
警
告
し
、
ヘ
ブ
ル
人
に
、
家
族
を
自
分
の
家
に
集
め
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
た
。
ヘ
ブ 

ル
人
は
ほ
ふ
ら
れ
た
小
羊
の
血
を
門
柱
に
塗
る
と
、
焼
い
た
小
羊
の
肉
を
酵
母
の
は
い
っ
て
い
な
い
パ
ン
や
苦
菜(

に
が
な)

と
い
っ 

し
ょ
に
食
べ
る
の
で
あ
っ
た
。
「
あ
な
た
が
た
は
、
こ
う
し
て
、
そ
れ
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
腰
を
引
き
か
ら
げ
、 

足
に
く
つ
を
は
き
、
手
に
つ
え
を
取
っ
て
、
急
い
で
そ
れ
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
主
の
過
越
で
あ
る
」(

出
エ
ジ
プ
ト 
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記
一
二
ノ
一
一)

。
夜
中
に
エ
ジ
プ
ト
人
の
長
子
は
全
部
殺
さ
れ
た
。
「
そ
こ
で
パ
ロ
は
夜
の
う
ち
に
モ
ー
セ
と
ア
ロ
ン
を
呼
び
寄
せ 

て
言
っ
た
、『
あ
な
た
が
た
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
は
立
っ
て
、
わ
た
し
の
民
の
中
か
ら
出
て
行
く
が
よ
い
。
そ
し
て
あ
な
た
が
た
の 

言
う
よ
う
に
、
行
っ
て
主
に
仕
え
な
さ
い
』
」(

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
ノ
三
一)

。
ヘ
ブ
ル
人
は
自
由
な
国
民
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
か
ら
出 

て
行
っ
た
。
神
は
毎
年
過
越
を
守
る
よ
う
に
お
命
じ
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
「
も
し
、
あ
な
た
が
た
の
子
供
た
ち
が
『
こ
の
儀
式
は 

ど
ん
な
意
味
で
す
か
』
と
問
う
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
た
は
言
い
な
さ
い
、『
こ
れ
は
主
の
過
越
の
犠
牲
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
を
撃
た 

れ
た
と
き
、
エ
ジ
プ
ト
に
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
家
を
過
ぎ
越
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
家
を
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
』
」(

出
エ
ジ
プ 

ト
記
一
二
ノ
二
六
、
二
七)
。
こ
う
し
て
こ
の
ふ
し
ぎ
な
救
済
の
物
語
は
代
々
く
り
か
え
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

過
越
の
祭
り
の
あ
と
、
た
ね
入
れ
ぬ
パ
ン
の
祭
礼
が
七
日
間
つ
づ
い
た
。
こ
の
祭
の
二
日
目
に
、
そ
の
年
の
収
穫
の
初
穂
で
あ
る 

大
麦
の
束
が
神
の
前
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
祭
の
儀
式
は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
の
働
き
の
型
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら 

救
わ
れ
た
こ
と
は
あ
が
な
い
に
つ
い
て
の
実
物
教
訓
で
、
過
越
の
祭
り
は
そ
の
こ
と
を
お
ぼ
え
て
お
く
た
め
で
あ
っ
た
。
ほ
ふ
ら
れ 

た
小
羊
、
た
ね
入
れ
ぬ
パ
ン
、
初
穂
の
束
は
、
救
い
主
を
表
わ
し
た
。 

キ
リ
ス
ト
時
代
の
民
の
大
部
分
に
と
っ
て
、
こ
の
祭
の
守
り
か
た
は
形
式
的
な
も
の
に
堕
落
し
て
い
た
。
し
か
し
神
の
み
子
キ
リ 

ス
ト
に
は
、
こ
の
祭
が
ど
ん
な
に
か
深
い
意
義
を
も
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

子
供
の
イ
エ
ス
は
初
め
て
宮
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
彼
は
白
い
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
祭
司
が
厳
粛
な
儀
式
を
と
り
行
な
っ
て
い
る 

の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
彼
は
ま
た
、
い
け
に
え
の
祭
壇
の
上
の
血
を
流
し
て
い
る
動
物
に
目
を
と
め
ら
れ
た
。
香
煙
が
神
の
前
に 

立
ち
の
ぼ
る
中
で
、
イ
エ
ス
は
参
拝
者
と
共
に
頭
を
た
れ
て
祈
り
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
彼
は
過
越
の
儀
式
の
印
象
的
な
行
事
を
ま
の 
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あ
た
り
に
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
一
日
ご
と
に
、
イ
エ
ス
は
そ
れ
ら
の
意
味
を
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
さ
と
ら
れ
た
。
ど
の
行
為
も
ご
自 

身
の
生
涯
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
新
し
い
衝
動
が
イ
エ
ス
の
う
ち
に
起
り
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
ま
っ
て
一
心
に
、 

イ
エ
ス
は
大
問
題
を
解
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
た
。
ご
自
分
の
使
命
の
奥
義
が
だ
ん
だ
ん
救
い
主
に
開
か
れ
た
。 

こ
う
し
た
光
景
に
つ
い
て
瞑
想(

め
い
そ
う)

に
ふ
け
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
イ
エ
ス
は
両
親
の
そ
ば
に
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は 

ひ
と
り
に
な
り
た
い
と
お
思
い
に
な
っ
た
。
過
越
の
祭
り
の
行
事
が
終
っ
て
も
イ
エ
ス
は
ま
だ
宮
の
庭
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た
。 

そ
し
て
参
拝
者
た
ち
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
出
発
し
た
と
き
、
イ
エ
ス
は
あ
と
に
お
残
り
に
な
っ
た
。 

こ
の
エ
ル
サ
レ
ム
ま
い
り
の
と
き
に
、
イ
エ
ス
の
両
親
は
彼
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
え
ら
い
教
師
た
ち
と
接
触
さ
せ
た
い
と
望
ん
だ
。 

イ
エ
ス
は
こ
ま
か
い
点
ま
で
神
の
み
こ
と
ば
に
従
わ
れ
た
が
、
ラ
ビ
の
儀
式
や
慣
例
に
は
従
わ
れ
な
か
っ
た
。
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は 

イ
エ
ス
が
学
問
の
あ
る
ラ
ビ
た
ち
を
敬
い
、
彼
ら
の
要
求
を
も
っ
と
忠
実
に
心
に
と
め
る
よ
う
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
し
か 

し
宮
で
の
イ
エ
ス
は
神
か
ら
教
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
お
受
け
に
な
っ
た
も
の
を
す
ぐ
に
与
え
は
じ
め
ら
れ
た
。 

当
時
、
宮
に
接
続
し
て
い
る
一
室
が
、
預
言
者
の
学
校
の
様
式
に
な
ら
っ
て
、
神
学
校
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
指
導 

的
な
ラ
ビ
た
ち
が
生
徒
た
ち
と
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
子
供
の
イ
エ
ス
が
お
い
で
に
な
っ
た
。
学
問
の
あ
る
こ
れ
ら
の
い
か
め
し 

い
人
た
ち
の
足
も
と
に
す
わ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
教
え
を
聞
か
れ
た
。
知
恵
を
求
め
る
者
と
し
て
、
イ
エ
ス
は
預
言
に
つ
い
て
、 

ま
た
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
さ
し
示
す
も
の
と
し
て
当
時
起
り
つ
つ
あ
っ
た
諸
事
件
に
つ
い
て
、
こ
の
教
師
た
ち
に
質
問
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
ご
自
身
が
神
の
知
識
を
熱
望
し
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
質
問
は
、
こ
れ
ま
で
は
っ
き
り
し 

て
い
な
か
っ
た
が
し
か
し
魂
の
救
い
に
と
っ
て
不
可
欠
な
深
遠
な
真
理
を
暗
示
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
の
質
問
は
ど
れ
も
、
こ
の
学
者
た 
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ち
の
知
恵
が
ど
ん
な
に
狭
く
て
浅
薄
な
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
と
と
も
に
、
彼
ら
の
前
に
天
来
の
教
訓
を
示
し
、
真
理
に
つ
い
て
新
し 

い
見
方
を
さ
せ
た
。
ラ
ビ
た
ち
は
、
メ
シ
ヤ
の
来
臨
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
国
民
が
す
ば
ら
し
い
地
位
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
と
語
っ
た
。
し 

か
し
イ
エ
ス
は
イ
ザ
ヤ
の
預
言
を
示
し
て
、
神
の
小
羊
の
苦
難
と
死
と
を
示
し
て
い
る
聖
句
の
意
味
を
彼
ら
に
お
た
ず
ね
に
な
っ
た
。 

博
士
た
ち
は
イ
エ
ス
に
向
き
直
っ
て
質
問
し
、
そ
の
答
え
に
驚
い
た
。
イ
エ
ス
は
子
供
ら
し
い
謙
遜(

け
ん
そ
ん)

さ
を
も
っ
て
、 

聖
書
の
こ
と
ば
を
く
り
か
え
し
、
学
者
た
ち
が
こ
れ
ま
で
考
え
つ
き
も
し
な
か
っ
た
深
い
意
味
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
の
示 

さ
れ
た
真
理
の
教
え
に
従
っ
て
い
た
ら
、
当
時
の
宗
教
に
改
革
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
霊
的
な
事
柄
に
対
す
る
深
い
興
味
が 

め
ざ
め
、
イ
エ
ス
が
公
生
涯
を
お
始
め
に
な
っ
た
時
に
は
多
く
の
者
が
イ
エ
ス
を
受
け
入
れ
る
備
え
が
で
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

ラ
ビ
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
ラ
ビ
の
学
校
で
教
育
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
を
知
っ
て
い
た
。
だ
が
預
言
に
つ
い
て
イ
エ
ス
の 

理
解
は
ラ
ビ
た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
ラ
ビ
た
ち
は
こ
の
考
え
深
い
ガ
リ
ラ
ヤ
の
少
年
は
非
常
に
有
望
だ
と
思
っ
た
。 

彼
ら
は
イ
エ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
教
師
と
な
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
生
徒
に
し
た
い
と
希
望
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
独 

創
的
な
頭
脳
は
自
分
た
ち
が
教
育
す
べ
き
だ
と
感
じ
、
イ
エ
ス
の
教
育
を
引
受
け
た
い
と
望
ん
だ
。 

イ
エ
ス
の
こ
と
ば
は
、
こ
れ
ま
で
人
間
の
口
か
ら
出
る
こ
と
ば
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
彼
ら
の
心
を
感
動
さ
せ
た
。 

神
は
こ
れ
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
に
光
を
与
え
よ
う
と
し
て
、
彼
ら
の
心
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
た
だ
一
つ
の
手
段
を 

お
用
い
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
高
慢
だ
っ
た
の
で
、
人
か
ら
教
え
を
受
け
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
冷
笑
し
て
受
け
つ
け
な
か
っ
た
で
あ 

ろ
う
。
も
し
イ
エ
ス
が
彼
ら
に
教
え
る
よ
う
な
態
度
を
さ
れ
た
ら
、
彼
ら
は
軽
蔑
し
て
耳
を
か
た
む
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
自
分 

た
ち
は
イ
エ
ス
に
教
え
て
い
る
の
だ
、
す
く
な
く
と
も
イ
エ
ス
の
聖
書
に
つ
い
て
の
知
識
を
た
め
し
て
い
る
の
だ
と
、
彼
ら
は
う
ぬ 
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ぼ
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
の
少
年
ら
し
い
つ
つ
し
み
と
し
と
や
か
さ
は
彼
ら
の
偏
見
を
と
り
除
い
た
。
無
意
識
の
う
ち
に
彼
ら
の
心
は 

神
の
み
こ
と
ば
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、
聖
霊
が
彼
ら
の
心
に
語
り
か
け
た
。 

彼
ら
は
、
メ
シ
ヤ
に
関
す
る
自
分
た
ち
の
期
待
が
、
預
言
の
裏
づ
け
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
な
い
わ
け
に
い
か
な
か 

っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
彼
ら
は
、
彼
ら
の
野
心
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
い
た
説
を
捨
て
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
教
え 

る
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
聖
書
に
つ
い
て
ま
ち
が
っ
た
解
釈
を
し
て
い
た
こ
と
を
み
と
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
少
年
は
学
ん 

だ
こ
と
が
な
い
の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
知
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
彼
ら
は
口
々
に
た
ず
ね
た
。
光
は
暗
黒
の
中
に
輝
い
て
い
た
。 

「
そ
し
て
、
や
み
は
こ
れ
に
勝
た
な
か
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
五)

。 

そ
の
あ
い
だ
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
非
常
に
当
惑
し
、
困
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
出
る
と
き
に
す
で
に
イ
エ
ス
の
姿
を 

見
失
っ
て
い
た
が
、
イ
エ
ス
が
あ
と
に
残
っ
て
お
ら
れ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
当
時
ユ
ダ
ヤ
の
国
は
人
口
が
多
く
、
ガ
リ
ラ
ヤ
か 

ら
の
旅
の
団
体
は
大
変
な
人
数
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
エ
ル
サ
レ
ム
の
町
を
出
た
と
き
は
ひ
ど
い
混
雑
だ
っ
た
。
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
、 

道
中
、
友
だ
ち
や
知
人
た
ち
と
旅
を
す
る
楽
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
の
で
、
夜
に
な
る
ま
で
イ
エ
ス
の
お
ら
れ
な
い
こ
と
に
気 

が
つ
か
な
か
っ
た
。
さ
て
休
み
の
た
め
に
立
ち
ど
ま
っ
て
、
彼
ら
は
子
供
の
手
伝
い
が
な
い
の
に
気
が
つ
い
た
が
、
た
ぶ
ん
友
だ
ち 

と
一
し
ょ
に
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
何
の
心
配
も
感
じ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
こ
と
を
、
若
く
て
も
絶
対
的
に
信
頼
し 

て
い
た
。
そ
し
て
必
要
な
時
に
は
、
イ
エ
ス
が
い
つ
も
の
よ
う
に
彼
ら
が
困
っ
て
い
る
の
を
予
期
し
て
手
伝
わ
れ
る
も
の
と
思
っ
て 

い
た
。
だ
が
こ
ん
ど
は
心
配
に
な
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
道
づ
れ
の
人
た
ち
の
中
を
さ
が
し
ま
わ
っ
た
が
、
イ
エ
ス
は
み
つ
か
ら
な
か 

っ
た
。
彼
ら
は
、
ヘ
ロ
デ
が
イ
エ
ス
を
赤
ん
坊
の
時
分
に
殺
そ
う
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
身
ぶ
る
い
し
た
。
彼
ら
の
心
は
暗
い 
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予
感
に
満
た
さ
れ
た
。
彼
ら
は
は
げ
し
く
自
分
た
ち
を
責
め
た
。 

彼
ら
は
エ
ル
サ
レ
ム
へ
引
き
返
し
て
、
さ
が
し
つ
づ
け
た
。
そ
の
翌
日
、
宮
の
参
拝
者
の
中
に
ま
じ
っ
て
い
る
と
、
き
き
な
れ
た 

声
が
彼
ら
の
注
意
を
と
ら
え
た
。
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
イ
エ
ス
の
声
だ
っ
た
。
ま
じ
め
で
、
熱
心
で
、
し
か
も
美
し
い
ひ
び
き
を 

も
っ
た
の
は
イ
エ
ス
の
声
よ
り
ほ
か
に
な
か
っ
た
。 

ラ
ビ
の
学
校
の
中
で
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
み
つ
け
た
。
大
よ
ろ
こ
び
は
し
た
も
の
の
、
彼
ら
は
今
ま
で
の
悲
し
み
と
心
配
と
を
忘 

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
を
そ
ば
に
つ
れ
も
ど
す
と
、
母
親
は
、
非
難
の
こ
も
っ
た
こ
と
ば
で
、「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ 

と
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
ご
ら
ん
な
さ
い
。
お
と
う
様
も
わ
た
し
も
心
配
し
て
、
あ
な
た
を
捜
し
て
い
た
の
で
す
」
と
言
っ
た(

ル 

カ
二
ノ
四
八)

。 

イ
エ
ス
は
、「
ど
う
し
て
お
捜
し
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
わ
た
し
が
自
分
の
父
の
家
に
い
る
は
ず
の
こ
と
を
、
ご
存
じ
な
か
っ
た
の 

で
す
か
」
と
答
え
ら
れ
た
。
彼
ら
が
そ
の
こ
と
ば
を
わ
か
り
か
ね
る
ふ
う
だ
っ
た
の
で
、
イ
エ
ス
は
天
の
方
を
指
さ
さ
れ
た
。
そ
の 

お
顔
に
は
光
が
あ
っ
て
、
彼
ら
は
驚
嘆
し
た
。
神
性
が
人
性
を
通
し
て
輝
い
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
宮
の
中
に
イ
エ
ス
を
み
つ
け
出 

し
た
と
き
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
と
ラ
ビ
た
ち
と
の
間
に
か
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
を
き
い
て
、
イ
エ
ス
の
質
問
と
答
え
に
驚
い
た
。
イ 

エ
ス
の
こ
と
ば
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
想
を
次
々
と
芽
ば
え
さ
せ
た
。 

ま
た
彼
ら
に
対
す
る
イ
エ
ス
の
質
問
に
は
一
つ
の
教
訓
が
あ
っ
た
。
「
わ
た
し
が
自
分
の
父
の
家
に
い
る
は
ず
の
こ
と
を
ご
存
じ 

な
か
っ
た
の
で
す
か
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
が
こ
の
世
に
お
い
て
な
す
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
そ
の
働
き 

に
従
事
さ
れ
た
が
、
し
か
し
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
彼
ら
の
つ
と
め
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
の
だ
っ
た
。
神
は
そ
の
み
子
を
彼
ら
に
委
託 
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さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
に
高
い
栄
誉
を
お
与
え
に
な
っ
て
い
た
。
聖
天
使
た
ち
は
イ
エ
ス
の
生
命
を
保
つ
た
め
に
ヨ
セ
フ
の
と 

る
べ
き
道
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
、
一
瞬
間
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
イ
エ
ス
を
、
ま
る
一
日
見
失
っ
て
い
た
の
で
あ 

る
。
そ
う
し
て
こ
の
心
配
か
ら
救
わ
れ
る
と
、
彼
ら
は
自
分
自
身
を
責
め
な
い
で
、
イ
エ
ス
を
非
難
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
の
両
親
が
イ
エ
ス
を
自
分
自
身
の
子
供
と
し
て
み
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
毎
日
両
親
と
い
っ
し
ょ
に
お
ら
れ 

て
、
そ
の
生
活
は
多
く
の
点
で
ほ
か
の
子
供
た
ち
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
親
が
イ
エ
ス
を
神
の
み
子
と
し
て
み
と
め
る
こ
と
は 

困
難
だ
っ
た
。
彼
ら
は
世
の
あ
が
な
い
主
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
に
与
え
ら
れ
る
祝
福
を
認
め
な
い
恐
れ
が
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
か
ら
離
れ
た
悲
し
み
と
、
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
に
こ
め
ら
れ
て
い
た
や
さ
し
い
譴
責
と
は
、
彼
ら
に
そ
の
責
任
の
神
聖
さ
を
自 

覚
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

母
親
へ
の
答
え
の
中
で
、
イ
エ
ス
は
神
に
対
す
る
ご
自
分
の
関
係
を
理
解
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
初
め
て
表
明
さ
れ
た
。
イ
エ
ス 

が
お
生
れ
に
な
る
前
に
、
天
使
は
マ
リ
ヤ
に
こ
う
言
っ
た
、「
彼
は
大
い
な
る
者
と
な
り
、
い
と
高
き
者
の
子
と
、
と
な
え
ら
れ
る
で 

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
主
な
る
神
は
彼
に
父
ダ
ビ
デ
の
王
座
を
お
与
え
に
な
り
、
彼
は
と
こ
し
え
に
ヤ
コ
ブ
の
家
を
支
配
し
、
そ
の
支 

配
は
限
り
な
く
続
く
で
し
ょ
う
」(

ル
カ
一
ノ
三
二
、
三
三)
。
マ
リ
ヤ
は
こ
の
こ
と
ば
を
心
に
思
い
め
ぐ
ら
し
た
。
彼
女
は
自
分
の 

子
供
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
メ
シ
ヤ
に
な
ら
れ
る
お
か
た
だ
と
信
じ
て
は
い
た
が
、
メ
シ
ヤ
の
使
命
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
い
ま
彼 

女
は
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
イ
エ
ス
が
ヨ
セ
フ
と
の
血
縁
関
係
を
否
認
し
、
ご
自
分
が
神
の
み
子
で
あ
る
こ 

と
を
宣
言
な
さ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
こ
の
世
の
両
親
と
の
関
係
を
無
視
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
両
親
と
い
っ
し
ょ
に
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
帰
っ
て
、 
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骨
折
っ
て
働
く
彼
ら
の
生
活
を
手
伝
わ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
使
命
の
奥
義
を
自
分
自
身
の
心
に
か
く
し
、
ご
自
分
の
働
き
を 

始
め
る
べ
き
定
ま
っ
た
時
の
く
る
の
を
お
と
な
し
く
待
た
れ
た
。
ご
自
分
が
神
の
み
子
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
て
か
ら
十
八
年
の
間
、 

イ
エ
ス
は
ナ
ザ
レ
の
家
庭
に
つ
な
が
る
ご
自
分
の
き
ず
な
を
み
と
め
、
息
子
と
し
て
、
兄
弟
と
し
て
、
友
人
と
し
て
、
市
民
と
し
て
、 

そ
の
義
務
を
つ
く
さ
れ
た
。 

宮
で
ご
自
分
の
使
命
が
示
さ
れ
た
と
き
、
イ
エ
ス
は
群
衆
に
接
触
す
る
こ
と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
た
。
彼
は
ご
自
分
の
一
生
の
奥 

義
を
知
っ
て
い
る
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
だ
ま
っ
て
帰
り
た
い
と
望
ま
れ
た
。
神
は
、
過
越
の
祭
り
を
通
し
て
、
民 

を
世
俗
の
心
づ
か
い
か
ら
解
放
し
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
救
出
に
示
さ
れ
た
神
の
く
す
し
い
み
わ
ざ
を
彼
ら
に
思
い
出
さ
せ
よ
う
と
し 

て
お
ら
れ
た
。
神
は
彼
ら
が
こ
の
み
わ
ざ
の
中
に
罪
か
ら
の
救
い
に
つ
い
て
の
約
束
を
み
と
め
る
よ
う
に
望
ま
れ
た
。
ほ
ふ
ら
れ
た 

小
羊
の
血
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
が
守
ら
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
魂
は
キ
リ
ス
ト
の
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
信 

仰
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
い
の
ち
を
自
分
自
身
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で 

あ
っ
た
。
象
徴
的
な
儀
式
は
、
礼
拝
者
に
キ
リ
ス
ト
を
個
人
的
な
救
い
主
と
し
て
さ
し
示
す
と
き
に
の
み
価
値
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。 

神
は
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
の
使
命
に
つ
い
て
、
祈
り
の
う
ち
に
研
究
し
瞑
想
す
る
よ
う
に
望
ま
れ
た
。
し
か
し
民
衆
は
、
エ
ル
サ
レ
ム 

を
出
る
と
、
旅
と
社
交
の
興
奮
に
心
を
奪
わ
れ
て
、
目
に
見
て
き
た
儀
式
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
。
救
い 

主
は
こ
う
し
た
人
た
ち
と
道
づ
れ
に
な
る
こ
と
に
心
を
ひ
か
れ
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
た
ち
と
だ
け
い
っ
し
ょ
に
帰
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
心
を
苦
難
の
救
い
主
に
関
す
る 

預
言
に
向
け
さ
せ
た
い
と
お
望
み
に
な
っ
た
。
カ
ル
バ
リ
ー
で
、
イ
エ
ス
は
母
の
悲
嘆
を
軽
く
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
い
ま
、
彼 
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女
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
た
。
マ
リ
ヤ
は
イ
エ
ス
の
最
後
の
苦
悶(

く
も
ん)

を
目
に
見
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
エ
ス
は
、
剣
が 

彼
女
の
魂
を
さ
し
通
し
た
時
に
彼
女
が
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
強
く
す
る
た
め
、
彼
女
に
ご
自
分
の
使
命
を
理
解
さ
せ
た
い
と 

望
ま
れ
た
。
イ
エ
ス
が
母
か
ら
離
れ
、
彼
女
が
悲
し
み
な
が
ら
三
日
間
イ
エ
ス
を
さ
が
し
た
よ
う
に
、
イ
エ
ス
が
世
の
罪
の
た
め
に
さ 

さ
げ
ら
れ
る
と
き
、
彼
女
は
も
う
一
度
三
日
間
イ
エ
ス
を
失
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
エ
ス
が
墓
か
ら
出
て
こ
ら
れ
る
と
き
、
彼
女
の 

悲
し
み
は
ふ
た
た
び
よ
ろ
こ
び
に
変
る
の
で
あ
る
。
だ
が
イ
エ
ス
が
い
ま
彼
女
の
思
い
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
聖
句
を 

彼
女
が
理
解
し
て
い
た
ら
、
彼
女
は
、
イ
エ
ス
の
死
に
つ
い
て
の
苦
し
み
に
ど
ん
な
に
か
強
く
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。 

ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
が
瞑
想
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
心
を
神
に
そ
そ
い
で
い
た
ら
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
責
任
の
神
聖
さ
を
み
と
め
、 

イ
エ
ス
を
見
失
う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
日
の
怠
慢
に
よ
っ
て
彼
ら
は
救
い
主
を
見
失
っ
た
。
そ
し
て
彼
を
見
つ 

け
出
す
た
め
に
三
日
も
心
配
し
な
が
ら
さ
が
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
む
だ
話
や
、 

悪
口
や
、
祈
り
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
い
主
の
ご
臨
在
を
一
日
失
う
か
も
し
れ
な
い
。
す
る
と
救
い
主
を
み
つ
け
出
し
、
失
っ 

た
平
安
を
と
り
も
ど
す
の
に
何
日
間
も
悲
し
み
な
が
ら
さ
が
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

人
々
と
の
交
際
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
エ
ス
を
忘
れ
た
り
、
イ
エ
ス
が
わ
れ
わ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
お
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
が 

つ
か
ず
に
時
を
す
ご
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
俗
的
な
事
物
に
心
を
奪
わ
れ
て
、
わ
れ
わ 

れ
の
永
遠
の
い
の
ち
の
望
み
の
中
心
で
あ
る
イ
エ
ス
を
心
に
思
わ
な
く
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
エ
ス
と
天
使
た
ち
か
ら
離
れ
て
し 

ま
う
の
で
あ
る
。
救
い
主
に
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
わ
な
か
っ
た
り
、
救
い
主
の
お
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
と 

こ
ろ
に
、
聖
天
使
た
ち
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
自
称
し
て
い
る
人
々
の
中
に
し
ば
し
ば
落
胆
が
み
ら
れ 
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る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 

多
く
の
者
は
宗
教
的
な
礼
拝
に
出
席
し
、
神
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
生
気
を
と
り
も
ど
し
、
慰
め
ら
れ
る
。
だ
が
瞑
想
と
目
を
さ
ま 

し
て
祈
る
こ
と
と
を
怠
る
た
め
に
、
彼
ら
は
そ
の
祝
福
を
失
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
受
け
た
前
よ
り
も
も
っ
と
欠
乏
を
感
ず
る
。
し 

ば
し
ば
彼
ら
は
神
が
自
分
に
対
し
て
冷
酷
で
あ
る
と
考
え
る
。
彼
ら
は
過
失
が
自
分
自
身
に
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
イ
エ
ス
か
ら
離 

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
臨
在
の
光
を
し
め
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

わ
れ
わ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
一
生
に
つ
い
て
毎
日
瞑
想
す
る
時
間
を
持
つ
が
よ
い
。
イ
エ
ス
の
一
生
の
要
点
を
一
つ
一
つ
と
ら
え
、 

各
場
面
こ
と
に
最
後
の
場
面
を
想
像
の
う
ち
に
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
払
わ
れ
た
イ
エ 

ス
の
大
犠
牲
を
心
に
思
い
め
ぐ
ら
す
と
き
、
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
信
頼
は
も
っ
と
堅
固
に
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
愛
は
め 

ざ
め
さ
せ
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
深
く
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
吹
き
こ
ま
れ
る
。
も
し
最
後
に
救
わ
れ
た
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は 

十
字
架
の
も
と
で
悔
い
改
め
、
心
が
く
だ
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
教
訓
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。 

人
々
と
ま
じ
わ
る
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
は
お
互
い
に
対
し
て
祝
福
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
キ
リ
ス
ト
の
も
の 

な
ら
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
思
う
こ
と
が
一
ば
ん
楽
し
い
思
い
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
好
む
。
そ 

し
て
お
互
い
に
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
心
は
天
来
の
感
化
に
よ
っ
て
や
わ
ら
げ
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
の 

品
性
の
美
し
さ
を
み
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
栄
光
か
ら
栄
光
へ
と
、
主
と
同
じ
姿
に
変
え
ら
れ
て
い
く
」
の
で
あ 

る(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
三
ノ
一
八)

。 
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第 9 章 
 

戦
い
の
日
々    

    

ユ
ダ
ヤ
人
の
子
供
は
幼
い
時
か
ら
ラ
ビ
の
要
求
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
た
。
生
活
の
こ
ま
か
い
点
ま
で
、
一
つ
一
つ
の
行
為
が
厳 

格
な
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
青
少
年
た
ち
は
、
会
堂
の
教
師
た
ち
の
下
で
、
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
し
て
当
然
守 

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ぞ
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
規
則
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
そ
う
し
た
事
が
ら
に
関
係
さ 

れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
子
供
の
時
か
ら
ラ
ビ
の
律
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
行
動
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
い
つ
も
旧
約
聖
書
を
研
究 

さ
れ
、
「
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が
い
つ
も
彼
の
口
か
ら
き
か
れ
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
状
態
が
イ
エ
ス
の
心
に
わ
か
り
始
め
る
と
、
彼
は
社
会
の
要
求
と
神
の
ご
要
求
と
が
た
え
ず
ぶ
つ
か
り
合
っ 

て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
人
々
は
だ
ん
だ
ん
神
の
み
こ
と
ば
か
ら
離
れ
、
自
分
自
身
が
考
え
出
し
た
説
を
重
ん
じ
て
い
た
。 

彼
ら
は
何
の
効
力
も
な
い
伝
統
的
な
儀
式
を
守
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
奉
仕
は
儀
式
の
く
り
か
え
し
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
奉
仕
を 

通
し
て
教
え
ら
れ
る
は
ず
の
聖
な
る
真
理
は
礼
拝
者
た
ち
に
か
く
さ
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
が
、
信
仰
を
伴
わ
な
い
奉
仕
に 

平
安
を
み
い
だ
し
て
い
な
い
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
ま
こ
と
を
も
っ
て
神
に
仕
え
る
と
き
に
与
え
ら
れ
る
精
神
の
自
由 
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を
知
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
神
の
礼
拝
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
教
え
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
神
の
戒
め
に
人
間 

の
規
則
を
ま
ぜ
る
こ
と
を
是
認
な
さ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
学
問
の
あ
る
教
師
た
ち
の
教
え
や
行
為
を
攻
撃
さ
れ
な 

か
っ
た
が
、
ご
自
身
の
簡
素
な
習
慣
を
非
難
さ
れ
る
と
、
神
の
み
こ
と
ば
を
示
し
て
ご
自
分
の
行
為
の
正
し
い
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
い
つ
も
や
さ
し
く
お
と
な
し
い
態
度
で
、
ご
自
分
の
接
触
さ
れ
る
人
々
を
よ
ろ
こ
ば
せ
よ
う
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
が 

非
常
に
や
さ
し
く
慎
し
み
深
か
っ
た
の
で
、
律
法
学
者
た
ち
や
長
老
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
教
え
に
た
や
す
く
感
化
さ
れ
る
だ 

ろ
う
と
思
っ
た
。
彼
ら
は
古
代
の
ラ
ビ
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
格
言
や
言
い
伝
え
を
イ
エ
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
す
め
た 

が
、
イ
エ
ス
は
そ
う
し
た
も
の
の
権
威
が
聖
書
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
お
た
ず
ね
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
神
の
み
口
か
ら 

出
て
い
る
こ
と
ば
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
聞
き
従
わ
れ
た
が
、
人
間
が
考
え
出
し
た
も
の
に
従
う
こ
と
は
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
聖
書
を
初
め
か
ら
終
り
ま
で
知
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
真
の
意
味
を
彼
ら
に
お
示
し
に
な
っ
た
。
ラ
ビ
た
ち
は
子 

供
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
を
恥
じ
た
。
彼
ら
は
、
聖
書
を
説
明
す
る
の
は
自
分
た
ち
の
役
目
で
、
イ
エ
ス
の
立
場
は
彼
ら
の
解
釈
を 

受
け
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
主
張
し
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
自
分
た
ち
の
こ
と
ば
に
反
対
の
立
場
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
怒
っ
た
。 

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
言
い
伝
え
に
聖
書
上
の
権
威
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
霊
的
な
理
解
力
に
お
い 

て
、
自
分
た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
み
と
め
た
。
だ
が
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
命
令
に
従
わ
れ
な
い
の 

で
怒
っ
た
。
イ
エ
ス
を
説
き
伏
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
彼
ら
は
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
に
会
っ
て
、
イ
エ
ス
の
不
服
従
の
態
度
を 

並
べ
た
て
た
。
こ
う
し
て
イ
エ
ス
は
、
非
難
と
と
が
め
を
受
け
ら
れ
た
。 

ご
く
幼
い
時
か
ら
、
イ
エ
ス
は
ご
自
分
か
ら
品
性
を
築
き
始
め
ら
れ
、
両
親
へ
の
尊
敬
と
愛
も
イ
エ
ス
を
神
の
み
こ
と
ば
に
従
う 
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  イエスは子供時代に、沈黙と忍耐について教訓を学ばれた。ヨセフの子ら  
すなわちイエスの兄弟たちは、時々イエスをおどかしたり、からかったりした。

しかしイエスはそうしたことのすべてに、愛の心をもって応じられた。  
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こ
と
か
ら
離
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
家
庭
の
習
慣
と
ち
が
っ
た
行
為
を
な
さ
る
た
び
に
、
そ
の
理
由
は
「
聖
書
に
こ
う 

書
い
て
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ラ
ビ
た
ち
の
圧
力
は
イ
エ
ス
の
一
生
を
苦
し
い
も
の
に
し
た
。
少
年
時
代
に
お
い 

て
さ
え
彼
は
沈
黙
と
し
ん
ぼ
う
づ
よ
い
忍
耐
に
つ
い
て
教
訓
を
学
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

ヨ
セ
フ
の
息
子
た
ち
は
イ
エ
ス
の
兄
弟
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
ラ
ビ
た
ち
の
味
方
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
言
い
伝
え
が
あ 

た
か
も
神
の
規
則
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
言
い
張
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
人
の
教
え
を
神
の
み
こ
と 

ば
よ
り
も
と
う
と
い
も
の
に
み
な
す
こ
と
さ
え
し
、
イ
エ
ス
が
虚
偽
と
真
実
と
の
区
別
を
は
っ
き
り
と
見
と
お
さ
れ
る
の
に
い
ら
だ 

っ
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
神
の
律
法
に
厳
格
に
従
わ
れ
る
の
を
頑
固(

が
ん
こ)

だ
と
言
っ
て
非
難
し
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
ラ
ビ 

た
ち
に
答
え
て
お
ら
れ
る
と
き
に
示
さ
れ
た
知
識
と
知
恵
に
驚
い
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
博
士
た
ち
か
ら
教
育
を
受
け
ら
れ
た
こ
と 

が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
か
え
っ
て
イ
エ
ス
が
博
士
た
ち
を
教
え
て
お
ら
れ
る
の
に
気
づ
か
な
い
わ
け
に
ゆ
か 

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
教
育
が
彼
ら
自
身
の
教
育
よ
り
も
程
度
の
高
い
型
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
た
。
し
か
し
彼
ら 

は
イ
エ
ス
が
い
の
ち
の
木
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
知
ら
な
い
知
識
の
み
な
も
と
に
近
づ
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
認
識
し
な
か
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
排
他
的
で
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
が
パ
リ
サ
イ
人
の
厳
格
な
規
則
か
ら
は
ず
れ
て
お
ら
れ 

る
こ
と
が
、
特
に
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
を
不
快
に
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
、
宗
教
の
領
域
が
日
常
生
活
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
神
聖
す 

ぎ
る
も
の
と
し
て
隔
離
の
高
い
壁
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
こ
の
仕
切
り
の
壁
を
イ
エ
ス
は
う
ち
こ
わ
さ
れ
た
。 

人
々
と
接
触
し
て
、
イ
エ
ス
は
、
あ
な
た
の
信
条
は
何
で
す
か
、
あ
な
た
は
ど
の
教
会
に
属
し
て
い
ま
す
か
な
ど
と
お
た
ず
ね
に
な 

ら
な
か
っ
た
。
彼
は
だ
れ
で
も
助
け
の
必
要
な
者
の
た
め
に
助
け
の
力
を
お
用
い
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
天
来
の
品
性
を 



第９章 戦いの日々 

 85

示
す
た
め
に
世
捨
て
人
の
小
屋
に
こ
も
る
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
ら
ず
、
熱
心
に
人
類
の
た
め
に
働
か
れ
た
。
聖
書
の
宗
教
は
肉
体
の 

苦
行
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
原
則
を
、
イ
エ
ス
は
こ
ん
こ
ん
と
お
教
え
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
純
潔
で
け
が
れ
の
な
い
宗
教 

は
一
定
の
時
間
や
特
別
な
場
合
に
だ
け
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
教
え
に
な
っ
た
。
い
つ
で
も
ど
ん
な
場
所
で
も
、
彼
は 

人
々
へ
の
や
さ
し
い
関
心
を
あ
ら
わ
し
、
ま
わ
り
に
快
活
な
信
仰
の
光
を
放
た
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
す
べ
て
パ
リ
サ
イ
人
た
ち 

に
と
っ
て
は
譴
責(
け
ん
せ
き)

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
宗
教
が
利
己
主
義
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
、
彼
ら
が
自
分
自
身
の
利
益
に 

病
的
な
ま
で
に
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
真
の
敬
虔(

け
い
け
ん)

さ
に
全
く
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
が 

イ
エ
ス
に
対
す
る
彼
ら
の
敵
意
を
ひ
き
起
し
た
の
で
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
強
制
的
に
自
分
た
ち
の
規
則
に
従
わ
せ
よ
う
と
試
み
た
。 

イ
エ
ス
は
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
ご
ら
ん
に
な
る
た
び
に
彼
ら
を
救
う
た
め
に
働
か
れ
た
。
イ
エ
ス
は
お
与
え
に
な
る
お
金
は
ほ 

と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
ご
自
分
よ
り
も
困
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
人
々
を
救
う
た
め
に
た
び
た
び
ご
自
分
の
食
事
を
ぬ
か
れ
た
。 

イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
は
イ
エ
ス
の
感
化
力
が
自
分
た
ち
の
勢
力
の
さ
ま
た
げ
と
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
イ
エ
ス
は
人
の
気
持
を
察 

す
る
能
力
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
う
ち
の
だ
れ
も
持
っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
持
と
う
と
も
思
わ
な
い
も
の
だ
っ
た
。 

彼
ら
が
あ
わ
れ
な
堕
落
し
た
人
々
に
荒
々
し
い
こ
と
ば
を
投
げ
か
け
る
と
、
イ
エ
ス
は
そ
の
人
た
ち
の
そ
ば
に
行
っ
て
励
ま
し
の
こ 

と
ば
を
語
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
困
っ
て
い
る
人
々
に
一
杯
の
冷
た
い
水
を
与
え
、
ご
自
分
の
食
物
を
静
か
に
彼
ら
の
手
に
お
か
れ
る 

の
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
て
お
や
り
に
な
る
と
、
イ
エ
ス
の
お
教
え
に
な
っ
た
真
理
は
そ
の
情
け
深
い
行 

為
と
む
す
び
つ
き
、
人
々
の
記
憶
に
き
ざ
み
こ
ま
れ
た
。 

こ
う
い
う
こ
と
が
す
べ
て
イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
を
不
快
に
し
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
よ
り
も
年
上
だ
っ
た
の
で
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
の 
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さ
し
ず
に
従
う
べ
き
だ
と
考
え
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
彼
ら
に
対
し
て
優
越
感
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
言
っ
て
非
難
し
、
ま
た
民
の 

教
師
た
ち
、
祭
司
た
ち
、
役
人
た
ち
よ
り
も
お
高
い
と
い
っ
て
責
め
た
。
た
び
た
び
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
お
ど
し
、
脅
迫
し
よ
う
と
し 

た
。
だ
が
イ
エ
ス
は
聖
書
を
道
案
内
と
し
て
進
ん
で
行
か
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
兄
弟
た
ち
を
愛
し
、
い
つ
も
変
ら
な
い
親
切
な
態
度
を
と
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
ね
た
み
、
は
っ
き 

り
し
た
不
信
と
軽
蔑
と
を
示
し
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
行
為
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
う
ち
に
は
全
然
正
反 

対
な
も
の
が
み
え
た
。
イ
エ
ス
は
神
の
み
子
で
あ
っ
た
が
同
時
に
ま
た
無
力
な
子
供
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
も
ろ
も
ろ
の
世
界
の
創 

造
者
で
あ
ら
れ
た
か
ら
、
地
は
イ
エ
ス
の
所
有
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
イ
エ
ス
の
一
生
の
生
活
に
は
そ
の
一
歩
一
歩
に
貧
困
が
つ 

い
て
ま
わ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
世
の
誇
り
や
高
慢
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
威
厳
と
個
性
と
を
備
え
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
世
俗
的
な 

偉
大
さ
を
求
め
よ
う
と
さ
れ
ず
、
ど
ん
な
低
い
身
分
に
も
満
足
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
を
怒
ら
せ
た
。 

彼
ら
は
イ
エ
ス
が
試
練
と
欠
乏
の
中
に
あ
っ
て
い
つ
も
平
静
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ 

が
「
彼
の
貧
し
さ
に
よ
っ
て
富
む
者
と
な
る
た
め
」
に
、
イ
エ
ス
は
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
貧
し
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
彼
ら
は
知
ら
な 

か
っ
た(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
八
ノ
九)

。
ヨ
ブ
の
友
人
た
ち
が
ヨ
ブ
の
屈
辱
と
苦
難
と
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
キ
リ 

ス
ト
の
使
命
の
奥
義
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
兄
弟
た
ち
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
か
ら
誤
解
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
標
準
は
彼
ら
の
標
準
で
は
な
か
っ
た
。 

人
を
見
て
い
る
う
ち
に
彼
ら
は
神
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
生
活
の
う
ち
に
神
の
力
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
守
っ
て
い
た
宗
教
の 

形
式
は
品
性
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、「
は
っ
か
、
い
の
ん
ど
、
ク
ミ
ン
な
ど
の
薬
味
の
十
分
の
一
を
宮
に
納
め
」 
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た
が
、
「
律
法
の
中
で
も
っ
と
重
要
な
、
公
平
と
あ
わ
れ
み
と
忠
実
と
を
見
の
が
」
し
た(

マ
タ
イ
二
三
ノ
二
三)

。
イ
エ
ス
の
模
範
は 

い
つ
も
彼
ら
を
い
ら
だ
た
せ
た
。
イ
エ
ス
が
憎
ま
れ
た
も
の
が
こ
の
世
に
た
だ
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
罪
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ま
ち 

が
っ
た
行
為
を
見
る
と
か
な
ら
ず
苦
痛
を
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
か
く
す
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。
見
せ
か
け
の
聖
潔
に
よ 

っ
て
罪
へ
の
愛
着
を
お
お
い
か
く
し
て
い
る
形
式
主
義
者
た
ち
と
、
神
の
栄
光
を
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る
熱
意
が
い
つ
も
心
の
最
高
位 

を
占
め
て
い
る
人
物
と
の
間
に
は
ま
ち
が
う
余
地
が
な
い
ま
で
に
は
っ
き
り
し
た
相
違
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
生
活
が
悪
を
責
め
た 

の
で
、
彼
は
家
の
中
で
も
外
で
も
反
対
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
無
我
と
誠
実
な
心
は
嘲
笑(

ち
ょ
う
し
ょ
う)

的
に
批
評
さ
れ
た
。
イ
エ 

ス
の
寛
容
と
親
切
と
は
臆
病(
お
く
び
ょ
う)

呼
ば
わ
り
さ
れ
た
。 

人
の
運
命
に
ふ
り
か
か
る
苦
し
み
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
の
味
わ
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
イ
エ
ス
の
生
れ
に
つ
い
て 

彼
を
軽
蔑
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い
た
の
で
、
イ
エ
ス
は
子
供
の
時
で
さ
え
も
そ
う
し
た
人
々
の
あ
ざ
け
り
の
目
つ
き
や
悪
口
の
さ 

さ
や
き
に
会
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
イ
エ
ス
が
彼
ら
に
気
短
か
な
こ
と
ば
や
顔
つ
き
で
応
じ
た
り
、
あ
る
い
は
兄
弟
た
ち 

に
負
け
て
、
た
っ
た
一
つ
の
悪
い
行
為
で
も
さ
れ
た
ら
、
彼
は
完
全
な
模
範
で
は
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
ら
イ
エ
ス
は 

わ
れ
わ
れ
の
あ
が
な
い
の
た
め
の
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ス
が
罪
に
つ
い
て
言
い
わ 

け
が
で
き
る
こ
と
を
み
と
め
ら
れ
た
だ
け
で
も
、
サ
タ
ン
は
勝
利
し
、
こ
の
世
界
は
失
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
誘
惑
者
サ
タ
ン
が
イ
エ 

ス
に
罪
を
犯
さ
せ
る
よ
う
に
、
そ
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
つ
ら
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
働
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 

だ
が
イ
エ
ス
は
ど
ん
な
試
み
に
も
、「
聖
書
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
一
つ
の
答
で
応
じ
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の 

兄
弟
た
ち
の
悪
い
行
為
を
責
め
る
よ
う
な
こ
と
は
め
っ
た
に
な
さ
ら
ず
、
神
の
み
こ
と
ば
を
彼
ら
に
お
語
り
に
な
っ
た
。
兄
弟
た
ち 
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が
何
か
禁
じ
ら
れ
た
行
為
を
す
る
と
き
、
イ
エ
ス
が
そ
の
仲
間
に
は
い
る
の
を
拒
絶
さ
れ
る
と
、
彼
ら
は
よ
く
イ
エ
ス
を
臆
病
者
だ 

と
い
っ
て
責
め
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、「
主
を
恐
れ
る
こ
と
は
知
恵
で
あ
る
、
悪
を
離
れ
る
こ
と
は
悟
り
で
あ
る
」
と
し
る
さ
れ
て 

い
る
と
お
答
え
に
な
っ
た(

ヨ
ブ
記
二
八
ノ
二
八)

。 
イ
エ
ス
の
前
に
い
る
こ
と
に
平
安
を
感
じ
て
、
イ
エ
ス
と
の
ま
じ
わ
り
を
求
め
る
者
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
者
は
、
イ
エ
ス
の
け 

が
れ
の
な
い
生
活
に
責
め
ら
れ
る
の
で
、
彼
を
避
け
た
。
若
い
友
だ
ち
は
イ
エ
ス
に
自
分
た
ち
と
同
じ
こ
と
を
す
る
よ
う
に
す
す
め 

た
。
イ
エ
ス
は
明
る
く
快
活
な
お
か
た
だ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、
イ
エ
ス
の
即
座
の
思
い 

つ
き
を
歓
迎
し
た
。
だ
が
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
用
心
深
さ
に
が
ま
ん
が
な
ら
ず
、
彼
を
狭
量
で
固
苦
し
い
人
間
だ
と
言
明
し
た
。
イ
エ 

ス
は
、「
若
い
人
は
ど
う
し
て
お
の
が
道
を
清
く
保
つ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
み
言
葉
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
守
る
よ
り
ほ 

か
に
あ
り
ま
せ
ん･･････

わ
た
し
は
あ
な
た
に
向
か
っ
て
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
心
の
う
ち
に
み
言
葉
を
た
く
わ
え
ま
し
た
」 

と
し
る
さ
れ
て
い
る
と
お
答
え
に
な
っ
た(
詩
篇
一
一
九
ノ
九
、
一
一)

。 

イ
エ
ス
は
よ
く
、「
な
ぜ
あ
な
た
は
そ
ん
な
に
変
っ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
み
ん
な
と
ち
が
っ
て
い
よ
う
と
心
に
き
め
て
い
る
の
で
す 

か
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
。
す
る
と
イ
エ
ス
は
、「
お
の
が
道
を
全
く
し
て
、
主
の
お
き
て
に
歩
む
者
は
さ
い
わ
い
で
す
。
主
の
も
ろ
も 

ろ
の
あ
か
し
を
守
り
心
を
つ
く
し
て
主
を
尋
ね
求
め
、
ま
た
悪
を
行
わ
ず
、
主
の
道
に
歩
む
者
は
さ
い
わ
い
で
す
」
と
書
か
れ
て
い 

る
と
言
わ
れ
た(

詩
篇
一
一
九
ノ
一
―
三)

。 

イ
エ
ス
は
な
ぜ
ナ
ザ
レ
の
若
者
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ば
か
さ
わ
ぎ
を
し
な
い
の
か
と
た
ず
ね
ら
れ
る
と
、「
わ
た
し
は
、
も
ろ
も
ろ 

の
た
か
ら
を
喜
ぶ
よ
う
に
、
あ
な
た
の
あ
か
し
の
道
を
喜
び
ま
す
。
わ
た
し
は
、
あ
な
た
の
さ
と
し
を
思
い
、
あ
な
た
の
道
に
目
を 
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と
め
ま
す
。
わ
た
し
は
あ
な
た
の
定
め
を
喜
び
、
あ
な
た
の
み
こ
と
ば
を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
た(

詩
篇
一 

一
九
ノ
一
四
―
一
六)

。 
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
権
利
を
主
張
さ
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
不
平
を
言
わ
ず
に
よ
ろ
こ
ん
で
な
さ
る
の
で
、
不
必
要
な
ま
で
に 

過
重
な
働
き
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
弱
っ
た
り
、
落
胆
し
た
り
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
こ
う
し 

た
困
難
に
超
然
と
し
て
、
神
の
み
顔
の
光
の
う
ち
に
あ
る
か
の
よ
う
に
生
活
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
荒
々
し
い
と
り
扱
い
を
受
け
て
も 

仕
返
し
を
さ
れ
ず
、
じ
っ
と
侮
辱
に
耐
え
ら
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
ど
う
し
て
自
分
の
兄
弟
た
ち
か
ら
さ
え
こ
ん
な
意
地
の
悪
い
仕
打
ち
を
さ
れ
る
の
で
す
か
と
何
べ
ん
も
た
ず
ね
ら
れ 

た
。
す
る
と
イ
エ
ス
は
、「
わ
が
子
よ
、
わ
た
し
の
教
え
を
忘
れ
ず
、
わ
た
し
の
戒
め
を
心
に
と
め
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
れ
は
あ
な 

た
の
日
を
長
く
し
、
命
の
年
を
延
べ
、
あ
な
た
に
平
安
を
増
し
加
え
る
。
い
つ
く
し
み
と
、
ま
こ
と
と
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。
そ 

れ
を
あ
な
た
の
首
に
結
び
、
心
の
碑
に
し
る
せ
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
な
た
は
神
と
人
と
の
前
に
恵
み
と
、
誉
と
を
得
る
」
と
書
か
れ 

て
い
る
と
言
わ
れ
た(

箴
言
三
ノ
一
―
四)

。 

両
親
が
イ
エ
ス
を
宮
の
中
で
み
つ
け
た
時
か
ら
、
イ
エ
ス
の
行
動
は
彼
ら
に
と
っ
て
一
つ
の
神
秘
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
論
争
し 

よ
う
と
な
さ
ら
ず
、
そ
の
模
範
が
た
え
ず
教
訓
と
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
別
に
さ
れ
て
い
る
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
幸
福
な 

時
間
は
自
然
と
と
も
に
、
ま
た
神
と
と
も
に
た
だ
ひ
と
り
お
ら
れ
る
時
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
特
権
が
与
え
ら
れ
る
時
に
は
い
つ
で 

も
、
イ
エ
ス
は
働
き
の
場
所
か
ら
退
い
て
野
原
に
は
い
っ
て
行
か
れ
、
緑
の
谷
間
で
瞑
想
し
た
り
、
山
腹
や
森
の
木
蔭
で
神
と
ま
じ 

わ
ら
れ
た
。
朝
早
く
、
ど
こ
か
人
里
離
れ
た
静
か
な
場
所
で
、
瞑
想
す
る
か
、
聖
書
を
調
べ
る
か
、
祈
っ
て
お
ら
れ
る
か
す
る
イ
エ 
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ス
の
お
姿
が
よ
く
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
静
か
な
時
間
か
ら
イ
エ
ス
は
家
へ
も
ど
っ
て
、
な
す
べ
き
仕
事
を
ふ
た
た
び
と
り
あ
げ
、 

忍
耐
強
い
骨
折
り
仕
事
の
模
範
を
示
さ
れ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
一
生
に
は
母
へ
の
尊
敬
と
愛
情
と
が
目
立
っ
て
い
た
。
マ
リ
ヤ
は
、
心
の
中
で
は
自
分
の
生
ん
だ
聖
な
る
み
子
が
長 

年
約
束
さ
れ
て
い
た
メ
シ
ヤ
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
が
、
そ
の
信
仰
を
あ
え
て
表
明
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
地 

上
生
涯
の
間
じ
ゅ
う
、
彼
女
は
イ
エ
ス
と
苦
難
を
共
に
し
た
。
彼
女
は
イ
エ
ス
が
子
供
時
代
と
青
年
時
代
に
受
け
ら
れ
た
試
練
を
、 

心
を
痛
め
な
が
ら
目
に
見
た
。
イ
エ
ス
の
行
為
に
つ
い
て
、
正
し
い
と
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
弁
護
し
た
た
め
に
彼
女
自
身
も
つ
ら 

い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
家
庭
内
の
ま
じ
わ
り
と
子
供
た
ち
に
対
す
る
母
親
の
や
さ
し
い
見
守
り
こ
そ
品
性
の
形
成
に
き 

わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
ヨ
セ
フ
の
息
子
と
娘
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
母
親
の
心
配
に
訴
え
る
こ
と 

に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
の
行
為
を
自
分
た
ち
の
標
準
に
従
っ
て
改
め
よ
う
と
試
み
た
。 

マ
リ
ヤ
は
た
び
た
び
イ
エ
ス
に
忠
告
し
て
、
ラ
ビ
の
慣
習
に
従
う
よ
う
に
す
す
め
た
。
だ
が
ど
ん
な
に
イ
エ
ス
を
説
得
し
て
も
、 

神
の
み
わ
ざ
に
つ
い
て
瞑
想
す
る
こ
と
と
、
人
間
の
苦
し
み
や
も
の
言
わ
ぬ
動
物
の
苦
し
み
さ
え
や
わ
ら
げ
よ
う
と
な
さ
る
イ
エ
ス 

の
習
慣
と
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
祭
司
た
ち
と
教
師
た
ち
が
イ
エ
ス
を
制
御
す
る
こ
と
に
マ
リ
ヤ
の
協
力
を
求
め
る
と
、 

彼
女
は
ひ
ど
く
当
惑
し
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
行
為
を
正
当
づ
け
る
聖
書
の
こ
と
ば
を
お
示
し
に
な
る
と
、
彼
女
は
心
に 

平
安
が
与
え
ら
れ
た
。 

イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
は
イ
エ
ス
が
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
お
か
た
で
あ
る
と
信
じ
な
か
っ
た
の
で
、
マ
リ
ヤ
は
時
々
イ
エ
ス
と
兄 

弟
た
ち
の
間
に
あ
っ
て
迷
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
神
の
み
子
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
十
分
に
あ
っ
た
。
彼
女
は
イ
エ 
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ス
が
他
人
の
幸
福
の
た
め
に
ご
自
分
を
犠
牲
に
な
さ
る
の
を
見
た
。
イ
エ
ス
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
家
庭
の
中
に
は
一
段
と
き
よ
い
雰 

囲
気(
ふ
ん
い
き)

が
生
じ
、
イ
エ
ス
の
生
活
は
社
会
の
各
階
級
に
働
く
パ
ン
だ
ね
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
何
の
害
も
け
が 

れ
も
受
け
な
い
で
、
無
思
慮
な
人
々
や
粗
暴
な
人
々
や
礼
儀
知
ら
ず
な
人
々
の
中
に
、
ま
た
不
正
な
税
吏
た
ち
や
で
た
ら
め
な
放
蕩 

(

ほ
う
と
う)

者
た
ち
や
不
義
な
サ
マ
リ
ヤ
人
た
ち
や
異
教
の
兵
士
た
ち
や
荒
く
れ
た
農
夫
た
ち
や
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
人
間
の
ま 

じ
っ
た
群
衆
の
中
に
生
活
さ
れ
た
。
疲
れ
は
て
て
も
な
お
重
荷
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
人
々
を
ご
ら
ん
に
な
る
た
び
に
、
イ
エ
ス
は 

同
情
の
こ
と
ば
を
こ
こ
で
一
こ
と
あ
ち
ら
で
一
こ
と
と
お
語
り
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
重
荷
を
共
に
負
い
、
神
の
愛
と
あ
わ 

れ
み
と
恵
み
に
つ
い
て
自
然
か
ら
学
ば
れ
た
教
訓
を
彼
ら
に
く
り
か
え
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
す
べ
て
の
人
が
自
分
に
は
と
う
と
い
タ
ラ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
タ
ラ
ン
ト
を 

正
し
く
用
い
る
な
ら
ば
永
遠
の
富
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
お
教
え
に
な
っ
た
。
彼
は
生
活
か
ら
す
べ
て
の
虚
栄
を
と
り
除 

き
、
ご
自
身
の
模
範
に
よ
っ
て
、
一
刻
一
刻
が
永
遠
の
結
果
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
の
一
刻
一
刻
は
宝
と
し
て
大
切 

に
し
、
聖
な
る
目
的
の
た
め
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
お
教
え
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ど
ん
な
人
間
も
無
価
値
な
者
と
し 

て
み
す
ご
す
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
ら
ず
、
ひ
と
り
び
と
り
に
救
い
の
療
法
を
試
み
ら
れ
た
。
ど
ん
な
種
類
の
人
々
の
中
に
お
ら
れ
て 

も
、
イ
エ
ス
は
そ
の
時
と
事
情
に
ふ
さ
わ
し
い
教
訓
を
お
与
え
に
な
っ
た
。
ど
ん
な
に
乱
暴
な
、
見
込
み
の
な
い
人
で
も
、
責
む
べ 

き
点
も
な
け
れ
ば
、
害
を
与
え
る
こ
と
も
な
い
者
と
な
り
、
神
の
子
た
る
こ
と
を
は
っ
き
り
あ
ら
わ
す
よ
う
な
品
性
の
持
ち
主
に
な 

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
保
証
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
う
ち
に
望
み
を
起
そ
う
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
サ
タ 

ン
の
支
配
下
に
お
し
流
さ
れ
て
、
そ
の
わ
な
を
破
る
力
の
な
い
人
た
ち
を
し
ば
し
ば
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
落
胆
し
た
り
、
病
気
だ
っ 
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た
り
、
試
み
ら
れ
た
り
、
堕
落
し
た
り
な
ど
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
々
に
、
イ
エ
ス
は
最
も
あ
わ
れ
み
深
い
こ
と
ば

―
彼
ら
が
必 

要
と
し
、
理
解
の
で
き
る
こ
と
ば
を
お
語
り
に
な
る
の
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ま
た
魂
の
敵
と
は
げ
し
い
戦
い
を
た
た
か
っ
て
い
る
者 

に
も
出
会
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
イ
エ
ス
は
耐
え
忍
ぶ
よ
う
に
励
ま
し
、
神
の
天
使
た
ち
が
彼
ら
の
側
に
つ
い
て
い
て
勝
利
を 

与
え
て
く
れ
る
か
ら
、
勝
て
る
の
だ
と
保
証
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
エ
ス
か
ら
助
け
ら
れ
た
人
々
は
、
こ
こ
に
自
分
た
ち
が
絶
対 

の
信
頼
を
も
っ
て
よ
り
た
の
む
こ
と
の
で
き
る
お
か
た
が
い
ら
れ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
彼
ら
が
同
情
を
も
っ
て
き
い
て
く
だ
さ
る 

イ
エ
ス
の
耳
に
入
れ
た
秘
密
を
イ
エ
ス
は
ほ
か
へ
も
ら
そ
う
と
さ
れ
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
魂
を
い
や
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
肉
体
も
お
い
や
し
に
な
っ
た
。
彼
は
気
が
つ
く
か
ぎ
り
ど
ん
な
種
類
の
苦
し
み
に
も 

関
心
を
持
っ
て
、
苦
し
ん
で
い
る
ひ
と
り
び
と
り
を
救
っ
て
お
や
り
に
な
っ
た
。
彼
の
や
さ
し
い
こ
と
ば
に
は
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ 

る
香
油
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
れ
も
イ
エ
ス
が
奇
跡
を
行
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
恵
み
、
す
な
わ
ち
愛
の 

い
や
し
の
力
が
病
人
や
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
向
か
っ
て
イ
エ
ス
か
ら
そ
そ
が
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
子
供
の
時
か
ら 

つ
つ
し
み
深
い
態
度
で
人
々
の
た
め
に
お
働
き
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
公
生
涯
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
多
く
の
人
々
が
よ
ろ
こ
ん
で 

彼
の
こ
と
ば
を
き
い
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。 

だ
が
イ
エ
ス
は
、
子
供
の
と
き
も
、
青
年
時
代
も
、
大
人
に
な
ら
れ
て
か
ら
も
ひ
と
り
で
歩
ま
れ
た
。
彼
は
純
潔
と
忠
誠
の
う
ち 

に
た
だ
ひ
と
り
で
さ
か
ぶ
ね
を
踏
ま
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
民
の
な
か
に
彼
と
事
を
共
に
す
る
者
は
な
か
っ
た
。
彼
は
人
類
の
救
い
の
た 

め
に
お
そ
る
べ
き
重
い
責
任
を
負
わ
れ
た
。
人
類
の
主
義
と
目
的
と
に
決
定
的
な
変
化
が
な
け
れ
ば
、
み
な
滅
び
て
し
ま
う
こ
と
を
、 

イ
エ
ス
は
ご
存
じ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
イ
エ
ス
の
魂
の
重
荷
だ
っ
た
が
、
だ
れ
も
彼
の
上
に
お
か
れ
て
い
る
こ
の
重
荷
を
理
解
で
き
な 
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か
っ
た
。
真
剣
な
目
的
に
燃
え
て
、
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
が
人
類
の
光
に
な
る
と
い
う
一
生
の
計
画
を
実
行
さ
れ
た
。 

               



各時代の希望 上 

 94

                

  さびしい荒野で、ヨハネは単純な生活を送ってきた。いま彼は、エルサレム  
からやってきた群衆に、天国は近づいたから罪を悔い改めるようにと呼び  
かけた。  
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第 10 章 
 

荒
野
の
声 

 

本
章
は
ル
カ
一
ノ
五
―
二
三
、
五
七
―
八
〇
、
三
ノ
一
―
一
八 

マ
タ
イ
三
ノ
一
―
一
二
、
マ
ル
コ
一
ノ
一
―
一
八
に
も
と
づ
く 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
忠
実
な
人
た
ち
は
、
長
い
間
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
待
望
し
て
い
た
が
、
そ
の
人
た
ち
の
中
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
先
駆
者 

が
起
っ
た
。
年
老
い
た
祭
司
の
ザ
カ
リ
ヤ
と
妻
の
エ
リ
サ
ベ
ツ
は
「
ふ
た
り
と
も
神
の
み
ま
え
に
正
し
」
か
っ
た(

ル
カ
一
ノ
六)

。 

そ
し
て
彼
ら
の
き
よ
い
静
か
な
生
活
か
ら
、
当
時
の
邪
悪
な
暗
黒
の
さ
な
か
に
信
仰
の
光
が
星
の
よ
う
に
輝
き
わ
た
っ
て
い
た
。
こ 

の
敬
虔
な
夫
婦
に
、
「
主
の
み
ま
え
に
先
立
っ
て
行
き
、
そ
の
道
を
備
え
」
る
息
子
に
つ
い
て
の
約
束
が
与
え
ら
れ
た(

ル
カ
一
ノ 

七
六)

。 

ザ
カ
リ
ヤ
は
「
ユ
ダ
ヤ
の
山
里
」
に
住
ん
で
い
た
が
、
聖
所
で
一
週
間
奉
仕
を
す
る
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
そ 

の
奉
仕
に
は
各
組
の
祭
司
が
年
に
二
回
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
「
さ
て
ザ
カ
リ
ヤ
は
、
そ
の
組
が
当
番
に
な
り
神
の 

み
前
に
祭
司
の
務
を
し
て
い
た
と
き
、
祭
司
職
の
慣
例
に
し
た
が
っ
て
く
じ
を
引
い
た
と
こ
ろ
、
主
の
聖
所
に
は
い
っ
て
香
を
た
く 

こ
と
に
な
っ
た
」(

ル
カ
一
ノ
八
、
九)

。 

ザ
カ
リ
ヤ
は
聖
所
の
中
の
金
の
香
壇
の
前
に
立
っ
て
い
た
。
香
煙
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
祈
り
と
と
も
に
神
の
み
前
に
の
ぼ
っ 
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て
い
た
。
突
然
彼
は
聖
な
る
も
の
の
臨
在
を
意
識
し
た
。
主
の
み
使
が
「
香
壇
の
右
に
立
っ
」
て
い
る
の
だ
っ
た(

ル
カ
一
ノ
一
一)

。 

天
使
の
位
置
は
恩
恵
を
示
し
て
い
た
が
、
ザ
カ
リ
ヤ
は
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
彼
は
長
年
の
間
あ
が
な
い
主
の
来
臨
を 

祈
っ
て
き
た
。
い
ま
彼
の
祈
り
が
答
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
た
め
に
、
天
か
ら
使
者
が
送
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
だ 

が
神
の
恵
み
が
余
り
に
大
き
す
ぎ
て
、
彼
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
彼
は
恐
れ
と
自
責
の
念
に
満
た
さ
れ
た
。 

だ
が
彼
は
う
れ
し
い
保
証
の
こ
と
ば
で
こ
う
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
「
『
恐
れ
る
な
、
ザ
カ
リ
ヤ
よ
、
あ
な
た
の
祈
が
聞
き
い
れ
ら
れ 

た
の
だ
。
あ
な
た
の
妻
エ
リ
サ
ベ
ツ
は
男
の
子
を
産
む
で
あ
ろ
う
。
そ
の
子
を
ヨ
ハ
ネ
と
名
づ
け
な
さ
い
。
彼
は
あ
な
た
に
喜
び
と 

楽
し
み
と
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
人
々
も
そ
の
誕
生
を
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
。
彼
は
主
の
み
ま
え
に
大
い
な
る
者
と
な
り
、
ぶ
ど
う
酒
や 

強
い
酒
を
い
っ
さ
い
飲
ま
ず
、･･････

聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
多
く
の
子
ら
を
、
主
な
る
彼
ら
の
神
に
立 

ち
帰
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
エ
リ
ヤ
の
霊
と
力
と
を
も
っ
て
、
み
ま
え
に
先
立
っ
て
行
き
、
父
の
心
を
子
に
向
け
さ
せ
、
逆
ら
う
者
に 

義
人
の
思
い
を
持
た
せ
て
、
整
え
ら
れ
た
民
を
主
に
備
え
る
で
あ
ろ
う
』
。
す
る
と
ザ
カ
リ
ヤ
は
御
使
に
言
っ
た
、
『
ど
う
し
て
そ
ん
な 

事
が
、
わ
た
し
に
わ
か
る
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
し
は
老
人
で
す
し
、
妻
も
年
を
と
っ
て
い
ま
す
』
」(

ル
カ
一
ノ
一
三
―
一
八)

。 

ザ
カ
リ
ヤ
は
年
老
い
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
子
供
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
約
束
に
対
し
て
忠
実
で
あ
ら
れ
る
主
を
信
じ 

た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
だ
が
一
瞬
間
こ
の
年
老
い
た
祭
司
は
人
間
の
弱
さ
に
心
を
向
け
る
。
神
は
そ
の
約
束 

さ
れ
た
こ
と
を
な
し
と
げ
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
こ
と
を
、
彼
は
忘
れ
る
。
こ
の
不
信
仰
と
、
ナ
ザ
レ
の
お
と
め
マ
リ
ヤ
の
子
供 

の
よ
う
な
美
し
い
信
仰
と
の
間
に
は
何
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
マ
リ
ヤ
は
天
使
の
す
ば
ら
し
い
知
ら
せ
に
、「
わ
た
し 

は
主
の
は
し
た
め
で
す
。
お
言
葉
ど
お
り
こ
の
身
に
成
り
ま
す
よ
う
に
」
と
答
え
た(

ル
カ
一
ノ
三
八)

。 
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ザ
カ
リ
ヤ
に
息
子
が
生
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
の
誕
生
や
マ
リ
ヤ
の
子
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
と
う
と
い
霊 

的
な
真
理
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
の
に
手
間
ど
り
、
ま
た
学
ん
で
も
す
ぐ
忘
れ
が
ち
な
真
理
が
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
で
は
何
も
よ
い
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
で
き
な
い
こ
と
が
、
神
の
力
に
よ
っ 

て
、
す
な
お
な
信
ず
る
魂
の
う
ち
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
約
束
の
子
が
与
え
ら
れ
た
の
は
信
仰
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
霊
的
生
命 

が
生
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
義
の
わ
ざ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
信
仰
に
よ
っ
て
で
あ
る
。 

ザ
カ
リ
ヤ
の
質
問
に
、
天
使
は
、「
わ
た
し
は
神
の
み
ま
え
に
立
つ
ガ
ブ
リ
エ
ル
で
あ
っ
て
、
こ
の
喜
ば
し
い
知
ら
せ
を
あ
な
た
に 

語
り
伝
え
る
た
め
に
、
つ
か
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
答
え
た(

ル
カ
一
ノ
一
九)

。
こ
れ
よ
り
五
百
年
前
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
キ
リ 

ス
ト
の
来
臨
の
時
に
ま
で
及
ぶ
預
言
の
期
間
を
ダ
ニ
エ
ル
に
知
ら
せ
た
。
ザ
カ
リ
ヤ
は
こ
の
期
間
が
終
り
に
近
づ
い
た
こ
と
を
知
っ 

て
心
を
動
か
さ
れ
、
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
祈
っ
て
い
た
。
こ
の
預
言
を
伝
え
た
そ
の
天
使
が
、
い
ま
そ
の
成
就
を
告
げ
に
や
っ
て
き
た 

の
で
あ
る
。 

「
わ
た
し
は
神
の
み
ま
え
に
立
つ
ガ
ブ
リ
エ
ル
で
あ
る
」
と
い
う
天
使
の
こ
と
ば
は
、
彼
が
天
の
宮
廷
に
お
い
て
高
い
栄
誉
の
地 

位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ダ
ニ
エ
ル
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
ず
さ
え
て
き
た
と
き
、
彼
は
「
わ
た
し
を
助
け
て
、
彼
ら 

と
戦
う
者
は
、
あ
な
た
が
た
の
君
ミ
カ
エ
ル
〔
キ
リ
ス
ト
〕
の
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た(

ダ
ニ
エ
ル
書
一
〇
ノ
二
一)

。 

ガ
ブ
リ
エ
ル
に
つ
い
て
、
救
い
主
は
黙
示
録
の
中
に
、
「
キ
リ
ス
ト
が
、
御
使
を
つ
か
わ
し
て
、
僕(

し
も
べ)

ヨ
ハ
ネ
に
伝
え
ら
れ
た 

も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
る(

黙
示
録
一
ノ
一)

。
そ
の
天
使
は
ヨ
ハ
ネ
に
、
「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
兄
弟
で
あ 

る
預
言
者･･････

と
、
同
じ
僕
仲
間
で
あ
る
」
と
言
明
し
た(

黙
示
録
二
二
ノ
九)
。
神
の
み
子
に
次
ぐ
栄
誉
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
天 
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使
が
罪
深
い
人
間
に
神
の
み
こ
こ
ろ
を
解
き
明
か
す
た
め
に
え
ら
ば
れ
た
と
は
驚
嘆
す
べ
き
思
想
で
あ
る
。 

ザ
カ
リ
ヤ
は
天
使
の
こ
と
ば
に
疑
い
を
表
明
し
た
。
そ
の
た
め
彼
は
天
使
の
語
っ
た
こ
と
ば
が
実
現
す
る
ま
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
が 

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
「
時
が
来
れ
ば
成
就
す
る
わ
た
し
の
言
葉
を
信
じ
な
か
っ
た
か
ら
、
あ
な
た
は
お
し
に
な
り
、
こ
の
事 

の
起
る
日
ま
で
、
も
の
が
言
え
な
く
な
る
」
と
、
天
使
は
言
っ
た(

ル
カ
一
ノ
二
〇)

。
聖
所
の
奉
仕
に
お
い
て
は
、
国
民
一
般
と
国 

家
の
罪
に
つ
い
て
ゆ
る
し
を
祈
り
、
ま
た
メ
シ
ヤ
の
来
臨
に
つ
い
て
祈
る
こ
と
が
祭
司
の
つ
と
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ザ
カ
リ
ヤ
が 

そ
の
つ
と
め
を
果
そ
う
と
し
た
と
き
、
彼
は
一
こ
と
も
口
を
き
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

民
を
祝
福
す
る
た
め
に
出
て
き
た
ザ
カ
リ
ヤ
は
「
彼
ら
に
合
図
を
す
る
だ
け
で
、
引
き
つ
づ
き
、
お
し
の
ま
ま
で
い
た
」(

ル
カ
一 

ノ
二
二)

。
民
衆
は
長
い
間
待
っ
て
い
て
、
ザ
カ
リ
ヤ
が
神
の
さ
ば
き
を
受
け
て
倒
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
は
じ
め
て
い
た
。 

だ
が
彼
が
聖
所
か
ら
出
て
く
る
と
、
そ
の
顔
は
神
の
栄
光
に
輝
い
て
い
た
。
「
人
々
は
彼
が
聖
所
内
で
ま
ぼ
ろ
し
を
見
た
の
だ
と
悟 

っ
た
」(

ル
カ
一
ノ
二
二)

。
ザ
カ
リ
ヤ
は
自
分
の
見
た
こ
と
と
聞
い
た
こ
と
と
を
彼
ら
に
伝
え
た
。
「
そ
れ
か
ら
務
の
期
日
が
終
っ 

た
の
で
、
家
に
帰
っ
た
」(

ル
カ
一
ノ
二
三)

。 

約
束
の
子
が
生
れ
る
と
、「
立
ち
ど
こ
ろ
に
ザ
カ
リ
ヤ
の
口
が
開
け
て
舌
が
ゆ
る
み
、
語
り
出
し
て
神
を
ほ
め
た
た
え
た
。
近
所
の 

人
々
は
み
な
恐
れ
を
い
だ
き
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
の
山
里
の
至
る
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
の
事
が
こ
と
ご
と
く
語
り
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
聞 

く
者
た
ち
は
皆
そ
れ
を
、
心
に
留
め
て
『
こ
の
子
は
、
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
者
に
な
る
だ
ろ
う
』
と
語
り
合
っ
た
」(

ル
カ
一
ノ
六
四
― 

六
六)

。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
ヨ
ハ
ネ
が
道
を
備
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
メ
シ
ヤ
の
来
臨
に
人
々
の
注
意
を
ひ
く
の
に
役
立
っ
た
。 

聖
霊
が
ザ
カ
リ
ヤ
の
上
に
の
ぞ
ん
だ
の
で
、
彼
は
次
の
よ
う
な
美
し
い
こ
と
ば
で
、
息
子
の
使
命
を
預
言
し
た
。 
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「
幼
な
子
よ
、
あ
な
た
は
、
い
と
高
き
者
の
預
言
者
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

主
の
み
ま
え
に
先
立
っ
て
行
き
、
そ
の
道
を
備
え
、 

罪
の
ゆ
る
し
に
よ
る
救
い
を
、
そ
の
民
に
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
。 

こ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
神
の
あ
わ
れ
み
深
い
み
こ
こ
ろ
に
よ
る
。 

ま
た
、
そ
の
あ
わ
れ
み
に
よ
っ
て
、
日
の
光
が
上
か
ら
わ
た
し
た
ち
に
臨
み
、 

暗
黒
と
死
の
陰
と
に
住
む
者
を
照
し
、 

わ
た
し
た
ち
の
足
を
平
和
の
道
へ
導
く
で
あ
ろ
う
」 

(

ル
カ
一
ノ
七
六
―
七
九)

。 

 

「
幼
な
子
は
成
長
し
、
そ
の
霊
も
強
く
な
り
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
現
れ
る
日
ま
で
、
荒
野
に
い
た
」(

ル
カ
一
ノ
八
〇)

。
ヨ 

ハ
ネ
が
生
れ
る
前
に
、
天
使
は
、
「
彼
は
主
の
み
ま
え
に
大
い
な
る
者
と
な
り
、
ぶ
ど
う
酒
や
強
い
酒
を
い
っ
さ
い
飲
ま
ず
、･･････

聖 

霊
に
満
た
さ
れ
て
」
い
る
と
言
っ
た(

ル
カ
一
ノ
一
五)
。
神
は
ザ
カ
リ
ヤ
の
子
を
と
う
と
い
働
き
、
人
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
最
高
の 

働
き
に
召
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
働
き
を
な
し
と
げ
る
た
め
に
、
彼
は
神
に
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

も
し
彼
が
こ
の
天
使
の
教
え
に
留
意
す
る
な
ら
、
神
の
み
た
ま
が
共
に
い
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
っ
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
人
々
に
神
の
光
を
伝
え
る
た
め
に
エ
ホ
バ
の
使
者
と
し
て
出
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
人
々
の
考
え
に
新
し
い
方
向 

を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
人
々
に
神
の
ご
要
求
の
神
聖
な
こ
と
と
、
神
の
完
全
な
義
の
必
要
と
を
印
象
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
使
者
は
聖
な
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
神
の
み
た
ま
の
内
住
す
る
宮
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
使
命
を 
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達
成
す
る
た
め
に
、
彼
は
健
全
な
肉
体
と
知
的
霊
的
な
力
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
食
欲
と
情
欲
と
を
抑
制
す
る
必
要 

が
あ
る
。
彼
は
人
々
の
中
に
あ
っ
て
、
荒
野
の
岩
や
山
の
よ
う
に
、
周
囲
の
環
境
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
す 

べ
て
の
力
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
時
代
に
は
、
富
に
対
す
る
強
い
欲
望
と
ぜ
い
た
く
と
見
せ
び
ら
か
し
を
愛
す
る
思
い
が
一
般
に
ひ
ろ
が 

っ
て
い
た
。
官
能
的
な
享
楽
や
飲
み
食
い
に
よ
っ
て
、
肉
体
の
病
気
と
堕
落
が
生
じ
、
霊
的
な
知
覚
は
に
ぶ
り
、
罪
に
対
す
る
感
覚 

が
低
下
し
て
い
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
改
革
者
と
し
て
立
つ
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
節
制
の
生
活
と
質
素
な
衣
服
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
放
縦 

を
責
め
る
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
天
の
み
座
か
ら
の
天
使
に
よ
っ
て
、
ヨ
ハ
ネ
の
両
親
に
、
さ
し
ず
、
す
な
わ
ち
節
制
に
つ
い
て
の 

教
訓
が
与
え
ら
れ
た
。 

子
供
の
時
と
青
年
時
代
に
は
、
品
性
は
非
常
に
影
響
を
受
け
や
す
い
。
自
制
力
は
こ
の
時
代
に
身
に
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
家
庭 

の
炉
辺
や
食
卓
で
永
遠
に
つ
づ
く
結
果
を
も
た
ら
す
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
。
生
れ
つ
き
の
能
力
よ
り
も
、
幼
い
こ
ろ
身
に
つ
い
た
習 

慣
が
人
生
の
戦
い
に
勝
つ
か
負
け
る
か
を
決
定
す
る
。
青
少
年
時
代
は
種
ま
き
の
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
世
と
来
世
の
た
め
に 

収
穫
の
種
類
を
決
定
す
る
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
預
言
者
と
し
て
、「
父
の
心
を
子
に
向
け
さ
せ
、
逆
ら
う
者
に
義
人
の
思
い
を
持
た
せ
て
、
整
え
ら
れ
た
民
を
主
に
備 

え
る
」
の
で
あ
っ
た(

ル
カ
一
ノ
一
七)

。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
の
初
臨
に
道
を
備
え
た
こ
と
に
お
い
て
、
主
の
再
臨
に
民
を
備
え
さ
せ 

る
人
々
を
代
表
し
て
い
た
。
世
は
放
縦
に
陥
っ
て
い
る
。
誤
謬
と
作
り
話
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
魂
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
サ
タ
ン
の
わわわわ 

なななな
が
ふ
え
て
い
る
。
「
神
を
お
そ
れ
て
全
く
清
く
」
な
り
た
い
人
は
み
な
節
制
と
自
制
に
つ
い
て
教
訓
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い(

コ 
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リ
ン
ト
第
二
・
七
ノ
一)

。
食
欲
と
情
欲
は
も
っ
と
高
い
知
能
に
服
従
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
自
己
訓
練
は
、
わ
れ
わ
れ
に 

神
の
み
こ
と
ば
の
聖
な
る
真
理
を
理
解
し
実
行
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
知
能
の
力
と
霊
的
な
洞
察(

ど
う
さ
つ)

力
と
に
と
っ
て
欠 

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
節
制
は
キ
リ
ス
ト
再
臨
に
備
え
る
働
き
の
一
部
で
あ
る
。 

物
事
の
順
序
か
ら
い
え
ば
、
ザ
カ
リ
ヤ
の
息
子
は
祭
司
職
の
た
め
に
教
育
さ
れ
る
の
が
当
然
だ
っ
た
。
し
か
し
ラ
ビ
の
学
校
の
訓 

練
は
彼
を
そ
の
働
き
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者
に
し
た
だ
ろ
う
。
神
は
、
聖
書
の
解
釈
を
学
ば
せ
る
た
め
に
彼
を
神
学
の
教
師
た
ち
の 

も
と
に
お
送
り
に
な
ら
な
か
っ
た
。
神
は
彼
が
自
然
と
自
然
の
神
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
、
彼
を
荒
野
へ
召
さ
れ
た
。 

ヨ
ハ
ネ
が
住
居
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
さ
び
し
い
地
域
で
、
荒
れ
た
丘
や
人
の
住
ま
な
い
谷
間
や
岩
の
ほ
ら
穴
な
ど
の
ま
ん
中
だ
っ 

た
。
し
か
し
彼
は
自
ら
進
ん
で
人
生
の
享
楽
と
ぜ
い
た
く
と
を
捨
て
て
こ
の
き
び
し
い
荒
野
の
訓
練
を
え
ら
ん
だ
。
こ
こ
で
は
彼
の 

環
境
は
質
素
と
克
己
の
習
慣
に
と
っ
て
都
合
が
よ
か
っ
た
。
う
る
さ
い
世
間
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
で
、
彼
は
こ
こ
で
自
然
と
啓
示
と 

神
に
つ
い
て
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ザ
カ
リ
ヤ
に
言
わ
れ
た
天
使
の
こ
と
ば
は
、
神
を
お
そ
れ
る
両
親
か
ら
幾
度
と
な
く
ヨ 

ハ
ネ
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
た
。
子
供
の
時
か
ら
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
は
彼
の
目
の
前
に
お
か
れ
、
彼
は
そ
の
聖
な
る
責
任
を
引
き
受
け 

て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
荒
野
の
孤
独
は
、
疑
い
と
不
信
と
不
潔
が
ほ
と
ん
ど
す
み
ず
み
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
る
社
会
か
ら
の
あ
り
が 

た
い
逃
避
だ
っ
た
。
彼
は
試
み
に
抵
抗
す
る
自
分
の
力
を
信
用
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
深
い
罪
悪
感
が
失
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
罪 

と
の
ふ
だ
ん
の
接
触
を
避
け
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
生
れ
た
時
か
ら
ナ
ジ
ル
び
と
と
し
て
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
誓
願
を
守
っ
て
一
生
の
間
献
身
し
た
。 

彼
は
、
ら
く
だ
の
毛
皮
の
衣
を
着
、
皮
の
帯
を
し
め
て
、
古
代
の
預
言
者
の
服
装
を
し
て
い
た
。
彼
は
荒
野
の
「
い
な
ご
と
野
蜜
」 
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を
食
べ
、
山
の
清
い
水
を
飲
ん
だ
。 

だ
が
ヨ
ハ
ネ
の
生
活
は
、
何
も
し
な
い
で
、
苦
行
者
の
よ
う
に
陰
気
に
あ
る
い
は
利
己
的
に
孤
立
し
て
送
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ 

た
。
彼
は
時
々
出
か
け
て
行
っ
て
は
人
々
の
中
に
ま
じ
っ
た
。
彼
は
世
の
中
で
起
っ
て
い
る
こ
と
を
い
つ
も
興
味
を
も
っ
て
観
察
し 

て
い
た
。
そ
の
静
か
な
隠
れ
家
か
ら
、
彼
は
諸
事
件
の
発
展
を
見
守
っ
て
い
た
。
天
来
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
て
人
々
の
心
を
動
か 

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
彼
は
神
の
み
た
ま
に
照
さ
れ
た
目
を
も
っ
て
人
々
の
性
格
を
研
究
し
た
。
使 

命
の
重
荷
が
彼
の
上
に
あ
っ
た
。
孤
独
の
中
に
あ
っ
て
、
瞑
想
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
目
の
前
に
あ
る
一
生
の
働
き
の
た
め
に
、 

自
分
の
魂
を
準
備
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。 

荒
野
に
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
彼
は
試
み
か
ら
ま
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
で
き
る
だ
け
サ
タ
ン
が
は
い
っ
て
来
る
こ
と
の
で
き 

る
道
は
ど
れ
も
と
ざ
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
彼
は
誘
惑
者
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
だ
が
彼
の
霊
的
な
知
覚
力
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。 

彼
は
品
性
の
力
と
決
断
力
と
を
発
達
さ
せ
て
い
た
。
だ
か
ら
聖
霊
の
助
け
に
よ
っ
て
、
彼
は
サ
タ
ン
の
接
近
を
探
知
し
て
そ
の
力
に 

抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ヨ
ハ
ネ
に
と
っ
て
荒
野
は
学
校
で
あ
り
、
聖
所
で
あ
っ
た
。
ミ
デ
ア
ン
の
山
の
ま
ん
中
に
お
か
れ
た
モ
ー
セ
の
よ
う
に
、
彼
は
神 

の
ご
臨
在
の
中
に
と
じ
こ
め
ら
れ
、
神
の
大
能
の
証
拠
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
指
導
者
モ
ー
セ
の
よ
う
に
、
静
寂 

な
山
の
壮
厳
さ
の
中
に
住
み
つ
く
こ
と
が
、
ヨ
ハ
ネ
の
運
命
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
の
前
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
向
こ
う
の
モ
ア
ブ 

の
高
い
山
々
が
あ
っ
て
、
山
を
固
く
立
た
せ
て
力
を
帯
び
さ
せ
ら
れ
た
神
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
こ
の
荒
野
の
住
居
に
お
け
る
自 

然
の
陰
気
で
恐
ろ
し
い
様
相
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
状
態
を
ま
ざ
ま
ざ
と
え
が
い
て
い
た
。
実
り
豊
か
な
神
の
ぶ
ど
う
園
は
荒
れ
果
て
て 
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い
た
。
だ
が
荒
野
の
上
方
に
は
美
し
く
明
る
い
天
が
か
か
っ
て
い
た
。
嵐
を
は
ら
ん
で
現
わ
れ
た
黒
雲
に
は
約
束
の
虹(

に
じ)

が
弧 

を
え
が
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
堕
落
の
上
方
に
は
メ
シ
ヤ
の
統
治
に
つ
い
て
約
束
の
栄
光
が
輝
い
て
い
た
。
怒 

り
の
雲
に
は
神
の
恵
み
の
契
約
の
虹
が
か
か
っ
て
い
た
。 

静
か
な
夜
た
だ
ひ
と
り
で
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
星
の
よ
う
に
子
孫
が
ふ
え
る
と
い
う
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
与
え
ら
れ
た
神
の
約
束
を
読
ん
だ
。 

モ
ア
ブ
の
山
々
を
金
色
に
光
ら
せ
る
夜
明
け
の
光
は
「
朝
の
光
の
よ
う
に
、
雲
の
な
い
朝
に
、
輝
き
で
る
太
陽
の
よ
う
」
で
あ
ら
れ 

る
お
か
た
に
つ
い
て
語
っ
た(
サ
ム
エ
ル
記
下
二
三
ノ
四)

。
ま
た
真
昼
の
輝
き
の
中
に
は
、
「
こ
う
し
て
主
の
栄
光
が
あ
ら
わ
れ
、
人 

は
皆
と
も
に
こ
れ
を
見
る
」
時
に
主
の
現
わ
れ
に
伴
う
光
輝
が
み
ら
れ
た(

イ
ザ
ヤ
書
四
○
ノ
五)

。 

お
そ
れ
と
よ
ろ
こ
び
の
気
持
と
を
も
っ
て
、
ヨ
ハ
ネ
は
預
言
の
巻
物
の
中
に
メ
シ
ヤ
の
来
臨
に
つ
い
て
の
啓
示
を
さ
が
し
た
。
こ 

れ
こ
そ
蛇
の
頭
を
く
だ
く
約
束
の
後
裔
、
王
が
ダ
ビ
デ
の
王
座
に
あ
っ
て
統
治
す
る
の
を
や
め
る
前
に
現
わ
れ
る
シ
ロ

―
平
和
を 

与
え
る
者

―
で
あ
っ
た
。
い
ま
そ
の
時
は
き
て
い
た
。
支
配
者
ロ
ー
マ
人
が
シ
オ
ン
山
の
宮
殿
に
す
わ
っ
て
い
た
。
神
の
確
か
な 

み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
は
お
生
れ
に
な
っ
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
ザ
ヤ
が
メ
シ
ヤ
の
栄
光
を
歓
喜
の
う
ち
に
描
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
昼
も
夜
も
研
究
し
た
。
メ
シ
ヤ
は
エ
ッ
サ
イ 

の
根
か
ら
出
た
一
つ
の
若
枝
、
義
を
も
っ
て
治
め
、
「
公
平
を
も
っ
て
国
の
う
ち
の
柔
和
な
者
の
た
め
に
」
さ
ば
き
を
な
す
王
、
「
暴 

風
雨
を
の
が
れ
る
所･･････

疲
れ
た
地
に
あ
る
大
き
な
岩
の
陰
」
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
も
は
や
「
捨
て
ら
れ
た
者
」
と
呼
ば
れ 

ず
、
そ
の
地
は
「
荒
れ
た
者
」
と
言
わ
れ
ず
、
神
か
ら
「
わ
が
喜
び
は
彼
女
に
あ
る
」
と
呼
ば
れ
、
地
は
「
配
偶
あ
る
者
」
と
い
わ 

れ
る
の
で
あ
っ
た(

イ
ザ
ヤ
書
一
一
ノ
四
、
三
二
ノ
二
、
六
二
ノ
四)

。
こ
の
さ
び
し
い
さ
す
ら
い
人
の
心
は
か
が
や
か
し
い
ま
ぼ
ろ 
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し
に
満
た
さ
れ
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
王
の
美
し
さ
を
な
が
め
て
、
自
分
を
忘
れ
た
。
彼
は
尊
厳
な
聖
潔
を
見
て
、
自
分
が
無
能
力
で
無
価
値
な
こ
と
を
感
じ 

た
。
彼
は
神
を
仰
ぎ
見
て
い
た
の
で
、
人
を
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
、
天
の
使
者
と
し
て
出
て
行
く
用
意
が
で
き
た
。
彼
は
王
の
王
で 

あ
ら
れ
る
神
の
前
に
低
く
腰
を
か
が
め
て
い
た
の
で
、
地
上
の
君
主
た
ち
の
面
前
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
が
で 

き
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
メ
シ
ヤ
の
王
国
の
性
質
を
十
分
に
は
理
解
し
な
か
っ
た
。
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
家
の
敵
か
ら
救
わ
れ
る
の
を
待
望
し 

た
。
し
か
し
王
な
る
キ
リ
ス
ト
が
義
の
う
ち
に
お
い
で
に
な
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
聖
な
る
国
家
と
し
て
建
国
さ
れ
る
こ
と
が
彼
の
望 

み
の
大
目
的
で
あ
っ
た
。
自
分
の
誕
生
の
時
に
与
え
ら
れ
た
預
言
、
す
な
わ
ち
、 

 

「
神
は･･････

そ
の
聖
な
る
契
約(
を
お
ぼ
え
て)

、･･････ 

わ
た
し
た
ち
を
敵
の
手
か
ら
救
い
出
し
、 

生
き
て
い
る
限
り
、
き
よ
く
正
し
く
、 

み
ま
え
に
恐
れ
な
く
仕
え
さ
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
」 

 

と
の
預
言
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
彼
は
信
じ
た(

ル
カ
一
ノ
七
二
―
七
五)

。 

ヨ
ハ
ネ
は
ユ
ダ
ヤ
国
民
が
あ
ざ
む
か
れ
、
自
己
満
足
に
陥
り
、
罪
の
中
に
眠
っ
て
い
る
の
を
み
た
。
彼
は
彼
ら
を
も
っ
と
き
よ
い 

生
活
に
め
ざ
め
さ
せ
た
い
と
願
っ
た
。
神
が
ヨ
ハ
ネ
に
伝
え
さ
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
国
民
を
惰
眠
か
ら
び
っ
く
り
し
て
め
ざ 
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め
さ
せ
、
自
分
た
ち
の
大
き
な
悪
に
お
そ
れ
お
の
の
か
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
福
音
の
種
が
足
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
前
に
心
の 

土
が
く
だ
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
の
い
や
し
を
求
め
る
前
に
罪
の
傷
か
ら
の
危
険
に
つ
い
て
め
ざ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

神
は
罪
人
を
甘
や
か
す
た
め
に
使
者
を
お
送
り
に
な
ら
な
い
。
神
は
き
よ
め
ら
れ
て
い
な
い
者
を
だ
ま
し
て
致
命
的
な
安
全
感
を 

持
た
せ
る
た
め
に
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
に
な
ら
な
い
。
神
は
悪
を
行
う
者
の
良
心
に
重
荷
を
お
き
、
そ
の
魂
を
罪
の
自
覚 

と
い
う
矢
で
刺
し
通
さ
れ
る
。
奉
仕
の
天
使
た
ち
は
、
彼
ら
の
必
要
感
を
深
め
、「
わ
た
し
は
救
わ
れ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
で
し
ょ 

う
か
」
と
い
う
叫
び
を
促
す
た
め
に
、
神
の
恐
る
べ
き
さ
ば
き
を
罪
人
の
前
に
示
す
。
そ
れ
か
ら
、
屈
辱
を
与
え
た
み
手
は
、
悔
い 

た
者
を
起
す
。
罪
を
責
め
、
高
慢
で
野
心
的
な
者
を
恥
じ
さ
せ
た
声
は
、
最
も
や
さ
し
い
同
情
を
も
っ
て
、「
わ
た
し
に
ど
う
し
て
ほ 

し
い
か
」
と
た
ず
ね
ら
れ
る
。 

ヨ
ハ
ネ
の
伝
道
が
始
ま
っ
た
時
、
ユ
ダ
ヤ
国
民
は
、
革
命
の
一
歩
手
前
の
興
奮
と
不
満
の
状
態
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
ア
ケ
ラ
オ
が 

退
け
ら
れ
て
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
は
直
接
ロ
ー
マ
の
支
配
下
に
入
れ
ら
れ
た
。
ロ
ー
マ
総
督
た
ち
の
圧
政
と
搾
取
、
ま
た
異
教
の
象
徴
や 

慣
習
を
ユ
ダ
ヤ
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
彼
ら
の
断
固
た
る
努
力
な
ど
の
た
め
に
、
反
乱
が
ひ
き
起
さ
れ
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
最 

も
勇
敢
な
幾
千
の
人
々
の
血
を
流
し
て
静
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
み
な
ロ
ー
マ
に
対
す
る
国
民
的
な
憎
悪
心
を
深
め
、
ロ
ー 

マ
の
権
力
か
ら
自
由
に
な
り
た
い
と
の
願
い
を
ま
す
ま
す
強
め
た
。 

不
和
と
争
い
の
さ
な
か
に
、
一
つ
の
声
が
荒
野
か
ら
き
こ
え
て
き
た
。
そ
れ
は
、
「
悔
い
改
め
よ
、
天
国
は
近
づ
い
た
」
と
い
う
、 

人
々
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
き
び
し
い
、
し
か
し
望
み
に
満
ち
た
声
で
あ
っ
た(
マ
タ
イ
三
ノ
二)

。
新
し
い
ふ
し
ぎ
な
力
を
も
っ
て
そ 

れ
は
人
々
を
動
か
し
た
。
預
言
者
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
を
は
る
か
将
来
の
出
来
事
と
し
て
預
言
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま 
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そ
れ
が
近
づ
い
た
と
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
奇
妙
な
恰
好(

か
っ
こ
う)

は
聴
衆
の
心
に
古
代
の
預
言
者
た
ち
を
思 

わ
せ
た
。
彼
の
態
度
と
服
装
は
預
言
者
エ
リ
ヤ
に
似
て
い
た
。
彼
は
エ
リ
ヤ
の
霊
と
力
と
を
も
っ
て
、
国
を
あ
げ
て
の
堕
落
を
攻
撃 

し
、
み
な
ぎ
っ
て
い
る
罪
を
責
め
た
。
彼
の
こ
と
ば
は
率
直
で
鋭
く
、
罪
を
さ
と
ら
せ
る
力
が
あ
っ
た
。
多
く
の
者
は
彼
が
死
か
ら 

よ
み
が
え
っ
た
預
言
者
の
一
人
で
あ
る
と
信
じ
た
。
全
国
民
は
わ
き
た
っ
た
。
群
衆
が
荒
野
へ
む
ら
が
り
集
ま
っ
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
の
べ
伝
え
、
人
々
に
悔
い
改
め
を
呼
び
か
け
た
。
罪
か
ら
の
き
よ
め
の
し
る
し
と
し
て
、
彼
は
ヨ
ル 

ダ
ン
川
の
流
れ
で
人
々
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
、
意
味
深
い
実
物
教
訓
に
よ
っ
て
、
神
の
選
民
で
あ
る 

こ
と
を
自
称
し
て
い
る
人
々
が
罪
に
け
が
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
心
と
生
活
が
き
よ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
メ
シ
ヤ
の
王
国
に
は
い
る
こ 

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
。 

君
た
ち
も
ラ
ビ
た
ち
も
、
兵
卒
た
ち
も
、
取
税
人
た
ち
も
、
百
姓
た
ち
も
、
預
言
者
の
こ
と
ば
を
聞
く
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
一 

時
は
神
か
ら
の
厳
粛
な
警
告
が
彼
ら
を
驚
か
せ
た
。
多
く
の
人
々
が
悔
い
改
め
に
み
ち
び
か
れ
、
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
た
。
あ
ら
ゆ 

る
階
級
の
人
々
が
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
宣
言
す
る
王
国
に
は
い
る
た
め
に
、
彼
の
要
求
に
服
従
し
た
。 

多
く
の
律
法
学
者
た
ち
と
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
罪
を
告
白
し
、
バ
プ
テ
ス
マ
を
願
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
ほ 

か
の
人
た
ち
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
人
間
で
あ
る
こ
と
を
い
ば
り
、
自
分
た
ち
の
敬
虔
さ
に
つ
い
て
深
い
尊
敬
心
を
国
民
に
い
だ
か
せ
て 

い
た
。
い
ま
彼
ら
の
生
活
の
不
義
の
秘
密
が
ば
く
ろ
さ
れ
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く
が
罪
に
つ
い
て
真
の
自
覚 

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
聖
霊
に
よ
っ
て
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
日
和
見(

ひ
よ
り
み)

主
義
者
だ
っ
た
。
彼
ら
は
預
言
者
の 

友
人
と
な
っ
て
、
き
た
る
べ
き
王
か
ら
恩
恵
を
得
よ
う
と
望
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
人
気
の
あ
る
若
い
教
師
の
手
か
ら
バ
プ
テ
ス
マ
を 
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受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
影
響
力
を
強
め
よ
う
と
考
え
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
彼
ら
に
会
う
と
、「
ま
む
し
の
子
ら
よ
、
迫
っ
て
き
て
い
る
神
の
怒
り
か
ら
、
お
ま
え
た
ち
は
の
が
れ
ら
れ
る
と
、
だ 

れ
が
教
え
た
の
か
。
だ
か
ら
、
悔
改
め
に
ふ
さ
わ
し
い
実
を
結
べ
。
自
分
た
ち
の
父
に
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
あ
る
な
ど
と
、
心
の
中
で 

思
っ
て
も
み
る
な
。
お
ま
え
た
ち
に
言
っ
て
お
く
、
神
は
こ
れ
ら
の
石
こ
ろ
か
ら
で
も
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
を
起
す
こ
と
が
で
き
る 

の
だ
」
と
の
痛
烈
な
質
問
を
あ
び
せ
た(

マ
タ
イ
三
ノ
七
―
九)

。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
永
遠
の
恩
恵
に
つ
い
て
の
神
の
約
束
を
誤
解
し
て
い
た
。
「
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
、
す
な
わ 

ち
太
陽
を
与
え
て
昼
の
光
と
し
、
月
と
星
と
を
定
め
て
夜
の
光
と
し
、
海
を
か
き
立
て
て
、
そ
の
波
を
鳴
り
と
ど
ろ
か
せ
る
者

― 

そ
の
名
は
万
軍
の
主
と
い
う
。
主
は
言
わ
れ
る
、『
も
し
こ
の
定
め
が
わ
た
し
の
前
で
す
た
れ
て
し
ま
う
な
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
孫 

も
す
た
っ
て
、
永
久
に
わ
た
し
の
前
で
民
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
』
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
、『
も
し
上
の
天
を
量
る
こ
と
が
で
き
、 

下
の
地
の
基
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
の
と
き
、
わ
た
し
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
す
べ
て
の
子
孫
を
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
行
い
の
た 

め
に
捨
て
去
る
と
主
は
言
わ
れ
る
』
」(

エ
レ
ミ
ヤ
書
三
一
ノ
三
五
―
三
七)

。
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
自
分
た
ち
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
直
系
の
子 

孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
約
束
を
受
け
る
資
格
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
神
が
明
示
さ
れ
た
条
件
を
見
落
し
て 

い
た
。
こ
の
約
束
を
お
与
え
に
な
る
前
に
、
神
は
、「
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
律
法
を
彼
ら
の
う
ち
に
置
き
、
そ
の
心
に
し
る
す
。
わ 

た
し
は
彼
ら
の
神
と
な
り
、
彼
ら
は
わ
た
し
の
民
と
な
る
と
主
は
言
わ
れ
る
。･･････

わ
た
し
は
彼
ら
の
不
義
を
ゆ
る
し
、
も
は
や
そ 

の
罪
を
思
わ
な
い
」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
た(

エ
レ
ミ
ヤ
書
三
一
ノ
三
三
、
三
四)

。 

心
に
神
の
律
法
を
し
る
さ
れ
る
民
に
、
神
の
恩
恵
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
神
と
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ユ
ダ
ヤ
人
は
神 
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か
ら
離
れ
て
い
た
。
罪
の
た
め
に
、
彼
ら
は
神
の
刑
罰
の
下
に
苦
し
ん
で
い
た
。
彼
ら
が
異
教
国
家
の
支
配
下
に
あ
る
原
因
は
こ
こ 

に
あ
っ
た
。
彼
ら
の
心
は
罪
と
が
の
た
め
に
暗
く
な
っ
て
い
た
が
、
昔
神
が
非
常
に
大
き
な
恩
恵
を
お
与
え
に
な
っ
た
の
で
、
彼
ら 

は
自
分
た
ち
の
罪
を
大
目
に
み
て
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
他
国
民
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
て
、
神
の
祝
福
を
受
け
る
資
格
が
あ
る 

と
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
は
、「
世
の
終
り
に
臨
ん
で
い
る
わ
た
し
た
ち
に
対
す
る
訓
戒
の
た
め
で
あ
る
」(

コ
リ
ン
ト
第
一
・
一
〇
ノ
一
一)

。 

わ
れ
わ
れ
は
、
ど
ん
な
に
か
た
び
た
び
神
の
祝
福
を
誤
解
し
、
自
分
た
ち
の
う
ち
に
何
か
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
恵
ま
れ
る
の
だ 

と
う
ぬ
ぼ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
神
は
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
し
た
い
と
お
思
い
に
な
る
こ
と
を
な
さ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
神
の
賜
物 

は
、
わ
れ
わ
れ
の
自
己
満
足
を
増
長
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
不
信
と
罪
の
中
に
か
た
く
な
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
教
師
た
ち
の
高
慢
心
と
利
己
心
と
残
酷
さ
は
、
彼
ら
が
正
し
い
従
順
な
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
ら
で
あ
る 

よ
り
は
む
し
ろ
ま
む
し
の
子
ら
、
民
に
と
っ
て
致
命
的
な
わ
ざ
わ
い
で
あ
る
証
拠
だ
と
彼
ら
に
宣
言
し
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
異 

教
徒
よ
り
も
ず
っ
と
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
が
神
か
ら
光
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
き
、
彼
ら
は
そ 

の
異
教
徒
よ
り
も
悪
い
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
切
り
出
さ
れ
た
岩
と
堀
り
出
さ
れ
た
穴
と
を
忘
れ
て
い
た(

イ
ザ
ヤ
書 

五
一
ノ
一
参
照)

。
神
は
み
こ
こ
ろ
を
成
就
さ
れ
る
の
に
彼
ら
を
あ
て
に
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
神
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
異
教
の
民 

の
中
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
他
の
人
々
を
神
の
奉
仕
に
召
す
こ
と
も
お
で
き
に
な
る
。
彼
ら
の
心
は
い
ま
は
砂
漠(

さ
ば
く) 

の
石
の
よ
う
に
い
の
ち
の
な
い
も
の
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
の
み
た
ま
は
彼
ら
を
め
ざ
め
さ
せ
て
み
こ
こ
ろ
を
行
わ
せ
、 

神
の
約
束
の
成
就
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
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「
斧
が
す
で
に
木
の
根
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
良
い
実
を
結
ば
な
い
木
は
こ
と
ご
と
く
切
ら
れ
て
、
火
の
中
に
投
げ
込 

ま
れ
る
の
だ
」
と
預
言
者
は
言
っ
た(

マ
タ
イ
三
ノ
一
〇)

。
木
の
価
値
は
、
そ
の
名
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
実
に
よ
っ
て
き
ま 

る
。
も
し
実
が
無
価
値
な
ら
、
名
は
そ
の
木
が
滅
び
る
の
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
神
の
前
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の 

立
場
は
、
彼
ら
の
品
性
と
生
活
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
だ
と
宣
言
し
た
。
口
に
言
う
だ
け
で
は
無
価
値
で
あ
る
。
も
し
ユ
ダ
ヤ 

人
の
品
性
と
生
活
が
神
の
律
法
に
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
神
の
民
で
は
な
い
。 

心
を
さ
ぐ
る
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
に
、
聴
衆
は
罪
を
さ
と
っ
た
。
彼
ら
は
、
や
っ
て
き
て
、「
そ
れ
で
は
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を
す
れ 

ば
よ
い
の
で
す
か
」
と
た
ず
ね
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
答
え
て
、
「
下
着
を
二
枚
も
っ
て
い
る
者
は
、
持
た
な
い
者
に
分
け
て
や
り
な
さ
い
。 

食
物
を
持
っ
て
い
る
者
も
同
様
に
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た(

ル
カ
三
ノ
一
〇
、
一
一)

。
彼
は
ま
た
取
税
人
た
ち
に
は
不
正
に
つ
い
て
、 

兵
卒
た
ち
に
は
暴
力
に
つ
い
て
警
告
し
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
王
国
の
民
と
な
っ
た
者
は
み
な
信
仰
と
悔
い
改
め
と
の
証
拠
を
示
す
で
あ
ろ
う
と
、
ヨ
ハ
ネ
は
言
っ
た
。
彼
ら
の
生 

活
に
は
親
切
と
正
直
と
忠
誠
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
奉
仕
し
、
神
に
献
げ
物
を
持
参
す
る
で
あ
ろ 

う
。
彼
ら
は
家
の
な
い
者
を
宿
ら
せ
、
美
徳
と
あ
わ
れ
み
の
模
範
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
た
ち
は
、 

人
を
生
れ
変
ら
せ
る
聖
霊
の
力
の
証
拠
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
毎
日
の
生
活
に
神
の
正
義
と
あ
わ
れ
み
と
愛
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
火
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
も
み
が
ら
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

「
わ
た
し
は
悔
改
め
の
た
め
に
、
水
で
お
ま
え
た
ち
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
の
あ
と
か
ら
来
る
人
は 

わ
た
し
よ
り
も
力
の
あ
る
か
た
で
、
わ
た
し
は
そ
の
く
つ
を
ぬ
が
せ
て
あ
げ
る
値
う
ち
も
な
い
。
こ
の
か
た
は
、
聖
霊
と
火
と
に
よ 
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っ
て
お
ま
え
た
ち
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
お
授
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
ヨ
ハ
ネ
は
言
っ
た(

マ
タ
イ
三
ノ
一
一)

。
預
言
者
イ
ザ
ヤ
は
、 

神
が
「
審
判
の
霊
と
滅
亡
の
霊
と
を
も
っ
て
」
ご
自
分
の
民
を
不
義
か
ら
き
よ
め
ら
れ
る
と
宣
言
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
神 

の
み
こ
と
ば
は
、
「
わ
た
し
は
ま
た
、
わ
が
手
を
あ
な
た
に
向
け
、
あ
な
た
の
か
す
を
灰
汁(

あ
く)

で
溶
か
す
よ
う
に
溶
か
し
去
り
、 

あ
な
た
の
混
ざ
り
物
を
す
べ
て
取
り
除
く
」
で
あ
っ
た(

イ
ザ
ヤ
書
四
ノ
四
、
一
ノ
二
五)

。
罪
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
こ
に
み
い
だ 

さ
れ
よ
う
と
、
「
わ
た
し
た
ち
の
神
は
、
実
に
、
焼
き
つ
く
す
火
で
あ
る
」(

ヘ
ブ
ル
書
一
二
ノ
二
九)

。
神
の
み
た
ま
は
、
そ
の
力
に 

服
す
る
す
べ
て
の
者
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
罪
を
焼
き
つ
く
す
。
し
か
し
も
し
人
が
罪
に
執
着
す
る
な
ら
、
そ
の
人
は
罪
と
一
体
と
な 

る
。
そ
の
と
き
罪
を
滅
ぼ
す
神
の
栄
光
は
、
当
然
そ
の
人
も
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
は
、
天
使
と
一
晩
格
闘
し
た
あ
と 

で
、
「
わ
た
し
は
顔
と
顔
を
あ
わ
せ
て
神
を
見
た
が
、
な
お
生
き
て
い
る
」
と
叫
ん
だ(

創
世
記
三
二
ノ
三
〇)

。
ヤ
コ
ブ
は
エ
サ
ウ
に 

対
す
る
行
為
に
お
い
て
大
き
な
罪
を
犯
し
た
。
だ
が
彼
は
悔
い
改
め
て
い
た
。
彼
の
罪
と
が
は
ゆ
る
さ
れ
、
そ
の
罪
は
き
よ
め
ら
れ 

た
。
だ
か
ら
彼
は
神
の
ご
臨
在
の
あ
ら
わ
れ
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
人
が
故
意
に
罪
を
心
に
宿
し
て
い
な
が 

ら
神
の
前
に
出
た
と
き
、
そ
の
人
は
か
な
ら
ず
滅
ぼ
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
再
臨
の
と
き
に
、
悪
人
は
主
イ
エ
ス
の
「
口
の
息
を
も
っ
て
」 

殺
さ
れ
、
「
来
臨
の
輝
き
に
よ
っ
て
」
滅
ぼ
さ
れ
る(
テ
サ
ロ
ニ
ケ
第
二
・
二
ノ
八)

。
神
の
栄
光
の
光
は
、
義
人
に
は
い
の
ち
を
与
え
る 

が
、
悪
人
は
滅
ぼ
す
の
で
あ
る
。 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
時
代
に
、
キ
リ
ス
ト
は
神
の
品
性
を
あ
ら
わ
す
お
か
た
と
し
て
現
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
人
々 

は
イ
エ
ス
の
前
に
出
る
と
自
分
の
罪
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
罪
か
ら
き
よ
め
ら
れ
た
い
と
願
っ
た
と
き
に
の
み
彼
ら
は 

イ
エ
ス
と
の
ま
じ
わ
り
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
心
の
き
よ
い
者
だ
け
が
イ
エ
ス
の
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で 
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あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
宣
告
し
た
。
多
く
の
者
が
彼
の
教
え
に
注
意
し
た
。 

多
く
の
者
が
、
従
う
た
め
に
一
切
を
犠
牲
に
し
た
。
群
衆
は
こ
こ
か
し
こ
へ
と
こ
の
新
し
い
教
師
に
つ
い
て
行
き
、
彼
が
メ
シ
ヤ
で 

あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
望
み
を
い
だ
い
て
い
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
は
、
人
々
が
自
分
に
心
を
向
け
る
の 

を
見
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
彼
ら
の
信
仰
を
き
た
る
べ
き
お
か
た
に
向
け
よ
う
と
つ
と
め
た
。 
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第 11 章 
 

バ
プ
テ
ス
マ    

 

本
章
は
、
マ
タ
イ
三
ノ
一
三
―
一
七
、
マ
ル
コ
一
ノ 

九
―
一
一
、
ル
カ
三
ノ
二
一
、
二
二
に
も
と
づ
く 

 

荒
野
の
預
言
者
と
そ
の
驚
く
べ
き
布
告
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
じ
ゅ
う
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
彼
の
叫
び
は
、
ど
ん
な
遠 

い
山
村
の
百
姓
に
も
、
海
辺
の
漁
師
た
ち
に
も
伝
わ
り
、
単
純
で
熱
心
な
こ
れ
ら
の
人
々
の
心
の
中
に
最
も
真
実
な
反
響
が
み
ら
れ 

た
。
ナ
ザ
レ
で
も
ヨ
セ
フ
の
も
の
で
あ
っ
た
大
工
の
仕
事
場
に
こ
の
話
が
つ
た
え
ら
れ
、
イ
エ
ス
は
神
の
召
し
を
認
め
ら
れ
た
。
イ 

エ
ス
の
時
が
き
て
い
た
。
毎
日
の
労
働
か
ら
離
れ
て
、
イ
エ
ス
は
母
に
別
れ
を
告
げ
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
集
ま
っ
て
行
く
同
胞
の
足
跡 

に
従
わ
れ
た
。 

イ
エ
ス
と
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
従
兄
弟(

い
と
こ)
で
、
ふ
た
り
は
誕
生
の
事
情
に
よ
っ
て
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
だ
が
ふ 

た
り
と
も
ま
だ
互
い
に
面
識
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ナ
ザ
レ
で
生
活
さ
れ
、
ヨ
ハ
ネ
は
ユ
ダ
ヤ
の
荒
野
で
生
活
し
て 

い
た
。
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
彼
ら
は
世
間
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
生
活
し
、
お
互
い
の
連
絡
は
な
か
っ
た
。
こ
の 

こ
と
は
摂
理
の
う
ち
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ふ
た
り
が
お
互
い
の
主
張
を
支
持
す
る
た
め
に
互
い
に
し
め
し
合
わ
せ
た
と
非
難
さ
れ 

る
根
拠
は
何
も
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
。 
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ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
エ
ス
の
誕
生
を
さ
し
示
し
た
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
彼
は
、
イ
エ
ス
が
子
供
の
こ
ろ
エ
ル
サ 

レ
ム
に
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
時
ラ
ビ
の
学
校
で
起
っ
た
こ
と
を
き
い
て
い
た
。
彼
は
イ
エ
ス
の
罪
の
な
い
生
活
を
知
り
、 

イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
が
、
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
絶
対
的
な
確
証
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で 

は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が
長
年
人
目
に
つ
か
ず
に
す
ご
さ
れ
、
ご
自
分
の
使
命
に
つ
い
て
特
別
な
証
拠
を
お
示
し
に
な
ら
な
か
っ
た 

こ
と
が
、
彼
は
本
当
に
約
束
さ
れ
た
お
か
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
の
根
拠
と
な
っ
た
。
し
か
し
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
神
が 

す
べ
て
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
時
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
信
仰
を
も
っ
て
待
っ
た
。
メ
シ
ヤ
が
ヨ
ハ
ネ
の
手
で
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
る 

こ
と
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
時
彼
が
神
で
あ
ら
れ
る
証
拠
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ヨ
ハ
ネ
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に 

し
て
ヨ
ハ
ネ
は
メ
シ
ヤ
を
民
の
前
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
に
お
い
で
に
な
っ
た
時
、
ヨ
ハ
ネ
は
イ
エ
ス
の
う
ち
に
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
人
に
も
み
た
こ
と
の
な 

い
純
潔
な
品
性
を
み
と
め
た
。
イ
エ
ス
の
ご
臨
在
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
が
神
聖
で
お
そ
れ
多
い
気
持
を
感
じ
さ
せ
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
川 

の
ヨ
ハ
ネ
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
き
た
多
く
の
人
々
の
中
に
、
彼
は
暗
い
罪
悪
の
話
を
き
き
、
数
知
れ
な
い
罪
の
重
荷
に
お
し
つ
け 

ら
れ
て
い
る
魂
を
見
た
。
し
か
し
こ
ん
な
に
神
聖
な
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
人
に
は
こ
れ
ま
で
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
メ
シ
ヤ
に
つ
い
て
ヨ
ハ
ネ
に
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
と
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
は
イ
エ
ス
の
た 

の
み
に
応
ず
る
こ
と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
。
罪
人
で
あ
る
自
分
が
ど
う
し
て
罪
の
な
い
お
か
た
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
す
こ
と
が
で
き 

よ
う
か
。
悔
い
改
め
る
必
要
の
な
い
お
か
た
が
、
不
義
を
告
白
し
て
洗
い
き
よ
め
る
儀
式
を
ど
う
し
て
お
受
け
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ 

う
か
。 
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イ
エ
ス
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
た
の
ま
れ
る
と
、
ヨ
ハ
ネ
は
お
し
と
ど
め
て
「
わ
た
し
こ
そ
あ
な
た
か
ら
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
る
は
ず 

で
す
の
に
、
あ
な
た
が
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
お
い
で
に
な
る
の
で
す
か
」
と
叫
ん
だ(

マ
タ
イ
三
ノ
一
四)

。
イ
エ
ス
は
、
き
っ
ぱ
り 

と
し
か
し
や
さ
し
い
威
厳
を
も
っ
て
、｢

今
は
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
正
し
い
こ
と
を
成
就
す
る
の
は
、 

わ
れ
わ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
た(

マ
タ
イ
三
ノ
一
五)

。
そ
こ
で
ヨ
ハ
ネ
は
譲
歩
し
て
、
救
い
主
を
ヨ
ル
ダ 

ン
川
に
み
ち
び
き
、
水
の
下
に
沈
め
た
。
「
イ
エ
ス
は
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
る
と
す
ぐ
、
水
か
ら
上
が
ら
れ
た
。
す
る
と
、
見
よ
、 

天
が
開
け
、
神
の
御
霊(
み
た
ま)

が
は
と
の
よ
う
に
自
分
の
上
に
下
っ
て
く
る
の
を
、
ご
ら
ん
に
な
っ
た
」(

マ
タ
イ
三
ノ
一
六)

。 

イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
た
め
に
、
罪
の
告
白
と
し
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
お
受
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
を 

罪
人
と
同
じ
に
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
と
る
べ
き
手
段
を
と
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
な
す
べ
き
わ
ざ
を
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

バ
プ
テ
ス
マ
後
の
イ
エ
ス
の
苦
難
と
忍
耐
の
一
生
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
模
範
で
あ
っ
た
。 

水
か
ら
あ
が
っ
て
こ
ら
れ
る
と
、
イ
エ
ス
は
祈
り
の
た
め
に
川
の
岸
に
ひ
ざ
ま
ず
か
れ
た
。
一
つ
の
新
し
い
重
要
な
時
代
が
イ
エ 

ス
の
前
に
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
い
ま
も
っ
と
広
い
舞
台
に
立
っ
て
、
ご
自
分
の
生
涯
の
戦
い
に
は
い
ろ
う
と
し
て 

お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
平
和
の
君
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
こ
ら
れ
た
こ
と
は
宣
戦
布
告
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
イ 

エ
ス
が
建
設
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
王
国
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
望
ん
で
い
た
王
国
と
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
儀 

式
と
制
度
の
基
で
あ
ら
れ
た
お
か
た
が
、
そ
の
敵
ま
た
破
壊
者
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
シ
ナ
イ
山
で
律
法
を
布 

告
さ
れ
た
お
か
た
が
、
違
反
者
と
し
て
宣
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
サ
タ
ン
の
力
を
う
ち
破
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
お
か
た
が
、 

ベ
ル
ゼ
ブ
ル
と
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
地
上
で
は
だ
れ
ひ
と
り
イ
エ
ス
を
理
解
し
た
者
が
な
く
、
公
生
涯
の
間
も
な
お
ひ
と
り
で 
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歩
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
の
一
生
の
間
、
そ
の
母
と
兄
弟
た
ち
は
彼
の
使
命
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
弟
子
た
ち
さ
え
、
イ
エ 

ス
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
神
と
一
つ
の
お
か
た
と
し
て
、
永
遠
の
光
の
う
ち
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
が
、
地
上
の
生
涯
は 

孤
独
の
う
ち
に
送
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

イ
エ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
と
一
つ
に
な
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
不
義
と
苦
悩
の
重
荷
を
負
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
罪
の
な
い
お
か
た
が 

罪
の
屈
辱
を
感
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
平
和
を
愛
さ
れ
る
お
か
た
が
争
い
と
共
に
住
み
、
真
実
が
虚
偽
と
、
純
潔
が
邪
悪
と
共
に 

住
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
律
法
を
犯
し
た
た
め
に
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
罪
、
あ
ら
ゆ
る
不
和
、
あ
ら
ゆ
る
け
が
れ
た
欲
が
イ
エ
ス
の
心
を 

苦
し
め
た
。 

イ
エ
ス
は
ひ
と
り
で
道
を
歩
み
、
ひ
と
り
で
重
荷
を
負
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
栄
光
を
ぬ
い
で
、
人
間
の
弱
さ
を
着
ら
れ
た
イ
エ 

ス
の
上
に
こ
の
世
の
あ
が
な
い
が
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
は
す
べ
て
そ
う
し
た
こ
と
を
見
、
ま
た
感
じ
ら
れ
た
が
、
彼
の 

決
意
は
固
か
っ
た
。
堕
落
し
た
人
類
の
救
い
が
イ
エ
ス
の
腕
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
手
を
さ
し
の
べ
て
大
能
な
る
愛
の
神
の 

み
手
を
に
ぎ
ら
れ
た
。 

救
い
主
が
魂
を
そ
そ
い
で
祈
ら
れ
る
時
、
そ
の
目
は
天
を
見
通
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
罪
が
人
々
の
心
を
固
く
し
た
こ 

と
も
、
彼
ら
が
イ
エ
ス
の
使
命
を
み
と
め
て
救
い
の
賜
物
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
も
イ
エ
ス
は
よ
く
ご
存
じ
で
あ
る
。
彼
ら 

の
不
信
に
う
ち
勝
ち
、
サ
タ
ン
が
彼
ら
を
と
り
こ
に
し
て
い
る
鎖
を
た
ち
切
り
、
彼
ら
の
た
め
に
破
壊
者
を
征
服
す
る
力
を
、
イ
エ
ス 

は
天
父
に
懇
願
さ
れ
る
。
み
子
イ
エ
ス
の
う
ち
に
あ
る
人
性
を
神
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
証
拠
を
、
イ
エ
ス
は
お
求
め
に
な
る
。 

天
使
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
祈
り
を
こ
れ
ま
で
き
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
愛
す
る
指
揮
官
イ
エ
ス
に
、
保
証
と
慰
め
の 
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メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
と
熱
望
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
で
き
な
い
。
天
父
が
ご
自
身
で
み
子
の
祈
願
に
答
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
み 

座
か
ら
直
接
に
神
の
栄
光
が
輝
き
出
る
。
天
が
開
け
、
い
と
も
清
い
光
が
は
と
の
よ
う
な
形
を
な
し
て
、
救
い
主
の
頭
上
に
く
だ
る
。 

そ
れ
は
柔
和
で
心
の
へ
り
く
だ
っ
た
お
か
た
で
あ
る
イ
エ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
象
徴
で
あ
る
。 

ヨ
ル
ダ
ン
川
の
お
び
た
だ
し
い
群
衆
の
中
で
、
ヨ
ハ
ネ
以
外
に
は
こ
の
天
の
光
景
を
み
と
め
た
者
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し 

か
し
神
の
ご
臨
在
の
荘
厳
さ
が
会
衆
の
上
に
と
ど
ま
っ
た
。
人
々
は
だ
ま
っ
て
キ
リ
ス
ト
を
み
つ
め
て
い
た
。
そ
の
お
姿
は
神
の
み 

座
を
い
つ
も
と
り
ま
い
て
い
る
光
を
浴
び
て
い
た
。
上
を
向
か
れ
た
イ
エ
ス
の
お
顔
は
、
こ
れ
ま
で
人
の
顔
に
み
ら
れ
た
こ
と
の
な 

い
栄
光
に
輝
い
た
。
開
か
れ
た
天
か
ら
、
一
つ
の
声
が
く
だ
っ
て
、「
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た
し
の
心
に
か
な
う
者
で
あ 

る
」
と
言
う
の
が
き
こ
え
た(

マ
タ
イ
三
ノ
一
七)

。 

こ
の
確
認
の
こ
と
ば
は
、
そ
の
光
景
を
見
た
人
々
の
う
ち
に
信
仰
心
を
起
し
、
ま
た
使
命
の
た
め
に
救
い
主
を
力
づ
け
る
た
め
に 

与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
不
義
の
世
の
罪
が
キ
リ
ス
ト
の
上
に
お
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
屈
辱
を
し
の
ん
で
わ
れ
わ
れ 

の
堕
落
し
た
性
質
を
お
と
り
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
か
ら
の
声
は
、
イ
エ
ス
を
永
遠
な
る
神
の
み
子
と
宣
言
し
た
。 

イ
エ
ス
が
嘆
願
者
と
し
て
ひ
ざ
ま
ず
き
、
涙
な
が
ら
に
天
父
の
是
認
を
懇
願
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
、
ヨ
ハ
ネ
は
深
く
感
動
し 

た
。
神
の
栄
光
が
イ
エ
ス
を
と
り
か
こ
み
、
天
か
ら
の
声
が
き
こ
え
た
時
、
ヨ
ハ
ネ
は
神
が
約
束
し
て
お
ら
れ
た
し
る
し
を
み
と
め 

た
。
自
分
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
さ
ず
け
た
お
か
た
が
世
の
あ
が
な
い
主
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
知
っ
た
。
聖
霊
が
ヨ
ハ
ネ
の
上
に
く
だ
っ 

た
。
彼
は
手
を
さ
し
の
べ
て
イ
エ
ス
を
指
さ
し
、
「
見
よ
、
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
羊
」
と
叫
ん
だ(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
二
九)

。 

聴
衆
の
中
の
だ
れ
も
、
ま
た
こ
の
こ
と
ば
を
語
っ
た
彼
自
身
さ
え
、
「
神
の
小
羊
」
と
い
う
こ
の
こ
と
ば
の
重
大
な
意
味
を
み
と
め 
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て
い
な
か
っ
た
。
モ
リ
ア
山
上
で
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
息
子
か
ら
、「
燔
祭
の
小
羊
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
」
と
き
か
れ
た
。
父
は
「
子 

よ
、
神
み
ず
か
ら
燔
祭
の
小
羊
を
備
え
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
た(

創
世
記
二
二
ノ
七
、
八)

。
そ
う
し
て
、
イ
サ
ク
の
代 

り
に
天
か
ら
備
え
ら
れ
た
牡(

お)

羊
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
人
類
の
罪
の
た
め
に
死
な
れ
る
お
か
た
の
象
徴
を
見
た
。
聖
霊
は
イ
ザ
ヤ 

を
通
し
、
例
を
用
い
て
、
救
い
主
の
こ
と
を
、
「
ほ
ふ
り
場
に
ひ
か
れ
て
行
く
小
羊
の
よ
う
に
」
「
主
は
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
者
の
不 

義
を
、
彼
の
上
に
お
か
れ
た
」
と
預
言
し
た(

イ
ザ
ヤ
書
五
三
ノ
七
、
六)

。
し
か
し
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
こ
の
教
訓
を
理
解
し
て
い 

な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
い
け
に
え
の
献
げ
物
に
つ
い
て
、
異
教
徒
た
ち
が
い
け
に
え
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
と
ま
っ
た
く 

同
じ
よ
う
に
、
神
を
な
だ
め
る
た
め
の
献
げ
物
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
た
。
神
は
、
人
々
を
神
と
や
わ
ら
が
せ
る
賜
物
が
神
ご
自 

身
の
愛
か
ら
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
彼
ら
に
教
え
た
い
と
望
ま
れ
た
。 

ヨ
ル
ダ
ン
川
で
、
イ
エ
ス
に
「
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た
し
の
心
に
か
な
う
者
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
ば
は
、
全 

人
類
を
含
ん
で
い
る(

マ
タ
イ
三
ノ
一
七)
。
神
は
わ
れ
わ
れ
の
代
表
者
と
し
て
の
イ
エ
ス
に
語
ら
れ
た
。
ど
ん
な
に
罪
や
欠
点
を
も 

っ
て
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
無
価
値
な
も
の
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
神
は
愛
す
る
み
子
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
を
受 

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
」(

エ
ペ
ソ
一
ノ
六
英
語
訳
聖
書)
。
キ
リ
ス
ト
の
上
に
く
だ
っ
た
栄
光
は
、
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
神
の
愛
の 

保
証
で
あ
る
。
そ
れ
は
祈
り
の
力
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
人
間
の
声
が
神
の
御
耳
に
と
ど
く
こ
と
と
、
わ
れ
わ
れ
の
祈
願
が
天
の
宮 

廷
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
を
告
げ
て
い
る
。
罪
に
よ
っ
て
、
地
は
天
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
天
と
の
ま
じ
わ
り
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ 

た
。
だ
が
イ
エ
ス
は
地
を
も
う
一
度
栄
光
の
天
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
の
愛
は
人
類
を
と
り
ま
き
、
最
高
の
天
に
達
し
た
。 

開
か
れ
た
門
か
ら
救
い
主
の
頭
上
に
さ
し
た
光
が
、
試
み
に
抵
抗
す
る
た
め
に
助
け
を
祈
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
上
に
さ
す
の
で
あ 
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る
。
イ
エ
ス
に
語
ら
れ
た
み
声
が
、
信
じ
て
い
る
ひ
と
り
び
と
り
に
む
か
っ
て
「
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た
し
の
心
に
か 

な
う
者
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
愛
す
る
者
た
ち
よ
。
わ
た
し
た
ち
は
今
や
神
の
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
ど
う
な
る
の
か
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
な 

い
。
彼
が
現
れ
る
時
、
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
彼
に
似
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
こ
と
の
御
姿
を
見
る 

か
ら
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
第
一
・
三
ノ
二)

。
わ
れ
ら
の
あ
が
な
い
主
が
道
を
お
開
き
に
な
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
に
罪
深
い
者
も
、
ど 

ん
な
に
困
っ
て
い
る
者
も
、
ま
た
ど
ん
な
に
し
い
た
げ
ら
れ
、
あ
な
ど
ら
れ
て
い
る
者
も
、
天
父
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ
れ 

で
も
み
な
、
イ
エ
ス
が
備
え
に
行
か
れ
た
住
居
を
わ
が
家
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
聖
な
る
者
、
ま
こ
と
な
る
者
、
ダ
ビ
デ
の
か 

ぎ
を
持
つ
者
、
開
け
ば
だ
れ
に
も
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
閉
じ
れ
ば
だ
れ
に
も
開
か
れ
る
こ
と
の
な
い
者
が
、
次
の
よ
う
に
言 

わ
れ
る
。･･････

見
よ
、
わ
た
し
は
、
あ
な
た
の
前
に
、
だ
れ
も
閉
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
門
を
開
い
て
お
い
た
」(

黙
示
録
三
ノ
七
、 

八)

。 
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第 12 章 
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み    

 

本
章
は
マ
タ
イ
四
ノ
一
―
一
一
、
マ
ル
コ
一
ノ
一 

二
、
一
三
、
ル
カ
四
ノ
一
―
一
三
に
も
と
づ
く 

 

「
さ
て
、
イ
エ
ス
は
聖
霊
に
満
ち
て
ヨ
ル
ダ
ン
川
か
ら
帰
り
、
荒
野
を･･････

御
霊
に
ひ
き
ま
わ
さ
れ
」
た(

ル
カ
四
ノ
一
、
二)

。 

マ
ル
コ
の
こ
と
ば
は
も
っ
と
意
味
が
深
い
。
「
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
、
御
霊
が
イ
エ
ス
を
荒
野
に
追
い
や
っ
た
。
イ
エ
ス
は
四
十
日
の 

あ
い
だ
荒
野
に
い
て
、
サ
タ
ン
の
試
み
に
あ
わ
れ
た
。
そ
し
て
獣
も
そ
こ
に
い
た
が
、
御
使
た
ち
は
イ
エ
ス
に
仕
え
て
い
た
」
「
そ 

の
あ
い
だ
何
も
食
べ
」
ら
れ
な
か
っ
た(

マ
ル
コ
一
ノ
一
二
、
一
三
、
ル
カ
四
ノ
二)

。 

イ
エ
ス
が
試
み
ら
れ
る
た
め
に
荒
野
へ
み
ち
び
か
れ
た
時
、
彼
は
神
の
み
た
ま
に
よ
っ
て
み
ち
び
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス 

は
ご
自
分
か
ら
試
み
を
招
か
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が
荒
野
へ
行
か
れ
た
の
は
、
ひ
と
り
に
な
っ
て
、
ご
自
分
の
使
命
と
働
き
と
を 

熟
考
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
断
食
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
ご
自
分
が
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
い
血
み
ど
ろ
の
道
の
た
め
に
、 

準
備
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
サ
タ
ン
は
、
救
い
主
が
荒
野
へ
行
か
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
イ
エ
ス
に
近
づ
く
最
上 

の
時
だ
と
思
っ
た
。 

世
の
重
大
な
形
勢
は
、
光
の
君
と
暗
黒
の
王
国
の
指
導
者
と
の
争
闘
に
か
か
っ
て
い
た
。
人
を
罪
に
誘
惑
し
て
か
ら
、
サ
タ
ン
は 
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こ
の
地
上
を
自
分
の
も
の
と
し
て
主
張
し
、
自
ら
こ
の
世
の
君
と
称
し
た
。
彼
は
人
類
の
父
母
を
自
分
の
性
質
に
従
わ
せ
た
の
で
、 

こ
こ
に
自
分
の
王
国
を
築
こ
う
と
考
え
た
。
彼
は
、
人
類
が
彼
を
自
分
た
ち
の
君
主
に
え
ら
ん
だ
と
宣
言
し
た
。
人
類
を
支
配
す
る 

こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
こ
の
世
の
主
権
を
保
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
サ
タ
ン
の
主
張
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
お
い
で 

に
な
っ
た
。
人
の
子
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
は
神
に
対
す
る
忠
誠
を
保
た
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
タ
ン
は
人
類 

を
完
全
に
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
、
世
に
対
す
る
彼
の
主
張
は
う
そ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
サ
タ
ン
の
権
力
か
ら 

救
わ
れ
た
い
と
望
む
者
は
み
な
自
由
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
罪
の
た
め
に
ア
ダ
ム
が
失
っ
た
主
権
は
回
復
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

エ
デ
ン
で
、
蛇
に
向
か
っ
て
、
「
わ
た
し
は
恨
み
を
お
く
、
お
ま
え
と
女
と
の
あ
い
だ
に
、
お
ま
え
の
す
え
と
女
の
す
え
と
の
間
に
。 

彼
は
お
ま
え
の
か
し
ら
を
砕
き
、
お
ま
え
は
彼
の
か
か
と
を
砕
く
で
あ
ろ
う
」
と
宣
告
さ
れ
て
以
来
、
サ
タ
ン
は
世
に
対
す
る
絶
対 

的
な
支
配
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た(

創
世
記
三
ノ
一
五)

。
人
類
の
中
に
は
、
サ
タ
ン
の
主
権
に
抵
抗
す
る 

一
つ
の
力
が
働
い
て
い
る
の
が
み
ら
れ
た
。
非
常
な
興
味
を
も
っ
て
サ
タ
ン
は
、
ア
ダ
ム
と
そ
の
息
子
た
ち
が
さ
さ
げ
る
い
け
に
え 

を
見
守
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
儀
式
の
中
に
、
彼
は
地
と
天
と
の
間
の
ま
じ
わ
り
の
象
徴
を
み
と
め
た
。
彼
は
こ
の
ま
じ
わ
り
を
た
ち 

切
る
こ
と
に
と
り
か
か
っ
た
。
サ
タ
ン
は
神
の
悪
口
を
言
い
、
救
い
主
を
さ
し
示
し
て
い
る
儀
式
を
曲
解
さ
せ
た
。
人
類
は
、
自
分 

た
ち
が
滅
び
る
の
を
よ
ろ
こ
ぶ
お
か
た
と
し
て
神
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
の
愛
を
あ
ら
わ
す
は
ず
だ
っ
た
い
け
に
え
が
、
神 

の
怒
り
を
な
だ
め
る
た
め
だ
け
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
サ
タ
ン
は
自
分
の
支
配
を
人
々
に
お
し
つ
け
る
た
め
に
、
人
々
の
悪
い
欲
望
を 

か
き
た
て
た
。
書
か
れ
た
神
の
み
こ
と
ば
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
サ
タ
ン
は
救
い
主
の
来
臨
に
つ
い
て
の
預
言
を
研
究
し
た
。
サ
タ 

ン
は
、
キ
リ
ス
ト
が
こ
ら
れ
た
と
き
、
人
々
が
キ
リ
ス
ト
を
こ
ば
む
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
預
言
に
つ
い
て
人
々
を
盲
目
に
す
る
た
め 
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に
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
働
い
た
。 

イ
エ
ス
が
お
生
れ
に
な
っ
た
と
き
、
サ
タ
ン
は
彼
の
主
権
に
つ
い
て
反
論
す
る
た
め
に
神
か
ら
任
命
さ
れ
た
お
か
た
が
こ
ら
れ
た 

こ
と
を
知
っ
た
。
生
れ
た
て
の
王
の
権
威
に
つ
い
て
証
言
し
た
天
使
た
ち
の
こ
と
ば
に
、
サ
タ
ン
は
ふ
る
え
た
。
サ
タ
ン
は
、
キ
リ 

ス
ト
が
天
父
の
い
と
し
子
と
し
て
天
で
占
め
て
お
ら
れ
た
立
場
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
神
の
み
子
が
人
と
し
て
こ
の
世
に
お
い
で
に 

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
心
に
驚
き
と
不
安
と
を
満
た
し
た
。
彼
は
こ
の
大
き
な
犠
牲
の
奥
義
を
は
か
り
知
る
こ
と
が
で
き
な 

か
っ
た
。
彼
の
利
己
的
な
魂
は
あ
ざ
む
か
れ
た
人
類
へ
の
こ
の
よ
う
な
愛
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
天
の
栄
光
と
平
和
、 

神
と
の
ま
じ
わ
り
の
よ
ろ
こ
び
は
、
人
間
に
は
か
す
か
に
し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
お
お
う
こ
と
を
な
す
ケ
ル
ビ
ム
で
あ 

っ
た
ル
シ
フ
ァ
ー
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
。
天
を
追
わ
れ
て
か
ら
、
サ
タ
ン
は
、
ほ
か
の
者
た
ち
を
自
分
と
同
じ
よ
う
に
堕
落
さ 

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
報
復
し
よ
う
と
決
心
し
て
い
た
。
人
々
に
天
の
事
物
を
軽
視
さ
せ
、
心
を
地
上
の
も
の
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
に 

よ
っ
て
、
彼
は
こ
の
こ
と
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。 

天
の
司
令
官
が
人
々
の
魂
を
ご
自
分
の
王
国
に
み
ち
び
か
れ
る
に
は
妨
害
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で 

赤
ん
坊
だ
っ
た
時
か
ら
、
た
え
ず
サ
タ
ン
に
攻
撃
さ
れ
た
。
神
の
み
か
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い 

た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
を
征
服
す
る
こ
と
が
、
サ
タ
ン
の
会
議
で
き
ま
っ
た
。
ど
ん
な
人
間
も
こ
の
世
に
生
れ
て
、
欺
瞞
者
の
力
か
ら 

の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
悪
の
同
盟
勢
力
は
イ
エ
ス
と
の
戦
い
に
従
事
し
、
で
き
る
な
ら
ば
イ
エ
ス
に
う
ち
勝
と
う
と
し 

て
、
イ
エ
ス
の
道
に
殺
到
し
た
。 

救
い
主
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
と
き
、
サ
タ
ン
は
そ
の
目
撃
者
た
ち
の
中
に
い
た
。
サ
タ
ン
は
天
父
の
栄
光
が
み
子
を
お
お
っ
て
い
る 
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の
を
見
た
。
彼
は
エ
ホ
バ
の
み
声
が
イ
エ
ス
の
神
性
を
証 

明
す
る
の
を
き
い
た
。
ア
ダ
ム
が
罪
を
犯
し
て
以
来
、
人 

類
は
神
と
の
直
接
の
ま
じ
わ
り
か
ら
断
た
れ
、
天
と
地
と 

の
ま
じ
わ
り
は
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。 

し
か
し
い
ま
イ
エ
ス
が
「
罪
の
肉
の
様
」
を
と
っ
て
お
い 

で
に
な
っ
た
の
で
、
天
父
は
自
ら
お
語
り
に
な
っ
た(

ロ
ー 

マ
八
ノ
三)

。
神
は
、
以
前
に
は
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て

通
し
て

通
し
て

通
し
て
人
類 

と
ま
じ
わ
ら
れ
た
が
、
こ
ん
ど
は
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
う
ち
う
ち
う
ち
に
あ 

っ
て
人
類
と
ま
じ
わ
ら
れ
た
。
サ
タ
ン
は
、
神
が
罪
を
憎 

ま
れ
る
あ
ま
り
、
天
と
地
が
永
遠
に
隔
離
さ
れ
る
よ
う
に 

望
ん
で
い
た
。
だ
が
い
ま
神
と
人
と
の
間
の
つ
な
が
り
が 

回
復
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

サ
タ
ン
は
自
分
が
征
服
す
る
か
征
服
さ
れ
る
か
の
ど
ち 

ら
か
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
。
戦
い
の
形
勢
は
味
方
の 

天
使
た
ち
に
ま
か
せ
て
お
け
な
い
ほ
ど
重
大
で
あ
っ
た
。 

彼
が
自
ら
戦
い
を
指
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
背
信
の 

サタンは神のみことばの預言を研究していた。そして、イエスがこの地上

におくだりになる前に、欺瞞者サタンは人々を真理に対してめくらにし、メ

シヤをこばませようとした。  
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全
精
力
が
神
の
み
子
に
向
か
っ
て
集
中
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
地
獄
の
あ
ら
ゆ
る
武
器
の
ま
と
と
な
ら
れ
た
。 

キ
リ
ス
ト
と
サ
タ
ン
と
の
こ
の
戦
い
を
、
自
分
自
身
の
生
活
に
特
別
な
関
係
が
な
い
も
の
の
よ
う
に
み
て
い
る
人
が
多
い
。
彼
ら 

に
と
っ
て
こ
の
戦
い
は
興
味
が
な
い
。
だ
が
ど
の
人
の
心
の
領
分
で
も
こ
の
争
闘
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
は
、
悪 

の
隊
列
か
ら
離
れ
て
、
神
の
奉
仕
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
と
き
、
必
ず
サ
タ
ン
の
攻
撃
に
遭
遇
す
る
。
キ
リ
ス
ト
が
抵
抗
さ
れ
た
試
み 

は
、
わ
れ
わ
れ
が
抵
抗
す
る
に
は
非
常
に
困
難
に
み
え
る
試
み
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
品
性
が
わ
れ
わ
れ
の
品
性
に
ま
さ
っ
て
い
る 

だ
け
余
計
に
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
試
み
は
強
か
っ
た
。
世
の
罪
と
い
う
恐
る
べ
き
重
さ
を
身
に
負
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
、
食
欲
に
つ 

い
て
、
世
へ
の
愛
着
に
つ
い
て
、
知
り
な
が
ら
罪
を
犯
す
よ
う
に
な
る
自
己
表
示
へ
の
愛
着
に
つ
い
て
、
試
み
に
耐
え
ら
れ
た
。
こ 

れ
ら
は
ア
ダ
ム
と
エ
バ
を
敗
北
さ
せ
た
試
み
で
あ
り
、
ま
た
容
易
に
わ
れ
わ
れ
を
う
ち
負
か
す
試
み
で
あ
る
。 

サ
タ
ン
は
、
神
の
律
法
が
不
公
正
で
従
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
証
拠
と
し
て
、
ア
ダ
ム
の
罪
を
指
摘
し
て
い
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
わ
れ
わ
れ
の
人
性
を
も
っ
て
、
ア
ダ
ム
の
失
敗
を
あ
が
な
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ダ
ム
が
誘
惑
者
か
ら 

攻
撃
さ
れ
た
と
き
に
は
、
彼
に
は
罪
の
影
響
が
す
こ
し
も
な
か
っ
た
。
彼
は
完
全
な
人
間
と
し
て
の
力
を
も
っ
て
い
て
、
心
も
か
ら 

だ
も
活
力
に
満
ち
て
い
た
。
彼
は
エ
デ
ン
の
栄
光
に
と
り
か
こ
ま
れ
、
天
使
た
ち
と
毎
日
ま
じ
わ
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
サ
タ
ン
と 

争
う
た
め
に
荒
野
へ
は
い
っ
て
行
か
れ
た
時
に
は
、
ア
ダ
ム
の
時
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
。
四
千
年
間
に
わ
た
っ
て
、
人
類
は
体
力 

も
知
力
も
道
徳
価
値
も
低
下
し
て
い
た
。
し
か
も
キ
リ
ス
ト
は
退
歩
し
た
人
類
の
弱
さ
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ 

っ
て
の
み
キ
リ
ス
ト
は
人
類
を
堕
落
の
一
番
深
い
底
か
ら
救
う
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
試
み
に
負
け
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
だ
と
主
張
す
る
人
が
多
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
は
ア
ダ
ム
の
立 
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場
に
置
か
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
ア
ダ
ム
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
勝
利
を
得
る
こ
と
も
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

も
し
わ
れ
わ
れ
が
何
ら
か
の
意
味
で
キ
リ
ス
ト
よ
り
も
き
び
し
い
戦
い
を
た
た
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ 

わ
れ
を
救
う
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
救
い
主
は
、
罪
の
負
債
ご
と
人
性
を
お
と
り
に
な
っ
た
。
彼
は
試
み
に 

負
け
る
可
能
性
の
ま
ま
人
間
の
性
質
を
お
と
り
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
耐
え
ね
ば
な 

ら
な
い
こ
と
は
何
一
つ
な
い
。 

エ
デ
ン
の
ア
ダ
ム
、
エ
バ
と
同
じ
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、
食
欲
が
最
初
の
大
き
な
試
み
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
堕
落
が 

は
じ
ま
っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
点
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
が
な
い
の
働
き
は
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ダ
ム
が
食
欲
を
ほ
し
い
ま 

ま
に
し
て
堕
落
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
食
欲
を
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勝
利
な
さ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
四
十
日
四
十
夜
、
断 

食
を
し
、
そ
の
の
ち
空
腹
に
な
ら
れ
た
。
す
る
と
試
み
る
者
が
き
て
言
っ
た
、『
も
し
あ
な
た
が
神
の
子
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
石 

が
パ
ン
に
な
る
よ
う
に
命
じ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
』
イ
エ
ス
は
答
え
て
言
わ
れ
た
、『
「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
く
、
神 

の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言
で
生
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
』
」(

マ
タ
イ
四
ノ
二
―
四)

。 

ア
ダ
ム
の
時
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
時
ま
で
、
放
縦
の
た
め
に
食
欲
と
情
欲
の
力
が
増
大
し
、
つ
い
に
は
そ
う
し
た
欲
が
ほ
と
ん
ど
無 

制
限
な
支
配
力
を
持
つ
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
人
々
は
、
品
性
が
低
下
し
、
病
気
に
か
か
り
、
独
力
で
勝
利
す
る
こ
と
は 

不
可
能
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
人
の
た
め
に
最
も
は
げ
し
い
試
み
に
耐
え
て
勝
利
さ
れ
た
。
彼
は
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
、
飢
え 

や
死
よ
り
も
強
い
自
制
心
を
働
か
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
最
初
の
勝
利
の
中
に
、
暗
黒
の
勢
力
と
わ
れ
わ
れ
と
の
す
べ
て
の
戦
い 

に
み
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
ほ
か
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。 
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イ
エ
ス
が
荒
野
へ
は
い
っ
て
行
か
れ
た
と
き
、
彼
は
天
父
の
栄
光
に
つ
つ
ま
れ
た
。
神
と
の
ま
じ
わ
り
に
心
を
奪
わ
れ
て
お
ら
れ 

た
の
で
、
イ
エ
ス
は
人
間
の
弱
さ
か
ら
高
め
ら
れ
た
。
し
か
し
栄
光
が
去
る
と
、
彼
は
試
み
と
戦
う
た
め
に
残
さ
れ
た
。
試
み
は
刻 

刻
に
イ
エ
ス
に
迫
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
の
人
間
と
し
て
の
性
質
は
、
彼
を
待
ち
受
け
て
い
る
戦
い
に
し
り
ご
み
し
た
。
四
十
日
の
間
、 

彼
は
断
食
し
、
祈
ら
れ
た
。
飢
え
の
た
め
に
弱
く
な
り
、
衰
え
、
精
神
的
苦
悩
の
た
め
に
疲
れ
、
や
つ
れ
は
て
て
、
「
彼
の
顔
だ
ち
は
、 

そ
こ
な
わ
れ
て
人
と
異
な
り
、
そ
の
姿
は
人
の
子
と
異
な
っ
て
い
た
」(

イ
ザ
ヤ
書
五
二
ノ
一
四)

。
い
ま
こ
そ
サ
タ
ン
の
機
会
で
あ 

っ
た
。
い
ま
こ
そ
キ
リ
ス
ト
に
う
ち
勝
て
る
と
、
サ
タ
ン
は
想
像
し
た
。 

救
い
主
の
祈
り
に
答
え
る
か
の
よ
う
に
、
天
か
ら
き
た
天
使
の
姿
を
し
た
者
が
救
い
主
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス 

ト
の
断
食
が
終
っ
た
こ
と
を
宣
言
す
る
よ
う
に
と
神
か
ら
任
務
を
さ
ず
け
ら
れ
て
き
た
と
主
張
し
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
イ
サ
ク
を
さ 

さ
げ
よ
う
と
し
た
時
、
神
が
天
使
を
送
っ
て
そ
の
手
を
と
ど
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
天
父
は
キ
リ
ス
ト
が
自
ら
進
ん
で
血
染
め
の
道
に 

は
い
ら
れ
た
こ
と
に
満
足
さ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
救
う
た
め
に
天
使
を
お
つ
か
わ
し
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
イ
エ
ス
に
も
た
ら
さ 

れ
た
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
救
い
主
は
飢
え
の
た
め
に
弱
り
、
食
物
を
切
望
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
突
然
に
サ
タ
ン
が
イ
エ
ス
を
襲 

っ
た
の
で
あ
る
。
荒
野
に
点
々
と
横
た
わ
っ
て
、
あ
た
か
も
パ
ン
の
よ
う
に
み
え
る
石
を
指
さ
し
て
、
誘
惑
者
は
、「
も
し
あ
な
た
が 

神
の
子
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
石
が
パ
ン
に
な
る
よ
う
に
命
じ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
っ
た(

マ
タ
イ
四
ノ
三)

。 

彼
は
光
の
天
使
を
よ
そ
お
っ
て
い
る
が
、「
も
し
あ
な
た
が
神
の
子
で
あ
る
な
ら
」
と
い
う
こ
の
最
初
の
こ
と
ば
に
そ
の
本
性
が
あ 

ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
信
用
し
な
い
気
持
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。
も
し
イ
エ
ス
が
サ
タ
ン
の
言
う
通
り
の
こ
と
を
さ
れ
た
ら
、 

そ
れ
は
疑
い
の
気
持
を
み
と
め
た
こ
と
に
な
る
。
誘
惑
者
は
世
の
初
め
に
人
類
を
う
ま
く
堕
落
さ
せ
た
の
と
同
じ
手
段
で
キ
リ
ス
ト 
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を
倒
そ
う
と
は
か
る
。
エ
デ
ン
の
園
で
サ
タ
ン
は
何
と
巧
妙
に
エ
バ
に
近
づ
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
「
園
に
あ
る
ど
の
木
か
ら
も
取
っ 

て
食
べ
る
な
と
、
ほ
ん
と
う
に
神
が
言
わ
れ
た
の
で
す
か
」(

創
世
記
三
ノ
一)

。
こ
こ
ま
で
は
、
誘
惑
者
の
こ
と
ば
は
本
当
で
あ
っ 

た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
ば
を
語
る
彼
の
調
子
の
中
に
、
神
の
み
こ
と
ば
に
対
す
る
軽
蔑
が
か
く
さ
れ
て
い
た
。
か
く
さ
れ
た
否
定
、 

神
の
真
実
へ
の
疑
い
が
あ
っ
た
。
サ
タ
ン
は
、
神
が
み
こ
と
ば
通
り
に
は
な
さ
ら
な
い
だ
ろ
う
、
こ
ん
な
美
し
い
果
実
を
与
え
な
い 

で
お
く
こ
と
は
人
に
対
す
る
神
の
愛
と
あ
わ
れ
み
に
反
す
る
こ
と
だ
と
い
う
考
え
方
を
、
エ
バ
の
心
に
吹
き
こ
も
う
と
し
た
。
同
じ 

よ
う
に
い
ま
誘
惑
者
は
、
彼
自
身
の
感
情
を
キ
リ
ス
ト
に
吹
き
こ
も
う
と
す
る
。
「
も
し
あ
な
た
が
神
の
子
で
あ
る
な
ら
」
。
こ
の
こ 

と
ば
は
サ
タ
ン
の
心
に
苦
痛
を
与
え
た
。
彼
の
声
の
調
子
に
は
強
い
懐
疑
心
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
神
が
ご
自
分
の
子
を
こ
ん
な 

目
に
あ
わ
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
神
は
み
子
を
食
物
も
な
く
、
友
も
な
く
、
慰
め
も
な
い
ま
ま
に
野
獣
と
い
っ
し
ょ
に
荒
野
に
放
り
出 

し
た
ま
ま
で
お
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。
神
は
み
子
を
こ
ん
な
目
に
あ
わ
せ
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
、
サ
タ
ン
は
ほ
の
め
か
す
。 

「
も
し
あ
な
た
が
神
の
子
で
あ
る
な
ら
」
こ
の
さ
し
迫
っ
た
飢
え
か
ら
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
力
を
示
し
な
さ
い
。 

こ
の
石
が
パ
ン
と
な
る
よ
う
に
命
じ
な
さ
い
。 

「
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た
し
の
心
に
か
な
う
者
で
あ
る
」
と
の
天
の
声
は
ま
だ
サ
タ
ン
の
耳
に
な
り
ひ
び
い
て
い
る 

(

マ
タ
イ
三
ノ
一
七)

。
し
か
し
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
に
こ
の
あ
か
し
を
信
じ
さ
せ
ま
い
と
決
心
し
て
い
た
。
神
の
こ
の
み
こ
と
ば
は
、 

キ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
ご
自
分
の
聖
な
る
使
命
に
つ
い
て
の
保
証
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
人
々
の
中
に
住
む 

た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
が
天
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
は
こ
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
に
こ
の
こ
と
ば
を
疑
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
サ
タ
ン
の
目
的
だ
っ
た
。
も
し
神
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
の
確
信
を
動
揺
さ
せ 
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る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
争
闘
の
全
体
を
通
じ
て
勝
利
は
自
分
の
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
サ
タ
ン
は
知
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
、 

サ
タ
ン
は
イ
エ
ス
に
う
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
サ
タ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
が
落
胆
と
極
度
の
空
腹
に
迫
ら
れ
て
、
天
父
へ 

の
信
仰
を
失
い
、
ご
自
分
の
た
め
に
奇
跡
を
行
わ
れ
る
よ
う
に
望
ん
だ
。
も
し
キ
リ
ス
ト
が
そ
う
さ
れ
た
ら
、
救
い
の
計
画
は
こ
わ 

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

サ
タ
ン
と
神
の
み
子
が
争
闘
に
お
い
て
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
時
、
キ
リ
ス
ト
は
天
使
軍
の
司
令
官
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
天
の
反 

乱
の
指
導
者
サ
タ
ン
は
追
い
出
さ
れ
た
。
い
ま
ふ
た
り
の
立
場
は
反
対
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
サ
タ
ン
は
有
利
に
見
え
る
自 

分
の
立
場
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
。
天
の
最
も
有
力
な
天
使
の
ひ
と
り
が
天
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
、
彼
は
言
う
。
イ
エ
ス
の
様
子
は
、 

神
か
ら
見
放
さ
れ
、
人
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
そ
の
堕
落
天
使
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
イ
エ
ス
が
神
の 

み
子
な
ら
、「
こ
れ
ら
の
石
が
パ
ン
に
な
る
よ
う
に
命
じ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
の
サ
タ
ン
の
主
張
を
、
奇
跡
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て 

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う(

マ
タ
イ
四
ノ
三)

。
こ
の
よ
う
な
創
造
力
の
行
為
は
神
性
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
証
拠
と
な
り
、 

争
闘
を
終
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
と
、
誘
惑
者
は
主
張
す
る
。 

イ
エ
ス
は
心
の
戦
い
な
し
に
は
こ
の
大
欺
瞞
者
の
こ
と
ば
を
だ
ま
っ
て
き
く
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
神
の
み 

子
は
ご
自
分
の
神
性
を
サ
タ
ン
に
証
明
し
た
り
、
ご
自
分
の
屈
辱
の
理
由
を
説
明
し
た
り
な
さ
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
反
逆
者
の
要 

求
に
応
じ
て
み
て
も
、
人
類
の
た
め
に
も
、
あ
る
い
は
神
の
み
栄
え
の
た
め
に
も
、
何
の
益
も
得
ら
れ
な
い
。
も
し
キ
リ
ス
ト
が
敵 

の
そ
そ
の
か
し
に
応
じ
ら
れ
た
ら
、
サ
タ
ン
は
さ
ら
に
、
あ
な
た
が
神
の
み
子
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
る
証
拠
を
示
せ
と
言
っ
た
だ
ろ 

う
。
証
拠
は
サ
タ
ン
の
心
の
中
に
あ
る
反
逆
の
力
を
う
ち
破
る
の
に
役
立
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
の 
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利
益
の
た
め
に
神
の
力
を
お
用
い
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ
わ
れ
が
試
み
に
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う 

に
試
み
に
会
い
、
信
仰
と
服
従
の
模
範
を
示
す
た
め
に
、
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
荒
野
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
後
の 

地
上
生
活
の
ど
ん
な
時
に
も
、
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
の
た
め
に
奇
跡
を
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
す
ば
ら
し
い
み
わ
ざ
は
み
な 

他
人
の
益
の
た
め
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
初
め
か
ら
サ
タ
ン
を
み
と
め
て
お
ら
れ
た
が
、
挑
発
さ
れ
て
彼
と
論
争
す
る
よ
う
な
こ
と 

を
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
天
か
ら
の
声
の
記
憶
に
力
づ
け
ら
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
天
父
の
愛
に
信
頼
し
て
お
ら
れ
た
。
彼
は
試
み
に
か 

か
わ
り
合
お
う
と
な
さ
ら
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
聖
書
の
み
こ
と
ば
を
も
っ
て
サ
タ
ン
に
応
じ
ら
れ
た
。
「
こ
う
書
か
れ
て
い
る
」
と
、
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。
試
み
の 

た
び
に
、
イ
エ
ス
の
戦
い
の
武
器
は
神
の
み
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
サ
タ
ン
は
キ
リ
ス
ト
に
神
性
の
証
拠
と
し
て
奇
跡
を
求
め
た
。
し 

か
し
ど
ん
な
奇
跡
よ
り
も
力
の
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
に
対
す
る
固
い
信
頼
こ
そ
反
論
の 

で
き
な
い
証
拠
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
立
場
を
持
続
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
誘
惑
者
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
最
も
は
げ
し
い
試
み
に
攻
め
ら
れ
た
の
は
、
最
も
弱
っ
て
お
ら
れ
た
時
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
サ
タ
ン
は
、
勝
と
う 

と
思
っ
た
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
彼
は
人
類
に
勝
利
し
て
き
た
。
体
力
が
衰
え
、
意
志
力
が
弱
り
、
信
仰
が
神
の
う
ち
に
安
住
し 

な
く
な
っ
た
と
き
、
正
し
い
こ
と
の
た
め
に
長
い
間
勇
敢
に
戦
っ
て
き
た
人
々
が
征
服
さ
れ
た
。
モ
ー
セ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
四
十
年 

間
の
放
浪
に
疲
れ
は
て
て
い
た
。
そ
の
時
、
彼
の
信
仰
は
、
一
瞬
間
無
限
の
力
を
手
放
し
た
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
約
束
の
地
の
境
界
で 

失
敗
し
た
。
エ
リ
ヤ
も
そ
う
だ
っ
た
。
彼
は
か
つ
て
ア
ハ
ブ
王
の
前
に
恐
れ
る
と
こ
ろ
な
く
立
ち
、
四
百
五
十
人
の
バ
ア
ル
の
預
言 

者
た
ち
を
先
頭
に
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
国
民
を
前
に
し
て
立
っ
た
。
偽
預
言
者
た
ち
が
殺
さ
れ
、
民
が
神
へ
の
忠
誠
を
宣
言
し
た 
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あ
の
カ
ル
メ
ル
山
上
の
恐
ろ
し
い
日
の
後
に
、
エ
リ
ヤ
は
偶
像
礼
拝
者
の
イ
ゼ
ベ
ル
に
お
ど
か
さ
れ
て
い
の
ち
か
ら
が
ら
逃
げ
た
。 

こ
の
よ
う
に
サ
タ
ン
は
人
間
の
弱
味
に
つ
け
こ
ん
で
き
た
。
今
後
も
彼
は
同
じ
方
法
で
働
く
で
あ
ろ
う
。
雲
に
お
お
わ
れ
、
周
囲
の
事 

情
に
困
惑
し
、
あ
る
い
は
貧
乏
や
困
苦
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
時
に
は
い
つ
で
も
、
サ
タ
ン
は
試
み
、
困
ら
せ
よ
う
と
待
ち
か
ま
え 

て
い
る
。
彼
は
わ
れ
わ
れ
の
品
性
の
弱
点
を
攻
撃
す
る
。
彼
は
、
神
が
そ
の
よ
う
な
物
事
の
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
を
お
ゆ
る
し
に 

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
神
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
信
頼
心
を
動
揺
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
神
を
信
頼
し
な
い
よ
う
に
、 

神
の
愛
を
疑
う
よ
う
に
誘
惑
さ
れ
る
。
サ
タ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ 

へ
や
っ
て
き
て
、
わ
れ
わ
れ
の
欠
点
や
弱
さ
を
目
の
前
に
並
べ
た
て
る
。
彼
は
、
魂
を
落
胆
さ
せ
、
神
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
信
頼 

心
を
滅
ぼ
そ
う
と
望
ん
で
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
確
実
に
魂
を
餌
食
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
イ
エ
ス
と
同 

じ
よ
う
に
サ
タ
ン
に
対
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
敗
北
か
ら
ま
ぬ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
敵
と
か
か
わ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ 

て
、
わ
れ
わ
れ
は
相
手
に
有
利
な
立
場
を
与
え
る
の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
は
誘
惑
者
に
、「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
く
、
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言
で
生
き
る
も
の
で
あ
る
」 

と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
れ
よ
り
千
四
百
年
前
に
キ
リ
ス
ト
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
語
ら
れ
た
こ
と
ば
の
く
り
か
え
し
で
あ
っ
た(

マ 

タ
イ
四
ノ
四)

。
「
あ
な
た
の
神
、
主
が
こ
の
四
十
年
の
間
、
荒
野
で
あ
な
た
を
導
か
れ
た･･････

主
は
あ
な
た
を
苦
し
め
、
あ
な
た
を 

飢
え
さ
せ
、
あ
な
た
も
知
ら
ず
、
あ
な
た
の
先
祖
た
ち
も
知
ら
な
か
っ
た
マ
ナ
を
も
っ
て
、
あ
な
た
を
養
わ
れ
た
。
人
は
パ
ン
だ
け 

で
は
生
き
ず
、
人
は
主
の
口
か
ら
で
る
す
べ
て
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
を
あ
な
た
に
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
」(

申
命 

記
八
ノ
二
、
三)

。
荒
野
で
食
物
を
得
る
方
法
が
全
く
な
く
な
っ
た
と
き
、
神
は
ご
自
分
の
民
に
天
か
ら
マ
ナ
を
お
送
り
に
な
っ
た
。 
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イエスが弱り、飢えておられたとき、悪魔がきてイエスに石をパンに変え

るように奇跡を行ないなさいとそそのかした。イエスは悪に抵抗し、人はパ

ンだけで生きることはできないと言われた。  
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そ
し
て
た
え
ず
十
分
な
食
物
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
食
物
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
人
々
が
神
に
よ
り
た
の
み
、
神
の
道
を
歩 

む
か
ぎ
り
、
神
は
彼
ら
を
見
捨
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
救
い
主
は
、
ご
自
分
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
教 

え
に
な
っ
た
教
訓
を
い
ま
実
行
さ
れ
た
。
神
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
助
け
が
ヘ
ブ
ル
の
軍
勢
に
与
え
ら
れ
た
が
、
同
じ
み
こ
と
ば 

に
よ
っ
て
イ
エ
ス
に
も
助
け
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
救
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
神
の
時
を
待
た
れ
た
。
彼
は
神
に
従 

っ
て
荒
野
に
お
ら
れ
た
の
で
、
サ
タ
ン
の
こ
と
ば
に
従
っ
て
食
物
を
得
よ
う
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
宇
宙
の
注
視
の
中
で
、
イ
エ
ス
は 

神
の
み
こ
こ
ろ
か
ら
す
こ
し
で
も
離
れ
る
よ
り
は
、
ど
ん
な
目
に
で
も
会
う
方
が
わ
ざ
わ
い
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
。 

「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
く
、
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言
で
生
き
る
も
の
で
あ
る
」(

マ
タ
イ
四
ノ
四)

。 

キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
に
と
っ
て
、
神
に
仕
え
る
こ
と
と
世
俗
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
が
両
立
し
な
い
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
お 

そ
ら
く
神
の
あ
る
は
っ
き
り
し
た
戒
め
に
従
え
ば
生
活
の
手
段
が
た
た
れ
る
よ
う
に
み
え
る
で
あ
ろ
う
。
サ
タ
ン
は
、
そ
の
人
に
良 

心
的
な
確
信
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
こ
ま
せ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
世
に
お
い
て
信
頼
で
き
る
唯
一 

の
も
の
は
神
の
み
こ
と
ば
で
あ
る
。
「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
す
べ
て
添 

え
て
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」(

マ
タ
イ
六
ノ
三
三)
。
こ
の
世
に
お
い
て
さ
え
、
天
の
父
な
る
神
の
み
こ
こ
ろ
か
ら
離
れ
る
こ
と
は 

わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
神
の
み
こ
と
ば
の
力
を
知
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
食
物
を
手
に
入
れ
た
り
、
自
分
の
い
の
ち
を
救
っ 

た
り
す
る
た
め
に
サ
タ
ン
の
そ
そ
の
か
し
に
従
う
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
質
問
は
、
神
の
ご
命
令
は
何
か
、
神 

の
約
束
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
ご
命
令
に
従
い
、
そ
の
約
束
に
信
頼
す
る
の
で
あ
る
。 

サ
タ
ン
と
の
最
後
の
大
争
闘
に
お
い
て
、
神
に
忠
実
な
者
は
、
こ
の
世
の
一
切
の
支
持
が
た
た
れ
る
の
を
見
る
。
彼
ら
は
地
上
の 
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権
力
に
従
う
た
め
に
神
の
律
法
を
破
ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
売
る
こ
と
も
買
う
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
る
。
つ
い
に
は
、
彼
ら
を
殺
せ
と 

の
布
告
が
出
さ
れ
る(

黙
示
録
一
三
ノ
一
一
―
一
七
参
照)

。
し
か
し
忠
実
な
者
に
は
、
「
こ
の
よ
う
な
人
は
高
い
所
に
住
み
、
堅
い 

岩
は
そ
の
と
り
で
と
な
り
、
そ
の
パ
ン
は
与
え
ら
れ
、
そ
の
水
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
」
と
の
約
束
が
与
え
ら
れ
て
い
る(

イ
ザ
ヤ 

書
三
三
ノ
一
六)
。
こ
の
約
束
に
よ
っ
て
神
の
子
ら
は
生
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
上
が
き
き
ん
に
荒
ら
さ
れ
る
と
き
、
彼
ら
は
養
わ 

れ
る
。
「
彼
ら
は
災
の
時
に
も
恥
を
こ
う
む
ら
ず
、
き
き
ん
の
日
に
も
飽
き
足
り
る
」(

詩
篇
三
七
ノ
一
九)

。
預
言
者
ハ
バ
ク
ク
は
、 

そ
の
艱
難
の
日
を
予
期
し
た
が
、
彼
の
こ
と
ば
は
教
会
の
信
仰
を
表
わ
し
て
い
る
。「
い
ち
じ
く
の
木
は
花
咲
か
ず
、
ぶ
ど
う
の
木
は 

実
ら
ず
、
オ
リ
ブ
の
木
の
産
は
む
な
し
く
な
り
、
田
畑
は
食
物
を
生
ぜ
ず
、
お
り
に
は
羊
が
絶
え
、
牛
舎
に
は
牛
が
い
な
く
な
る
。 

し
か
し
、
わ
た
し
は
主
に
よ
っ
て
楽
し
み
、
わ
が
救
の
神
に
よ
っ
て
喜
ぶ
」
（
ハ
バ
ク
ク
書
三
ノ
一
七
、
一
八
）
。 

主
の
最
初
の
大
き
な
試
み
か
ら
学
ぶ
べ
き
す
べ
て
の
教
訓
の
中
で
、
食
欲
と
情
欲
と
の
抑
制
に
関
係
の
あ
る
も
の
ほ
ど
重
要
な
も 

の
は
な
い
。
各
時
代
を
通
じ
て
、
肉
の
性
質
に
訴
え
る
試
み
は
、
人
類
を
腐
敗
さ
せ
堕
落
さ
せ
る
の
に
非
常
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。 

サ
タ
ン
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
賜
物
と
し
て
神
が
人
間
に
お
与
え
に
な
っ
た
知
的
道
徳
的
能
力
を
滅
ぼ
す
た
め
に
、
不
節
制
を
通
し
て 

働
く
。
こ
う
し
て
人
間
は
永
遠
の
価
値
を
も
っ
た
事
物
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
肉
欲
の
放
縦
を
通
し
て
、
サ
タ
ン
は 

魂
か
ら
神
の
み
か
た
ち
の
面
影
を
す
っ
か
り
消
し
去
ろ
う
と
す
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
初
臨
の
と
き
存
在
し
て
い
た
無
制
限
な
放
縦
と
、
そ
の
結
果
で
あ
る
病
気
と
堕
落
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
前
に
は 

な
は
だ
し
い
悪
と
と
も
に
も
う
一
度
み
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
世
の
状
態
が
ノ
ア
の
洪
水(

こ
う
ず
い)

前
の
時
代
や
、
ソ
ド
ム
、 

ゴ
モ
ラ
の
時
代
と
同
じ
よ
う
に
な
る
と
断
言
し
て
お
ら
れ
る
。
心
の
中
に
思
う
こ
と
考
え
る
こ
と
は
み
な
い
つ
も
悪
い
こ
と
ば
か
り 
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で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
そ
の
恐
る
べ
き
時
の
ま
ぢ
か
に
生
き
て
い
る
の
で
、
救
い
主
の
教
訓
を
し
っ
か
り
心
に
き
ざ
ま
ね
ば
な 

ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
が
耐
え
ら
れ
た
言
い
よ
う
の
な
い
苦
悩
に
よ
っ
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
は
で
た
ら
め
な
放
縦
の
悪
を
評
価
で
き
る 

の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
模
範
は
、
食
欲
と
情
欲
と
を
神
の
み
こ
こ
ろ
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
わ
れ
わ
れ
は
永
遠
の
い
の 

ち
の
望
み
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

自
分
自
身
の
力
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
堕
落
し
た
性
質
の
や
か
ま
し
い
要
求
を
こ
ば
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
道
か
ら
、
サ
タ
ン 

は
試
み
を
も
っ
て
や
っ
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
は
敵
が
、
遺
伝
的
な
弱
点
に
乗
じ
、
神
に
信
頼
を
お
い
て
い
な
い
人
々
を
い
つ
わ
り
の 

ほ
の
め
か
し
に
よ
っ
て
、
わ
な
に
お
と
し
入
れ
る
た
め
に
ど
の
人
の
と
こ
ろ
に
も
や
っ
て
く
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で 

主
は
、
人
の
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
道
を
自
ら
お
通
り
に
な
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
勝
利
す
る
道
を
お
備
え
に
な
っ
た
。
サ
タ
ン
と
の
戦 

い
に
わ
れ
わ
れ
が
不
利
な
立
場
に
立
つ
こ
と
は
主
の
み
こ
こ
ろ
で
は
な
い
。
主
は
わ
れ
わ
れ
が
蛇
の
攻
撃
に
お
び
え
た
り
落
胆
し
た 

り
す
る
こ
と
を
望
ま
れ
な
い
。
「
勇
気
を
出
し
な
さ
い
。
わ
た
し
は
す
で
に
世
に
勝
っ
て
い
る
」
と
主
は
言
わ
れ
る(

ヨ
ハ
ネ
一
六 

ノ
三
三)

。 

食
欲
の
力
と
戦
っ
て
い
る
者
は
試
み
の
荒
野
に
お
け
る
救
い
主
を
見
な
さ
い
。
「
わ
た
し
は
、
か
わ
く
」
と
叫
ん
で
、
十
字
架
上 

に
苦
し
ま
れ
た
イ
エ
ス
を
見
な
さ
い(

ヨ
ハ
ネ
一
九
ノ
二
八)
。
彼
は
わ
れ
わ
れ
が
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
す
べ
て
の
こ
と
に
耐
え
ら 

れ
た
。
彼
の
勝
利
は
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
天
父
の
知
恵
と
力
に
た
よ
ら
れ
た
。
彼
は
、「
主
な
る
神
は
わ
た
し
を
助
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
恥
じ
る
こ 

と
が
な
か
っ
た
。･･････

わ
た
し
は
決
し
て
は
ず
か
し
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
知
る
。･･････

見
よ
、
主
な
る
神
は
わ
た
し
を
助
け
ら
れ
る
」 
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と
断
言
し
て
お
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
は
ま
た
ご
自
身
の
模
範
を
さ
し
示
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
う
言
わ
れ
る
、「
あ
な
た
が
た
の
う
ち
主 

を
恐
れ
、
そ
の
し
も
べ
の
声
に
聞
き
従
い
、
暗
い
中
を
歩
い
て
光
を
得
な
く
て
も
、
な
お
主
の
名
を
頼
み
、
お
の
れ
の
神
に
た
よ
る 

者
は
だ
れ
か
」(

イ
ザ
ヤ
書
五
〇
ノ
七
―
一
〇)

。 

「
こ
の
世
の
君
が
来
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
は
わ
た
し
に
対
し
て
、
な
ん
の
力
も
な
い
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ 

一
四
ノ
三
〇)

。
イ
エ
ス
の
中
に
は
サ
タ
ン
の
詭
弁(

き
べ
ん)

に
応
ず
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
罪
に
同
意
さ
れ
な
か
っ 

た
。
一
つ
の
思
い
に
お
い
て
さ
え
、
彼
は
試
み
に
負
け
た
ま
わ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
う
な
れ
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
人 

性
は
神
性
と
結
合
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
聖
霊
の
内
住
に
よ
っ
て
戦
い
に
備
え
ら
れ
た
。
し
か
も
イ
エ
ス
は
わ
れ
わ
れ
を
神
の
ご
性 

質
に
あ
ず
か
る
者
と
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
信
仰
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ぎ 

り
、
罪
は
わ
れ
ら
の
上
に
権
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
は
わ
れ
わ
れ
が
品
性
の
完
全
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
、
わ
れ
ら
の
中
に 

あ
る
信
仰
の
手
を
求
め
、
そ
れ
を
み
ち
び
い
て
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
し
っ
か
り
把
握(

は
あ
く)

さ
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
。 

し
か
も
キ
リ
ス
ト
は
、
こ
れ
が
達
成
さ
れ
る
方
法
を
わ
れ
わ
れ
に
お
示
し
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
サ
タ
ン
と
の
戦
い
に
ど
ん
な
手 

段
で
勝
利
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
神
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
の
み
彼
は
試
み
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
お
で 

き
に
な
っ
た
。
「
こ
う
書
か
れ
て
い
る
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。
「
尊
く
、
大
い
な
る
約
束
が
、
わ
た
し
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い 

る
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
た
が
、
世
に
あ
る
欲
の
た
め
に
滅
び
る
こ
と
を
免
れ
、
神
の
性
質
に
あ
ず
か
る
者
と
な
る
た
め
で
あ
る
」 

(

ペ
テ
ロ
第
二
・
一
ノ
四)

。
神
の
み
こ
と
ば
の
中
に
あ
る
約
束
は
ど
れ
も
み
な
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
あ
る
。
「
神
の
口
か
ら
出
る
一 

つ
一
つ
の
言
」
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
生
き
る
の
で
あ
る(

マ
タ
イ
四
ノ
四)

。
試
み
に
攻
撃
さ
れ
た
時
に
は
、
周
囲
を
見
た
り
、
自 
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己
の
弱
さ
を
見
た
り
し
な
い
で
、
み
こ
と
ぱ
の
力
を
見
な
さ
い
。
そ
の
力
は
す
べ
て
あ
な
た
の
も
の
で
あ
る
。
詩
篇
記
者
は
こ
う
言 

っ
て
い
る
、
「
わ
た
し
は
あ
な
た
に
む
か
っ
て
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
心
の
う
ち
に
み
言
葉
を
た
く
わ
え
ま
し
た
」
「
あ
な 

た
の
く
ち
び
る
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は
不
法
な
者
の
道
を
避
け
ま
し
た
」(

詩
篇
一
一
九
ノ
一
一
、
一
七
ノ
四)

。 



第 13 章 勝 利 

 137

第 13 章 
 

勝 
 

 
 

利    

 

本
章
は
マ
タ
イ
四
ノ
五
―
一
一
、
マ
ル
コ
一
ノ
一
二
、
一
三
、 

ル
カ
四
ノ
五
―
一
三
に
も
と
づ
く 

 

「
そ
れ
か
ら
悪
魔
は
、
イ
エ
ス
を
聖
な
る
都
に
連
れ
て
行
き
、
宮
の
頂
上
に
立
た
せ
て
言
っ
た
、『
も
し
あ
な
た
が
神
の
子
で
あ
る 

な
ら
、
下
へ
飛
び
お
り
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。 

「
神
は
あ
な
た
の
た
め
に
御
使
た
ち
に
お
命
じ
に
な
る
と
、 

あ
な
た
の
足
が
石
に
打
ち
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、 

彼
ら
は
あ
な
た
を
手
で
さ
さ
え
る
で
あ
ろ
う
」 

と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
』
」(

マ
タ
イ
四
ノ
五
、
六)

。 

サ
タ
ン
は
い
ま
自
分
が
イ
エ
ス
ご
自
身
の
立
場
に
立
っ
て
イ
エ
ス
に
対
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ず
る
い
敵
は
神
の
口
か
ら
で 

た
み
こ
と
ば
を
自
分
か
ら
持
ち
出
す
。
彼
は
ま
だ
光
の
天
使
の
様
子
を
し
て
い
て
、
自
分
が
聖
書
に
通
じ
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る 

こ
と
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
前
に
イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
信
仰
を
裏
づ
け
る
た
め
に
神
の
み
こ
と
ば
を
用 

い
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
ま
誘
惑
者
サ
タ
ン
は
自
分
の
欺
瞞
を
有
利
に
す
る
た
め
に
神
の
み
こ
と
ば
を
用
い
る
。
サ
タ
ン
は
、
こ
れ
ま 
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で
イ
エ
ス
の
忠
誠
を
た
め
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
主
張
し
、
い
ま
イ
エ
ス
の
し
っ
か
り
し
た
態
度
を
ほ
め
る
。
救
い
主
が
神
へ
の 

信
頼
を
示
さ
れ
た
の
で
、
サ
タ
ン
は
イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
信
仰
に
つ
い
て
さ
ら
に
ほ
か
の
証
拠
を
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
す
め
る
。 

し
か
し
ふ
た
た
び
そ
の
試
み
に
は
、
「
も
し
あ
な
た
が
神
の
子
で
あ
る
な
ら
」
と
い
う
不
信
の
ほ
の
め
か
し
が
前
置
き
さ
れ
て
い
る
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
「
も
し
」
に
答
え
る
よ
う
に
誘
惑
さ
れ
た
が
、
こ
の
疑
い
を
ほ
ん
の
少
し
で
も
受
け
入
れ
よ
う
と
は
さ
れ
な
か 

っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
サ
タ
ン
に
証
拠
を
み
せ
る
た
め
に
ご
自
分
の
い
の
ち
を
危
険
に
さ
ら
そ
う
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。 

誘
惑
者
サ
タ
ン
は
キ
リ
ス
ト
の
人
性
に
つ
け
こ
ん
で
、
キ
リ
ス
ト
に
故
意
の
罪
を
犯
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
だ
が
、
サ
タ
ン
は
誘 

惑
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
罪
を
犯
す
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
サ
タ
ン
は
イ
エ
ス
に
「
下
に
飛
び
お
り
て
ご
ら
ん
な 

さ
い
」
と
言
っ
た
が
、
自
分
で
は
イ
エ
ス
を
投
げ
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
神
が
イ
エ
ス
を
救
い
出 

す
た
め
に
手
を
お
出
し
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
タ
ン
は
ま
た
イ
エ
ス
に
飛
び
下
り
る
よ
う
に
強
制
で
き
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が 

試
み
に
同
意
さ
れ
な
い
限
り
、
彼
を
敗
北
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
世
の
ど
ん
な
力
も
、
あ
る
い
は
よ
み
の
ど
ん
な
力 

も
、
キ
リ
ス
ト
を
天
父
の
み
こ
こ
ろ
か
ら
す
こ
し
で
も
離
れ
さ
せ
る
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

誘
惑
者
サ
タ
ン
は
わ
れ
わ
れ
に
悪
を
な
す
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
心
が
サ
タ
ン
の
支
配
に
屈
し
な
い
か
ぎ
り
、
サ 

タ
ン
は
そ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
サ
タ
ン
が
わ
れ
わ
れ
の
上
に
彼
の
力
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
前
に
、
意
志
が
同 

意
し
、
信
仰
の
手
が
キ
リ
ス
ト
か
ら
離
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
心
の
う
ち
に
宿
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
罪
の
思
い
は 

サ
タ
ン
に
足
場
を
与
え
る
。
わ
れ
わ
れ
が
神
の
標
準
に
達
し
て
い
な
い
点
は
ど
れ
も
み
な
開
か
れ
た
戸
で
あ
っ
て
、
サ
タ
ン
は
そ
こ 

か
ら
は
い
っ
て
き
て
わ
れ
わ
れ
を
誘
惑
し
、
破
滅
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
側
で
失
敗
し
た
り
、
敗
北
し
た
り
す
る
た
び
に
、 



第 13 章 勝 利 

 139

わ
れ
わ
れ
は
サ
タ
ン
が
キ
リ
ス
ト
を
非
難
す
る
機
会
を
与
え
る
の
で
あ
る
。 

サ
タ
ン
が
、「
あ
な
た
の
た
め
に
御
使
た
ち
に
お
命
じ
に
な
る
」
と
の
約
束
を
引
用
し
た
と
き
、
彼
は
「
あ
な
た
の
歩
む
す
べ
て
の 

道
」
す
な
わ
ち
神
の
え
ら
ば
れ
る
す
べ
て
の
道
に
お
い
て
、「
あ
な
た
を
守
ら
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
は
ぶ
い
た 

(

マ
タ
イ
四
ノ
六
、
詩
篇
九
一
ノ
一
一)

。
イ
エ
ス
は
服
従
の
道
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
を
こ
ば
ま
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
天
父
に
対
す
る 

絶
対
の
信
頼
を
表
明
さ
れ
る
一
方
で
は
、
天
父
が
イ
エ
ス
を
死
か
ら
救
う
た
め
に
手
を
お
出
し
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
立
場 

に
自
分
か
ら
と
び
こ
も
う
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
救
助
に
神
が
お
い
で
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
に 

な
っ
て
、
信
頼
と
服
従
の
模
範
を
人
に
示
す
こ
と
に
失
敗
す
る
よ
う
な
こ
と
は
望
ま
れ
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
サ
タ
ン
に
、
「
『
主
な
る
あ
な
た
の
神
を
試
み
て
は
な
ら
な
い
』
と
ま
た
書
い
て
あ
る
」
と
断
言
さ
れ
た(

マ
タ
イ
四
ノ 

七)

。
こ
の
こ
と
ば
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
荒
野
で
の
ど
が
か
わ
い
て
、
モ
ー
セ
に
水
を
要
求
し
、
「
主
は
わ
た
し
た
ち
の
う
ち
に
お 

ら
れ
る
か
ど
う
か
」
と
叫
ん
だ
と
き
に
語
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る(

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
七
ノ
七)

。
神
は
そ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の 

た
め
に
ふ
し
ぎ
な
方
法
で
働
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
困
難
な
時
に
な
る
と
彼
ら
は
神
を
疑
い
、
神
が
自
分
た
ち
と
共
に
お
ら
れ 

る
証
拠
を
要
求
し
た
。
彼
ら
は
不
信
の
あ
ま
り
神
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
サ
タ
ン
は
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
す
る
よ
う
に
キ
リ
ス
ト 

に
強
要
し
て
い
た
。
神
は
す
で
に
イ
エ
ス
が
神
の
み
子
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
い
ま
ま
た
イ
エ
ス
が
神
の
み
子 

で
あ
る
証
拠
を
求
め
る
こ
と
は
、
神
の
み
こ
と
ば
を
試
み
る
、
す
な
わ
ち
神
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
神
が
約
束
さ
れ
な
か
っ 

た
も
の
を
求
め
る
こ
と
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
な
不
信
で
あ
り
、
事
実
上
神
を
試
み
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
わ
れ 

わ
れ
は
、
神
が
み
こ
と
ば
を
な
し
と
げ
て
く
だ
さ
る
か
ど
う
か
を
た
め
す
た
め
に
祈
願
を
さ
さ
げ
る
べ
き
で
は
な
く
、
神
が
み
こ
と 
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イエスが三度目の激しい試みに勝利されると、悪魔は逃げ去り、天使がイ  
エスを慰めるためにやってきた。この世にいる間には、われわれは救いの価値  
を理解することができない。  
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ば
を
な
し
と
げ
て
く
だ
さ
る
か
ら
、
ま
た
神
が
わ
れ
わ
れ
を
愛
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
た
め
す
た
め
で
は
な
く
、
神
が
わ
れ
わ
れ
を
愛 

さ
れ
る
か
ら
、
祈
願
を
さ
さ
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
「
信
仰
が
な
く
て
は
、
神
に
喜
ば
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
神
に
来
る 

者
は
、
神
の
い
ま
す
こ
と
と
、
ご
自
身
を
求
め
る
者
に
報
い
て
下
さ
る
こ
と
と
を
、
必
ず
信
じ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
」(

ヘ
ブ
ル 

一
一
ノ
六)

。 

だ
が
信
仰
は
決
し
て
独
断
的
な
信
仰
と
関
係
が
な
い
。
真
の
信
仰
を
持
っ
て
い
る
者
だ
け
が
独
断
的
な
信
仰
に
対
し
て
安
全
で
あ 

る
。
な
ぜ
な
ら
独
断
的
な
信
仰
は
サ
タ
ン
か
ら
出
た
信
仰
の
に
せ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
信
仰
は
神
の
約
束
を
わ
が
も
の
と
し
、
従 

順
と
い
う
実
を
む
す
ぶ
。
独
断
的
な
信
仰
も
ま
た
約
束
を
わ
が
も
の
に
す
る
が
、
サ
タ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
を
罪
と
が
の
言
い 

訳
に
使
う
。
信
仰
が
あ
っ
た
ら
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
は
神
の
愛
に
信
頼
し
、
神
の
戒
め
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
独
断
的
な
信 

仰
の
た
め
に
、
彼
ら
は
神
の
律
法
を
犯
し
、
神
の
大
き
な
愛
に
よ
っ
て
自
分
の
罪
の
結
果
か
ら
救
わ
れ
る
と
信
じ
た
。
あ
わ
れ
み
が 

与
え
ら
れ
る
条
件
に
従
わ
な
い
で
天
の
神
の
恵
み
を
要
求
す
る
の
は
信
仰
で
は
な
い
。
真
正
の
信
仰
は
聖
書
の
約
束
と
条
件
と
を
土 

台
に
し
て
い
る
。 

サ
タ
ン
は
、
不
信
の
念
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
失
敗
し
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
を
独
断
的
な
信
仰
に
お
ち
い
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る 

こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
。
サ
タ
ン
は
、
わ
れ
わ
れ
が
不
必
要
に
誘
惑
の
道
に
身
を
お
く
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
勝
利
は 

自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
神
は
服
従
の
道
を
歩
む
者
は
だ
れ
で
も
守
っ
て
く
だ
さ
る
が
、
そ
の
道
か
ら
離
れ
る
こ 

と
は
あ
え
て
サ
タ
ン
の
側
に
は
い
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
救
い
主 

は
、
「
誘
惑
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
目
を
さ
ま
し
て
祈
っ
て
い
な
さ
い
」
と
お
命
じ
に
な
っ
た(

マ
ル
コ
一
四
ノ
三
八)

。
瞑
想
と
祈
り 
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と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
自
分
か
ら
危
険
の
道
に
と
び
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
敗
北
か
ら
救
わ
れ
る
の 

で
あ
る
。 

し
か
し
試
み
に
攻
め
ら
れ
て
も
、
勇
気
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
困
難
な
立
場
に
お
か
れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
み
た
ま
が
み 

ち
び
い
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
。
だ
が
サ
タ
ン
の
試
み
を
受
け
る
た
め
に
イ
エ
ス
を
荒
野
へ
み
ち 

び
い
た
の
は
神
の
み
た
ま
で
あ
っ
た
。
神
が
わ
れ
わ
れ
を
試
み
に
会
わ
せ
ら
れ
る
と
き
、
神
は
わ
れ
わ
れ
の
益
の
た
め
に
達
成
す
べ 

き
あ
る
目
的
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
は
神
の
約
束
に
つ
け
あ
が
っ
て
自
分
か
ら
試
み
の
中
に
と
び
こ
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
試 

み
が
や
っ
て
き
た
と
き
落
胆
し
て
あ
き
ら
め
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
神
は
真
実 

で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
を
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
試
練
に
会
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
ば
か
り
か
、
試
練
と
同
時
に
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ 

る
よ
う
に
、
の
が
れ
る
道
も
備
え
て
下
さ
る
の
で
あ
る
」
。
神
は
こ
う
言
わ
れ
る
、
「
感
謝
の
い
け
に
え
を
神
に
さ
さ
げ
よ
。
あ
な
た
の 

誓
い
を
い
と
高
き
者
に
果
せ
。
悩
み
の
日
に
わ
た
し
を
呼
べ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
を
助
け
、
あ
な
た
は
わ
た
し
を
あ
が
め
る
で
あ
ろ 

う
」(

コ
リ
ン
ト
第
一
・
一
〇
ノ
一
三
、
詩
篇
五
〇
ノ
一
四
、
一
五)

。 

イ
エ
ス
が
第
二
の
試
み
に
勝
利
さ
れ
た
の
で
、
サ
タ
ン
は
こ
ん
ど
は
本
性
を
あ
ら
わ
す
。
だ
が
彼
は
ひ
ず
め
の
あ
る
足
と
こ
う
も 

り
の
翼
を
も
っ
た
恐
ろ
し
い
怪
物
と
し
て
現
わ
れ
な
い
。
彼
は
、
堕
落
し
て
も
、
力
の
あ
る
天
使
で
あ
る
。
彼
は
反
逆
の
指
導
者
、 

こ
の
世
の
神
で
あ
る
と
名
の
る
。 

サ
タ
ン
は
イ
エ
ス
を
高
い
山
の
上
に
つ
れ
て
行
き
、
あ
ら
ゆ
る
栄
華
に
つ
つ
ま
れ
た
こ
の
世
の
王
国
を
、
パ
ノ
ラ
マ
の
光
景
に
し 

て
イ
エ
ス
の
前
を
す
ぎ
さ
ら
せ
た
。
大
殿
堂
の
そ
び
え
る
都
会
、
大
理
石
の
宮
殿
、
肥
沃(

ひ
よ
く)

な
畑
、
実
り
豊
か
な
ぶ
ど
う
園 
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を
太
陽
の
光
が
照
し
て
い
た
。
悪
の
跡
は
か
く
さ
れ
て
い
た
。
さ
き
ほ
ど
ま
で
陰
気
で
荒
涼
と
し
た
景
色
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い
た 

イ
エ
ス
の
目
は
、
い
ま
こ
の
く
ら
べ
る
も
の
も
な
い
美
し
さ
と
繁
栄
の
光
景
に
そ
そ
が
れ
た
。
そ
の
と
き
誘
惑
者
サ
タ
ン
の
声
が
き 

こ
え
た
、「
こ
れ
ら
の
国
々
の
権
威
と
栄
華
と
を
み
ん
な
、
あ
な
た
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
わ
た
し
に
任
せ
ら
れ
て
い
て
、
だ 

れ
で
も
好
き
な
人
に
あ
げ
て
よ
い
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
、
も
し
あ
な
た
が
わ
た
し
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
く
な
ら
、
こ
れ
を
全
部
あ
な 

た
の
も
の
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」(

ル
カ
四
ノ
六
、
七)

。 

キ
リ
ス
ト
の
使
命
は
苦
難
を
通
し
て
の
み
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
前
に
は
、
悲
し
み
と
困
難
と
戦
い
の 

人
生
と
屈
辱
的
な
死
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
全
世
界
の
罪
を
負
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
天
父
の
愛
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
忍
ば
れ 

ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
誘
惑
者
サ
タ
ン
は
、
自
分
が
奪
っ
た
権
力
を
放
棄
し
よ
う
と
申
し
出
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
サ
タ
ン
の
主
権
を 

承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自
分
の
恐
る
べ
き
将
来
か
ら
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
す
る
こ
と
は
大 

争
闘
に
お
け
る
勝
利
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
タ
ン
が
天
で
罪
を
犯
し
た
の
は
、
神
の
み
子
よ
り
高
い
位
を
占
め
よ
う
と
し 

た
か
ら
だ
っ
た
。
い
ま
サ
タ
ン
が
勝
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
反
逆
が
勝
利
す
る
こ
と
に
な
る
。 

サ
タ
ン
が
、
こ
の
世
の
王
国
と
栄
華
は
自
分
の
手
に
渡
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
は
望
む
ま
ま
に
だ
れ
に
で
も
こ
れ
を
与
え 

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
宣
言
し
た
と
き
、
彼
の
言
っ
た
こ
と
は
一
部
分
し
か
真
実
で
な
く
、
ま
た
彼
は
自
分
自
身
の
欺
瞞
の
目
的 

に
役
立
て
る
た
め
に
そ
れ
を
宣
言
し
た
の
だ
っ
た
。
サ
タ
ン
の
主
権
は
ア
ダ
ム
か
ら
横
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
ダ
ム
は
創 

造
主
の
代
理
者
だ
っ
た
。
ア
ダ
ム
の
支
配
は
独
自
の
支
配
で
は
な
か
っ
た
。
地
は
神
の
も
の
で
、
神
は
万
物
を
み
子
に
お
ま
か
せ
に 

な
っ
て
い
た
。
ア
ダ
ム
は
キ
リ
ス
ト
の
支
配
下
に
あ
っ
て
統
治
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
が
統
治
権
を
サ
タ
ン
の
手
に
売
り
渡
し 
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た
と
き
に
も
、
キ
リ
ス
ト
は
依
然
と
し
て
正
当
な
王
で
あ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
主
は
、
ネ
ブ
カ
デ
ネ
ザ
ル
王
に
、｢･･････

い
と
高
き
者
が
、 

人
間
の
国
を
治
め
て
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
こ
れ
を
人
に
与
え
」
と
言
わ
れ
た(

ダ
ニ
エ
ル
書
四
ノ
一
七)

。
サ
タ
ン
は
神
の
ゆ
る
し 

が
あ
る
と
き
だ
け
、
そ
の
横
取
り
し
た
権
威
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

誘
惑
者
サ
タ
ン
が
こ
の
世
の
王
国
と
栄
華
と
を
キ
リ
ス
ト
に
申
し
出
た
と
き
、
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
が
こ
の
世
の
真
の
王
で
あ
ら
れ 

る
こ
と
を
放
棄
し
て
、
サ
タ
ン
の
下
で
統
治
権
を
保
た
れ
る
よ
う
に
と
申
し
出
て
い
た
。
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
望
み
を
お
い
て
い
た 

の
と
同
じ
統
治
権
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
世
の
王
国
を
望
ん
だ
。
も
し
キ
リ
ス
ト
が
こ
う
い
う
王
国
を
彼
ら
に
与
え
る
こ
と
に
同 

意
さ
れ
た
ら
、
彼
ら
は
よ
ろ
こ
ん
で
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
罪
の
の
ろ
い
が
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
わ
ざ
わ
い
と
と 

も
に
、
こ
の
世
の
上
に
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
誘
惑
者
サ
タ
ン
に
、
「
サ
タ
ン
よ
、
退
け
。
『
主
な
る
あ
な
た
の
神
を
拝
し
、
た
だ
神 

に
の
み
仕
え
よ
』
と
書
い
て
あ
る
」
と
宣
告
さ
れ
た(

マ
タ
イ
四
ノ
一
〇)

。 

天
で
反
逆
し
た
者
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
買
収
し
て
悪
の
原
則
に
服
従
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
世
の
王
国
が
提
供
さ
れ
た
。
し 

か
し
キ
リ
ス
ト
は
買
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
義
の
王
国
を
建
設
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ご
自
分
の
目
的
を 

放
棄
し
よ
う
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
試
み
を
も
っ
て
サ
タ
ン
は
人
間
に
近
づ
く
が
、
こ
の
場
合
に
は
キ
リ
ス
ト
の
場
合
よ
り
も
成 

功
す
る
。
サ
タ
ン
は
人
間
に
、
サ
タ
ン
の
主
権
を
承
認
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
こ
の
世
の
王
国
を
提
供
す
る
。
サ
タ
ン
は
彼
ら
が
、 

正
直
を
犠
牲
に
し
、
良
心
を
無
視
し
、
利
己
心
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
。
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
に
ま
ず
神
の
国
と
神 

の
義
と
を
求
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
サ
タ
ン
は
彼
ら
の
そ
ば
を
歩
き
な
が
ら
こ
う
言
う
、「
永
遠
の
い
の
ち
に
つ
い
て
ど 

ん
な
こ
と
が
事
実
で
あ
ろ
う
と
、
あ
な
た
が
こ
の
世
で
成
功
す
る
に
は
、
わ
た
し
に
仕
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
の
幸
福
は 
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わ
た
し
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
し
は
あ
な
た
に
富
、
快
楽
、
名
誉
、
幸
福
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
の
す
す
め 

を
き
き
な
さ
い
。
正
直
と
か
自
己
犠
牲
な
ど
と
い
う
気
ま
ぐ
れ
な
考
え
を
起
さ
な
い
が
よ
い
。
わ
た
し
が
あ
な
た
の
前
に
道
を
備
え 

て
あ
げ
よ
う
。
」
こ
う
し
て
多
く
の
者
が
だ
ま
さ
れ
る
。
彼
ら
は
自
我
に
奉
仕
す
る
生
活
に
同
意
す
る
。
す
る
と
サ
タ
ン
は
満
足
す
る
。 

サ
タ
ン
は
彼
ら
を
世
俗
的
な
統
治
権
の
望
み
で
誘
惑
す
る
一
方
で
は
、
魂
の
支
配
権
を
手
に
入
れ
る
。
し
か
し
彼
は
自
分
が
与
え
る 

資
格
の
な
い
も
の
、
ま
も
な
く
彼
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
り
に
サ
タ
ン
は
、
彼
ら
を
だ 

ま
し
て
神
の
子
ら
の
嗣
業
に
つ
い
て
の
権
利
書
を
と
り
あ
げ
る
。 

サ
タ
ン
は
、
イ
エ
ス
が
神
の
み
子
で
あ
る
か
ど
う
か
を
疑
問
に
し
た
。
彼
が
即
座
に
退
却
し
た
こ
と
は
、
イ
エ
ス
が
神
の
み
子
で 

あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
か
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
神
性
が
苦
難
の
人
性
を
と
お
し
て
ひ
ら
め
い
た
。
サ
タ
ン
は
イ
エ
ス
の
命
令
に
抵 

抗
す
る
力
が
な
か
っ
た
。
屈
辱
と
怒
り
に
身
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
、
彼
は
世
の
あ
が
な
い
主
の
前
か
ら
退
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

ア
ダ
ム
が
完
全
に
失
敗
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
完
全
に
勝
利
さ
れ
た
。 

同
じ
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
も
誘
惑
に
抵
抗
し
、
サ
タ
ン
に
離
れ
去
れ
と
強
く
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
イ
エ
ス
は
、
神
へ
の
服
従
と 

信
仰
と
に
よ
っ
て
勝
利
を
得
ら
れ
た
。
彼
は
使
徒
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
う
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
「
そ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら
、 

神
に
従
い
な
さ
い
。
そ
し
て
、
悪
魔
に
立
ち
む
か
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
は
あ
な
た
が
た
か
ら
逃
げ
去
る
で
あ
ろ
う
。
神
に 

近
づ
き
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
神
は
あ
な
た
が
た
に
近
づ
い
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
」(

ヤ
コ
ブ
四
ノ
七
、
八)

。
わ
れ
わ
れ
は
自 

分
自
身
を
誘
惑
者
サ
タ
ン
の
力
か
ら
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
サ
タ
ン
は
人
類
を
征
服
し
た
の
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
力
で
立
と
う 

と
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
サ
タ
ン
の
策
略
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
主
の
名
は
堅
固
な
や
ぐ
ら
の
よ
う
だ
、
正
し
い
者
は
そ
の 
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中
に
走
り
こ
ん
で
救
を
得
る
」(

箴
言
一
八
ノ
一
〇)

。
ど
ん
な
に
弱
い
魂
も
、
こ
の
大
い
な
る
み
名
を
か
く
れ
家
と
す
る
と
き
、
サ 

タ
ン
は
ふ
る
え
あ
が
っ
て
そ
の
前
か
ら
逃
げ
出
す
。 

敵
が
離
れ
去
っ
て
か
ら
、
イ
エ
ス
は
力
が
つ
き
は
て
て
地
面
に
倒
れ
、
そ
の
お
顔
は
死
人
の
よ
う
に
ま
っ
さ
お
に
な
ら
れ
た
。
天 

使
た
ち
は
、
愛
す
る
司
令
官
で
あ
ら
れ
る
イ
エ
ス
が
人
類
の
た
め
に
逃
れ
の
道
を
備
え
る
た
め
に
言
い
よ
う
の
な
い
苦
難
を
経
験
さ 

れ
る
の
を
み
つ
め
な
が
ら
、
戦
い
を
見
守
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
わ
れ
わ
れ
が
い
つ
か
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
試
み
よ
り
も
は
る
か
に 

大
き
な
試
み
に
耐
え
ら
れ
た
。
い
ま
天
使
た
ち
は
死
人
の
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
お
ら
れ
る
神
の
み
子
に
奉
仕
し
た
。
イ
エ
ス
は
食
物 

で
力
づ
け
ら
れ
、
天
父
の
愛
の
み
こ
と
ば
と
、
全
天
が
イ
エ
ス
の
勝
利
に
歓
喜
し
て
い
る
と
の
保
証
に
慰
め
ら
れ
た
。
ふ
た
た
び
生 

気
を
と
り
も
ど
さ
れ
る
と
、
イ
エ
ス
の
大
き
な
み
こ
こ
ろ
は
人
類
へ
の
同
情
と
な
っ
て
そ
そ
が
れ
、
彼
は
ご
自
分
が
お
始
め
に
な
っ 

た
働
き
を
完
成
す
る
た
め
に
出
て
行
か
れ
る
。
そ
し
て
敵
が
征
服
さ
れ
、
堕
落
し
た
人
類
が
あ
が
な
わ
れ
る
ま
で
は
お
休
み
に
な
ら 

な
い
の
で
あ
る
。 

わ
れ
わ
れ
の
あ
が
な
い
の
価
は
、
あ
が
な
わ
れ
た
者
た
ち
が
救
い
主
と
と
も
に
神
の
み
座
の
前
に
立
つ
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。
そ 

こ
で
永
遠
の
み
国
の
栄
光
が
、
歓
喜
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
突
然
現
わ
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
エ
ス
が
わ
れ
わ
れ
の 

た
め
に
そ
う
し
た
す
べ
て
の
栄
光
を
お
捨
て
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
天
の
宮
廷
か
ら
の
さ
す
ら
い
人
と
な
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、 

わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
失
敗
と
永
遠
の
損
失
と
い
う
危
険
を
お
か
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
わ 

れ
わ
れ
は
冠
を
イ
エ
ス
の
足
下
に
投
げ
て
、
「
ほ
ふ
ら
れ
た
小
羊
こ
そ
は
、
力
と
、
富
と
、
知
恵
と
、
勢
い
と
、
ほ
ま
れ
と
、
栄
光
と
、 

さ
ん
び
と
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
の
歌
声
を
あ
げ
る
の
で
あ
る(
黙
示
録
五
ノ
一
二)

。 
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第 14 章 
「
わ
た
し
た
ち
は
メ
シ
ヤ(

訳
せ
ば
、    

キ
リ
ス
ト)

に
い
ま
出
会
っ
た
」    

 

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
九
―
五
一
に
も
と
づ
く 

ヨ
ハ
ネ
は
い
ま
ヨ
ル
ダ
ン
の
向
こ
う
の
べ
タ
ニ
ヤ
で
説
教
を
し
、
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
し
て
い
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
渡
っ
て
し
ま 

う
ま
で
、
神
が
川
の
流
れ
を
と
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
地
点
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る 

エ
リ
コ
の
と
り
で
は
、
天
の
軍
勢
に
よ
っ
て
倒
壊
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
い
ま
こ
う
し
た
事
件
の
記
憶
が
新
た
に
よ
み
が
え
り
、 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
に
感
動
的
な
興
味
が
加
わ
っ
た
。
昔
こ
ん
な
に
ふ
し
ぎ
な
み
わ
ざ
を
さ
れ
た
神
は
、
ふ
た
た
び
イ 

ス
ラ
エ
ル
の
救
済
の
た
め
に
そ
の
力
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
思
い
が
、
毎
日
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
岸
辺
に 

む
ら
が
り
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
の
心
を
ゆ
り
動
か
し
て
い
た
。 

ヨ
ハ
ネ
の
説
教
は
、
宗
教
当
局
者
た
ち
の
注
意
を
ひ
く
ほ
ど
国
民
の
中
に
深
く
食
い
こ
ん
で
い
た
。
反
乱
の
危
険
が
あ
っ
た
た
め 

に
、
民
衆
の
集
り
は
み
な
ロ
ー
マ
人
か
ら
疑
い
の
目
で
み
ら
れ
、
民
衆
の
暴
動
を
指
向
す
る
よ
う
な
こ
と
は
何
で
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
役 

人
た
ち
の
不
安
を
か
き
た
て
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
権
威
を
み
と
め
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
働
き
に
彼
ら
の
承
認
を 

求
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
役
人
も
民
衆
も
、
パ
リ
サ
イ
人
も
サ
ド
カ
イ
人
も
同
じ
よ
う
に
譴
責
し
た
。
そ
れ
で
も
民 
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衆
は
熱
心
に
彼
に
従
っ
た
。
彼
の
働
き
に
対
す
る
関
心
は
た
え
ず
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
意 

見
に
従
わ
な
か
っ
た
が
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
ヨ
ハ
ネ
が
公
の
教
師
と
し
て
彼
ら
の
管
轄
下
に
あ
る
も
の
と
み
な
し
た
。 

サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
祭
司
職
や
役
人
の
長
や
国
民
の
教
師
た
ち
の
中
か
ら
え
ら
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
通
例
大
祭
司
が 

議
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
議
員
た
ち
は
み
な
、
老
人
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
年
配
の
人
々
で
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
と
歴
史
ば 

か
り
で
な
く
一
般
の
知
識
に
も
精
通
し
て
い
る
学
問
の
あ
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
肉
体
的
な
欠
陥
の
な
い
人
で
あ
り
、
そ
し 

て
結
婚
し
た
人
、
ま
た
父
親
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
が
ほ
か
の
人
た
ち
よ
り
も
人
情
と
思
い
や
り
が
あ
っ
た
か 

ら
で
あ
る
。
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
会
議
場
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
に
付
属
し
て
い
る
部
屋
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
独
立
時
代
に
は
、 

サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
国
家
の
最
高
裁
判
所
と
し
て
、
宗
教
上
の
権
威
は
も
ち
ろ
ん
世
俗
一
般
の
事
に
つ
い
て
、
権
威
を
も
っ
て
い
た
。 

い
ま
は
ロ
ー
マ
総
督
に
従
属
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
宗
教
上
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
民
事
上
の
こ
と
が 

ら
に
も
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
。 

サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
ヨ
ハ
ネ
の
働
き
に
つ
い
て
の
審
問
を
引
き
延
ば
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
中
に
は
、
宮
で
ザ
カ
リ
ヤ
に
示
さ 

れ
た
啓
示
と
、
息
子
を
メ
シ
ヤ
の
先
駆
者
と
し
て
さ
し
示
し
た
父
親
の
預
言
と
を
思
い
起
す
者
も
あ
っ
た
。
三
十
年
の
混
乱
と
移
り 

変
り
の
中
に
、
こ
う
し
た
こ
と
は
大
部
分
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
伝
道
に
つ
い
て
の
騒
ぎ
か
ら
そ
う
し
た
こ
と
が
い
ま
思
い 

出
さ
れ
て
き
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
も
う
長
い
間
預
言
者
も
な
く
、
ま
た
い
ま
進
行
し
て
い
る
よ
う
な
改
革
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
罪
の
告
白
を
要 

求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
新
し
い
驚
く
べ
き
こ
と
に
み
え
た
。
指
導
者
た
ち
の
多
く
は
、
自
分
自
身
の
生
活
の
秘
密
を
ば
く
ろ
さ
れ 
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る
の
を
恐
れ
て
、
ヨ
ハ
ネ
の
訴
え
と
罪
の
譴
責
と
を
聞
き
に
行
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
の
説
教
は
メ
シ
ヤ
に
つ
い
て
直
接
の 

発
表
で
あ
っ
た
。
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
含
む
ダ
ニ
エ
ル
の
七
十
週
の
預
言
が
ほ
と
ん
ど
終
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
人
々
は 

み
な
そ
の
後
に
期
待
さ
れ
る
国
家
的
な
繁
栄
の
時
代
が
来
る
の
を
熱
心
に
待
っ
て
い
た
。
民
衆
が
こ
の
よ
う
に
熱
心
だ
っ
た
た
め
に
、 

サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
ヨ
ハ
ネ
の
働
き
を
是
認
す
る
か
、
否
定
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
す
で
に
民
衆
に
対
す
る
彼
ら
の 

勢
力
は
だ
ん
だ
ん
衰
え
て
い
た
。
彼
ら
の
地
位
を
ど
う
や
っ
て
維
持
す
る
か
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
何
ら
か
の
結
論
に
達
す 

る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
、
彼
ら
は
こ
の
新
し
い
教
師
と
協
議
す
る
た
め
に
、
祭
司
と
レ
ビ
人
の
代
表
団
を
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
派
遣
し
た
。 

群
衆
が
集
ま
っ
て
、
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
た
時
、
代
表
者
た
ち
が
近
づ
い
て
き
た
。
民
衆
を
威
圧
し
、
預
言 

者
か
ら
敬
意
を
受
け
よ
う
と
の
意
図
の
下
に
、
こ
の
高
慢
な
ラ
ビ
た
ち
は
威
厳
の
あ
る
様
子
で
や
っ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
恐
れ
に
近 

い
尊
敬
の
動
作
を
も
っ
て
、
群
衆
は
彼
ら
を
通
す
た
め
に
道
を
開
い
た
。
豪
華
な
衣
服
を
身
に
つ
け
、
地
位
と
権
力
を
誇
る
え
ら
い 

人
た
ち
が
荒
野
の
預
言
者
の
前
に
立
っ
た
。 

「
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
」
と
彼
ら
は
聞
き
た
だ
し
た
。 

彼
ら
の
心
中
を
察
し
た
ヨ
ハ
ネ
は
、
「
わ
た
し
は
キ
リ
ス
ト
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。 

「
そ
れ
で
は
、
ど
な
た
な
の
で
す
か
、
あ
な
た
は
エ
リ
ヤ
で
す
か
。
」 

「
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
。
」 

「
で
は
、
あ
の
預
言
者
で
す
か
。
」 

「
い
い
え
。
」 
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「
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
。
わ
た
し
た
ち
を
つ
か
わ 

し
た
人
々
に
、
答
を
持
っ
て
行
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ 

き
た
い
。
あ
な
た
自
身
を
だ
れ
だ
と
考
え
る
の
で
す
か
。
」 

「
わ
た
し
は
、
預
言
者
イ
ザ
ヤ
が
言
っ
た
よ
う
に
、
『
主 

の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
せ
よ
と
荒
野
で
呼
ば
わ
る
者
の
声
』 

で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
九
―
二
三
参
照)

。  

ヨ
ハ
ネ
が
引
用
し
た
聖
句
は
イ
ザ
ヤ
の
あ
の
美
し
い
預 

言
で
あ
る
。「
あ
な
た
が
た
の
神
は
言
わ
れ
る
、『
慰
め
よ
、 

わ
が
民
を
慰
め
よ
、
ね
ん
ご
ろ
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
語
り
、 

こ
れ
に
呼
ば
わ
れ
、
そ
の
服
役
の
期
は
終
り
、
そ
の
と
が 

は
す
で
に
ゆ
る
さ
れ･･････

た
』
。
呼
ば
わ
る
者
の
声
が
す
る
、 

『
荒
野
に
主
の
道
を
備
え
、
さ
ば
く
に
、
わ
れ
わ
れ
の
神 

の
た
め
に
、
大
路
を
ま
っ
す
ぐ
に
せ
よ
。
も
ろ
も
ろ
の
谷 

は
高
く
せ
ら
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
山
と
丘
と
は
低
く
せ
ら
れ
、 

高
低
の
あ
る
地
は
平
ら
に
な
り
、
険
し
い
所
は
平
地
と
な 

る
。
こ
う
し
て
主
の
栄
光
が
あ
ら
わ
れ
、
人
は
皆
と
も
に 

バ プ テ ス マ の ヨ ハ ネ の 時 代 に み ら れ た 論 争 と 争 闘 の た だ 中 に あ っ て 、こ の

使 命 者 が 罪 を 責 め る 声 は 荒 野 に 叫 ぶ 声 で あ っ た 。
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こ
れ
を
見
る
」(

イ
ザ
ヤ
書
四
〇
ノ
一
―
五)

。 
昔
、
王
が
自
分
の
領
土
の
め
っ
た
に
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
地
方
を
旅
行
す
る
と
き
に
は
、
一
団
の
人
々
が
、
王
の
戦
車
よ
り
先
に 

行
っ
て
、
け
わ
し
い
道
を
平
ら
に
し
、
穴
を
埋
め
て
、
王
が
安
全
に
支
障
な
く
旅
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
福
音
の
働
き
を
例
示
す 

る
た
め
に
預
言
者
イ
ザ
ヤ
は
こ
の
習
慣
を
引
用
し
て
、
「
も
ろ
も
ろ
の
谷
は
高
く
せ
ら
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
山
と
丘
と
は
低
く
せ
ら
れ
」 

と
言
っ
て
い
る(

イ
ザ
ヤ
書
四
〇
ノ
四)

。
神
の
み
た
ま
が
人
を
め
ざ
め
さ
せ
る
ふ
し
ぎ
な
力
を
も
っ
て
魂
に
ふ
れ
る
と
き
、
人
間
の 

誇
り
は
低
く
さ
れ
る
。
世
の
楽
し
み
、
地
位
、
権
力
は
無
価
値
に
み
え
る
。
「
神
の
知
恵
に
逆
ら
っ
て
立
て
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
障
害 

物
を
打
ち
こ
わ
し
、
す
べ
て
の
思
い
を
と
り
こ
に
し
て
キ
リ
ス
ト
に
服
従
さ
せ
」
る(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
一
〇
ノ
五)

。
そ
の
時
、
人 

人
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
い
謙
遜
と
自
己
犠
牲
の
愛
が
唯
一
の
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
高
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
福
音
の
働
き
で
あ
り
、 

ヨ
ハ
ネ
の
使
命
は
そ
の
一
部
分
で
あ
っ
た
。 

ラ
ビ
た
ち
は
質
問
を
つ
づ
け
た
。「
あ
な
た
が
キ
リ
ス
ト
で
も
エ
リ
ヤ
で
も
ま
た
あ
の
預
言
者
で
も
な
い
の
な
ら
、
な
ぜ
バ
プ
テ
ス 

マ
を
授
け
る
の
で
す
か
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
二
五)

。
「
あ
の
預
言
者
」
と
い
う
の
は
、
モ
ー
セ
の
こ
と
を
さ
し
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
、 

モ
ー
セ
が
死
人
の
中
か
ら
甦(

よ
み
が)

え
ら
せ
ら
れ
て
天
に
つ
れ
て
行
か
れ
る
と
信
じ
た
が
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
モ
ー
セ
が
す
で
に 

甦
え
ら
せ
ら
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
伝
道
を
始
め
た
時
、
多
く
の
者
は
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
を
死
か
ら 

甦
え
ら
せ
ら
れ
た
預
言
者
モ
ー
セ
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
ヨ
ハ
ネ
が
預
言
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
に
つ
い
て
く
わ
し
い 

知
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

メ
シ
ヤ
の
来
臨
前
に
は
エ
リ
ヤ
が
姿
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
期
待
に
対
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
は 
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自
分
は
エ
リ
ヤ
で
は
な
い
と
答
え
た
。
だ
が
彼
の
こ
と
ば
に
は
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
の
ち
に
な
っ
て
ヨ
ハ
ネ 

の
こ
と
を
、
「
も
し
あ
な
た
が
た
が
受
け
い
れ
る
こ
と
を
望
め
ば
、
こ
の
人
こ
そ
は
、
き
た
る
べ
き
エ
リ
ヤ
な
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ 

た(
マ
タ
イ
一
一
ノ
一
四)

。
ヨ
ハ
ネ
は
、
エ
リ
ヤ
の
な
し
た
よ
う
な
働
き
を
す
る
た
め
に
、
エ
リ
ヤ
の
霊
と
力
と
を
も
っ
て
き
た
。 

も
し
ユ
ダ
ヤ
人
が
ヨ
ハ
ネ
を
受
け
入
れ
て
い
た
ら
、
そ
の
働
き
は
達
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
を 

受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
ヨ
ハ
ネ
は
エ
リ
ヤ
で
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
に
達
成
す
る
た
め
に
や 

っ
て
き
た
使
命
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

ヨ
ル
ダ
ン
川
に
集
ま
っ
た
人
々
の
多
く
は
、
イ
エ
ス
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
に
い
合
わ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
時
与
え
ら
れ
た
し
る
し 

は
彼
ら
の
中
の
少
数
の
者
に
し
か
あ
ら
わ
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
伝
道
し
て
い
た
何
か
月
も 

の
間
、
多
く
の
者
は
悔
い
改
め
を
促
す
声
に
注
意
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
の
心
は
か
た
く
な
に
な
り
、
理
解
力
は 

暗
く
な
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
に
天
の
神
が
イ
エ
ス
に
つ
い
て
あ
か
し
を
た
て
ら
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
そ
れ
を
み 

と
め
な
か
っ
た
。
目
に
見
え
な
い
キ
リ
ス
ト
に
信
仰
を
も
っ
て
向
け
ら
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
目
は
、
神
の
栄
光
の
あ
ら
わ
れ
を
見 

な
か
っ
た
。
そ
の
み
声
を
き
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
耳
は
、
あ
か
し
の
こ
と
ば
を
き
か
な
か
っ
た
。
い
ま
も
同
じ
で
あ
る
。
キ
リ
ス 

ト
と
奉
仕
の
天
使
た
ち
が
人
々
の
集
り
の
中
に
お
ら
れ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
人
が
多
い
。
彼 

ら
は
普
通
と
ち
が
っ
た
点
を
何
も
み
と
め
な
い
。
だ
が
あ
る
人
々
に
は
、
救
い
主
の
臨
在
が
示
さ
れ
る
。
平
和
と
よ
ろ
こ
び
が
彼
ら 

の
心
を
活
気
づ
け
る
。
彼
ら
は
慰
め
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
祝
福
さ
れ
る
。 

 

エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
の
代
表
団
は
ヨ
ハ
ネ
に
、「
な
ぜ
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
る
の
で
す
か
」
と
聞
き
た
だ
し
て
そ
の
返
事
を
待
っ
て
い 
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た
。
す
る
と
突
然
、
群
衆
を
見
渡
し
た
ヨ
ハ
ネ
の
目
が
輝
き
、
そ
の
顔
が
明
る
く
な
り
、
彼
の
全
身
全
霊
が
深
い
感
動
に
動
か
さ
れ 

た
。
彼
は
両
手
を
さ
し
の
べ
て
叫
ん
だ
、「
わ
た
し
は
水
で
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
る
が
、
あ
な
た
が
た
の
知
ら
な
い
か
た
が
、
あ
な
た 

が
た
の
中
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
が
わ
た
し
の
あ
と
に
お
い
で
に
な
る
方
で
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
そ
の
人
の
く
つ
の
ひ
も
を
解 

く
値
う
ち
も
な
い
」
（
ヨ
ハ
ネ
一
ノ
二
六
、
二
七
）
。 

 

こ
の
こ
と
ば
は
、
明
白
で
少
し
の
あ
い
ま
い
さ
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
へ
伝
え
ら
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
は
、
ほ 

か
な
ら
ぬ
長
年
約
束
さ
れ
て
い
た
お
か
た
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
メ
シ
ヤ
が
自
分
た
ち
の
中
に
お
ら
れ
る
。
驚
い
た
祭
司 

た
ち
と
役
人
た
ち
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
語
っ
た
お
か
た
を
み
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
、
ま
わ
り
を
見
ま
わ
し
た
。
だ
が
メ
シ
ヤ
は
群
衆
の
中 

に
あ
っ
て
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
。 

 

イ
エ
ス
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
、
ヨ
ハ
ネ
が
神
の
小
羊
と
し
て
イ
エ
ス
を
指
さ
し
た
と
き
、 

新
し
い
光
が
メ
シ
ヤ
の
働
き
を
照
し
た
。 

預
言
者
の
心
は
イ
ザ
ヤ
の
、
「
彼
は･･････

ほ
ふ
り
場
に
ひ
か
れ
て
行
く
小
羊
の
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
ば
に
向
け
ら
れ
た(

イ
ザ
ヤ
書 

五
三
ノ
七)

。
そ
の
後
幾
週
間
に
わ
た
っ
て
、
ヨ
ハ
ネ
は
新
し
い
興
味
を
も
っ
て
預
言
と
犠
牲
制
度
の
教
え
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
彼 

は
、
キ
リ
ス
ト
の
働
き
の
二
つ
の
面
、
す
な
わ
ち
苦
難
の
い
け
に
え
と
勝
利
す
る
王
と
の
両
面
を
は
っ
き
り
見
分
け
て
い
な
か
っ
た 

が
、
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
に
は
祭
司
た
ち
や
民
が
み
と
め
て
い
た
よ
り
も
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
荒
野
か
ら
帰
っ 

て
こ
ら
れ
た
イ
エ
ス
を
群
衆
の
中
に
み
か
け
た
と
き
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
真
の
性
格
に
つ
い
て
何
か
し
る
し
を
民
に 

お
与
え
に
な
る
も
の
と
確
信
を
も
っ
て
期
待
し
た
。
待
ち
き
れ
な
い
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
、
ヨ
ハ
ネ
は
救
い
主
が
ご
自
分
の
使
命 

を
宣
言
さ
れ
る
の
を
聞
こ
う
と
し
て
待
っ
た
。
だ
が
一
こ
と
ば
も
語
ら
れ
ず
、
一
つ
の
し
る
し
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、 
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ご
自
分
に
つ
い
て
の
ヨ
ハ
ネ
の
発
表
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
特
別
な
働
き
に
つ
い
て
外
面
的
な
証
拠
を
与
え 

た
り
、
人
々
の
注
目
を
ご
自
分
に
ひ
き
つ
け
る
よ
う
な
手
段
を
と
っ
た
り
な
さ
ら
ず
、
た
だ
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
の
中
に
ま
じ
っ
て 

お
ら
れ
た
。 

 

次
の
日
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
エ
ス
が
お
い
で
に
な
る
の
を
見
る
。
神
の
栄
光
の
光
が
こ
の
預
言
者
の
上
に
と
ど
ま
る
と
、
彼
は
両
手 

を
さ
し
の
べ
て
宣
言
す
る
、
「
見
よ
、
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
羊
。
『
わ
た
し
の
あ
と
に
来
る
か
た
は
、
わ
た
し
よ
り
も
す
ぐ
れ 

た
か
た
で
あ
る
。
わ
た
し
よ
り
も
先
に
お
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
』
と
わ
た
し
が
言
っ
た
の
は
、
こ
の
人
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
は 

こ
の
か
た
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
か
た
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
現
れ
て
く
だ
さ
る
そ
の
こ
と
の
た
め
に
、
わ
た
し
は
き
て
、
水 

で
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
て
い
る
の
で
あ
る
。･･････

わ
た
し
は
、
御
霊
が
は
と
の
よ
う
に
天
か
ら
下
っ
て
、
彼
の
上
に
と
ど
ま
る
の
を 

見
た
。
わ
た
し
は
こ
の
人
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
水
で
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
る
よ
う
に
と
、
わ
た
し
を
お
つ
か
わ
し
に
な
っ 

た
そ
の
か
た
が
、
わ
た
し
に
言
わ
れ
た
、『
あ
る
人
の
上
に
、
御
霊
が
下
っ
て
と
ど
ま
る
の
を
見
た
ら
、
そ
の
人
こ
そ
は
、
御
霊
に
よ 

っ
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
る
か
た
で
あ
る
』
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
見
た
の
で
、
こ
の
か
た
こ
そ
神
の
子
で
あ
る
と
、
あ
か
し
を
し
た
の 

で
あ
る｣(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
二
九
―
三
四)

。 

 

こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
な
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
れ
と
驚
き
の
思
い
を
も
っ
て
、
人
々
は
い
ま
神
の
み
子
と
宣
言
さ
れ
た
お
か
た
を
見
つ 

め
た
。
彼
ら
は
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
に
深
く
心
を
動
か
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
神
の
み
名
に
よ
っ
て
人
々
に
語
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
ヨ
ハ 

ネ
が
彼
ら
の
罪
を
責
め
る
の
を
毎
日
き
き
、
彼
が
天
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
確
信
は
日
ご
と
に
強
く
な
っ
て
い
た
。
し
か 

し
こ
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
よ
り
も
偉
大
な
お
か
た
と
い
う
の
は
一
体
だ
れ
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
服
装
に
も
態
度
に
も
身
分
を
あ 
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わ
ら
す
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
見
た
と
こ
ろ
そ
の
人
は
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
貧
し
い
人
々
の
着
る
粗
末
な
衣
服
を
ま
と
っ 

た
た
だ
の
人
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

群
衆
の
中
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
、
天
来
の
栄
光
を
見
、
神
の
み
声
を
き
い
た
人
々
が
い
た
。
し
か
し
そ
の
時
か 

ら
救
い
主
の
様
子
は
す
っ
か
り
変
っ
て
い
た
。
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
に
は
イ
エ
ス
の
顔
は
天
の
光
に
神
々
し
く
み
え
た
が
、
い
ま
は
青 

ざ
め
、
や
つ
れ
、
衰
え
て
お
ら
れ
、
預
言
者
ヨ
ハ
ネ
し
か
イ
エ
ス
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
人
々
が
イ
エ
ス
を
見
つ
め
た
と
き
、
彼
ら
は
そ
こ
に
天
来
の
あ
わ
れ
み
と
意
識
的
な
力
と
の
ま
じ
り
あ
っ
た
お
顔
を
見
た
。 

そ
の
目
付
き
に
も
、
そ
の
顔
付
き
に
も
、
謙
遜
が
目
立
っ
て
い
て
、
言
い
表
わ
し
よ
う
の
な
い
愛
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は 

霊
的
感
化
の
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
た
。
イ
エ
ス
の
態
度
は
や
さ
し
く
気
取
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
か 

く
さ
れ
て
い
て
も
か
く
し
き
れ
な
い
力
の
意
識
が
人
々
を
印
象
づ
け
た
。
こ
の
人
こ
そ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
長
年
待
っ
て
い
た
お
か
た 

な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

イ
エ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
が
な
い
主
で
あ
る
と
同
時
に
わ
れ
ら
の
模
範
と
な
る
た
め
に
、
貧
乏
と
屈
辱
の
う
ち
に
こ
ら
れ
た
。 

も
し
イ
エ
ス
が
王
者
ら
し
い
き
ら
び
や
か
さ
を
も
っ
て
出
現
さ
れ
た
の
だ
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
謙
遜
を
お
教
え
に
な
る
こ
と
が
で
き 

た
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
山
上
の
垂
訓
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
鋭
い
真
理
を
お
示
し
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
も
し
イ
エ
ス
が
王 

と
し
て
人
々
の
中
に
住
む
た
め
に
こ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
ら
、
身
分
の
い
や
し
い
者
の
望
み
は
ど
こ
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
な
が
ら
群
衆
に
と
っ
て
、
ヨ
ハ
ネ
か
ら
示
さ
れ
た
お
か
た
は
、
彼
ら
の
崇
高
な
期
待
と
は
ど
う
し
て
も
む
す
び
つ
け
ら
れ 

な
い
よ
う
に
み
え
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
者
が
失
望
し
、
大
い
に
当
惑
し
た
。 
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祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
が
非
常
に
き
き
た
が
っ
て
い
た
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
が
い
ま
イ
ス
ラ
エ
ル
に
王
国
を
回
復
さ
れ
る 

の
だ
と
い
う
こ
と
ば
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
王
を
、
彼
ら
は
待
ち
望
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
王
を
彼
ら
は
受
け
入
れ
よ 

う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
の
心
に
義
と
平
和
の
王
国
を
築
こ
う
と
な
さ
る
お
か
た
を
、
彼
ら
は
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

 

次
の
日
、
二
人
の
弟
子
た
ち
が
そ
ば
に
立
っ
て
い
た
時
、
ヨ
ハ
ネ
は
ま
た
イ
エ
ス
を
群
衆
の
中
に
み
い
だ
し
た
。
ふ
た
た
び
預
言 

者
の
顔
は
目
に
見
え
な
い
神
の
栄
光
に
照
さ
れ
、
彼
は
、
「
見
よ
、
神
の
小
羊
」
と
叫
ん
だ
。
こ
の
こ
と
ば
は
弟
子
た
ち
の
心
を
感
動 

さ
せ
た
。
彼
ら
は
そ
の
こ
と
ば
を
十
分
に
理
解
し
な
か
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
が
イ
エ
ス
の
こ
と
を
「
神
の
小
羊
」
と
呼
ん
だ
そ
の
名
に 

ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
、
ヨ
ハ
ネ
自
身
も
説
明
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

弟
子
た
ち
は
、
ヨ
ハ
ネ
を
残
し
た
ま
ま
、
イ
エ
ス
を
求
め
に
行
っ
た
。
二
人
の
中
の
一
人
は
、
シ
モ
ン
の
兄
弟
ア
ン
デ
レ
だ
っ
た
。 

も
う
一
人
は
伝
道
者
ヨ
ハ
ネ
だ
っ
た
。
こ
の
二
人
が
キ
リ
ス
ト
の
最
初
の
弟
子
だ
っ
た
。
お
さ
え
き
れ
な
い
衝
動
に
う
ご
か
さ
れ
て
、 

彼
ら
は
、
イ
エ
ス
と
語
り
た
い
と
熱
望
し
な
が
ら
も
、
お
そ
れ
の
思
い
に
沈
黙
し
た
ま
ま
、｢

こ
の
方
が
メ
シ
ヤ
だ
ろ
う
か
」
と
い
う 

重
大
な
意
味
を
も
っ
た
思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
、
イ
エ
ス
の
あ
と
を
つ
い
て
行
っ
た
。 

 

イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
が
自
分
の
あ
と
か
ら
つ
い
て
き
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
伝
道
の
初
穂
だ
っ
た
の 

で
、
こ
れ
ら
の
魂
が
ご
自
分
の
恵
み
に
応
じ
た
と
き
、
こ
の
天
来
の
教
師
の
心
に
は
よ
ろ
こ
び
が
わ
い
た
。
だ
が
イ
エ
ス
は
、
ふ
り 

か
え
っ
て
、｢

何
か
願
い
が
あ
る
の
か
」
と
お
た
ず
ね
に
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
が
ひ
き
返
そ
う
と
、
あ
る
い
は
彼
ら 

の
望
み
を
語
ろ
う
と
、
自
由
に
さ
せ
よ
う
と
お
思
い
に
な
っ
た
。 

 

一
つ
の
目
的
だ
け
を
彼
ら
は
意
識
し
て
い
た
。
一
つ
の
存
在
が
彼
ら
の
思
い
を
占
め
た
。
彼
ら
は
、
「
ラ
ビ(

訳
し
て
言
え
ば
先 



第 14 章 「わたしたちはメシヤにいま出会った」 

 157

生)
ど
こ
に
お
と
ま
り
な
の
で
す
か
」
と
叫
ん
だ(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
三
八)

。
道
ば
た
で
の
短
い
会
見
で
は
、
彼
ら
の
熱
望
し
て
い
る
も 

の
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
と
だ
け
に
な
り
、
そ
の
足
下
に
す
わ
り
、
み
こ
と
ば
を
き
き
た
い
と
望
ん
だ
。 

「
イ
エ
ス
は
彼
ら
に
言
わ
れ
た
、
『
き
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
う
し
た
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
』
。
そ
こ
で
彼
ら
は
つ
い
て
行
っ
て
、
イ
エ 

ス
の
泊
ま
っ
て
お
ら
れ
る
所
を
見
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
は
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
に
泊
ま
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
三
九)

。 

 

も
し
ヨ
ハ
ネ
と
ア
ン
デ
レ
が
祭
司
た
ち
や
役
人
た
ち
の
よ
う
に
不
信
な
気
持
を
い
だ
い
て
い
た
ら
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
足
下
に
学 

ぶ
者
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
批
判
者
と
し
て
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、
そ
の
み
こ
と
ば
を
批
判
し
た
で 

あ
ろ
う
。
多
く
の
者
は
こ
の
よ
う
に
し
て
最
も
と
う
と
い
機
会
に
対
し
て
戸
を
と
ざ
す
。
し
か
し
こ
の
最
初
の
弟
子
た
ち
は
そ
う
は 

し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
説
教
の
う
ち
に
あ
っ
た
聖
霊
の
召
し
に
応
じ
て
い
た
。
い
ま
彼
ら
は
天
来
の
教
師 

の
み
声
を
み
と
め
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
新
鮮
さ
と
真
理
と
美
し
さ
に
満
ち
て
い
た
。
天
来
の
光
が
旧
約
聖
書 

の
教
え
を
照
し
た
。
真
理
の
多
方
面
の
テ
ー
マ
が
新
し
い
光
の
中
に
は
っ
き
り
と
う
つ
し
出
さ
れ
た
。 

 

魂
が
天
の
知
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
く
だ
け
た
心
と
信
仰
と
愛
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
愛
に
よ
っ
て
働
く
信
仰
は
知
識 

の
鍵
で
あ
り
、
愛
す
る
者
は
み
な
、
「
神
を
知
っ
て
い
る
」(
ヨ
ハ
ネ
第
一
・
四
ノ
七)

。 

 

弟
子
ヨ
ハ
ネ
は
、
ま
じ
め
で
深
い
愛
情
を
持
ち
、
熱
烈
で
し
か
も
瞑
想
的
な
人
だ
っ
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
が
、
こ
れ
ま
で 

待
望
す
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
世
俗
的
な
き
ら
び
や
か
さ
と
権
力
で
は
な
く
、｢

父
の
ひ
と
り
子
と
し
て
の
栄
光
で
あ
っ 

て
、
め
ぐ
み
と
ま
こ
と
と
に
満
ち
て
」
い
る
こ
と
を
み
と
め
始
め
て
い
た(
ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
四)

。
彼
は
こ
の
驚
く
べ
き
テ
ー
マ
に
つ 

い
て
瞑
想
に
ふ
け
っ
た
。 
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ア
ン
デ
レ
は
自
分
の
心
を
満
た
し
た
よ
ろ
こ
び
を
わ
け
与
え
よ
う
と
つ
と
め
た
。
彼
は
、
兄
弟
の
シ
モ
ン
を
さ
が
し
に
行
っ
て
、 

「
わ
た
し
た
ち
は
メ
シ
ヤ(

訳
せ
ば
、
キ
リ
ス
ト)

に
い
ま
出
会
っ
た
」
と
叫
ん
だ(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
一)

。
シ
モ
ン
は
次
の
招
き
を
待 

た
な
か
っ
た
。
彼
も
ま
た
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
説
教
を
き
い
て
い
た
の
で
、
救
い
主
の
も
と
へ
急
い
だ
。
キ
リ
ス
ト
の
目
は
シ 

モ
ン
に
と
ま
り
、
彼
の
性
格
と
経
歴
と
を
読
み
と
ら
れ
た
。
彼
の
感
情
的
な
性
質
、
彼
の
同
情
と
愛
の
心
、
彼
の
野
心
と
自
信
、
彼 

が
つ
ま
ず
き
、
悔
い
改
め
、
働
き
、
そ
し
て
殉
教
の
死
を
と
げ
る
経
歴

―
救
い
主
は
そ
う
し
た
す
べ
て
を
読
み
と
っ
て
、「
あ
な
た 

は
ヨ
ハ
ネ
の
子
シ
モ
ン
で
あ
る
。
あ
な
た
を
ケ
パ(

訳
せ
ば
、
ペ
テ
ロ)

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
二)

。 

「
そ
の
翌
日
、
イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
に
行
こ
う
と
さ
れ
た
が
、
ピ
リ
ポ
に
出
会
っ
て
言
わ
れ
た
、『
わ
た
し
に
従
っ
て
き
な
さ
い
』
」 

(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
三)

。
ピ
リ
ポ
は
そ
の
命
令
に
従
い
、
そ
の
場
で
彼
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
働
き
人
と
な
っ
た
。 

ピ
リ
ポ
は
ナ
タ
ナ
エ
ル
を
呼
ん
だ
。
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
イ
エ
ス
を
神
の
小
羊
と
し
て
さ
し
示
し
た
時
、
ナ
タ
ナ
エ
ル
も
群 

衆
の
中
に
い
た
の
で
あ
る
。
ナ
タ
ナ
エ
ル
は
イ
エ
ス
を
見
た
時
失
望
し
た
。
苦
労
と
貧
乏
の
し
る
し
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
の
人
が 

ほ
ん
と
う
に
メ
シ
ヤ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
ナ
タ
ナ
エ
ル
は
イ
エ
ス
を
こ
ば
む
決
心
が
で
き
な
か
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
が
彼
の 

心
に
確
信
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

ピ
リ
ポ
が
ナ
タ
ナ
エ
ル
を
呼
ん
だ
時
、
ナ
タ
ナ
エ
ル
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
宣
言
と
メ
シ
ヤ
に
関
す
る
預
言
に
つ
い
て
瞑
想
す
る
た
め
に 

静
か
な
森
に
ひ
っ
こ
ん
で
い
た
。
も
し
ヨ
ハ
ネ
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
お
か
た
が
救
済
者
な
ら
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
た
だ
き
た 

い
と
彼
は
祈
っ
た
。
す
る
と
聖
霊
が
彼
の
上
に
く
だ
り
、
神
は
そ
の
民
を
顧
み
、
彼
ら
の
た
め
に
救
い
の
角
を
お
立
て
に
な
っ
た
の 

だ
と
い
う
確
信
が
与
え
ら
れ
た(

ル
カ
一
ノ
六
八
、
六
九
参
照)

。
ピ
リ
ポ
は
こ
の
友
人
が
預
言
を
調
べ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。 
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そ
し
て
ナ
タ
ナ
エ
ル
が
い
ち
じ
く
の
木
の
下
で
祈
っ
て
い
た
と
き
、
ピ
リ
ポ
は
そ
の
か
く
れ
場
所
を
み
つ
け
た
。
彼
ら
は
木
の
葉
に 

か
く
れ
た
こ
の
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
で
た
び
た
び
い
っ
し
ょ
に
祈
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

「
わ
た
し
た
ち
は
、
モ
ー
セ
が
律
法
の
中
に
し
る
し
て
お
り
、
預
言
者
た
ち
が
し
る
し
て
い
た
人･･････

に
い
ま
出
会
っ
た
」
と
の 

こ
と
ば
は
、
ナ
タ
ナ
エ
ル
に
と
っ
て
自
分
の
祈
り
に
対
す
る
直
接
の
応
答
の
よ
う
に
思
え
た
。
だ
が
ピ
リ
ポ
の
信
仰
は
ま
だ
動
揺
し 

て
い
た
。
彼
は
疑
わ
し
そ
う
に
、「
ヨ
セ
フ
の
子
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
」
と
つ
け
加
え
た
。
ふ
た
た
び
ナ
タ
ナ
エ
ル
の
心
に
偏
見
が
生 

じ
た
。
彼
は
、
「
ナ
ザ
レ
か
ら
、
な
ん
の
よ
い
も
の
が
出
よ
う
か
」
と
叫
ん
だ(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
五
、
四
六)

。 

ピ
リ
ポ
は
論
争
し
な
か
っ
た
。 
彼
は
「
き
て
見
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。 

｢

イ
エ
ス
は
ナ
タ
ナ
エ
ル
が
自
分
の
方
に
来
る
の
を
見
て
、 

彼
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
、
『
見
よ
、
あ
の
人
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
で
あ
る
。
そ
の
心
に
は
偽
り
が
な
い
』
」
。
ナ
タ
ナ
エ
ル 

は
驚
い
て
、｢

ど
う
し
て
わ
た
し
を
ご
存
じ
な
の
で
す
か
」
と
叫
ん
だ
。｢

イ
エ
ス
は
答
え
て
言
わ
れ
た
、
『
ピ
リ
ポ
が
あ
な
た
を
呼
ぶ
前 

に
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
、
い
ち
じ
く
の
木
の
下
に
い
る
の
を
見
た
』
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
六
―
四
八)

。 

そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
。
い
ち
じ
く
の
木
の
下
で
た
だ
ひ
と
り
祈
っ
て
い
た
ナ
タ
ナ
エ
ル
に
証
拠
を
示
さ
れ
た
聖
霊
が
、
こ
ん
ど
は 

イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
通
し
て
彼
に
語
ら
れ
た
。
疑
い
と
、
い
く
ら
か
偏
見
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
も
、
ナ
タ
ナ
エ
ル
は
真
理
を
求
め 

る
ま
じ
め
な
願
い
を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
と
こ
ろ
に
き
た
の
だ
が
、
い
ま
そ
の
願
い
が
か
な
え
ら
れ
た
。
彼
の
信
仰
は
、
彼
を
イ
エ 

ス
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ
た
ピ
リ
ポ
の
信
仰
に
ま
さ
っ
た
。
彼
は
答
え
て
、「
先
生
、
あ
な
た
は
神
の
子
で
す
。
あ
な
た
は
イ
ス
ラ 

エ
ル
の
王
で
す
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
九)

。 

も
し
ナ
タ
ナ
エ
ル
が
ラ
ビ
の
指
導
を
信
頼
し
て
い
た
ら
、
彼
は
決
し
て
イ
エ
ス
を
み
い
だ
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
分
で 
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ピ リ ポ は 友 だ ち の ナ タ ナ エ ル の と こ ろ へ 行 っ て 、「 わ た し た ち は 、 モ ー セ が  
律 法 の 中 に し る し て お り 、 預 言 者 た ち が し る し て い た 人 ･･････に い ま 出 会 っ た 」  
と 言 っ た 。 そ し て 、「 き て み な さ い 」 と 親 切 に 招 い た 。  
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見
、
自
分
で
判
断
し
て
、
弟
子
と
な
っ
た
。
今
日
偏
見
に
と
ら
わ
れ
て
恵
み
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
多
く
の
人
々
の
場
合
も
同
じ
で 

あ
る
。
も
し
彼
ら
が
き
て
見
さ
え
し
た
ら
、
そ
の
結
果
は
ど
ん
な
に
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。 

人
間
の
権
威
に
よ
る
指
導
に
た
よ
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
だ
れ
も
救
い
の
知
識
で
あ
る
真
理
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ナ
タ 

ナ
エ
ル
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
み
こ
と
ば
を
自
分
で
研
究
し
、
聖
霊
の
光
を
求
め
て
祈
る
必
要
が
あ
る
。
い
ち
じ
く
の
木
の 

下
の
ナ
タ
ナ
エ
ル
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
お
か
た
は
、
か
く
れ
た
祈
り
の
場
所
に
い
る
わ
れ
わ
れ
を
ご
ら
ん
に
な
る
。
光
の
国
の
天
使 

た
ち
は
、
へ
り
く
だ
っ
て
天
の
み
ち
び
き
を
求
め
る
者
の
近
く
に
い
る
。 

ヨ
ハ
ネ
と
ア
ン
デ
レ
と
シ
モ
ン
、
ま
た
ピ
リ
ポ
と
ナ
タ
ナ
エ
ル
の
召
し
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
基
礎
が
置
か
れ
た
。
バ
プ 

テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
自
分
の
二
人
の
弟
子
を
キ
リ
ス
ト
に
み
ち
び
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
ア
ン
デ
レ
は
自
分
の
兄
弟
を
み
つ
け
て
救 

い
主
の
も
と
へ
呼
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
ピ
リ
ポ
が
呼
ば
れ
、
ピ
リ
ポ
は
ナ
タ
ナ
エ
ル
を
さ
が
し
に
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
模
範
は
、
個 

人
的
な
努
力
、
す
な
わ
ち
肉
親
や
友
人
や
隣
人
に
直
接
訴
え
る
こ
と
の
重
要
さ
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
生
の
間
、 

キ
リ
ス
ト
を
知
っ
て
い
る
と
告
白
し
な
が
ら
個
人
的
な
努
力
に
よ
っ
て
た
っ
た
一
人
の
魂
さ
え
救
い
主
に
み
ち
び
い
た
こ
と
の
な
い 

人
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
は
働
き
の
全
部
を
牧
師
に
ま
か
せ
て
い
る
。
牧
師
は
自
分
の
職
責
を
り
っ
ぱ
に
果
す
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
神 

が
教
会
員
に
お
ま
か
せ
に
な
っ
た
働
き
ま
で
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

愛
に
満
ち
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
心
か
ら
の
奉
仕
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。
も
し
普
通
の
男
女
で
あ
る
隣
人
た 

ち
が
個
人
的
な
努
力
を
し
て
い
た
ら
救
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
人
々
が
た
く
さ
ん
滅
ん
で
し
ま
っ
た
。
多
く
の
人
々
は
個
人
的
に
語 

り
か
け
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
住
ん
で
い
る
家
庭
の
中
に
、
隣
り
近
所
に
、
町
に
、
キ
リ
ス
ト
の
伝
道
者
と
し
て 
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わ
れ
わ
れ
の
な
す
べ
き
働
き
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
ら
、
こ
の
働
き
は
楽
し
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
人
は
信
仰
を 

持
つ
と
す
ぐ
、
自
分
が
イ
エ
ス
と
い
う
と
う
と
い
友
を
み
い
だ
し
た
こ
と
を
他
人
に
知
ら
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
心
の
中
に
生
ず
る
。 

人
を
救
い
き
よ
め
る
真
理
を
、
心
の
中
に
と
じ
こ
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

神
に
献
身
し
て
い
る
者
は
み
な
、
光
の
通
路
と
な
る
。
神
は
彼
ら
を
神
の
恵
み
の
富
を
他
人
に
伝
え
る
代
理
人
と
さ
れ
る
。
神
は 

こ
う
約
束
さ
れ
て
い
る
。「
わ
た
し
は
彼
ら
お
よ
び
わ
が
山
の
周
囲
の
所
々
を
祝
福
し
、
季
節
に
し
た
が
っ
て
雨
を
降
ら
す
。
こ
れ
は 

祝
福
の
雨
と
な
る
」(
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
三
四
ノ
二
六)

。 

ピ
リ
ポ
は
ナ
タ
ナ
エ
ル
に
、｢

き
て
見
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
彼
は
ナ
タ
ナ
エ
ル
に
他
人
の
あ
か
し
を
信
じ
な
さ
い
と
言
わ
な
い
で
、 

自
分
で
キ
リ
ス
ト
を
見
な
さ
い
と
言
っ
た
。
イ
エ
ス
が
昇
天
さ
れ
た
い
ま
は
、
弟
子
た
ち
が
人
々
の
中
に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
代
表 

者
で
あ
る
。
だ
か
ら
魂
を
キ
リ
ス
ト
に
み
ち
び
く
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
キ
リ
ス
ト
の
品
性
を
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
あ
ら
わ 

す
こ
と
で
あ
る
。
他
人
に
及
ぼ
す
わ
れ
わ
れ
の
感
化
は
、
わ
れ
わ
れ
の
言
う
こ
と
ば
よ
り
は
わ
れ
わ
れ
の
人
格
次
第
で
あ
る
。
人
々 

は
わ
れ
わ
れ
の
訴
え
に
抵
抗
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
利
害
を
超
越
し
た
愛
の
生
活
は
、
彼
ら
の
否
定
で
き
な
い
議
論
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
柔
和
が
目
立
っ
て
い
る
矛
盾
の
な
い
生
活
は
世
に
お
け
る
一
つ
の
力
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
心
の
内
部
の
自
信
と
経
験
の
表
現
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
者
は
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
教
師 

と
な
る
。
神
の
み
こ
と
ば
が
、
そ
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
き
よ
め
ら
れ
た
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
い
の
ち
を
与
え
る 

力
を
持
っ
て
い
て
、
聞
く
人
を
ひ
き
つ
け
、
み
こ
と
ば
こ
そ
生
き
た
現
実
で
あ
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る
。
人
が
真
理
を
愛
し
て
こ
れ 

を
受
け
入
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
信
念
の
あ
る
態
度
と
声
の
調
子
に
あ
ら
わ
れ
る
。
彼
は
他
の
人
々
が
キ
リ
ス
ト
を
知
る
こ 
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と
に
よ
っ
て
彼
と
ま
じ
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
の
ち
の
み
こ
と
ば
に
つ
い
て
自
分
が
見
、
聞
き
、
手
で
さ
わ
っ
た
と
こ
ろ 

を
知
ら
せ
る
。
祭
壇
の
上
か
ら
取
っ
た
燃
え
て
い
る
炭
に
ふ
れ
た
唇
か
ら
出
る
彼
の
あ
か
し
は
、
信
ず
る
者
の
心
に
と
っ
て
真
理
で 

あ
り
、
品
性
に
き
よ
め
が
行
な
わ
れ
る
。 

ま
た
他
人
に
光
を
与
え
よ
う
と
つ
と
め
る
者
は
自
分
も
祝
福
さ
れ
る
。
「
こ
れ
は
祝
福
の
雨
と
な
る
」(

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
三
四
ノ 

二
六)

。
「
人
を
潤
す
者
は
自
分
も
潤
さ
れ
る
」(

箴
言
一
一
ノ
二
五)

。
神
は
、
罪
人
を
救
う
の
に
わ
れ
わ
れ
の
助
け
が
な
く
て
も
、 

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
が
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
品
性
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に
は
、
キ 

リ
ス
ト
の
働
き
に
あ
ず
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
よ
ろ
こ
び
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
に
よ
っ
て
あ
が
な
わ
れ
た
魂
を 

見
る
よ
ろ
こ
び
に
は
い
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
を
あ
が
な
う
キ
リ
ス
ト
の
働
き
に
あ
ず
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

ナ
タ
ナ
エ
ル
の
信
仰
の
最
初
の
言
い
あ
ら
わ
し
は
、
完
全
で
、
ま
じ
め
で
、
誠
実
で
、
そ
れ
は
イ
エ
ス
の
耳
に
音
楽
の
よ
う
に
き 

こ
え
た
。
す
る
と
、
「
イ
エ
ス
は
答
え
て
言
わ
れ
た
、
『
あ
な
た
が
、
い
ち
じ
く
の
木
の
下
に
い
る
の
を
見
た
と
、
わ
た
し
が
言
っ
た 

の
で
信
じ
る
の
か
。
こ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を
、
あ
な
た
は
見
る
で
あ
ろ
う
』
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
五
〇)

。
救
い
主
は
柔
和 

な
者
に
よ
き
お
と
ず
れ
を
伝
え
、
心
の
い
た
め
る
者
を
い
や
し
、
サ
タ
ン
の
と
り
こ
に
自
由
を
宣
言
さ
れ
る
ご
自
分
の
働
き
を
、
よ 

ろ
こ
ん
で
待
望
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
が
人
類
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
う
と
い
祝
福
を
思
っ
て
、「
よ
く
よ
く
あ
な
た
が
た
に
言 

っ
て
お
く
。
天
が
開
け
て
、
神
の
御
使
た
ち
が
人
の
子
の
上
に
上
り
下
り
す
る
の
を
、
あ
な
た
が
た
は
見
る
で
あ
ろ
う
」
と
つ
け
加 

え
ら
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
五
一)

。 

こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
は
事
実
上
こ
う
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
岸
で
天
が
開
け
て
、
み
た
ま
が
は 



各時代の希望 上 

 164

と
の
よ
う
に
わ
た
し
の
上
に
く
だ
っ
た
。
そ
の
光
景
は
わ
た
し
が
神
の
子
で
あ
る
証
拠
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
も
し
あ
な
た
が
た
が
わ 

た
し
を
神
の
子
と
し
て
信
ず
る
な
ら
、
あ
な
た
が
た
の
信
仰
は
活
発
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
た
は
天
が
開
い
て
決
し
て
と
じ 

ら
れ
な
い
の
を
見
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
に
天
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
神
の
天
使
た
ち
は
、
困
っ
て
い
る
人 

や
苦
し
ん
で
い
る
人
の
祈
り
を
た
ず
さ
え
て
天
の
父
の
み
も
と
に
昇
り
、
祝
福
と
望
み
と
勇
気
と
助
け
と
い
の
ち
と
を
た
ず
さ
え
て 

人
の
子
ら
の
も
と
に
く
だ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
。 

神
の
天
使
た
ち
は
た
え
ず
地
か
ら
天
へ
、
天
か
ら
地
へ
か
よ
っ
て
い
る
。
苦
し
ん
で
い
る
者
や
悩
ん
で
い
る
者
た
ち
の
た
め
の
キ 

リ
ス
ト
の
奇
跡
は
、
天
使
た
ち
の
奉
仕
を
通
し
て
神
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
祝
福
が
神
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
く 

る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
を
通
し
、
天
使
た
ち
の
奉
仕
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
救
い
主
は
ご
自
分
に
人
性
を
と
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご 

自
分
の
利
害
を
堕
落
し
た
ア
ダ
ム
の
息
子
、
娘
の
利
害
と
一
致
さ
せ
、
一
方
ま
た
そ
の
神
性
に
よ
っ
て
神
の
み
座
に
つ
な
が
っ
て
お 

ら
れ
る
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
は
、
人
が
神
と
ま
じ
わ
り
、
神
が
人
と
ま
じ
わ
ら
れ
る
仲
介
で
あ
る
。 
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本
章
は
ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
―
一
一
に
も
と
づ
く 

 

イ
エ
ス
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
前
で
何
か
偉
大
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
公
生
涯
を
お
始
め
に
な
ら
な 

か
っ
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
の
小
さ
な
村
の
あ
る
家
族
的
な
集
り
で
、
結
婚
の
宴
に
よ
ろ
こ
び
を
ま
し
加
え
る
こ
と
に
イ
エ
ス
の
力
が
そ
そ 

が
れ
た
。
こ
う
し
て
イ
エ
ス
は
人
々
と
思
い
を
一
つ
に
し
、
人
々
の
幸
福
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
願
い
を
示
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、 

試
み
の
荒
野
で
、
ご
自
分
か
ら
苦
悩
の
さ
か
ず
き
を
お
飲
み
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
人
々
に
祝
福
の
さ
か
ず
き
を
与
え
、
ご
自
分
の 

祝
福
に
よ
っ
て
人
間
生
活
の
き
ず
な
を
聖
な
る
も
の
に
す
る
た
め
に
出
て
お
い
で
に
な
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
か
ら
ガ
リ
ラ
ヤ
に
帰
っ
て
お
ら
れ
た
。
ナ
ザ
レ
か
ら
遠
く
な
い
小
さ
な
町
カ
ナ
で
結
婚
式
が
あ
る
こ
と 

に
な
っ
て
い
た
。
当
人
た
ち
は
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
の
親
類
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
家
族
の
集
り
を
お
知
り
に
な
る
と
、
カ
ナ
に 

行
き
、
弟
子
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
婚
礼
に
招
か
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
し
ば
ら
く
別
れ
て
お
ら
れ
た
母
上
に
ふ
た
た
び
お
会
い
に
な
っ
た
。
マ
リ
ヤ
は
、
イ
エ
ス
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
に
ヨ
ル 

ダ
ン
川
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た
。
そ
の
知
ら
せ
は
ナ
ザ
レ
に
伝
え
ら
れ
、
マ
リ
ヤ
の
心
に
長
年
か
く
さ
れ
て 
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い
た
光
景
を
新
た
に
思
い
起
さ
せ
た
。
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
同
じ
に
、
マ
リ
ヤ
は
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
に
深
く
動 

か
さ
れ
た
。
彼
女
は
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
の
時
与
え
ら
れ
た
預
言
を
よ
く
お
ぼ
え
て
い
た
。
い
ま
ヨ
ハ
ネ
と
イ
エ
ス
と
の
つ
な
が
り
が
彼 

女
の
望
み
を
新
た
に
明
る
く
し
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
荒
野
へ
去
ら
れ
た
と
い
う
ふ
し
ぎ
な
知
ら
せ
が
マ
リ
ヤ
に
も
聞
こ
え
て
き
た 

の
で
、
彼
女
は
心
配
な
予
感
で
心
が
重
か
っ
た
。 

マ
リ
ヤ
は
、
ナ
ザ
レ
の
家
で
天
使
の
お
告
げ
を
き
い
た
日
か
ら
、
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
い
う
証
拠
の
一
つ
一
つ
を
心
に
と 

め
て
い
た
。
イ
エ
ス
の
美
し
い
、
無
我
の
生
活
は
、
イ
エ
ス
が
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
お
か
た
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
彼
女
に
確 

信
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
心
に
疑
い
や
失
望
も
起
っ
た
の
で
、
彼
女
は
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
時
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の 

だ
っ
た
。
マ
リ
ヤ
は
、
イ
エ
ス
の
誕
生
の
神
秘
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
知
っ
て
い
た
ヨ
セ
フ
と
死
に
別
れ
て
い
た
。
い
ま
自
分
の
望 

み
や
心
配
を
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。
過
ぐ
る
二
か
月
の
間
と
い
う
も
の
は
非
常
な
悲
し
み
だ
っ
た
。 

マ
リ
ヤ
は
イ
エ
ス
の
同
情
に
慰
め
ら
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の
イ
エ
ス
と
別
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
彼
女
は
、「
あ
な
た
自
身
も
つ
る
ぎ 

で
胸
を
刺
し
貫
か
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
シ
メ
オ
ン
の
こ
と
ば
を
心
に
思
い
め
ぐ
ら
し
た(

ル
カ
二
ノ
三
五)

。
彼
女
は
ま
た
イ 

エ
ス
が
自
分
か
ら
永
久
に
失
わ
れ
た
と
思
っ
た
あ
の
三
日
間
の
苦
悩
を
思
い
起
し
た
。
そ
し
て
切
実
な
思
い
を
も
っ
て
、
イ
エ
ス
の 

帰
り
を
待
っ
て
い
た
。 

婚
宴
の
席
で
、
マ
リ
ヤ
は
相
か
わ
ら
ず
や
さ
し
い
親
孝
行
な
息
子
で
あ
ら
れ
る
イ
エ
ス
に
会
う
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
前
の
イ
エ
ス 

で
は
な
い
。
イ
エ
ス
の
顔
つ
き
は
変
っ
て
い
る
。
そ
の
顔
は
荒
野
に
お
け
る
戦
い
の
あ
と
を
と
ど
め
、
威
厳
と
力
の
新
し
い
表
情
が 

イ
エ
ス
の
天
来
の
使
命
を
証
拠
だ
て
て
い
る
。
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
、
一
団
の
若
い
人
た
ち
が
い
て
、
彼
ら
の
目
は
尊
敬
を
こ
め 



第 15 章 婚宴の席で 

 167

て
イ
エ
ス
の
あ
と
を
追
い
、
イ
エ
ス
を
先
生
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
若
い
人
た
ち
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
や
そ
の
他
の
と
こ
ろ 

で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
、
マ
リ
ヤ
に
く
わ
し
く
語
っ
て
き
か
せ
る
。
彼
ら
は
結
論
と
し
て
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
モ
ー
セ
が 

律
法
の
中
に
し
る
し
て
お
り
、
預
言
者
た
ち
が
し
る
し
て
い
た
人
、
ヨ
セ
フ
の
子
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
い
ま
出
会
っ
た
」
と
言
明 

す
る(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
五)

。 

客
が
集
ま
る
と
、
多
く
の
者
は
何
か
非
常
に
興
味
の
あ
る
話
題
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
抑
え
ら
れ
た
興
奮
が
一 

座
の
人
々
の
間
に
ひ
ろ
が
る
。
人
々
の
小
さ
な
か
た
ま
り
が
熱
心
な
が
ら
静
か
な
調
子
で
こ
と
ば
を
か
わ
し
、
ふ
し
ぎ
そ
う
な
目
つ 

き
が
マ
リ
ヤ
の
息
子
に
向
け
ら
れ
る
。
マ
リ
ヤ
は
イ
エ
ス
に
つ
い
て
弟
子
た
ち
の
あ
か
し
を
聞
い
て
、
長
い
間
胸
に
い
だ
い
て
い
た 

望
み
が
む
だ
で
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。
彼
女
も
ま
た
人
間
で
あ
る
以
上
、
そ
の
き
よ
い
よ
ろ
こ
び
に
甘
い
母
親
の
自 

然
な
誇
り
が
ま
じ
っ
て
い
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
人
々
の
目
が
イ
エ
ス
の
上
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
彼 

女
は
、
イ
エ
ス
に
ご
自
分
が
真
に
神
の
と
う
と
い
み
子
で
あ
る
こ
と
を
一
座
の
人
々
に
証
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
に
願
っ
た
。 

彼
女
は
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
前
で
奇
跡
を
行
わ
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
い
と
望
ん
だ
。 

結
婚
の
祝
宴
は
数
日
間
つ
づ
け
ら
れ
る
の
が
当
時
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
祝
宴
が
ま
だ
終
ら
な
い
う
ち
に
ぶ
ど
う
酒
の
た 

く
わ
え
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
が
わ
か
る
と
大
変
な
困
惑
と
失
望
と
が
生
じ
た
。
祝
宴
を
ぶ
ど
う
酒
な
し
で 

す
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
は
例
の
な
い
こ
と
で
、
ぶ
ど
う
酒
が
な
い
こ
と
は
接
待
の
行
き
と
ど
か
な
い
証
拠
に
思
わ
れ
る
の
だ
っ
た
。 

マ
リ
ヤ
は
当
事
者
の
親
類
と
し
て
祝
宴
の
し
た
く
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
イ
エ
ス
に
、「
ぶ
ど
う
酒
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い 

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
イ
エ
ス
に
彼
ら
の
必
要
を
満
た
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
暗
示
だ
っ
た
。
し 
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か
し
イ
エ
ス
は
、
「
婦
人
よ
、
あ
な
た
は
、
わ
た
し
と
、 

何
の
係
わ
り
が
あ
り
ま
す
か
。
わ
た
し
の
時
は
、
ま 

だ
き
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
ら
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ 

三
、
四)

。 

こ
の
答
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
思 

え
る
が
、
冷
淡
さ
や
無
礼
な
気
持
を
あ
ら
わ
し
て
い 

る
の
で
は
な
い
。
救
い
主
が
母
親
に
語
り
か
け
ら
れ 

た
形
式
は
、
東
洋
の
習
慣
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
は
尊
敬
心
を
示
し
た
い
と
望
む
相
手
の
人
に
対 

し
て
用
い
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
地
上
生
活
に
お
け 

る
行
為
の
一
つ
一
つ
は
、
彼
ご
自
身
が
お
与
え
に
な 

っ
た
と
こ
ろ
の
、
「
あ
な
た
の
父
と
母
を
敬
え
」
と
い 

う
戒
め
に
一
致
し
て
い
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
〇
ノ 

一
二)

。
十
字
架
上
に
お
い
て
、
母
親
に
対
す
る
最
後 

の
や
さ
し
い
行
為
と
し
て
、
最
も
愛
す
る
弟
子
に
母 

 
 

親
の
世
話
を
託
さ
れ
た
時
、
イ
エ
ス
は
ふ
た
た
び
同 

カ ナ の 町 に お け る 婚 宴 の 席 で 、 イ エ ス は 水 を ぶ ど う 酒 に 変 え て 、 最 初 の 記  
録 さ れ た 奇 跡 を 行 な わ れ た 。 こ の 集 り で 、 イ エ ス は ご 自 分 の 社 交 的 性 質 を 発  
揮 さ れ た 。  
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じ
よ
う
に
母
親
に
語
り
か
け
ら
れ
た
。
婚
宴
の
時
で
も
十
字
架
上
で
も
、
声
と
顔
つ
き
と
態
度
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
愛
が
イ
エ
ス
の 

こ
と
ば
の
意
味
を
伝
え
た
。 

少
年
時
代
に
宮
に
お
ま
い
り
し
て
、
ご
自
分
の
一
生
の
働
き
の
奥
義
が
目
の
前
に
示
さ
れ
た
時
、
キ
リ
ス
ト
は
マ
リ
ヤ
に
「
わ
た 

し
が
自
分
の
父
の
家
に
い
る
は
ず
の
こ
と
を
、
ご
存
じ
な
か
っ
た
の
で
す
か
」
と
言
わ
れ
た(

ル
カ
二
ノ
四
九)

。
こ
の
こ
と
ば
は
イ 

エ
ス
の
一
生
と
伝
道
の
基
調
を
示
し
て
い
た
。
す
べ
て
の
こ
と
は
イ
エ
ス
の
働
き
、
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
が
成
就
す
る
た
め
に
こ
の
世 

に
お
い
で
に
な
っ
た
あ
が
な
い
の
大
い
な
る
働
き
に
付
随
さ
せ
ら
れ
た
。
い
ま
キ
リ
ス
ト
は
そ
の
教
訓
を
く
り
か
え
さ
れ
た
。
マ
リ 

ヤ
は
イ
エ
ス
と
の
親
子
関
係
か
ら
、
自
分
は
イ
エ
ス
に
対
し
て
特
別
な
要
求
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
あ
る
程
度
イ
エ
ス
の
使
命 

に
口
を
出
す
権
利
が
あ
る
と
考
え
る
危
険
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
三
十
年
の
間
、
マ
リ
ヤ
に
と
っ
て
や
さ
し
い
従
順
な
息
子
で
あ 

っ
て
、
そ
の
愛
情
は
変
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
い
ま
イ
エ
ス
は
天
父
の
み
わ
ざ
に
着
手
な
さ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
と
高
き
神
の
み 

子
と
し
て
、
ま
た
こ
の
世
の
救
い
主
と
し
て
、
イ
エ
ス
は
、
ど
ん
な
地
上
の
き
ず
な
に
よ
っ
て
も
ご
自
分
の
使
命
の
達
成
を
さ
ま
た 

げ
ら
れ
た
り
、
ご
自
分
の
行
為
に
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
神
の
み
こ
こ
ろ
を
な
す 

の
に
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
教
訓
は
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
た
め
で
も
あ
る
。
神
の
ご
要
求
は
人
間
の
関
係
と
い
う
き
ず
な 

に
さ
え
ま
さ
る
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
地
上
の
魅
力
に
よ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
神
が
わ
れ
わ
れ
に
歩
む
よ
う
に
命
じ
て
お
ら
れ
る 

道
か
ら
足
を
ひ
き
返
し
て
は
な
ら
な
い
。 

わ
れ
わ
れ
堕
落
し
た
人
類
の
た
だ
一
つ
の
望
み
は
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
る
。
マ
リ
ヤ
は
神
の
小
羊
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
の
み
救
い 

を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
自
身
に
は
何
の
い
さ
お
し
も
な
か
っ
た
。
マ
リ
ヤ
が
イ
エ
ス
と
親
子
関
係
に
あ
る
か
ら
と
い
っ 
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て
、
彼
女
と
イ
エ
ス
と
の
霊
的
な
関
係
は
他
の
魂
の
場
合
と
異
な
っ
た
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
救
い
主
の
み
こ
と
ば
の 

中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
彼
女
に
対
し
て
人
の
子
と
し
て
の
関
係
と
神
の
み
子
と
し
て
の
関
係
の
区
別
を
は
っ
き
り
つ
け
て 

お
ら
れ
る
。
ふ
た
り
の
間
の
肉
親
関
係
は
、
決
し
て
マ
リ
ヤ
を
イ
エ
ス
と
同
等
の
立
場
に
お
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

「
わ
た
し
の
時
は
、
ま
だ
き
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
ば
は
、
キ
リ
ス
ト
の
地
上
生
活
に
お
け
る
一
つ
一
つ
の
行
為
が
、
永
遠
の 

昔
か
ら
存
在
し
て
い
た
計
画
の
成
就
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
さ
し
て
い
る(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
四)

。
イ
エ
ス
が
地
上
に
お
い
で
に
な
る 

前
に
、
そ
の
計
画
は
こ
ま
か
い
点
ま
で
完
全
に
彼
の
前
に
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
が
人
々
の
中
に
生
活
さ
れ
た
時
、
彼
は 

一
歩
一
歩
、
天
父
の
み
こ
こ
ろ
に
よ
っ
て
み
ち
び
か
れ
た
。
イ
エ
ス
は
定
め
ら
れ
た
時
に
行
動
す
る
こ
と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
な
か 

っ
た
。
同
じ
服
従
に
よ
っ
て
、
彼
は
時
が
く
る
ま
で
待
た
れ
た
。 

自
分
の
時
は
ま
だ
き
て
い
な
い
の
だ
と
マ
リ
ヤ
に
言
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
マ
リ
ヤ
の
語
ら
れ
な
い
思
い
、
す
な
わ 

ち
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
と
同
じ
よ
う
に
彼
女
の
心
の
中
に
い
だ
か
れ
て
い
た
期
待
に
答
え
て
お
ら
れ
た
。
マ
リ
ヤ
は
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ 

と
し
て
ご
自
分
を
あ
ら
わ
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
位
に
つ
か
れ
る
の
を
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
そ
の
時
は
き
て
い
な
か
っ
た
。
イ
エ 

ス
は
、
王
と
し
て
で
は
な
く
、
「
悲
し
み
の
人
で
、
病
を
知
っ
て
い
た
」
人
と
し
て
人
間
の
運
命
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
た(

イ
ザ
ヤ 

書
五
三
ノ
三)

。 

し
か
し
マ
リ
ヤ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
使
命
を
正
し
く
認
識
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
イ
エ
ス
を
絶
対
的
に
信
頼
し
て
い
た
。
こ
の
信 

仰
に
、
イ
エ
ス
は
お
答
え
に
な
っ
た
。
最
初
の
奇
跡
が
行
な
わ
れ
た
の
は
マ
リ
ヤ
の
信
頼
を
と
う
と
び
、
弟
子
た
ち
の
信
仰
を
強
め 

る
た
め
で
あ
っ
た
。
弟
子
た
ち
は
不
信
へ
の
多
く
の
大
き
な
試
み
に
出
会
う
の
で
あ
っ
た
。
預
言
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
で
あ 
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る
と
い
う
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ
て
議
論
の
余
地
が
な
い
ま
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
宗
教
界
の
指
導
者
た
ち
が
自
分
た
ち
よ 

り
も
は
る
か
に
大
き
な
確
信
を
も
っ
て
イ
エ
ス
を
受
け
入
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
ふ
し
ぎ
な
み
わ
ざ
を
、
ま 

た
キ
リ
ス
ト
の
使
命
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
確
信
を
人
々
の
前
に
宣
言
し
た
が
、
祭
司
や
ラ
ビ
た
ち
が
示
し
た
イ
エ
ス
に
対
す
る
不 

信
と
根
強
い
偏
見
と
敵
意
に
驚
き
、
ひ
ど
く
失
望
し
た
。
救
い
主
の
初
期
の
奇
跡
は
、
弟
子
た
ち
が
こ
の
反
対
に
対
し
て
強
く
立
つ 

よ
う
に
力
づ
け
た
。 

マ
リ
ヤ
は
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
に
少
し
も
当
惑
し
な
い
で
、
食
卓
に
給
仕
し
て
い
る
人
々
に
、「
こ
の
か
た
が
、
あ
な
た
が
た
に
言
い 

つ
け
る
こ
と
は
、
な
ん
で
も
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
五)

。
こ
う
し
て
彼
女
は
、
キ
リ
ス
ト
の
み
わ
ざ
に
道
を
備
え 

る
た
め
に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
た
。 

戸
口
の
そ
ば
に
六
つ
の
大
き
な
石
の
水
が
め
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
召
使
い
た
ち
に
そ
の
水
が
め
に
水
を
満
た
す
よ
う
に
言
い
つ 

け
ら
れ
た
。
水
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
次
に
イ
エ
ス
は
、
ぶ
ど
う
酒
が
い
ま
す
ぐ
入
り
用
だ
と
い
う
の
で
、「
さ
あ
、
く
ん
で
、
料 

理
が
し
ら
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
行
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
八)

。
水
の
い
っ
ぱ
い
満
た
さ
れ
た
水
が
め
か
ら
は
、
水 

で
は
な
く
て
ぶ
ど
う
酒
が
流
れ
出
た
。
料
理
が
し
ら
も
一
般
の
客
も
ぶ
ど
う
酒
が
き
れ
た
こ
と
に
は
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
召 

使
い
た
ち
が
持
っ
て
き
た
ぶ
ど
う
酒
を
な
め
て
み
て
、
料
理
が
し
ら
は
そ
れ
が
い
ま
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
も
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
ぶ 

ど
う
酒
で
婚
宴
の
初
め
に
出
さ
れ
た
ぶ
ど
う
酒
と
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
彼
は
花
婿
に
向
か
っ
て
、「
ど
ん
な 

人
で
も
、
初
め
に
よ
い
ぶ
ど
う
酒
を
出
し
て
、
酔
い
が
ま
わ
っ
た
こ
ろ
に
わ
る
い
の
を
出
す
も
の
だ
。
そ
れ
だ
の
に
、
あ
な
た
は
よ 

い
ぶ
ど
う
酒
を
今
ま
で
と
っ
て
お
か
れ
ま
し
た
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
○)
。 
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人
は
最
初
に
一
番
よ
い
ぶ
ど
う
酒
を
出
し
、
そ
れ
か
ら
後
に
悪
い
ぶ
ど
う
酒
を
出
す
が
、
こ
の
世
の
贈
物
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。 

こ
の
世
が
与
え
る
も
の
は
、
初
め
は
人
の
目
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
感
覚
を
魅
惑
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
局
は
不
満
足
な
も
の
で
あ 

る
。
ぶ
ど
う
酒
は
に
が
く
な
り
、
は
な
や
か
さ
は
陰
気
な
も
の
と
な
る
。
歌
と
歓
楽
に
始
ま
っ
た
も
の
が
疲
労
と
不
快
に
終
る
。
し 

か
し
イ
エ
ス
の
賜
物
は
い
つ
も
新
鮮
で
新
し
い
。
イ
エ
ス
が
魂
に
お
与
え
に
な
る
ご
ち
そ
う
は
必
ず
満
足
と
よ
ろ
こ
び
と
を
与
え
る
。 

新
し
い
賜
物
が
与
え
ら
れ
る
た
び
に
、
そ
れ
を
受
け
る
者
に
は
主
の
祝
福
を
感
謝
し
、
よ
ろ
こ
ぶ
能
力
が
増
し
加
わ
る
。
主
は
恵
み 

に
恵
み
を
加
え
ら
れ
る
。
恵
み
の
た
く
わ
え
が
つ
き
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
住
む
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
き
ょ 

う
ゆ
た
か
な
賜
物
を
受
け
る
こ
と
は
、
あ
し
た
は
も
っ
と
ゆ
た
か
な
賜
物
を
受
け
る
保
証
で
あ
る
。
ナ
タ
ナ
エ
ル
に
対
す
る
イ
エ
ス 

の
み
こ
と
ば
は
、
信
仰
の
子
ら
に
対
す
る
神
の
態
度
の
原
則
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
主
の
愛
が
新
し
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
た
び
に
、
イ 

エ
ス
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
人
に
向
か
っ
て
、
あ
な
た
は
「
信
じ
る
の
か
。
こ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を
、
あ
な
た
は
見 

る
で
あ
ろ
う
」
と
宣
言
さ
れ
る(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
五
〇)

。 

婚
宴
の
席
へ
の
キ
リ
ス
ト
の
贈
物
は
、
一
つ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
水
は
主
の
死
に
あ
う
バ
プ
テ
ス
マ
を
あ
ら
わ
し
、
ぶ
ど
う
酒
は 

世
の
罪
の
た
め
に
流
さ
れ
る
主
の
血
潮
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
水
が
め
を
満
た
す
水
は
人
間
の
手
で
持
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に 

い
の
ち
を
与
え
る
効
力
を
さ
ず
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
だ
け
で
あ
る
。
救
い
主
の
死
を
さ
し
示
す
儀
式
も 

同
様
で
あ
る
。
信
仰
を
通
し
て
働
く
キ
リ
ス
ト
の
力
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
れ
ら
は
魂
を
養
う
効
力
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
ふ
る
ま
い
の
席
に
十
分
な
飲
み
物
が
備
え
ら
れ
た
。
人
の
不
和
を
消
し
去
り
、
魂
を
新
た
に
し
、 

こ
れ
を
養
う
主
の
恵
み
は
同
じ
よ
う
に
ゆ
た
か
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。 
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イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
出
席
さ
れ
た
最
初
の
祝
宴
で
、
彼
ら
の
救
い
の
た
め
に
な
さ
れ
る
働
き
を
象
徴
す
る
さ
か 

ず
き
を
彼
ら
に
お
与
え
に
な
っ
た
。
最
後
の
ば
ん
さ
ん
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
は
「
主
が
こ
ら
れ
る
時
に
至
る
ま
で
」
ご
自
分
の
死
を 

示
す
聖
な
る
儀
式
を
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
度
そ
の
さ
か
ず
き
を
彼
ら
に
お
与
え
に
な
っ
た(

コ
リ
ン
ト
第
一
・
一 

一
ノ
二
六)

。
「
わ
た
し
の
父
の
国
で
あ
な
た
が
た
と
共
に
、
新
し
く
飲
む
そ
の
日
ま
で
は
、
わ
た
し
は
今
後
決
し
て
、
ぶ
ど
う
の
実 

か
ら
造
っ
た
も
の
を
飲
む
こ
と
を
し
な
い
」
と
イ
エ
ス
が
言
わ
れ
た
時
に
、
主
と
別
れ
る
弟
子
た
ち
の
悲
し
み
は
再
会
の
約
束
に
よ 

っ
て
慰
め
ら
れ
た(

マ
タ
イ
二
六
ノ
二
九)

。 

キ
リ
ス
ト
が
祝
宴
に
お
備
え
に
な
っ
た
ぶ
ど
う
酒
、
ま
た
ご
自
分
の
血
の
象
徴
と
し
て
弟
子
た
ち
に
お
与
え
に
な
っ
た
ぶ
ど
う
酒 

は
、
純
粋
の
ぶ
ど
う
汁
で
あ
っ
た
。
預
言
者
イ
ザ
ヤ
が
、
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
に
つ
い
て
、「
人
が
ぶ
ど
う
の
ふ
さ
の
中
に
、
ぶ
ど
う
の 

し
る
の
あ
る
の
を
見
る
な
ら
ば
、『
そ
れ
を
破
る
な
、
そ
の
中
に
祝
福
が
あ
る
か
ら
』
と
言
う
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
で 

あ
る(

イ
ザ
ヤ
書
六
五
ノ
八)

。 

旧
約
聖
書
の
中
で
、「
酒
は
人
を
あ
ざ
け
る
者
と
し
、
濃
い
酒
は
人
を
あ
ば
れ
者
と
す
る
、
こ
れ
に
迷
わ
さ
れ
る
者
は
無
知
で
あ
る
」 

と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
警
告
さ
れ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た(
箴
言
二
○
ノ
一)

。
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
か
ら
こ
ん
な
飲
み
物
を 

与
え
る
よ
う
な
こ
と
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
サ
タ
ン
は
理
性
を
く
も
ら
せ
、
霊
的
知
覚
を
麻
痺(

ま
ひ)

さ
せ
る
よ
う
な
放
縦
に
人
を 

誘
惑
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
は
下
等
な
性
情
を
征
服
す
る
よ
う
に
教
え
て
お
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
一
生
は
克
己
の
模
範
で
あ
っ
た
。 

食
欲
の
力
を
た
ち
き
る
た
め
に
、
彼
は
人
間
が
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
き
び
し
い
試
練
を
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
受
け
ら
れ
た
。 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
に
、
ぶ
ど
う
酒
や
濃
い
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
マ
ノ 
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ア
の
妻
に
禁
酒
を
命
じ
ら
れ
た
の
も
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
隣
人
の
口
に
酒
び
ん
を
お
し
つ
け
る
者
の
上
に
わ
ざ
わ
い 

を
宣
告
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
の
教
え
に
矛
盾
し
た
こ
と
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
主
が
結
婚
式
の
客
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た 

発
酵
し
な
い
ぶ
ど
う
汁
は
衛
生
的
な
清
涼
飲
料
水
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
は
味
覚
を
健
康
な
食
欲
に
調
和
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。 

祝
宴
の
客
た
ち
が
ぶ
ど
う
酒
の
品
質
に
つ
い
て
批
評
し
、
召
使
い
た
ち
に
質
問
し
た
の
で
、
奇
跡
の
事
実
が
わ
か
っ
た
。
一
座
の 

人
々
は
し
ば
ら
く
は
驚
き
の
あ
ま
り
、
そ
の
ふ
し
ぎ
な
わ
ざ
を
さ
れ
た
お
か
た
の
こ
と
を
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。
だ
が
つ
い
に
イ
エ 

ス
を
さ
が
す
と
、
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
さ
え
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
立
ち
去
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

一
座
の
人
々
の
注
意
は
こ
ん
ど
は
弟
子
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
。
初
め
て
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
に
対
す
る
彼
ら
の
信
仰
を
告
白
す
る 

機
会
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
ヨ
ル
ダ
ン
川
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
語
っ
た
。
す
る
と
、
多
く
の
人
た
ち
の
心
に
、 

神
が
ご
自
分
の
民
の
救
済
者
を
起
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
望
み
の
火
が
と
も
さ
れ
た
。
奇
跡
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
は
そ
の
地
方
全
体
に 

ひ
ろ
が
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。
祭
司
や
長
老
た
ち
は
新
た
な
関
心
を
も
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
を
さ
し
示
し
て 

い
る
預
言
を
調
べ
た
。
こ
ん
な
気
取
ら
な
い
態
度
で
人
々
の
中
に
現
わ
れ
た
こ
の
新
し
い
教
師
の
使
命
を
知
り
た
い
と
い
う
熱
心
な 

希
望
が
起
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
伝
道
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
長
老
た
ち
の
伝
道
と
く
ら
べ
て
い
ち
じ
る
し
い
相
違
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
言
い
伝
え
と
形
式
を 

尊
重
す
る
あ
ま
り
、
思
想
や
行
動
の
真
の
自
由
を
ま
っ
た
く
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
た
え
ず
け
が
れ
を
恐
れ
て
生
活
し
た
。 

「
け
が
れ
た
者
」
と
の
接
触
を
さ
け
る
た
め
に
、
彼
ら
は
異
邦
人
ば
か
り
で
な
く
、
自
国
民
の
大
多
数
の
者
か
ら
遠
ざ
か
り
、
彼
ら 

に
益
を
与
え
よ
う
と
も
、
彼
ら
の
友
情
を
得
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
た
え
ず
こ
う
し
た
問
題
に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
の
で
、
彼
ら 
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の
心
は
小
さ
く
な
り
、
生
活
の
軌
道
は
狭
く
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
手
本
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
に
独
善
主
義
と
偏
狭 

心
が
助
長
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
人
類
と
全
く
思
い
を
一
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
革
の
働
き
を
お
始
め
に
な
っ
た
。
彼
は
神
の
律
法
に
最
高
の
尊
敬 

を
示
さ
れ
る
一
方
で
は
、
パ
リ
サ
イ
人
の
う
わ
べ
ば
か
り
の
敬
虔
さ
を
責
め
、
人
々
を
し
ば
り
つ
け
て
い
る
無
意
味
な
規
則
か
ら
彼 

ら
を
解
放
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
人
々
を
一
家
族
の
子
供
と
し
て
一
つ
に
す
る
た
め
に
、
社
会
の
異
な
っ
た
階
級
を
へ
だ 

て
て
い
る
壁
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
婚
宴
の
席
に
出
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
の 

一
歩
と
し
て
く
わ
だ
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

神
は
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
祭
司
や
ラ
ビ
た
ち
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
特
別
な
使
命
の
た
め
に
準
備
が
で
き
る 

よ
う
に
、
彼
に
荒
野
に
住
む
よ
う
に
お
命
じ
に
な
っ
た
。
し
か
し
彼
の
厳
格
で
孤
独
な
生
活
は
民
の
手
本
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ヨ 

ハ
ネ
自
身
、
聴
衆
に
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
捨
て
る
よ
う
に
と
は
命
じ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
神
が
彼
ら
を
召
さ
れ
た
立
場
に
お
い
て
、 

神
に
忠
誠
を
つ
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
悔
い
改
め
の
証
拠
を
示
す
よ
う
に
と
命
じ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
放
縦
を
責
め
ら
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
性
質
は
社
交
的
で
あ
ら
れ
た
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人 

人
の
も
て
な
し
に
応
じ
て
、
金
持
の
家
で
も
貧
乏
人
の
家
で
も
、
学
者
の
家
で
も
無
知
な
者
の
家
で
も
訪
問
し
、
彼
ら
の
思
い
を
日 

常
一
般
の
問
題
か
ら
霊
的
な
永
遠
の
問
題
へ
高
め
よ
う
と
さ
れ
た
。
彼
は
酒
色
を
み
と
め
ら
れ
ず
、
そ
の
行
為
は
世
俗
的
な
軽
薄
の 

影
に
よ
っ
て
く
も
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
主
は
無
邪
気
な
た
の
し
み
の
光
景
に
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
、
自
ら
出
席
な
さ 

る
こ
と
に
よ
っ
て
親
睦(

し
ん
ぼ
く)

の
集
り
を
是
認
さ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
結
婚
式
は
印
象
的
な
光
景
で
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
は
人
の 
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子
イ
エ
ス
に
と
っ
て
不
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
婚
宴
の
席
に
つ
ら
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
結
婚
を
天
来
の
制
度 

と
し
て
と
う
と
ば
れ
た
。 

旧
約
聖
書
に
も
新
約
聖
書
に
も
、
結
婚
関
係
は
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
民
と
の
間
に
存
在
す
る
や
さ
し
く
聖
な
る
結
合
を
あ
ら
わ
す
の 

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
婚
宴
の
よ
ろ
こ
び
は
、
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
分
の
花
嫁
を
天
父
の
家
に
つ
れ
て
ゆ
か
れ
、
あ
が
な
わ
れ
た
者
と 

あ
が
な
い
主
と
が
、
小
羊
の
婚
宴
の
席
に
す
わ
る
そ
の
日
の
よ
ろ
こ
び
を
キ
リ
ス
ト
の
心
に
思
わ
せ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
こ
う
言
わ
れ 

る
、
「
花
婿
が
花
嫁
を
喜
ぶ
よ
う
に
あ
な
た
の
神
は
あ
な
た
を
喜
ば
れ
る
」
。
「
あ
な
た
は
も
は
や
『
捨
て
ら
れ
た
者
』
と
言
わ
れ
ず
、 

･･････

あ
な
た
は
『
わ
が
喜
び
は
彼
女
に
あ
る
』
と
と
な
え
ら
れ
、･･････

主
は
あ
な
た
を
喜
ば
れ
」
る
。
「
彼
は
あ
な
た
の
た
め
に
喜 

び
楽
し
み
、
そ
の
愛
に
よ
っ
て
あ
な
た
を
新
に
し
、
祭
の
日
の
よ
う
に
あ
な
た
の
た
め
に
喜
び
呼
ば
わ
ら
れ
る
」(

イ
ザ
ヤ
書
六
二 

ノ
五
、
四
、
ゼ
パ
ニ
ヤ
書
三
ノ
一
七)
。
使
徒
ヨ
ハ
ネ
は
、
天
の
事
物
に
つ
い
て
の
ま
ぼ
ろ
し
が
与
え
ら
れ
た
時
、
こ
う
書
い
た
、「
わ 

た
し
は
ま
た
、
大
群
衆
の
声
、 

多
く
の
水
の
音
、
ま
た
激
し
い
雷
鳴
の
よ
う
な
も
の
を
き
い
た
。
そ
れ
は
こ
う
言
っ
た
、
『
ハ
レ
ル
ヤ
、 

全
能
者
に
し
て
主
な
る
わ
れ
ら
の
神
は
、
王
な
る
支
配
者
で
あ
ら
れ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
喜
び
楽
し
み
、
神
を
あ
が
め
ま
つ
ろ
う
。 

小
羊
の
婚
姻
の
時
が
き
て
、
花
嫁
は
そ
の
用
意
を
し
た
か
ら
で
あ
る
』
」
。
「
小
羊
の
婚
宴
に
招
か
れ
た
者
は
、
さ
い
わ
い
で
あ
る
」 

(

黙
示
録
一
九
ノ
六
、
七
、
九)

。 

イ
エ
ス
は
ひ
と
り
び
と
り
の
魂
を
、
神
の
み
国
へ
の
招
待
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
と
し
て
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
イ
エ 

ス
は
人
々
の
幸
福
を
願
う
者
と
し
て
、
彼
ら
の
中
に
は
い
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
心
を
と
ら
え
ら
れ
た
。
彼
は
大
通
り 

で
、
個
人
の
家
々
で
、
舟
の
上
で
、
会
堂
の
中
で
、
湖
の
岸
辺
で
、
婚
宴
の
席
で
、
彼
ら
を
求
め
ら
れ
た
。
彼
は
人
々
が
日
常
の
働 
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き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
彼
ら
に
会
い
、
彼
ら
の
俗
事
に
興
味
を
示
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
教
え
を
家
庭
に
持
ち
込
み
、
家 

族
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
お
い
て
イ
エ
ス
の
き
よ
い
ご
臨
在
の
感
化
の
も
と
に
お
か
れ
た
。
イ
エ
ス
の
個
人
的
な
強
い
同
情
は
人
々 

の
心
を
と
ら
え
る
助
け
と
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ひ
と
り
で
祈
る
た
め
に
た
び
た
び
山
へ
行
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
活
動
的
な
生
活
に
お 

い
て
人
々
の
た
め
に
働
く
準
備
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ひ
と
時
を
経
て
、
イ
エ
ス
は
、
病
人
を
い
や
し
、
無
知
の
者
に
教
え
、
サ 

タ
ン
の
と
り
こ
の
鎖
を
た
ち
切
る
た
め
に
出
て
こ
ら
れ
た
。 

イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
を
訓
練
さ
れ
た
の
は
個
人
的
な
接
触
と
ま
じ
わ
り
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
あ
る
時
は
山
腹
で
彼 

ら
の
中
に
す
わ
っ
て
教
え
、
あ
る
時
は
海
辺
で
、
あ
る
時
は
彼
ら
と
い
っ
し
ょ
に
道
を
歩
き
な
が
ら
、
彼
ら
に
神
の
国
の
奥
義
を
示 

さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
今
日
人
々
が
す
る
よ
う
に
説
教
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
人
々
の
心
が
天
来
の
こ
と
ば
を
受
け
よ
う
と
し
て
開
か 

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
イ
エ
ス
は
救
い
の
道
の
真
理
を
と
き
明
か
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
こ
れ
を
し
な
さ
い
、 

あ
れ
を
し
な
さ
い
と
命
令
な
さ
ら
ず
、「
わ
た
し
に
従
っ
て
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た(

ル
カ
九
ノ
五
九)

。
彼
は
民
に
ど
う
教
え
る
か 

を
弟
子
た
ち
に
見
せ
る
た
め
に
、
い
な
か
や
町
を
旅
行
さ
れ
る
時
に
は
彼
ら
を
お
つ
れ
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
と
関
心
を 

一
つ
に
さ
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
働
き
に
お
い
て
イ
エ
ス
と
一
体
と
な
っ
た
。 

人
類
と
利
害
を
一
つ
に
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
模
範
は
、
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
を
の
べ
つ
た
え
る
者
や
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
の
福
音 

を
受
け
入
れ
た
者
の
す
べ
て
が
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
模
範
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
社
交
的
な
ま
じ
わ
り
を
た
ち
き
る
の
で
は
な
い
。 

他
の
人
た
ち
か
ら
孤
立
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
に
接
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
の
い
る
と
こ
ろ
で
彼 

ら
に
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
方
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
講
壇
か
ら
だ
け
で
は
人
々 



各時代の希望 上 

 178

の
心
は
天
来
の
真
理
に
動
か
さ
れ
な
い
。
も
う
一
つ
の
働
き
の
領
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
目
立
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
い
に
有 

望
で
あ
る
。
そ
れ
は
身
分
の
い
や
し
い
人
々
の
家
庭
に
、
身
分
の
高
い
人
々
の
邸
宅
に
、
も
て
な
し
の
食
卓
に
、
無
邪
気
な
親
睦
の 

集
り
の
中
に
み
い
だ
さ
れ
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
単
な
る
享
楽
心
か
ら
世
の
人
々
と
ま
じ
わ
っ
た
り
、
彼
ら
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
愚 

か
な
こ
と
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
こ
う
い
う
交
際
の
結
果
は
た
だ
有
害
な
だ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
ば
や
わ
れ
わ 

れ
の
行
為
や
わ
れ
わ
れ
が
だ
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
い
合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
罪
を
是
認
す
る
よ
う 

な
こ
と
が
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ
へ
行
く
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
エ
ス
を
い
っ
し
ょ
に
お
つ
れ
し
、
人
々
に
救
い
主
の 

と
う
と
さ
を
示
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
宗
教
を
石
の
壁
の
中
に
か
く
し
て
保
と
う
と
す
る
者
は
、
よ
い
こ
と
を
す
る
と
う
と
い
機
会 

を
失
う
。
社
交
的
な
関
係
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
世
の
人
々
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
る
。
天
来
の
光
を
受
け
た
者
は
だ
れ
で
も 

み
な
、
い
の
ち
の
光
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
々
の
道
を
照
す
の
で
あ
る
。 

わ
れ
わ
れ
は
み
な
イ
エ
ス
の
証
人
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
社
交
的
な
能
力
は
、
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
き
よ
め
ら
れ
て
、
魂
を
救
い 

主
に
み
ち
び
く
の
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
の
利
害
問
題
に
利
己
的
に
没
頭
し
て
い
る
の
で
は
な 

く
、
わ
れ
わ
れ
の
祝
福
と
特
権
と
を
他
人
に
わ
け
与
え
よ
う
と
願
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
世
の
人
々
に
見
せ
よ
う
。
わ
れ 

わ
れ
の
宗
教
は
わ
れ
わ
れ
を
非
情
に
し
た
り
苛
酷(

か
こ
く)
に
し
た
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
世
の
人
々
に
わ
か
ら
せ
よ
う
。
キ
リ 

ス
ト
を
み
い
だ
し
た
と
言
っ
て
い
る
者
は
み
な
、
キ
リ
ス
ト
が
人
々
を
益
す
る
た
め
に
働
か
れ
た
よ
う
に
、
奉
仕
し
よ
う
。 

わ
れ
わ
れ
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
暗
い
不
幸
な
人
た
ち
だ
と
い
う
ま
ち
が
っ
た
印
象
を
世
の
人
々
に
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
も 
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し
わ
れ
わ
れ
の
目
が
イ
エ
ス
に
し
っ
か
り
そ
そ
が
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
わ
れ
み
深
い
救
い
主
を
見
、
そ
の
み
顔
の
光 

を
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
神
の
み
た
ま
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
で
も
平
安
が
宿
る
。
神
に
対
す
る
落
ち
着
い
た
、
聖 

な
る
信
頼
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
は
ま
た
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
た
ち
が
、
人
間
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
神
の
性
質
に
あ
ず
か
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
き
、
キ
リ
ス
ト
は
お 

よ
ろ
こ
び
に
な
る
。
彼
ら
は
像
で
は
な
く
、
生
き
た
男
女
で
あ
る
。
彼
ら
の
心
は
神
の
恵
み
の
露
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
な
り
、
義 

の
太
陽
キ
リ
ス
ト
に
向
か
っ
て
開
き
、
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
を
照
し
て
い
る
光
を
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
輝
い
て 

い
る
働
き
を
通
し
て
、
他
人
に
反
射
す
る
。 
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第 16 章 
 

神
の
宮
で    

  

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
二
―
二
二
に
も
と
づ
く 

「
そ
の
の
ち
、
イ
エ
ス
は
、
そ
の
母
、
兄
弟
た
ち
、
弟
子
た
ち
と
一
緒
に
、
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
下
っ
て
、
幾
日
か
そ
こ
に
と
ど
ま
ら 

れ
た
。
さ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
過
越
の
祭
が
近
づ
い
た
の
で
、
イ
エ
ス
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
上
ら
れ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
二
、
一
三)

。 

こ
の
旅
で
、
イ
エ
ス
は
首
都
エ
ル
サ
レ
ム
へ
進
ん
で
行
く
人
た
ち
の
大
き
な
群
れ
の
一
つ
に
加
わ
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の 

使
命
を
ま
だ
公
に
発
表
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
人
知
れ
ず
群
衆
の
中
に
ま
じ
っ
て
お
ら
れ
た
。
こ
う
い
う
機
会
に
は
、
ヨ
ハ 

ネ
の
伝
道
に
よ
っ
て
世
間
の
注
目
を
ひ
く
よ
う
に
な
っ
た
メ
シ
ヤ
の
来
臨
と
い
う
こ
と
が
よ
く
人
々
の
話
題
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
自 

分
た
ち
の
国
が
偉
大
な
国
家
に
な
る
の
だ
と
い
う
望
み
に
つ
い
て
燃
え
る
よ
う
な
熱
心
さ
で
語
り
合
っ
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
望
み
が 

裏
切
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
聖
書
の
誤
っ
た
解
釈
に
根
拠
が
お
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ 

ス
は
非
常
に
熱
心
に
預
言
を
説
明
し
、
神
の
み
こ
と
ば
の
も
っ
と
綿
密
な
研
究
に
人
々
を
め
ざ
め
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
神
の
礼
拝
を
教
え
ら
れ
る
の
だ
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
は
教
え
て
い
た
。
過
越
節
の 

週
間
に
な
る
と
、
大
ぜ
い
の
人
々
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
全
地
か
ら
、
ま
た
遠
い
国
々
か
ら
も
や
っ
て
き
て
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
。
宮
の
庭 
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は
雑
然
と
し
た
群
衆
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
一
つ
の
大
い
な
る
い
け
に
え
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
献
げ 

ら
れ
る
い
け
に
え
を
た
ず
さ
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
動
物
が
宮
の
外
庭
で
売 

買
さ
れ
た
。
こ
こ
に
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
が
彼
ら
の
献
げ
物
を
買
う
た
め
に
集
ま
っ
た
。
こ
こ
で
あ
ら
ゆ
る
外
国
の
お
金
が
聖
所
の 

貨
幣
に
両
替
さ
れ
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
だ
れ
で
も
み
な
「
命
を
あ
が
な
う
」
た
め
に
毎
年
半
シ
ケ
ル
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て 

集
め
ら
れ
た
お
金
は
宮
を
維
持
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
三
〇
ノ
一
二
―
一
六
参
照)

。
こ
の
ほ
か
に
、
多
額
の
お 

金
が
任
意
の
献
金
と
し
て
持
参
さ
れ
、
宮
の
金
庫
に
納
め
ら
れ
た
。
外
国
貨
幣
は
み
な
聖
所
の
シ
ケ
ル
と
呼
ば
れ
る
貨
幣
に
両
替
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
貨
幣
が
聖
所
の
奉
仕
の
た
め
に
受
け
取
ら
れ
た
。
金
銭
の
両
替
は
詐
欺
や
強
奪
の
機
会
と 

な
り
、
そ
れ
は
だ
ん
だ
ん
恥
ず
べ
き
商
売
と
な
っ
て
、
祭
司
た
ち
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。 

商
人
た
ち
は
動
物
を
売
る
の
に
法
外
な
値
段
を
つ
け
、
そ
の
も
う
け
を
祭
司
や
役
人
た
ち
に
わ
け
た
。
こ
う
し
て
祭
司
や
役
人
た 

ち
は
民
の
犠
牲
に
お
い
て
私
腹
を
肥
や
し
た
。
礼
拝
者
た
ち
は
、
い
け
に
え
を
献
げ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
子
供
た
ち
や
地
所
に
神
の 

祝
福
が
く
だ
ら
な
い
と
信
じ
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
動
物
を
高
い
値
段
で
売
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
々
は 

遠
く
か
ら
や
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
目
的
で
あ
る
礼
拝
行
為
を
果
さ
な
い
で
は
家
へ
帰
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

過
越
節
の
時
に
は
大
変
な
数
の
い
け
に
え
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
の
で
、
宮
で
の
商
売
は
非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ
に
伴
う 

混
雑
は
、
神
の
聖
な
る
宮
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
や
か
ま
し
い
家
畜
市
場
を
思
わ
せ
た
。
か
ん
高
い
取
り
引
き
の
声
、
牛
の
も
う
も 

う
鳴
く
声
な
ど
が
、
貨
幣
の
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
い
う
音
や
怒
っ
て
言
い
争
う
声
に
ま
じ
っ
て
き
こ
え
た
。
そ
の
混
乱
が
あ
ま
り
に
ひ
ど 
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い
た
め
に
、
礼
拝
者
た
ち
は
さ
ま
た
げ
ら
れ
、
い
と
高
き
神
に
語
り
か
け
ら
れ
る
こ
と
ば
は
宮
を
お
お
う
騒
音
に
か
き
消
さ
れ
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
自
分
た
ち
の
敬
虔
さ
を
非
常
な
誇
り
に
し
て
い
た
。
彼
ら
は
宮
を
よ
ろ
こ
び
、
宮
の
こ
と
を
よ
く
言
わ
な
い
こ
と
ば
を 

胃
涜(
ぼ
う
と
く)

と
み
な
し
た
。
彼
ら
は
ま
た
宮
に
関
係
の
あ
る
儀
式
を
非
常
に
厳
格
に
行
な
っ
た
。
し
か
し
金
銭
欲
が
彼
ら
の
用 

心
深
さ
を
圧
倒
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
が
神
ご
自
身
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
儀
式
の
本
来
の
目
的
か
ら
は
る
か
に
そ
れ
て 

い
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。 

主
が
シ
ナ
イ
山
上
に
お
く
だ
り
に
な
っ
た
時
、
そ
の
場
所
は
主
の
ご
臨
在
に
よ
っ
て
き
よ
め
ら
れ
た
。
モ
ー
セ
は
、
山
の
ま
わ
り 

に
境
界
を
設
け
て
、
そ
こ
を
き
よ
め
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
あ
な
た
が
た
は
注
意
し
て
、
山
に
上
ら
ず
、
ま
た
、
そ 

の
境
界
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
山
に
触
れ
る
者
は
必
ず
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
手
を
そ
れ
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
。
触
れ 

る
者
は
必
ず
石
で
打
ち
殺
さ
れ
る
か
、
射
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
獣
で
も
人
で
も
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
主
の
警
告
の 

こ
と
ば
が
き
か
れ
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
九
ノ
一
二
、
一
三)

。
こ
の
よ
う
に
、
神
が
ご
臨
在
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
も
、 

神
聖
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
教
訓
が
教
え
ら
れ
た
。
神
の
宮
の
境
内
は
神
聖
な
と
こ
ろ
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
も 

う
け
を
争
う
あ
ま
り
、
す
べ
て
こ
う
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。 

祭
司
と
役
人
た
ち
は
国
民
に
神
を
代
表
す
る
者
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
宮
の
庭
が
こ
の
よ
う
に
悪
用
さ
れ
て
い
る
の
を
改
革 

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
民
に
正
直
と
あ
わ
れ
み
の
模
範
を
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
自
分
自
身
の
利
益
を
追
い
求
め
な
い
で
、
彼 

ら
は
礼
拝
者
た
ち
の
事
情
と
必
要
と
を
考
慮
し
、
ま
た
必
要
な
い
け
に
え
を
買
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
を
い
つ
で
も
助
け
る
用
意 

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
そ
う
し
た
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
心
は
貪
欲
に
固
ま
っ
て
い
た
。 
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こ
の
祭
り
に
は
、
苦
し
ん
で
い
る
者
や
困
っ
て
い
る
貧
し
い
人
々
も
や
っ
て
き
た
。
盲
人
も
足
な
え
も
つ
ん
ぼ
も
き
た
。
寝
床
に 

の
せ
て
つ
れ
て
こ
ら
れ
る
者
も
あ
っ
た
。
貧
し
い
た
め
に
、
主
に
さ
さ
げ
る
一
番
安
い
献
げ
物
も
買
え
ず
、
自
分
自
身
の
空
腹
を
満 

た
す
食
物
さ
え
買
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
き
た
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
祭
司
の
言
明
に
ひ
ど
く
当
惑
し
た
。
祭
司 

た
ち
は
自
分
の
敬
虔
さ
を
誇
り
、
民
の
保
護
者
で
あ
る
と
自
称
し
た
。
だ
が
彼
ら
は
同
情
や
あ
わ
れ
み
の
心
が
な
か
っ
た
。
貧
し
い 

者
や
病
人
や
死
に
か
け
て
い
る
者
が
助
け
を
乞
う
て
も
む
だ
だ
っ
た
。
彼
ら
の
苦
し
み
は
祭
司
た
ち
の
心
に
何
の
同
情
も
呼
び
起
さ 

な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
宮
に
は
い
っ
て
こ
ら
れ
る
と
、
す
べ
て
の
光
景
を
じ
っ
と
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
彼
は
不
正
な
取
り
引
き
を
ご
ら
ん
に
な 

っ
た
。
血
を
流
さ
な
け
れ
ば
自
分
た
ち
の
罪
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
と
考
え
て
困
っ
て
い
る
貧
し
い
人
た
ち
を
彼
は
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。 

彼
は
、
神
の
宮
の
外
庭
が
け
が
れ
た
商
売
の
場
所
に
か
わ
っ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
神
聖
な
境
内
が
一
つ
の
大
き
な
取
引 

場
と
な
っ
て
い
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
考
え
に
な
っ
た
。
無
数
の
儀
式
が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
正
し
い
教
え
も 

な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
民
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
礼
拝
者
た
ち
は
、
た
だ
ひ
と
り
の
完
全
な
い
け
に
え
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
を
象
徴 

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
な
い
で
彼
ら
の
い
け
に
え
を
さ
さ
げ
た
。
し
か
も
彼
ら
の
中
に
、
み
と
め
ら
れ
も
し
な
け
れ
ば
、 

あ
が
め
ら
れ
も
し
な
い
で
、
彼
ら
の
す
べ
て
の
儀
式
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
お
か
た
が
立
っ
て
お
ら
れ
た
。
彼
は
献
げ
物
に
つ 

い
て
指
示
を
お
与
え
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
彼
は
献
げ
物
の
象
徴
的
価
値
を
理
解
し
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
そ
う
し
た
献
げ
物
が 

い
ま
悪
用
さ
れ
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
霊
的
な
礼
拝
は
急
速
に
影
を
ひ
そ
め
て
い
た
。
祭
司
た
ち
や
役
人
た 



各時代の希望 上 

 184

ち
と
神
と
の
間
の
つ
な
が
り
は
何
も
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
働
き
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
礼
拝
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

宮
の
庭
の
石
段
に
立
た
れ
た
キ
リ
ス
ト
は
、
鋭
い
一
べ
つ
で
、
目
の
前
の
光
景
を
見
抜
か
れ
る
。
預
言
の
目
を
も
っ
て
、
イ
エ
ス 

は
未
来
を
、
幾
年
後
ば
か
り
で
な
く
幾
世
紀
幾
時
代
後
ま
で
ご
ら
ん
に
な
る
。
彼
は
祭
司
た
ち
や
役
人
た
ち
が
貧
し
い
人
々
の
権
利 

を
奪
い
、
彼
ら
に
福
音
が
伝
え
ら
れ
る
の
を
禁
じ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
る
。
彼
は
、
神
の
愛
が
罪
人
に
か
く
さ
れ
、
人
々
が
神 

の
恵
み
を
商
品
に
す
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
る
。
そ
の
光
景
を
ご
ら
ん
に
な
る
と
、
怒
り
と
権
威
と
力
と
が
そ
の
顔
に
あ
ら
わ
れ
る
。 

人
々
の
注
意
は
彼
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
。
け
が
れ
た
取
引
を
や
っ
て
い
た
人
た
ち
の
目
が
、
イ
エ
ス
の
顔
に
く
ぎ
づ
け
に
さ
れ
る
。 

彼
ら
は
目
を
そ
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
ら
は
、
こ
の
人
に
自
分
た
ち
の
心
の
奥
底
が
見
抜
か
れ
、
か
く
れ
た
動
機
が
み
つ
け
出 

さ
れ
る
の
を
感
じ
る
。
中
に
は
、
自
分
の
悪
い
行
為
が
顔
に
書
か
れ
て
い
る
の
を
あ
の
鋭
い
目
に
じ
っ
と
み
つ
め
ら
れ
る
か
の
よ
う 

に
、
顔
を
か
く
そ
う
と
す
る
者
も
あ
る
。 

騒
ぎ
は
お
さ
ま
っ
た
。
商
売
と
か
け
ひ
き
の
声
は
や
ん
だ
。
沈
黙
は
苦
痛
と
な
る
。
群
衆
は
畏
怖
の
念
に
圧
倒
さ
れ
る
。
彼
ら
は 

自
分
た
ち
の
行
為
を
弁
明
す
る
た
め
に
神
の
さ
ば
き
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
を
見
あ
げ
て
、
彼
ら
は
、 

人
性
と
い
う
衣
か
ら
神
性
が
ひ
ら
め
い
て
い
る
の
を
見
る
。
天
の
君
が
、
最
後
の
日
に
お
け
る
さ
ば
き
主
の
よ
う
に
、
そ
の
時
ご
自 

分
に
伴
う
栄
光
に
い
ま
は
つ
つ
ま
れ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
魂
を
見
抜
く
力
を
も
っ
て
立
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼 

の
目
は
群
衆
を
見
渡
し
て
、
ひ
と
り
び
と
り
を
見
抜
か
れ
る
。
彼
の
姿
は
堂
々
た
る
威
厳
を
そ
な
え
て
彼
ら
の
中
に
そ
び
え
て
い
る 

よ
う
に
見
え
、
天
来
の
光
が
そ
の
み
顔
を
照
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
が
話
さ
れ
る
と
、
そ
の
は
っ
き
り
し
た
ひ
び
き
わ
た
る
声
は

― 

い
ま
祭
司
た
ち
や
役
人
た
ち
が
犯
し
て
い
る
律
法
を
か
つ
て
シ
ナ
イ
山
上
で
宣
言
さ
れ
た
の
と
同
じ
声
は

―
宮
の
門
に
反
響
し
て 



第 16 章 神の宮で 

 185

き
こ
え
る
。
「
こ
れ
ら
の
も
の
を
持
っ
て
、
こ
こ
か
ら
出
て
行
け
。
わ
た
し
の
父
の
家
を
商
売
の
家
と
す
る
な
」(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一 

六)
。 ゆ

っ
く
り
石
段
を
お
り
な
が
ら
、
イ
エ
ス
は
、
境
内
に
は
い
る
時
に
拾
わ
れ
た
縄
の
鞭
を
ふ
り
あ
げ
て
、
取
引
を
し
て
い
る
連
中 

に
宮
の
境
内
か
ら
立
ち
去
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
激
し
さ
と
厳
格
さ
を
も
っ
て
、
イ
エ 

ス
は
両
替
屋
の
テ
ー
ブ
ル
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
。
貨
幣
は
高
い
音
を
立
て
て
、
大
理
石
の
歩
道
に
落
ち
る
。
だ
れ
ひ
と
り
彼
の
権 

威
を
あ
え
て
問
題
に
し
よ
う
と
し
な
い
。
だ
れ
ひ
と
り
不
正
な
も
う
け
の
金
を
拾
い
集
め
よ
う
と
し
て
立
ち
ど
ま
ろ
う
と
し
な
い
。 

イ
エ
ス
は
彼
ら
を
縄
の
鞭
で
打
ち
は
な
さ
ら
な
い
が
、
そ
の
た
だ
の
鞭
が
彼
の
手
に
あ
る
と
、
燃
え
る
剣
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
も
の
に 

み
え
る
。
宮
の
役
員
た
ち
や
、
投
機
を
し
て
い
た
祭
司
た
ち
や
、
仲
買
人
た
ち
や
家
畜
商
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
目
の
前
に
い
る
と
心 

が
責
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
ま
ぬ
か
れ
た
い
一
心
で
羊
や
牛
と
い
っ
し
ょ
に
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
。 

あ
わ
て
ふ
た
め
き
は
群
衆
全
体
に
ひ
ろ
が
り
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
神
性
に
圧
倒
さ
れ
る
感
じ
が
す
る
。
幾
百
人
の
青
ざ
め
た
唇
か 

ら
、
恐
怖
の
叫
び
が
も
れ
る
。
弟
子
た
ち
で
さ
え
ふ
る
え
あ
が
る
。
弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
ふ
だ
ん
の
ふ
る
ま
い
と
は
ま
っ
た
く 

不
似
合
い
な
こ
と
ば
と
行
動
に
お
そ
れ
を
な
す
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
あ
な
た
の
家
を
思
う
熱
心
が
わ
た
し
を
食 

い
つ
く
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
ば
を
思
い
出
す(

詩
篇
六
九
ノ
九)

。
ま
も
な
く
そ
う
ぞ
う
し
い
群
衆
は
商
品
と
い
っ
し
ょ
に
神 

の
宮
か
ら
遠
く
へ
追
い
や
ら
れ
る
。
宮
の
庭
か
ら
け
が
れ
た
取
引
が
姿
を
消
し
、
深
い
静
寂
と
荘
厳
さ
が
混
乱
の
場
面
を
お
お
う
。 

主
の
ご
臨
在
は
昔
シ
ナ
イ
山
を
き
よ
め
た
が
、
い
ま
は
主
の
み
栄
え
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
宮
を
き
よ
い
も
の
に
し
た
。 

宮
を
き
よ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
メ
シ
ヤ
と
し
て
の
ご
自
分
の
使
命
を
公
表
し
、
そ
の
働
き
に
は
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ 
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た
。
神
の
住
居
と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
の
宮
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
世
界
の
た
め
に
実
物
教
訓
と
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
た
。
輝 

く
聖
な
る
セ
ラ
フ
か
ら
人
間
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
の
被
造
物
が
創
造
主
の
内
住
さ
れ
る
宮
と
な
る
こ
と
が
、
永
遠
の
昔
か
ら
神 

の
目
的
で
あ
っ
た
。
罪
の
た
め
に
人
類
は
神
の
宮
と
な
ら
な
く
な
っ
た
。
人
の
心
は
、
悪
の
た
め
に
暗
く
な
り
、
け
が
れ
た
も
の
と 

な
っ
た
の
で
、
も
は
や
聖
な
る
神
の
栄
光
を
あ
ら
わ
さ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
神
の
み
子
の
受
肉
に
よ
っ
て
天
の
神
の
目
的
は
達
成 

さ
れ
た
。
神
は
人
類
の
中
に
お
住
み
に
な
り
、
救
い
の
恵
み
を
通
し
て
、
人
の
心
は
ふ
た
た
び
神
の
宮
と
な
る
。
神
は
エ
ル
サ
レ
ム 

の
宮
が
、
す
べ
て
の
魂
に
と
っ
て
可
能
な
高
い
運
命
に
つ
い
て
の
た
え
ま
な
い
あ
か
し
と
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
ユ
ダ 

ヤ
人
は
彼
ら
が
非
常
な
誇
り
を
も
っ
て
見
て
い
た
建
物
の
意
義
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
自
身
を
み
た
ま
の
聖
な
る 

宮
と
し
て
さ
さ
げ
な
か
っ
た
。
け
が
れ
た
商
売
の
そ
う
ぞ
う
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
宮
の
庭
は
、
肉
欲
や
き
よ
く 

な
い
思
い
が
は
い
り
こ
ん
で
け
が
れ
て
い
る
心
の
宮
を
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
宮
を
世
俗
の
売
る
人
、
買
う
人
か
ら
き
よ
め 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
、
罪
の
け
が
れ
、
す
な
わ
ち
魂
を
堕
落
さ
せ
る
世
俗
的
な
望
み
、
利
己
的
な
欲
望
、
悪
習
慣
な
ど
か 

ら
心
を
き
よ
め
ら
れ
る
ご
自
分
の
使
命
を
宣
言
さ
れ
た
。
「
あ
な
た
が
た
が
求
め
る
所
の
主
は
、
た
ち
ま
ち
そ
の
宮
に
来
る
。
見
よ
、 

あ
な
た
が
た
の
喜
ぶ
契
約
の
使
者
が
来
る
と
、
万
軍
の
主
が
言
わ
れ
る
。
そ
の
来
る
日
に
は
、
だ
れ
が
耐
え
得
よ
う
。
そ
の
あ
ら
わ 

れ
る
時
に
は
、
だ
れ
が
立
ち
得
よ
う
。
彼
は
金
を
ふ
き
わ
け
る
者
の
火
の
よ
う
で
あ
り
、
布
さ
ら
し
の
灰
汁
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
は 

銀
を
ふ
き
わ
け
て
清
め
る
者
の
よ
う
に
座
し
て
、
レ
ビ
の
子
孫
を
清
め
、
金
銀
の
よ
う
に
彼
ら
を
清
め
る
」(

マ
ラ
キ
書
三
ノ
一
― 

三
）
。 

「
あ
な
た
が
た
は
神
の
宮
で
あ
っ
て
、
神
の
御
霊
が
自
分
の
う
ち
に
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
。
も
し
人
が
、
神
の
宮 
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を
破
壊
す
る
な
ら
、
神
は
そ
の
人
を
滅
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
神
の
宮
は
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
あ
な
た
が
た
は 

そ
の
宮
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
」(

コ
リ
ン
ト
第
一
・
三
ノ
一
六
、
一
七)

。
だ
れ
も
心
を
占
領
し
て
い
る
悪
の
か
た
ま
り
を
自
力
で
追 

い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
キ
リ
ス
ト
だ
け
が
魂
の
宮
を
き
よ
め
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
。
し
か
し
彼
は
は
い
る
こ
と
を
強
制
な 

さ
ら
な
い
。
主
は
昔
の
宮
に
お
は
い
り
に
な
っ
た
よ
う
に
は
心
に
お
は
い
り
に
な
ら
な
い
で
、｢

見
よ
、
わ
た
し
は
戸
の
外
に
立
っ
て
、 

た
た
い
て
い
る
。
だ
れ
で
も
わ
た
し
の
声
を
聞
い
て
戸
を
あ
け
る
な
ら
、
わ
た
し
は
そ
の
中
に
は
い(

る)

」
と
言
わ
れ
る(

黙
示
録 

三
ノ
ニ
〇)

。
主
は
一
日
だ
け
の
た
め
に
お
は
い
り
に
な
る
の
で
は
な
い
。
「
わ
た
し
は
彼
ら
の
間
に
住
み
、
か
つ
出
入
り
を
す
る
で 

あ
ろ
う
。･･････

彼
ら
は
わ
た
し
の
民
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
六
ノ
一
六)

。
「
わ
れ
わ
れ
の
不
義
を
足 

で
踏
み
つ
け
ら
れ
る
。
あ
な
た
は
わ
れ
わ
れ
の
も
ろ
も
ろ
の
罪
を
海
の
深
み
に
投
げ
入
れ
」
ら
れ
る(

ミ
カ
書
七
ノ
一
九)

。
主
の
ご 

臨
在
は
、
魂
が
主
の
聖
な
る
宮
と
な
り
、
「
霊
な
る
神
の
す
ま
い
」
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
魂
を
洗
い
き
よ
め
る(

エ
ペ
ソ
二
ノ
二
一
、 

二
二)

。 

恐
ろ
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
は
宮
の
庭
か
ら
逃
げ
出
し
、
彼
ら
の
心
を
見
抜
く
鋭
い
目
か
ら
の
が
れ
た
。
彼 

ら
は
逃
げ
て
行
く
と
き
、
宮
へ
や
っ
て
来
る
他
の
人
た
ち
に
出
会
う
と
、
自
分
た
ち
の
見
聞
き
し
た
こ
と
を
語
り
、
ひ
き
返
す
よ
う 

に
命
じ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
逃
げ
て
行
く
人
た
ち
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
彼
ら
の
恐
怖
と
、
彼
ら
が
真
の
礼
拝
の
本
質
に
つ
い
て
無
知 

で
あ
る
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
に
お
思
い
に
な
っ
た
。
こ
の
光
景
の
中
に
、
イ
エ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
国
民
全
体
が
邪
悪
で
悔
い
改
め
な
い 

た
め
に
、
離
散
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。 

で
は
な
ぜ
祭
司
た
ち
は
宮
か
ら
逃
げ
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
彼
ら
は
そ
の
場
に
ふ
み
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼 
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ら
に
行
っ
て
し
ま
え
と
命
じ
た
の
は
、
こ
の
世
の
地
位
も
権
力
も
な
い
大
工
の
息
子
、
貧
し
い
ガ
リ
ラ
ヤ
人
だ
っ
た
。
な
ぜ
彼
ら
は 

イ
エ
ス
に
抵
抗
し
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
彼
ら
は
不
正
に
も
う
け
た
金
を
捨
て
て
、
外
観
は
ま
っ
た
く
み
す
ぼ
ら
し
い
こ
の
人
の
命 

令
で
逃
げ
出
し
た
の
か
。 

キ
リ
ス
ト
は
王
の
権
威
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
の
で
、
彼
の
様
子
や
声
の
調
子
に
は
、
人
々
が
抵
抗
す
る
力
を
ゆ
る
さ
な
い
も
の
が 

あ
っ
た
。
命
令
の
こ
と
ば
で
、
彼
ら
は
か
つ
て
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
ほ
ど
、
偽
善
者
や
ど
ろ
ぼ
う
と
し
て
の
自
分
た
ち
の
真
の
立 

場
を
み
と
め
た
。
人
性
を
通
し
て
神
性
が
ひ
ら
め
い
た
時
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
顔
つ
き
に
怒
り
を
み
と
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼 

の
み
こ
と
ば
の
意
味
を
さ
と
っ
た
。
彼
ら
は
永
遠
の
さ
ば
き
主
の
み
座
の
前
で
、
こ
の
世
と
永
遠
の
た
め
に
宣
告
を
く
だ
さ
れ
た
か 

の
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
の
時
だ
け
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
が
預
言
者
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
多
く
の
者
が
彼
を
メ
シ
ヤ
と
し
て
信
じ 

た
。
聖
霊
が
彼
ら
の
心
に
キ
リ
ス
ト
に
関
す
る
預
言
者
の
こ
と
ば
を
ひ
ら
め
か
せ
た
。
彼
ら
は
こ
の
自
覚
に
従
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。 

彼
ら
は
悔
い
改
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
貧
し
い
者
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
の
同
情
心
が
呼
び
起
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い 

た
。
彼
ら
は
民
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
態
度
に
搾
取
の
罪
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
が
彼
ら
の
思
い
を
見
抜
か
れ
た 

の
で
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
を
憎
ん
だ
。
キ
リ
ス
ト
が
公
衆
の
面
前
で
彼
ら
を
責
め
ら
れ
た
こ
と
が
彼
ら
の
誇
り
を
傷
つ
け
た
。
そ
し 

て
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
勢
力
が
民
の
中
に
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
の
を
ね
た
ん
だ
。
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
が
彼
ら
を
追
い
出
さ
れ
た
力
に 

つ
い
て
、
ま
た
だ
れ
が
そ
の
力
を
彼
に
与
え
た
か
に
つ
い
て
、
彼
に
挑
戦
し
よ
う
と
決
心
し
た
。 

ゆ
っ
く
り
と
用
心
深
く
、
し
か
し
心
に
憎
し
み
を
い
だ
い
て
、
彼
ら
は
宮
へ
も
ど
っ
て
き
た
。
だ
が
彼
ら
の
い
な
い
間
に
、
何
と 

い
う
変
化
が
起
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
逃
げ
た
時
、
貧
し
い
人
々
が
あ
と
に
残
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
人
た
ち
は
い
ま
顔
に
愛
と 
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同
情
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
イ
エ
ス
に
見
入
っ
て
い
た
。
目
に
涙
を
た
め
て
、
イ
エ
ス
は
ま
わ
り
の
ふ
る
え
て
い
る
人
た
ち
に
、
恐
れ 

る
に
は
及
ば
な
い
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
を
救
い
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
を
あ
が
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
わ
た
し
は
こ 

の
世
に
き
た
の
だ
と
言
わ
れ
た
。 

人
々
は
、
主
よ
、
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
さ
し
迫
っ
た
、
同
情
す
べ
き
訴
え
を
も
っ
て
イ
エ
ス
の
前
に
お
し
よ
せ
た
。
主
の 

耳
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
叫
び
を
き
か
れ
た
。
や
さ
し
い
母
親
に
も
ま
さ
る
あ
わ
れ
み
を
も
っ
て
、
主
は
病
気
の
子
供
た
ち
の
上
に
身 

を
か
が
め
ら
れ
た
。
み
ん
な
が
手
当
て
を
し
て
も
ら
っ
た
。
ど
の
人
も
み
な
ど
ん
な
病
気
も
い
や
さ
れ
た
。
お
し
お
し
お
し
お
し
は
口
を
開
い
て
賛 

美
し
、
盲
人
は
目
を
あ
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
た
の
顔
を
見
た
。
苦
し
む
者
た
ち
の
心
は
よ
ろ
こ
ば
さ
れ
た
。 

祭
司
た
ち
と
宮
の
役
人
た
ち
が
こ
の
す
ば
ら
し
い
わ
ざ
を
目
に
見
た
時
、
彼
ら
の
耳
に
き
こ
え
た
声
は
彼
ら
に
と
っ
て
何
と
い
う 

思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
人
々
は
自
分
た
ち
の
受
け
て
い
る
苦
し
み
や
裏
切
ら
れ
た
望
み
や
、
苦
悩
の
日
々
や
眠 

ら
れ
な
い
幾
夜
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
望
み
の
最
後
の
と
も
し
び
が
消
え
た
よ
う
に
み
え
た
時
、
キ
リ
ス
ト
が
彼
ら
を
い
や
さ
れ 

た
の
だ
っ
た
。
重
荷
は
と
て
も
重
か
っ
た
が
、
わ
た
し
は
助
け
て
く
だ
さ
る
か
た
を
み
つ
け
た
。
そ
の
人
は
神
キ
リ
ス
ト
だ
。
わ
た 

し
は
一
生
を
キ
リ
ス
ト
の
奉
仕
に
さ
さ
げ
る
と
あ
る
者
は
言
っ
た
。
両
親
は
子
供
た
ち
に
、
あ
の
か
た
が
あ
な
た
の
い
の
ち
を
救
っ 

て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。
あ
な
た
の
声
を
あ
げ
て
あ
の
か
た
を
賛
美
し
な
さ
い
と
言
っ
た
。
子
供
た
ち
と
若
者
た
ち
、
父
親
と
母
親
た 

ち
、
友
人
た
ち
と
見
物
人
た
ち
は
、
声
を
あ
わ
せ
て
感
謝
し
、
賛
美
し
た
。
望
み
と
よ
ろ
こ
び
が
彼
ら
の
心
を
満
た
し
た
。
平
安
が 

彼
ら
の
心
に
の
ぞ
ん
だ
。
彼
ら
は
魂
と
か
ら
だ
を
回
復
し
、
イ
エ
ス
の
比
類
の
な
い
愛
を
ど
こ
で
で
も
宣
伝
し
な
が
ら
家
へ
帰
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
時
に
、
こ
の
よ
う
に
い
や
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
や
じ
馬
連
中
の
「
十
字
架
に
つ
け
よ
、
十
字 
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架
に
つ
け
よ
」
と
の
叫
び
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
同
情
は
イ
エ
ス
の
側
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
大
い
な
る
同
情
と
ふ 

し
ぎ
な
力
を
経
験
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
救
い
主
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
彼
ら
に
肉
体
と
魂
の
健
康 

を
お
与
え
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
使
徒
た
ち
の
説
教
を
聞
き
、
そ
の
心
に
神
の
み
こ
と
ば
が
開
け
た
の
で
知
恵
が
与
え
ら 

れ
た
。
彼
ら
は
神
の
め
ぐ
み
の
代
理
者
、
神
の
救
い
の
う
つ
わ
と
な
っ
た
。 

宮
の
庭
か
ら
逃
げ
た
群
衆
は
、
し
ば
ら
く
す
る
と
す
こ
し
ず
つ
押
し
返
し
て
き
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
陥
っ
て
い
た
あ
わ
て
ふ 

た
め
き
か
ら
幾
分
立
ち
直
っ
た
が
、
そ
の
顔
に
は
ま
だ
決
断
の
つ
か
な
い
臆
病
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
み
わ
ざ 

を
見
て
驚
き
、
イ
エ
ス
を
通
し
て
メ
シ
ヤ
に
関
す
る
預
言
が
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
確
信
し
た
。
宮
を
け
が
し
た
罪
は
、
大
部
分
祭
司 

た
ち
に
あ
っ
た
。
宮
の
庭
が
市
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
彼
ら
の
と
り
き
め
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
に
は
比
較
的
に
罪
が
な 

か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
天
来
の
権
威
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
が
、
し
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
は
祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
の
勢
力
が
絶 

対
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
使
命
を
革
新
的
な
も
の
に
考
え
、
宮
の
当
局
者
た
ち
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
干
渉
す
る 

権
利
が
イ
エ
ス
に
あ
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
た
。
彼
ら
は
商
売
が
邪
魔
さ
れ
た
の
で
腹
を
立
て
、
聖
霊
の
さ
と
し
を
う
ち
消
し
た
。 

ほ
か
の
だ
れ
よ
り
も
祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
を
、
エ
ホ
バ
に
あ
ぶ
ら
そ
そ
が
れ
た
お
か
た
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
っ 

た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
使
命
に
つ
い
て
書
か
れ
た
聖
な
る
巻
物
を
手
に
し
て
お
り
、
宮
の
き
よ
め
が
人
間
の
力
以
上
の 

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
ひ
ど
く
憎
ん
だ
が
、
イ
エ
ス
が
宮
の
清
潔
を
回
復
す
る 

た
め
に
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
預
言
者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
恐
れ
か
ら 

生
じ
た
尊
敬
を
も
っ
て
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
「
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
か
ら
に
は
、
ど
ん
な
し
る
し
を
わ
た
し
た
ち 
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に
見
せ
て
く
れ
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
八)

。 
イ
エ
ス
は
す
で
に
彼
ら
に
し
る
し
を
示
し
て
お
ら
れ
た
。
彼
ら
の
心
に
光
を
照
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
メ
シ
ヤ
の
な
す
べ
き
わ 

ざ
を
彼
ら
の
前
で
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
本
性
に
つ
い
て
確
信
さ
せ
る
証
拠
を
お
与
え
に
な
っ
て
い
た
。
い 

ま
彼
ら
が
し
る
し
を
求
め
る
と
、
イ
エ
ス
は
た
と
え
を
用
い
て
お
答
え
に
な
り
、
彼
ら
の
悪
意
を
見
抜
い
て
お
ら
れ
て
、
彼
ら
の
悪 

意
が
ど
こ
ま
で
発
展
す
る
か
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
「
こ
の
神
殿
を
こ
わ
し
た
ら
、
わ
た
し
は
三
日
の
う 

ち
に
、
そ
れ
を
起
す
で
あ
ろ
う
」
と
主
は
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
九)

。 

イ
エ
ス
の
こ
の
こ
と
ば
に
は
二
重
の
意
味
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
神
殿
と
礼
拝
の
破
壊
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
ば
か
り 

で
な
く
、
ご
自
分
の
死
す
な
わ
ち
ご
自
身
の
肉
体
の
宮
の
破
壊
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
。
す
で
に
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
イ
エ
ス
の
死
に
つ 

い
て
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。
祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
が
宮
へ
も
ど
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
彼
ら
は
す
で
に
、
イ
エ
ス
を 

殺
す
こ
と
に
よ
っ
て
邪
魔
者
を
と
り
除
く
相
談
を
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
意
図
を
目
の
前
に
示
さ
れ
た
と
き
、 

彼
ら
は
イ
エ
ス
の
言
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
が
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
に
つ
い
て
だ
け 

言
わ
れ
た
も
の
と
考
え
、
憤
慨
し
て
叫
ん
だ
。
「
こ
の
神
殿
を
建
て
る
の
に
は
、
四
十
六
年
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
の
に
、 

あ
な
た
は
三
日
の
う
ち
に
、
そ
れ
を
建
て
る
の
で
す
か
」(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
二
〇)

。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
彼
ら
の
不
信
が
正
当 

な
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
、
イ
エ
ス
を
拒
否
し
よ
う
と
の
決
心
を
固
め
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
ご
自
分
の
こ
と
ば
を
不
信
な
ユ
ダ
ヤ
人
に
も
、
ま
た
当
時
の
弟
子
た
ち
に
さ
え
も
わ
か
ら
せ
る
お
つ
も
り
は
な
か 

っ
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
こ
と
ば
が
彼
の
反
対
者
た
ち
に
曲
解
さ
れ
、
ご
自
分
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
裁
判 
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の
時
に
、
こ
の
こ
と
ば
が
告
発
さ
れ
、
カ
ル
バ
リ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
嘲
笑
と
な
っ
て
彼
に
投
げ
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

だ
が
い
ま
そ
の
こ
と
ば
を
説
明
す
れ
ば
、
弟
子
た
ち
に
ご
自
分
の
苦
難
を
知
ら
せ
、
彼
ら
が
ま
だ
耐
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
苦
悩
を 

与
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
ば
を
説
明
す
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
彼
ら
の
偏
見
と
不
信
の
結
果
を
早
ま
っ
て
ば
く
ろ
す
る
こ 

と
に
な
る
。
す
で
に
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
小
羊
と
し
て
ほ
ふ
り
場
に
引
か
れ
る
ま
で
、
彼
ら
が
着
々
と
た
ど
る
道
に
は
い
っ
て
い
た 

の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
こ
の
こ
と
ば
が
語
ら
れ
た
の
は
、
主
を
信
ず
る
者
の
た
め
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
こ
と
ば
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と 

を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
過
越
節
に
語
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
幾
千
の
人
々
の
耳
に
は
い
り
、
世
界
の
全
地
に
伝
え
ら
れ 

る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
が
死
か
ら
よ
み
が
え
ら
れ
て
か
ら
、
こ
の
こ
と
ば
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
者
に
と 

っ
て
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
神
性
の
決
定
的
な
証
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。 

霊
的
に
暗
か
っ
た
た
め
に
、
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
さ
え
、
主
の
教
訓
を
さ
と
ら
な
い
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら 

の
教
訓
の
多
く
は
、
次
々
に
起
る
事
件
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
も
は
や
弟
子
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
ら
れ
な
く 

な
っ
て
か
ら
、
そ
の
み
こ
と
ば
は
彼
ら
の
心
の
さ
さ
え
と
な
っ
た
。 

「
こ
の
神
殿
を
こ
わ
し
た
ら
、
わ
た
し
は
三
日
の
う
ち
に
、
そ
れ
を
起
す
で
あ
ろ
う
」
と
の
救
い
主
の
こ
と
ば
に
は
、
エ
ル
サ
レ 

ム
の
宮
を
さ
す
こ
と
ば
と
し
て
、
聞
い
た
者
た
ち
が
み
と
め
た
よ
り
も
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
九)

。
キ
リ
ス 

ト
は
宮
の
土
台
で
あ
り
、
い
の
ち
で
あ
っ
た
。
宮
の
儀
式
は
神
の
み
子
の
犠
牲
を
象
徴
し
て
い
た
。
祭
司
職
は
、
キ
リ
ス
ト
の
仲
保 

者
と
し
て
の
性
格
と
働
き
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
い
け
に
え
を
さ
さ
げ
る
礼
拝
の
制
度
全
体
は
、
世
の
人
々
を
あ 



第 16 章 神の宮で 

 193

が
な
わ
れ
る
救
い
主
の
死
を
予
表
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
献
げ
物
が
幾
時
代
に
わ
た
っ
て
さ
し
示
し
て
き
た
大
事
件
が
完
結
さ
れ
る 

と
、
そ
の
献
げ
物
に
は
も
う
何
の
効
力
も
な
い
の
だ
っ
た
。 

儀
式
の
制
度
全
体
は
キ
リ
ス
ト
を
象
徴
し
て
い
た
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
を
離
れ
て
は
何
の
価
値
も
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
キ
リ
ス 

ト
を
死
に
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
決
定
的
に
捨
て
た
時
、
彼
ら
は
宮
と
そ
の
奉
仕
に
意
義
を
与
え
て
い
た
一
切
の
も
の 

を
捨
て
た
。
宮
の
神
聖
さ
は
失
わ
れ
た
。
宮
は
破
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
、
い
け
に
え
の
献
げ
物
と
そ
れ
に
関
係 

の
あ
る
奉
仕
は
無
意
味
と
な
っ
た
。
カ
イ
ン
の
献
げ
物
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
は
救
い
主
へ
の
信
仰
を
表
わ
さ
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス 

ト
を
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
実
質
的
に
宮
を
滅
ぼ
し
た
。
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
と
き
、
宮
の
内
側
の
幕 

が
上
か
ら
下
ま
で
ま
っ
二
つ
に
裂
け
て
、
最
後
の
大
い
な
る
い
け
に
え
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
い
け
に
え
を
さ
さ
げ
る
制
度
が
永
遠
に
終 

り
を
告
げ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。 

「
わ
た
し
は
三
日
の
う
ち
に
、
そ
れ
を
起
す
で
あ
ろ
う
」(

ヨ
ハ
ネ
二
ノ
一
九)

。
救
い
主
が
死
な
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
暗
黒
の
勢 

力
は
勝
利
し
た
よ
う
に
見
え
、
彼
ら
は
そ
の
勝
利
を
よ
ろ
こ
ん
だ
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、
割
れ
た
ヨ
セ
フ
の
墓
か
ら
勝
利
者
と
し
て 

あ
ら
わ
れ
、
「
も
ろ
も
ろ
の
支
配
と
権
威
と
の
武
装
を
解
除
し
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
凱
旋
し
、
彼
ら
を
そ
の
行
列
に
加
え
て
、
さ 

ら
し
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
」(

コ
ロ
サ
イ
二
ノ
一
五)

。
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
死
と
よ
み
が
え
り
と
に
よ
っ
て
、
「
人
間
に
よ
ら 

ず
主
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
真
の
幕
屋
」
に
奉
仕
す
る
者
と
な
ら
れ
た(
ヘ
ブ
ル
八
ノ
二)

。
人
間
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
幕
屋
を
建
て
、
人 

間
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
宮
を
建
て
た
。
だ
が
地
上
の
聖
所
の
原
型
で
あ
る
天
の
聖
所
は
、
人
間
の
建
築
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
。 

「
見
よ
、
そ
の
名
を
枝
と
い
う
人
が
あ
る
。
彼
は
自
分
の
場
所
で
成
長
し
て
、
主
の
宮
を
建
て
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
主
の
宮
を
建
て
、 
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王
と
し
て
の
光
栄
を
帯
び
、
そ
の
位
に
座
し
て
治
め
る
」(

ゼ
カ
リ
ヤ
書
六
ノ
一
二
、
一
三)

。 

キ
リ
ス
ト
を
さ
し
示
し
て
い
た
い
け
に
え
の
儀
式
は
過
ぎ
去
っ
た
。
し
か
し
人
間
の
目
は
、
世
の
罪
の
た
め
の
ま
こ
と
の
い
け
に 

え
に
向
け
ら
れ
た
。
地
上
の
祭
司
制
度
は
や
ん
だ
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
契
約
の
奉
仕
者
イ
エ
ス
と
「
ア
ベ
ル
の
血
よ
り
も 

力
強
く
語
る
そ
そ
が
れ
た
血
」
と
に
目
を
そ
そ
ぐ
。
「
そ
れ
に
よ
っ
て
聖
霊
は
、
前
方
の
幕
屋
が
存
在
し
て
い
る
限
り
、
聖
所
に
は 

い
る
道
は
ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。･･････

し
か
し
キ
リ
ス
ト
が
す
で
に
現
れ
た
祝
福
の
大
祭
司
と 

し
て
こ
ら
れ
た
と
き
、
手
で
造
ら
れ
ず
、
こ
の
世
界
に
属
さ
な
い
、
さ
ら
に
大
き
く
完
全
な
幕
屋
を
と
お
り
、･･････

ご
自
身
の
血
に 

よ
っ
て
、
一
度
だ
け
聖
所
に
は
い
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
永
遠
の
あ
が
な
い
を
全
う
さ
れ
た
の
で
あ
る
」(

ヘ
ブ
ル
一
二
ノ
二
四
、 

九
ノ
八
―
一
二)

。 

「
そ
こ
で
ま
た
、
彼
は
、
い
つ
も
生
き
て
い
て
彼
ら
の
た
め
に
と
り
な
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
彼
に
よ
っ
て
神
に
来
る
人
々
を
、 

い
つ
も
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」(
ヘ
ブ
ル
七
ノ
二
五)

。
奉
仕
は
地
上
の
宮
か
ら
天
上
の
宮
へ
移
さ
れ
て
も
、
ま
た
聖
所
と 

わ
れ
ら
の
大
祭
司
は
人
間
の
目
に
は
見
え
な
く
て
も
、
弟
子
た
ち
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
何
の
損
失
も
こ
う
む
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。 

救
い
主
が
お
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
じ
わ
り
が
中
断
さ
れ
た
り
、
力
が
減
少
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
天
の
聖
所
で
奉
仕
し
て
お
ら
れ
る
一
方
で
は
、
い
ま
で
も
み
た
ま
に
よ
っ
て
地
上
の
教
会
の
奉
仕
者
で
あ
ら
れ
る
。
イ
エ 

ス
は
人
間
の
目
か
ら
は
と
り
去
ら
れ
て
も
、
「
見
よ
、
わ
た
し
は
世
の
終
り
ま
で
、
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
の
で
あ
る
」 

と
い
う
別
れ
の
約
束
は
成
就
さ
れ
て
い
る(

マ
タ
イ
二
八
ノ
二
〇)
。
イ
エ
ス
は
下
位
の
奉
仕
者
た
ち
に
ご
自
分
の
力
を
委
任
さ
れ
て 

い
る
が
、
そ
の
力
づ
け
る
ご
臨
在
は
依
然
と
し
て
ご
自
分
の
教
会
と
と
も
に
あ
る
。 
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「
わ
た
し
た
ち
に
は･･････

大
祭
司
な
る
神
の
子
イ
エ
ス
が
い
ま
す
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
告
白
す
る
信
仰
を
か
た
く
守 

ろ
う
で
は
な
い
か
。
こ
の
大
祭
司
は
、
わ
た
し
た
ち
の
弱
さ
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
か
た
で
は
な
い
。
罪
は
犯
さ
れ 

な
か
っ
た
が
、 

す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
試
練
に
会
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、 

あ
わ
れ
み
を
受
け
、
ま
た
、
恵
み
に
あ
ず
か
っ
て
時
機
を
得
た
助
け
を
受
け
る
た
め
に
、
は
ば
か
る
こ
と
な
く
恵
み
の
御
座
に
近
づ 

こ
う
で
は
な
い
か
」(
ヘ
ブ
ル
四
ノ
一
四
―
一
六)

。 
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ユダヤ国民の高官ニコデモは、イエスのメッセージについてもっとよく知る

ために、夜こっそりとイエスのもとにやってきた。イエスはその機会に、  
新生の真理を明らかにされた。  
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第 17 章 
 

ニ
コ
デ
モ    

 

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
―
一
七
に
も
と
づ
く 

 

ニ
コ
デ
モ
は
ユ
ダ
ヤ
国
民
の
中
で
高
い
信
任
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
彼
は
高
い
教
育
を
受
け
、
並
々
な
ら
ぬ
才
能
を
持
ち
、
ま 

た
国
民
議
会
の
名
誉
あ
る
議
員
で
あ
っ
た
。
他
の
人
た
ち
と
同
じ
に
、
彼
も
イ
エ
ス
の
教
え
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
金
持 

ち
で
、
学
問
が
あ
り
、
尊
敬
さ
れ
て
い
た
が
、
ふ
し
ぎ
に
こ
の
い
や
し
い
ナ
ザ
レ
人
に
心
を
ひ
か
れ
て
い
た
。
救
い
主
の
口
か
ら
語 

ら
れ
た
教
訓
が
、
彼
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
で
、
彼
は
そ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
真
理
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
と
望
ん
だ
。 

キ
リ
ス
ト
が
宮
の
き
よ
め
に
権
威
を
行
使
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
の
断
固
と
し
た
憎
悪
心
が
ひ
き
起
さ
れ
た
。 

彼
ら
は
こ
の
未
知
の
人
の
力
を
恐
れ
た
。
名
も
な
い
一
ガ
リ
ラ
ヤ
人
の
こ
の
よ
う
な
大
胆
さ
を
ゆ
る
し
て
お
け
な
か
っ
た
。
彼
ら
は 

何
と
か
し
て
イ
エ
ス
の
働
き
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
全
部
の
者
が
こ
の
目
的
に
賛
成
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
ん 

な
に
は
っ
き
り
神
の
み
た
ま
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
お
か
た
に
反
対
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
者
も
何
人
か
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
預 

言
者
た
ち
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
の
罪
を
責
め
た
た
め
に
殺
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
異
教
国
民
に
支 

配
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
か
ら
の
譴
責
を
頑
固
に
こ
ば
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
を
彼
ら
は
知
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
に
対
し
て
は
か
り 
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ご
と
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
が
父
祖
た
ち
と
同
じ
道
を
た
ど
り
、
国
民
に
新
た
な
災
難
が
も
た
ら
さ 

れ
る
こ
と
を
彼
ら
は
恐
れ
た
。
ニ
コ
デ
モ
は
こ
う
し
た
気
持
を
い
だ
い
て
い
た
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
会
議
で
、 

イ
エ
ス
に
対
し
て
ど
う
い
う
方
針
を
と
る
か
が
討
議
さ
れ
た
と
き
、
ニ
コ
デ
モ
は
慎
重
さ
と
穏
健
さ
と
を
忠
告
し
た
。
も
し
イ
エ
ス 

が
ほ
ん
と
う
に
神
か
ら
権
威
を
さ
ず
け
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ら
、
そ
の
警
告
を
こ
ば
む
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
彼
は
説
い
た
。
祭
司 

た
ち
は
あ
え
て
こ
の
勧
告
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
当
分
は
救
い
主
に
対
し
て
公
然
た
る
手
段
を
と
ら
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
の
こ
と
ば
を
き
い
て
か
ら
、
ニ
コ
デ
モ
は
メ
シ
ヤ
に
関
す
る
預
言
を
熱
心
に
研
究
し
た
。
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
こ
れ 

こ
そ
き
た
る
べ
き
お
か
た
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
強
め
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
他
の
多
く
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
彼
は
宮
が 

け
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
非
常
な
困
惑
を
感
じ
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
売
り
買
い
す
る
人
た
ち
を
追
い
出
さ
れ
た
時
、
彼
は
そ
の
場
の 

光
景
を
見
て
い
た
。
彼
は
そ
こ
に
天
来
の
力
の
ふ
し
ぎ
な
あ
ら
わ
れ
を
見
た
。
彼
は
救
い
主
が
貧
し
い
人
々
を
い
た
わ
り
、
病
人
を 

い
や
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
た
。
彼
は
人
々
の
う
れ
し
い
顔
つ
き
を
見
、
賛
美
の
声
を
聞
い
た
。
そ
し
て
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
が
神
か 

ら
つ
か
わ
さ
れ
た
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

ニ
コ
デ
モ
は
イ
エ
ス
と
の
面
会
を
非
常
に
望
ん
だ
が
、
公
然
と
イ
エ
ス
に
会
う
こ
と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
役
人
が
、 

ま
だ
ほ
と
ん
ど
名
も
知
ら
れ
て
い
な
い
一
教
師
に
共
鳴
し
て
い
る
こ
と
を
公
然
と
表
明
す
る
こ
と
は
不
面
目
な
こ
と
だ
っ
た
。
イ
エ 

ス
を
た
ず
ね
た
と
い
う
こ
と
が
も
し
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
に
知
ら
れ
た
ら
、
彼
ら
の
嘲
笑
と
非
難
と
を
招
く
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
自
分
が 

公
然
と
た
ず
ね
る
と
ほ
か
の
者
た
ち
が
ま
ね
を
す
る
か
ら
と
い
う
理
由
を
口
実
に
し
て
、
ひ
そ
か
に
イ
エ
ス
に
面
会
し
よ
う
と
決
心 

し
た
。
特
別
な
調
査
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ブ
山
に
ひ
っ
こ
ん
で
お
ら
れ
る
救
い
主
の
居
所
を
知
る
と
、
彼
は
町
が
眠
り
の
う
ち
に
静
ま 
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る
ま
で
待
ち
、
そ
れ
か
ら
イ
エ
ス
を
た
ず
ね
て
行
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
前
に
出
る
と
、
ニ
コ
デ
モ
は
妙
な
気
お
く
れ
を
感
じ
、
そ
れ
を
平
静
と
威
厳
の
様
子
に
よ
っ
て
お
し
か
く
そ
う
と
つ 

と
め
た
。
彼
は
言
っ
た
、
「
先
生
、
わ
た
し
た
ち
は
あ
な
た
が
神
か
ら
こ
ら
れ
た
教
師
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
神
が
ご
一 

緒
で
な
い
な
ら
、
あ
な
た
が
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
し
る
し
は
、
だ
れ
に
も
で
き
は
し
ま
せ
ん
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
二)

。
彼
は
、 

教
師
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
の
非
凡
な
才
能
に
つ
い
て
、
ま
た
奇
跡
を
行
わ
れ
る
す
ば
ら
し
い
力
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
面 

会
の
道
な
ら
し
を
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
彼
の
こ
と
ば
は
信
頼
心
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
信
頼
心
を
起
さ
せ
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
た
。 

だ
が
実
際
に
は
そ
の
こ
と
ば
に
不
信
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
彼
は
イ
エ
ス
を
メ
シ
ヤ
と
し
て
み
と
め
ず
、
た
だ
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ 

た
教
師
と
し
て
み
と
め
た
。 

こ
の
あ
い
さ
つ
を
み
と
め
な
い
で
、
イ
エ
ス
は
、
相
手
の
心
の
奥
底
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
語
り
手
に
じ
っ
と
目
を 

そ
そ
が
れ
た
。
限
り
な
い
知
恵
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
目
の
前
に
真
理
を
求
め
て
い
る
ひ
と
り
の
人
間
を
ご
ら 

ん
に
な
っ
た
。
主
は
こ
の
来
訪
の
目
的
を
ご
存
じ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
主
は
、
相
手
の
心
に
す
で
に
め
ば
え
て
い
る
確
信
を
深
め
よ 

う
と
望
ん
で
、
ま
っ
す
ぐ
中
心
点
に
ふ
れ
、
厳
粛
に
、
し
か
し
や
さ
し
く
言
わ
れ
た
、
「
よ
く
よ
く
あ
な
た
に
言
っ
て
お
く
。
だ
れ 

で
も
新
し
く
生
れ
な
け
れ
ば
、
神
の
国
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」(
ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三)

。 

ニ
コ
デ
モ
は
、
主
と
議
論
し
よ
う
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
エ
ス
は
真
理
の
根
本
原
則
を
は
っ
き
り
と
お
示
し 

に
な
っ
た
。
主
は
ニ
コ
デ
モ
に
こ
う
言
わ
れ
た
、
あ
な
た
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
理
論
的
な
知
識
よ
り
も
む
し
ろ
霊
的
な
生
れ
か 

わ
り
で
あ
る
。
あ
な
た
は
、
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
よ
り
、
新
し
い
心
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
あ
な
た
は
天
の
事
物
を
理
解
で
き
る 
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前
に
上
か
ら
の
新
し
い
い
の
ち
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
変
化
が
起
っ
て
一
切
の
こ
と
が
新
し
く
な
る
ま
で
は
、
わ
た
し 

の
権
威
や
わ
た
し
の
使
命
に
つ
い
て
わ
た
し
と
議
論
し
て
も
、
そ
の
結
果
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
救
い
の
益
と
は
な
ら
な
い
と
。 

ニ
コ
デ
モ
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
悔
い
改
め
と
バ
プ
テ
ス
マ
に
つ
い
て
説
き
、
聖
霊
を
も
っ
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
ら
れ 

る
お
か
た
を
人
々
に
さ
し
示
す
の
を
見
聞
き
し
て
い
た
。
彼
自
身
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
に
霊
性
が
欠
け
て
お
り
、
彼
ら
が
頑
迷
さ
と 

世
俗
的
野
心
に
大
い
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。
彼
は
メ
シ
ヤ
が
来
臨
さ
れ
る
と
き
、
物
事
の
状
態
が
も
っ
と
よ
く 

な
る
よ
う
に
と
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
鋭
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
彼
の
心
の
う
ち
に
罪
の
自
覚
を
起
さ
な
か 

っ
た
。
彼
は
厳
格
な
パ
リ
サ
イ
人
で
、
自
分
の
善
行
を
誇
っ
て
い
た
。
彼
は
、
慈
善
心
と
、
宮
の
奉
仕
を
維
持
す
る
た
め
に
惜
し
ま 

ず
献
金
す
る
こ
と
と
に
よ
っ
て
世
間
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
た
の
で
、
神
の
恵
み
は
確
実
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
彼
は
み
国
が
自
分 

の
現
在
の
状
態
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
き
よ
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
思
い
に
驚
か
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
新
し
く
生
れ
る
と
い
う
表
現
を
お
用
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ニ
コ
デ
モ
に
と
っ
て
全
然
聞
き
な
れ
な
い
こ
と
ば
で 

は
な
か
っ
た
。
異
教
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
信
仰
に
改
宗
し
た
者
は
、
よ
く
生
れ
た
ば
か
り
の
子
供
に
た
と
え
ら
れ
た
。
だ
か
ら
彼
は 

キ
リ
ス
ト
の
こ
と
ば
を
文
字
通
り
の
意
味
に
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
み
と
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
イ 

ス
ラ
エ
ル
人
と
し
て
生
れ
た
お
か
げ
で
、
自
分
は
必
ず
神
の
み
国
に
は
い
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
自
分
が
変
化
す
る
必
要
が 

あ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
救
い
主
の
こ
と
ば
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
こ
と
ば
が
ぴ
っ
た
り
と
自
分
自
身
に
あ
て
は 

め
ら
れ
た
こ
と
に
い
ら
だ
っ
た
。
パ
リ
サ
イ
人
と
し
て
の
誇
り
が
真
理
を
求
め
る
者
と
し
て
の
正
直
な
願
い
と
戦
っ
て
い
た
。
彼
は 

キ
リ
ス
ト
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
つ
か
さ
と
し
て
の
彼
の
立
場
を
尊
敬
し
な
い
で
、 
自
分
に
こ
ん
な
話
し
方
を
さ
れ
る
の
を
あ
や
し
ん
だ
。 
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驚
い
て
落
ち
着
き
を
失
っ
た
彼
は
、
皮
肉
の
こ
も
っ
た
こ
と
ば
で
、
「
人
は
年
を
と
っ
て
か
ら
生
れ
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
で
き 

ま
す
か
」
と
キ
リ
ス
ト
に
答
え
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
四)

。
彼
は
、
他
の
多
く
の
人
々
と
同
じ
よ
う
に
、
鋭
い
真
理
が
良
心
に
訴
え
ら
れ 

る
と
、
生
れ
な
が
ら
の
人
は
神
の
み
た
ま
の
賜
物
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
た
。
彼
の
う
ち
に
は
霊
的
事
物
に
応 

ず
る
何
も
の
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
霊
的
事
物
は
霊
的
に
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る(

コ
リ
ン
ト
第
一
・
二
ノ
一
四
参
照)

。 

し
か
し
救
い
主
は
議
論
に
議
論
を
も
っ
て
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
重
々
し
く
静
か
な
威
厳
を
も
っ
て
片
手
を
あ
げ
、 

一
層
強
い
保
証
を
も
っ
て
、
「
よ
く
よ
く
あ
な
た
に
言
っ
て
お
く
。
だ
れ
で
も
、
水
と
霊
と
か
ら
生
れ
な
け
れ
ば
、
神
の
国
に
は
い 

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
真
理
を
強
調
さ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
五)

。
ニ
コ
デ
モ
は
、
キ
リ
ス
ト
が
こ
こ
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、 

水
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
こ
と
と
神
の
み
た
ま
に
よ
っ
て
心
が
新
た
に
さ
れ
る
こ
と
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
は
バ
プ
テ
ス
マ
の 

ヨ
ハ
ネ
が
預
言
し
た
お
か
た
の
前
に
自
分
が
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。 

イ
エ
ス
は
こ
と
ば
を
つ
づ
け
て
、
「
肉
か
ら
生
れ
る
者
は
肉
で
あ
り
、
霊
か
ら
生
れ
る
者
は
霊
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ 

三
ノ
六)

。
心
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
悪
く
、
「
だ
れ
が
汚
れ
た
も
の
の
う
ち
か
ら
清
い
も
の
を
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
ひ
と
り 

も
な
い
」
の
で
あ
る(

ヨ
ブ
記
一
四
ノ
四)

。
ど
ん
な
人
間
の
発
明
に
よ
っ
て
も
、
罪
を
犯
し
て
い
る
魂
を
救
う
道
を
み
い
だ
す
こ
と 

は
で
き
な
い
。
「
肉
の
思
い
は
神
に
敵
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
神
の
律
法
に
従
わ
ず
、
否
、
従
い
得
な
い
の
で
あ 

る
。
」
「
悪
い
思
い
、
す
な
わ
ち
、
殺
人
、
姦
淫(

か
ん
い
ん)

、
不
品
行
、
盗
み
、
偽
証
、
誹(

そ
し)

り
は
、
心
の
中
か
ら
出
て
く
る 

の
で
あ
る
」(

ロ
ー
マ
八
ノ
七
、
マ
タ
イ
一
五
ノ
一
九)

。
流
れ
が
清
く
な
る
に
は
、
心
の
泉
が
き
よ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

自
分
で
律
法
を
守
る
行
為
に
よ
っ
て
天
国
に
は
い
ろ
う
と
す
る
者
は
不
可
能
な
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
律
法
的
な
宗
教
、 



各時代の希望 上 

 202

敬
虔
の
形
だ
け
を
持
っ
て
い
る
者
に
は
安
全
が
な
い
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
生
活
は
古
い
も
の
を
修
正
し
た
り
改
良
し
た
り
す
る
こ
と 

で
は
な
く
て
、
性
質
が
生
れ
変
る
こ
と
で
あ
る
。
自
我
と
罪
に
対
す
る
死
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
新
し
い
い
の
ち
が
あ
る
。
こ
の
変
化 

は
聖
霊
の
効
果
的
な
働
き
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
。 

ニ
コ
デ
モ
は
ま
だ
迷
っ
て
い
た
の
で
、
イ
エ
ス
は
風
を
例
に
と
っ
て
そ
の
意
味
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
「
風
は
思
い
の
ま
ま
に
吹 

く
。
あ
な
た
は
そ
の
音
を
き
く
が
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
行
く
か
は
知
ら
な
い
。
霊
か
ら
生
れ
る
者
も
み
な
、
そ
れ
と 

同
じ
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
八)

。 

風
は
木
々
の
こ
ず
え
に
音
を
た
て
、
葉
や
草
花
を
さ
ら
さ
ら
と
鳴
ら
せ
る
が
、
目
に
見
え
な
い
の
で
、
だ
れ
も
風
が
ど
こ
か
ら
き 

て
ど
こ
へ
行
く
か
を
知
ら
な
い
。
心
に
働
く
聖
霊
の
働
き
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
風
の
動
き
と
同
じ
よ
う
に
、
説
明
す 

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
は
自
分
が
信
仰
に
は
い
っ
た
正
確
な
日
時
と
場
所
を
言
っ
た
り
、
入
信
の
過
程
に
お
け
る
事
情
を
始
め
か 

ら
終
り
ま
で
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
、
彼
が
信
仰
に
は
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
証 

拠
に
は
な
ら
な
い
。
風
の
よ
う
に
目
に
見
え
な
い
力
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
た
え
ず
心
に
働
き
か
け
て
お
ら
れ
る
。
す
こ
し
ず
つ
、 

お
そ
ら
く
本
人
の
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
魂
を
キ
リ
ス
ト
ヘ
ひ
き
よ
せ
る
の
に
役
立
つ
印
象
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ 

う
し
た
印
象
は
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
瞑
想
し
た
り
、
聖
書
を
読
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
説
教
者
の
こ
と
ば
を
き
い
た
り
す
る
こ
と
に 

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
み
た
ま
が
も
っ
と
直
接
に
訴
え
る
と
き
、
突
然
に
そ
の
魂
は
よ
ろ
こ
ん
で
イ
エ
ス
に 

屈
服
す
る
。
多
く
の
人
は
こ
れ
を
突
然
の
改
心
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
神
の
み
た
ま
が
長
い
間
そ
の
人
を
説
得
し
た
結
果
、
す
な
わ
ち 

長
期
間
に
わ
た
る
忍
耐
強
い
作
用
の
結
果
で
あ
る
。 
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風
自
体
は
目
に
見
え
な
い
が
、
風
に
よ
っ
て
生
ず
る
結
果
は
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
、
魂
に
対
す 

る
み
た
ま
の
働
き
は
、
そ
の
救
い
の
力
を
感
じ
た
人
の
す
べ
て
の
行
為
に
あ
ら
わ
れ
る
。
神
の
み
た
ま
が
心
を
占
領
さ
れ
る
と
き
、 

そ
れ
は
生
活
を
生
れ
変
ら
せ
る
。
罪
の
思
い
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
悪
い
行
為
は
放
棄
さ
れ
、
愛
と
謙
遜
と
平
安
が
怒
り
と
ね
た
み
と 

争
い
に
入
れ
代
る
。
よ
ろ
こ
び
が
悲
し
み
に
入
れ
代
り
、
顔
に
は
天
の
光
が
反
映
す
る
。
だ
れ
も
重
荷
を
持
ち
あ
げ
る
手
を
見
た
り
、 

天
の
宮
か
ら
く
だ
る
光
を
目
に
見
た
り
す
る
者
は
な
い
。
祝
福
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
魂
が
神
に
屈
服
す
る
と
き
に
与
え
ら
れ
る
。
そ 

の
時
、
人
間
の
目
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
力
が
、
神
の
か
た
ち
に
か
た
ど
っ
て
新
し
い
人
間
を
創
造
す
る
。 

限
り
あ
る
人
間
の
頭
脳
で
は
あ
が
な
い
の
働
き
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
あ
が
な
い
の
奥
義
は
、
人
間
の
知
識
を
超 

越
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
死
か
ら
生
へ
移
る
者
は
、
そ
れ
が
天
来
の
事
実
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
が
な
い 

の
発
端
は
こ
の
世
に
お
い
て
個
人
的
な
経
験
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
永
遠
の
時
代
に
ま
で
及
ん
で
い 

る
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
が
語
っ
て
お
ら
れ
る
間
に
、
真
理
の
か
す
か
な
ひ
ら
め
き
が
こ
の
つ
か
さ
の
心
に
さ
し
込
ん
だ
。
人
の
心
を
や
わ
ら
げ
服 

従
さ
せ
る
聖
霊
の
感
化
が
彼
の
心
を
動
か
し
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
救
い
主
の
み
こ
と
ば
を
完
全
に
理
解
し
な
か
っ
た
。
彼
は
新
生
の 

必
要
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
方
法
に
心
を
動
か
さ
れ
た
。
彼
は
あ
や
し
み
な
が
ら
、
「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
が 

あ
り
得
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
九)

。 

「
あ
な
た
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
教
師
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
か
」
と
イ
エ
ス
は
お
た
ず
ね
に
な
っ 

た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
〇)

。
た
し
か
に
、
民
の
宗
教
的
な
教
育
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
者
が
、
こ
ん
な
大
切
な
真
理
に
つ
い
て
無
知
で
あ 
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る
べ
き
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
ニ
コ
デ
モ
が
真
理
の
率
直
な
こ
と
ば
に
い
ら
だ
た
な
い
で
、
霊
的
無
知
の
ゆ
え
に
自
分
自 

身
に
つ
い
て
へ
り
く
だ
っ
た
意
見
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
教
訓
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、
厳
粛
な
威
厳
を
も
っ
て 

お
語
り
に
な
り
、
そ
の
顔
に
も
声
の
調
子
に
も
熱
心
な
愛
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
、
ニ
コ
デ
モ
は
自
分
の
不
面
目
な
立
場
を
み
と 

め
て
も
腹
が
た
た
な
か
っ
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
が
、
地
上
に
お
け
る
ご
自
分
の
使
命
は
こ
の
世
の
王
国
を
建
て
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
霊
的
王
国
を
建
て
る
こ
と 

だ
と
説
明
さ
れ
る
と
、
相
手
は
困
惑
し
た
。
そ
れ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
イ
エ
ス
は
、
「
わ
た
し
が
地
上
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の 

に
、
あ
な
た
が
た
が
信
じ
な
い
な
ら
ば
、
天
上
の
こ
と
を
語
っ
た
場
合
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
信
じ
る
だ
ろ
う
か
」
と
つ
け
加
え
ら
れ 

た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
二)

。
も
し
ニ
コ
デ
モ
が
、
人
の
心
に
働
く
恵
み
を
例
示
し
た
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な 

ら
ば
、
天
の
栄
光
の
王
国
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
ど
う
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
は
、
地
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
働 

き
の
性
質
を
認
識
し
な
い
な
ら
ば
、
天
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
働
き
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
が
宮
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
の
う
ち 

に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
神
の
栄
光
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
救
い
主
の
前
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、 

神
の
恵
み
に
よ
っ
て
宮
の
聖
な
る
奉
仕
に
あ
ず
か
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
者
で
は
な
い
こ
と
を
立
証
し
た
。
彼
ら
は
聖
潔
の
外
観
を
保 

つ
の
に
熱
心
だ
っ
た
が
、
心
の
聖
潔
を
な
お
ざ
り
に
し
た
。
彼
ら
は
律
法
の
文
字
に
つ
い
て
や
か
ま
し
か
っ
た
が
、
絶
え
ず
そ
の
精 

神
を
破
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
大
き
な
必
要
は
、
キ
リ
ス
ト
が
ニ
コ
デ
モ
に
説
明
さ
れ
た
変
化
す
な
わ
ち
霊
的
新
生
で
あ
り
、
罪
か
ら 

の
き
よ
め
で
あ
り
、
知
識
と
聖
潔
と
を
新
た
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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生
れ
か
わ
り
の
わ
ざ
に
つ
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
盲
目
で
あ
る
こ
と
に
は
言
い
訳
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
聖
霊
に
よ
る
霊
感
の
下
に 

イ
ザ
ヤ
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
み
な
汚
れ
た
人
の
よ
う
に
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
正
し
い
行
い
は
、
こ
と
ご
と
く
汚
れ
た
衣
の
よ
う
で
あ 

る
」
と
書
い
た(

イ
ザ
ヤ
書
六
四
ノ
六)

。
ダ
ビ
デ
は
、
「
神
よ
、
わ
た
し
の
た
め
に
清
い
心
を
つ
く
り
、
わ
た
し
の
う
ち
に
新
し
い
、 

正
し
い
霊
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
祈
っ
た(

詩
篇
五
一
ノ
一
〇)

。
ま
た
エ
ゼ
キ
エ
ル
を
通
し
て
、
「
わ
た
し
は
新
し
い
心
を
あ
な 

た
が
た
に
与
え
、
新
し
い
霊
を
あ
な
た
が
た
の
内
に
授
け
、
あ
な
た
が
た
の
肉
か
ら
、
石
の
心
を
除
い
て
、
肉
の
心
を
与
え
る
。
わ 

た
し
は
ま
た
わ
が
霊
を
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
置
い
て
、
わ
が
定
め
に
歩
ま
せ
、
わ
が
お
き
て
を
守
っ
て
こ
れ
を
行
わ
せ
る
」
と
の 

約
束
が
与
え
ら
れ
て
い
た(

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
三
六
ノ
二
六
、
二
七)

。 

ニ
コ
デ
モ
は
こ
れ
ら
の
聖
句
を
く
も
っ
た
心
で
読
ん
で
い
た
。
だ
が
今
彼
は
そ
の
意
味
を
さ
と
り
は
じ
め
た
。
律
法
を
外
面
的
な 

生
活
に
あ
て
は
め
、
ど
ん
な
に
厳
格
に
文
字
通
り
こ
れ
を
守
っ
て
も
、
だ
れ
も
天
の
王
国
に
は
い
る
資
格
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
彼 

は
さ
と
っ
た
。
人
間
の
目
か
ら
み
れ
ば
、
彼
の
生
活
は
正
し
く
尊
敬
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
キ
リ
ス
ト
の
前
に
出
る
と
、
彼 

は
、
自
分
の
心
が
清
潔
で
な
く
、
自
分
の
生
活
が
聖
潔
で
な
い
こ
と
を
感
じ
た
。 

ニ
コ
デ
モ
は
だ
ん
だ
ん
キ
リ
ス
ト
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。
救
い
主
が
新
生
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
時
、
彼
は
こ
の
変
化
が
自
分
の 

う
ち
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
と
切
望
し
た
。
ど
ん
な
方
法
に
よ
っ
て
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
エ
ス
は
、 

口
に
出
さ
れ
な
い
こ
の
質
問
に
答
え
て
、
「
ち
ょ
う
ど
モ
ー
セ
が
荒
野
で
へ
び
を
上
げ
た
よ
う
に
、
人
の
子
も
ま
た
上
げ
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
彼
を
信
じ
る
者
が
、
す
べ
て
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
四
、
一
五)

。 

こ
こ
に
ニ
コ
デ
モ
の
よ
く
知
っ
て
い
る
根
拠
が
あ
っ
た
。
上
げ
ら
れ
た
蛇(
へ
び)
の
象
徴
に
よ
っ
て
、
彼
は
救
い
主
の
使
命
を
は 
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っ
き
り
さ
と
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
火
の
蛇
の
か
み
傷
の
た
め
に
死
に
か
け
て
い
た
時
、
神
は
モ
ー
セ
に
青
銅
の
蛇
を
作
っ
て 

会
衆
の
ま
ん
中
に
高
く
か
か
げ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
蛇
を
仰
ぎ
見
る
者
は
み
な
生
き
ら
れ
る
と
い
う
布
告
が
陣
営
中
に 

伝
え
ら
れ
た
。
人
々
は
、
蛇
そ
の
も
の
に
は
彼
ら
を
助
け
る
力
が
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
象
徴
だ
っ 

た
。
滅
ぼ
す
蛇
の
形
に
作
ら
れ
た
像
が
彼
ら
の
い
や
し
の
た
め
に
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、「
罪
の
肉
の
様
」
に
つ
く
ら
れ
た
お
か
た
が 

彼
ら
の
あ
が
な
い
主
と
な
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た(

ロ
ー
マ
八
ノ
三)

。
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
多
く
は
、
い
け
に
え
の
儀
式
そ
の
も
の
に
彼 

ら
を
罪
か
ら
解
放
す
る
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
青
銅
の
蛇
に
価
値
が
な
か
っ
た
よ
う
に
、
い
け
に
え
の
儀
式
そ
の
も
の
に
も
価 

値
が
な
い
こ
と
を
彼
ら
に
教
え
よ
う
と
神
は
望
ま
れ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
の
心
を
救
い
主
に
向
け
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
き
ず
を
い
や 

さ
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
、
罪
を
ゆ
る
さ
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
、
彼
ら
は
神
の
賜
物
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
を
あ
ら
わ
す
以
外
に
自 

分
で
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
仰
い
で
見
て
、
生
き
る
の
で
あ
っ
た
。 

蛇
に
か
ま
れ
た
人
た
ち
は
、
青
銅
の
蛇
を
仰
い
で
見
る
の
を
お
く
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
ん
な
青
銅
の
象
徴
に
何
の
効
力
が 

あ
る
だ
ろ
う
か
と
疑
う
こ
と
も
で
き
た
。
彼
ら
は
ま
た
科
学
的
な
説
明
を
要
求
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
だ
が
何
の
説
明
も
与
え
ら
れ 

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
モ
ー
セ
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
神
の
み
こ
と
ば
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
仰
い
で
見
る
の
を
こ
ば
む 

こ
と
は
、
滅
び
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

論
争
や
議
論
に
よ
っ
て
は
、
魂
に
光
が
与
え
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
仰
い
で
見
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
コ
デ
モ
は
教 

訓
を
受
け
入
れ
て
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
。
彼
は
理
論
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
で
は
な
く
、
魂
に
い
の
ち
を
受
け
る
た
め
に
、
新
し 

い
方
法
で
聖
書
を
調
べ
た
。
聖
霊
の
み
ち
び
き
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
時
、
彼
は
天
の
王
国
を
見
は
じ
め
た
。 
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あ
げ
ら
れ
た
蛇
に
よ
っ
て
ニ
コ
デ
モ
に
教
え
ら
れ
た
の
と
同
じ
真
理
を
学
ぶ
必
要
の
あ
る
人
が
今
日
も
幾
千
人
と
な
く
い
る
。
彼 

ら
は
、
神
の
律
法
に
従
う
こ
と
が
神
の
め
ぐ
み
を
受
け
る
資
格
で
あ
る
と
信
じ
こ
ん
で
い
る
。
イ
エ
ス
を
仰
い
で
見
て
、
イ
エ
ス
が 

め
ぐ
み
に
よ
っ
て
の
み
救
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
な
さ
い
と
言
わ
れ
る
と
、
彼
ら
は
、
「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
得 

ま
し
ょ
う
か
」
と
叫
ぶ
の
で
あ
る(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
九)

。 

ニ
コ
デ
モ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
も
、
自
ら
進
ん
で
罪
人
の
か
し
ら
と
同
じ
方
法
で
い
の
ち
に
は
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス 

ト
よ
り
「
以
外
に
救
は
な
い
。
わ
た
し
た
ち
を
救
い
う
る
名
は
、
こ
れ
を
別
に
し
て
は
、
天
下
の
だ
れ
に
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か 

ら
で
あ
る
」(

使
徒
行
伝
四
ノ
一
二)
。
信
仰
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
は
神
の
め
ぐ
み
を
受
け
る
。
だ
が
信
仰
は
わ
れ
わ
れ
の
救
い
主
で 

は
な
い
。
信
仰
そ
の
も
の
に
は
功
績
が
な
い
。
信
仰
は
、
キ
リ
ス
ト
を
し
っ
か
り
と
ら
え
て
、
彼
の
功
績
す
な
わ
ち
罪
か
ら
の
救
い 

を
わ
が
も
の
と
す
る
手
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
神
の
み
た
ま
の
助
け
な
し
に
は
悔
い
改
め
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
聖
書
に
は 

キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
悔
い
改
め
さ
せ
て
こ
れ
に
罪
の
ゆ
る
し
を
与
え
る
た
め
に
、
こ
の
イ
エ
ス
を
導
き
手
と
し 

救
主
と
し
て
、
ご
自
身
の
右
に
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る(

使
徒
行
伝
五
ノ
三
一)

。
悔
い
改
め
は
、
罪
の
ゆ
る
し 

と
ま
っ
た
く
同
じ
に
キ
リ
ス
ト
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
救
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
ち
ょ
う
ど
モ
ー
セ
が
荒
野
で
へ
び
を
上
げ
た
よ
う
に
」
人
の 

子
イ
エ
ス
も
ま
た
あ
げ
ら
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
四)

。
蛇
に
だ
ま
さ
れ
、
か
ま
れ
た
者
は
み
な
こ
の
イ
エ
ス
を
仰
ぎ
見
て
生
き
る
こ 

と
が
で
き
る
。
「
見
よ
、
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
羊
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
二
九)

。
十
字
架
か
ら
輝
い
て
い
る
光
は
神
の
愛
を
あ
ら 

わ
し
て
い
る
。
神
の
愛
は
わ
れ
わ
れ
を
み
も
と
に
ひ
き
よ
せ
て
い
る
。
こ
の
ひ
き
よ
せ
る
力
に
さ
か
ら
わ
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は 
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救
い
主
を
十
字
架
に
つ
け
た
罪
を
悔
い
て
十
字
架
の
下
に
み
ち
び
か
れ
る
。
そ
の
時
神
の
み
た
ま
は
、
信
仰
を
通
し
て
魂
に
新
し
い 

い
の
ち
を
生
じ
さ
せ
る
。
考
え
る
こ
と
望
む
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
こ
ろ
に
服
従
さ
せ
ら
れ
る
。
心
と
思
い
は
、
「
万
物
を
ご
自 

身
に
従
わ
せ
」
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
働
か
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
み
か
た
ち
に
新
し
く
つ
く
ら
れ
る(

ピ
リ
ピ
三
ノ
二
一)

。
そ 

の
時
神
の
律
法
は
心
と
思
い
に
し
る
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
、
「
わ
が
神
よ
、
わ
た
し
は
み
こ
こ
ろ
を
行
う
こ
と 

を
喜
び
ま
す
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る(

詩
篇
四
〇
ノ
八)

。 

ニ
コ
デ
モ
と
の
会
見
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
は
救
い
の
計
画
と
世
に
対
す
る
ご
自
分
の
使
命
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
、 

天
の
王
国
を
継
ぎ
た
い
と
望
む
す
べ
て
の
者
の
心
の
う
ち
に
な
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
働
き
を
、
一
歩
一
歩
、
こ
ん
な
に
く
わ
し
く
説 

明
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
講
話
に
も
一
度
も
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
公
生
涯
の
初
め
に
あ
た
っ
て
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン 

の
議
員
で
、
最
も
信
じ
や
す
い
心
を
持
ち
、
民
の
教
師
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
者
に
、
真
理
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
イ
ス 

ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
は
、
光
を
歓
迎
し
な
か
っ
た
。
ニ
コ
デ
モ
は
真
理
を
心
の
中
に
か
く
し
て
い
た
の
で
、
三
年
の
間
、
表
立
っ 

た
結
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
ご
自
分
が
種
を
ま
か
れ
た
土
を
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
さ
び
し
い
山
の
中
で
、
夜
た
っ
た
一
人
の
聞
き
手
に 

語
ら
れ
た
こ
と
ば
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
間
ニ
コ
デ
モ
は
キ
リ
ス
ト
を
公
然
と
み
と
め
は
し
な
か
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト 

の
生
活
を
注
視
し
、
そ
の
教
え
を
心
に
思
い
め
ぐ
ら
し
た
。
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
会
議
で
、
彼
は
、
イ
エ
ス
を
殺
そ
う
と
す
る
祭
司
た 

ち
の
く
わ
だ
て
に
何
度
も
反
対
し
た
。
つ
い
に
イ
エ
ス
が
十
字
架
に
上
げ
ら
れ
た
と
き
、
ニ
コ
デ
モ
は
、
「
ち
ょ
う
ど
モ
ー
セ
が
荒 

野
で
へ
び
を
上
げ
た
よ
う
に
、
人
の
子
も
ま
た
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
彼
を
信
じ
る
者
が
、
す
べ
て
永
遠
の
命
を 
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得
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
オ
リ
ブ
山
で
の
教
え
を
思
い
出
し
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
四
、
一
五)

。
あ
の
ひ
そ
か
な
会
見
か
ら
出 

た
光
が
カ
ル
バ
リ
ー
の
十
字
架
を
照
し
、
ニ
コ
デ
モ
は
、
イ
エ
ス
が
世
の
あ
が
な
い
主
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

主
の
昇
天
後
、
弟
子
た
ち
が
迫
害
の
た
め
に
離
散
し
た
時
、
ニ
コ
デ
モ
は
大
胆
に
前
面
に
現
わ
れ
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
の
死
と 

と
も
に
消
滅
す
る
も
の
と
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
予
期
し
て
い
た
若
い
教
会
を
さ
さ
え
る
た
め
に
、
自
分
の
富
を
用
い
た
。
か
つ
て
は
用 

心
深
く
、
疑
っ
て
い
た
彼
が
、
危
機
に
際
し
て
、
岩
の
よ
う
に
固
く
立
ち
、
弟
子
た
ち
の
信
仰
を
は
げ
ま
し
、
福
音
の
働
き
を
前
進 

さ
せ
る
資
金
を
供
給
し
た
。
彼
は
、
か
つ
て
は
彼
に
尊
敬
を
払
っ
て
い
た
人
た
ち
か
ら
あ
ざ
け
ら
れ
、
迫
害
さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
世 

の
財
産
に
は
貧
し
く
な
っ
た
が
、
イ
エ
ス
と
の
夜
の
会
見
か
ら
始
ま
っ
た
信
仰
は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。 

ニ
コ
デ
モ
は
、
ヨ
ハ
ネ
に
あ
の
会
見
の
話
を
物
語
っ
た
。
そ
し
て
ヨ
ハ
ネ
の
筆
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
幾
百
万
の
人
々
の
教
え
の
た 

め
に
記
録
さ
れ
た
。
そ
こ
に
教
え
ら
れ
て
い
る
真
理
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
つ
か
さ
が
身
分
の
低
い
ガ
リ
ラ
ヤ
の
教
師
か
ら
い
の
ち
の
道 

を
学
ぶ
た
め
に
木
影
の
深
い
山
へ
や
っ
て
き
た
あ
の
厳
粛
な
夜
と
同
じ
に
、
今
日
も
ま
た
重
要
な
の
で
あ
る
。 
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第 18 章 
 

「
彼
は
必
ず
栄
え
る
」    

 

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
三
ノ
二
二
―
三
六
に
も
と
づ
く 

 

国
民
に
対
す
る
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
勢
力
は
、
一
時
は
役
人
や
祭
司
や
つ
か
さ
た
ち
の
勢
力
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。
も
し
彼 

が
自
分
は
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
名
の
っ
て
、
ロ
ー
マ
に
反
乱
を
起
し
て
い
た
ら
、 

祭
司
た
ち
と
民
は
彼
の
旗
の
下
に
集
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

サ
タ
ン
は
、
こ
の
世
の
征
服
者
た
ち
の
野
心
を
そ
そ
る
あ
ら
ゆ
る
報
酬
を
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
に
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し 

か
し
ヨ
ハ
ネ
は
自
分
の
勢
力
の
証
拠
を
目
の
前
に
見
な
が
ら
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
わ
い
ろ
を
断
固
と
し
て
し
り
ぞ
け
た
。
彼
は
自
分 

に
そ
そ
が
れ
る
注
意
を
他
の
お
か
た
に
向
け
た
。 

い
ま
彼
は
人
気
の
波
が
自
分
か
ら
去
っ
て
、
救
い
主
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
日
に
日
に
、
彼
の
ま
わ
り
の
群
衆
が
減 

っ
て
行
っ
た
。
イ
エ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
ヨ
ル
ダ
ン
付 

近
の
地
方
に
お
い
で
に
な
る
と
、
人
々
は
イ
エ
ス
の
こ
と 

ば
を
聞
く
た
め
に
集
っ
た
。
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
の
数
は 

日
に
日
に
ふ
え
た
。
多
く
の
者
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
に 



第 18 章 「彼は必ず栄える」 

 211

や
っ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
分
で
は
バ
プ
テ
ス
マ
を 

お
さ
ず
け
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
弟
子
た
ち
が
こ
の
儀
式 

を
行
な
う
の
を
是
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
イ
エ
ス
は
ご
自 

分
の
先
駆
者
の
使
命
を
承
認
さ
れ
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
の 

弟
子
た
ち
は
高
ま
っ
て
行
く
イ
エ
ス
の
人
気
を
ね
た
み
の 

目
で
見
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
働
き
を
批
判
し
よ
う
と
待 

ち
か
ま
え
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
そ
の
機
会
を
み
つ
け
た
。 

バ
プ
テ
ス
マ
は
魂
を
罪
か
ら
き
よ
め
る
の
に
役
立
つ
か
ど 

う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
ら
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
間 

に
疑
問
が
起
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
バ
プ
テ
ス
マ
は
ヨ 

ハ
ネ
の
バ
プ
テ
ス
マ
と
本
質
的
に
ち
が
っ
て
い
る
と
主
張 

し
た
。
ま
も
な
く
彼
ら
は
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
に
用
い
る
の 

に
適
当
な
こ
と
ば
の
形
式
に
つ
い
て
、
そ
し
て
つ
い
に
は 

い
っ
た
い
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
に
は
バ
プ
テ
ス
マ
を
さ 

ず
け
る
権
限
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、 

キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
と
論
争
し
た
。 

バ プ テ ス マ の ヨ ハ ネ は 幾 千 の 人 々 が 彼 の 説 教 を 聞 く た め に む ら が り 集 ま っ  
て く る の を 見 て き た が 、い ま や そ の 人 々 が イ エ ス に 向 か う の を 見 た 。ヨ ハ ネ は 、

キ リ ス ト が ま す ま す 盛 ん に な ら れ る こ と を 知 っ た 。  
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ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
は
ヨ
ハ
ネ
の
と
こ
ろ
へ
苦
情
を
訴
え
て
き
て
、
「
先
生
、
ご
ら
ん
下
さ
い
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
向
こ
う
で
あ
な
た 

と
一
緒
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
し
て
、
あ
な
た
が
あ
か
し
を
し
て
お
ら
れ
た
あ
の
か
た
が
、
バ
プ
テ
ス
マ
を
授
け
て
お
り
、
皆
の 

者
が
、
そ
の
か
た
の
と
こ
ろ
へ
出
か
け
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
二
六)

。
こ
う
し
た
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
サ
タ
ン
は
ヨ 

ハ
ネ
を
試
み
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
は
ま
さ
に
終
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
の
働
き
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と 

は
ま
だ
可
能
だ
っ
た
。
も
し
彼
が
自
分
自
身
に
同
情
し
、
自
分
が
取
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
に
悲
し
み
か
失
望
を
表
明
し
た
ら
、
彼
は 

不
和
の
種
を
ま
き
、
ね
た
み
を
助
長
し
、
福
音
の
進
歩
を
ひ
ど
く
さ
ま
た
げ
た
で
あ
ろ
う
。 

ヨ
ハ
ネ
は
人
間
に
共
通
の
欠
点
や
弱
点
を
生
れ
つ
き
持
っ
て
い
た
が
、
神
の
愛
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
れ
変
っ
て
い
た
。
彼 

は
利
己
心
と
野
心
に
け
が
さ
れ
て
い
な
い
雰
囲
気
の
う
ち
に
住
み
、
ね
た
み
と
い
う
毒
気
に
ま
っ
た
く
超
越
し
て
い
た
。
彼
は
自
分 

の
弟
子
た
ち
の
不
満
に
同
情
を
示
さ
な
い
で
、
自
分
が
メ
シ
ヤ
に
対
し
て
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
か
を
は
っ
き
り
わ
き
ま
え
て
い
る
こ 

と
と
、
自
分
が
そ
の
た
め
に
道
を
備
え
て
き
た
お
か
た
を
歓
迎
し
て
い
る
こ
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

彼
は
こ
う
言
っ
た
、
「
人
は
天
か
ら
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
何
も
の
も
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

『
わ
た
し
は
キ
リ
ス
ト
で
は 

な
く
、
そ
の
か
た
よ
り
も
先
に
つ
か
わ
さ
れ
た
者
で
あ
る
』
と
言
っ
た
こ
と
を
あ
か
し
し
て
く
れ
る
の
は
、
あ
な
た
が
た
自
身
で
あ 

る
。
花
嫁
を
も
つ
者
は
花
婿
で
あ
る
。
花
婿
の
友
人
は
立
っ
て
彼
の
声
を
聞
き
、
そ
の
声
を
聞
い
て
大
い
に
喜
ぶ
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
二
七 

―
二
九)

。
ヨ
ハ
ネ
は
自
分
の
こ
と
を
、
婚
約
者
た
ち
の
た
め
に
結
婚
へ
の
道
を
準
備
す
る
使
者
の
役
目
を
つ
と
め
る
友
人
で
あ
る
と
言 

っ
て
い
る
。
花
婿
が
花
嫁
を
受
け
取
っ
た
時
に
、
そ
の
友
人
の
役
目
は
果
さ
れ
る
。
彼
は
自
分
が
尽
力
し
て
縁
を
結
ば
せ
た
人
々
の
幸 

福
を
よ
ろ
こ
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ハ
ネ
は
、
人
々
を
イ
エ
ス
に
向
け
る
た
め
に
召
さ
れ
て
い
た
の
で
、
救
い
主
の
働
き
の
成
功
を
目 
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に
見
る
こ
と
は
彼
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
こ
の
喜
び
は
わ
た
し
に
満
ち
足
り
て
い
る
。
彼
は
必
ず
栄
え
、
わ
た
し
は
衰 

え
る
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
二
九
、
三
〇)

。 
ヨ
ハ
ネ
は
、
信
仰
を
も
っ
て
あ
が
な
い
主
を
見
た
と
き
、
自
己
否
認
の
高
さ
に
ま
で
た
か
め
ら
れ
た
。
彼
は
人
々
を
自
分
に
ひ
き 

つ
け
よ
う
と
し
な
い
で
、
む
し
ろ
彼
ら
の
思
い
を
だ
ん
だ
ん
高
め
て
、
つ
い
に
は
彼
ら
が
神
の
小
羊
イ
エ
ス
に
目
を
向
け
る
よ
う
に 

し
た
。
彼
自
身
は
一
つ
の
声
、
荒
野
の
叫
び
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
い
ま
彼
は
、
い
の
ち
の
光
で
あ
ら
れ
る
お
か
た
に
す
べ
て
の
人
の 

目
が
向
け
ら
れ
る
た
め
に
、
自
分
は
よ
ろ
こ
ん
で
沈
黙
し
、
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
た
。 

神
の
使
命
者
と
し
て
の
召
し
に
忠
実
な
人
た
ち
は
自
分
に
ほ
ま
れ
を
求
め
な
い
。
自
分
を
愛
す
る
思
い
は
、
キ
リ
ス
ト
ヘ
の
愛
に 

よ
っ
て
な
く
な
る
。
と
う
と
い
福
音
の
み
わ
ざ
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
な
対
抗
意
識
は
何
も
な
い
。
彼
ら
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ 

の
よ
う
に
、
「
見
よ
、
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
羊
」
と
の
べ
つ
た
え
る
こ
と
が
自
分
の
働
き
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
る(

ヨ
ハ 

ネ
一
ノ
二
九)

。
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
高
め
、
そ
し
て
イ
エ
ス
と
と
も
に
人
間
性
が
高
め
ら
れ
る
。
「
い
と
高
く
、
い
と
上
な
る
者
、
と 

こ
し
え
に
住
む
者
、
そ
の
名
を
聖
と
と
な
え
ら
れ
る
者
が
こ
う
言
わ
れ
る
、
『
わ
た
し
は
高
く
、
聖
な
る
所
に
住
み
、
ま
た
心
砕
け 

て
、
へ
り
く
だ
る
者
と
共
に
住
み
、
へ
り
く
だ
る
者
の
霊
を
い
か
し
、
砕
け
た
る
者
の
心
を
い
か
す
』
」(

イ
ザ
ヤ
書
五
七
ノ
一
五)

。 

お
の
れ
を
む
な
し
く
し
た
預
言
者
ヨ
ハ
ネ
の
魂
は
、
神
か
ら
の
光
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
救
い
主
の
み
栄
え
の
た
め
に
あ
か
し
し 

た
と
き
、
彼
の
こ
と
ば
は
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
ニ
コ
デ
モ
と
の
会
見
の
と
き
に
語
ら
れ
た
こ
と
ば
と
ほ
と
ん
ど
そ
っ
く
り
で
あ
っ 

た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
「
上
か
ら
来
る
者
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
上
に
あ
る
。
地
か
ら
出
る
者
は
、
地
に
属
す
る
者
で
あ
っ
て
、
地
の
こ 

と
を
語
る
。
天
か
ら
来
る
者
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
上
に
あ
る
。･･････

神
が
お
つ
か
わ
し
に
な
っ
た
か
た
は
、
神
の
言
葉
を
語
る
。 
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神
は
聖
霊
を
限
り
な
く
賜
う
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
一
、
三
四)

。
キ
リ
ス
ト
は
、
「
わ
た
し
は･･････

わ
た
し
自 

身
の
考
え
で
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
を
つ
か
わ
さ
れ
た
か
た
の
、
み
旨
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
が
お
で
き 

に
な
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
三
〇)

。
「
あ
な
た
は
義
を
愛
し
、
不
法
を
憎
ま
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
神
、
あ
な
た
の
神
は
、
喜
び
の
あ 

ぶ
ら
を
、
あ
な
た
の
友
に
注
ぐ
よ
り
も
多
く
、
あ
な
た
に
注
が
れ
た
」
と
キ
リ
ス
ト
に
言
わ
れ
て
い
る(

ヘ
ブ
ル
一
ノ
九)

。
天
父
は
、 

「
聖
霊
を
限
り
な
く
賜
う
か
ら
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
四)

。 

 

キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
た
ち
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
ろ
こ
ん
で
お
の
れ
を
む
な
し
く
す
る
と
き
に
の
み
天
の
光 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
思
い
を
と
り
こ
に
し
て
キ
リ
ス
ト
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
か
ぎ
り
、 

神
の
ご
品
性
を
認
識
す
る
こ
と
も
、
信
仰
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
を
な
す
者
に
は
す
べ
て
、 

聖
霊
が
無
制
限
に
与
え
ら
れ
る
。
「
キ
リ
ス
ト
に
こ
そ
、
満
ち
み
ち
て
い
る
い
っ
さ
い
の
神
の
徳
が
、
か
た
ち
を
と
っ
て
宿
っ
て
お 

り
、
そ
し
て
あ
な
た
が
た
は
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」(

コ
ロ
サ
イ
二
ノ
九
、
一
〇)

。 

ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
は
、
人
々
が
み
な
キ
リ
ス
ト
の
も
と
に
行
っ
て
い
る
と
告
げ
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
は
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
見
通 

し
を
も
っ
て
、
「
だ
れ
も
そ
の
あ
か
し
を
受
け
い
れ
な
い
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
二)

。
キ
リ
ス
ト
を
罪
か
ら
の
救
い
主
と
し 

て
信
じ
よ
う
と
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
そ
の
あ
か
し
を
受
け
い
れ
る
者
は
、
神
が
ま
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
た 

し
か
に
認
め
た
の
で
あ
る
。
」
「
み
子
を
信
じ
る
者
は
永
遠
の
命
を
も
つ
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
三
、
三
六)

。
キ
リ
ス
ト
の
バ
プ
テ
ス
マ 

と
ヨ
ハ
ネ
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
ど
ち
ら
が
罪
か
ら
き
よ
め
る
か
と
い
う
こ
と
は
議
論
の
必
要
が
な
い
。
魂
に
い
の
ち
を
与
え
る
の
は
キ 

リ
ス
ト
の
恵
み
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
を
離
れ
て
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
は
、
他
の
儀
式
と
同
じ
よ
う
に
、
無
価
値
な
形
式
で
あ
る
。
「
御 
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子
に
従
わ
な
い
者
は
、
命
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
な
い
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
六)

。 
キ
リ
ス
ト
の
働
き
の
成
功
を
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
こ
の
よ
う
に
よ
ろ
こ
ん
で
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
そ
の
成
功
は
エ
ル
サ 

レ
ム
の
当
局
者
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
は
、
人
々
が
会
堂
を
去
っ
て
荒
野
へ
集
ま
っ
て
行
く
の
を
見
て
、
ヨ 

ハ
ネ
の
勢
力
を
ね
た
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
大
き
な
力
で
群
衆
を
ひ
き
つ
け
る
お
か
た
が
こ
こ
に
お
ら
れ
る
の 

だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
こ
れ
ら
の
指
導
者
た
ち
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
よ
う
に
、
「
彼
は
必
ず
栄
え
、
わ
た
し
は
衰
え
る
」
と
言
い
た
く 

な
か
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
〇)
。
彼
ら
は
、
民
を
自
分
た
ち
か
ら
引
き
離
し
て
い
る
働
き
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、
新
し
い
決
意
を 

も
っ
て
立
ち
あ
が
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
彼
ら
が
ご
自
分
の
弟
子
た
ち
と
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
と
の
間
に
み
ぞ
を
つ
く
る
た
め
に
は
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と 

を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
か
つ
て
こ
の
世
に
与
え
ら
れ
た
最
も
偉
大
な
預
言
者
の
一
人
を
吹
き
倒
す
よ
う
な
嵐
が
迫
っ
て
い 

る
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
誤
解
と
不
和
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
避
け
よ
う
と
望
ん
で
、
キ
リ
ス
ト
は
静
か
に
ご
自
分
の
働
き
を
や 

め
て
ガ
リ
ラ
ヤ
に
退
か
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
真
理
に
忠
実
で
あ
る
一
方
で
は
、
不
和
と
誤
解
に
い
た
る
か
も
知
れ
な
い
よ
う 

な
こ
と
は
す
べ
て
避
け
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
が
起
る
と
い
つ
で
も
、
そ
の
結
果
は
魂
が
失
わ
れ 

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
不
和
を
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
事
情
が
起
っ
た
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
イ
エ
ス
と
バ
プ 

テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
模
範
に
な
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

ヨ
ハ
ネ
は
改
革
者
と
し
て
先
頭
に
立
つ
よ
う
に
召
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
は
、
働
き
の
成
功
が
彼
の
骨 

折
り
に
よ
っ
て
き
ま
る
か
の
よ
う
に
思
い
、
ヨ
ハ
ネ
が
神
の
働
き
の
う
つ
わ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
を
見
落
し
て
、
注
意
を
彼
に 
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向
け
る
危
険
が
あ
っ
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
の
働
き
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
土
台
を
置
く
の
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
自
分
の
使 

命
を
果
し
た
時
、
彼
の
あ
か
し
で
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
ほ
か
の
働
き
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
弟
子
た
ち
は
こ
の
こ
と
を 

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
お
い
で
に
な
っ
て
、
こ
の
働
き
に
着
手
さ
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
ね
た
み
と
不
満
と
を
感
じ
た
。 

い
ま
も
こ
れ
と
同
じ
危
険
が
あ
る
。
神
は
あ
る
働
き
を
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
人
を
召
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
人
が
そ
の
働
き
を
な 

す
能
力
が
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
仕
事
を
進
め
る
と
、
主
は
こ
ん
ど
は
他
の
人
を
用
い
て
そ
の
働
き
を
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
。
だ
が
ヨ
ハ 

ネ
の
弟
子
た
ち
の
よ
う
に
、
多
く
の
者
は
、
そ
の
働
き
の
成
功
が
最
初
の
働
き
人
に
よ
っ
て
き
ま
る
か
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。 

注
意
は
神
よ
り
も
人
に
向
け
ら
れ
、
ね
た
み
が
は
い
り
こ
み
、
こ
う
し
て
神
の
働
き
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
不
当
に
ほ 

ま
れ
を
受
け
た
当
人
は
、
自
信
を
い
だ
く
よ
う
に
誘
惑
を
受
け
る
。
彼
は
自
分
が
神
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
み
と
め
な
い
。
人
々 

は

、

人

間

の

指

導

を

信

頼

す

る

よ

う

に

教

え

ら

れ

、

こ

う

し

て

彼

ら

は

誤

り

に

陥

り

、

神

か

ら

離

れ

さ

せ

ら

れ

る

。 

神
の
働
き
に
は
人
間
の
肖
像
や
刻
印
は
お
さ
れ
な
い
。
主
は
時
々
、
別
の
う
つ
わ
を
持
っ
て
こ
ら
れ
る
が
、
そ
の
人
を
通
し
て
神 

の
み
こ
こ
ろ
は
最
も
よ
く
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
の
れ
を
低
く
し
て
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
よ
う
に
、
「
彼
は
必
ず
栄
え
、 

わ
た
し
は
衰
え
る
」
と
心
か
ら
言
う
こ
と
の
で
き
る
者
は
さ
い
わ
い
で
あ
る(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三
〇)

。 
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第 19 章 
 

ヤ
コ
ブ
の
井
戸
で    

 

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
四
ノ
一
―
四
二
に
も
と
づ
く 

 

ガ
リ
ラ
ヤ
ヘ
の
途
中
、
イ
エ
ス
は
サ
マ
リ
ヤ
を
お
通
り
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
が
シ
ケ
ム
の
美
し
い
谷
に
お
着
き
に
な
っ
た
の
は
正 

午
だ
っ
た
。
こ
の
谷
の
入
口
に
、
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
が
あ
っ
た
。
旅
に
お
疲
れ
に
な
っ
た
イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち
が
食
物
を
買
い
に
行 

っ
て
い
る
間
こ
こ
に
腰
を
お
ろ
し
て
休
ま
れ
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
と
サ
マ
リ
ヤ
人
と
は
互
い
に
激
し
い
敵
意
を
持
ち
、
で
き
る
だ
け
お
互
い
の
交
渉
は
一
切
避
け
て
い
た
。
必
要
な
場
合 

に
サ
マ
リ
ヤ
人
と
取
り
引
き
を
す
る
こ
と
は
ラ
ビ
た
ち
か
ら
合
法
的
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
と
の
社
交
的
な
交
際
は
す
べ
て 

非
難
さ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
サ
マ
リ
ヤ
人
か
ら
借
り
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
と
き
れ
の
パ
ン
、
一
杯
の
水
で
さ
え
も
サ
マ
リ
ヤ
人 

の
親
切
を
受
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
弟
子
た
ち
は
、
食
物
を
買
う
の
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
習
慣
に
従
っ
て
ふ
る
ま
い
、
そ
れ
以
上
深 

入
り
し
な
か
っ
た
。
サ
マ
リ
ヤ
人
に
も
の
を
た
の
も
う
と
か
、
あ
る
い
は
何
か
の
方
法
で
彼
ら
の
益
に
な
る
こ
と
を
し
よ
う
な
ど
と 

い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
で
さ
え
思
い
浮
ば
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
井
戸
ば
た
に
す
わ
ら
れ
た
と
き
、
飢
え
と
か
わ
き
の
た
め
に
弱
っ
て
お
ら
れ
た
。
朝
か
ら
の
旅
は
長
か
っ
た
。
そ
し 
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イエスは旅の疲れとのどのかわきで、ヤコプの井戸のかたわらにすわられ

た。その時、ひとりの婦人が水くみにやってきた。救い主は彼女に水を求め

られ、会話をいのちの水というテーマに発展させられた。  
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て
い
ま
真
昼
の
太
陽
が
イ
エ
ス
を
照
り
つ
け
て
い
た
。
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
な
が
ら
手
の
届
か
な
い
つ
め
た
い
新
鮮
な
水
の
こ
と
を
思 

う
と
、
イ
エ
ス
の
の
ど
の
か
わ
き
は
一
層
つ
の
っ
た
。
つ
な
も
な
け
れ
ば
水
お
け
も
な
く
、
し
か
も
井
戸
は
深
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は 

人
間
の
身
で
あ
ら
れ
た
の
で
、
だ
れ
か
が
水
を
く
み
に
く
る
の
を
待
た
れ
た
。 

サ
マ
リ
ヤ
の
女
が
近
づ
い
て
き
て
、
イ
エ
ス
が
お
ら
れ
る
の
を
意
識
し
な
い
様
子
で
、
水
さ
し
に
水
を
満
た
し
た
。
彼
女
が
向
き 

を
か
え
て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
と
き
、
イ
エ
ス
は
水
を
一
杯
も
ら
い
た
い
と
た
の
ま
れ
た
。
東
洋
人
に
は
、
こ
ん
な
願
い
を
し
り
ぞ 

け
る
人
は
い
な
い
。
東
方
で
は
、
水
は
「
神
の
賜
物
」
と
い
わ
れ
た
。
の
ど
の
か
わ
い
た
旅
人
に
一
杯
の
水
を
さ
し
出
す
こ
と
は
、 

神
聖
な
義
務
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
砂
漠
の
ア
ラ
ビ
ヤ
人
は
、
そ
の
義
務
を
果
す
た
め
に
は
ま
わ
り
道
さ
え
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ユ 

ダ
ヤ
人
と
サ
マ
リ
ヤ
人
と
の
間
に
憎
し
み
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
女
は
イ
エ
ス
に
親
切
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か 

し
救
い
主
は
こ
の
人
の
心
に
は
い
る
鍵
を
み
つ
け
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
神
の
愛
か
ら
生
じ
る
機
知
を
も
っ
て
、
恩
恵
を
提 

供
す
る
の
で
は
な
く
か
え
っ
て
こ
れ
を
求
め
ら
れ
た
。
親
切
を
提
供
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
と
わ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
だ 

が
信
頼
心
は
信
頼
心
を
呼
び
起
す
。
天
の
王
が
こ
の
見
捨
て
ら
れ
た
魂
の
と
こ
ろ
に
お
い
で
に
な
っ
て
、
彼
女
の
手
の
奉
仕
を
求
め 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
洋
を
作
り
、
大
海
を
支
配
し
、
こ
の
地
上
の
泉
と
水
路
を
お
開
き
に
な
っ
た
お
か
た
が
、
疲
れ
て
ヤ
コ
ブ
の 

井
戸
の
と
こ
ろ
で
休
み
、
一
杯
の
水
を
も
ら
う
た
め
に
さ
え
見
知
ら
ぬ
人
の
親
切
に
た
よ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

女
は
イ
エ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
彼
女
は
驚
き
の
あ
ま
り
、
イ
エ
ス
の
願
い
を
か
な
え
る
こ
と
を
忘
れ
て
、 

そ
の
理
由
を
知
ろ
う
と
し
た
。
女
は
、
「
あ
な
た
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
し
て
サ
マ
リ
ヤ
の
女
の
わ
た
し
に
、
飲
ま
せ 

て
く
れ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
九)

。 
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イ
エ
ス
は
、
「
も
し
あ
な
た
が
神
の
賜
物
の
こ
と
を
知
り
、
ま
た
、
『
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
』
と
言
っ
た
者
が
、
だ
れ
で
あ
る
か 

知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
方
か
ら
願
い
出
て
、
そ
の
人
か
ら
生
け
る
水
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
ら
れ
た(

ヨ
ハ 

ネ
四
ノ
一
〇)

。
あ
な
た
は
、
足
下
の
こ
の
井
戸
か
ら
一
杯
の
水
を
ほ
し
い
と
い
う
わ
た
し
の
小
さ
な
た
の
み
を
あ
や
し
ん
で
い
る
。 

も
し
あ
な
た
が
わ
た
し
に
た
の
ん
だ
ら
、
わ
た
し
は
永
遠
の
い
の
ち
と
い
う
水
を
あ
な
た
に
飲
ま
せ
て
あ
げ
た
の
だ
。 

女
は
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
ば
を
理
解
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
厳
粛
な
意
味
を
感
じ
た
。
彼
女
の
軽
々
し
い
、
ひ
や
か
す
よ
う
な
態
度 

が
変
化
し
は
じ
め
た
。
彼
女
は
、
イ
エ
ス
が
目
の
前
の
井
戸
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
、
「
主
よ
、
あ
な
た
は
、
く
む
物 

を
お
持
ち
に
な
ら
ず
、
そ
の
上
、
井
戸
は
深
い
の
で
す
。
そ
の
生
け
る
水
を
、
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
る
の
で
す
か
。
あ
な
た
は
、
こ 

の
井
戸
を
下
さ
っ
た
わ
た
し
た
ち
の
父
ヤ
コ
ブ
よ
り
も
、
偉
い
か
た
な
の
で
す
か
。
ヤ
コ
ブ
自
身
も
飲
み
、
そ
の
子
ら
も
、
そ
の
家 

畜
も
、
こ
の
井
戸
か
ら
飲
ん
だ
の
で
す
が
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
一
一
、
一
二)

。
彼
女
は
、
目
の
前
の
人
を
、
歩
き
疲
れ
た
ほ 

こ
り
だ
ら
け
の
旅
人
に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、
心
の
中
で
、
イ
エ
ス
を
尊
敬
す
べ
き
父
祖
ヤ
コ
ブ
と
く
ら
べ
た
。
彼
女
の 

心
中
に
は
、
父
祖
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
の
井
戸
に
く
ら
べ
ら
れ
る
井
戸
は
ほ
か
に
な
い
と
い
う
感
情
が
宿
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
当 

然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
父
祖
た
ち
を
回
顧
し
、
メ
シ
ヤ
の
来
臨
を
待
望
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
父
祖
た
ち
の
望
み
で
あ
っ
た 

メ
シ
ヤ
ご
自
身
が
彼
女
の
そ
ば
に
お
ら
れ
る
の
に
、
彼
女
は
そ
の
お
か
た
を
知
ら
な
か
っ
た
。
今
日
、
生
き
て
い
る
泉
の
す
ぐ
近
く 

に
い
な
が
ら
、
い
の
ち
の
泉
を
求
め
て
遠
い
と
こ
ろ
を
さ
が
し
て
い
る
魂
が
ど
ん
な
に
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
「
『
あ
な
た
は
心
の
う
ち 

で
、
だ
れ
が
天
に
上
る
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
な
』
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
を
引
き
降
ろ
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
『
だ
れ
が
底
知
れ
ぬ 

所
に
下
る
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
な
』
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
を
死
人
の
中
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。･･････

『
言
葉
は
あ
な
た
の 
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近
く
に
あ
る
。
あ
な
た
の
口
に
あ
り
、
心
に
あ
る
』
。･･････

自
分
の
口
で
、
イ
エ
ス
は
主
で
あ
る
と
告
白
し
、
自
分
の
心
で
、
神
が
死 

人
の
中
か
ら
イ
エ
ス
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
と
信
じ
る
な
ら
、
あ
な
た
は
救
わ
れ
る
」(

ロ
ー
マ
一
〇
ノ
六
―
九)

。 
イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
す
ぐ
に
は
答
え
ず
、
厳
粛
な
ま
じ
め
さ
で
、
「
こ
の
水
を
飲
む
者
は
だ
れ
で
も
、
ま
た
か
わ 

く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
た
し
が
与
え
る
水
を
飲
む
者
は
、
い
つ
ま
で
も
、
か
わ
く
こ
と
が
な
い
ば
か
り
か
、
わ
た
し
が
与
え
る 

水
は
、
そ
の
人
の
う
ち
で
泉
と
な
り
、
永
遠
の
命
に
至
る
水
が
、
わ
き
あ
が
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
一
三
、
一
四)

。 

こ
の
世
の
泉
で
か
わ
き
を
い
や
そ
う
と
す
る
者
は
、
飲
ん
で
も
す
ぐ
に
ま
た
か
わ
く
だ
け
で
あ
る
。
ど
こ
で
も
人
々
は
満
足
し
て 

い
な
い
。
彼
ら
は
魂
の
必
要
を
満
た
す
も
の
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
お
か
た
は
ひ
と
り 

し
か
な
い
。
世
の
必
要
、
「
万
国
の
願
う
と
こ
ろ
の
も
の
」
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る(

ハ
ガ
イ
書
二
ノ
七
・
文
語
訳)

。
キ
リ
ス
ト
だ
け 

が
お
与
え
に
な
れ
る
神
の
恵
み
こ
そ
、
魂
を
き
よ
め
、
清
新
に
し
、
活
気
づ
け
る
生
け
る
水
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
、
一
杯
の
い
の
ち
の
水
を
受
け
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
愛
を 

味
わ
う
者
は
た
え
ず
も
っ
と
求
め
る
。
だ
が
そ
れ
以
外
の
も
の
は
何
も
求
め
な
い
。
彼
に
は
世
の
富
も
栄
え
も
楽
し
み
も
、
魅
力
が 

な
い
。
彼
の
心
は
、
『
も
っ
と
あ
な
た
を
』
と
た
え
ず
叫
び
つ
づ
け
る
。
魂
に
必
要
を
お
示
し
に
な
る
お
か
た
が
、
そ
の
飢
え
と
か 

わ
き
を
満
た
そ
う
と
待
っ
て
お
ら
れ
る
。
人
間
的
な
手
段
や
人
間
に
た
よ
る
と
き
に
み
な
失
敗
す
る
。
水
槽
は
か
ら
に
な
り
、
水
た 

ま
り
は
か
わ
く
。
だ
が
あ
が
な
い
主
は
尽
き
な
い
泉
で
あ
る
。
飲
ん
で
も
飲
ん
で
も
新
し
い
水
が
い
つ
で
も
わ
い
て
い
る
。
キ
リ
ス 

ト
を
内
住
さ
せ
て
い
る
人
は
、
自
分
の
う
ち
に
祝
福
の
泉
、
永
遠
の
い
の
ち
に
至
る
水
の
わ
き
あ
が
る
泉
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
泉 

か
ら
、
彼
は
自
分
の
す
べ
て
の
必
要
を
満
た
す
の
に
十
分
な
力
と
恵
み
と
を
く
む
こ
と
が
で
き
る
。 
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イ
エ
ス
が
生
け
る
水
の
こ
と
を
話
さ
れ
る
と
、
女
は
驚
き
の
ま
な
ざ
し
で
イ
エ
ス
を
見
た
。
イ
エ
ス
は
彼
女
の
興
味
を
起
し
、
ご 

自
分
が
話
さ
れ
た
賜
物
を
ほ
し
い
と
い
う
気
持
を
め
ざ
め
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
イ
エ
ス
が
言
わ
れ
た
の
は
ヤ
コ
ブ
の 

井
戸
の
水
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
こ
の
井
戸
の
水
な
ら
、
い
つ
で
も
く
ん
で
飲
み
、
そ
し
て
ま
た
の
ど
が
か
わ
く 

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
女
は
「
主
よ
、
わ
た
し
が
か
わ
く
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
こ
こ
に
く
み
に
こ
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
そ 

の
水
を
わ
た
し
に
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
一
五)

。 

す
る
と
イ
エ
ス
は
、
突
然
に
話
題
を
変
え
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
与
え
よ
う
と
望
ん
で
お
ら
れ
る
賜
物
を
こ
の
魂
が
受
け
る
こ
と
が 

で
き
る
前
に
、
彼
女
は
自
分
の
罪
と
救
い
主
を
み
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
は
、
「
あ
な
た
の
夫
を
呼
び
に
行
っ
て
、
こ
こ
に 

連
れ
て
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
。
彼
女
は
、
「
わ
た
し
に
は
夫
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
こ
う
し
て
彼
女
は
そ
の
方
面
の
質 

問
を
一
切
封
じ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
救
い
主
は
続
け
て
、
「
夫
が
な
い
と
言
っ
た
の
は
、
も
っ
と
も
だ
。
あ
な
た
に
は
五
人
の
夫
が 

あ
っ
た
が
、
今
の
は
あ
な
た
の
夫
で
は
な
い
。
あ
な
た
の
言
葉
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
一
七
、
一
八)

。 

こ
れ
を
聞
い
た
女
は
ふ
る
え
た
。
神
秘
の
手
が
彼
女
の
経
歴
の
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
永
遠
に
か
く
し
て
お
き
た
い
と
望
ん
で
い
た
こ 

と
を
明
る
み
に
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
自
分
の
一
生
の
秘
密
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
一
体
こ
の
お
か
た
は
ど
な
た
だ
ろ
う
。 

彼
女
の
心
に
は
、
現
在
か
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
来
世
す
な
わ
ち
未
来
の
さ
ば
き
に
つ
い
て
の
考
え
が
浮 

ん
だ
。
そ
の
光
の
中
に
、
良
心
が
め
ざ
め
た
。 

彼
女
は
何
も
こ
ば
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
面
白
く
な
い
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
る
の
を
い
っ
さ
い
避
け
よ
う
と
し
た
。 

深
い
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
、
彼
女
は
、
「
主
よ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
を
預
言
者
と
見
ま
す
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
一
九)

。
そ
れ 
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か
ら
、
罪
の
自
覚
を
う
ち
消
そ
う
と
望
ん
で
、
彼
女
は
宗
教
上
の
論
争
に
な
っ
て
い
る
問
題
を
持
ち
出
し
た
。
も
し
こ
の
人
が
預
言 

者
な
ら
、
こ
の
人
は
長
年
論
議
さ
れ
て
き
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。 

イ
エ
ス
は
こ
の
女
が
話
題
を
自
分
の
好
む
方
向
に
持
っ
て
行
こ
う
と
す
る
の
を
忍
耐
強
く
お
ゆ
る
し
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る 

間
に
、
イ
エ
ス
は
彼
女
の
心
に
真
理
を
も
う
一
度
う
え
つ
け
る
機
会
を
注
意
深
く
待
た
れ
た
。
女
は
「
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
は
、
こ 

の
山
で
礼
拝
を
し
た
の
で
す
が
、
あ
な
た
が
た
は
礼
拝
す
べ
き
場
所
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た(

ヨ 

ハ
ネ
四
ノ
二
〇)

。
ち
ょ
う
ど
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
ゲ
リ
ジ
ム
山
が
あ
っ
た
。
そ
の
神
殿
は
破
壊
さ
れ
て
、
祭
壇
だ
け
が
残
っ
て
い 

た
。
礼
拝
の
場
所
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
サ
マ
リ
ヤ
人
と
の
間
の
論
争
の
ま
と
と
な
っ
て
い
た
。
サ
マ
リ
ヤ
人
の
先
祖
の
一
部
は
か
つ
て 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
属
し
て
い
た
が
、
罪
の
た
め
に
、
主
は
彼
ら
が
偶
像
礼
拝
の
国
民
に
征
服
さ
れ
る
の
を
お
ゆ
る
し
に
な
っ
た
。
幾
世 

代
も
の
間
彼
ら
は
偶
像
礼
拝
者
た
ち
に
ま
じ
っ
た
の
で
、
後
者
の
宗
教
が
彼
ら
自
身
の
宗
教
を
だ
ん
だ
ん
堕
落
さ
せ
た
。
な
る
ほ
ど 

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
偶
像
は
宇
宙
の
支
配
者
で
あ
ら
れ
る
生
け
る
神
を
思
い
出
す
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
。
だ
が 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
は
き
ざ
ん
だ
像
を
あ
が
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

エ
ズ
ラ
の
時
代
に
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
が
再
建
さ
れ
た
と
き
、
サ
マ
リ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
っ
し
ょ
に
建
築
に
あ
た
り
た
い
と 

望
ん
だ
。
こ
の
特
権
は
拒
否
さ
れ
、
サ
マ
リ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
間
に
は
げ
し
い
憎
し
み
が
生
じ
た
。
サ
マ
リ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
人 

に
対
抗
し
て
ゲ
リ
ジ
ム
山
に
神
殿
を
建
て
た
。
こ
こ
で
彼
ら
は
モ
ー
セ
の
儀
式
に
従
っ
て
礼
拝
し
た
が
、
一
方
ま
た
偶
像
礼
拝
も
ま 

っ
た
く
捨
て
き
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
災
難
が
起
っ
て
、
神
殿
は
敵
に
破
壊
さ
れ
、
彼
ら
は
の
ろ
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
み 

え
た
。
そ
れ
で
も
な
お
彼
ら
は
礼
拝
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
伝
統
と
形
式
と
を
固
守
し
た
。
彼
ら
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
を
神
の
家 
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と
し
て
み
と
め
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
が
自
分
た
ち
の
宗
教
に
ま
さ
っ
て
い
る
と
み
と
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

女
に
答
え
て
イ
エ
ス
は
、
「
女
よ
、
わ
た
し
の
言
う
こ
と
を
信
じ
な
さ
い
。
あ
な
た
が
た
が
、
こ
の
山
で
も
、
ま
た
エ
ル
サ
レ
ム 

で
も
な
い
所
で
、
父
を
礼
拝
す
る
時
が
来
る
。
あ
な
た
が
た
は
自
分
の
知
ら
な
い
も
の
を
拝
ん
で
い
る
が
、
わ
た
し
た
ち
は
知
っ
て 

い
る
か
た
を
礼
拝
し
て
い
る
。
救
い
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
来
る
か
ら
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
二
一
、
二
二)

。
イ
エ
ス
は
サ 

マ
リ
ヤ
人
に
対
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
偏
見
を
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
を
す
で
に
お
示
し
に
な
っ
た
。
い
ま
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る 

サ
マ
リ
ヤ
人
の
偏
見
を
う
ち
破
ろ
う
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
サ
マ
リ
ヤ
人
の
信
仰
が
偶
像
礼
拝
に
よ
っ
て
堕
落
し
た
こ
と
を
指
摘 

さ
れ
る
一
方
で
は
、
あ
が
な
い
の
大
真
理
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
委
託
さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
中
か
ら
メ
シ
ヤ
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
言
明
さ
れ 

た
。
聖
書
を
通
し
て
、
彼
ら
は
神
の
ご
品
性
と
神
の
統
治
の
原
則
と
に
つ
い
て
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自
分
を
、 

神
が
ご
自
身
に
つ
い
て
の
知
識
を
お
与
え
に
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
同
類
に
お
か
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
聞
き
手
の
思
い
を
、
形
式
や
儀
式
の
問
題
、
そ
し
て
ま
た
論
争
の
問
題
か
ら
高
め
よ
う
と
望
ん
で
、
こ
う
言
わ
れ
た
、 

「
し
か
し
、
ま
こ
と
の
礼
拝
を
す
る
者
た
ち
が
、
霊
と
ま
こ
と
と
を
も
っ
て
父
を
礼
拝
す
る
時
が
来
る
。
そ
う
だ
、
今
き
て
い
る
。 

父
は
、
こ
の
よ
う
な
礼
拝
を
す
る
者
た
ち
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
神
は
霊
で
あ
る
か
ら
、
礼
拝
を
す
る
者
も
、
霊
と
ま 

こ
と
と
を
も
っ
て
礼
拝
す
べ
き
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
二
三
、
二
四)

。 

イ
エ
ス
が
ニ
コ
デ
モ
に
、
「
だ
れ
で
も
新
し
く
生
れ
な
け
れ
ば
、
神
の
国
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
示
さ 

れ
た
の
と
同
じ
真
理
が
こ
こ
に
宣
言
さ
れ
て
い
る(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
三)
。
人
は
、
聖
な
る
山
や
聖
な
る
宮
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
天 

と
の
ま
じ
わ
り
に
は
い
れ
る
の
で
は
な
い
。
宗
教
は
外
面
的
な
形
式
や
儀
式
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
神
か
ら
出
て
い
る
宗
教 
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だ
け
が
神
へ
い
た
る
宗
教
で
あ
る
。
神
に
正
し
く
仕
え
る
た
め
に
は
、
神
の
み
た
ま
に
よ
っ
て
生
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
み
た
ま 

は
心
を
き
よ
め
、
思
い
を
新
た
に
し
、
神
を
知
り
愛
す
る
新
し
い
能
力
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
。
そ
れ
は
神
の
す
べ
て
の
ご
要
求
に 

よ
ろ
こ
ん
で
従
う
心
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
。
こ
れ
が
真
の
礼
拝
で
あ
る
。
そ
れ
は
聖
霊
の
働
き
の
実
で
あ
る
。
み
た
ま
に
よ
っ
て
、 

す
べ
て
の
真
実
な
祈
り
は
こ
と
ば
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
祈
り
は
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
魂
が
神
を
追
い
求
め
る
と
こ
ろ
に
は
ど 

こ
で
も
み
た
ま
の
働
き
が
あ
ら
わ
れ
、
神
は
そ
の
魂
に
ご
自
身
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
神
は
こ
の
よ
う
な
礼
拝
者
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。 

神
は
彼
ら
を
受
け
入
れ
て
、
ご
自
分
の
息
子
娘
に
し
よ
う
と
待
っ
て
お
ら
れ
る
。 

女
は
イ
エ
ス
と
お
話
し
て
、
そ
の
み
こ
と
ば
に
感
動
し
た
。
彼
女
は
サ
マ
リ
ヤ
人
の
祭
司
か
ら
も
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
も
こ
ん
な
意
見 

を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
過
去
の
生
活
が
目
の
前
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
と
き
、
彼
女
は
自
分
の
大
き
な
必
要
に
気
づ
い
て
い
た
。 

彼
女
は
自
分
の
魂
が
か
わ
い
て
い
る
の
を
み
と
め
た
。
そ
の
か
わ
き
は
、
ス
カ
ル
の
井
戸
の
水
で
は
決
し
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で 

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
接
し
た
も
の
の
中
で
、
彼
女
の
心
を
も
っ
と
高
い
必
要
に
こ
れ
ほ
ど
め
ざ
め
さ
せ
た
も
の
は
何
も
な
か
っ 

た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
女
の
生
活
の
秘
密
を
見
抜
い
た
こ
と
を
彼
女
に
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
、
イ
エ
ス
が
友
と
し
て 

自
分
を
あ
わ
れ
み
、
愛
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
純
潔
な
イ
エ
ス
の
前
に
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
女
は
自
分
の
罪
を
責
め
ら 

れ
た
が
、
イ
エ
ス
は
譴
責
の
こ
と
ば
を
ひ
と
こ
と
も
お
語
り
に
ら
ず
、
た
だ
魂
を
新
た
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
恵
み
に
つ
い
て
語 

ら
れ
た
。
彼
女
は
イ
エ
ス
が
ど
う
い
う
お
か
た
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
い
く
ら
か
確
信
を
持
ち
は
じ
め
た
。
こ
の
お
か
た
が
長
い
間 

待
望
さ
れ
て
い
た
メ
シ
ヤ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
心
の
中
に
起
っ
た
。
彼
女
は
、
「
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ 

る
メ
シ
ヤ
が
こ
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
か
た
が
こ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
わ
た
し
た
ち
に
、
い
っ
さ
い
の
こ
と
を
知
ら
せ 
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て
下
さ
る
で
し
ょ
う
」
と
イ
エ
ス
に
言
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
「
あ
な
た
と
話
を
し
て
い
る
こ
の
わ
た
し
が
、
そ
れ
で
あ
る
」
と
答
え 

ら
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
二
五
、
二
六)

。 
女
は
、
こ
の
こ
と
ば
を
き
く
と
、
心
の
中
に
信
仰
が
わ
き
起
っ
た
。
彼
女
は
天
来
の
教
師
イ
エ
ス
の
口
か
ら
出
た
こ
の
す
ば
ら
し 

い
宣
言
を
受
け
入
れ
た
。 

こ
の
女
は
も
の
ご
と
を
感
知
す
る
心
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
は
最
も
と
う
と
い
啓
示
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ 

は
彼
女
が
聖
書
に
興
味
を
持
ち
、
も
っ
と
光
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
聖
霊
が
彼
女
の
心
を
準
備
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、 

「
あ
な
た
の
神
、
主
は
あ
な
た
の
う
ち
か
ら
、
あ
な
た
の
同
胞
の
う
ち
か
ら
、
わ
た
し
の
よ
う
な
ひ
と
り
の
預
言
者
を
あ
な
た
の
た 

め
に
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
た
は
彼
に
聞
き
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
旧
約
の
約
束
を
学
ん
で
い
た(

申
命
記
一 

八
ノ
一
五)

。
彼
女
は
こ
の
預
言
を
さ
と
り
た
い
と
望
ん
だ
。
光
は
す
で
に
彼
女
の
心
に
さ
し
込
み
は
じ
め
て
い
た
。
い
の
ち
の
水
、 

す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
が
す
べ
て
の
か
わ
け
る
魂
に
与
え
ら
れ
る
霊
的
生
命
は
、
彼
女
の
心
の
う
ち
に
め
ば
え
始
め
て
い
た
。
主
の
み 

た
ま
が
彼
女
の
上
に
働
い
て
い
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
こ
の
女
に
は
っ
き
り
語
ら
れ
た
こ
と
ば
は
、
自
分
自
身
を
義
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
向
か
っ
て
は
語
る
こ
と
の
で
き
な 

か
っ
た
こ
と
ば
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
と
き
に
は
ず
っ
と
ひ
か
え
目
だ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
向 

か
っ
て
は
言
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
、
そ
し
て
あ
と
で
弟
子
た
ち
に
秘
密
に
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
彼
女
に
う
ち
明 

け
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
彼
女
が
こ
の
知
識
を
利
用
し
て
、
ほ
か
の
人
た
ち
に
イ
エ
ス
の
恵
み
を
わ
け
与
え
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。 

弟
子
た
ち
は
、
使
い
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
、
主
が
女
と
話
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
驚
い
た
。
主
は
ご
自
分
が
望
ま
れ
た
清
新 
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な
一
杯
の
水
を
ま
だ
飲
ん
で
お
ら
れ
ず
、
ま
た
弟
子
た
ち
が
持
っ
て
き
た
食
物
を
食
べ
る
た
め
に
話
を
や
め
よ
う
と
も
さ
れ
な
か
っ 

た
。
女
が
立
ち
去
る
と
、
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
に
食
べ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
願
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
深
い
瞑
想
の
う
ち
に
あ 

ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
だ
ま
っ
て
考
え
こ
ん
で
お
ら
れ
る
の
を
見
た
。
イ
エ
ス
の
お
顔
は
光
に
輝
い
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
イ
エ
ス 

の
天
と
の
ま
じ
わ
り
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
疲
れ
て
弱
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の 

で
、
イ
エ
ス
の
肉
体
上
の
必
要
を
気
づ
か
せ
る
義
務
が
あ
る
と
思
っ
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
や
さ
し
い
関
心
を
み
と
め
ら
れ
た
が
、 

「
わ
た
し
に
は
、
あ
な
た
が
た
の
知
ら
な
い
食
物
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
三
二)

。 

弟
子
た
ち
は
、
だ
れ
が
主
に
食
物
を
持
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
あ
や
し
ん
だ
。
だ
が
イ
エ
ス
は
、
「
わ
た
し
の
食
物
と
い
う
の
は
、 

わ
た
し
を
つ
か
わ
さ
れ
た
か
た
の
み
こ
こ
ろ
を
行
い
、
そ
の
み
わ
ざ
を
な
し
遂
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ 

三
四)

。
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
女
の
良
心
が
め
ざ
め
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
女
が
い
の
ち
の
水 

を
飲
む
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
ご
自
身
の
飢
え
と
か
わ
き
が
満
足
さ
せ
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
天
を
去
っ
て
、
な
し
と
げ
る
た
め
に 

こ
ら
れ
た
そ
の
使
命
の
達
成
が
救
い
主
の
働
き
を
力
づ
け
、
人
間
の
必
要
を
超
越
さ
せ
た
。
真
理
に
飢
え
か
わ
い
て
い
る
魂
に
奉
仕 

す
る
こ
と
は
、
イ
エ
ス
に
と
っ
て
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
を
慰
め
る
も
の
で
あ
り
、 

元
気
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
博
愛
が
イ
エ
ス
の
魂
の
い
の
ち
で
あ
っ
た
。 

あ
が
な
い
主
は
人
々
に
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
か
わ
い
て
お
ら
れ
る
。
主
は
ご
自
分
の
血
で
買
わ
れ
た
人
々
の
同
情
と
愛
に
飢
え 

て
お
ら
れ
る
。
主
は
、
言
い
表
わ
し
よ
う
の
な
い
願
い
を
も
っ
て
、
彼
ら
が
み
も
と
に
き
て
い
の
ち
を
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
お 

ら
れ
る
。
小
さ
な
子
供
が
母
親
を
み
と
め
て
に
っ
こ
り
笑
う
の
は
知
恵
の
め
ば
え
を
告
げ
て
い
る
。
母
親
が
そ
の
表
現
を
注
意
深
く 
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見
守
っ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
、
魂
の
う
ち
に
霊
的
な
生
命
が
始
ま
っ
た
証
拠
で
あ
る
感
謝
に
み
ち
た
愛
が
表
現
さ
れ
る
の 

を
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
。 

女
は
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
に
聞
き
入
っ
て
い
る
時
よ
ろ
こ
び
に
満
た
さ
れ
た
。
そ
の
す
ば
ら
し
い
啓
示
は
ほ
と
ん
ど
圧
倒
的
で 

あ
っ
た
。
彼
女
は
水
が
め
を
残
し
て
、
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
を
ほ
か
の
人
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
町
へ
も
ど
っ
た
。
イ
エ
ス
は
な
ぜ
彼 

女
が
立
ち
去
っ
た
か
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
生
け
る
水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
彼
女
の
魂
の
熱
心
な
願
い
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
井
戸
へ 

き
た
用
事
を
忘
れ
、
イ
エ
ス
の
か
わ
き
を
い
や
し
て
さ
し
あ
げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
た
。
よ
ろ
こ
び
に
あ
ふ
れ
る
心
を
も 

っ
て
、
彼
女
は
自
分
が
受
け
た
と
う
と
い
光
を
ほ
か
の
人
た
ち
に
与
え
る
た
め
に
道
を
急
い
だ
。 

彼
女
は
町
の
人
た
ち
に
、
「
わ
た
し
の
し
た
こ
と
を
何
も
か
も
、
言
い
あ
て
た
人
が
い
ま
す
。
さ
あ
、
見
に
き
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」 

と
言
っ
た
。
「
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
人
が
キ
リ
ス
ト
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
。
彼
女
の
こ
と
ば
は
人
々
の
心
を
動
か
し
た
。
彼
女
の
顔 

に
は
新
し
い
表
情
が
あ
ら
わ
れ
、
全
体
の
様
子
に
変
化
が
み
ら
れ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
見
た
い
と
い
う
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
。
そ 

こ
で
「
人
々
は
町
を
出
て
、
ぞ
く
ぞ
く
と
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
二
九
、
三
〇)

。 

イ
エ
ス
は
、
ま
だ
井
戸
ば
た
に
す
わ
っ
て
お
ら
れ
る
と
き
、
緑
の
若
葉
に
黄
金
の
日
光
を
浴
び
て
目
の
前
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
麦 

畑
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
光
景
を
弟
子
た
ち
に
指
さ
し
て
見
せ
な
が
ら
、
主
は
そ
れ
を
一
つ
の
象
徴
と
し
て
お
用
い
に
な
っ
た
。 

「
あ
な
た
が
た
は
、
刈
入
れ
時
が
来
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
四
か
月
あ
る
と
、
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
あ
な 

た
が
た
に
言
う
。
目
を
あ
げ
て
畑
を
見
な
さ
い
。
は
や
色
づ
い
て
刈
入
れ
を
待
っ
て
い
る
」(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
三
五)

。
語
り
な
が
ら
イ 

エ
ス
は
、
井
戸
へ
や
っ
て
く
る
人
々
の
群
れ
に
目
を
と
め
ら
れ
た
。
麦
の
収
穫
時
ま
で
に
は
四
か
月
あ
る
が
、
こ
こ
に
す
で
に
刈
り 
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手
を
待
っ
て
い
る
収
穫
が
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
、
「
刈
る
者
は
報
酬
を
受
け
て
、
永
遠
の
命
に
至
る
実
を
集
め
て
い
る
。
ま
く
者
も
刈
る
者
も
、
共
々
に
喜 

ぶ
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
ひ
と
り
が
ま
き
、
ひ
と
り
が
刈
る
』
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
と
な
る
」(

ヨ
ハ
ネ 

四
ノ
三
六
、
三
七)
。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
は
、
福
音
を
受
け
入
れ
る
者
が
当
然
神
の
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
な
る
奉
仕
を
指 

摘
し
て
お
ら
れ
る
。
彼
ら
は
神
の
生
け
る
代
表
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
神
は
彼
ら
の
個
人
的
な
奉
仕
を
求
め
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は 

ま
こ
う
が
刈
り
入
れ
よ
う
が
、
神
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
人
が
種
を
ま
き
、
他
の
者
が
収
穫
を
集
め
る
。
そ
し
て
ま 

く
者
も
刈
る
者
も
賃
金
を
も
ら
い
、
彼
ら
は
共
に
そ
の
働
き
の
報
酬
を
よ
ろ
こ
ぶ
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
、
「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
た
を
つ
か
わ
し
て
、
あ
な
た
が
た
が
そ
の
た
め
に
労
苦
し
な
か
っ
た
も
の
を 

刈
り
と
ら
せ
た
。
ほ
か
の
人
々
が
労
苦
し
、
あ
な
た
が
た
は
、
彼
ら
の
労
苦
の
実
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ 

ハ
ネ
四
ノ
三
八)

。
救
い
主
は
こ
こ
で
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
日
の
大
収
穫
を
予
見
し
て
お
ら
れ
た
。
弟
子
た
ち
は
こ
れ
を
自
分
た
ち
の
努 

力
の
結
果
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
他
の
人
々
の
働
き
に
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
が
堕
落
し
て
か
ら 

後
ず
っ
と
キ
リ
ス
ト
は
人
の
心
の
中
に
ま
く
た
め
に
、
選
ば
れ
た
し
も
べ
た
ち
に
み
こ
と
ば
の
種
を
託
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
し
て
目 

に
見
え
な
い
作
用
、
し
か
も
全
能
の
力
が
、
収
穫
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
無
言
の
う
ち
に
効
果
的
に
働
い
て
き
た
。
真
理
の
種
に 

活
力
と
栄
養
と
を
与
え
る
た
め
に
、
神
の
恵
み
と
い
う
露
と
雨
と
日
光
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ご
自
身
の
血
で
そ
の
種 

に
水
を
そ
そ
ご
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
に
は
神
と
共
に
働
く
者
と
な
る
特
権
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト 

と
共
に
働
く
者
で
あ
り
、
ま
た
古
代
の
聖
人
た
ち
の
共
労
者
で
あ
っ
た
。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
聖
霊
の
降
下
に
よ
っ
て
、
一
日
に
幾
千 
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の
者
が
改
心
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
の
種
ま
き
の
結
果
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
働
き
の
収
穫
で
あ
っ
た
。 

井
戸
の
と
こ
ろ
で
女
に
話
さ
れ
た
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
よ
い
種
が
ま
か
れ
た
が
、
何
と
ま
あ
早
く
収
穫
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ 

う
。
サ
マ
リ
ヤ
人
は
や
っ
て
き
て
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
聞
き
、
イ
エ
ス
を
信
じ
た
。
彼
ら
は
井
戸
の
と
こ
ろ
に
お
ら
れ
る
イ
エ
ス 

の
ま
わ
り
に
お
し
よ
せ
、
イ
エ
ス
を
質
問
攻
め
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
イ
エ
ス
の 

説
明
を
熱
心
に
聞
い
た
。
聞
く
に
つ
れ
て
、
彼
ら
の
疑
問
が
晴
れ
は
じ
め
た
。
彼
ら
は
ち
ょ
う
ど
非
常
な
暗
や
み
の
中
に
あ
っ
て
突 

然
ひ
と
す
じ
の
光
を
さ
が
し
あ
て
、
つ
い
に
真
昼
に
出
会
っ
た
人
々
の
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
こ
の
短
い
会
見
に
満
足
し
な 

か
っ
た
。
彼
ら
は
も
っ
と
聞
き
た
が
り
、
ま
た
友
人
た
ち
に
も
こ
の
す
ば
ら
し
い
教
師
の
話
を
き
か
せ
た
が
っ
た
。
人
々
は
イ
エ
ス 

を
自
分
た
ち
の
町
に
招
き
、
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
た
の
ん
だ
。
二
日
の
間
イ
エ
ス
は
サ
マ
リ
ヤ
に
と
ど 

ま
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
イ
エ
ス
を
信
じ
た
。 

パ
リ
サ
イ
人
は
イ
エ
ス
の
単
純
さ
を
軽
蔑
し
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
奇
跡
を
無
視
し
、
イ
エ
ス
が
神
の
み
子
で
あ
る
と
い
う
証
拠 

を
要
求
し
た
。
し
か
し
サ
マ
リ
ヤ
人
は
し
る
し
を
求
め
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
井
戸
ば
た
で
女
に
彼
女
の
生
活
の
秘
密
を
あ
ら
わ 

さ
れ
た
以
外
に
は
、
サ
マ
リ
ヤ
人
の
中
で
奇
跡
を
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
者
が
イ
エ
ス
を
信
じ
た
。
こ
の
新
し
い
よ 

ろ
こ
び
の
中
で
、
彼
ら
は
女
に
、
「
わ
た
し
た
ち
が
信
じ
る
の
は
、
も
う
あ
な
た
が
話
し
て
く
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
自
分
自
身
で 

親
し
く
聞
い
て
、
こ
の
人
こ
そ
ま
こ
と
に
世
の
救
主
で
あ
る
こ
と
が
、
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
四
二)

。 

サ
マ
リ
ヤ
人
は
、
メ
シ
ヤ
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
い
主
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
世
の
救
い
主
と
し
て
お
い
で
に
な
る
こ
と
を
信
じ
た
。 

聖
霊
は
、
モ
ー
セ
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
を
、
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
預
言
者
と
予
告
し
て
い
た
。
ヤ
コ
ブ
を
通
し
て
民
は
イ
エ
ス
の 
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も
と
に
集
め
ら
れ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、
ま
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
通
し
て
、
地
の
諸
国
民
が
イ
エ
ス
の
う
ち
に
あ
っ
て
祝
福
さ
れ
る
と 

い
う
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
た
。
サ
マ
リ
ヤ
の
人
々
は
メ
シ
ヤ
に
対
す
る
彼
ら
の
信
仰
を
こ
う
し
た
聖
書
の
み
こ
と
ば
に
置
い
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
が
後
期
の
預
言
者
た
ち
を
誤
っ
て
解
釈
し
、
キ
リ
ス
ト
再
臨
の
栄
光
を
初
臨
に
あ
て
は
め
て
い
た
の
で
、
サ
マ
リ
ヤ
人
は 

モ
ー
セ
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
以
外
は
全
部
聖
書
を
す
て
て
い
た
。
し
か
し
救
い
主
が
そ
う
し
た
ま
ち
が
っ
た
解
釈
を
一
掃
さ 

れ
た
の
で
、
多
く
の
人
々
が
後
期
の
預
言
と
、
神
の
み
国
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
の
み
こ
と
ば
と
を
信
じ
た
。 

イ
エ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
と
の
間
を
へ
だ
て
て
い
る
壁
を
と
り
こ
わ
し
、
世
界
に
救
い
を
の
べ
伝
え
始
め
て
お
ら
れ
た
。
キ 

リ
ス
ト
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ら
れ
た
が
、
自
由
に
サ
マ
リ
ヤ
人
と
ま
じ
わ
り
、
ご
自
分
の
国
民
の
パ
リ
サ
イ
的
な
習
慣
を
無
視
さ
れ
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
の
偏
見
に
直
面
し
な
が
ら
、
主
は
こ
の
軽
蔑
さ
れ
た
民
の
も
て
な
し
を
受
け
ら
れ
た
。
主
は
サ
マ
リ
ヤ
人
の
屋
根
の
下
に 

眠
り
、
彼
ら
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
し
、
彼
ら
の
手
で
料
理
さ
れ
て
食
卓
に
出
さ
れ
た
食
物
を
食
べ
、
彼
ら
の
町
の
通
り
で
教 

え
、
で
き
る
だ
け
の
親
切
と
礼
儀
を
つ
く
し
て
彼
ら
に
応
対
さ
れ
た
。 

エ
ル
サ
レ
ム
の
宮
は
、
低
い
壁
に
よ
っ
て
、
外
庭
が
神
聖
な
建
物
の
す
べ
て
の
部
分
か
ら
仕
切
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
壁
に
各
国
語 

で
文
字
が
き
ざ
ま
れ
て
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
の
者
は
こ
の
境
界
内
に
は
入
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。 

も
し
異
邦
人
が
あ
え
て
境
内
の
中
に
は
い
り
こ
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
彼
は
宮
を
け
が
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
罰
と
し
て
い 

の
ち
を
と
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
し
か
し
宮
と
そ
の
儀
式
の
創
始
者
で
あ
ら
れ
る
イ
エ
ス
は
、
人
間
的
な
同
情
と
い
う
き
ず
な
で
異
邦 

人
を
み
も
と
に
ひ
き
よ
せ
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
ば
ん
だ
救
い
は
イ
エ
ス
の
と
う
と
い
恵
み
に
よ
っ
て
彼
ら
に
も
た
ら
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
が
サ
マ
リ
ヤ
に
と
ど
ま
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
だ
ユ
ダ
ヤ
人
的
な
頑
迷
さ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
弟
子
た
ち
に
祝
福
と
な
る
よ 
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う
に
く
わ
だ
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
自
分
自
身
の
国
に
忠
誠
で
あ
る
た
め
に
は
サ
マ
リ
ヤ
人
に
対
し
て
敵
意
を
も
た
ね 

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
行
為
に
驚
い
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
模
範
に
従
う
こ
と
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き 

な
か
っ
た
の
で
、
サ
マ
リ
ヤ
に
い
た
二
日
間
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
忠
誠
心
か
ら
、
彼
ら
の
偏
見
を
抑
え
て
い
た
が
、
心
の
中
に
は
や 

は
り
う
ち
と
け
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
ら
の
軽
蔑
心
と
憎
悪
心
は
あ
わ
れ
み
と
同
情
に
代
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
彼
ら
が 

学
ぶ
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
主
の
昇
天
後
、
イ
エ
ス
の
教
訓
は
新
し
い
意
味
を
も
っ
て
彼
ら
の
胸
に
よ
み
が
え
っ
た
。
聖 

霊
の
降
下
後
、
彼
ら
は
こ
の
軽
蔑
さ
れ
た
他
国
人
に
対
す
る
救
い
主
の
顔
つ
き
、
こ
と
ば
、
尊
敬
の
こ
も
っ
た
や
さ
し
い
態
度
を
思 

い
浮
べ
た
。
ペ
テ
ロ
は
サ
マ
リ
ヤ
に
説
教
に
行
っ
た
と
き
、
そ
の
働
き
に
主
と
同
じ
精
神
を
そ
そ
い
だ
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
エ
ペ
ソ
と
ス 

ミ
ル
ナ
に
招
か
れ
た
と
き
、
シ
ケ
ム
の
経
験
を
思
い
出
し
、
天
来
の
教
師
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
出
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
困
難
を
予
見
し 

て
、
ご
自
分
の
模
範
に
よ
っ
て
助
け
を
お
与
え
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
に
満
た
さ
れ
た
。 

救
い
主
は
サ
マ
リ
ヤ
の
女
に
い
の
ち
の
水
を
提
供
さ
れ
た
時
と
同
じ
働
き
を
今
も
な
お
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
弟
子 

と
自
称
す
る
人
た
ち
が
、
社
会
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
人
々
を
さ
げ
す
み
、
い
や
が
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
生 

れ
や
国
籍
に
よ
る
事
情
も
、
社
会
的
な
身
分
も
、
イ
エ
ス
の
愛
を
人
の
子
ら
か
ら
離
れ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
ん
な
に
罪
深
く 

あ
ろ
う
と
、
ひ
と
り
び
と
り
の
魂
に
向
か
っ
て
、
も
し
わ
た
し
に
求
め
た
ら
い
の
ち
の
水
を
あ
げ
た
の
に
と
、
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
る
。 

福
音
の
招
き
は
、
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
、
相
手
が
受
け
入
れ
た
ら
こ
ち
ら
の
名
誉
に
な
る
よ
う
な
少
数
の
え
ら
ば
れ
た
人
た
ち 

だ
け
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
福
音
は
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
真
理
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
心
の
開
か
れ
て 

い
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
で
も
、
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
を
教
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
主
は
彼
ら
に
天
父
を
あ
ら
わ
し
、
人
の
心
を 
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お
読
み
に
な
る
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
礼
拝
を
お
示
し
に
な
る
。
こ
う
い
う
人
々
に
は
、
イ
エ
ス
は
譬
を
お
用
い
に
な
ら
な
い
。
イ 

エ
ス
は
、
彼
ら
に
向
か
っ
て
、
井
戸
ば
た
の
女
に
お
語
り
に
な
っ
た
よ
う
に
「
あ
な
た
と
話
を
し
て
い
る
こ
の
わ
た
し
が
、
そ
れ
で 

あ
る
」
と
言
わ
れ
る(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
二
六)

。 

イ
エ
ス
が
ヤ
コ
ブ
の
井
戸
の
そ
ば
に
腰
を
お
ろ
し
て
休
ま
れ
た
時
、
彼
は
こ
れ
ま
で
伝
道
し
て
ほ
と
ん
ど
実
を
結
ん
で
い
な
い
ユ 

ダ
ヤ
か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
。
彼
は
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
か
ら
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
イ
エ
ス
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
る 

人
た
ち
で
さ
え
イ
エ
ス
の
神
と
し
て
の
性
格
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
疲
れ
、
弱
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
、 

他
国
人
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
異
邦
人
で
あ
り
、
あ
き
ら
か
に
罪
の
う
ち
に
生
活
し
て
い
る
一
人
の
女
に
語
り
か
け
る
機
会
を
の 

が
さ
れ
な
か
っ
た
。 

救
い
主
は
会
衆
が
集
ま
る
の
を
待
た
れ
な
か
っ
た
。
た
び
た
び
主
は
ご
自
分
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
い
る
ほ
ん
の
少
数
の
人
々
に 

教
え
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
通
り
か
か
っ
た
人
々
が
一
人
二
人
と
立
ち
ど
ま
っ
て
聞
き
入
り
、
つ
い
に
は
群
衆
が
こ
の
天
か
ら
送
ら
れ 

た
教
師
イ
エ
ス
を
通
し
て
、
驚
嘆
と
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
神
の
み
こ
と
ば
を
聞
く
の
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
働
き
人
は
、
少
数
の
聴 

衆
に
対
し
て
は
大
き
な
会
衆
に
対
す
る
の
と
同
じ
熱
心
さ
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
説
教
を
聞
い
て 

い
る
の
は
た
っ
た
一
人
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
影
響
が
ど
れ
ほ
ど
遠
大
な
も
の
で
あ
る
か
を
だ
れ
が
知
る
こ
と
が 

で
き
よ
う
。
救
い
主
が
サ
マ
リ
ヤ
の
女
の
た
め
に
時
間
を
費
さ
れ
た
こ
と
は
、
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
さ
え
小
さ
な
こ
と
に
思
わ
れ
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
、
王
や
議
官
や
大
祭
司
た
ち
に
対
す
る
よ
り
も
も
っ
と
熱
心
に
、
雄
弁
に
論
じ
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
そ
の
女
に
お 

与
え
に
な
っ
た
教
訓
は
、
地
の
は
て
に
い
た
る
ま
で
く
り
か
え
さ
れ
た
。 



各時代の希望 上 

 234

サ
マ
リ
ヤ
の
女
は
、
こ
の
お
か
た
が
救
い
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
す
ぐ
に
ほ
か
の
人
た
ち
を
み
も
と
に
つ
れ
て
き
た
。 

彼
女
は
、
イ
エ
ス
ご
自
身
の
弟
子
た
ち
よ
り
も
有
能
な
伝
道
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
弟
子
た
ち
は
サ
マ
リ
ヤ
が
有
望
な
伝
道 

地
で
あ
る
と
い
う
し
る
し
を
何
も
見
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
思
い
は
、
将
来
な
さ
れ
る
大
き
な
働
き
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
自
分
た
ち 

の
す
ぐ
ま
わ
り
に
集
め
る
べ
き
収
穫
が
あ
る
こ
と
に
彼
ら
は
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
軽
蔑
し
て
い
た
女
に
よ 

っ
て
、
町
じ
ゅ
う
の
人
々
が
救
い
主
の
み
こ
と
ば
を
聞
き
に
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
彼
女
は
光
を
す
ぐ
に
自
分
の
国
民
に
伝
え
た
。 

こ
の
女
は
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
実
際
的
な
信
仰
の
働
き
を
表
わ
し
て
い
る
。
真
の
弟
子
は
み
な
伝
道
者
と
し
て
神
の
国
に
生
れ 

て
い
る
の
で
あ
る
。
生
け
る
水
を
飲
む
者
は
い
の
ち
の
泉
と
な
る
。
受
け
る
者
が
与
え
る
者
と
な
る
。
魂
の
う
ち
に
あ
る
キ
リ
ス
ト 

の
恵
み
は
、
砂
漠
の
中
の
泉
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
は
わ
き
あ
が
っ
て
す
べ
て
の
人
を
元
気
づ
け
、
い
ま
に
も
死
に
そ
う
に
な
っ 

て
い
る
人
々
に
い
の
ち
の
水
を
飲
み
た
い
と
熱
望
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 
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第 20 章 
「
あ
な
た
が
た
は
し
る
し
と
奇
跡
を
見
な
い
か
ぎ
り
」    

 

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
四
ノ
四
三
―
五
四
に
も
と
づ
く 

 

過
越
節
か
ら
帰
っ
て
き
た
ガ
リ
ラ
ヤ
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
ふ
し
ぎ
な
み
わ
ざ
に
つ
い
て
知
ら
せ
を
持
っ
て
き
た
。
イ
エ
ス
の
行 

動
に
対
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
の
高
官
た
ち
の
意
見
が
決
定
的
と
な
っ
た
た
め
、
イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
に
道
を
求
め
ら
れ
た
。
民
の
中
に 

は
宮
の
悪
用
と
祭
司
た
ち
の
貪
欲
と
尊
大
さ
と
を
嘆
く
者
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
役
人
た
ち
を
追
っ
ぱ
ら
っ
た
こ
の
人
が
、
待
望 

の
救
世
主
で
あ
る
よ
う
に
と
望
ん
だ
。
そ
し
て
い
ま
彼
ら
の
最
も
輝
か
し
い
予
想
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
知
ら
せ
が
伝
わ
っ
た
。
こ
の 

預
言
者
が
自
ら
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
宣
言
し
た
と
い
う
の
だ
っ
た
。 

し
か
し
ナ
ザ
レ
の
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
を
信
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
イ
エ
ス
は
カ
ナ
ヘ
の
途
中
ナ
ザ
レ
に
お
い
で
に
な
ら 

な
か
っ
た
。
救
い
主
は
弟
子
た
ち
に
、
預
言
者
は
自
分
の
故
郷
で
は
と
う
と
ば
れ
な
い
と
言
明
さ
れ
た
。
人
間
は
自
分
の
理
解
で
き 

る
範
囲
だ
け
し
か
人
物
の
評
価
が
で
き
な
い
。
世
俗
的
で
狭
量
な
心
を
持
っ
た
人
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
貧
し
い
生
れ
や
粗
末
な
衣 

服
や
日
々
の
骨
折
り
仕
事
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
を
判
断
し
た
。
彼
ら
は
罪
の
け
が
れ
の
な
い
キ
リ
ス
ト
の
純
潔
な
精
神
を
評
価
す
る 

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 



各時代の希望 上 

 236

キ
リ
ス
ト
が
カ
ナ
へ
帰
ら
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
じ
ゅ
う
に
ひ
ろ
が
り
、
困
り
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に
望
み
を
与 

え
た
。
カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
、
王
に
仕
え
て
い
る
役
人
で
あ
る
、
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
貴
族
が
そ
の
知
ら
せ
に
注
意
を
ひ
か
れ
た
。
こ
の
役
人 

の
息
子
が
不
治
と
思
わ
れ
る
病
気
に
か
か
っ
て
い
た
。
医
者
た
ち
は
そ
の
子
が
死
ぬ
も
の
と
あ
き
ら
め
て
い
た
。
だ
が
父
親
は
イ
エ 

ス
の
こ
と
を
耳
に
し
た
と
き
、
イ
エ
ス
の
助
け
を
求
め
よ
う
と
決
心
し
た
。
子
供
は
非
常
に
衰
弱
し
て
い
て
、
父
親
が
帰
っ
て
来
る 

ま
で
い
の
ち
は
も
つ
ま
い
と
心
配
さ
れ
た
が
、
父
親
は
病
状
を
イ
エ
ス
に
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
彼
は
父
親
の
祈
り
が
大 

医
者
イ
エ
ス
の
同
情
を
ひ
き
お
こ
す
よ
う
に
と
望
ん
だ
。 

カ
ナ
に
着
い
て
み
る
と
、
群
衆
が
イ
エ
ス
を
と
り
ま
い
て
い
た
。
心
配
な
気
持
で
、
彼
は
人
々
を
お
し
わ
け
て
救
い
主
の
前
へ
進 

ん
だ
。
し
か
し
そ
こ
に
、
粗
末
な
衣
服
を
ま
と
い
、
旅
の
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
て
疲
れ
た
様
子
の
人
だ
け
し
か
見
な
か
っ
た
と
き
、
彼 

の
信
仰
は
動
揺
し
た
。
果
し
て
こ
の
お
か
た
が
自
分
が
お
願
い
し
よ
う
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
な
さ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ 

う
か
と
彼
は
疑
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
と
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
彼
は
自
分
の
用
事
を
話
し
、
救
い
主
に
自
分
の
家
ま
で
い 

っ
し
ょ
に
お
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
の
悲
し
み
は
す
で
に
イ
エ
ス
に
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
役
人
が
家
を
出 

る
前
か
ら
、
救
い
主
は
彼
の
苦
悩
を
見
て
お
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
、
こ
の
父
親
が
イ
エ
ス
に
対
す
る
信
仰
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
の
心
の
中
に
条
件
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
ご
存 

じ
だ
っ
た
。
自
分
の
願
い
が
か
な
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
彼
は
イ
エ
ス
を
メ
シ
ヤ
と
し
て
信
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
役
人
が
ど
っ
ち
つ
か 

ず
の
思
い
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、
イ
エ
ス
は
、
「
あ
な
た
が
た
は
、
し
る
し
と
奇
跡
と
を
見
な
い
限
り
、
決
し
て 

信
じ
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
四
八)

。 
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ひとりの役人がイエスのところに息子の病気をなおしていただきたいとた  
のみにきた。この軍人の信仰は大医師キリストの心をうち、息子はいやされ  
た。  
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イ
エ
ス
が
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
証
拠
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
嘆
願
者
は
、
自
分
の
願
い
が
き
か
れ
る
と 

い
う
こ
と
を
条
件
に
し
て
、
イ
エ
ス
を
信
じ
よ
う
と
決
心
し
て
い
た
。
救
い
主
は
こ
の
疑
い
の
念
の
ま
じ
っ
た
不
信
を
、
奇
跡
や
し 

る
し
を
求
め
な
か
っ
た
サ
マ
リ
ヤ
人
の
単
純
な
信
仰
と
比
較
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
神
性
に
つ
い
て
の
証
拠
を
た
え
ず
示
し
て
い
る
そ 

の
み
こ
と
ば
に
は
、
サ
マ
リ
ヤ
人
の
心
を
動
か
し
、
確
信
さ
せ
る
力
が
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
神
の
み
こ
と
ば
を
託
さ
れ
て
い
る 

ご
自
分
の
民
が
、
み
子
を
通
し
て
彼
ら
に
語
ら
れ
る
神
の
声
を
き
か
な
い
こ
と
を
悲
し
ま
れ
た
。 

し
か
し
こ
の
役
人
は
あ
る
程
度
の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
あ
ら
ゆ
る
祝
福
の
中
で
最
も
と
う
と
い
と
思
え
る
も 

の
を
た
の
み
に
や
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
も
っ
と
大
き
な
賜
物
を
与
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
子
供
の
病 

気
を
な
お
す
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
役
人
と
そ
の
家
族
を
救
い
の
祝
福
に
あ
ず
か
ら
せ
、
ま
も
な
く
イ
エ
ス
ご
自
身
の
働
き
の
場
所 

と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
光
を
と
も
そ
う
と
望
ま
れ
た
。
し
か
し
こ
の
役
人
は
、
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
を
望
む
前
に
自
分 

の
必
要
を
み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
宮
廷
の
役
人
は
ユ
ダ
ヤ
国
民
の
多
く
の
者
を
代
表
し
て
い
た
。
彼
ら
は
利
己
的
な
動 

機
か
ら
イ
エ
ス
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
力
に
よ
っ
て
何
か
特
別
な
利
益
を
受
け
よ
う
と
望
み
、
そ
の
信
仰
は
こ 

の
世
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
か
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
霊
的
な
病
気
に
つ
い
て
無
知
で
あ
り
、
神
の
恵
み 

の
必
要
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。 

こ
の
役
人
に
対
す
る
救
い
主
の
み
こ
と
ば
は
、
光
の
ひ
ら
め
き
の
よ
う
に
、
彼
の
心
を
明
る
み
に
出
し
た
。
彼
は
イ
エ
ス
を
求
め 

て
い
る
自
分
の
動
機
が
利
己
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
は
動
揺
し
て
い
る
自
分
の
信
仰
の
本
当
の
姿
を
見
た
。
彼
は
自
分
の 

疑
い
の
た
め
に
息
子
の
い
の
ち
が
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
み
と
め
て
深
い
心
配
を
感
じ
た
。
彼
は
自
分
が
い
ま
、
人
の
思 
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い
を
読
む
こ
と
が
お
で
き
に
な
り
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
で
き
に
な
る
お
か
た
の
前
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
苦
悩
に
満
ち
た
嘆
願 

を
も
っ
て
、
彼
は
「
主
よ
、
ど
う
ぞ
、
子
供
が
死
な
な
い
う
ち
に
き
て
下
さ
い
」
と
叫
ん
だ(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
四
九)

。
彼
は
、
ヤ
コ
ブ 

が
天
使
と
格
闘
し
て
、
「
わ
た
し
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
な
ら
、
あ
な
た
を
去
ら
せ
ま
せ
ん
」
と
叫
ん
だ
時
の
よ
う
に
、
信
仰 

を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
す
が
り
つ
い
た(

創
世
記
三
二
ノ
二
六)

。 

ヤ
コ
ブ
の
よ
う
に
、
彼
は
勝
利
し
た
。
救
い
主
は
、
大
き
な
必
要
を
訴
え
な
が
ら
す
が
り
つ
く
魂
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
が
お
で
き 

に
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
は
、
「
お
帰
り
な
さ
い
。
あ
な
た
の
む
す
こ
は
助
か
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ
五
〇)

。
役
人
は 

こ
れ
ま
で
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
平
安
と
よ
ろ
こ
び
と
を
も
っ
て
救
い
主
の
前
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
彼
は
息
子
の
病
気
が
な 

お
る
こ
と
を
信
じ
た
ば
か
り
で
な
く
、
強
い
確
信
を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
を
救
い
主
と
し
て
信
頼
し
た
。 

同
じ
時
刻
に
、
カ
ペ
ナ
ウ
ム
の
家
で
は
、
死
に
か
け
て
い
る
子
供
を
見
守
っ
て
い
た
者
た
ち
が
、
急
に
ふ
し
ぎ
な
変
化
を
目
に
見 

た
。
死
の
影
が
病
人
の
顔
か
ら
消
え
た
。
発
熱
は
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
健
康
の
お
だ
や
か
な
顔
色
に
か
わ
っ
た
。
く
も
っ
て
い
た
目 

は
理
性
に
輝
き
、
衰
弱
し
て
い
た
か
ら
だ
に
力
が
よ
み
が
え
っ
た
。
病
気
の
面
影
は
子
供
の
ど
こ
に
も
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
燃
え 

て
い
た
肉
体
は
や
わ
ら
か
く
う
る
お
い
、
子
供
は
静
か
な
眠
り
に
落
ち
た
。
熱
は
日
盛
り
に
な
く
な
っ
て
い
た
。
家
族
の
者
た
ち
は 

驚
き
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
は
大
き
か
っ
た
。 

カ
ナ
は
カ
ペ
ナ
ウ
ム
か
ら
そ
ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
こ
の
役
人
が
イ
エ
ス
と
面
会
し
た
あ
と
、
そ
の
夜
に
は
帰
り
着
け 

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
だ
が
彼
は
家
路
を
急
が
な
か
っ
た
。
彼
が
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
到
着
し
た
の
は
翌
朝
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ 

は
何
と
い
う
う
れ
し
い
帰
宅
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
イ
エ
ス
に
会
い
に
行
く
時
に
は
、
彼
の
心
は
悲
し
み
で
重
か
っ
た
。
彼
に
は
太 
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陽
の
光
が
残
酷
に
思
え
、
小
鳥
の
鳴
き
声
が
嘲
笑
に
き
こ
え
た
。
い
ま
は
何
と
い
う
気
持
の
ち
が
い
だ
ろ
う
。
自
然
界
の
す
べ
て
が 

新
し
い
様
相
を
帯
び
て
い
た
。
彼
は
新
し
い
目
で
見
る
。
早
朝
の
静
け
さ
の
中
を
旅
し
て
い
る
と
、
自
然
の
万
物
が
自
分
と
い
っ
し 

ょ
に
神
を
賛
美
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
彼
が
自
分
の
家
か
ら
ま
だ
か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
し
も
べ
た
ち
が
迎
え 

に
出
て
き
て
い
る
。
彼
ら
は
主
人
が
き
っ
と
心
配
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
、
安
心
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
彼 

は
、
し
も
べ
た
ち
の
知
ら
せ
を
き
い
て
も
別
に
驚
き
を
み
せ
ず
、
彼
ら
に
は
わ
か
ら
な
い
深
い
関
心
を
も
っ
て
、
子
供
の
病
気
は
い 

つ
か
ら
よ
く
な
り
は
じ
め
た
か
と
た
ず
ね
る
。
彼
ら
は
、
「
き
の
う
の
午
後
一
時
に
熱
が
引
き
ま
し
た
」
と
答
え
る(

ヨ
ハ
ネ
四
ノ 

五
二)

。
「
あ
な
た
の
む
す
こ
は
助
か
る
の
だ
」
と
の
保
証
を
、
父
親
が
信
仰
を
も
っ
て
把
握
し
た
瞬
間
に
、
神
の
愛
が
死
に
か
け
て 

い
た
子
供
に
ふ
れ
た
の
だ
っ
た
。 

父
親
は
息
子
に
会
い
に
急
ぐ
。
彼
は
息
子
を
死
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
者
の
よ
う
に
胸
に
だ
き
し
め
、
こ
の
ふ
し
ぎ
な
回
復
に
つ
い 

て
何
度
も
何
度
も
神
に
感
謝
す
る
。
こ
の
役
人
は
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
熱
望
し
た
。
の
ち
に
イ
エ
ス
の
説
教
を 

聞
い
て
、
彼
と
家
族
の
全
部
が
弟
子
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
苦
し
み
は
き
よ
め
ら
れ
て
家
族
全
体
の
改
宗
と
な
っ
た
。
こ
の
奇
跡
の
知 

ら
せ
は
ひ
ろ
が
っ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
多
く
の
偉
大
な
働
き
が
な
さ
れ
た
カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
、
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
分
で
伝
道
を
さ 

れ
る
道
が
備
え
ら
れ
た
。 

カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
役
人
を
祝
福
さ
れ
た
お
か
た
は
同
じ
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
を
祝
福
し
よ
う
と
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
だ
が
こ
の
苦
悩
し 

て
い
た
父
親
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
し
ば
し
ば
何
か
こ
の
世
の
利
益
を
望
ん
で
イ
エ
ス
を
求
め
る
。
そ
し
て
自
分
の
願
い
が
か
な 

え
ら
れ
た
ら
、
イ
エ
ス
の
愛
に
信
頼
し
よ
う
と
す
る
。
救
い
主
は
わ
れ
わ
れ
が
求
め
る
よ
り
も
も
っ
と
大
き
な
祝
福
を
与
え
よ
う
と 



第 20 章 「あなたがたはしるしと奇跡を見ないかぎり」 

 241

望
ん
で
お
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
心
の
悪
と
、
イ
エ
ス
の
恵
み
の
深
い
必
要
と
を
示
す
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
願 

い
に
対
す
る
答
え
を
遅
ら
せ
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
は
わ
れ
わ
れ
が
、
利
己
的
な
動
機
か
ら
イ
エ
ス
を
求
め
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う
に
望 

ん
で
お
ら
れ
る
。
自
分
の
無
力
と
大
き
な
必
要
を
告
白
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
エ
ス
の
愛
に
自
分
自
身
を
ま
っ
た
く
ゆ
だ
ね
る
の
で 

あ
る
。 

こ
の
役
人
は
、
信
じ
る
前
に
自
分
の
祈
り
の
成
就
を
目
に
見
た
い

目
に
見
た
い

目
に
見
た
い

目
に
見
た
い
と
望
ん
だ
。
し
か
し
彼
は
、
彼
の
た
の
み
が
き
か
れ
て
祝
福
が 

与
え
ら
れ
た
と
い
う
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
教
訓
を
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。 

わ
れ
わ
れ
は
、
神
が
わ
れ
わ
れ
の
願
い
を
き
か
れ
る
の
を
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
か
ら
、
信
じ
る
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
神 

の
約
束
に
信
頼
す
る
の
で
あ
る
。
信
仰
を
も
っ
て
神
の
み
も
と
に
行
く
と
き
、
願
い
ご
と
は
す
べ
て
神
の
み
心
に
と
め
ら
れ
る
。
神 

の
祝
福
を
求
め
た
ら
、
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
信
じ
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
た

受
け
た

受
け
た

受
け
た
こ
と
を
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ 

は
、
最
も
必
要
な
時
に
そ
の
祝
福
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
自
分
の
義
務
を
つ
く
す
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
を
わ
れ 

わ
れ
が
学
ん
だ
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
祈
り
が
答
え
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
。
神
は
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
、
「
そ
の
栄
光
の
富
に
し
た
が 

い
」
「
神
の
力
強
い
活
動
に
よ
っ
て
」
「
は
る
か
に
越
え
て
」
な
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る(

エ
ペ
ソ
三
ノ
一
六
、
一
ノ
一
九
、
三 

ノ
二
〇)

。 
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第 2１章 

ベ
テ
ス
ダ
と
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン    

 

本
章
は
ヨ
ハ
ネ
五
章
に
も
と
づ
く 

 

「
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
羊
の
門
の
そ
ば
に
、
ヘ
ブ
ル
語
で
ベ
テ
ス
ダ
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
五
つ
の
廊
が
あ
っ
た
。 

そ
の
廊
の
中
に
は
、
病
人
、
盲
人
、
足
な
え
、
や
せ
衰
え
た
者
な
ど
が
、
大
ぜ
い
か
ら
だ
を
横
た
え
て
い
た
。
〔
彼
ら
は
水
の
動
く 

の
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
〕
」(
ヨ
ハ
ネ
五
ノ
二
、
三)

。 

あ
る
時
期
に
な
る
と
、
こ
の
池
の
水
面
が
動
い
た
。
一
般
の
人
た
ち
は
、
こ
れ
は
超
自
然
の
力
の
結
果
で
、
池
の
水
が
動
い
て
か 

ら
、
ま
っ
先
に
水
に
と
び
込
む
者
は
、
だ
れ
で
も
、
ど
ん
な
病
気
を
持
っ
て
い
て
も
、
い
や
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。
何
百
人
と
い 

う
病
人
た
ち
が
こ
の
場
所
へ
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
水
が
動
く
と
、
群
衆
が
多
い
た
め
に
、
人
々
は
、
自
分
よ
り
弱
い
男
や
女
や
子 

供
た
ち
を
足
の
下
に
ふ
み
つ
け
て
、
突
進
し
た
。
池
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
多
か
っ
た
。
う
ま
く
池
に
た
ど
り
つ
く
こ
と 

が
で
き
た
者
で
も
、
そ
の
ふ
ち
で
死
ぬ
者
が
多
か
っ
た
。
病
人
た
ち
を
昼
の
暑
さ
と
夜
の
寒
さ
か
ら
守
る
た
め
に
、
そ
の
場
所
に
は 

屋
根
が
で
き
て
い
た
。
病
人
の
中
に
は
夜
を
こ
の
廊
の
中
で
過
ご
し
、
む
な
し
い
回
復
の
望
み
を
も
っ
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
池
の 

ふ
ち
ま
で
は
っ
て
行
く
人
た
ち
が
い
た
。 
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イエスは、三十八年のあいだ病気に悩んで、ベテスダの池のそばに横たわっている  
人をごらんになった。主が愛情をこめて、「起きて、あなたの床を取りあげ、そして歩き  
なさい」と言われると、この人はすぐにいやされた。  
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イ
エ
ス
は
ま
た
エ
ル
サ
レ
ム
に
き
て
お
ら
れ
た
。
瞑
想
と
祈
り
の
う
ち
に
あ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
は
ひ
と
り
で
歩
い
て
、 

こ
の
池
の
と
こ
ろ
へ
お
い
で
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
か
わ
い
そ
う
な
病
人
た
ち
が
唯
一
の
い
や
し
の
機
会
と
考
え
て
い
る
も
の
を
見 

守
っ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
い
や
し
の
力
を
働
か
せ
て
、
病
人
を
ひ
と
り
残
ら
ず
完
全
な
か
ら
だ 

に
し
て
や
り
た
い
と
熱
望
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
日
は
安
息
日
だ
っ
た
。
多
く
の
人
々
が
宮
へ
礼
拝
に
行
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、 

そ
の
よ
う
な
い
や
し
の
行
為
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
偏
見
を
刺
激
し
、
ご
自
分
の
働
き
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
を
、
イ
エ
ス
は
ご
存
じ
だ
っ
た
。 

し
か
し
救
い
主
は
特
に
か
わ
い
そ
う
な
ひ
と
り
の
病
人
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
三
十
八
年
間
も
ひ
と
り
で
動
け
な
い
不
具 

者
だ
っ
た
。
彼
の
病
気
は
大
部
分
自
分
自
身
の
罪
の
結
果
で
あ
っ
て
、
神
か
ら
の
刑
罰
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
友
だ
ち
も
な
く
ひ
と 

り
ぽ
っ
ち
で
、
こ
の
病
人
は
、
自
分
が
神
の
恵
み
か
ら
し
め
だ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
、
悲
惨
な
長
い
年
月
を
送
っ
て
き
た
。 

水
が
動
く
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る
時
期
に
な
る
と
、
彼
の
無
力
を
気
の
毒
に
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
彼
を
廊
の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
行 

っ
て
や
る
の
だ
っ
た
。
だ
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
に
、
彼
を
中
に
入
れ
て
く
れ
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
彼
は
水
面
が
波
立
っ
て
い
る
の 

を
見
た
が
、
決
し
て
池
の
ふ
ち
か
ら
先
へ
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
よ
り
丈
夫
な
人
た
ち
が
、
先
に
飛
び
こ
ん
で
し
ま
う
の 

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
わ
れ
勝
ち
に
先
を
争
う
群
衆
と
う
ま
く
競
争
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
の
根
気 

の
よ
い
努
力
と
、
心
配
と
、
た
え
ま
な
い
失
望
と
の
た
め
に
、
彼
の
残
っ
た
力
は
急
速
に
衰
え
て
行
っ
た
。 

こ
の
病
人
は
、
む
し
ろ
の
上
に
横
た
わ
っ
て
、
時
々
頭
を
あ
げ
て
は
池
を
み
つ
め
て
い
た
。
そ
の
時
、
や
さ
し
い
、
同
情
に
あ
ふ 

れ
た
顔
が
彼
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
、
「
な
お
り
た
い
の
か
」
と
の
こ
と
ば
が
、
彼
の
注
意
を
ひ
い
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
六)

。
望
み
が
彼
の 

心
に
わ
き
起
っ
た
。
何
と
か
助
け
が
得
ら
れ
る
と
彼
は
感
じ
た
。
だ
が
燃
え
あ
が
っ
た
望
み
の
焔
は
す
ぐ
消
え
た
。
彼
は
こ
れ
ま
で 
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何
べ
ん
も
池
に
た
ど
り
つ
こ
う
と
試
み
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
も
う
こ
ん
ど
水
が
動
く
ま
で
生
き
ら
れ
る
見
込
み
は
ほ
と 

ん
ど
な
い
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
弱
々
し
く
顔
を
そ
む
け
て
、
「
主
よ
、
水
が
動
く
時
に
、
わ
た
し
を
池
の
中
に
入
れ
て
く
れ
る
人
が 

い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
は
い
り
か
け
る
と
、
ほ
か
の
人
が
先
に
降
り
て
行
く
の
で
す
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
七)

。 

イ
エ
ス
は
、
こ
の
病
人
に
、
わ
た
し
を
信
じ
る
信
仰
を
働
か
せ
な
さ
い
と
は
要
求
な
さ
ら
な
い
。
主
は
た
だ
「
起
き
て
、
あ
な
た 

の
床
を
取
り
あ
げ
、
そ
し
て
歩
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
る(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
八)

。
し
か
し
こ
の
男
の
信
仰
は
そ
の
こ
と
ば
を
し
っ
か
り 

と
ら
え
る
。
ど
の
神
経
も
ど
の
筋
肉
も
新
し
い
生
命
に
躍
動
し
、
不
具
の
四
肢
に
健
康
な
動
き
が
あ
ら
わ
れ
る
。
何
に
も
た
ず
ね
な 

い
で
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
ご
命
令
に
自
分
の
意
思
を
従
わ
せ
る
。
す
る
と
す
べ
て
の
筋
肉
が
彼
の
意
思
に
応
ず
る
。
立
ち
あ
が
っ
て 

み
て
、
彼
は
自
分
が
動
け
る
人
間
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。 

イ
エ
ス
は
彼
に
神
の
助
け
に
つ
い
て
何
の
保
証
も
お
与
え
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
男
は
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
疑
い
、
一 

度
の
い
や
し
の
機
会
を
失
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
を
信
じ
、
み
こ
と
ば
通
り
に
行
動
す
る 

こ
と
に
よ
っ
て
力
を
受
け
た
。 

同
じ
信
仰
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
霊
的
な
い
や
し
を
受
け
ら
れ
る
。
罪
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
い
の
ち
か
ら
切
り
離
さ 

れ
た
。
わ
れ
ら
の
魂
は
麻
痺
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
あ
の
不
具
の
男
が
ひ
と
り
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ 

も
ひ
と
り
で
は
き
よ
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
の
無
力
を
み
と
め
て
い
る
人
、
ま
た
神
に
一
致
す
る
よ
う
な
霊
的
生 

活
を
あ
こ
が
れ
求
め
て
い
る
人
が
多
い
。
彼
ら
は
そ
う
し
た
生
活
を
求
め
て
む
な
し
い
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
絶
望
の
う
ち
に
、 

「
わ
た
し
は
、
な
ん
と
い
う
み
じ
め
な
人
間
な
の
だ
ろ
う
。
だ
れ
が
、
こ
の
死
の
か
ら
だ
か
ら
、
わ
た
し
を
救
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う 
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か
」
と
叫
ぶ(

ロ
ー
マ
七
ノ
二
四)

。
こ
う
し
た
絶
望
の
う
ち
に
も
が
い
て
い
る
人
々
は
、
上
を
見
あ
げ
る
が
よ
い
。
救
い
主
は
、
ご 

自
分
の
血
で
あ
が
な
わ
れ
た
者
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
、
言
い
表
わ
し
よ
う
の
な
い
や
さ
し
さ
と
あ
わ
れ
み
と
を
も
っ
て
、「
な
お
り
た
い 

の
か
」
と
言
わ
れ
る
。
主
は
あ
な
た
に
、
健
康
と
平
安
の
う
ち
に
立
ち
あ
が
り
な
さ
い
と
お
命
じ
に
な
る
。
い
や
さ
れ
た
と
感
じ
る 

の
を
待
っ
て
は
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
を
信
じ
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
み
こ
と
ば
は
実
現
す
る
。
あ
な
た
の
意
思
を
キ 

リ
ス
ト
の
側
に
お
き
な
さ
い
。
キ
リ
ス
ト
に
仕
え
よ
う
と
決
心
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
み
こ
と
ば
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ 

な
た
は
力
を
受
け
る
。
ど
ん
な
に
悪
い
習
慣
で
あ
ろ
う
と
、
長
い
間
の
放
縦
に
よ
っ
て
魂
と
肉
体
と
を
し
ば
り
つ
け
て
き
た
支
配
的 

な
情
欲
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
は
わ
れ
わ
れ
を
救
う
こ
と
が
お
で
き
に
な
り
、
ま
た
救
お
う
と
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
彼
は
「
自
分
の
罪
過 

と
罪
と
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
た
者
」
に
い
の
ち
を
お
与
え
に
な
る(

エ
ペ
ソ
二
ノ
一)

。
キ
リ
ス
ト
は
、
弱
さ
と
不
幸
と
罪
の
鎖
に
つ 

な
が
れ
て
い
る
と
り
こ
を
解
放
さ
れ
る
。 

麻
痺
し
た
か
ら
だ
を
い
や
さ
れ
た
男
は
、
か
が
ん
で
敷
き
物
と
毛
布
だ
け
の
寝
床
を
と
り
あ
げ
、
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
な
が
ら
、
も 

う
一
度
か
ら
だ
を
ま
っ
す
ぐ
に
の
ば
し
、
救
い
主
を
さ
が
し
て
あ
た
り
を
み
ま
わ
し
た
。
だ
が
イ
エ
ス
の
お
姿
は
群
衆
の
中
に
消
え 

て
い
た
。
男
は
、
イ
エ
ス
に
も
う
一
度
会
っ
て
も
、
み
わ
け
が
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
。
彼
が
神
を
賛
美
し
、
新
し 

く
与
え
ら
れ
た
力
を
よ
ろ
こ
び
な
が
ら
、
し
っ
か
り
し
た
自
由
な
足
ど
り
で
道
を
急
い
で
い
る
と
、
数
人
の
パ
リ
サ
イ
人
に
出
会
っ 

た
の
で
、
彼
は
す
ぐ
に
自
分
が
い
や
さ
れ
た
こ
と
を
彼
ら
に
語
っ
た
。
彼
は
、
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
が
自
分
の
話
を
冷
淡
に
聞
く
の
を 

見
て
驚
い
た
。 

パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
ま
ゆ
を
し
か
め
て
彼
を
と
ど
め
、
な
ぜ
安
息
日
に
寝
床
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
き
い
た
。
彼
ら
は
、
主
の
日 
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に
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
は
律
法
に
か
な
わ
な
い
こ
と
だ
と
き
び
し
く
注
意
し
た
。
男
は
、
よ
ろ
こ
び
の
あ
ま
り
、
安
息
日
で
あ
る
こ
と 

を
忘
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
、
神
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
力
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
お
か
た
の
命
令
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
、
心
の 

と
が
め
を
感
じ
な
か
っ
た
。
彼
は
「
わ
た
し
を
な
お
し
て
下
さ
っ
た
か
た
が
、
床
を
取
り
あ
げ
て
歩
け
と
、
わ
た
し
に
言
わ
れ
ま
し 

た
」
と
大
胆
に
答
え
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
一
一)

。
彼
ら
は
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
は
だ
れ
だ
と
た
ず
ね
た
が
、
男
は
答
え
る
こ
と
が
で 

き
な
か
っ
た
。
こ
の
役
人
た
ち
は
、
こ
の
奇
跡
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
お
か
た
は
ひ
と
り
し
か
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
だ 

が
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
を
、
安
息
日
を
犯
し
た
者
と
し
て
、
非
難
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
イ
エ
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
直
接
の
証
拠
が 

ほ
し
か
っ
た
。
彼
ら
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
イ
エ
ス
は
、
安
息
日
に
病
人
を
い
や
し
て
、
律
法
を
破
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
男 

に
寝
床
を
運
ぶ
よ
う
に
命
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
息
日
の
神
聖
を
け
が
し
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
律
法
を
曲
解
し
て
、
こ
れ
を
束
縛
の
き
ず
な
と
し
て
い
た
。
彼
ら
の
無
意
味
な
規
則
は
、
他
国
民
の
語
り
草
に
な
っ 

て
い
た
。
特
に
安
息
日
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
無
意
味
な
制
限
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
た
。
安
息
日
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
喜
び
の
日 

で
も
な
け
れ
ば
、
主
の
聖
日
で
も
な
く
、
と
う
と
ぶ
べ
き
日
で
も
な
か
っ
た(

イ
ザ
ヤ
書
五
八
ノ
一
三
参
照)

。
律
法
学
者
や
パ
リ
サ 

イ
人
た
ち
が
、
安
息
日
の
遵
守
を
耐
え
が
た
い
ほ
ど
の
重
荷
に
し
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
安
息
日
に
火
を
燃
や
す
こ
と
も
、
ろ
う 

そ
く
を
つ
け
る
こ
と
も
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
規
則
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
自
分
に
は
で
き
な
い 

多
く
の
仕
事
を
異
邦
人
に
た
の
ん
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
仕
事
を
す
る
こ
と
が
罪
に
な
る
も
の
な
ら
、
他
人
を
や
と
っ
て
そ
の
仕
事 

を
や
ら
せ
る
こ
と
も
、
自
分
が
や
っ
た
の
と
同
じ
に
罪
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
救
い 

は
ユ
ダ
ヤ
人
に
だ
け
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
す
べ
て
の
人
の
状
態
は
す
で
に
絶
望
的
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
以
上
悪
く
な
り 
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よ
う
が
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
神
は
、
だ
れ
か
が
従
う
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
戒
め
を
お
与
え
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
神 

の
律
法
は
、
不
合
理
な
制
限
や
利
己
的
な
制
限
を
是
認
し
な
い
。 

宮
の
中
で
、
イ
エ
ス
は
、
い
や
さ
れ
た
男
に
出
会
わ
れ
た
。
男
は
、
罪
祭
の
献
げ
物
と
同
時
に
、
自
分
の
受
け
た
大
き
な
あ
わ
れ 

み
に
対
す
る
感
謝
の
献
げ
物
を
さ
さ
げ
る
た
め
に
き
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
、
そ
の
男
を
参
拝
者
の
中
に
み
つ
け
出
さ
れ
る
と
、
顔
を 

お
見
せ
に
な
っ
て
、
「
ご
ら
ん
、
あ
な
た
は
よ
く
な
っ
た
。
も
う
罪
を
犯
し
て
は
い
け
な
い
。
何
か
も
っ
と
悪
い
こ
と
が
、
あ
な
た 

の
身
に
起
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
」
と
戒
め
の
こ
と
ば
を
お
与
え
に
な
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
一
四)

。 

い
や
さ
れ
た
男
は
、
救
い
主
に
出
会
っ
た
こ
と
を
大
よ
ろ
こ
び
し
た
。
彼
は
イ
エ
ス
に
対
す
る
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
の
敵
意
を
知
ら 

な
か
っ
た
の
で
、
さ
き
に
自
分
に
質
問
し
た
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
に
、
こ
れ
が
い
や
し
を
行
な
っ
た
お
か
た
だ
と
告
げ
た
。
「
そ
の
た 

め
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
安
息
日
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
と
言
っ
て
、
イ
エ
ス
を
責
め･･････

イ
エ
ス
を
殺
そ
う
と
計
る
よ
う
に
な 

っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
一
六
、
一
八)

。 

イ
エ
ス
は
、
安
息
日
を
破
っ
た
と
い
う
告
発
に
答
え
る
た
め
に
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
前
へ
出
さ
れ
た
。
も
し
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
の
時 

独
立
国
民
だ
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
告
発
は
彼
を
死
刑
に
す
る
と
い
う
彼
ら
の
目
的
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ロ
ー
マ
の
支 

配
下
に
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
死
刑
を
課
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た 

キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
こ
の
告
発
は
、
ロ
ー
マ
人
の
法
廷
で
は
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
彼
ら
が 

達
成
し
よ
う
と
望
ん
で
い
た
他
の
目
的
が
あ
っ
た
。
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
の
働
き
を
妨
害
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

民
衆
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
の
勢
力
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
い
て
さ
え
、
彼
ら
の
勢
力
よ
り
も
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ラ 
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ビ
た
ち
の
な
が
っ
た
ら
し
い
大
げ
さ
な
話
に
興
味
の
な
い
民
衆
は
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト 

の
み
こ
と
ば
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
の
心
は
あ
た
た
め
ら
れ
、
慰
め
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
神
が
刑
罰
を
く
だ
さ
れ
る 

さ
ば
き
主
で
は
な
く
、
や
さ
し
い
父
で
あ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
語
り
、
ま
た
ご
自
身
の
う
ち
に
反
映
し
て
い
る
神
の
み
か
た
ち
を 

お
示
し
に
な
っ
た
。
心
の
傷
つ
い
て
い
る
者
に
、
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
、
香
油
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
み
こ
と
ば
と
あ
わ
れ
み
の
行 

為
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
古
い
言
い
伝
え
と
人
間
の
作
っ
た
戒
め
の
圧
力
と
を
う
ち
破
り
、
尽
き
る
こ
と
な
く
満
ち
満
ち
て
い
る 

神
の
愛
を
お
示
し
に
な
っ
て
い
た
。 

キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
最
も
古
い
預
言
の
一
つ
に
、
「
つ
え
は
ユ
ダ
を
離
れ
ず
、
立
法
者
の
つ
え
は
そ
の
足
の
間
を
離
れ
る
こ
と 

な
く
、
シ
ロ
の
来
る
時
ま
で
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
も
ろ
も
ろ
の
民
は
彼
に
従
う
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る(

創
世
記
四
九
ノ
一
〇)

。
民 

は
キ
リ
ス
ト
に
従
お
う
と
し
て
い
た
。
共
鳴
す
る
民
衆
の
心
は
、
祭
司
た
ち
の
要
求
す
る
厳
格
な
儀
式
よ
り
も
、
愛
と
な
さ
け
の
教 

訓
を
受
け
入
れ
た
。
も
し
祭
司
た
ち
や
ラ
ビ
た
ち
が
妨
害
し
な
か
っ
た
ら
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
に
は
か
つ
て 

み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
改
革
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
指
導
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
権
力
を
維
持
す
る
た
め 

に
、
イ
エ
ス
の
勢
力
を
打
破
し
よ
う
と
決
心
し
て
い
た
。
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
で
キ
リ
ス
ト
を
審
問
し
、
彼
の
教
え
を
公
然
と
非
難
す
る 

こ
と
は
、
こ
の
目
的
を
と
げ
る
の
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
民
は
、
自
分
た
ち
の
宗
教
上
の
指
導
者
た
ち
に
対
し
て
、
ま
だ 

深
い
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ビ
た
ち
の
要
求
を
あ
え
て
非
難
し
た
り
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
民
に
課
し
た
重
荷
を 

軽
く
し
よ
う
と
す
る
者
は
だ
れ
で
も
、
冒
涜
の
罪
ば
か
り
で
な
く
、
反
逆
の
罪
が
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
ラ
ビ
た
ち
は
、
こ
の 

点
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
疑
念
を
ひ
き
起
そ
う
と
望
ん
だ
。
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
が
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
慣
習 
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を
廃
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
の
間
に
分
裂
を
ひ
き
起
し
、
ロ
ー
マ
人
か
ら
完
全
に
征
服
さ
れ
る
道
を
備
え
て
い
る
の
だ 

と
主
張
し
た
。 

し
か
し
、
ラ
ビ
た
ち
が
そ
の
実
現
に
熱
中
し
て
い
る
こ
う
し
た
計
画
は
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
会
議
よ
り
も
ほ
か
の
会
議
に
始
ま
っ 

た
の
で
あ
る
。
サ
タ
ン
は
、
荒
野
で
キ
リ
ス
ト
に
敗
れ
た
後
、
キ
リ
ス
ト
の
伝
道
に
反
対
し
、
で
き
れ
ば
そ
の
働
き
を
失
敗
さ
せ
よ 

う
と
し
て
、
自
分
の
軍
勢
を
結
集
し
た
。
彼
は
直
接
個
人
的
に
働
き
か
け
て
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
戦
術
に
よ
っ
て
達
成 

し
よ
う
と
決
心
し
た
。
サ
タ
ン
は
、
荒
野
の
戦
い
か
ら
退
去
す
る
と
す
ぐ
に
、
一
味
の
天
使
た
ち
と
の
会
議
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
救
い 

主
を
み
と
め
な
い
よ
う
に
、
彼
ら
の
心
を
も
っ
と
く
も
ら
せ
る
た
め
の
計
画
を
練
っ
た
。
サ
タ
ン
は
、
宗
教
界
に
お
い
て
サ
タ
ン
を 

代
表
し
て
い
る
人
間
ど
も
に
、
こ
の
真
理
の
擁
護
者
に
対
す
る
敵
意
を
吹
き
こ
み
、
彼
ら
を
通
し
て
働
こ
う
と
計
画
し
た
。
彼
は
、 

そ
う
し
た
人
た
ち
に
キ
リ
ス
ト
を
排
斥
さ
せ
、
そ
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
つ
ら
い
も
の
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
分
の
使
命
を
果 

す
の
に
落
胆
さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
こ
う
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
は
、
サ
タ
ン
の
う
つ
わ
と
な
っ
て
、
救
い 

主
と
戦
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
律
法
を
「
大
い
な
る
も
の
と
し
、
か
つ
光
栄
あ
る
も
の
と
す
る
」
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
律
法
の
尊 

厳
を
低
く
し
な
い
で
、
か
え
っ
て
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
聖
書
に
、
「
彼
は
衰
え
ず
、
落
胆
せ
ず
、
つ
い
に
道
を
地
に
確
立
す 

る
」
と
言
わ
れ
て
い
る(

イ
ザ
ヤ
書
四
二
ノ
二
一
、
四)

。
イ
エ
ス
は
、
安
息
日
を
祝
福
で
は
な
く
て
わ
ざ
わ
い
に
し
て
い
た
や
っ
か 

い
な
規
則
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
、
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
う
い
う
理
由
か
ら
、
彼
は
、
ベ
テ
ス
ダ
で
い
や
し
の
行
為
を
な
さ
る
の
に
安
息
日
を
お
え
ら
び
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
彼
は
週 
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の
他
の
日
で
も
そ
の
病
人
を
い
や
す
こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
た
だ
病
気
を
な
お
す
だ
け
に
し
て
お
い
て
、 

寝
床
を
運
ん
で
行
く
こ
と
ま
で
お
命
じ
に
な
ら
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
イ
エ
ス
の
お
望
み
に
な
っ
た
機 

会
は
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
地
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
の
一
つ
一
つ
の
行
為
の
底
に
は
、
賢
明
な
目
的
が
あ
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
な
さ
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
教
え
に
お
い
て
、
重
要
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
池
の 

そ
ば
の
病
人
た
ち
の
中
か
ら
、
最
悪
の
病
人
を
え
ら
ん
で
、
そ
の
者
の
上
に
い
や
し
の
力
を
働
か
せ
、
そ
こ
に
な
さ
れ
た
偉
大
な
わ 

ざ
を
公
表
す
る
た
め
に
、
町
の
中
を
寝
床
を
運
ん
で
行
く
よ
う
に
そ
の
男
に
お
命
じ
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
息
日
に 

何
を
す
る
こ
と
が
律
法
に
か
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
質
問
が
起
り
、
イ
エ
ス
が
主
の
日
に
関
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
束
縛 

を
攻
撃
さ
れ
、
彼
ら
の
言
い
伝
え
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
言
明
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
苦
し
ん
で
い
る
者
を
救
う
行
為
は
、
安
息
日
の
律
法
に
か
な
っ
て
い
る
と
彼
ら
に
お
述
べ
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
苦 

し
ん
で
い
る
人
間
に
奉
仕
す
る
た
め
に
い
つ
も
天
と
地
と
の
間
を
の
ぼ
り
く
だ
り
し
て
い
る
神
の
天
使
た
ち
の
働
き
に
一
致
し
て
い 

た
。
イ
エ
ス
は
、
「
わ
た
し
の
父
は
今
に
至
る
ま
で
働
い
て
お
ら
れ
る
。
わ
た
し
も
働
く
の
で
あ
る
」
と
言
明
さ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
五 

ノ
一
七)

。
す
べ
て
の
日
は
神
の
日
で
、
人
類
の
た
め
の
神
の
ご
計
画
を
実
行
す
べ
き
日
で
あ
る
。
律
法
に
つ
い
て
、
も
し
ユ
ダ
ヤ
人 

の
解
釈
が
正
し
い
な
ら
、
エ
ホ
バ
神
は
ま
ち
が
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
神
が
初
め
て
地
の
基
を
置
か
れ
て
か
ら
、
神
の
み
わ 

ざ
は
す
べ
て
の
生
物
を
生
か
し
、
さ
さ
え
て
き
た
。
も
し
ユ
ダ
ヤ
人
の
言
う
通
り
な
ら
、
み
わ
ざ
を
見
て
良
し
と
さ
れ
、
そ
の
完
成 

を
記
念
す
る
た
め
に
安
息
日
を
制
定
さ
れ
た
神
は
、
ご
自
分
の
働
き
を
お
し
ま
い
に
し
て
、
や
む
こ
と
の
な
い
宇
宙
の
運
行
を
と
め 

た
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。 
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神
は
、
太
陽
が
安
息
日
に
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
の
を
禁
じ
、
そ
の
温
和
な
光
線
が
地
上
を
あ
た
た
め
、
植
物
を
繁
茂
さ
せ
る
の 

を
と
め
た
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ろ
も
ろ
の
世
界
は
、
こ
の
聖
日
の
間
じ
ゅ
う
静
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。 

神
は
小
川
に
野
や
森
を
う
る
お
さ
な
い
よ
う
に
命
じ
、
海
の
波
に
そ
の
た
え
ま
な
い
干
満
を
停
止
す
る
よ
う
に
命
じ
た
ま
わ
ね
ば
な 

ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
麦
や
穀
物
は
生
長
を
や
め
、
ぶ
ど
う
の
房
は
紫
色
に
熟
す
る
の
を
延
ば
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
木 

や
草
花
は
、
安
息
日
に
つ
ぼ
み
を
つ
け
る
こ
と
も
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
も
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
う
な
っ
た
ら
、
人
は
、
地
の
果
実
と
、
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
祝
福
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
自
然
は
そ
の
変
る 

こ
と
の
な
い
営
み
を
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
一
瞬
間
も
み
手
を
休
め
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
も
し
そ
う
さ
れ
た
ら
、
人 

は
衰
え
、
死
ん
で
し
ま
う
。
人
間
に
も
ま
た
、
こ
の
日
に
な
す
べ
き
働
き
が
あ
る
。
生
活
上
の
必
要
に
備
え
、
病
人
を
世
話
し
、
困 

っ
て
い
る
人
々
の
欠
乏
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
安
息
日
に
、
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
を
お
こ
た
る
者
は
罪
を
ま
ぬ
か
れ
な 

い
。
神
の
聖
な
る
休
み
日
は
、
人
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
あ
わ
れ
み
の
行
為
は
、
安
息
日
の
意
図
に
完
全
に
一
致
し
て
い 

る
。
神
は
、
ご
自
分
の
被
造
物
が
安
息
日
で
も
ほ
か
の
日
で
も
、
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
一
時
間
で
も
苦
し
む
こ 

と
を
お
望
み
に
な
ら
な
い
。 

安
息
日
に
は
、
神
に
対
す
る
要
求
は
、
ほ
か
の
日
よ
り
も
大
き
い
。
こ
の
日
に
は
、
神
の
民
は
、
い
つ
も
の
仕
事
を
や
め
て
、
瞑 

想
と
礼
拝
に
時
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
安
息
日
に
は
ほ
か
の
日
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
恵
み
を
神
に
求
め
る
。
彼
ら
は
神
の 

特
別
な
関
心
を
要
求
す
る
。
彼
ら
は
神
の
最
上
の
祝
福
を
切
望
す
る
。
神
は
、
安
息
日
が
過
ぎ
る
の
を
待
た
な
い
で
、
こ
う
し
た
願 

い
に
お
答
え
に
な
る
。
天
の
神
の
働
き
は
決
し
て
や
む
と
き
が
な
い
。
人
間
も
よ
い
こ
と
を
す
る
の
を
休
ん
で
は
な
ら
な
い
。
安
息 
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日
は
何
の
活
動
も
し
な
い
無
益
な
日
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
律
法
に
は
、
主
の
休
み
日
に
世
俗
の
仕
事
を
す
る
こ 

と
を
禁
じ
て
あ
る
。
生
活
費
を
得
る
た
め
の
働
き
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
俗
的
な
た
の
し
み
や
金
も
う
け
の
た
め
の
働
き 

を
こ
の
日
に
す
る
こ
と
は
、
律
法
に
か
な
わ
な
い
。
だ
が
神
が
創
造
の
働
き
を
お
や
め
に
な
っ
て
、
安
息
日
に
休
み
、
こ
れ
を
祝
福 

さ
れ
た
よ
う
に
、
人
間
も
日
常
生
活
の
仕
事
を
離
れ
て
、
こ
の
日
の
聖
な
る
時
間
を
も
っ
ぱ
ら
健
康
的
な
休
み
や
礼
拝
や
聖
な
る
行 

為
に
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
病
人
を
い
や
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
働
き
は
、
律
法
に
完
全
に
一
致
し
て
い
た
。
そ
れ
は
安
息
日
を
と
う 

と
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
天
父
が
な
し
て
お
ら
れ
る
の
と
同
じ
く
神
聖
で
、
そ
し
て
同
じ
性
格
を
も
っ
た
働
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
と 

等
し
い
権
利
を
主
張
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
ま
す
ま
す
怒
っ
た
。
彼
ら
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
イ
エ
ス
は
律
法
を
破 

ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
神
を
「
自
分
の
父
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
神
と
等
し
い
者
で
あ
る
と
言
明
さ
れ
た
と
い
う
の 

で
あ
る(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
一
八)

。 

ユ
ダ
ヤ
国
民
は
み
な
、
神
を
父
と
呼
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
が
神
に
対
し
て
同
じ
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
ん 

な
に
怒
る
理
由
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
の
こ
の
主
張
が
、
最
高
の
意
味
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ 

る
と
言
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
冒
涜
だ
と
非
難
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
の
敵
ど
も
は
、
キ
リ
ス
ト
が
彼
ら
の
良
心
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
真
理
に
議
論
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が 

で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
慣
習
や
言
い
伝
え
を
ひ
き
合
い
に
出
す
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た
も
の
は
、 

イ
エ
ス
が
神
の
み
こ
と
ば
と
休
む
こ
と
の
な
い
自
然
の
営
み
か
ら
引
用
さ
れ
る
議
論
に
く
ら
べ
た
と
き
に
、
無
力
で
、
間
の
抜
け
た 
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も
の
の
よ
う
に
思
え
た
。
光
を
受
け
た
い
と
い
う
気
持
が
ラ
ビ
た
ち
に
あ
っ
た
ら
、
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
真
理
を
語
っ
て
お
ら
れ
る 

こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
安
息
日
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
大
事
な
点
を
避
け
て
、
イ
エ
ス
が
ご
自
分
は 

神
と
等
し
い
者
だ
と
主
張
さ
れ
た
と
い
っ
て
、
彼
に
対
す
る
怒
り
を
あ
お
り
た
て
よ
う
と
し
た
。
役
人
た
ち
の
怒
り
は
と
ど
ま
る
と 

こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
は
、
民
を
恐
れ
な
か
っ
た
ら
、
イ
エ
ス
を
そ
の
場
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
イ
エ
ス
に
対
す
る
民
衆
の
好
意
的
な
感
情
は
強
か
っ
た
。
多
く
の
者
は
、
自
分
た
ち
の
病
気
を
い
や
し
、
悲
し
み
を
慰
め
て 

く
だ
さ
っ
た
イ
エ
ス
に
親
し
み
を
感
じ
、
ベ
テ
ス
ダ
で
イ
エ
ス
が
病
人
を
い
や
さ
れ
た
こ
と
を
弁
護
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
分
の
間 

指
導
者
た
ち
は
や
む
を
得
ず
そ
の
憎
し
み
を
お
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
冒
涜
の
告
発
を
は
ね
つ
け
ら
れ
た
。
あ
な
た
が
た
が
非
難
し
て
い
る
働
き
を
な
す
権
威
が
わ
た
し
に
あ
る
の
は
、
わ
た 

し
が
神
の
子
で
あ
り
、
性
質
に
お
い
て
も
、
意
思
に
お
い
て
も
、
目
的
に
お
い
て
も
、
神
と
一
つ
で
あ
る
か
ら
だ
と
、
イ
エ
ス
は
言 

わ
れ
た
。
創
造
と
摂
理
に
お
け
る
す
べ
て
の
神
の
働
き
に
、
わ
た
し
は
神
と
協
力
し
て
い
る
の
だ
。
「
子
は
父
の
な
さ
る
こ
と
を
見 

て
す
る
以
外
に
、
自
分
か
ら
は
何
事
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
一
九)

。
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
は
、
神
の
み
子
が 

こ
の
世
に
お
い
て
な
す
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
働
き
に
つ
い
て
、
神
の
み
子
を
非
難
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
罪
の
た
め
に
神
か
ら 

離
れ
て
し
ま
い
、
高
慢
な
心
を
も
っ
て
、
神
と
は
無
関
係
に
行
動
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
す
べ
て
の
こ
と
に
自
己
満
足
を
感
じ
、
彼 

ら
の
行
動
を
み
ち
び
く
一
層
高
い
知
恵
の
必
要
を
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
神
の
み
子
は
、
天
父
の
み
こ
こ
ろ
に
従
い
、
天
父
の 

力
を
あ
て
に
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
ご
自
分
を
ま
っ
た
く
む
な
し
く
さ
れ
た
の
で
、
ご
自
分
で
計
画
を
お
た
て
に
な
ら
な
か
っ
た
。 

主
は
ご
自
分
の
た
め
に
神
の
ご
計
画
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
、
天
父
は
日
ご
と
に
そ
の
ご
計
画
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
同
じ
よ
う 
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に
わ
れ
わ
れ
も
、
自
分
の
生
活
が
神
の
み
こ
こ
ろ
の
は
っ
き
り
し
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
よ
う
に
、
神
に
依
存
す
べ
き
で
あ
る
。 

モ
ー
セ
は
、
神
の
住
居
と
し
て
聖
所
を
建
て
よ
う
と
し
た
時
、
す
べ
て
の
も
の
を
山
で
示
さ
れ
た
型
に
従
っ
て
つ
く
る
よ
う
に
命 

じ
ら
れ
た
。
モ
ー
セ
は
、
神
の
働
き
を
す
る
熱
意
に
満
ち
て
い
た
。
そ
し
て
モ
ー
セ
の
案
を
実
行
す
る
た
め
に
、
最
も
才
能
の
あ
る
、 

腕
の
い
い
人
た
ち
が
手
ぢ
か
に
い
た
。
だ
が
彼
は
、
示
さ
れ
た
型
通
り
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
鈴
、
ざ
く
ろ
、
ふ
さ
、
幕
、
そ
の
他 

聖
所
の
ど
ん
な
器
具
も
作
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
神
は
モ
ー
セ
を
山
に
呼
び
、
天
の
事
物
を
彼
に
お
示
し
に
な
っ
た
。
主
は
、
モ 

ー
セ
が
型
を
見
る
よ
う
に
、
ご
自
分
の
栄
光
を
も
っ
て
彼
を
お
お
わ
れ
、
そ
の
型
に
従
っ
て
す
べ
て
の
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
。
同
じ 

よ
う
に
神
は
、
ご
自
分
の
住
居
に
し
よ
う
と
望
ま
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
神
の
輝
か
し
い
品
性
の
理
想
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
そ
の 

型
は
、
シ
ナ
イ
山
で
律
法
が
与
え
ら
れ
た
時
に
、
彼
ら
に
山
で
示
さ
れ
た
。
そ
の
時
主
は
、
モ
ー
セ
の
前
を
通
り
す
ぎ
て
、
「
主
、 

主
、
あ
わ
れ
み
あ
り
、
恵
み
あ
り
、
怒
る
こ
と
お
そ
く
、
い
つ
く
し
み
と
、
ま
こ
と
と
の
豊
か
な
る
神
、
い
つ
く
し
み
を
千
代
ま
で 

も
施
し
、
悪
と
、
と
が
と
、
罪
と
を
ゆ
る
す
者
」
と
宣
言
さ
れ
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
三
四
ノ
六
、
七)

。 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
自
分
自
身
の
道
を
え
ら
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
型
に
従
っ
て
築
い
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
神
の
内
住
さ
れ
る
真
の
宮 

で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
、
ご
自
分
の
地
上
生
涯
を
こ
ま
か
い
点
に
い
た
る
ま
で
、
神
の
理
想
に
一
致
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
。
キ
リ 

ス
ト
は
、
「
わ
が
神
よ
、
わ
た
し
は
み
こ
こ
ろ
を
行
う
こ
と
を
喜
び
ま
す
。
あ
な
た
の
お
き
て
は
わ
た
し
の
心
の
う
ち
に
あ
り
ま
す
」 

と
言
わ
れ
た(

詩
篇
四
〇
ノ
八)

。
同
じ
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
品
性
も
、
「
霊
な
る
神
の
す
ま
い
」
と
し
て
築
か
れ
る
の
で
あ
る(

エ 

ペ
ソ
二
ノ
二
二)

。
わ
れ
わ
れ
は
、
「
示
さ
れ
た
型
ど
お
り
」
す
な
わ
ち
「
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
苦
し
み
を
受
け
、
御
足
の
跡
を
踏 

み
従
う
よ
う
に
と
、
模
範
を
残
さ
れ
た
」
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
っ
て
「
い
っ
さ
い
を
作
」
る
の
で
あ
る(

ヘ
ブ
ル
八
ノ
五
、
ペ
テ
ロ
第 
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一
・
二
ノ
二
一)

。 

キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
は
、
わ
れ
わ
れ
が
自
分
自
身
を
、
天
の
神
に
結
び
つ
い
て
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
と
み
な
す
よ
う
に 

教
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
立
場
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
運
命
を
ご
自
身
の
み
手
に
に
ぎ 

っ
て
お
ら
れ
る
神
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
は
わ
れ
わ
れ
を
働
き
に
任
命
し
、
そ
の
働
き
に
必
要
な
才
能
や
手
段
を
お
与
え 

に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
意
志
を
神
に
服
従
さ
せ
、
神
の
力
と
知
恵
に
信
頼
す
る
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
安
全
な
道
に
み
ち
び
か
れ
、 

神
の
大
い
な
る
計
画
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
立
場
を
果
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
自
身
の
知
恵
と
力
と
を
あ
て
に 

す
る
者
は
、
自
分
を
神
か
ら
ひ
き
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
と
一
致
し
て
働
か
な
い
で
、
神
と
人
と
の
敵
で
あ
る
サ 

タ
ン
の
目
的
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

救
い
主
は
つ
づ
け
て
、
「
父
の
な
さ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
す
べ
て
、
子
も
そ
の
と
お
り
に
す
る
の
で
あ
る
。･･････

父
が
死
人
を
起
し 

て
命
を
お
与
え
に
な
る
よ
う
に
、
子
も
ま
た
、
そ
の
こ
こ
ろ
に
か
な
う
人
々
に
命
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
五 

ノ
一
九
、
二
一)

。
サ
ド
カ
イ
人
は
、
肉
体
の
よ
み
が
え
り
は
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、
天
父
の
最
高
の
み
わ
ざ
の
一 

つ
は
、
死
人
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
イ
エ
ス
ご
自
身
も
同
じ
わ
ざ
を
な
す
力
を
持
っ
て
い
る
と
彼
ら
に
言
っ
て
お
ら 

れ
る
。
「
死
ん
だ
人
た
ち
が
、
神
の
子
の
声
を
聞
く
時
が
来
る
。
今
す
で
に
き
て
い
る
。
そ
し
て
聞
く
人
は
生
き
る
で
あ
ろ
う
」(

ヨ 

ハ
ネ
五
ノ
二
五)

。
パ
リ
サ
イ
人
は
、
死
人
の
よ
み
が
え
り
を
信
じ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
死
人
に
い
の
ち
を
与
え
る
力
は
い
ま
で
さ
え 

彼
ら
の
間
に
あ
っ
て
、
彼
ら
は
そ
の
力
の
あ
ら
わ
れ
を
見
る
と
断
言
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
同
じ
よ
み
が
え
り
の
力
は
、
「
自
分
の 

罪
過
と
罪
と
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
た
」
魂
に
い
の
ち
を
与
え
る
力
で
あ
る(
エ
ペ
ソ
二
ノ
一)

。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
い
の
ち 
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の
み
た
ま
、
す
な
わ
ち
「
復
活
の
力
」
は
、
人
を
「
罪
と
死
と
の
法
則
か
ら･･････

解
放
」
す
る(

ピ
リ
ピ
三
ノ
一
〇
、
ロ
ー
マ
八
ノ 

二)
。
悪
の
主
権
は
う
ち
破
ら
れ
、
信
仰
に
よ
っ
て
魂
は
罪
か
ら
守
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
み
た
ま
に
心
を
開
く
者
は
、
肉
体
を
墓
か 

ら
よ
み
が
え
ら
せ
る
そ
の
大
い
な
る
力
に
あ
ず
か
る
者
と
な
る
。 

こ
の
い
や
し
い
ナ
ザ
レ
人
は
、
ご
自
分
の
ま
こ
と
の
高
貴
な
身
分
を
主
張
さ
れ
る
。
彼
は
人
性
を
超
越
し
、
罪
と
恥
の
よ
そ
お
い 

を
捨
て
て
、
天
使
た
ち
に
あ
が
め
ら
れ
る
お
か
た
、
神
の
み
子
、
宇
宙
の
創
造
主
と
一
つ
で
あ
ら
れ
る
お
か
た
と
し
て
、
ご
自
身
を 

お
示
し
に
な
る
。
聞
い
て
い
る
者
た
ち
は
、
魅
せ
ら
れ
た
よ
う
に
じ
っ
と
き
い
て
い
る
。
だ
れ
も
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
語 

っ
た
り
、
こ
の
よ
う
に
ど
う
ど
う
た
る
威
厳
を
も
っ
て
ふ
る
ま
っ
た
り
し
た
者
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
話
し
ぶ
り
は
は
っ
き
り
し 

て
い
て
、
率
直
で
、
そ
の
中
に
は
キ
リ
ス
ト
の
使
命
と
世
の
人
々
の
義
務
と
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
「
父
は
だ 

れ
を
も
さ
ば
か
な
い
。
さ
ば
き
の
こ
と
は
す
べ
て
、
子
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
が
父
を
敬
う
と
同 

様
に
、
子
を
敬
う
た
め
で
あ
る
。
子
を
敬
わ
な
い
者
は
、
子
を
つ
か
わ
さ
れ
た
父
を
も
敬
わ
な
い
。･････

そ
れ
は
、
父
が
ご
自
分
の 

う
ち
に
生
命
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
同
様
に
、
子
に
も
ま
た
、
自
分
の
う
ち
に
生
命
を
持
つ
こ
と
を
お
許
し
に
な
っ
た
か
ら
で 

あ
る
。
そ
し
て
子
は
人
の
子
で
あ
る
か
ら
、
子
に
さ
ば
き
を
行
う
権
威
を
お
与
え
に
な
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
二
二
、
二
三
、
二
六
、 

二
七)

。 

祭
司
た
ち
と
役
人
た
ち
は
、
自
ら
を
キ
リ
ス
ト
の
み
わ
ざ
に
罪
を
宣
告
す
る
裁
判
官
の
立
場
に
置
い
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
は
、 

ご
自
身
が
彼
ら
の
さ
ば
き
主
で
あ
り
、
ま
た
全
地
の
さ
ば
き
主
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。
世
は
キ
リ
ス
ト
に
ま
か
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト 

を
通
し
て
、
神
か
ら
の
す
べ
て
の
祝
福
が
堕
落
し
た
人
類
に
与
え
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
受
肉
の
後
と
同
じ
よ
う
に
、
受
肉
の
前
に 
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も
あ
が
な
い
主
で
あ
ら
れ
た
。
罪
が
生
じ
る
と
同
時
に
、
救
い
主
が
お
ら
れ
た
。
彼
は
す
べ
て
の
者
に
光
と
い
の
ち
を
お
与
え
に
な 

っ
た
の
で
、
各
人
は
、
与
え
ら
れ
た
光
の
量
に
従
っ
て
さ
ば
か
れ
る
。
光
を
お
与
え
に
な
っ
た
お
か
た
、
最
も
や
さ
し
い
懇
願
を
も 

っ
て
魂
を
追
い
か
け
、
そ
の
魂
を
罪
か
ら
聖
潔
へ
み
ち
び
こ
う
と
さ
れ
た
お
か
た
が
、
魂
の
助
け
主
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
さ
ば
き 

主
で
あ
る
。
天
で
大
争
闘
が
始
ま
っ
て
以
来
、
サ
タ
ン
は
自
分
の
働
き
を
欺
瞞
に
よ
っ
て
維
持
し
て
き
た
。
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
は
、 

サ
タ
ン
の
計
画
を
ば
く
ろ
し
、
そ
の
力
を
う
ち
破
る
た
め
に
働
い
て
こ
ら
れ
た
。
欺
瞞
者
サ
タ
ン
に
対
抗
さ
れ
た
お
か
た
、
各
時
代 

に
わ
た
っ
て
サ
タ
ン
の
手
中
か
ら
と
り
こ
を
も
ぎ
取
る
た
め
に
努
力
し
て
こ
ら
れ
た
お
か
た
、
す
べ
て
の
魂
に
さ
ば
き
を
く
だ
さ
れ 

る
お
か
た
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。 

ま
た
神
は
、
キ
リ
ス
ト
が
「
人
の
子
で
あ
る
か
ら
、
子
に
さ
ば
き
を
行
う
権
威
を
お
与
え
に
な
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
二
七)

。
キ 

リ
ス
ト
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
と
試
み
と
を
経
験
し
、
人
の
弱
さ
と
罪
と
を
理
解
さ
れ
る
の
で
、
ま
た
主
は
わ
れ
わ
れ
の
た
め 

に
サ
タ
ン
の
試
み
に
抵
抗
し
て
勝
利
し
、
救
う
た
め
に
ご
自
身
の
血
を
流
さ
れ
た
魂
を
正
し
く
、
や
さ
し
く
と
り
扱
わ
れ
る
の
で
、 

こ
の
ゆ
え
に
、
人
の
子
イ
エ
ス
は
、
さ
ば
き
を
行
な
う
よ
う
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
使
命
は
、
さ
ば
き
で
は
な
く
て
救
い
で
あ
っ
た
。
「
神
が
御
子
を
世
に
つ
か
わ
さ
れ
た
の
は
、
世
を
さ
ば
く 

た
め
で
は
な
く
、
御
子
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
が
救
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
一
七)

。
そ
こ
で
イ
エ
ス
は
、
サ
ン
ヒ
ド
リ 

ン
の
前
で
、
「
わ
た
し
の
言
葉
を
聞
い
て
、
わ
た
し
を
つ
か
わ
さ
れ
た
か
た
を
信
じ
る
者
は
、
永
遠
の
命
を
受
け
、
ま
た
さ
ば
か
れ 

る
こ
と
が
な
く
、
死
か
ら
命
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
言
明
さ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
二
四)

。 

キ
リ
ス
ト
は
、
聞
い
て
い
る
人
た
ち
に
、
驚
く
に
及
ば
な
い
と
命
じ
て
お
い
て
、
彼
ら
の
前
に
将
来
の
秘
密
を
も
っ
と
広
い
視
野 
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か
ら
お
示
し
に
な
っ
た
。
「
墓
の
中
に
い
る
者
た
ち
が
み
な
神
の
子
の
声
を
聞
き
、
善
を
お
こ
な
っ
た
人
々
は
、
生
命
を
受
け
る
た 

め
に
よ
み
が
え
り
、
悪
を
お
こ
な
っ
た
人
々
は
、
さ
ば
き
を
受
け
る
た
め
に
よ
み
が
え
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
て
く
る
時
が
来
る
で
あ 

ろ
う
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
二
八
、
二
九)

。 

未
来
の
い
の
ち
に
つ
い
て
の
こ
の
保
証
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
長
い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
で
、
彼
ら
は
メ
シ
ヤ
の
来
臨
の
時
に 

そ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
墓
の
暗
黒
を
照
す
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
光
が
彼
ら
の
上
に
輝
い
て
い
た
。
し
か
し
強
情
は 

盲
目
に
す
る
。
イ
エ
ス
が
ラ
ビ
の
言
い
伝
え
を
破
り
、
彼
ら
の
権
威
を
無
視
さ
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
信
じ
よ
う
と
し
な
か 

っ
た
。 

そ
の
時
、
そ
の
場
所
、
そ
の
機
会
、
会
衆
の
中
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
緊
張
感
な
ど
が
み
な
一
つ
に
な
っ
て
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
前 

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
を
一
層
印
象
的
に
し
た
。
国
家
の
最
高
の
宗
教
当
局
者
た
ち
は
、
自
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
回
復
者
を 

名
乗
る
イ
エ
ス
の
い
の
ち
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
安
息
日
の
律
法
を
破
っ
た
と
い
う
告
発
に
答
え
る
た
め
に
、
安
息
日
の
主
が
地
上
の 

法
廷
に
訴
え
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
恐
れ
る
と
こ
ろ
な
く
ご
自
身
の
使
命
を
宣
言
さ
れ
る
と
、
裁
判
官
た
ち
は
驚
き
と
怒
り
を
こ
め
て 

イ
エ
ス
を
見
た
。
だ
が
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
有
罪
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ 

た
。
イ
エ
ス
は
、
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
と
が
イ
エ
ス
に
疑
い
を
か
け
、
そ
の
働
き
に
口
を
出
す
権
利
を
拒
否
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、 

そ
の
よ
う
な
権
威
を
さ
ず
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
主
張
は
高
慢
心
と
尊
大
な
心
に
根
ざ
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
告 

発
し
て
い
る
罪
に
服
し
た
り
、
彼
ら
か
ら
問
い
た
だ
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
拒
絶
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
彼
ら
が
文
句
を
つ
け
て
い
る
行
為
に
つ
い
て
、
弁
解
し
た
り
、
ど
う
い
う
目
的
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
か
を
説 
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明
し
た
り
な
さ
ら
ず
、
役
人
た
ち
に
向
き
直
っ
て
、
被
告
か
ら
告
発
者
に
な
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
無
慈
悲
な
心
と
聖
書
に
つ 

い
て
の
無
知
と
を
責
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
お
か
た
を
こ
ば
ん
だ
の
だ
か
ら
、
神
の
み
こ
と
ば
を
こ
ば
ん
だ
こ 

と
に
な
る
の
だ
と
、
イ
エ
ス
は
断
言
さ
れ
た
。
「
あ
な
た
が
た
は
、
聖
書
の
中
に
永
遠
の
命
が
あ
る
と
思
っ
て
調
べ
て
い
る
が
、
こ 

の
聖
書
は
、
わ
た
し
に
つ
い
て
あ
か
し
を
す
る
も
の
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
三
九)

。 

旧
約
聖
書
は
、
歴
史
で
あ
ろ
う
と
、
律
法
で
あ
ろ
う
と
、
預
言
で
あ
ろ
う
と
、
ど
の
ペ
ー
ジ
に
も
、
神
の
み
子
の
栄
光
が
輝
い
て 

い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
制
度
全
体
は
、
そ
れ
が
神
の
制
度
で
あ
る
か
ぎ
り
、
福
音
の
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
預
言
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト 

に
つ
い
て
、
「
預
言
者
た
ち
も
み
な･･････

あ
か
し
を
し
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
い
る(

使
徒
行
伝
一
〇
ノ
四
三)

。
ア
ダ
ム
に
与
え 

ら
れ
た
約
束
か
ら
、
父
祖
の
家
系
と
律
法
の
制
度
と
を
通
じ
て
、
天
の
輝
か
し
い
光
は
あ
が
な
い
主
の
足
跡
を
明
ら
か
に
し
た
。
預 

言
者
た
ち
は
、
未
来
の
事
が
ら
が
神
秘
的
な
行
列
を
な
し
て
目
の
前
を
通
り
す
ぎ
た
と
き
に
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
、
き
た
る
べ
き
シ 

ロ
を
見
た
。
す
べ
て
の
い
け
に
え
に
キ
リ
ス
ト
の
死
が
示
さ
れ
た
。
香
煙
の
一
す
じ
一
す
じ
に
キ
リ
ス
ト
の
義
が
の
ぼ
っ
た
。
ヨ
ベ 

ル
の
ラ
ッ
パ
の
鳴
る
た
び
に
キ
リ
ス
ト
の
み
名
が
ひ
び
き
渡
っ
た
。
至
聖
所
の
お
そ
れ
多
い
神
秘
の
中
に
、
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
が
と 

ど
ま
っ
て
い
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
聖
書
を
所
有
し
て
い
て
、
み
こ
と
ば
を
外
面
的
に
知
る
こ
と
だ
け
で
永
遠
の
い
の
ち
が
与
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
、
「
神
の
御
言(

み
こ
と
ば)

は
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
彼
ら
は
み
こ
と
ば 

の
中
の
キ
リ
ス
ト
を
こ
ば
ん
だ
の
で
、
人
と
な
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
こ
ば
ん
だ
。
「
あ
な
た
が
た
は
、
命
を
得
る
た
め
に
わ
た
し
の 

も
と
に
こ
よ
う
と
も
し
な
い
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
三
八
、
四
〇)

。 
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ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
は
、
メ
シ
ヤ
の
王
国
に
関
す
る
預
言
者
た
ち
の
教
え
を
学
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
真
理
を
知
ろ
う
と
す 

る
真
剣
な
願
い
か
ら
で
は
な
く
、
彼
ら
の
野
心
的
な
望
み
を
支
持
す
る
証
拠
を
さ
が
し
出
す
の
が
目
的
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
彼
ら 

の
期
待
に
反
す
る
様
子
で
こ
ら
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
自
分
自
身 

を
正
当
づ
け
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
が
欺
瞞
者
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
だ
て
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
が
こ
の
道
に
ひ
と
た
び
足
を
踏
み
い 

れ
た
と
き
、
サ
タ
ン
が
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
彼
ら
の
反
対
を
強
め
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
神
性
の
証
拠
と
し
て
受
け 

と
ら
れ
る
は
ず
の
こ
と
ば
が
、
キ
リ
ス
ト
に
不
利
な
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
神
の
真
理
を
虚
偽
に
変
え
、
救
い 

主
が
あ
わ
れ
み
の
み
わ
ざ
を
通
し
て
彼
ら
に
直
接
語
り
か
け
ら
れ
る
た
び
に
、
ま
す
ま
す
頑
強
に
光
に
反
抗
し
た
。 

イ
エ
ス
は
、
「
わ
た
し
は
人
か
ら
の
誉
を
受
け
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
四
一)

。
イ
エ
ス
が
お
望
み
に
な 

っ
た
の
は
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
権
力
で
も
な
け
れ
ば
、
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
か
ら
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が
サ
ン 

ヒ
ド
リ
ン
か
ら
是
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
イ
エ
ス
に
と
っ
て
は
誉
と
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
天
の
神
の
誉
と
権
威
と
を
さ
ず
か 

っ
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が
お
望
み
に
な
れ
ば
、
天
使
た
ち
が
や
っ
て
き
て
尊
敬
を
さ
さ
げ
、
天
父
は
も
う
一
度
イ
エ
ス
の
神
性
を 

証
明
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
自
身
の
た
め
に
、
ま
た
彼
ら
が
指
導
し
て
い
る
国
民
の
た
め
に
、
イ
エ
ス 

は
、
彼
ら
が
イ
エ
ス
の
品
性
を
み
と
め
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
に
与
え
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
そ
の
祝
福
を
彼
ら
が
受
け
る
こ
と
を 

望
ま
れ
た
。 

「
わ
た
し
は
父
の
名
に
よ
っ
て
き
た
の
に
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
を
受
け
い
れ
な
い
。
も
し
、
ほ
か
の
人
が
彼
自
身
の
名
に
よ 

っ
て
来
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
を
受
け
い
れ
る
で
あ
ろ
う
」(

ヨ
ハ
ネ
五
ノ
四
三)
。
イ
エ
ス
は
、
神
の
み
か
た
ち
を
そ
な
え
、
神
の
み 
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こ
と
ば
を
成
就
し
、
神
の
み
栄
え
を
求
め
、
神
の
権
威
に
よ
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
イ
エ
ス
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導 

者
た
ち
か
ら
受
け
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ほ
か
の
人
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
の
品
性
を
よ
そ
お
い
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
意
思
に 

も
と
づ
い
て
行
動
し
、
自
分
自
身
の
栄
え
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
な
ら
、
彼
ら
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ 

う
か
。
自
分
自
身
の
栄
え
を
求
め
る
者
は
、
ほ
か
の
人
た
ち
の
う
ち
に
あ
る
高
慢
心
に
訴
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訴
え
な 

ら
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
こ
れ
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
偽
り
の
教
師
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
宿
望
や
言
い
伝
え
を
是
認
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
誇
り
に
へ
つ
ら
う
の
で
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
に
せ
教
師
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
キ
リ
ス
ト
の
教
え 

は
、
彼
ら
の
考
え
に
一
致
し
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
、
霊
的
で
、
自
我
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
の
た
め
彼 

ら
は
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
神
を
親
し
く
知
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
を
通 

し
て
語
ら
れ
る
神
の
み
声
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
の
声
で
あ
っ
た
。 

「
も
し
、
あ
な
た
が
た
が
モ
ー
セ
を
信
じ
た
な
ら
ば
、
わ
た
し
を
も
信
じ
た
で
あ
ろ
う
。
モ
ー
セ
は
、
わ
た
し
に
つ
い
て
書
い
た 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
モ
ー
セ
の
書
い
た
も
の
を
信
じ
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
わ
た
し
の
言
葉
を
信
じ
る
だ
ろ
う
か
」(

ヨ
ハ
ネ 

五
ノ
四
六
、
四
七)

。
モ
ー
セ
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
語
ら
れ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
も
し
彼
ら
が
偉
大
な
指
導
者
モ
ー
セ 

を
通
し
て
語
ら
れ
た
神
の
み
声
を
聞
い
て
い
た
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
を
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
う
ち
に
み
と
め
た
の
で
あ
る
。
も
し
彼
ら 

が
モ
ー
セ
を
信
じ
て
い
た
ら
、
彼
ら
は
モ
ー
セ
が
書
い
た
お
か
た
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
、
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
が
、
イ
エ
ス
の
い
の
ち
を
と
ろ
う
と
決
心
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
イ 

エ
ス
は
、
ご
自
分
と
天
父
と
の
一
致
に
つ
い
て
、
ま
た
ご
自
分
と
世
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
彼
ら
に
は
っ
き
り
説
明
さ
れ
た
。
彼
ら 
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は
イ
エ
ス
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
反
対
が
言
い
わ
け
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
の
殺
人
的 

な
憎
し
み
は
消
え
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
伝
道
に
は
人
を
心
服
さ
せ
る
力
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
目
に
み
た
と
き
、
彼
ら
は
恐
怖
に 

と
り
つ
か
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
訴
え
に
抵
抗
し
、
自
ら
を
暗
や
み
の
中
に
と
じ
こ
め
た
。 

彼
ら
は
、
イ
エ
ス
の
権
威
を
く
つ
が
え
す
こ
と
に
、
ま
た
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
自
ら
の
罪
を
さ
と
っ
た
多
く
の
人
々
の
尊
敬
と
注 

意
と
を
イ
エ
ス
か
ら
ひ
き
離
す
こ
と
に
大
失
敗
し
た
。
役
人
た
ち
で
さ
え
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
と
が
を
良
心
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と 

き
に
、
深
く
罪
を
自
覚
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
を
ま
す
ま
す
イ
エ
ス
に
対
し
て
苛
酷
に
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

彼
ら
は
イ
エ
ス
の
い
の
ち
を
と
る
決
心
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は
国
じ
ゅ
う
に
使
者
を
送
っ
て
、
イ
エ
ス
は
詐
欺
師
だ
と
民
に
警
告
し 

た
。
ス
パ
イ
が
送
ら
れ
て
イ
エ
ス
を
見
張
り
、
イ
エ
ス
の
言
わ
れ
た
こ
と
、
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
と
う
と
い
救
い
主
は
、
い 

ま
や
ま
っ
た
く
十
字
架
の
影
に
立
っ
て
お
ら
れ
た
。 
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荒野の自由な生活から、バプテスマのヨハネはいまや暗い牢獄の壁の中に  
とじこめられた。弟子たちは彼を見捨てないで、キリストについての知らせ

を伝えた。  
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第 22 章 
 

ヨ
ハ
ネ
の
投
獄
と
死    

本
章
は
マ
タ
イ
一
一
ノ
一
―
一
一
、
一
四
ノ
一
―
一
一
、 

マ
ル
コ
六
ノ
一
七
―
二
八
、
ル
カ
七
ノ
一
九
―
二
八
に
も
と
づ
く 

  

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
王
国
に
つ
い
て
一
番
先
に
告
げ
知
ら
せ
た
が
、
彼
は
ま
た
苦
難
を
受
け
る
こ
と
に
お
い 

て
も
最
初
で
あ
っ
た
。
荒
野
の
自
由
な
空
気
と
、
彼
の
こ
と
ば
を
熱
心
に
き
い
た
大
群
衆
か
ら
離
れ
て
、
彼
は
い
ま
獄
舎
の
壁
の
中 

に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
パ
ス
の
城
の
中
に
囚
人
と
な
っ
て
い
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
伝
道
の
大
部
分
は
、
ア
ン 

テ
パ
ス
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ヨ
ル
ダ
ン
の
東
の
領
地
で
な
さ
れ
て
き
た
。
ヘ
ロ
デ
自
身
ヨ
ハ
ネ
の
説
教
を
き
い
て
い
た
。
放
蕩
な
王 

は
悔
い
改
め
を
促
す
叫
び
に
ふ
る
え
あ
が
っ
た
。
「
そ
れ
は
ヘ
ロ
デ
が
、
ヨ
ハ
ネ
は
正
し
く
て
聖
な
る
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、 

彼
を
恐
れ
、
彼
に
保
護
を
加
え
、
ま
た
そ
の
教
を
聞
い
て
非
常
に
悩
み
な
が
ら
も
、
な
お
喜
ん
で
聞
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」(

マ 

ル
コ
六
ノ
二
〇)

。
ヨ
ハ
ネ
は
ヘ
ロ
デ
に
対
し
て
誠
実
に
ふ
る
ま
い
、
彼
が
兄
弟
の
妻
ヘ
ロ
デ
ヤ
と
不
義
の
結
婚
を
し
た
こ
と
を
公
然 

と
非
難
し
た
。
一
時
ヘ
ロ
デ
は
自
分
の
身
を
し
ば
り
つ
け
て
い
る
情
欲
の
鎖
を
た
ち
切
ろ
う
と
か
す
か
な
努
力
を
し
た
。
し
か
し
ヘ 

ロ
デ
ヤ
は
彼
を
自
分
の
網
に
ま
す
ま
す
強
く
と
ら
え
、
ヨ
ハ
ネ
を
投
獄
す
る
よ
う
に
そ
そ
の
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ハ
ネ
に
報
復
し 

た
。 
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ヨ
ハ
ネ
は
活
動
的
な
仕
事
に
日
を
送
っ
て
き
た
人
だ
っ
た
の
で
、
す
る
こ
と
も
な
い
、
陰
気
な
獄
舎
の
生
活
が
彼
の
心
を
重
く
し 

た
。
何
の
変
化
も
な
く
一
週
ま
た
一
週
と
過
ぎ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
落
胆
と
疑
惑
が
彼
の
心
に
し
の
び
こ
ん
だ
。
彼
の
弟
子
た
ち
は 

彼
を
捨
て
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
牢
獄(

ろ
う
ご
く)

に
出
入
り
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
の
で
、
イ
エ
ス
の
み
わ
ざ
に
つ
い
て
消 

息
を
つ
た
え
、
人
々
が
イ
エ
ス
の
も
と
に
お
し
か
け
て
い
る
こ
と
を
ヨ
ハ
ネ
に
話
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
も
し
こ
の
新
し
い
教
師 

が
メ
シ
ヤ
な
ら
、
な
ぜ
ヨ
ハ
ネ
の
釈
放
に
努
力
し
な
い
の
か
と
質
問
し
た
。
メ
シ
ヤ
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
忠
実
な
先
駆
者
が
自
由
と 

お
そ
ら
く
生
命
ま
で
奪
わ
れ
る
こ
と
を
ど
う
し
て
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。 

こ
う
し
た
質
問
は
効
果
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
決
し
て
起
ら
な
い
よ
う
な
疑
問
が
ヨ
ハ
ネ
の
前
に
持
ち 

出
さ
れ
た
。
サ
タ
ン
は
、
こ
の
弟
子
た
ち
の
こ
と
ば
を
き
き
、
そ
の
こ
と
ば
が
主
の
使
者
の
魂
を
傷
つ
け
る
の
を
見
て
よ
ろ
こ
ん
だ
。 

あ
あ
、
自
分
は
親
し
い
人
の
友
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
人
へ
の
忠
誠
心
を
あ
ら
わ
す
の
に
熱
心
な
人
た
ち
が
、
か
え
っ
て
そ
の
人
の 

最
も
危
険
な
敵
と
な
る
場
合
が
ど
ん
な
に
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
に
し
ば
し
ば
彼
ら
の
こ
と
ば
は
そ
の
人
の
信
仰
を
強
め
な
い 

で
、
か
え
っ
て
失
望
落
胆
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

救
い
主
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
王
国
の
性
質
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は 

イ
エ
ス
が
ダ
ビ
デ
の
位
に
つ
か
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
時
が
過
ぎ
て
も
、
救
い
主
が
王
の
権
威
を
主
張
さ
れ
な
い
の 

で
、
ヨ
ハ
ネ
は
困
惑
し
、
心
配
し
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
主
の
前
に
道
が
備
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
イ
ザ
ヤ
の
預
言
が
成
就
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
と
民
に
宣
言
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
も
ろ
も
ろ
の
山
と
丘
と
は
低
く
せ
ら
れ
、
高
低
の
あ
る
地
は
平
ら
に
な
り
、
険
し 

い
所
は
平
地
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い(

イ
ザ
ヤ
書
四
〇
ノ
四
参
照)

。
彼
は
人
間
の
誇
り
と
権
力
と
い
う
高
い
所
が
倒
さ
れ
る
の
を
期 
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待
し
て
い
た
。
彼
は
メ
シ
ヤ
を
、
「
箕(

み)

を
手
に
持
っ
て
、
打
ち
場
の
麦
を
ふ
る
い
分
け
、
麦
は
倉
に
納
め
、
か
ら
は
消
え
な
い 

火
で
焼
き
捨
て
る
」
お
か
た
と
し
て
さ
し
示
し
て
い
た(

マ
タ
イ
三
ノ
一
二)

。
ヨ
ハ
ネ
は
預
言
者
エ
リ
ヤ
の
霊
と
力
と
を
も
っ
て
イ 

ス
ラ
エ
ル
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
エ
リ
ヤ
の
よ
う
に
彼
は
、
主
が
火
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
神
と
し
て
ご
自
身
を
あ 

ら
わ
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
。 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
そ
の
使
命
に
お
い
て
、
高
い
と
こ
ろ
で
も
低
い
と
こ
ろ
で
も
、
恐
れ
る
と
こ
ろ
な
く
不
義
を
責
め
る 

者
で
あ
っ
た
。
彼
は
あ
え
て
ヘ
ロ
デ
王
に
対
面
し
て
率
直
に
罪
を
責
め
た
。
彼
は
自
分
が
任
命
さ
れ
た
働
き
を
な
し
と
げ
る
た
め
に 

は
、
生
命
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
彼
は
、
ユ
ダ
族
の
獅
子(

し
し)

が
圧
制
者
の
誇
り
を
打
ち
倒
し
、
貧
し
い
者
と
泣
き 

悲
し
む
者
と
を
救
わ
れ
る
の
を
獄
屋
の
中
か
ら
期
待
し
た
。
だ
が
イ
エ
ス
は
、
ま
わ
り
に
弟
子
た
ち
を
集
め
る
こ
と
と
、
人
々
を
い 

や
し
た
り
人
々
に
教
え
た
り
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
た
。
ロ
ー
マ
の
く
び
き
が
毎
日
イ
ス
ラ
エ
ル
の
上
に
ま 

す
ま
す
重
く
の
し
か
か
り
、
ま
た
ヘ
ロ
デ
王
と
そ
の
邪
悪
な
情
婦
は
好
き
勝
手
に
ふ
る
ま
い
、
貧
し
い
者
た
ち
と
苦
し
む
者
た
ち
と 

の
叫
び
が
天
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
に
、
イ
エ
ス
は
取
税
人
た
ち
の
食
卓
で
食
べ
て
お
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。 

荒
野
の
預
言
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
み
な
は
か
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
な
ぞ
に
み
え
た
。
悪
魔
の
さ
さ
や
き
が
彼
の 

心
を
苦
し
め
、
非
常
な
不
安
の
影
が
彼
に
し
の
び
よ
る
時
が
あ
っ
た
。
長
い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
救
い
主
が
ま
だ
現
わ
れ
て
お
ら
れ 

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
す
る
と
自
分
が
こ
れ
ま
で
叫
ば
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。 

ヨ
ハ
ネ
は
自
分
の
使
命
の
結
果
に
ひ
ど
く
失
望
し
て
い
た
。
彼
は
神
か
ら
の
使
命
が
、
ヨ
シ
ヤ
の
時
代
や
エ
ズ
ラ
の
時
代
に
律
法
が 

読
ま
れ
た
時
と
同
じ
よ
う
な
効
果
を
生
み
、
悔
い
改
め
て
神
に
立
ち
か
え
る
根
強
い
働
き
が
伴
な
う
も
の
と
期
待
し
て
い
た(

歴
代 
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志
下
三
四
章
、
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
八
、
九
章
参
照)

。
こ
の
使
命
の
成
功
の
た
め
に
、
彼
は
一
生
を
さ
さ
げ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
む
だ
だ 

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
彼
自
身
の
弟
子
た
ち
が
、
彼
に
対
す
る
愛
か
ら
、
イ
エ
ス
に
つ
い
て
不
信
の
念
を
い
だ
い
て
い
る
の
を
見
て
、
心
を
痛 

め
た
。
彼
ら
の
た
め
に
働
い
た
こ
と
は
何
の
実
も
結
ば
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
が
い
ま
こ
う
し
て
働
き
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い 

る
の
は
、
使
命
に
忠
実
で
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。
も
し
約
束
さ
れ
た
救
い
主
が
現
わ
れ
て
、
ヨ
ハ
ネ
が
召
し
に
忠
実
で
あ
っ
た 

こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
イ
エ
ス
は
い
ま
圧
制
者
の
権
力
を
倒
し
、
ご
自
分
の
先
駆
者
を
解
放
し
よ
う
と
お
思
い
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う 

か
。 し

か
し
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
キ
リ
ス
ト
ヘ
の
信
仰
を
捨
て
な
か
っ
た
。
天
か
ら
声
が
き
こ
え
、
は
と
が
く
だ
っ
た
思
い
出
、 

イ
エ
ス
の
け
が
れ
の
な
い
純
潔
さ
、
救
い
主
の
前
に
出
た
と
き
ヨ
ハ
ネ
に
の
ぞ
ん
だ
聖
霊
の
力
、
聖
書
の
預
言
の
こ
と
ば
の
あ
か
し
、 

―
す
べ
て
は
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
が
約
束
の
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
し
し
て
い
た
。 

ヨ
ハ
ネ
は
、
自
分
の
疑
い
や
心
配
に
つ
い
て
友
人
た
ち
と
議
論
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
イ
エ
ス
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ 

て
質
問
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
彼
は
、
こ
の
役
目
を
弟
子
た
ち
の
う
ち
の
二
人
に
ま
か
せ
、
救
い
主
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼 

ら
の
信
仰
が
強
め
ら
れ
、
兄
弟
た
ち
に
確
信
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
望
ん
だ
。
ま
た
彼
は
、
自
分
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
が
直
接
に 

何
か
言
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
心
か
ら
望
ん
だ
。 

弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
「
『
き
た
る
べ
き
か
た
』
は
あ
な
た
な
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
ほ
か
に
だ
れ
か 

を
待
つ
べ
き
で
し
ょ
う
か
」
と
の
こ
と
ば
を
伝
え
た(

マ
タ
イ
一
一
ノ
三)
。 
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バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
、
イ
エ
ス
を
指
さ
し
て
、
「
見
よ
、
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
羊
」
「
そ
れ
が
わ
た
し
の
あ
と
に
お 

い
で
に
な
る
方
で
あ
」
る
と
宣
言
し
て
か
ら
、
ま
だ
い
く
ら
も
日
は
た
っ
て
い
な
か
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
二
九
、
二
七)

。
そ
れ
な
の 

に
い
ま
「
『
き
た
る
べ
き
か
た
』
は
あ
な
た
な
の
で
す
か
」
と
た
ず
ね
て
い
る
。
そ
れ
は
人
間
の
性
質
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
に
が
い
、 

失
望
さ
せ
ら
れ
る
経
験
で
あ
っ
た
。
忠
実
な
先
駆
者
ヨ
ハ
ネ
が
、
キ
リ
ス
ト
の
使
命
を
認
識
し
な
い
な
ら
、
利
己
的
な
大
衆
に
何
を 

期
待
で
き
よ
う
か
。 

救
い
主
は
、
弟
子
た
ち
の
質
問
に
す
ぐ
に
は
お
答
え
に
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
イ
エ
ス
の
沈
黙
を
あ
や
し
み
な
が
ら
立
っ
て
い 

る
と
、
病
気
の
者
や
苦
し
ん
で
い
る
者
た
ち
が
、
い
や
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
。
盲
人
た
ち
は
、 

手
さ
ぐ
り
で
、
群
衆
を
わ
け
て
進
ん
で
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
病
人
た
ち
が
、
あ
る
者
は
自
分
で
道
を
急
ぎ
、
あ
る
者
は
友
だ
ち 

に
か
つ
が
れ
て
、
熱
心
に
イ
エ
ス
の
前
へ
お
し
か
け
て
き
た
。
偉
大
な
医
者
イ
エ
ス
の
み
声
は
、
つ
ん
ぼ
の
耳
を
つ
ら
ぬ
い
た
。
イ 

エ
ス
の
ひ
と
こ
と
ば
、
み
手
の
ひ
と
ふ
れ
が
、
盲
人
の
目
を
開
い
て
、
昼
の
光
、
自
然
の
景
色
、
友
人
た
ち
の
顔
、
救
い
主
の
み
顔 

が
見
え
た
。
イ
エ
ス
は
、
病
気
が
な
お
る
よ
う
に
命
じ
、
熱
を
追
い
出
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
み
声
が
死
に
か
か
っ
て
い
る
者
の
耳
に 

と
ど
く
と
、
彼
ら
は
、
健
康
と
力
を
与
え
ら
れ
て
立
ち
上
が
っ
た
。
悪
鬼
に
つ
か
れ
て
無
能
力
に
な
っ
て
い
た
者
た
ち
が
、
イ
エ
ス
の 

み
こ
と
ば
に
従
っ
て
、
そ
の
狂
気
が
な
お
り
、
イ
エ
ス
を
拝
し
た
。
イ
エ
ス
は
、
人
々
の
病
気
を
な
お
す
一
方
で
は
、
彼
ら
に
お
教 

え
に
な
っ
た
。
ラ
ビ
た
ち
か
ら
不
潔
な
も
の
と
し
て
避
け
ら
れ
て
い
た
貧
し
い
百
姓
や
労
働
者
た
ち
が
、
イ
エ
ス
の
そ
ば
に
集
ま
り
、 

イ
エ
ス
は
、
彼
ら
に
永
遠
の
い
の
ち
の
こ
と
ば
を
語
ら
れ
た
。 

こ
う
し
て
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
が
、
す
べ
て
の
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
一
日
が
過
ぎ
て
行
っ
た
。
最
後
に 



各時代の希望 上 

 270

イ
エ
ス
は
、
彼
ら
を
み
も
と
に
呼
ん
で
、
あ
な
た
が
た
が
見
た
ま
ま
の
こ
と
を
、
行
っ
て
ヨ
ハ
ネ
に
告
げ
な
さ
い
と
命
じ
、
「
わ
た 

し
に
つ
ま
ず
か
な
い
者
は
、
さ
い
わ
い
で
あ
る
」
と
つ
け
加
え
ら
れ
た(

ル
カ
七
ノ
二
三)

。
イ
エ
ス
の
神
性
の
証
拠
は
、
悩
ん
で
い 

る
人
間
の
必
要
に
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
見
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
の
栄
光
は
、
彼
が
わ
れ
わ
れ
の
い
や
し
い
身
分
に
ま
で
身
を
ひ 

く
く
さ
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
た
。 

弟
子
た
ち
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
が
、
そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
メ
シ
ヤ
に
つ
い
て
、
「
主
な
る
神
の
霊
が
わ
た 

し
に
臨
ん
だ
。
こ
れ
は
主
が
わ
た
し
に
油
を
注
い
で
、
貧
し
い
者
に
福
音
を
宣
べ
伝
え
る
こ
と
を
ゆ
だ
ね
、
わ
た
し
を
つ
か
わ
し
て 

心
の
い
た
め
る
者
を
い
や
し
、
捕
わ
れ
人
に
放
免
を
告
げ
、
縛
ら
れ
て
い
る
者
に
解
放
を
告
げ
、
主
の
恵
み
の
年
と
わ
れ
わ
れ
の
神 

の
報
復
の
日
と
を
告
げ
さ
せ
、
ま
た
、
す
べ
て
の
悲
し
む
者
を
慰
め
」
と
言
わ
れ
て
い
る
預
言
を
思
い
浮
べ
た(

イ
ザ
ヤ
書
六
一
ノ 

一
、
二)

。
キ
リ
ス
ト
の
み
わ
ざ
は
、
彼
が
メ
シ
ヤ
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
王
国
が
ど
の
よ
う
な
形
で 

建
て
ら
れ
る
か
を
示
し
た
。
エ
リ
ヤ
が
荒
野
に
い
た
と
き
、
「
主
の
前
に
大
き
な
強
い
風
が
吹
き
、
山
を
裂
き
、
岩
を
砕
い
た
。
し 

か
し
主
は
風
の
中
に
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
風
の
後
に
地
震
が
あ
っ
た
が
、
地
震
の
中
に
も
主
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
震
の
後
に
火 

が
あ
っ
た
が
、
火
の
中
に
も
主
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
」(
列
王
記
上
一
九
ノ
一
一
、
一
二)

。
そ
の
火
の
後
で
、
神
は
、
「
細
い
声
」 

で
預
言
者
に
お
語
り
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
真
理
が
ヨ
ハ
ネ
に
示
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
武
器
の
音
を
た
て
た
り
、
王
位
や
王 

国
を
く
つ
が
え
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
あ
わ
れ
み
と
自
己
犠
牲
の
生
活
を
通
し
て
、
人
々
の
心
に
語
る
こ
と
に
よ 

っ
て
、
そ
の
働
き
を
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
自
身
の
克
己
の
生
活
の
原
則
は
、
メ
シ
ヤ
の
王
国
の
原
則
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
そ
う
し
た
こ
と
の
す 
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べ
て
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
の
原
則
や
望
み
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ヨ
ハ
ネ
に
と
っ 

て
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
に
つ
い
て
の
有
力
な
証
拠
と
な
る
も
の
が
、
彼
ら
に
は
何
の
証
拠
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
約 

束
さ
れ
て
い
な
い
メ
シ
ヤ
を
求
め
て
い
た
。
救
い
主
の
使
命
は
、
彼
ら
の
憎
し
み
と
非
難
と
を
招
く
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
ヨ
ハ
ネ 

は
知
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
先
駆
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
が
自
ら
最
後
の
一
滴
ま
で
飲
み
ほ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
か
ず
き
か
ら 

飲
ん
で
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

救
い
主
が
、
「
わ
た
し
に
つ
ま
ず
か
な
い
者
は
、
さ
い
わ
い
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
ば
は
、
ヨ
ハ
ネ
に
対
す
る
や
さ
し
い
譴 

責
で
あ
っ
た(

マ
タ
イ
一
一
ノ
六)
。
そ
れ
は
ヨ
ハ
ネ
に
と
っ
て
む
だ
で
は
な
か
っ
た
。
い
ま
ヨ
ハ
ネ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
使
命
の
性
質 

を
も
っ
と
は
っ
き
り
さ
と
っ
た
の
で
、
生
き
る
に
も
死
ぬ
に
も
、
愛
す
る
働
き
の
た
め
に
最
も
よ
く
役
立
つ
よ
う
に
、
神
に
献
身
し 

た
。 使

者
た
ち
が
去
っ
た
あ
と
で
、
イ
エ
ス
は
、
ヨ
ハ
ネ
に
つ
い
て
人
々
に
お
語
り
に
な
っ
た
。
救
い
主
の
心
は
、
い
ま
ヘ
ロ
デ
の
地 

下
牢
の
中
で
世
に
う
ず
も
れ
て
い
る
忠
実
な
証
人
へ
の
同
情
と
な
っ
て
そ
そ
が
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
人
々
が
神
は
ヨ
ハ
ネ
を
捨
て
ら 

れ
た
の
だ
と
か
、
ヨ
ハ
ネ
の
信
仰
は
試
練
の
日
に
く
じ
け
た
の
だ
と
い
う
よ
う
な
結
論
を
く
だ
す
ま
ま
に
し
て
は
お
か
れ
な
か
っ
た
。 

「
あ
な
た
が
た
は
、
何
を
見
に
荒
野
に
出
て
き
た
の
か
。
風
に
揺
ら
ぐ
葦(

あ
し)

で
あ
る
か
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た(

ル
カ
七
ノ 

ニ
四)

。 

ヨ
ル
ダ
ン
川
の
ほ
と
り
に
は
え
て
い
て
、
風
の
ま
に
ま
に
ゆ
ら
ぐ
脊
の
高
い
あ
し
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
を
批
判
し
、 

非
難
す
る
ラ
ビ
た
ち
を
あ
ら
わ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。
彼
ら
は
民
衆
の
世
論
と
い
う
風
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
ゆ
れ
た
。
彼
ら
は 
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へ
り
く
だ
っ
て
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
鋭
い
こ
と
ば
を
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
民
衆
を
恐
れ
た
の
で
、
あ
え
て
彼 

の
働
き
に
公
然
と
反
対
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
神
の
使
者
は
、
こ
ん
な
臆
病
な
精
神
で
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
ま
わ 

り
に
集
ま
っ
た
群
衆
は
ヨ
ハ
ネ
の
働
き
の
証
人
だ
っ
た
。
彼
ら
は
ヨ
ハ
ネ
が
恐
れ
る
と
こ
ろ
な
く
罪
を
責
め
る
の
を
聞
い
た
。
自
ら 

を
義
と
す
る
パ
リ
サ
イ
人
に
も
、
祭
司
の
サ
ド
カ
イ
人
に
も
、
ヘ
ロ
デ
王
と
そ
の
廷
臣
に
も
、
つ
か
さ
た
ち
や
兵
士
た
ち
に
も
、
取 

税
人
や
百
姓
に
も
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
同
じ
よ
う
に
率
直
に
語
っ
た
。
彼
は
人
の
称
賛
や
偏
見
と
い
う
風
に
動
か
さ
れ
る
揺
れ
る
あ
し
で 

は
な
か
っ
た
。
牢
獄
の
中
に
あ
っ
て
も
、
神
に
対
す
る
彼
の
忠
誠
心
と
義
へ
の
熱
意
は
、
荒
野
で
神
の
み
こ
と
ば
を
説
い
て
い
た
時 

と
同
じ
に
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
主
義
に
対
す
る
彼
の
忠
実
さ
は
岩
の
よ
う
に
固
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
つ
づ
け
て
、
「
で
は
、
何
を
見
に
出
て
き
た
の
か
。
柔
ら
か
い
着
物
を
ま
と
っ
た
人
か
。
き
ら
び
や
か
に
着
か
ざ
っ
て
、 

ぜ
い
た
く
に
暮
し
て
い
る
人
々
な
ら
、
宮
殿
に
い
る
」
と
言
わ
れ
た(

ル
カ
七
ノ
二
五)

。
ヨ
ハ
ネ
は
、
当
時
の
罪
と
不
節
制
と
を
責 

め
る
た
め
に
召
し
を
受
け
て
い
て
、
彼
の
質
素
な
衣
服
と
克
己
の
生
活
は
、
そ
の
使
命
の
性
格
に
一
致
し
て
い
た
。
は
で
な
衣
服
と 

こ
の
世
の
ぜ
い
た
く
は
神
の
し
も
べ
の
受
け
る
べ
き
分
で
は
な
く
、
そ
れ
は
「
宮
殿
」
に
住
む
人
々
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
の
支
配
者 

た
ち
の
受
け
る
べ
き
分
で
、
世
の
権
力
と
富
と
は
彼
ら
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
着
て
い
る
も
の
と
、
祭 

司
た
ち
や
役
人
た
ち
の
着
て
い
る
も
の
と
の
相
違
に
人
々
の
注
意
を
向
け
よ
う
と
望
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
役
人
た
ち
は
、
は
で
な
衣 

服
を
着
、
高
価
な
飾
り
物
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
彼
ら
は
、
み
え
を
好
み
、
人
々
の
目
を
く
ら
ま
せ
て
、
も
っ
と
高
い
尊
敬
を
受
け 

よ
う
と
望
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
、
神
に
承
認
さ
れ
る
心
の
純
潔
さ
を
獲
得
す
る
よ
り
も
人
間
の
称
賛
を
受
け
る
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
。 

こ
う
し
て
彼
ら
は
、
神
に
忠
誠
を
尽
く
さ
な
い
で
、
こ
の
世
の
王
国
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
た
。 
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イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
、
「
で
は
、
何
を
見
に
出
て
き
た
の
か
。
預
言
者
か
。
そ
う
だ
、
あ
な
た
が
た
に
言
う
が
、
預
言
者
以
上
の 

者
で
あ
る
。 

 
『
見
よ
、
わ
た
し
は
使
を
あ
な
た
の
先
に
つ
か
わ
し
、 

あ
な
た
の
前
に
、
道
を
整
え
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
』 

と
書
い
て
あ
る
の
は
、
こ
の
人
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
に
言
っ
て
お
く
。
女
の
産
ん
だ
者
の
中
で
、
ヨ
ハ
ネ
よ
り
大
き
い
人 

物
は
い
な
い
」(

ル
カ
七
ノ
二
六
―
二
八)

。
ヨ
ハ
ネ
が
生
れ
る
前
に
、
天
使
は
、
ザ
カ
リ
ヤ
ヘ
の
お
告
げ
の
中
で
、
「
彼
は
主
の
み 

ま
え
に
大
い
な
る
者
と
な
り
」
と
言
っ
た(
ル
カ
一
ノ
一
五)

。
天
の
神
の
評
価
で
、
大
い
な
る
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
世
の
人
々 

が
大
い
な
る
も
の
と
み
な
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
富
や
階
級
や
名
門
や
知
的
な
才
能
自
体
で
は
な
い
。
も
し
神
を
考
慮
に
入
れ 

な
い
知
的
な
偉
大
さ
に
尊
敬
の
価
値
が
あ
る
と
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
尊
敬
は
、
ど
ん
な
人
間
も
く
ら
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
知
力 

を
も
っ
て
い
る
サ
タ
ン
に
当
然
さ
さ
げ
ら
れ
る
。
だ
が
自
我
に
奉
仕
す
る
た
め
に
悪
用
さ
れ
る
と
き
、
知
力
は
、
そ
の
才
能
が
大
き 

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
一
層
大
き
な
わ
ざ
わ
い
と
な
る
。
神
が
と
う
と
ば
れ
る
の
は
道
徳
的
価
値
で
あ
る
。
愛
と
純
潔
と
は
、
神
が 

最
も
と
う
と
ば
れ
る
特
性
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
が
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
使
者
た
ち
の
前
で
、
人
々
の
前
で
、
自
分
の
弟
子
た
ち
の
前
で
、 

自
分
自
身
の
誉
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
で
、
イ
エ
ス
を
約
束
の
お
か
た
と
し
て
す
べ
て
の
人
に
さ
し
示
し
た
時
、
彼
は
、
イ
エ
ス
の 

目
に
大
い
な
る
者
と
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
働
き
に
お
け
る
彼
の
無
我
の
よ
ろ
こ
び
は
、
人
間
の
う
ち
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
最
高
級
の 

気
高
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 
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イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
ヨ
ハ
ネ
の
あ
か
し
を
聞
い
た
人
々
が
、
ヨ
ハ
ネ
の
死
後
、
彼
に
つ
い
て
あ
か
し
し
た
こ
と
ば
は
、
「
ヨ
ハ
ネ 

は
な
ん
の
し
る
し
も
行
わ
な
か
っ
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
が
こ
の
か
た
に
つ
い
て
言
っ
た
こ
と
は
、
皆
ほ
ん
と
う
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と 

ば
で
あ
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
〇
ノ
四
一)

。
エ
リ
ヤ
の
よ
う
に
、
天
か
ら
火
を
呼
び
お
ろ
し
た
り
、
死
人
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
り
、
モ
ー 

セ
の
よ
う
に
、
神
の
み
名
に
よ
っ
て
権
力
の
杖
を
使
う
こ
と
は
、
ヨ
ハ
ネ
に
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
救
い
主
の
来
臨
を
さ
き 

ぶ
れ
し
、
そ
の
現
わ
れ
に
対
し
て
備
え
る
よ
う
に
民
に
呼
び
か
け
る
た
め
に
つ
か
わ
さ
れ
た
。
彼
は
、
そ
の
使
命
を
忠
実
に
果
し
た 

の
で
、
彼
が
イ
エ
ス
に
つ
い
て
教
え
た
こ
と
を
人
々
が
思
い
出
し
た
と
き
に
、
彼
ら
は
、
「
ヨ
ハ
ネ
が
こ
の
か
た
に
つ
い
て
言
っ
た 

こ
と
は
、
皆
ほ
ん
と
う
で
あ
っ
た
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
た(

ヨ
ハ
ネ
一
〇
ノ
四
一)

。
主
の
弟
子
た
ち
は
み
な
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い 

て
、
こ
の
よ
う
な
あ
か
し
を
た
て
る
た
め
に
召
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

メ
シ
ヤ
の
先
駆
者
と
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
「
預
言
者
以
上
の
者
」
で
あ
っ
た(

ル
カ
七
ノ
二
六)

。
な
ぜ
な
ら
預
言
者
た
ち
は
、
キ 

リ
ス
ト
の
来
臨
を
遠
く
か
ら
な
が
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
は
キ
リ
ス
ト
を
目
に
見
、
キ
リ
ス
ト
が
メ
シ
ヤ
で
あ
ら
れ
る
こ 

と
に
つ
い
て
、
天
か
ら
の
証
言
を
耳
に
聞
き
、
キ
リ
ス
ト
を
、
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
お
か
た
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
紹
介
す
る 

こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、
「
神
の
国
で
最
も
小
さ
い
者
も
、
彼
よ
り
は
大
き
い
」
と
言
わ
れ
た(

ル 

カ
七
ノ
二
八)

。 

預
言
者
ヨ
ハ
ネ
は
、
二
つ
の
時
代
を
つ
な
ぐ
環(

わ)

で
あ
っ
た
。
神
の
代
表
者
と
し
て
、
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
時
代
に
対
す
る
律 

法
と
預
言
者
の
関
係
を
示
し
て
い
た
。
彼
は
小
さ
な
光
で
、
そ
の
あ
と
に
は
大
き
な
光
が
つ
づ
く
の
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
が
彼
の
民 

に
光
を
放
つ
よ
う
に
、
彼
の
心
は
聖
霊
に
照
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
の
教
え
と
模
範
か
ら
出
て
い
る
光
ほ
ど
堕
落
し
た
人
類 
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を
明
る
く
照
す
光
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
か
に
な
か
っ
た
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
な
い
。
影
と
し
て
の
犠
牲
制
度
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
キ 

リ
ス
ト
と
そ
の
使
命
は
、
か
す
か
に
し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
で
さ
え
、
救
い
主
を
通
し
て
与
え
ら
れ
る
未
来
の
永 

遠
の
い
の
ち
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。 

ヨ
ハ
ネ
が
自
分
の
使
命
に
感
じ
て
い
た
よ
ろ
こ
び
は
別
と
し
て
、
彼
の
一
生
は
悲
し
み
の
一
生
で
あ
っ
た
。
彼
の
声
は
荒
野
よ
り 

ほ
か
の
と
こ
ろ
で
は
め
っ
た
に
き
か
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
孤
独
な
身
分
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
自
身
の
働
き
の
結
果
を
見
る
こ
と
を 

ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
と
い
っ
し
ょ
に
い
て
、
大
き
な
光
に
伴
う
神
の
力
の
あ
ら
わ
れ
を
見
る
特
権
は
彼
に
な
か
っ
た
。 

盲
人
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
病
人
が
い
や
さ
れ
、
死
人
が
よ
み
が
え
ら
せ
ら
れ
る
の
を
、
彼
は
見
な
か
っ
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト 

の
す
べ
て
の
こ
と
ば
を
通
し
て
光
が
輝
き
、
預
言
の
約
束
が
栄
光
に
照
さ
れ
る
の
を
目
に
見
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
大
い
な
る
み 

わ
ざ
を
目
に
見
、
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
を
耳
に
聞
い
た
最
も
小
さ
い
弟
子
で
さ
え
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ 

ネ
よ
り
も
大
き
な
特
権
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ヨ
ハ
ネ
よ
り
も
大
き
い
者
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ヨ
ハ
ネ
の
説
教
を
聞
い
た
多
く
の
群
衆
に
よ
っ
て
、
彼
の
評
判
は
国
じ
ゅ
う
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
彼
の
投
獄
の
結
果
に
つ
い
て 

深
い
関
心
が
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
非
難
す
べ
き
点
の
な
い
彼
の
生
活
と
、
彼
に
味
方
す
る
民
衆
の
強
い
感
情
か
ら
考
え
て
、 

暴
力
手
段
は
と
ら
れ
な
い
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。 

ヘ
ロ
デ
は
、
ヨ
ハ
ネ
を
神
の
預
言
者
と
信
じ
て
い
た
の
で
、
彼
を
自
由
の
身
に
す
る
意
志
が
十
分
あ
っ
た
。
だ
が
彼
は
、
ヘ
ロ
デ 

ヤ
を
恐
れ
て
、
そ
の
意
図
を
果
す
こ
と
を
遅
ら
せ
た
。 

ヘ
ロ
デ
ヤ
は
、
公
然
た
る
手
段
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
を
殺
す
こ
と
に
ヘ
ロ
デ
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た 
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の
で
、
策
略
を
用
い
て
そ
の
目
的
を
果
そ
う
と
決
心
し
た
。
王
の
誕
生
日
に
、
国
の
役
人
た
ち
と
宮
廷
の
貴
族
た
ち
の
た
め
に
宴
会 

が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ご
ち
そ
う
を
食
べ
、
酒
を
飲
む
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ロ
デ
は
、
こ
う
し
て
油
断
し
、
彼
女
の
意
の 

ま
ま
に
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

そ
の
祝
い
の
日
に
な
っ
て
、
王
が
貴
族
た
ち
と
飲
み
食
い
し
て
い
る
と
、
ヘ
ロ
デ
ヤ
は
客
へ
の
余
興
と
し
て
踊
り
を
お
ど
ら
せ
る 

た
め
に
娘
を
宴
会
場
に
や
っ
た
。
サ
ロ
メ
は
青
春
の
盛
り
で
、
そ
の
肉
感
的
な
美
し
さ
は
酒
に
酔
っ
た
貴
族
た
ち
の
官
能
を
と
り
こ 

に
し
た
。
こ
う
し
た
宴
会
の
席
に
宮
廷
の
婦
人
た
ち
が
現
わ
れ
る
の
は
習
慣
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
祭
司
た
ち
と 

君
た
ち
の
娘
が
、
客
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
踊
っ
た
と
き
、
へ
つ
ら
い
の
お
世
辞
が
ヘ
ロ
デ
に
よ
せ
ら
れ
た
。 

王
は
酒
の
た
め
に
も
う
ろ
う
と
な
っ
て
い
た
。
情
欲
が
支
配
し
、
理
性
が
失
わ
れ
て
い
た
。
彼
の
目
に
は
浮
か
れ
て
い
る
客
と
、
ご 

ち
そ
う
の
テ
ー
ブ
ル
と
、
き
ら
め
く
酒
と
、
輝
い
て
い
る
あ
か
り
と
、
目
の
前
で
踊
っ
て
い
る
若
い
娘
の
い
る
享
楽
の
広
間
し
か
見 

え
な
か
っ
た
。
一
瞬
間
向
こ
う
見
ず
な
気
持
に
な
っ
た
王
は
、
自
分
の
領
地
の
高
官
た
ち
の
前
で
い
ば
れ
る
よ
う
な
見
せ
び
ら
か
し 

を
何
か
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
彼
は
、
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
娘
に
向
か
っ
て
、
願
う
も
の
は
ど
ん
な
も
の
で
も
、
た
と
え
国
の
半
分
で 

も
や
ろ
う
と
、
誓
い
を
も
っ
て
約
束
し
た
。 

サ
ロ
メ
は
何
を
願
っ
た
ら
よ
い
か
を
き
く
た
め
に
、
母
親
の
と
こ
ろ
へ
急
い
で
行
っ
た
。
返
事
は
用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
バ 

プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
首
で
あ
っ
た
。
サ
ロ
メ
は
母
親
の
心
が
復
讐(

ふ
く
し
ゅ
う)

に
飢
え
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ 

の
願
い
を
も
ち
出
す
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
。
だ
が
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
決
心
が
勝
っ
た
。
若
い
娘
は
ひ
き
返
し
て
、
「
今
す
ぐ
に
、
バ
プ
テ 

ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
盆
に
の
せ
て
、
そ
れ
を
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
恐
ろ
し
い
願
い
を
だ
し
た(

マ
ル
コ
六
ノ
二 
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五)
。 ヘ

ロ
デ
は
び
っ
く
り
し
、
ろ
う
ば
い
し
た
。
飲
め
や
歌
え
の
騒
ぎ
は
や
み
、
歓
楽
の
場
は
不
吉
な
沈
黙
に
支
配
さ
れ
た
。
王
は
、 

ヨ
ハ
ネ
の
生
命
を
と
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
恐
怖
に
う
た
れ
た
。
し
か
し
誓
い
の
こ
と
ば
を
出
し
た
以
上
、
気
ま
ぐ
れ
や
軽
率
に
思 

わ
れ
た
く
な
か
っ
た
。
誓
い
は
客
の
た
め
に
な
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
も
し
客
の
一
人
が
約
束
を
果
す
必
要
は
な
い
と
言
っ
た
ら
、
彼 

は
、
よ
ろ
こ
ん
で
預
言
者
の
い
の
ち
を
助
け
た
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ロ
デ
は
、
客
た
ち
が
囚
人
の
た
め
に
口
を
き
く
機
会
を
与
え
た
。
彼 

ら
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
説
教
を
聞
く
た
め
に
遠
い
道
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
ヨ
ハ
ネ
が
犯
罪
の
な
い
人
間
で
あ
り
、
神
の
し 

も
べ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
少
女
の
要
求
に
肝
を
つ
ぶ
し
た
が
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
の
で
、
抗
議
を
さ
し
は
さ 

む
者
も
な
か
っ
た
。
天
の
使
者
の
生
命
を
助
け
る
た
め
に
声
を
あ
げ
た
者
は
な
か
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
は
国
家
の
高
い
信
任
の
地
位 

を
占
め
、
重
大
な
責
任
を
負
っ
て
い
た
が
、
ご
ち
そ
う
と
酒
に
お
ぼ
れ
て
、
つ
い
に
は
感
覚
が
麻
痺
し
て
い
た
。
彼
ら
は
音
楽
と
ダ 

ン
ス
の
目
の
く
ら
む
よ
う
な
光
景
に
頭
が
お
か
し
く
な
り
、
良
心
は
眠
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
預
言 

者
に
死
の
宣
告
を
く
だ
し
、
ひ
と
り
の
恥
知
ら
ず
な
女
の
復
讐
心
を
満
足
さ
せ
た
。 

ヘ
ロ
デ
は
、
自
分
の
誓
い
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
を
待
っ
た
が
む
だ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
し
ぶ
し
ぶ
預
言
者
の
処
刑
を
命
じ
た
。 

す
ぐ
に
ヨ
ハ
ネ
の
首
が
、
王
と
客
の
前
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
。
ヘ
ロ
デ
に
罪
の
生
活
を
離
れ
る
よ
う
に
忠
実
に
警
告
し
た
唇
は
永
遠 

に
と
じ
ら
れ
た
。
人
々
に
悔
い
改
め
を
呼
び
か
け
る
そ
の
声
は
二
度
と
き
か
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
一
夜
の
歓
楽
は
、
最
も
偉
大
な 

預
言
者
の
一
人
の
生
命
を
代
価
と
し
た
。 

あ
あ
、
正
義
の
守
護
者
で
あ
る
べ
き
人
々
の
飲
酒
に
よ
っ
て
、
何
の
罪
も
な
い
人
間
の
生
命
が
ど
ん
な
に
し
ば
し
ば
犠
牲
に
さ
れ 
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た
こ
と
だ
ろ
う
。
酔
わ
せ
る
さ
か
ず
き
を
唇
に
あ
て
る
者
は
、
正
気
を
失
わ
せ
る
酒
の
力
に
よ
っ
て
犯
す
か
も
知
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る 

不
正
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
。
感
覚
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
も
、
善
悪
の
は
っ
き
り
し
た
識 

別
力
も
持
つ
こ
と
も
で
き
な
い
。
彼
は
、
サ
タ
ン
が
彼
を
通
し
て
罪
の
な
い
者
を
し
い
た
げ
、
滅
ぼ
す
た
め
に
働
く
道
を
開
く
の
で
あ 

る
。
「
酒
は
人
を
あ
ざ
け
る
者
と
し
、
濃
い
酒
は
人
を
あ
ば
れ
者
と
す
る
、
こ
れ
に
迷
わ
さ
れ
る
者
は
無
知
で
あ
る
」(

箴
言
二
〇 

ノ
一)

。
こ
う
し
て
「
公
平
は
う
し
ろ
に
退
け
ら
れ
、･･････

悪
を
離
れ
る
者
は
か
す
め
奪
わ
れ
る
」(

イ
ザ
ヤ
書
五
九
ノ
一
四
、
一
五)

。 

同
胞
の
生
命
の
支
配
権
を
持
っ
て
い
る
人
々
は
、
飲
酒
に
身
を
ま
か
せ
る
と
き
に
罪
に
問
わ
れ
る
。
法
律
を
執
行
す
る
者
は
み
な
法 

律
を
守
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
自
制
の
で
き
る
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
活
発
な
知
力
と
高
い
正
義
感 

と
を
持
つ
た
め
に
、
知
的
霊
的
肉
体
的
な
能
力
を
完
全
に
統
御
す
る
必
要
が
あ
る
。 

バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
首
が
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
こ
ら
れ
る
と
、
彼
女
は
悪
魔
的
な
満
足
を
も
っ
て
そ
れ
を
受
け
取 

っ
た
。
彼
女
は
こ
の
復
讐
を
喜
び
、
こ
れ
で
ヘ
ロ
デ
の
良
心
は
も
う
苦
し
め
ら
れ
な
い
と
う
ぬ
ぼ
れ
た
。
だ
が
彼
女
の
罪
か
ら
は
何 

の
幸
福
も
生
じ
な
か
っ
た
。
彼
女
の
悪
名
は
高
く
な
っ
て
い
み
き
ら
わ
れ
、
一
方
ヘ
ロ
デ
は
、
預
言
者
の
警
告
に
悩
ま
さ
れ
た
と
き 

よ
り
も
も
っ
と
ひ
ど
い
後
悔
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
教
え
の
影
響
は
沈
黙
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
世
の
終
り
に
い
た 

る
ま
で
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
ひ
ろ
が
る
の
で
あ
っ
た
。 

ヘ
ロ
デ
の
罪
は
、
い
つ
も
彼
に
つ
き
ま
と
っ
た
。
彼
は
罪
を
犯
し
た
良
心
の
責
め
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
た
え
ず
努
力
し
て
い
た
。 

ヨ
ハ
ネ
に
つ
い
て
の
彼
の
確
信
は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
自
己
犠
牲
的
な
生
活
と
、
そ
の
厳
粛
で
熱
心
な
訴
え
と
、
健
全
な 

判
断
に
も
と
づ
く
勧
告
と
を
思
い
浮
べ
、
そ
し
て
彼
の
死
の
い
き
さ
つ
を
思
い
出
す
と
、
ヘ
ロ
デ
は
心
が
安
ま
ら
な
か
っ
た
。
国
務 
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に
従
事
し
、
人
々
か
ら
尊
敬
を
受
け
る
と
き
に
、
彼
は
笑
顔
と
威
厳
の
あ
る
態
度
と
を
保
っ
て
い
た
が
、
一
方
に
は
、
わ
ざ
わ
い
が 

自
分
の
上
に
の
ぞ
ん
で
い
る
と
い
う
心
配
で
、
い
つ
も
重
い
不
安
な
心
が
か
く
さ
れ
て
い
た
。 

ヘ
ロ
デ
は
、
神
に
は
何
一
つ
か
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
神
が
ど
こ
に
で 

も
臨
在
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
宴
会
場
の
浮
れ
騒
ぎ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
こ
と
、
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
切
る
よ
う
に
と
の
命
令
を
聞
か
れ 

た
こ
と
、
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
狂
喜
と
彼
女
を
譴
責
し
た
者
の
切
ら
れ
た
首
に
彼
女
が
あ
び
せ
た
侮
辱
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
、 

ヘ
ロ
デ
は
さ
と
っ
た
。
ヘ
ロ
デ
が
預
言
者
ヨ
ハ
ネ
の
口
か
ら
き
い
て
い
た
多
く
の
こ
と
が
、
い
ま
荒
野
の
説
教
の
と
き
よ
り
も
っ
と 

は
っ
き
り
彼
の
良
心
に
語
り
か
け
た
。 

ヘ
ロ
デ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
み
わ
ざ
に
つ
い
て
聞
い
た
と
き
、
非
常
に
心
配
し
た
。
彼
は
、
神
が
ヨ
ハ
ネ
を
死
人
の
中
か
ら
よ
み
が 

え
ら
せ
、
罪
を
責
め
る
た
め
に
、
も
っ
と
大
き
な
力
を
も
っ
て
つ
か
わ
さ
れ
た
の
だ
と
思
っ
た
。
彼
は
、
ヨ
ハ
ネ
が
自
分
と
自
分
の 

家
に
罪
の
宣
告
を
く
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
死
刑
に
復
讐
す
る
の
で
は
な
い
か
と
た
え
ず
心
配
し
て
い
た
。
ヘ
ロ
デ
は
、
神
が 

罪
の
行
為
の
結
果
と
し
て
宣
言
し
て
お
ら
れ
る
通
り
の
も
の
を
自
ら
刈
り
と
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
そ
の
国
々
の
民
の
う
ち
で
あ 

な
た
は
安
き
を
得
ず
、
ま
た
足
の
裏
を
休
め
る
所
も
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
主
は
そ
の
所
で
、
あ
な
た
の
心
を
お
の
の
か
せ
、
目 

を
衰
え
さ
せ
、
精
神
を
打
ち
し
お
れ
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
の
命
は
細
い
糸
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
な
り
、
夜
昼
恐
れ 

お
の
の
い
て
、
そ
の
命
も
お
ぼ
つ
か
な
く
思
う
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
心
に
い
だ
く
恐
れ
と
、
目
に
見
る
も
の
に
よ
っ
て
、
朝
に
は 

『
あ
あ
夕
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に
』
と
言
い
、
夕
に
は
『
あ
あ
朝
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に
』
と
言
う
で
あ
ろ
う
」
と
宣
告
さ
れ
て
い
る(

申 

命
記
二
八
ノ
六
五
―
六
七)

。
罪
人
自
身
の
思
い
が
彼
の
告
発
者
で
あ
っ
て
、
や
ま
し
い
良
心
の
と
が
め
と
い
う
針
ほ
ど
鋭
い
痛
み
は 
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な
い
。
そ
れ
は
彼
に
夜
も
昼
も
休
み
を
与
え
な
い
の
で
あ
る
。 

多
く
の
人
々
の
心
に
と
っ
て
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
運
命
は
、
深
い
神
秘
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
ヨ
ハ
ネ
は
牢
獄
の
中 

で
衰
弱
し
、
死
ぬ
が
ま
ま
に
放
っ
て
お
か
れ
た
の
か
と
彼
ら
は
質
問
す
る
。
わ
れ
わ
れ
人
間
の
目
で
は
、
こ
の
暗
い
摂
理
の
神
秘
を 

見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
は
キ
リ
ス
ト
と
苦
難
を
共
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
と 

き
、
神
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
信
頼
は
決
し
て
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
は
み
な
犠
牲
の
冠
を
か
ぶ
る 

の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
か
な
ら
ず
利
己
的
な
人
々
か
ら
誤
解
さ
れ
、
サ
タ
ン
の
激
し
い
攻
撃
の
ま
と
と
な
る
。
サ
タ
ン
の
王
国
は
、 

こ
の
自
己
犠
牲
の
原
則
を
滅
ぼ
す
た
め
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
ど
こ
で
も
こ
の
原
則
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
戦
う
の 

で
あ
る
。 

ヨ
ハ
ネ
の
子
供
時
代
に
も
、
青
年
時
代
に
も
、
お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
も
、
堅
固
な
志
操
と
道
徳
的
な
力
と
が
特
に
目
立
っ
て
い 

た
。
「
主
の
道
を
備
え
よ
。
そ
の
道
筋
を
ま
っ
す
ぐ
に
せ
よ
」
と
叫
ぶ
ヨ
ハ
ネ
の
声
が
荒
野
に
聞
こ
え
た
と
き
、
サ
タ
ン
は
自
分
の 

王
国
の
安
全
を
心
配
し
た(

マ
タ
イ
三
ノ
三)
。
罪
の
深
さ
が
、
人
々
が
ふ
る
え
あ
が
る
よ
う
な
調
子
で
ば
く
ろ
さ
れ
た
。
サ
タ
ン
の 

支
配
下
に
あ
っ
た
多
く
の
人
々
に
対
す
る
彼
の
権
力
は
う
ち
破
ら
れ
た
。
サ
タ
ン
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
を
、
神
に
対
す
る
完 

全
な
献
身
の
生
活
か
ら
ひ
き
離
そ
う
と
根
気
よ
く
努
力
し
た
が
、
失
敗
だ
っ
た
。
サ
タ
ン
は
ま
た
イ
エ
ス
に
う
ち
勝
つ
こ
と
に
も
失 

敗
し
た
。
荒
野
の
試
み
で
、
サ
タ
ン
は
敗
北
し
た
の
で
、
そ
の
怒
り
は
大
き
か
っ
た
。
い
ま
彼
は
、
ヨ
ハ
ネ
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て 

キ
リ
ス
ト
に
悲
し
み
を
与
え
よ
う
と
決
心
し
た
。
彼
は
、
自
分
が
罪
に
ひ
き
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
お
か
た
を
苦
し
め
よ
う 

と
思
っ
た
の
で
あ
る
。 
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イ
エ
ス
は
ご
自
分
の
し
も
べ
を
救
い
出
す
た
め
に
手
を
お
出
し
に
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
ヨ
ハ
ネ
が
試
練
に
耐
え
る
こ
と
を 

ご
存
じ
だ
っ
た
。
救
い
主
は
、
よ
ろ
こ
ん
で
ヨ
ハ
ネ
の
も
と
に
行
き
、
ご
自
分
が
そ
こ
に
お
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
暗
い
牢
獄
を
明 

る
く
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
を
敵
の
手
に
渡
し
て
、
そ
の
使
命
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ 

と
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
よ
ろ
こ
ん
で
ご
自
分
の
忠
実
な
し
も
べ
を
お
救
い
に
な
り
た
か
っ
た
。
だ
が
後
年
牢
獄
か
ら
死 

へ
移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
幾
千
の
人
々
の
た
め
に
、
ヨ
ハ
ネ
は
、
殉
教
の
さ
か
ず
き
を
飲
む
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
に
従
う
者
た
ち
が
、 

神
と
人
と
に
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
な
が
ら
ひ
と
り
さ
び
し
く
獄
舎
の
中
で
弱
り
は
て
た
り
、
剣
や
ご
う
も
ん
や
火
あ
ぶ
り
の
刑 

で
殺
さ
れ
た
り
す
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
そ
の
忠
実
さ
に
つ
い
て
あ
か
し
さ
れ
た
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
が
同
じ
経
験
を
味 

わ
っ
た
こ
と
を
思
っ
て
、
彼
ら
の
心
は
、
ど
ん
な
に
か
さ
さ
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

サ
タ
ン
は
、
神
の
使
者
の
地
上
生
活
を
中
断
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
。
だ
が
こ
の
滅
ぼ
す
者
も
、
「
キ
リ
ス
ト
と
共
に
神
の
う 

ち
に
隠
さ
れ
て
い
る
」
生
命
に
は
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た(

コ
ロ
サ
イ
三
ノ
三)

。
サ
タ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
に
悲
し
み
を 

与
え
た
こ
と
に
狂
喜
し
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
を
征
服
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。
死
そ
の
も
の
は
ヨ
ハ
ネ
を
永
遠
に
誘
惑
の
力
の
と
ど
か
な 

い
と
こ
ろ
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
戦
い
で
、
サ
タ
ン
は
自
分
自
身
の
性
格
を
ば
く
ろ
し
て
い
た
。
宇
宙
の
目 

の
前
で
、
彼
は
神
と
人
と
に
対
す
る
敵
意
を
は
っ
き
り
あ
ら
わ
し
た
。 

ヨ
ハ
ネ
に
奇
跡
的
な
救
助
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
は
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
い
つ
も
天
か
ら
の
天
使
た
ち
を
友
と 

し
、
天
使
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
預
言
と
聖
書
の
と
う
と
い
約
束
を
彼
の
目
の
前
に
開
い
た
。
そ
れ
が
彼
の
心
の
さ
さ
え
と 

な
り
、
そ
れ
は
ま
た
そ
の
後
の
時
代
の
神
の
民
の
心
の
さ
さ
え
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
に
、
そ
の
後
に
つ
づ 
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く
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
「
見
よ
、
わ
た
し
は
世
の
終
り
ま
で
、
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
の
で
あ
る
」
と
の
保
証
が
与 

え
ら
れ
た(

マ
タ
イ
二
八
ノ
二
〇)

。 
も
し
神
の
子
ら
が
始
め
か
ら
終
り
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
、
神
の
共
労
者
と
し
て
自
分
の
果
し
て
い
る
栄
光
あ
る
目
的
を
み
と
め 

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
彼
ら
は
、
神
が
み
ち
び
か
れ
る
以
外
の
道
を
決
し
て
選
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
天
に
移
さ
れ
た
エ
ノ
ク
も
、
火 

の
車
で
天
へ
の
ぼ
っ
た
エ
リ
ヤ
も
、
た
だ
ひ
と
り
牢
獄
の
中
で
殺
さ
れ
た
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
よ
り
偉
大
で
あ
っ
た
の
で
も
な
け 

れ
ば
、
彼
よ
り
と
う
と
ば
れ
た
の
で
も
な
い
。「
あ
な
た
が
た
は
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
、
た
だ
彼
を
信
じ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
彼 

の
た
め
に
苦
し
む
こ
と
を
も
賜
わ
っ
て
い
る
」(

ピ
リ
ピ
一
ノ
二
九)

。
天
が
人
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
す
べ
て
の
賜
物
の
中
で
、 

キ
リ
ス
ト
と
共
に
そ
の
苦
難
に
あ
ず
か
る
こ
と
は
、
最
も
重
い
信
任
で
あ
り
、
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
。 
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第 23 章 
「
神
の
国
は
近
づ
い
た
」    

   

「
イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
に
行
き
、
神
の
福
音
を
宣
べ
伝
え
て
言
わ
れ
た
、
『
時
は
満
ち
た
、
神
の
国
は
近
づ
い
た
。
悔
い
改
め
て 

福
音
を
信
ぜ
よ
』
」(

マ
ル
コ
一
ノ
一
四
、
一
五)

。 

メ
シ
ヤ
の
来
臨
は
最
初
に
ユ
ダ
ヤ
で
発
表
さ
れ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
宮
で
、
先
駆
者
の
誕
生
が
、
祭
壇
の
前
で
奉
仕
し
て
い
た
ザ 

カ
リ
ヤ
に
予
告
さ
れ
た
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
丘
の
上
で
、
天
使
た
ち
が
イ
エ
ス
の
誕
生
を
ふ
れ
知
ら
せ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
は
博
士
た 

ち
が
メ
シ
ヤ
を
さ
が
し
に
き
た
。
宮
の
中
で
、
シ
メ
オ
ン
と
ア
ン
ナ
が
、
イ
エ
ス
が
神
の
み
子
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
し
し
た
。
「
エ 

ル
サ
レ
ム
と
ユ
ダ
ヤ
全
国
」
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
説
教
を
聞
い
た
。
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
の
代
表
者
た
ち
は
、
群
衆
と
い
っ
し 

ょ
に
、
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
ヨ
ハ
ネ
の
あ
か
し
を
聞
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
で
、
キ
リ
ス
ト
は
、
最
初
の
弟
子
た
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
。 

イ
エ
ス
の
公
生
涯
の
初
め
の
大
部
分
は
、
こ
こ
で
送
ら
れ
た
。
宮
の
き
よ
め
に
あ
ら
わ
れ
た
神
性
の
ひ
ら
め
き
、
い
や
し
の
奇
跡
、 

そ
の
口
か
ら
出
た
天
来
の
真
理
の
教
え
、
そ
う
し
た
こ
と
の
す
べ
て
は
、
ベ
テ
ス
ダ
で
の
い
や
し
の
の
ち
に
、
イ
エ
ス
が
サ
ン
ヒ
ド 

リ
ン
の
前
で
宣
言
さ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
が
永
遠
の
神
の
み
子
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た
。 
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イ

エ
ス

は
み

国
に

つ
い

て
、

群
衆

に
は

の
み

こ
め

な
い

よ
う

な
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
弟

 
子

た
ち

に
語

ら
れ

た
。

救
い

主
は

、
教

え
た

り
い

や
し

た
り

し
な

が
ら

、
ガ

リ
ラ

ヤ
を

旅
 

行
さ

れ
た

が
、

う
え

か
わ

い
て

い
る

人
々

は
い

の
ち

の
こ

と
ば

を
食

べ
た

。
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も
し
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
て
い
た
ら
、
イ
エ
ス
は
、
世
に
福
音
を
伝
え
る
使
者
と
な
る
栄
誉 

を
彼
ら
に
お
与
え
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
神
の
国
と
恩
恵
と
を
告
げ
知
ら
せ
る
者
と
な
る
機
会
は
、
最
初
に
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
。 

し
か
し
イ
ス
ラ
エ
ル
は
お
と
ず
れ
の
時
を
知
ら
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
の
ね
た
み
と
不
信
は
、
公
然
た
る
憎
悪
心
へ 

発
展
し
、
民
の
心
は
イ
エ
ス
か
ら
離
れ
た
。 

サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
の
使
命
を
拒
否
し
、
イ
エ
ス
の
死
刑
を
決
心
し
て
い
た
。
そ
こ
で
イ
エ
ス
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
、 

祭
司
た
ち
か
ら
、
宮
か
ら
、
宗
教
界
の
指
導
者
た
ち
か
ら
、
ま
た
律
法
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
民
か
ら
離
れ
て
、
使
命
を
宣
伝
す
る 

た
め
と
、
万
国
の
民
に
福
音
を
伝
え
る
者
た
ち
を
集
め
る
た
め
に
、
ほ
か
の
階
級
に
向
か
わ
れ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
人
類
の
光
と
生
命
が
、
教
会
当
局
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
つ
づ
く
各
時
代
に
お
い
て
も
拒 

否
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
ユ
ダ
ヤ
か
ら
し
り
ぞ
か
れ
た
歴
史
は
、
幾
度
も
く
り
か
え
さ
れ
た
。
宗
教
改
革
者
た
ち
が
神
の
み
こ
と
ば 

を
説
い
た
と
き
、
彼
ら
は
、
国
教
会
か
ら
分
離
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
宗
教
界
の
指
導
者
た
ち
が
、
光
に
対
し
て
寛
容
な 

態
度
を
示
そ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
光
を
持
っ
た
人
た
ち
は
、
真
理
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
他
の
階
級
の
人
た
ち
を
さ
が
さ
ね
ば
な 

ら
な
か
っ
た
。
今
日
宗
教
改
革
者
た
ち
に
従
う
者
で
あ
る
こ
と
を
自
称
し
て
い
る
人
々
の
中
に
は
、
彼
ら
の
精
神
に
生
き
て
い
る
者 

が
少
な
い
。
神
の
み
声
を
も
と
め
て
耳
を
か
た
む
け
、
真
理
が
ど
ん
な
形
で
示
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
用
意
の
で
き
て 

い
る
人
は
少
な
い
。
宗
教
改
革
者
た
ち
の
足
跡
に
従
う
者
た
ち
は
、
神
の
み
こ
と
ば
の
は
っ
き
り
し
た
教
え
を
宣
言
す
る
た
め
に
、 

愛
す
る
教
会
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
た
び
た
び
あ
る
。
ま
た
光
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
は
、
神
に
服
従
す
る
た
め
に
、 

こ
の
同
じ
教
え
に
よ
っ
て
や
む
な
く
父
祖
た
ち
の
教
会
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
幾
度
も
あ
る
。 
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ガ
リ
ラ
ヤ
の
人
た
ち
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
ラ
ビ
た
ち
か
ら
、
無
作
法
で
、
無
教
育
だ
と
い
っ
て
軽
蔑
さ
れ
た
が
、
救
い
主
に
と
っ 

て
は
、
は
る
か
に
有
望
な
働
き
場
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
ラ
ビ
た
ち
よ
り
も
熱
心
で
、
誠
実
で
、
頑
迷
さ
に
支
配
さ
れ
て
い
な
か
っ 

た
。
彼
ら
の
心
は
、
真
理
を
受
け
入
れ
る
の
に
も
っ
と
広
く
開
か
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
ガ
リ
ラ
ヤ
に
行
か
れ
た
の
は
、
世
間
か
ら 

離
れ
た
り
、
ひ
と
り
で
い
た
り
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
こ
の
地
方
は
、
人
口
の
多
い
土
地
で
、
ユ
ダ
ヤ
よ
り
も
ず
っ
と
多 

く
の
他
国
人
が
ま
ざ
っ
て
い
た
。 

イ
エ
ス
が
教
え
た
り
病
人
を
い
や
し
た
り
し
な
が
ら
ガ
リ
ラ
ヤ
を
旅
行
さ
れ
る
と
、
町
や
村
か
ら
、
群
衆
が
み
も
と
に
集
ま
っ
て 

き
た
。
ユ
ダ
ヤ
や
隣
接
の
地
方
か
ら
さ
え
多
く
の
人
々
が
や
っ
て
き
た
。
た
び
た
び
イ
エ
ス
は
、
人
々
か
ら
身
を
か
く
さ
れ
ね
ば
な 

ら
な
か
っ
た
。
民
の
熱
心
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
、
ロ
ー
マ
当
局
に
反
乱
の
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
用
心
す
る
必
要
が
あ
っ 

た
。
こ
の
世
界
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
は
こ
れ
ま
で
か
つ
て
な
か
っ
た
。
天
の
神
が
、
人
々
の
も
と
に
く
だ
ら
れ
た
の
で
あ 

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
い
を
長
い
間
待
っ
て
、
飢
え
か
わ
い
て
い
た
魂
は
、
い
ま
恵
み
深
い
救
い
主
の
恩
恵
の
ふ
る
ま
い
に
あ
ず
か 

っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
説
教
の
主
旨
は
、
「
時
は
満
ち
た
、
神
の
国
は
近
づ
い
た
。
悔
い
改
め
て
福
音
を
信
ぜ
よ
」
で
あ
っ
た(

マ
ル
コ
一 

ノ
一
五)

。
こ
の
よ
う
に
、
救
い
主
ご
自
身
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
福
音
の
使
命
は
、
預
言
に
基
づ
い
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
「
時
は
満 

ち
た
」
と
宣
言
さ
れ
た
そ
の
「
時
」
は
、
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
よ
っ
て
ダ
ニ
エ
ル
に
知
ら
さ
れ
た
期
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
あ
な 

た
の
民
と
、
あ
な
た
の
聖
な
る
町
に
つ
い
て
は
、
七
十
週
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
が
を
終
ら
せ
、
罪
に
終
り
を
告
げ
、 

不
義
を
あ
が
な
い
、
永
遠
の
義
を
も
た
ら
し
、
幻
と
預
言
者
を
封
じ
、
い
と
聖
な
る
者
に
油
を
注
ぐ
た
め
で
す
」
と
天
使
は
言
っ
た 
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(
ダ
ニ
エ
ル
書
九
ノ
二
四)

。
預
言
の
一
日
は
一
年
を
表
わ
し
て
い
る(

民
数
記
一
四
ノ
三
四
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
四
ノ
六
参
照)

。
七
十 

週
す
な
わ
ち
四
百
九
十
日
は
、
四
百
九
十
年
を
表
わ
す
。
こ
の
期
間
の
起
算
点
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
「
エ
ル
サ
レ
ム
を
建
て
直
せ 

と
い
う
命
令
が
出
て
か
ら
、
メ
シ
ヤ
な
る
ひ
と
り
の
君
が
来
る
ま
で
、
七
週
と
六
十
二
週
あ
る
こ
と
を
知
り
、
か
つ
悟
り
な
さ
い
」 

つ
ま
り
六
十
九
週
、
す
な
わ
ち
四
百
八
十
三
年
で
あ
る(

ダ
ニ
エ
ル
書
九
ノ
二
五)

。
エ
ル
サ
レ
ム
再
建
の
命
令
は
、
ア
ル
タ
シ
ャ
ス 

タ
・
ロ
ン
ギ
マ
ナ
ス
の
布
告
に
よ
っ
て
完
結
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
紀
元
前
四
五
七
年
の
秋
に
発
効
し
た(

エ
ズ
ラ
記
六
ノ
一
四
、
七 

ノ
一
英
訳
聖
書
注
、
九
参
照)
。
こ
の
時
か
ら
か
ぞ
え
て
、
四
百
八
十
三
年
は
、
紀
元
二
七
年
に
当
る
。
預
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
期
間 

は
、
あ
ぶ
ら
そ
そ
が
れ
た
お
か
た
メ
シ
ヤ
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
紀
元
二
七
年
に
、
イ
エ
ス
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
時
、
聖
霊 

の
あ
ぶ
ら
を
受
け
、
そ
の
後
す
ぐ
に
公
生
涯
に
お
は
い
り
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
「
時
は
満
ち
た
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
宣
伝
さ 

れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
天
使
は
、
「
彼
は
一
週
の
間(

七
年
間)
多
く
の
者
と
、
堅
く
契
約
を
結
ぶ
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た(

ダ
ニ
エ
ル
書
九
ノ 

二
七)

。
救
い
主
が
公
生
涯
に
お
は
い
り
に
な
っ
て
か
ら
七
年
の
間
、
福
音
は
、
特
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な 

わ
ち
三
年
半
は
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
は
使
徒
た
ち
に
よ
っ
て
、
福
音
が
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
「
彼
は
そ
の 

週
の
半
ば
に
、
犠
牲
と
供
え
物
と
を
廃
す
る
で
し
ょ
う
」(

ダ
ニ
エ
ル
書
九
ノ
二
七)

。
紀
元
三
一
年
の
春
、
ま
こ
と
の
い
け
に
え
で 

あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
、
カ
ル
バ
リ
ー
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
時
神
殿
の
幕
が
ま
っ
二
つ
に
裂
け
て
、
犠
牲
制
度
の
神
聖
さ
と
意 

義
と
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
地
上
の
い
け
に
え
と
供
え
物
と
が
廃
さ
れ
る
時
が
き
た
の
で
あ
っ
た
。 

一
週
―
七
年
―
は
紀
元
三
四
年
に
終
っ
た
。
そ
の
時
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ス
テ
パ
ノ
を
石
で
打
ち
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
福
音
の
拒 
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否
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
迫
害
さ
れ
た
た
め
に
国
外
に
離
散
し
た
弟
子
た
ち
は
、
「
御
言
を
宣
べ
伝
え
な
が
ら
、
め
ぐ
り
歩
い 

た
」(

使
徒
行
伝
八
ノ
四)

。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
迫
害
者
サ
ウ
ロ
が
改
心
し
て
、
異
邦
人
へ
の
使
徒
パ
ウ
ロ
と
な
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
来
臨
、
キ
リ
ス
ト
が
聖
霊
に
よ
っ
て
あ
ぶ
ら
を
そ
そ
が
れ
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
の
死
、
異
邦
人
に
福
音
が
伝
え
ら
れ 

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
預
言
を
さ
と
り
、
そ
れ
が
イ
エ
ス
の
使
命
の
中
に
成 

就
さ
れ
て
い
る
の
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
特
権
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
弟
子
た
ち
に
、
預
言
の
研
究
が
重
要
で
あ 

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
の
時
代
に
つ
い
て
ダ
ニ
エ
ル
に
与
え
ら
れ
た
預
言
に
ふ
れ
、
「
読
者
よ
、
悟
れ
」
と
言 

わ
れ
た(

マ
タ
イ
二
四
ノ
一
五)
。
復
活
後
キ
リ
ス
ト
は
、
「
聖
書
全
体
に
わ
た
り
、
ご
自
身
に
つ
い
て
し
る
し
て
あ
る
事
ど
も
を
」 

弟
子
た
ち
に
説
明
さ
れ
た(

ル
カ
二
四
ノ
二
七)

。
救
い
主
は
、
す
べ
て
の
預
言
者
た
ち
を
通
し
て
お
語
り
に
な
っ
て
い
た
。
「
彼
ら 

･･････

の
う
ち
に
い
ま
す
キ
リ
ス
ト
の
霊
が
、
キ
リ
ス
ト
の
苦
難
と
そ
れ
に
続
く
栄
光
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
あ
か
し
し
た
」
の
で
あ
っ 

た(

ペ
テ
ロ
第
一
・
一
ノ
一
一)

。 

ダ
ニ
エ
ル
の
と
こ
ろ
へ
神
か
ら
の
み
こ
と
ば
を
も
っ
て
き
た
の
は
、
神
の
み
子
に
次
ぐ
位
に
あ
る
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
で
あ
っ
た
。 

愛
す
る
ヨ
ハ
ネ
に
将
来
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
の
も
、
「
彼
の
天
使
」
ガ
ブ
リ
エ
ル
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
こ
の
預
言
の
こ
と
ば
を
朗
読
し
、
聞
き
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
守
る
者
に
、
祝
福
が
宣
告
さ
れ
て
い
る(

黙
示
録 

一
ノ
三
参
照)

。 

「
ま
こ
と
に
主
な
る
神
は
そ
の
し
も
べ
で
あ
る
預
言
者
に
そ
の
隠
れ
た
事
を
示
さ
な
い
で
は
、
何
事
を
も
な
さ
れ
な
い
」
「
隠
れ 

た
事
は
わ
れ
わ
れ
の
神
、
主
に
属
す
る
」
が
、
「
表
わ
さ
れ
た
こ
と
は
長
く
わ
れ
わ
れ
と
わ
れ
わ
れ
の
子
孫
に
属
」
す
る
の
で
あ
る 
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(
ア
モ
ス
書
三
ノ
七
、
申
命
記
二
九
ノ
二
九)

。
神
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
お
与
え
に
な
っ
て
お
り
、
神
の
祝
福
は
、
預
言 

の
書
を
祈
り
の
う
ち
に
、
敬
虔
な
思
い
で
研
究
す
る
者
に
伴
う
の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
初
臨
の
使
命
が
、
キ
リ
ス
ト
の
恩
恵
の
王
国
を
宣
言
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
再
臨
の
使
命
は
、
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
の 

王
国
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
の
使
命
は
、
第
一
の
使
命
と
同
じ
に
、
預
言
に
基
づ
い
て
い
る
。
末
の
世
に
つ
い
て
ダ
ニ
エ 

ル
に
言
わ
れ
た
天
使
の
こ
と
ば
は
、
終
り
の
時
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
な
る
と
、
「
多
く
の
者
は
、
あ
ち
こ
ち
と 

探
り
調
べ
、
そ
し
て
知
識
が
増
す
で
し
ょ
う
」
「
悪
い
者
は
悪
い
事
を
お
こ
な
い
、
ひ
と
り
も
悟
る
こ
と
は
な
い
が
、
賢
い
者
は
悟 

る
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る(
ダ
ニ
エ
ル
書
一
二
ノ
四
、
一
〇)

。
救
い
主
は
、
自
ら
来
臨
の
し
る
し
を
お
与
え
に
な
っ
て
、
こ 

う
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
「
こ
の
よ
う
に
あ
な
た
が
た
も
、
こ
れ
ら
の
事
が
起
る
の
を
見
た
な
ら
、
神
の
国
が
近
い
の
だ
と
さ
と
り
な 

さ
い
」
「
あ
な
た
が
た
が
放
縦
や
、
泥
酔
や
、
世
の
煩
い
の
た
め
に
心
が
鈍
っ
て
い
る
う
ち
に
、
思
い
が
け
な
い
と
き
、
そ
の
日
が 

わ
な
の
よ
う
に
あ
な
た
が
た
を
捕
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
よ
く
注
意
し
て
い
な
さ
い
」
「
こ
れ
ら
の
起
ろ
う
と
し
て
い
る
す
べ 

て
の
事
か
ら
の
が
れ
て
、
人
の
子
の
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
絶
え
ず
目
を
さ
ま
し
て
祈
っ
て
い
な
さ
い
」(

ル
カ
二
一 

ノ
三
一
、
三
四
、
三
六)

。 

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
聖
句
に
予
告
さ
れ
て
い
る
時
期
に
達
し
た
。
終
り
の
時
は
き
、
預
言
者
た
ち
の
ま
ぼ
ろ
し
は
解
明
さ
れ
、 

彼
ら
の
厳
粛
な
警
告
は
、
主
が
栄
光
の
う
ち
に
こ
ら
れ
る
の
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
さ
し
示
し
て
い
る
。 

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
神
の
み
こ
と
ば
の
解
釈
と
そ
の
適
用
と
を
誤
り
、
彼
ら
は
お
と
ず
れ
の
時
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
と
使 

徒
た
ち
と
に
よ
る
伝
道
の
幾
年
間
、

―
選
民
に
と
っ
て
恩
恵
の
と
う
と
い
最
後
の
幾
年
間
を

―
彼
ら
は
、
主
の
使
者
た
ち
を
殺 
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す
計
画
の
う
ち
に
す
ご
し
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
世
の
野
望
に
熱
中
し
て
い
た
の
で
、
彼
ら
に
霊
的
王
国
が
提
供
さ
れ
て
も
む
だ
だ
っ 

た
。
同
じ
よ
う
に
今
日
も
、
人
々
の
思
い
は
、
こ
の
世
の
王
国
の
こ
と
に
奪
わ
れ
、
彼
ら
は
急
速
に
成
就
し
つ
つ
あ
る
預
言
と
、
す 

み
や
か
に
や
っ
て
く
る
神
の
王
国
の
し
る
し
と
に
つ
い
て
何
の
注
意
も
払
っ
て
い
な
い
。 

「
し
か
し
兄
弟
た
ち
よ
。
あ
な
た
が
た
は
暗
や
み
の
中
に
い
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
日
が
、
盗
人
の
よ
う
に
あ
な
た
が
た
を
不
意 

に
襲
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
た
は
み
な
光
の
子
で
あ
り
、
昼
の
子
な
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
夜
の
者
で
も
や 

み
の
者
で
も
な
い
」(
テ
サ
ロ
ニ
ケ
第
一
・
五
ノ
四
、
五)

。
主
の
再
臨
の
時
日
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
日
が
近
い
こ
と 

は
わ
か
る
。
「
だ
か
ら
、
ほ
か
の
人
々
の
よ
う
に
眠
っ
て
い
な
い
で
、
目
を
さ
ま
し
て
慎
ん
で
い
よ
う
」(

テ
サ
ロ
ニ
ケ
第
一
・
五 

ノ
六)

。 
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第 24 章 
 

「
こ
の
人
は
大
工
の
子
で
は
な
い
か
」    

  

本
章
は
ル
カ
四
ノ
一
六
―
三
〇
に
も
と
づ
く 

ガ
リ
ラ
ヤ
で
の
キ
リ
ス
ト
の
公
生
涯
の
明
る
い
日
々
に
、
ひ
と
す
じ
の
影
が
さ
し
た
。
ナ
ザ
レ
の
人
々
が
、
キ
リ
ス
ト
を
こ
ば
ん 

だ
の
で
あ
る
。
「
こ
の
人
は
大
工
の
子
で
は
な
い
か
」
と
彼
ら
は
言
っ
た(

マ
タ
イ
一
三
ノ
五
五)

。 

イ
エ
ス
は
、
子
供
の
時
に
も
青
年
時
代
に
も
、
ご
自
分
の
兄
弟
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
ナ
ザ
レ
の
会
堂
で
礼
拝
さ
れ
た
。
公
生
涯 

が
始
ま
っ
て
か
ら
、
イ
エ
ス
は
、
ナ
ザ
レ
の
人
々
か
ら
離
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
の
身
に
起
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て 

知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が
ふ
た
た
び
彼
ら
の
中
に
姿
を
現
わ
さ
れ
た
と
き
、
彼
ら
の
興
味
と
期
待
と
は
最
高 

潮
に
達
し
た
。
そ
こ
に
は
イ
エ
ス
が
幼
児
の
時
か
ら
知
っ
て
お
ら
れ
る
親
し
い
姿
や
顔
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
イ
エ
ス
の
母
や
兄 

弟
た
ち
や
姉
妹
た
ち
が
い
た
。
イ
エ
ス
が
安
息
日
に
会
堂
に
は
い
っ
て
行
か
れ
て
、
礼
拝
者
た
ち
の
中
に
座
を
占
め
ら
れ
る
と
、
す 

べ
て
の
人
々
の
目
が
、
彼
に
向
け
ら
れ
た
。 

そ
の
日
の
き
ま
っ
た
礼
拝
に
、
長
老
は
、
預
言
者
の
書
を
読
み
、
栄
光
あ
る
統
治
を
も
た
ら
し
、
一
切
の
圧
制
を
と
り
除
い
て
く 

だ
さ
る
き
た
る
べ
き
お
か
た
を
依
然
と
し
て
待
望
す
る
よ
う
に
と
、
民
に
す
す
め
た
。
長
老
は
、
メ
シ
ヤ
の
来
臨
が
近
い
と
い
う
証 
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拠
を
く
り
か
え
し
て
述
べ
、
聴
衆
を
励
ま
そ
う
と
つ
と
め
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
来
臨
の
栄
光
を
説
き
、
キ
リ
ス
ト
が
イ
ス
ラ
エ
ル 

を
救
う
た
め
に
軍
の
首
長
と
し
て
お
い
で
に
な
る
と
い
う
思
想
を
強
調
し
た
。 

ラ
ビ
が
会
堂
に
出
席
し
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
ラ
ビ
が
説
教
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
な
ら
だ
れ
で 

も
、
預
言
者
の
書
を
朗
読
し
て
よ
か
っ
た
。
こ
の
安
息
日
に
、
イ
エ
ス
は
礼
拝
の
役
割
を
た
の
ま
れ
た
。
彼
は
、
「
聖
書
を
朗
読
し 

よ
う
と
し
て
立
た
れ
た
。
す
る
と
預
言
者
イ
ザ
ヤ
の
書
が
手
渡
さ
れ
た
」(

ル
カ
四
ノ
一
六
、
一
七)

。
イ
エ
ス
の
読
ま
れ
た
聖
句
は
、 

メ
シ
ヤ
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
こ
と
ば
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

「
『
主
の
御
霊
が
わ
た
し
に
宿
っ
て
い
る
。 

貧
し
い
人
々
に
福
音
を
宣
べ
伝
え
さ
せ
る
た
め
に
、 

わ
た
し
を
聖
別
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

主
は
わ
た
し
を
つ
か
わ
し
て
、 

囚
人
が
解
放
さ
れ
、
盲
人
の
目
が
開
か
れ
る
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
、 

打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
者
に
自
由
を
得
さ
せ
、 

主
の
め
ぐ
み
の
年
を
告
げ
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
』 

イ
エ
ス
は
聖
書
を
巻
い
て
係
り
の
者
に
返
し
、
席
に
着
か
れ
る
と
、
会
堂
に
い
る
み
ん
な
の
者
の
目
が
イ
エ
ス
に
注
が
れ
た
。･･･ 

･･･

彼
ら
は
み
な
イ
エ
ス
を
ほ
め
、
ま
た
そ
の
口
か
ら
出
て
く
る
め
ぐ
み
の
言
葉
に
感
嘆
し
」
た(

ル
カ
四
ノ
一
八
―
二
二)

。 
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イ
エ
ス
は
、
ご
自
身
に
つ
い
て
の
預
言
の
生
き
た
解
説
者
と
し
て
、
人
々
の
前
に
お
立
ち
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
い
ま
読
ま
れ
た 

こ
と
ば
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
メ
シ
ヤ
は
し
い
た
げ
ら
れ
る
者
を
救
う
者
、
と
り
こ
を
解
放
す
る
者
、
苦
し
ん
で
い
る
者
を
い 

や
す
者
、
盲
人
に
視
力
を
回
復
す
る
者
、
世
に
真
理
の
光
を
あ
ら
わ
す
者
で
あ
る
と
お
語
り
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
の
印
象
的
な
態
度 

と
、
そ
の
み
こ
と
ば
の
す
ば
ら
し
い
意
味
と
は
、
聴
衆
が
こ
れ
ま
で
か
つ
て
感
じ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
力
を
も
っ
て
、
彼
ら
を
感
動 

さ
せ
た
。
神
の
力
の
波
が
あ
ら
ゆ
る
障
壁
を
う
ち
こ
わ
し
た
。
モ
ー
セ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
目
に
見
え
な
い
お
か
た
を
見
た
。
彼
ら 

は
、
心
が
聖
霊
に
動
か
さ
れ
る
ま
ま
に
、
熱
烈
な
ア
ー
メ
ン
と
賛
美
と
を
も
っ
て
主
に
答
え
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
が
、
「
こ
の
聖
句
は
、
あ
な
た
が
た
が
耳
に
し
た
こ
の
日
に
成
就
し
た
」
と
宣
言
さ
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
急
に
わ 

れ
に
返
っ
て
、
自
分
た
ち
の
こ
と
と
、
い
ま
ま
で
語
り
か
け
て
お
ら
れ
た
イ
エ
ス
の
主
張
と
に
つ
い
て
考
え
た(

ル
カ
四
ノ
二
一)

。 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
と
り
こ
の
状
態
に
あ
る
者
と
し
て
、
表
わ
さ
れ
た
。
彼
ら
は
悪
の
力
か
ら
救
い
出
さ 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
囚
人
、
く
ら
や
み
の
中
に
あ
っ
て
真
理
の
光
を
要
し
て
い
る
者
と
し
て
、
話
し
か
け
ら
れ
た
。
彼
ら
の
誇
り 

は
傷
つ
け
ら
れ
、
不
安
が
生
じ
た
。
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
た
め
の
イ
エ
ス
の
働
き
が
、
彼
ら
の
望
ん
で
い
た 

も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
彼
ら
の
行
為
は
あ
ま
り
に
も
き
び
し
く
調
べ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
か 

っ
た
。
彼
ら
は
、
外
面
的
な
儀
式
を
厳
格
に
守
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
は
っ
き
り
し
た
鋭
い
目
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
る
こ
と 

を
し
り
ご
み
し
た
。 

こ
の
イ
エ
ス
は
何
者
だ
と
、
彼
ら
は
た
ず
ね
た
。
メ
シ
ヤ
の
栄
光
を
ご
自
分
の
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ
た
こ
の
お
か
た
は
、
大
工 

の
息
子
で
、
父
親
の
ヨ
セ
フ
と
い
っ
し
ょ
に
、
大
工
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
た
。
人
々
は
、
イ
エ
ス
が
骨
折
っ
て
丘
を
の
ぼ
り
く
だ
り 
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さ
れ
た
の
を
見
、
イ
エ
ス
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
と
知
り
合
い
で
あ
り
、
イ
エ
ス
の
生
活
と
労
働
と
を
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス 

が
子
供
か
ら
青
年
へ
、
青
年
か
ら
お
と
な
へ
と
成
長
さ
れ
る
の
を
見
て
き
た
。
イ
エ
ス
の
生
活
に
け
が
れ
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
は 

イ
エ
ス
が
約
束
の
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

新
し
い
王
国
に
つ
い
て
の
イ
エ
ス
の
教
え
と
、
長
老
か
ら
き
い
た
話
と
に
は
何
と
い
う
相
違
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
イ
エ
ス
は
、 

彼
ら
を
ロ
ー
マ
人
か
ら
救
い
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
ひ
と
こ
と
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
の
奇
跡
に
つ
い
て
聞
き
、 

そ
の
力
が
彼
ら
の
利
益
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
望
ん
で
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
目
的
に
用
い
ら
れ
る
気
配
は
み
ら
れ
な
か
っ 

た
。 彼

ら
は
、
疑
い
に
対
し
て
と
び
ら
を
開
い
た
の
で
、
彼
ら
の
心
を
さ
し
あ
た
っ
て
や
わ
ら
げ
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
た
。 

サ
タ
ン
は
、
盲
人
の
目
が
そ
の
日
に
開
か
れ
た
り
、
と
り
こ
に
な
っ
て
い
る
魂
が
自
由
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
な
い 

と
決
心
し
て
い
た
。
彼
は
非
常
な
努
力
を
も
っ
て
、
人
々
を
不
信
の
中
に
つ
な
い
で
お
く
た
め
に
働
い
た
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
に 

話
し
か
け
ら
れ
た
の
が
救
い
主
で
あ
る
と
い
う
確
信
に
動
か
さ
れ
て
い
た
の
に
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
し
る
し
を
重
視
し
よ
う
と
し 

な
か
っ
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
、
い
ま
彼
ら
の
心
の
奥
底
の
秘
密
を
ば
く
ろ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
の
神
性
の
証
拠
を
彼
ら
に
示
さ
れ 

た
。
「
そ
こ
で
彼
ら
に
言
わ
れ
た
、
『
あ
な
た
が
た
は
、
き
っ
と
「
医
者
よ
、
自
分
自
身
を
い
や
せ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
引
い
て
、 

カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
た
事
を
、
あ
な
た
の
郷
里
の
こ
の
地
で
も
し
て
く
れ
、
と
言
う
で
あ
ろ
う
』
。
そ
れ
か
ら
言
わ 

れ
た
、
『
よ
く
言
っ
て
お
く
。
預
言
者
は
、
自
分
の
郷
里
で
は
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
よ
く
聞
い
て
お
き
な
さ
い
。
エ
リ
ヤ 
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の
時
代
に
、
三
年
六
か
月
に
わ
た
っ
て
天
が
閉
じ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
全
土
に
大
き
き
ん
が
あ
っ
た
際
、
そ
こ
に
は
多
く
の
や
も
め
が
い 

た
の
に
、
エ
リ
ヤ
は
そ
の
う
ち
の
だ
れ
に
も
つ
か
わ
さ
れ
な
い
で
、
た
だ
シ
ド
ン
の
サ
レ
プ
タ
に
い
る
ひ
と
り
の
や
も
め
に
だ
け
つ 

か
わ
さ
れ
た
。
ま
た
預
言
者
エ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
多
く
の
ら
い
病
人
が
い
た
の
に
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
も
き 

よ
め
ら
れ
な
い
で
、
た
だ
シ
リ
ヤ
の
ナ
ア
マ
ン
だ
け
が
き
よ
め
ら
れ
た
』
」(

ル
カ
四
ノ
二
三
―
二
七)

。 

預
言
者
た
ち
の
生
涯
の
出
来
事
を
こ
の
よ
う
に
の
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
、
聴
衆
の
疑
問
に
応
じ
ら
れ
た
。
神
が
特
別 

な
働
き
の
た
め
に
お
選
び
に
な
っ
た
し
も
べ
た
ち
は
、
心
の
か
た
く
な
な
、
不
信
な
民
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
感
ず
る
心
と
信
ず
る
信
仰
と
を
持
っ
た
者
た
ち
は
、
預
言
者
た
ち
を
通
し
て
の
神
の
力
の
証
拠
に
よ
っ
て
特
別
に
恵
ま
れ
た
。 

エ
リ
ヤ
の
時
代
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
神
か
ら
離
れ
た
。
彼
ら
は
、
罪
か
ら
離
れ
ず
、
主
の
使
者
た
ち
を
通
し
て
与
え
ら
れ
る
み
た
ま 

の
警
告
を
こ
ば
ん
だ
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
神
の
祝
福
が
与
え
ら
れ
る
通
路
を
自
ら
た
ち
き
っ
た
。
主
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
々
を 

み
す
ご
し
て
、
選
民
に
属
し
て
い
な
い
ひ
と
り
の
婦
人
の
い
る
異
教
の
地
を
ご
自
分
の
し
も
べ
の
避
難
所
と
さ
れ
た
。
こ
の
女
は
、 

受
け
た
光
に
従
い
、
神
が
ご
自
分
の
預
言
者
を
通
し
て
送
ら
れ
た
も
っ
と
大
き
な
光
に
心
を
開
い
て
い
た
た
め
に
恵
ま
れ
た
。 

エ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ら
い
病
人
た
ち
が
み
す
ご
さ
れ
た
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
異
教
国
の
貴 

族
ナ
ア
マ
ン
は
、
正
義
の
信
念
に
忠
実
で
あ
っ
て
、
助
け
が
非
常
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。
彼
は
、
神
の
恩
恵
の
賜
物 

を
受
け
る
状
態
に
あ
っ
た
。
彼
は
、
ら
い
病
か
ら
き
よ
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
真
の
神
を
知
る
特
権
に
恵
ま
れ
た
。 

神
の
前
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
立
場
は
、
わ
れ
わ
れ
が
受
け
た
光
の
量
に
よ
っ
て
き
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
わ
れ
わ
れ
が
持
っ
て 

い
る
も
の
を
ど
う
用
い
る
か
に
よ
っ
て
き
ま
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
た
と
え
異
教
徒
で
あ
っ
て
も
、
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ぎ 
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り
正
し
い
こ
と
を
え
ら
ぶ
と
き
、
彼
ら
は
、
大
き
な
光
を
与
え
ら
れ
て
、
神
に
仕
え
る
と
公
言
し
な
が
ら
そ
の
光
を
軽
視
し
、
そ
の 

日
常
生
活
が
告
白
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
よ
り
も
、
好
ま
し
い
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

会
堂
の
聴
衆
に
対
す
る
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
、
お
の
れ
を
義
と
す
る
彼
ら
の
思
い
を
う
ち
く
だ
き
、
彼
ら
が
神
か
ら
離
れ
、
神 

の
民
と
し
て
の
資
格
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
苦
々
し
い
事
実
を
、
彼
ら
の
心
に
き
ざ
み
つ
け
た
。
彼
ら
の
真
の
状
態
が
目
の
前
に
示 

さ
れ
た
と
き
、
す
べ
て
の
こ
と
ば
が
刀
の
よ
う
に
切
れ
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
最
初
彼
ら
の
う
ち
に
起
さ
れ
た
信
仰
を
、
こ
ん
ど 

は
あ
ざ
け
っ
た
。
彼
ら
は
、
貧
乏
と
い
や
し
い
身
分
の
出
で
あ
る
お
か
た
を
普
通
の
人
間
以
上
の
お
か
た
と
し
て
み
と
め
よ
う
と
し 

な
か
っ
た
。 

彼
ら
の
不
信
は
、
悪
意
を
は
ら
ん
だ
。
サ
タ
ン
が
彼
ら
を
支
配
し
た
。
彼
ら
は
怒
っ
て
、
救
い
主
に
反
対
の
声
を
あ
げ
た
。
い
や 

し
、
回
復
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お
ら
れ
る
お
か
た
か
ら
、
彼
ら
は
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
彼
ら
は
、
滅
ぼ
す
者
で
あ
る 

サ
タ
ン
の
特
性
を
あ
ら
わ
し
た
。 

イ
エ
ス
が
、
異
邦
人
に
祝
福
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
と
、
聴
衆
の
激
し
い
国
民
的
な
誇
り
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
、 

イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
、
騒
然
た
る
声
に
か
き
消
さ
れ
た
。
こ
の
人
々
は
、
律
法
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し
い 

ま
彼
ら
の
偏
見
が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
、
彼
ら
は
、
い
ま
に
も
殺
人
を
犯
そ
う
と
し
た
。
集
会
は
中
止
さ
れ
、
人
々
は
、
イ
エ
ス
に
手 

を
か
け
て
会
堂
か
ら
突
き
出
し
、
町
の
外
へ
つ
れ
出
し
た
。
み
な
何
と
か
し
て
イ
エ
ス
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
彼 

ら
は
イ
エ
ス
を
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
突
き
落
す
つ
も
り
で
、
絶
壁
の
い
た
だ
き
に
追
い
た
て
た
。
叫
び
声
と
の
ろ
い
の
声
が
大
気
を
満 

た
し
た
。
イ
エ
ス
に
石
を
投
げ
つ
け
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
突
然
イ
エ
ス
の
姿
が
、
彼
ら
の
中
か
ら
消
え
た
。
会
堂
の
中 
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で
イ
エ
ス
の
そ
ば
に
い
た
天
の
使
者
た
ち
は
、
こ
の
狂
気
し
た
群
衆
の
ま
ん
中
に
あ
っ
て
も
、
イ
エ
ス
と
と
も
に
い
た
。
彼
ら
は
イ 

エ
ス
を
敵
か
ら
お
お
い
か
く
し
、
安
全
な
場
所
へ
案
内
し
た
。 

同
じ
よ
う
に
天
使
た
ち
は
、
ロ
ト
を
保
護
し
て
、
ソ
ド
ム
の
ま
ん
中
か
ら
無
事
に
つ
れ
だ
し
た
。
同
じ
よ
う
に
天
使
た
ち
は
、
山 

の
小
さ
な
町
で
、
エ
リ
シ
ャ
を
守
っ
た
。
ま
わ
り
の
山
々
が
シ
リ
ヤ
王
の
軍
馬
と
戦
車
と
兵
士
の
大
軍
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
き
、 

エ
リ
シ
ャ
は
、
近
く
の
山
々
の
斜
面
が
神
の
軍
勢
、

―
主
の
し
も
べ
を
と
り
ま
い
て
い
る
火
の
軍
馬
と
戦
車
で
お
お
わ
れ
て
い
る 

の
を
見
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
ど
の
時
代
に
も
、
天
使
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
に
忠
実
に
従
う
人
た
ち
の
近
く
に
い
た
。
勝
利
し
た
い
と
望
む
す
べ 

て
の
人
に
対
し
て
、
お
び
た
だ
し
い
悪
の
同
盟
軍
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
は
、
目
に
見
え
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
神
を
愛 

す
る
す
べ
て
の
人
を
救
う
た
め
に
そ
の
ま
わ
り
に
天
の
軍
勢
が
陣
を
張
っ
て
い
る
の
を
見
さ
せ
た
い
と
お
思
い
に
な
る
。
天
使
た
ち 

の
守
り
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
ん
な
に
目
に
見
え
る
危
険
や
目
に
見
え
な
い
危
険
か
ら
守
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
永
遠
の 

光
の
う
ち
に
神
の
摂
理
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
き
ま
で
、
決
し
て
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
時
に
な
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
天
の
全
家
族
が 

地
上
の
家
族
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
神
の
み
座
か
ら
の
使
者
た
ち
が
、
日
々
わ
れ
わ
れ
の
歩
み
に
つ
き
そ
っ
て
い
た
こ 

と
を
知
る
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
が
会
堂
で
預
言
者
の
書
か
ら
読
ま
れ
た
と
き
、
彼
は
、
メ
シ
ヤ
の
働
き
に
つ
い
て
描
写
さ
れ
て
い
る
最
後
の
こ
と
ば
を
お 

読
み
に
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
「
主
の
恵
み
の
年･･････

を
告
げ
さ
せ
」
と
読
ま
れ
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
神
の
報
復
の
日
」
と 

い
う
こ
と
ば
を
省
略
さ
れ
た(

イ
ザ
ヤ
書
六
一
ノ
二)

。
こ
の
預
言
の
あ
と
の
部
分
は
、
初
め
の
部
分
と
同
じ
に
、
事
実
な
の
で
あ
る
。 
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イ
エ
ス
は
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
事
実
を
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
最
後
の
こ
と
ば
は
、
聴
衆
が
よ
ろ
こ
ん 

で
強
調
し
、
そ
の
成
就
を
望
ん
で
い
る
こ
と
ば
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
異
教
徒
に
刑
罰
を
宣
言
し
た
が
、
彼
ら
自
身
の
不
義
が
ほ
か
の 

人
た
ち
の
不
義
よ
り
も
も
っ
と
大
き
い
こ
と
を
み
と
め
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
異
教
徒
に
あ
わ
れ
み
を
か
け
る
こ
と
を
こ
ば
み 

が
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
彼
ら
自
身
が
最
も
深
い
あ
わ
れ
み
を
必
要
と
し
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
会
堂
で
彼
ら
の
中
に
お
立
ち
に
な
っ 

た
そ
の
日
は
、
彼
ら
が
天
の
神
の
呼
び
か
け
を
受
け
入
れ
る
機
会
だ
っ
た
。
「
神
は
い
つ
く
し
み
を
喜
ば
れ
る
の
で
、
」
彼
ら
が
罪
の 

た
め
に
招
き
つ
つ
あ
っ
た
破
滅
か
ら
、
彼
ら
を
よ
ろ
こ
ん
で
お
救
い
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う(

ミ
カ
書
七
ノ
一
八)

。 

も
う
一
度
悔
い
改
め
を
促
さ
な
い
う
ち
は
、
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
で 

の
公
生
涯
の
終
り
ご
ろ
、
イ
エ
ス
は
、
子
供
時
代
の
ふ
る
さ
と
を
も
う
一
度
お
た
ず
ね
に
な
っ
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
で
拒
否
さ
れ
て
以
来
、 

イ
エ
ス
の
説
教
と
奇
跡
に
つ
い
て
の
評
判
は
、
国
じ
ゅ
う
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
が
人
間
の
力
以
上
の
も
の
を
持
っ
て
お 

ら
れ
る
こ
と
を
、
い
ま
は
だ
れ
も
、
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ナ
ザ
レ
の
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
よ
い
働
き
を
し
な
が
ら
、 

ま
た
悪
魔
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
人
々
を
こ
と
ご
と
く
い
や
し
な
が
ら
、
巡
回
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
周
囲
に 

は
、
村
じ
ゅ
う
ど
こ
の
家
に
も
病
人
の
う
め
き
声
の
な
い
村
々
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
が
そ
れ
ら
の
村
々
を
通
り
す
ぎ
て
、
病
気
を
全 

部
な
お
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
生
活
の
一
つ
一
つ
の
行
為
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
あ
わ
れ
み
は
、
イ
エ
ス
が
神
か
ら 

あ
ぶ
ら
を
そ
そ
が
れ
た
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。 

ナ
ザ
レ
人
は
、
も
う
一
度
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
聞
い
て
、
神
の
み
た
ま
に
動
か
さ
れ
た
。
し
か
し
い
ま
に
な
っ
て
も
な
お
彼
ら 

は
、
自
分
た
ち
の
間
で
育
た
れ
た
こ
の
人
が
、
自
分
た
ち
と
は
ち
が
っ
た
お
か
た
で
あ
り
、
自
分
た
ち
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
お
か
た
で 
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あ
る
こ
と
を
、
み
と
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が
、
ご
自
分
は
約
束
の
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
イ
ス 

ラ
エ
ル
の
立
場
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
が
異
教
の
男
女
よ
り
も
神
の
恩
恵
を
受
け
る
価
値
が
な
い 

こ
と
を
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
に
が
に
が
し
い
記
憶
が
ま
だ
彼
ら
の
心
を
苦
し
め
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
ら
は
、
「
こ
の
人
は
、 

こ
の
知
恵
と
こ
れ
ら
の
力
あ
る
わ
ざ
と
を
、
ど
こ
で
習
っ
て
き
た
の
か
」
と
た
ず
ね
て
も
、
イ
エ
ス
を
、
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
キ 

リ
ス
ト
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た(

マ
タ
イ
一
三
ノ
五
四)

。
彼
ら
が
不
信
仰
だ
っ
た
た
め
に
、
救
い
主
は
、
彼
ら
の 

中
で
多
く
の
奇
跡
を
行
う
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
祝
福
に
心
を
開
い
て
い
た
の
は
、
少
数
の
人
々
に
す
ぎ
な 

か
っ
た
の
で
、
イ
エ
ス
は
し
ぶ
し
ぶ
立
ち
去
り
、
ふ
た
た
び
も
ど
ら
れ
な
か
っ
た
。 

不
信
の
念
が
一
度
い
だ
か
れ
る
と
、
そ
れ
は
い
つ
ま
で
も
ナ
ザ
レ
の
人
々
を
支
配
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
と
国
民
と 

を
支
配
し
た
。
祭
司
た
ち
と
民
に
と
っ
て
、
聖
霊
の
力
の
あ
ら
わ
れ
に
対
す
る
最
初
の
拒
否
は
、
破
滅
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
自 

分
た
ち
の
最
初
の
抵
抗
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
彼
ら
は
そ
の
後
も
ず
っ
と
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
の
あ
ら
探
し 

を
つ
づ
け
た
。
彼
ら
が
み
た
ま
を
こ
ば
ん
だ
こ
と
は
、
カ
ル
バ
リ
ー
の
十
字
架
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
の
滅
亡
と
な
り
、
さ
ら
に
天
の
風 

に
吹
か
れ
る
ま
ま
に
、
国
民
の
離
散
と
な
っ
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。 

あ
あ
、
キ
リ
ス
ト
は
ど
ん
な
に
か
イ
ス
ラ
エ
ル
に
真
理
の
と
う
と
い
宝
を
開
い
て
み
せ
よ
う
と
熱
望
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か 

し
彼
ら
の
霊
的
盲
目
は
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
の
王
国
に
つ
い
て
の
真
理
を
彼
ら
に
示
す
こ
と
は
、
不
可
能
だ
っ
た
。
天
の 

神
の
真
理
が
彼
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
教
義
と
無
益
な
儀
式
と
を
固
守
し
た
。
い 

の
ち
の
パ
ン
が
彼
ら
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
る
の
に
、
彼
ら
は
、
も
み
が
ら
や
い
な
ご
ま
め
に
金
銭
を
費
や
し
た
。
な
ぜ
彼
ら
は
、 
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神
の
み
こ
と
ば
を
開
い
て
、
自
分
た
ち
が
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
熱
心
に
調
べ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

旧
約
聖
書
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
公
生
涯
に
つ
い
て
、
こ
ま
か
い
点
ま
で
は
っ
き
り
書
か
れ
て
お
り
、
イ
エ
ス
は
何
度
も
何
度
も
預
言 

者
た
ち
の
書
か
ら
引
用
し
て
、
「
こ
の
聖
句
は
、
あ
な
た
が
た
が
耳
に
し
た
こ
の
日
に
成
就
し
た
」
と
宣
告
さ
れ
た(

ル
カ
四
ノ
二 

一)

。
も
し
彼
ら
が
正
直
に
聖
書
を
調
べ
、
自
分
た
ち
の
理
論
を
神
の
み
こ
と
ば
に
照
し
て
い
た
ら
、
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
の
か
た
く
な 

な
心
に
お
泣
き
に
な
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
見
よ
、
お
ま
え
た
ち
の
家
は
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
宣
言
さ
れ
る
必 

要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る(

ル
カ
一
三
ノ
三
五)

。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
で
あ
ら
れ
る
証
拠
を
知
り
、
ま
た
彼
ら
の
誇
り
と
し 

て
い
た
都
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
滅
亡
と
い
う
わ
ざ
わ
い
を
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
の
心
は
、
道
理 

を
わ
き
ま
え
な
い
頑
迷
さ
の
た
め
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
の
教
訓
は
、
彼
ら
の
品
性
の
欠
点
を
ば
く
ろ
し
、
悔
い
改
め 

を
要
求
し
た
。
も
し
彼
ら
が
イ
エ
ス
の
教
え
を
受
け
入
れ
る
な
ら
、
彼
ら
の
行
為
は
変
化
し
、
彼
ら
の
宿
望
は
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
神
か
ら
の
栄
誉
を
受
け
る
た
め
に
は
、
人
間
の
栄
誉
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
こ
の
新
し
い
ラ
ビ
の
こ 

と
ば
に
従
う
な
ら
、
当
時
の
偉
大
な
思
想
家
や
教
師
た
ち
の
意
見
と
反
対
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

真
理
は
、
キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
人
気
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
も
人
気
が
な
い
。
サ
タ
ン
が
、
人
を
高
慢
に
す 

る
よ
う
な
作
り
話
を
き
か
せ
て
、
真
理
を
い
や
が
る
気
持
を
初
め
て
人
間
の
う
ち
に
う
え
つ
け
て
以
来
、
真
理
は
い
つ
も
不
人
気
で 

あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日
、
神
の
み
こ
と
ば
に
根
拠
を
も
っ
て
い
な
い
学
説
や
教
理
に
直
面
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ユ
ダ
ヤ
人 

が
そ
の
言
い
伝
え
を
固
守
し
た
よ
う
に
、
人
々
は
、
そ
う
し
た
学
説
や
教
理
を
根
強
く
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
は
、
霊
的
な
誇
り
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
自
分
が
あ
が
め
ら
れ
た
い
と
い
う
彼
ら
の
願
望
は
、
聖
所
の 
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奉
仕
に
さ
え
あ
ら
わ
れ
た
。
彼
ら
は
会
堂
の
中
の
最
高
の
座
席
を
好
ん
だ
。
彼
ら
は
市
場
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、 

人
々
の
口
か
ら
尊
称
を
た
て
ま
つ
ら
れ
る
の
を
聞
い
て
満
足
し
た
。
真
の
敬
神
の
念
が
う
す
れ
る
に
つ
れ
て
、
彼
ら
は
ま
す
ま
す
言 

い
伝
え
と
儀
式
と
を
守
る
こ
と
に
熱
心
に
な
っ
た
。 

彼
ら
の
理
解
力
は
、
利
己
的
な
偏
見
の
た
め
に
暗
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
、
罪
を
さ
と
ら
せ
る
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
の 

力
と
キ
リ
ス
ト
の
け
ん
そ
ん
な
生
活
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
真
の
偉
大
さ
は
、
外
面
的
な
見
せ
び
ら
か
し
を
必 

要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
理
解
し
な
か
っ
た
。
こ
の
人
の
貧
し
さ
は
、
ご
自
分
が
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
ま
っ 

た
く
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
も
し
こ
の
人
が
自
ら
主
張
さ
れ
る
通
り
の
お
か
た
だ
っ
た
ら
、
な
ぜ
あ
ん
な
に
気
取
ら
な
い 

の
だ
ろ
う
か
と
、
彼
ら
は
疑
っ
た
。
も
し
彼
が
武
力
が
な
い
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
の
だ
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
の
国
は
ど
う
な
る
の 

だ
ろ
う
。
長
い
間
期
待
さ
れ
て
い
た
権
力
と
栄
光
と
に
よ
っ
て
、
諸
国
民
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
都
の
臣
民
に
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き 

よ
う
か
。
祭
司
た
ち
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
全
地
を
統
治
す
る
よ
う
に
な
る
と
教
え
た
で
は
な
い
か
。
偉
大
な
宗
教
家
た
ち
が
ま
ち
が 

う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。 

し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
が
イ
エ
ス
を
拒
否
し
た
の
は
、
彼
の
生
活
に
外
面
的
な
栄
光
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
純
潔
そ
の
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
不
潔
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
非
の
う
ち
よ
う
の
な
い
正
直
の
模
範
と
し
て
人
々
の
中 

に
お
住
み
に
な
っ
た
。
欠
点
の
な
い
イ
エ
ス
の
生
活
が
、
彼
ら
の
心
を
光
に
照
し
た
。
イ
エ
ス
の
正
直
さ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
不
正
直 

が
ば
く
ろ
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
彼
ら
の
う
わ
べ
だ
け
の
む
な
し
い
信
心
が
、
明
る
み
に
出
さ
れ
、
不
義
の
憎
む
べ
き
性
質
が
ば 

く
ろ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
光
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。 
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も
し
キ
リ
ス
ト
が
、
人
々
の
注
意
を
パ
リ
サ
イ
人
に
向
け
、
彼
ら
の
学
問
と
信
心
と
を
称
賛
さ
れ
た
ら
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
を
よ
ろ 

こ
ん
で
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
が
、
天
の
王
国
は
全
人
類
に
対
す
る
恩
恵
の
賜
物
だ
と
語
ら
れ
た
と
き
、
彼
は
、 

ユ
ダ
ヤ
人
の
容
認
で
き
な
い
宗
教
の
一
面
を
示
し
て
お
ら
れ
た
。
彼
ら
自
身
の
模
範
と
教
え
と
は
決
し
て
神
へ
の
奉
仕
を
好
ま
し
い 

も
の
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
憎
み
い
や
が
っ
て
い
る
者
た
ち
に
イ
エ
ス
の
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見 

て
、
彼
ら
の
高
慢
な
心
は
激
し
い
怒
り
に
燃
え
あ
が
っ
た
。
「
ユ
ダ
族
の
し
し
」
の
も
と
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
全
世
界
の
国
々
に
高 

く
抜
き
ん
出
た
地
位
を
占
め
る
の
だ
と
彼
ら
は
自
慢
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
自
分
た
ち
の
罪
を
譴
責
さ
れ
た 

り
、
純
潔
な
キ
リ
ス
ト
の
前
に
い
る
こ
と
だ
け
で
心
の
と
が
め
を
感
じ
た
り
す
る
の
を
が
ま
ん
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
野 

心
的
な
望
み
が
裏
切
ら
れ
る
の
を
し
の
ぶ
方
が
よ
い
の
だ
っ
た(

黙
示
録
五
ノ
五)

。 
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第 25 章 
 

海
べ
で
の
召
し    

 

 

本
章
は
マ
タ
イ
四
ノ
一
八
―
二
二
、
マ
ル
コ
一
ノ
一
六
―
二
〇
、 

ル
カ
五
ノ
一
―
一
一
に
も
と
づ
く 

 

ガ
リ
ラ
ヤ
の
海
に
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
弟
子
た
ち
は
、
収
穫
の
な
か
っ
た
一
晩
の
骨
折
り
仕
事
に
疲
れ
て
、
ま
だ
湖
の 

上
の
漁
船
に
い
た
。
イ
エ
ス
は
水
ぎ
わ
で
静
か
な
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
き
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
毎
日
ご
自
分
の
あ
と
に
つ
い 

て
く
る
群
衆
か
ら
の
が
れ
て
、
朝
早
く
し
ば
ら
く
休
む
時
間
を
と
り
た
い
と
望
ま
れ
た
。
し
か
し
ま
も
な
く
人
々
が
彼
の
ま
わ
り
に 

集
ま
り
は
じ
め
た
。
そ
の
数
は
た
ち
ま
ち
ふ
え
て
、
イ
エ
ス
は
四
方
か
ら
押
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
弟
子
た
ち
は
陸
へ 

あ
が
っ
て
き
て
い
た
。
群
衆
の
殺
到
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
は
ペ
テ
ロ
の
舟
に
と
び
乗
ら
れ
て
、
岸
か
ら
す
こ
し
ひ
っ
ぱ 

り
出
す
よ
う
に
と
彼
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
で
イ
エ
ス
の
お
顔
は
も
っ
と
よ
く
見
え
、
み
ん
な
に
声
が
き
こ
え
る
の
で
、
イ
エ
ス
は 

舟
か
ら
波
打
ち
ぎ
わ
の
群
衆
に
お
教
え
に
な
っ
た
。 

天
使
た
ち
は
、
彼
ら
の
光
栄
あ
る
司
令
官
イ
エ
ス
が
漁
師
の
舟
に
す
わ
ら
れ
て
、
波
の
ま
に
ま
に
あ
ち
こ
ち
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
水 

ぎ
わ
ま
で
押
し
よ
せ
て
き
て
い
る
群
衆
に
救
い
の
よ
い
お
と
ず
れ
を
述
べ
伝
え
て
お
ら
れ
る
こ
の
光
景
を
じ
っ
と
見
て
い
た
。
天
で 

あ
が
め
ら
れ
て
い
る
お
か
た
が
、
み
国
の
重
要
な
事
が
ら
を
戸
外
で
一
般
の
民
衆
に
告
げ
知
ら
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か 
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若 い 者 も 年 よ り も 、 金 持 ち も 貧 乏 人 も 、 大 教 師 イ エ ス の そ ば に い よ う と し  
て 、 海 辺 に む ら が り 集 ま っ た 。 イ エ ス は 漁 船 に 腰 か け て 、 み 国 と 救 い の よ き  
お と ず れ に つ い て 群 衆 に 語 ら れ た 。  



第 25 章 海べでの召し 

 305

し
イ
エ
ス
の
働
き
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
ふ
さ
わ
し
い
場
面
は
な
か
っ
た
。
湖
、
山
々
、
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
畑
、
地
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
日 

光
な
ど
、
す
べ
て
は
イ
エ
ス
の
教
訓
を
例
示
し
、
そ
れ
を
彼
ら
の
心
に
印
象
づ
け
る
た
め
の
材
料
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
の 

ど
ん
な
教
訓
も
む
だ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
口
か
ら
出
る
ひ
と
こ
と
ひ
と
こ
と
が
、
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
永
遠
の
い
の 

ち
の
こ
と
ば
と
な
っ
た
。 

刻
一
刻
と
岸
べ
の
群
衆
は
数
を
増
し
た
。
つ
え
に
す
が
っ
た
老
人
た
ち
、
丘
か
ら
や
っ
て
き
た
が
ん
じ
ょ
う
な
百
姓
た
ち
、
湖
の 

骨
折
り
仕
事
か
ら
や
っ
て
き
た
漁
師
た
ち
、
商
人
た
ち
や
ラ
ビ
た
ち
、
金
持
ち
で
教
育
の
あ
る
人
た
ち
、
年
よ
り
や
若
い
人
た
ち
な 

ど
が
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
者
た
ち
を
つ
れ
て
、
こ
の
天
来
の
教
師
の
み
こ
と
ば
を
き
く
た
め
に
お
し
よ
せ
た
。
預
言
者
た
ち
は
、 

こ
の
よ
う
な
光
景
を
予
見
し
て
こ
う
書
い
た
。 

 

「
ゼ
ブ
ル
ン
の
地
、
ナ
フ
タ
リ
の
地
、 

海
に
沿
う
地
方
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
向
こ
う
の
地
、 

異
邦
人
の
ガ
リ
ラ
ヤ
、 

暗
黒
の
中
に
住
ん
で
い
る
民
は
大
い
な
る
光
を
見
、 

死
の
地
、
死
の
陰
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
、
光
が
の
ぼ
っ
た
」(

マ
タ
イ
四
ノ
一
五
、
一
六)

。 

イ
エ
ス
が
海
べ
で
説
教
さ
れ
た
と
き
、
彼
の
心
の
中
に
は
、
こ
の
ゲ
ネ
サ
レ
の
海
べ
の
群
衆
の
ほ
か
に
他
の
聴
衆
が
あ
っ
た
。
イ 

エ
ス
は
、
後
の
世
ま
で
見
渡
し
て
、
牢
獄
や
裁
判
所
に
、
あ
る
い
は
試
み
や
孤
独
や
苦
悩
の
中
に
い
る
ご
自
分
の
忠
実
な
者
た
ち
を 
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ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
よ
ろ
こ
び
も
戦
い
も
困
窮
も
、
す
べ
て
の
光
景
が
イ
エ
ス
の
前
に
示
さ
れ
た
。
ま
わ
り
に
集
ま
っ
た
者
た
ち
に 

語
ら
れ
た
み
こ
と
ば
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
は
ま
た
こ
う
し
た
ほ
か
の
魂
に
と
っ
て
、
試
み
の
中
で
望
み
と
な
り
、
悲
し
み
の
中
で
慰 

め
と
な
り
、
暗
黒
の
中
で
天
の
光
と
な
る
み
こ
と
ば
を
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
の
海
で
漁
師
の
舟
の
上
か
ら
語
ら
れ
た
そ
の 

声
は
、
聖
霊
を
通
し
て
、
世
の
終
り
ま
で
人
々
の
心
に
平
安
を
語
っ
て
い
る
の
が
き
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

説
教
が
終
る
と
、
イ
エ
ス
は
ペ
テ
ロ
に
向
か
っ
て
、
海
へ
乗
り
出
し
て
ひ
と
あ
み
あ
げ
る
た
め
に
網
を
お
ろ
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ 

た
。
し
か
し
ペ
テ
ロ
は
落
胆
し
て
い
た
。
一
晩
じ
ゅ
う
か
か
っ
て
何
も
と
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
時
間
の 

間
じ
ゅ
う
、
彼
は
牢
獄
の
中
で
た
だ
ひ
と
り
苦
悩
し
て
い
る
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
運
命
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。
彼
は
イ
エ
ス 

と
弟
子
た
ち
の
前
途
や
、
ユ
ダ
ヤ
に
対
す
る
使
命
の
不
成
功
や
、
祭
司
た
ち
と
ラ
ビ
た
ち
の
敵
意
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。
彼 

自
身
の
商
売
さ
え
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
か
ら
っ
ぽ
の
網
の
そ
ば
で
見
つ
め
て
い
る
と
、
落
胆
の
た
め
に
将
来
は
暗
く
見
え
た 

の
だ
っ
た
。
「
先
生
」
と
彼
は
言
っ
た
、
「
わ
た
し
た
ち
は
夜
通
し
働
き
ま
し
た
が
、
何
も
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
お
言 

葉
で
す
か
ら
、
網
を
お
ろ
し
て
み
ま
し
ょ
う
」(
ル
カ
五
ノ
五)

。 

水
の
き
れ
い
な
湖
で
、
魚
を
網
で
と
る
の
に
適
し
て
い
る
時
間
は
夜
し
か
な
か
っ
た
。
一
晩
じ
ゅ
う
骨
折
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な 

か
っ
た
の
だ
か
ら
、
昼
間
網
を
お
ろ
し
て
も
望
み
は
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
命
令
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
弟
子
た
ち 

は
、
主
を
愛
す
る
気
持
か
ら
、
従
う
気
に
な
っ
た
。
シ
モ
ン
と
そ
の
兄
弟
が
い
っ
し
ょ
に
網
を
お
ろ
し
た
。
彼
ら
が
網
を
ひ
き
あ
げ 

よ
う
と
す
る
と
、
大
量
の
魚
が
中
に
は
い
っ
て
い
て
、
網
が
破
れ
は
じ
め
た
。
彼
ら
は
ヤ
コ
ブ
と
ヨ
ハ
ネ
を
助
け
に
呼
ば
ね
ば
な
ら 

な
か
っ
た
。
と
れ
た
魚
を
舟
に
あ
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
舟
が
二
そ
う
と
も
あ
ぶ
な
く
沈
み
そ
う
に
な
る
ほ
ど
い
っ
ぱ
い
の
荷
と
な 
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っ
た
。 

し
か
し
ペ
テ
ロ
は
、
い
ま
舟
や
積
荷
の
こ
と
な
ど
頭
に
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
奇
跡
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
ほ
か
の
ど
ん
な 

奇
跡
に
も
ま
さ
っ
て
神
の
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
彼
は
イ
エ
ス
が
自
然
界
の
す
べ
て
を
支
配
さ
れ
る
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
知 

っ
た
。
神
の
前
に
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
自
身
の
け
が
れ
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
彼
は
、
主
に
対
す
る
愛
、
自
分
の
不
信
仰
の
恥
ず 

か
し
さ
、
キ
リ
ス
ト
が
い
や
し
い
人
間
の
肉
体
を
と
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
あ
り
が
た
さ
、
特
に
限
り
な
く
純
潔
で
あ
ら
れ
る
イ
エ 

ス
の
前
に
あ
っ
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
自
分
自
身
の
け
が
れ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
仲
間
の
者
た
ち
が
網
の
中
の
え
も
の
を
と
り
い
れ
て
い 

る
時
、
ペ
テ
ロ
は
、
救
い
主
の
足
下
に
ひ
れ
伏
し
て
「
主
よ
、
わ
た
し
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
は
罪
深
い
者
で
す
」
と
叫 

ん
だ(

ル
カ
五
ノ
八)

。 

預
言
者
ダ
ニ
エ
ル
が
神
の
天
使
の
前
に
死
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
倒
れ
た
の
は
、
同
じ
よ
う
に
神
の
聖
潔
の
前
に
出
た
時
で
あ
っ
た
。 

彼
は
、
「
わ
が
顔
の
輝
き
は
恐
ろ
し
く
変
っ
て
、
全
く
力
が
な
く
な
っ
た
」
と
言
っ
た(

ダ
ニ
エ
ル
書
一
〇
ノ
八)

。
同
じ
よ
う
に
イ
ザ 

ヤ
も
主
の
栄
光
を
見
た
と
き
、
「
わ
ざ
わ
い
な
る
か
な
、
わ
た
し
は
滅
び
る
ば
か
り
だ
。
わ
た
し
は
汚
れ
た
く
ち
び
る
の
者
で
、
汚 

れ
た
く
ち
び
る
の
民
の
中
に
住
む
者
で
あ
る
の
に
、
わ
た
し
の
目
が
万
軍
の
主
な
る
王
を
見
た
の
だ
か
ら
」
と
叫
ん
だ(

イ
ザ
ヤ
書 

六
ノ
五)

。
欠
点
と
罪
を
も
っ
て
い
る
人
性
が
、
完
全
な
神
性
と
対
照
さ
れ
た
と
き
、
彼
は
自
分
が
ま
っ
た
く
足
り
な
い
、
け
が
れ
た 

者
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
神
の
偉
大
さ
と
尊
厳
を
見
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
者
は
み
な
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

ペ
テ
ロ
は
「
主
よ
、
わ
た
し
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
は
罪
深
い
者
で
す
」
と
叫
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
イ
エ
ス
か
ら
離
れ 

る
こ
と
が
で
き
な
い
気
持
で
、
そ
の
足
下
に
す
が
り
つ
い
た
。
救
い
主
は
「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
今
か
ら
あ
な
た
は
人
間
を
と
る 
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漁
師
に
な
る
の
だ
」
と
お
答
え
に
な
っ
た(

ル
カ
五
ノ
一
〇)

。
イ
ザ
ヤ
に
神
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
は
、
彼
が
神 

の
聖
潔
と
自
分
自
身
の
無
価
値
と
を
み
と
め
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
ペ
テ
ロ
が
キ
リ
ス
ト
の
働
き
に
召
し
を
受
け
た
の
は
、
彼
が
自
我 

を
放
棄
し
、
神
の
力
に
よ
り
た
の
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。 

こ
の
時
ま
で
、
弟
子
た
ち
は
だ
れ
も
、
イ
エ
ス
の
共
労
者
と
し
て
完
全
に
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
奇
跡
の 

多
く
を
目
に
見
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
耳
に
き
い
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
職
業
を
ま
っ
た
く
捨
て
き
っ
て
い
な
か
っ
た
。
バ
プ
テ 

ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
投
獄
は
彼
ら
の
全
部
に
と
っ
て
苦
い
失
望
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
う
し
た
こ
と
が
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
の
結
果
で
あ
る
な 

ら
ば
、
宗
教
界
の
全
部
の
指
導
者
た
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
イ
エ
ス
に
反
対
す
る
と
き
、
彼
ら
は
主
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
望
み
を
持
つ 

こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
事
情
だ
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
し
ば
ら
く
の
間
魚
と
り
の
仕
事
に
も
ど
る
方
が
安
心
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
い
ま
イ
エ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
す
て
て
イ
エ
ス
と
利
害
を
共
に
す
る
よ
う
に
と
彼
ら
を
召
さ
れ
た
。
ペ
テ
ロ
は
す 

で
に
召
し
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
岸
べ
に
お
着
き
に
な
る
と
、
イ
エ
ス
は
ほ
か
の
三
人
に
「
わ
た
し
に
つ
い
て
き
な
さ
い
。
あ
な
た 

が
た
を
、
人
間
を
と
る
漁
師
に
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
お
命
じ
に
な
っ
た(

マ
タ
イ
四
ノ
一
九)

。
す
ぐ
に
彼
ら
は
す
べ
て
を
す
て
て
イ 

エ
ス
に
従
っ
た
。 

彼
ら
に
網
と
漁
船
を
す
て
る
よ
う
に
求
め
る
前
に
、
イ
エ
ス
は
、
神
が
彼
ら
の
必
要
を
満
た
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
保
証
を
お
与 

え
に
な
っ
た
。
ペ
テ
ロ
の
舟
を
福
音
の
働
き
の
た
め
に
用
い
た
こ
と
は
豊
か
に
報
い
ら
れ
た
。
「
彼
を
呼
び
求
め
る
す
べ
て
の
人
を 

豊
か
に
恵
ん
で
下
さ
る
」
主
は
、
「
与
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
に
も
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
人
々
は
お
し
入
れ
、
ゆ
す
り
入 

れ
、
あ
ふ
れ
出
る
ま
で
に
量
を
よ
く
し
て
、
あ
な
た
が
た
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た(

ロ
ー
マ
一
〇 



第 25 章 海べでの召し 

 309

ノ
一
二
、
ル
カ
六
ノ
三
八)

。
こ
の
は
か
り
を
も
っ
て
、
主
は
弟
子
た
ち
の
奉
仕
に
報
い
ら
れ
た
。
主
の
奉
仕
に
払
わ
れ
た
す
べ
て
の 

犠
牲
は
「
神
の
恵
み
の
絶
大
な
富
」
に
し
た
が
っ
て
つ
ぐ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る(

エ
ぺ
ソ
二
ノ
七)

。 
キ
リ
ス
ト
か
ら
離
れ
て
湖
で
す
ご
し
た
あ
の
悲
し
い
夜
の
間
じ
ゅ
う
、
弟
子
た
ち
は
不
信
仰
に
苦
し
め
ら
れ
、
収
穫
の
な
い
骨
折 

り
仕
事
に
疲
れ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
そ
ば
に
お
ら
れ
る
と
き
に
彼
ら
の
信
仰
は
燃
え
、
よ
ろ
こ
び
と
成
功
と
が
与
え
ら
れ
た
。
わ 

れ
わ
れ
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
を
離
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
働
き
に
は
収
穫
が
な
く
、
不
信
と
不
満
に
お
ち
い
り
が 

ち
で
あ
る
。
し
か
し
イ
エ
ス
が
そ
ば
に
お
ら
れ
、
イ
エ
ス
の
さ
し
ず
の
下
に
働
く
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
エ
ス
の
力
の
証
拠
を
見
て 

よ
ろ
こ
ぶ
の
で
あ
る
。
魂
を
落
胆
さ
せ
る
の
が
サ
タ
ン
の
働
き
で
あ
り
、
信
仰
と
望
み
を
起
さ
せ
る
の
が
キ
リ
ス
ト
の
働
き
で
あ
る
。 

こ
の
奇
跡
に
よ
っ
て
弟
子
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
も
っ
と
深
い
教
訓
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
ま
た
一
つ
の
教
訓
で
あ
る
。
す
な 

わ
ち
、
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
海
か
ら
魚
を
集
め
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
お
か
た
は
、
ま
た
ご
自
分
の
し
も
べ
た
ち
が
「
人
間
を 

と
る
漁
師
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
人
々
の
心
を
感
動
さ
せ
、
こ
れ
を
ご
自
分
の
愛
の
き
ず
な
で
み
も
と
に
ひ
き
よ
せ
る 

こ
と
が
お
で
き
に
な
る
の
で
あ
る(

マ
タ
イ
四
ノ
一
九)
。 

こ
の
ガ
リ
ラ
ヤ
の
漁
師
た
ち
は
、
い
や
し
い
、
無
学
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
世
の
光
で
あ
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
、
彼
ら
を 

そ
の
選
ば
れ
た
立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
資
格
の
あ
る
者
と
な
さ
る
こ
と
が
十
分
お
で
き
に
な
っ
た
。
救
い
主
は
教
育
を
軽
ん
じ
ら
れ
な 

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
神
の
愛
に
支
配
さ
れ
、
神
の
奉
仕
に
献
身
す
る
と
き
、
知
的
な
教
養
は
一
つ
の
祝
福
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し 

イ
エ
ス
は
当
時
の
賢
人
た
ち
を
み
す
ご
さ
れ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
が
自
信
が
強
す
ぎ
て
、
悩
ん
で
い
る
人
類
に
同
情
す
る
こ
と
が
で
き 

ず
、
ナ
ザ
レ
の
人
イ
エ
ス
の
共
労
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
偏
狭
な
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ 
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と
を
軽
蔑
し
た
。
主
イ
エ
ス
は
、
主
の
恵
み
を
伝
え
る
の
に
さ
ま
た
げ
る
も
の
の
な
い
水
路
と
な
る
人
々
の
協
力
を
お
求
め
に
な
る
。 

神
と
共
に
働
く
者
に
な
り
た
い
と
思
う
者
が
だ
れ
で
も
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
第
一
の
こ
と
は
、
自
分
に
た
よ
ら
な
い
と
い
う
教
訓
で 

あ
る
。
そ
の
時
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
品
性
を
与
え
ら
れ
る
用
意
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な
に
科
学
的
な
学
校
の
教
育
に
よ
っ
て
も 

得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
来
の
教
師
イ
エ
ス
か
ら
の
み
得
ら
れ
る
知
恵
の
実
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
無
学
な
漁
師
た
ち
を
お
選
び
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
当
時
の
言
い
伝
え
や
ま
ち
が
っ
た
慣
習
に
よ
っ
て
教
育
さ 

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
生
れ
つ
き
才
能
を
持
っ
た
人
た
ち
で
、
謙
遜
で
教
え
や
す
く
、
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
分
の
働 

き
の
た
め
に
教
育
な
さ
る
こ
と
の
で
き
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
世
の
一
般
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
も
し
そ
の
能
力
が
呼
び
さ
ま
さ
れ 

て
活
動
す
る
な
ら
ば
、
世
の
中
の
最
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
人
々
と
同
等
の
立
場
ま
で
高
め
ら
れ
る
の
に
、
そ
う
し
た
能
力
を
持
っ
て 

い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
で
、
日
々
の
骨
折
り
仕
事
を
根
気
よ
く
く
り
か
え
し
て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
の
よ
う
な
眠 

っ
て
い
る
才
能
を
め
ざ
め
さ
せ
る
に
は
じ
ょ
う
ず
な
手
が
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
共
労
者
と
す
る
た
め
に 

召
さ
れ
た
の
は
こ
う
い
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
に
ご
自
分
と
ま
じ
わ
る
特
権
を
お
与
え
に
な
っ
た
。
世 

の
え
ら
い
人
た
ち
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
教
師
を
も
た
な
か
っ
た
。
弟
子
た
ち
が
救
い
主
の
訓
練
を
受
け
た
と
き
、
彼
ら
は
も
は
や 

無
知
で
も
無
教
養
で
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
頭
も
品
性
も
イ
エ
ス
の
よ
う
に
な
り
、
世
の
人
々
は
彼
ら
が
イ
エ
ス
と
共
に
い
た
者
で 

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

教
育
の
最
高
の
働
き
は
知
識
だ
け
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
心
と
心
、
魂
と
魂
と
が
ふ
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
受
け 

ら
れ
る
生
き
た
力
を
さ
ず
け
る
こ
と
で
あ
る
。
い
の
ち
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
い
の
ち
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
神
の
い
の
ち 
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に
三
年
の
間
日
々
接
触
し
て
い
た
彼
ら
の
特
権
は
ど
ん
な
に
大
き
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
神
の
い
の
ち
か
ら
い
の
ち
を
与
え
る 

あ
ら
ゆ
る
衝
動
が
流
れ
出
て
世
の
祝
福
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
愛
さ
れ
た
弟
子
ヨ
ハ
ネ
は
ほ
か
の
す
べ
て
の
仲
間
た
ち
に
ま
さ
っ
て
、 

こ
の
す
ば
ら
し
い
い
の
ち
の
力
に
屈
服
し
た
。
彼
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
こ
の
い
の
ち
が
現
れ
た
の
で
、
こ
の
永
遠
の
い
の
ち
を 

わ
た
し
た
ち
は
見
て
、
そ
の
あ
か
し
を
し
、
か
つ
、
あ
な
た
が
た
に
告
げ
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
」
「
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
の
者
は
、 

そ
の
満
ち
満
ち
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
受
け
て
、
め
ぐ
み
に
め
ぐ
み
を
加
え
ら
れ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
第
一
・
一
ノ
二
、
ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
六)

。 

主
の
使
徒
た
ち
の
中
に
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
誇
り
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
働
き
の
成
功
は
た
だ
神
の
お 

か
げ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
生
涯
、
彼
ら
の
築
い
た
品
性
、
彼
ら
を
通
し
て
神
が
達
成
さ
れ
た
偉
大 

な
み
わ
ざ
は
、
す
な
お
で
従
順
な
す
べ
て
の
者
に
神
が
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
あ
か
し
で
あ 

る
。 キ

リ
ス
ト
を
最
も
多
く
愛
す
る
者
は
最
も
多
く
よ
い
こ
と
を
す
る
。
自
我
を
捨
て
て
、
聖
霊
が
心
に
働
か
れ
る
余
地
を
つ
く
り
、 

神
に
ま
っ
た
く
献
身
し
た
生
涯
を
送
る
者
の
有
用
さ
に
は
限
り
が
な
い
。
も
し
人
々
が
、
不
平
を
言
っ
た
り
、
途
中
で
弱
っ
た
り
し 

な
い
で
、
必
要
な
訓
練
に
耐
え
る
な
ら
、
神
は
日
々
に
、
時
々
刻
々
に
彼
ら
を
教
え
て
く
だ
さ
る
。
神
は
ご
自
分
の
恵
み
を
あ
ら
わ 

そ
う
と
熱
望
し
て
お
ら
れ
る
。
も
し
神
の
民
が
障
害
を
と
り
除
く
な
ら
、
神
は
人
間
と
い
う
水
路
を
通
し
て
救
い
の
水
の
豊
か
な
流 

れ
を
そ
そ
が
れ
る
。
も
し
い
や
し
い
身
分
の
人
た
ち
を
励
ま
し
て
彼
ら
の
で
き
る
よ
い
こ
と
を
さ
せ
る
な
ら
ば
、
ま
た
も
し
彼
ら
の 

上
に
そ
の
熱
意
を
お
さ
え
る
よ
う
な
抑
制
の
手
が
お
か
れ
な
い
な
ら
ば
、
い
ま
キ
リ
ス
ト
の
働
き
人
が
一
人
し
か
い
な
い
と
こ
ろ
に 

百
人
の
働
き
人
が
い
る
で
あ
ろ
う
。 
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も
し
人
々
が
神
に
屈
服
す
る
な
ら
ば
、
神
は
彼
ら
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
て
、
ご
自
分
の
奉
仕
の
た
め
に
彼
ら
を
教
育
さ
れ
る
。 

神
の
み
た
ま
が
魂
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
魂
の
あ
ら
ゆ
る
才
能
が
め
ざ
め
さ
せ
ら
れ
る
。
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
神
に
さ
さ 

げ
ら
れ
た
心
は
、
聖
霊
の
み
ち
び
き
の
も
と
に
、
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
と
げ
、
神
の
ご
要
求
を
理
解
し
こ
れ
を
果
す
よ
う
に
力
づ 

け
ら
れ
る
。
動
揺
し
が
ち
な
弱
い
性
格
は
、
力
強
い
、
し
っ
か
り
し
た
性
格
に
変
え
ら
れ
る
。
ふ
だ
ん
の
献
身
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス 

と
弟
子
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
結
ば
れ
、
そ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
心
と
品
性
が
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
と
つ
な
が 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
、
も
っ
と
広
い
見
解
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
彼
の
判
断
力
は
ま
す
ま
す
鋭
く
な
り
、 

そ
の
意
見
は
一
層
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
も
の
と
な
る
。
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
熱
望
す
る
者
は
、
義
の
太
陽
キ
リ
ス
ト 

の
い
の
ち
を
与
え
る
力
に
よ
っ
て
活
気
づ
け
ら
れ
、
神
の
栄
え
の
た
め
に
豊
か
な
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

科
学
や
芸
術
に
お
い
て
最
高
の
教
育
を
受
け
た
人
々
が
、
世
の
人
々
か
ら
無
学
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
い
や
し
い 

身
分
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
ら
と
う
と
い
教
訓
を
学
ん
で
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
無
名
の
弟
子
た
ち
は
、
す
べ
て
の
学
校
の
中
の
最 

高
の
学
校
で
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
「
こ
の
人
の
語
る
よ
う
に
語
っ
た
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

と
い
わ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
の
足
下
に
す
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
七
ノ
四
六)

。 
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第 26 章 
 

カ
ペ
ナ
ウ
ム
で    

   

イ
エ
ス
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
旅
行
さ
れ
る
あ
い
ま
に
は
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
住
ま
れ
た
の
で
、
こ
の
町
は
イ
エ
ス
ご
自
身
の
町
と
し 

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(

マ
タ
イ
九
ノ
一
参
照)

。
こ
の
町
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
海
の
沿
岸
に
あ
っ
て
、
ゲ
ネ
サ
レ
の
美
し
い
平
野
に 

ま
た
が
っ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
境
界
の
近
く
に
あ
っ
た
。 

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
は
深
い
く
ぼ
み
に
あ
る
の
で
、
そ
の
岸
に
沿
っ
た
平
野
は
南
国
の
よ
う
な
お
だ
や
か
な
気
候
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の 

時
代
に
は
、
こ
こ
に
し
ゅ
ろ
の
木
や
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
茂
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
ま
た
果
樹
園
や
ぶ
ど
う
園
や
緑
の
野
や
、
は
な
や 

か
に
咲
き
ほ
こ
る
美
し
い
花
々
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
が
け
か
ら
吹
き
出
し
て
く
る
新
鮮
な
水
に
よ
っ
て
う
る
お
さ
れ
て
い 

た
。
湖
の
沿
岸
や
、
す
こ
し
離
れ
て
湖
を
と
り
ま
い
て
い
る
丘
に
は
、
町
や
村
が
点
々
と
あ
っ
た
。
湖
は
漁
船
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。 

ど
こ
で
も
多
忙
で
活
動
的
な
生
活
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。 

カ
ペ
ナ
ウ
ム
そ
の
も
の
は
救
い
主
の
働
き
の
中
心
地
と
な
る
の
に
非
常
に
適
し
て
い
た
。
こ
の
町
は
、
ダ
マ
ス
コ
か
ら
エ
ル
サ
レ 

ム
、
エ
ジ
プ
ト
、
地
中
海
へ
通
じ
る
街
道
に
沿
っ
て
い
た
の
で
、
旅
の
往
来
の
は
げ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
多
く
の
国
々
か
ら
や 



各時代の希望 上 

 314

っ
て
き
た
人
た
ち
は
こ
の
町
を
通
り
、
あ
る
い
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
の
旅
の
途
中
休
息
の
た
め
に
滞
在
し
た
。
こ
こ
で
イ
エ
ス
は
あ 

ら
ゆ
る
国
民
と
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
、
貧
し
く
て
い
や
し
い
人
々
に
も
、
金
持
で
え
ら
い
人
々
に
も
お
会
い
に
な
る
こ
と
が
で
き 

た
の
で
、
そ
の
教
訓
は
ほ
か
の
国
々
や
多
く
の
家
庭
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
預
言
の
研
究
が
刺
激
さ
れ
、
人
々
の 

注
意
が
救
い
主
に
向
け
ら
れ
、
イ
エ
ス
の
使
命
が
世
の
人
々
の
前
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

サ
ン
ヒ
ド
リ
ン
が
イ
エ
ス
に
反
対
す
る
決
議
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
衆
は
イ
エ
ス
の
使
命
の
発
展
を
熱
心
に
待
っ
て
い
た
。 

全
天
は
関
心
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
た
。
天
使
た
ち
は
、
人
々
の
心
に
働
き
か
け
、
彼
ら
を
救
い
主
に
ひ
き
よ
せ
て
、
イ
エ
ス
の
伝 

道
に
道
を
備
え
て
い
た
。 

カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
は
、
キ
リ
ス
ト
が
病
気
を
な
お
し
て
お
や
り
に
な
っ
た
貴
族
の
息
子
が
、
キ
リ
ス
ト
の
力
の
証
人
で
あ
っ
た
。
ま 

た
こ
の
宮
廷
の
役
人
と
そ
の
家
族
は
、
彼
ら
の
信
仰
を
よ
ろ
こ
ん
で
あ
か
し
し
た
。
先
生
自
身
が
自
分
た
ち
の
中
に
お
ら
れ
る
と
い 

う
こ
と
が
わ
か
る
と
、
全
市
は
わ
き
た
っ
た
。
群
衆
が
イ
エ
ス
の
前
へ
集
ま
っ
て
き
た
。
安
息
日
に
は
、
会
堂
が
人
で
い
っ
ぱ
い
に 

な
り
、
つ
い
に
は
大
勢
の
人
々
が
は
い
り
き
れ
な
い
で
ひ
き
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

救
い
主
の
話
を
き
い
た
人
々
は
み
な
「
そ
の
言
葉
に
権
威
が
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
そ
の
教
に
驚
い
た
。
」
「
そ
れ
は
律
法
学
者
た 

ち
の
よ
う
に
で
は
な
く
、
権
威
あ
る
者
の
よ
う
に
、
教
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」(

ル
カ
四
ノ
三
二
、
マ
タ
イ
七
ノ
二
九)

。
律
法
学 

者
た
ち
と
長
老
た
ち
の
教
え
は
、
つ
め
た
く
て
形
式
的
で
、
丸
暗
記
し
た
教
え
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
神
の
み
こ
と
ば 

は
生
命
力
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
自
身
の
考
え
と
言
い
伝
え
と
が
神
の
み
こ
と
ば
の
教
え
と
入
れ
代
っ
て
い
た
。
習
慣
的
に
く
り
か
え 

さ
れ
る
儀
式
を
通
し
て
、
彼
ら
は
律
法
を
説
明
す
る
と
公
言
し
た
が
、
し
か
し
彼
ら
自
身
の
心
も
聴
衆
の
心
も
神
か
ら
の
霊
感
に
動 
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イエスがカペナウムの会堂で語っておられると、ひとりの狂人がとび出し  
てきて、「ナザレのイエスよ、あなたはわたしたちとなんの係わりがあるのです」

と叫んだ。救い主はその人をいやしておやりになった。  
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か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
い
ろ
い
ろ
意
見
の
異
な
っ
て
い
る
問
題
に
は
関
係
さ
れ
な
か
っ
た
。
真
理
を
示
す
こ
と
が
イ
エ
ス 

の
働
き
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
は
、
父
祖
た
ち
と
預
言
者
た
ち
の
教
え
を
豊
か
な
光
で
照
し
、
聖
書
は
人
々
に
と
っ
て
新 

し
い
啓
示
と
な
っ
た
。
イ
エ
ス
の
聴
衆
は
、
こ
れ
ま
で
に
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
神
の
み
こ
と
ば
に
深
い
意
味
を
み
と
め
た
。 

イ
エ
ス
は
人
々
の
困
難
を
よ
く
知
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
彼
ら
自
身
の
立
場
に
立
っ
て
人
々
に
応
対
さ
れ
た
。
彼
は
真
理
を
最
も 

率
直
で
単
純
な
方
法
で
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
美
し
い
も
の
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
は
純
潔
で
、
洗
練
さ
れ
て
い
て
、 

流
れ
る
川
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
た
。
イ
エ
ス
の
お
声
は
ラ
ビ
た
ち
の
単
調
な
調
子
に
き
き
な
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
音
楽
の
よ
う
だ 

っ
た
。
し
か
し
、
教
え
は
単
純
で
あ
っ
た
が
、
イ
エ
ス
は
権
威
を
持
つ
者
と
し
て
語
ら
れ
た
。
こ
の
特
徴
の
た
め
に
、
イ
エ
ス
の
教 

え
は
ほ
か
の
す
べ
て
の
人
た
ち
の
教
え
と
対
照
的
だ
っ
た
。
ラ
ビ
た
ち
は
、
聖
書
の
み
こ
と
ば
が
あ
る
意
味
に
も
解
釈
さ
れ
、
ま
た 

は
そ
れ
と
全
然
正
反
対
の
意
味
に
も
解
釈
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
疑
い
と
た
め
ら
い
と
を
も
っ
て
語
っ
た
。
聞
く
者
た
ち
は
毎
日
ま 

す
ま
す
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
聖
書
を
疑
問
の
余
地
の
な
い
権
威
の
あ
る
も
の
と
し
て
教
え
ら
れ
た
。
ど
ん
な
問 

題
で
あ
っ
て
も
、
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
に
反
ば
く
す
る
余
地
が
な
い
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
力
づ
よ
く
語
ら
れ
た
。 

し
か
し
イ
エ
ス
は
、
激
し
い
と
い
う
よ
り
も
熱
心
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
達
成
す
べ
き
は
っ
き
り
し
た
目
的
を
持
っ
て
い
る
お
か
た 

と
し
て
語
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
永
遠
の
世
界
の
事
実
を
示
し
て
お
ら
れ
た
。
ど
の
テ
ー
マ
に
も
神
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、 

人
々
が
地
上
の
事
物
に
心
を
奪
わ
れ
て
の
ぼ
せ
て
い
る
状
態
を
打
破
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
世
の
事
物
を
、
永
遠
の
利
害
関 

係
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
正
し
い
関
係
に
置
か
れ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
こ
の
世
の
事
物
の
重
要
さ
を
無
視
さ
れ
な
か
っ 
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た
。
イ
エ
ス
は
、
天
と
地
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
神
の
真
理
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
日
常
生
活
の
義
務
を 

一
層
よ
く
果
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
お
教
え
に
な
っ
た
。
彼
は
天
を
よ
く
知
っ
て
い
る
お
か
た
と
し
て
語
り
、
神
と 

ご
自
分
と
の
関
係
を
意
識
し
て
お
ら
れ
た
が
、
同
時
に
ま
た
ご
自
分
が
人
類
家
族
の
ひ
と
り
び
と
り
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
み 

と
め
て
お
ら
れ
た
。 

イ
エ
ス
の
め
ぐ
み
の
み
こ
と
ば
は
聴
衆
に
向
く
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
変
え
ら
れ
た
。
彼
は
「
疲
れ
た
者
を
言
葉
を
も
っ
て
助
け
る
こ 

と
を
知
」
っ
て
お
ら
れ
た(
イ
ザ
ヤ
書
五
〇
ノ
四)

。
そ
れ
は
人
々
を
最
も
よ
く
ひ
き
つ
け
る
方
法
で
真
理
の
宝
を
彼
ら
に
伝
え
る
こ 

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
の
く
ち
び
る
に
恵
み
が
そ
そ
が
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
心
に
偏
見
を
も
っ
て
い
る
人
た 

ち
に
接
し
て
、
彼
ら
の
注
意
を
と
ら
え
る
よ
う
な
実
例
に
よ
っ
て
彼
ら
を
驚
か
せ
る
気
転
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
。
想
像
力
を
通
し
て 

イ
エ
ス
は
心
に
ふ
れ
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
の
例
話
は
日
常
生
活
の
事
物
か
ら
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
単
純
な
例
で
あ
っ
た
が
、
驚
く
ほ
ど 

深
い
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
空
の
鳥
、
野
の
ゆ
り
、
種
、
羊
飼
と
羊

―
こ
う
し
た
事
物
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
は
永
遠
の
真
理
を
例 

示
さ
れ
た
。
聴
衆
は
、
そ
の
後
い
つ
で
も
そ
う
し
た
自
然
界
の
事
物
を
見
る
た
び
に
、
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
思
い
出
し
た
。
キ
リ 

ス
ト
の
例
話
は
た
え
ず
そ
の
教
訓
を
く
り
か
え
し
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
決
し
て
人
々
に
う
れ
し
が
ら
せ
を
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
空
想
と
想
像
と
を
高
慢
に
す
る
よ
う
な
こ
と
を
語
っ 

た
り
、
彼
ら
の
じ
ょ
う
ず
な
作
り
話
を
ほ
め
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
偏
見
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
深
く
物 

事
を
考
え
る
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
教
え
を
受
け
入
れ
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
知
恵
が
た
め
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

彼
ら
は
ど
ん
な
単
純
な
こ
と
ば
に
も
霊
的
な
真
理
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
嘆
し
た
。
最
高
の
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
も
、
イ 
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エ
ス
の
み
こ
と
ば
に
魅
力
を
感
じ
、
教
育
の
な
い
人
た
ち
も
い
つ
も
益
を
受
け
た
。
イ
エ
ス
は
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
た
ち
の
た 

め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
ま
た
異
教
徒
に
さ
え
、
彼
ら
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と 

を
お
わ
か
ら
せ
に
な
っ
た
。 

イ
エ
ス
の
や
さ
し
い
あ
わ
れ
み
は
い
や
し
の
力
を
伴
っ
て
、
疲
れ
悩
ん
で
い
る
心
に
そ
そ
が
れ
た
。
怒
っ
た
敵
の
狂
乱
の
中
に
あ 

っ
て
さ
え
、
主
は
平
和
の
雰
囲
気
に
か
こ
ま
れ
て
お
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
の
お
顔
の
美
し
さ
、
品
性
の
美
し
さ
、
と
り
わ
け
そ
の
顔
つ 

き
と
口
調
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
愛
は
、
不
信
の
た
め
に
心
の
か
た
く
な
に
な
っ
て
い
な
い
す
べ
て
の
人
々
を
み
も
と
へ
ひ
き
つ
け
た
。 

イ
エ
ス
の
顔
つ
き
と
こ
と
ば
の
一
つ
一
つ
か
ら
や
さ
し
い
同
情
的
な
精
神
が
輝
き
出
て
い
な
か
っ
た
ら
、
イ
エ
ス
は
あ
の
よ
う
に
多 

く
の
会
衆
を
ひ
き
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ス
の
み
も
と
に
や
っ
て
き
た
苦
し
ん
で
い
る
人
々
は
、
イ
エ
ス
が
忠
実
な 

や
さ
し
い
友
と
し
て
自
分
た
ち
と
利
害
を
一
つ
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
イ
エ
ス
の
教
え
ら
れ
る
真
理
を
も
っ
と
知
り
た
い
と 

望
ん
だ
。
天
は
近
く
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
の
愛
の
慰
め
が
た
え
ず
自
分
た
ち
の
上
に
あ
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
イ
エ
ス 

の
前
に
い
た
い
と
望
ん
だ
。 

イ
エ
ス
は
聴
衆
の
顔
に
あ
ら
わ
れ
る
変
化
を
非
常
に
熱
心
に
見
守
ら
れ
た
。
興
味
と
よ
ろ
こ
び
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
顔
は
イ
エ
ス 

に
大
き
な
満
足
を
与
え
た
。
真
理
の
矢
が
魂
に
さ
さ
り
、
利
己
主
義
と
い
う
壁
を
つ
ら
ぬ
き
、
悔
い
改
め
と
そ
し
て
つ
い
に
は
感
謝 

の
思
い
を
ひ
き
起
す
と
き
、
救
い
主
は
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。
イ
エ
ス
の
目
が
聴
衆
の
群
れ
を
見
渡
し
て
、
そ
の
中
に
以
前
見
え
た
顔
を 

み
と
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
お
顔
は
よ
ろ
こ
び
に
輝
い
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
う
ち
に
ご
自
分
の
王
国
の
有
望
な
民
を
ご
ら
ん
に
な
っ 

た
。
真
理
が
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
て
、
そ
れ
が
何
か
大
事
な
偶
像
に
ふ
れ
る
と
、
イ
エ
ス
は
彼
ら
の
顔
色
が
冷
た
く
、
き
び
し
い
顔 
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つ
き
に
変
る
の
を
み
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
光
が
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。
人
々
が
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
拒 

否
す
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
る
と
、
イ
エ
ス
の
心
は
そ
の
奥
底
ま
で
突
き
刺
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
会
堂
で
、
ご
自
分
が
建
設
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
王
国
に
つ
い
て
、
ま
た
サ
タ
ン
の
と
り
こ
を
解
放
さ
れ
る 

ご
自
分
の
使
命
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
鋭
い
恐
怖
の
叫
び
声
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
た
。
ひ
と
り
の
狂
人
が
人
々
の
中
か
ら
と 

び
出
し
て
き
て
、
「
あ
あ
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
よ
、
あ
な
た
は
わ
た
し
た
ち
と
な
ん
の
係
わ
り
が
あ
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
を
滅 

ぼ
し
に
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。
あ
な
た
が
ど
な
た
で
あ
る
か
、
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
神
の
聖
者
で
す
」
と
大
声
で
叫
ん
だ(

ル
カ
四 

ノ
三
四)

。 

た
ち
ま
ち
混
乱
と
恐
れ
が
生
じ
た
。
人
々
の
注
意
は
イ
エ
ス
か
ら
そ
れ
て
、
み
こ
と
ば
を
き
か
な
か
っ
た
。
サ
タ
ン
が
自
分
の
と 

り
こ
を
会
堂
に
入
れ
た
目
的
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
悪
鬼
を
い
ま
し
め
て
、
「
黙
れ
、
こ
の
人
か
ら
出
て
い
け
」
と 

言
わ
れ
た
。
「
す
る
と
悪
霊
は
彼
を
人
な
か
に
投
げ
倒
し
、
傷
は
負
わ
せ
ず
に
、
そ
の
人
か
ら
出
て
行
っ
た
」(

ル
カ
四
ノ
三
五)

。 

こ
の
あ
わ
れ
な
苦
し
ん
で
い
る
者
は
、
サ
タ
ン
の
た
め
に
心
が
暗
く
な
っ
て
い
た
が
、
救
い
主
の
前
に
出
た
と
き
に
、
一
す
じ
の 

光
が
そ
の
暗
黒
を
つ
ら
ぬ
い
た
。
彼
は
サ
タ
ン
の
支
配
か
ら
自
由
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
に
め
ざ
め
た
。
だ
が
悪
鬼
は
キ
リ
ス
ト 

の
力
に
抵
抗
し
た
。
そ
の
男
が
イ
エ
ス
に
助
け
を
求
め
て
訴
え
よ
う
と
す
る
と
、
悪
霊
が
彼
の
口
に
こ
と
ば
を
入
れ
、
彼
は
恐
怖
に 

苦
し
み
な
が
ら
叫
ん
だ
。
悪
鬼
に
つ
か
れ
た
男
は
、
自
分
を
自
由
に
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
の
で
き
る
お
か
た
の
前
に
自
分
が
い
る
こ 

と
を
あ
る
程
度
理
解
し
た
。
し
か
し
彼
が
そ
の
偉
大
な
み
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に
行
こ
う
と
す
る
と
、
ほ
か
の
者
の
意
志
が
彼
を
ひ 

き
と
め
、
ほ
か
の
者
の
こ
と
ば
が
彼
の
口
か
ら
語
ら
れ
た
。
サ
タ
ン
の
力
と
、
自
由
を
求
め
る
彼
自
身
の
願
い
と
の
間
の
戦
い
は
激 



各時代の希望 上 

 320

し
か
っ
た
。 

試
み
の
荒
野
で
サ
タ
ン
を
征
服
さ
れ
た
お
か
た
は
ふ
た
た
び
敵
と
顔
を
あ
わ
さ
れ
た
。
悪
鬼
は
自
分
の
と
り
こ
に
対
す
る
支
配
力 

を
保
つ
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
た
。
こ
こ
で
退
い
た
ら
、
イ
エ
ス
を
勝
利
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
そ
の 

男
は
、
自
分
の
人
間
性
を
破
壊
し
た
敵
と
の
戦
い
に
い
の
ち
を
失
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
救
い
主
は
権
威 

を
も
っ
て
語
り
、
と
り
こ
を
解
放
さ
れ
た
。
さ
っ
き
ま
で
悪
鬼
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
男
は
驚
き
あ
や
し
む
人
々
の
前
に
落
ち
つ
い 

た
自
由
な
人
間
と
し
て
う
れ
し
そ
う
に
立
っ
た
。
悪
鬼
さ
え
も
救
い
主
の
神
の
力
を
証
拠
だ
て
た
の
で
あ
っ
た
。 

男
は
自
分
が
救
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
神
を
賛
美
し
た
。
最
近
ま
で
狂
気
の
炎
に
燃
え
て
い
た
目
は
、
い
ま
知
性
に
輝
き
、
感
謝 

の
涙
に
あ
ふ
れ
た
。
人
々
は
驚
い
て
お
し
の
よ
う
に
だ
ま
っ
て
い
た
。
口
が
き
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
彼
ら
は
お
互
い
に 

叫
び
合
っ
た
。
「
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
何
事
か
。
権
威
あ
る
新
し
い
教
だ
。
け
が
れ
た
霊
に
さ
え
命
じ
ら
れ
る
と
、
彼
ら
は
従
う
の 

だ
」(

マ
ル
コ
一
ノ
二
七)

。 

こ
の
男
が
友
人
た
ち
の
前
に
恐
ろ
し
い
み
せ
も
の
に
な
り
、
自
分
で
自
分
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
苦
悩
の
か
く
れ
た
原
因
は
、
彼 

自
身
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た
。
彼
は
罪
の
快
楽
に
魅
惑
さ
れ
、
人
生
を
す
ば
ら
し
い
謝
肉
祭
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
彼
は
自
分
が
世 

間
の
人
か
ら
恐
れ
ら
れ
る
者
と
な
り
、
家
族
の
恥
さ
ら
し
に
な
ろ
う
な
ど
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
彼
は
罪
の
な
い
道
楽
に
時 

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。
し
か
し
一
度
く
だ
り
坂
に
な
る
と
、
彼
の
足
は
非
常
な
勢
い
で
く
だ
っ
て
行
っ
た
。
不
節
制 

と
道
楽
は
、
彼
の
性
質
の
と
う
と
い
特
性
を
堕
落
さ
せ
、
サ
タ
ン
が
完
全
に
彼
を
支
配
し
た
。 

後
悔
し
た
と
き
は
す
で
に
遅
か
っ
た
。
失
わ
れ
た
人
間
性
を
と
り
戻
す
た
め
に
は
富
も
快
楽
も
犠
牲
に
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
に 
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は
、
彼
は
悪
魔
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
て
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
敵
の
側
に
身
を
お
い
た
の
で
、
サ
タ
ン
が
彼
の
才
能
を 

全
部
手
に
入
れ
た
。
誘
惑
者
は
多
く
の
魅
力
的
な
も
の
を
み
せ
て
彼
を
誘
惑
し
た
が
、
い
っ
た
ん
こ
の
あ
わ
れ
な
男
が
自
分
の
手
中 

に
お
ち
い
る
と
、
悪
魔
は
容
赦
な
く
残
酷
に
な
り
、
恐
ろ
し
い
怒
り
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
だ
。
悪
に
負
け
る
者
は
み
な
そ
う
な
る
の
で 

あ
る
。
彼
ら
の
若
い
こ
ろ
の
魅
力
的
な
快
楽
の
結
果
は
、
絶
望
の
暗
黒
か
破
滅
し
た
魂
の
狂
気
で
あ
る
。 

荒
野
で
キ
リ
ス
ト
を
試
み
、
カ
ペ
ナ
ウ
ム
の
狂
人
を
支
配
し
た
同
じ
悪
霊
が
不
信
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
支
配
し
た
。
し
か
し
悪
霊
は
、 

ユ
ダ
ヤ
人
の
前
で
は
敬
虔
さ
を
よ
そ
お
い
、
救
い
主
を
こ
ば
む
動
機
に
つ
い
て
彼
ら
を
あ
ざ
む
こ
う
と
つ
と
め
た
。
彼
ら
の
状
態
は 

あ
の
狂
人
の
状
態
よ
り
も
絶
望
的
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
必
要
を
感
じ
な
い
た
め
に
、
サ
タ
ン
の
力
に
固
く
と
ら 

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
人
々
の
中
で
個
人
的
に
伝
道
さ
れ
た
期
間
は
、
暗
黒
の
王
国
の
勢
力
が
最
も
活
動
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
各
時
代 

に
わ
た
っ
て
サ
タ
ン
と
悪
天
使
た
ち
は
、
人
間
の
肉
体
と
精
神
と
を
支
配
し
て
罪
と
苦
難
と
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
。 

そ
し
て
彼
は
そ
う
し
た
す
べ
て
の
悲
惨
な
状
態
を
神
の
せ
い
に
し
た
。
イ
エ
ス
は
神
の
ご
品
性
を
人
々
に
お
示
し
に
な
っ
て
い
た
。 

彼
は
サ
タ
ン
の
力
を
う
ち
破
り
、
そ
の
と
り
こ
を
解
放
し
て
お
ら
れ
た
。
天
か
ら
の
新
し
い
い
の
ち
と
愛
と
力
と
が
人
々
の
心
に
働 

き
か
け
て
い
た
の
で
、
悪
の
君
は
自
分
の
王
国
の
主
権
を
守
る
た
め
に
戦
い
に
立
ち
あ
が
っ
た
。
サ
タ
ン
は
全
軍
を
召
集
し
て
一
歩 

一
歩
キ
リ
ス
ト
の
働
き
と
争
っ
た
。 

義
と
罪
と
の
間
に
お
け
る
最
後
の
大
争
闘
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
天
か
ら
新
し
い
い
の
ち
と
光
と
力
と
が
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち 

の
上
に
く
だ
る
一
方
で
は
、
一
つ
の
新
し
い
い
の
ち
が
地
か
ら
生
じ
て
サ
タ
ン
の
働
き
を
活
気
づ
け
る
。
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
は 
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緊
張
に
つ
つ
ま
れ
る
。
何
世
紀
も
の
争
闘
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
狡
猾(

こ
う
か
つ)

さ
を
も
っ
て
、
悪
の
君
は
変
装
し
て
働
く
。
彼 

は
光
の
天
使
の
装
い
を
し
て
あ
ら
わ
れ
、
多
く
の
人
々
が
「
惑
わ
す
霊
と
悪
霊
の
教
と
に
気
を
と
ら
れ
」
る(

テ
モ
テ
第
一
・
四
ノ 

一)
。 キ

リ
ス
ト
の
時
代
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
や
教
師
た
ち
は
サ
タ
ン
の
働
き
に
抵
抗
す
る
の
に
無
力
だ
っ
た
。
彼
ら
は
悪
霊
を 

お
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
方
法
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
が
悪
魔
を
征
服
さ
れ
た
の
は
神
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ 

て
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
は
、
神
の
み
こ
と
ば
の
解
説
者
で
あ
る
と
自
称
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
言 

い
伝
え
を
支
持
し
、
人
間
の
つ
く
っ
た
慣
習
を
強
制
す
る
た
め
だ
け
に
み
こ
と
ば
を
研
究
し
て
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
解
釈
に 

よ
っ
て
、
み
こ
と
ば
を
神
が
決
し
て
意
図
さ
れ
な
か
っ
た
感
情
の
表
現
と
し
て
教
え
た
。
彼
ら
の
神
秘
的
な
解
釈
は
、
神
が
明
ら
か 

に
示
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
不
明
瞭(
ふ
め
い
り
ょ
う)

に
し
た
。
彼
ら
は
つ
ま
ら
な
い
専
門
用
語
に
つ
い
て
論
争
し
、
最
も
本
質
的 

な
真
理
を
事
実
上
否
定
し
た
。
こ
う
し
て
不
信
仰
の
種
が
広
く
ま
か
れ
た
。
神
の
み
こ
と
ば
は
そ
の
力
を
奪
わ
れ
、
悪
霊
は
思
い
の 

ま
ま
に
働
い
た
。 

歴
史
は
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
聖
書
を
目
の
前
に
開
い
て
、
そ
の
教
え
を
と
う
と
ぶ
と
告
白
し
な
が
ら
、
今
日
多
く
の
宗
教
家 

た
ち
は
、
聖
書
を
神
の
み
こ
と
ば
と
し
て
信
じ
る
信
仰
を
破
壊
し
て
い
る
。
彼
ら
は
み
こ
と
ば
を
批
評
す
る
の
に
忙
し
く
、
み
こ
と 

ば
に
は
っ
き
り
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
自
分
自
身
の
意
見
を
第
一
に
す
る
。
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
神
の
み
こ
と
ば
は
人
を
生 

れ
か
わ
ら
せ
る
力
を
失
う
。
不
信
仰
が
は
び
こ
り
、
不
義
が
盛
ん
な
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。 

サ
タ
ン
は
、
聖
書
に
対
す
る
信
仰
を
ひ
そ
か
に
破
壊
し
て
し
ま
う
と
、
人
々
を
他
の
光
と
力
の
み
な
も
と
に
み
ち
び
く
。
こ
う
し 
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て
彼
は
巧
妙
に
は
い
り
こ
む
。
聖
書
の
明
ら
か
な
教
え
と
、
罪
に
つ
い
て
さ
と
ら
せ
て
く
だ
さ
る
神
の
聖
霊
の
力
か
ら
離
れ
る
者
は
、 

悪
鬼
の
支
配
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
聖
書
に
つ
い
て
の
批
評
と
空
論
と
は
、
古
代
の
異
教
が
近
代
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
降
神 

術
と
接
神
論
と
が
、
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
会
と
自
称
し
て
い
る
教
会
の
中
に
さ
え
足
場
を
獲
得
す
る
道
を
開
い
た
。 

福
音
の
教
え
と
並
ん
で
、
偽
り
の
霊
の
仲
介
に
す
ぎ
な
い
力
が
働
い
て
い
る
。
多
く
の
人
々
は
た
だ
の
好
奇
心
か
ら
こ
う
し
た
も 

の
に
手
を
出
す
が
、
人
間
の
力
以
上
の
も
の
が
働
い
て
い
る
証
拠
を
み
て
、
だ
ん
だ
ん
お
び
き
よ
せ
ら
れ
、
つ
い
に
は
自
分
の
意
志 

よ
り
も
力
の
強
い
意
志
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
そ
の
神
秘
的
な
力
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

魂
の
防
備
は
う
ち
破
ら
れ
る
。
彼
に
は
罪
に
対
す
る
防
壁
が
な
い
。
神
の
み
こ
と
ば
と
み
た
ま
の
抑
制
が
ひ
と
た
び
拒
否
さ
れ
る 

と
、
人
は
ど
こ
ま
で
堕
落
の
深
み
に
落
ち
る
か
わ
か
ら
な
い
。
秘
密
な
罪
や
支
配
的
な
情
欲
の
た
め
に
、
彼
は
カ
ペ
ナ
ウ
ム
の
悪
鬼 

に
つ
か
れ
た
男
と
同
じ
よ
う
に
無
力
な
と
り
こ
と
な
る
。
そ
れ
で
も
な
お
彼
の
状
態
に
は
望
み
が
な
い
の
で
は
な
い
。 

わ
れ
わ
れ
が
悪
魔
に
う
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
方
法
は
、
キ
リ
ス
ト
が
勝
た
れ
た
方
法
、
す
な
わ
ち
み
こ
と
ば
の
力
に
よ
っ
て
で 

あ
る
。
神
は
わ
れ
わ
れ
の
同
意
な
し
に
は
心
を
支
配
な
さ
ら
な
い
。
し
か
し
神
の
み
こ
こ
ろ
を
知
り
、
こ
れ
を
行
お
う
と
望
む
と
き
、 

次
の
神
の
約
束
は
わ
れ
ら
の
も
の
で
あ
る
。
「
ま
た
真
理
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
真
理
は
、
あ
な
た
が
た
に
自
由
を
得
さ
せ
る 

で
あ
ろ
う
」
。
「
神
の
み
こ
こ
ろ
を
行
お
う
と
思
う
者
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
、
わ
た
し
の
語
っ
て
い
る
こ
の
教
が
神
か
ら
の
も
の
か
、 

そ
れ
と
も
、
わ
た
し
自
身
か
ら
出
た
も
の
か
、
わ
か
る
で
あ
ろ
う
」(
ヨ
ハ
ネ
八
ノ
三
二
、
七
ノ
一
七)

。
こ
れ
ら
の
約
束
を
信
ず
る 

こ
と
に
よ
っ
て
、
だ
れ
で
も
み
な
誤
謬
の
わ
な
と
罪
の
支
配
か
ら
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

人
は
み
な
ど
ん
な
力
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
よ
う
と
自
由
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
救
い
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど 
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ど
ん
底
ま
で
堕
落
し
た
者
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
悪
い
人
間
は
い
な
い
。
悪
鬼
に
つ
か
れ
た
あ
の
男
は
、
祈
り
の
代
り
に
、
サ
タ 

ン
の
こ
と
ば
し
か
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
の
心
の
中
に
あ
る
無
言
の
訴
え
は
き
か
れ
た
。
困
っ
て
い
る
魂 

の
叫
び
は
、
た
と
え
そ
れ
が
こ
と
ば
に
な
ら
な
く
て
も
、
決
し
て
み
す
ご
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
天
の
神
と
の
契
約
関
係
に
は
い
る 

こ
と
に
同
意
す
る
者
は
、
サ
タ
ン
の
力
や
自
分
自
身
の
弱
い
性
質
の
ま
ま
に
う
ち
す
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
は
救
い
主
か
ら
、 

「
む
し
ろ
わ
が
力
に
た
よ
り
て
我
と
や
わ
ら
ぎ
を
結
べ
、
わ
れ
と
平
和
を
む
す
ぶ
べ
し
」
と
招
か
れ
て
い
る(

イ
ザ
ヤ
書
二
七
ノ
五 

・
文
語
訳)

。
暗
黒
の
悪
霊
た
ち
は
か
つ
て
自
分
た
ち
の
支
配
下
に
あ
っ
た
魂
を
求
め
て
戦
う
。
し
か
し
神
の
天
使
た
ち
が
す
ぐ
れ
た 

力
を
も
っ
て
そ
の
魂
の
た
め
に
戦
う
の
で
あ
る
。
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
、｢

勇
士
が
奪
っ
た
獲
物
を
ど
う
し
て
取
り
返
す
こ
と
が
で 

き
よ
う
か
。
暴
君
が
か
す
め
た
捕
虜
を
ど
う
し
て
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
、
『
勇
士
が
か
す 

め
た
捕
虜
も
取
り
返
さ
れ
、
暴
君
が
奪
っ
た
獲
物
も
救
い
出
さ
れ
る
。
わ
た
し
は
あ
な
た
と
争
う
者
と
争
い
、
あ
な
た
の
子
ら
を
救 

う
か
ら
で
あ
る
』
」(

イ
ザ
ヤ
書
四
九
ノ
二
四
、
二
五)

。 

会
堂
の
中
の
会
衆
が
ま
だ
畏
敬
の
念
に
わ
れ
を
忘
れ
て
い
る
間
に
、
イ
エ
ス
は
し
ば
ら
く
休
む
た
め
に
ペ
テ
ロ
の
家
へ
退
か
れ
た
。 

だ
が
こ
こ
に
も
ま
た
暗
い
影
が
落
ち
て
い
た
。
ペ
テ
ロ
の
妻
の
母
親
が
高
い
熱
の
た
め
に
病
床
に
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ 

エ
ス
は
病
気
を
責
め
ら
れ
た
。
す
る
と
病
人
は
起
き
あ
が
っ
て
主
と
弟
子
た
ち
の
必
要
に
奉
仕
し
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
み
わ
ざ
に
つ
い
て
の
う
わ
さ
は
た
ち
ま
ち
カ
ペ
ナ
ウ
ム
じ
ゅ
う
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
ラ
ビ
た
ち
を
恐
れ
た
た
め
に
、
人 

人
は
安
息
日
に
病
気
を
な
お
し
て
も
ら
う
た
め
に
や
っ
て
こ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
だ
が
太
陽
が
地
平
線
に
か
く
れ
た
と
た
ん
に 

大
さ
わ
ぎ
が
始
ま
っ
た
。
家
か
ら
、
商
店
か
ら
、
市
場
か
ら
、
町
の
住
民
が
イ
エ
ス
の
泊
ま
っ
て
お
ら
れ
る
そ
ま
つ
な
住
居
へ
お
し 
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か
け
た
。
病
人
は
寝
い
す
に
の
せ
て
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
つ
え
に
す
が
っ
て
や
っ
て
く
る
者
も
あ
れ
ば
、
友
人
た
ち
に
さ
さ
え
ら
れ 

て
力
な
く
よ
ろ
め
き
な
が
ら
、
救
い
主
の
前
に
出
る
者
も
あ
っ
た
。 

何
時
間
に
も
わ
た
っ
て
、
人
々
は
出
た
り
は
い
っ
た
り
し
た
。
な
ぜ
な
ら
翌
日
に
な
れ
ば
こ
の
い
や
し
主
が
ま
だ
自
分
た
ち
の
中 

に
お
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
こ
の
よ
う
な
日
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
か
つ
て
な 

か
っ
た
。
大
気
は
勝
利
の
声
と
救
い
の
叫
び
に
満
た
さ
れ
た
。
救
い
主
は
ご
自
分
が
ひ
き
起
さ
れ
た
歓
喜
を
お
よ
ろ
こ
び
に
な
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
人
々
の
苦
難
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
同
情
に
心
を
動
か
さ
れ
た
が
、
彼
ら
に
健
康
と 

幸
福
を
回
復
し
て
お
や
り
に
な
る
力
が
あ
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
最
後
の
病
人
が
な
お
る
ま
で
働
き
を
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
群
衆
が
立
ち
去
り
、
シ
モ
ン
の
家
が
静
け
さ
に
つ
つ
ま
れ 

た
の
は
夜
お
そ
く
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
長
い
さ
わ
ぎ
の
一
日
が
過
ぎ
去
っ
て
、
イ
エ
ス
は
休
ま
れ
た
。
し
か
し
町
が
ま
だ
眠
り 

に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
こ
ろ
、
救
い
主
は
「
朝
は
や
く
、
夜
の
明
け
る
よ
ほ
ど
前
に
、･･････

起
き
て
寂
し
い
所
へ
出
て
行
き
、
そ
こ
で 

祈
っ
て
お
ら
れ
た
」(

マ
ル
コ
一
ノ
三
五)

。 

こ
う
し
て
イ
エ
ス
の
地
上
生
活
の
日
々
が
明
け
暮
れ
た
。
イ
エ
ス
は
た
び
た
び
弟
子
た
ち
に
ひ
ま
を
お
や
り
に
な
っ
て
自
分
の
家 

を
た
ず
ね
さ
せ
た
り
、
休
息
さ
せ
た
り
さ
れ
た
。
だ
が
ご
自
分
は
、
弟
子
た
ち
が
イ
エ
ス
を
働
き
か
ら
ひ
き
離
そ
う
と
す
る
努
力
を 

静
か
に
お
し
と
ど
め
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
は
無
知
な
人
々
に
教
え
、
病
人
を
な
お
し
、
盲
人
に
視
力
を
与
え
、
群
衆
を
養
う
た
め
に
、 

一
日
じ
ゅ
う
働
か
れ
た
。
そ
し
て
夕
方
や
早
朝
に
天
父
と
ま
じ
わ
る
た
め
に
山
の
か
く
れ
場
に
行
か
れ
た
。
た
び
た
び
イ
エ
ス
は
一 

晩
じ
ゅ
う
祈
り
と
瞑
想
に
す
ご
し
て
、
夜
明
け
に
、
人
々
の
中
で
働
く
た
め
に
帰
ら
れ
た
。 
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朝
早
く
、
ペ
テ
ロ
と
仲
間
た
ち
が
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
カ
ペ
ナ
ウ
ム
の
人
た
ち
が
も
う
イ
エ
ス
に
面
会
し
た
が
っ 

て
い
る
と
言
っ
た
。
弟
子
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
世
間
の
人
た
ち
の
態
度
に
ひ
ど
く
失
望
し
て
い
た
。
エ
ル
サ 

レ
ム
の
当
局
者
た
ち
は
イ
エ
ス
を
殺
そ
う
と
求
め
て
い
た
。
故
郷
の
町
の
人
た
ち
で
さ
え
イ
エ
ス
の
い
の
ち
を
と
ろ
う
と
し
た
。
だ 

が
カ
ペ
ナ
ウ
ム
で
は
、
イ
エ
ス
は
人
々
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
熱
心
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
、
弟
子
た
ち
の
望
み
は
新
た
に
燃
え
た
。
自
由 

を
愛
す
る
ガ
リ
ラ
ヤ
の
人
々
の
中
か
ら
新
し
い
王
国
の
支
持
者
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
が 

「
『
わ
た
し
は
、
ほ
か
の
町
々
に
も
神
の
国
の
福
音
を
宣
べ
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
分
は
そ
の
た
め
に
つ
か
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
』 

と
言
わ
れ
た
」
の
を
き
い
て
驚
い
た(

ル
カ
四
ノ
四
三)

。 

当
時
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
興
奮
の
中
に
あ
っ
て
、
イ
エ
ス
の
使
命
の
目
的
が
見
落
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス 

は
た
だ
ふ
し
ぎ
な
こ
と
を
さ
れ
る
人
、
あ
る
い
は
肉
体
の
病
気
を
な
お
さ
れ
る
人
と
し
て
、
人
々
の
注
意
を
ご
自
分
に
ひ
き
つ
け
る 

こ
と
で
満
足
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
人
々
を
彼
ら
の
救
い
主
と
し
て
の
ご
自
分
に
ひ
き
よ
せ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
。
人
々
は
イ
エ 

ス
が
王
と
し
て
地
上
の
統
治
権
を
確
立
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
と
信
じ
た
が
っ
た
が
、
イ
エ
ス
は
人
々
の
心
を
世
俗
的
な
も 

の
か
ら
は
な
れ
て
霊
的
な
も
の
へ
向
け
よ
う
と
望
ま
れ
た
。
単
な
る
世
俗
的
な
成
功
は
イ
エ
ス
の
働
き
を
邪
魔
す
る
の
で
あ
っ
た
。 

軽
は
ず
み
な
群
衆
の
驚
嘆
は
イ
エ
ス
の
心
を
い
ら
だ
た
せ
た
。
イ
エ
ス
の
生
活
に
は
自
分
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
が
す
こ
し
も 

な
か
っ
た
。
世
間
の
人
た
ち
が
地
位
や
富
や
才
能
に
さ
さ
げ
る
尊
敬
は
、
人
の
子
イ
エ
ス
に
は
無
関
係
だ
っ
た
。
人
々
か
ら
忠
節
を 

つ
く
さ
れ
た
り
、
人
々
の
尊
敬
を
あ
つ
め
た
り
す
る
た
め
に
一
般
に
用
い
ら
れ
る
手
段
を
、
イ
エ
ス
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ 

ス
が
お
生
れ
に
な
る
何
世
紀
も
前
に
、
そ
の
こ
と
が
イ
エ
ス
に
つ
い
て
預
言
さ
れ
て
い
た
。
「
彼
は
叫
ぶ
こ
と
な
く
、
声
を
あ
げ
る 



第 26 章 カペナウムで 

 327

こ
と
な
く
、
そ
の
声
を
ち
ま
た
に
聞
え
さ
せ
ず
、
ま
た
傷
つ
い
た
葦
を
折
る
こ
と
な
く
、
ほ
の
ぐ
ら
い
灯
心
を
消
す
こ
と
な
く
、
真 

実
を
も
っ
て
道
を
し
め
す
。
彼
は
衰
え
ず
、
落
胆
せ
ず
、
つ
い
に
道
を
地
に
確
立
す
る
」(

イ
ザ
ヤ
書
四
二
ノ
二
―
四)

。 
パ
リ
サ
イ
人
は
き
ち
ょ
う
め
ん
な
儀
式
主
義
や
、
こ
れ
見
よ
が
し
の
礼
拝
と
慈
善
行
為
な
ど
に
よ
っ
て
、
世
間
か
ら
え
ら
い
者
に 

見
ら
れ
た
い
と
望
ん
だ
。
彼
ら
は
宗
教
を
討
論
の
主
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
へ
の
熱
心
さ
を
示
し
た
。
反
対
派
の
間
で
長 

時
間
に
わ
た
っ
て
大
声
で
論
争
が
つ
づ
け
ら
れ
、
学
問
の
あ
る
律
法
学
者
た
ち
の
怒
っ
た
論
争
の
声
が
街
頭
で
き
か
れ
る
こ
と
が
珍 

ら
し
く
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
の
生
活
は
、
こ
う
し
た
す
べ
て
の
こ
と
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
生
活
に
は
、
さ
わ
が
し
い
論
争
や
こ
れ
見 

よ
が
し
の
礼
拝
や
称
賛
を
受
け
ん
が
た
め
の
行
為
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
神
の
う
ち
に
か
く
さ
れ
、
神
は
み 

子
の
品
性
の
う
ち
に
啓
示
さ
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
啓
示
に
人
々
の
心
を
向
け
、
こ
れ
に
彼
ら
の
尊
敬
を
さ
さ
げ
さ
せ
た
い
と 

望
ま
れ
た
。 

義
の
太
陽
キ
リ
ス
ト
は
、
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
く
光
を
世
に
放
っ
て
、
そ
の
栄
光
で
人
々
の
感
覚
を
く
ら
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
な
さ 

ら
な
か
っ
た
。
「
主
は
あ
し
た
の
光
の
よ
う
に
必
ず
現
れ
い
で
」
と
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る(

ホ
セ
ア
書
六
ノ
三)

。 

朝
の
光
は
静
か
に
や
さ
し
く
地
を
照
し
て
、
暗
い
影
を
追
い
や
り
、
世
人
を
い
の
ち
に
目
ざ
め
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
義
の
太
陽 

キ
リ
ス
ト
は
「
そ
の
翼
に
は
、
い
や
す
力
を
備
え
て
」
の
ぼ
ら
れ
る
の
で
あ
る(

マ
ラ
キ
書
四
ノ
二)

。 
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「
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よ
め
て
い
た
だ
け
る
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が
」    

 

本
章
は
マ
タ
イ
八
ノ
二
―
四
、
九
ノ
一
―
八
、
三
二
―
三
四
、
マ
ル
コ
一
ノ 

四
○
―
四
五
、
ニ
ノ
一
―
一
二
、
ル
カ
五
ノ
一
二
―
二
八
に
も
と
づ
く 

 

東
洋
で
知
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
病
気
の
中
で
ら
い
病
が
一
番
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
病
気
は
伝
染
し
て
な
お
り
に
く
い
と
い 

う
特
性
が
あ
る
上
に
、
病
人
に
恐
ろ
し
い
結
果
を
及
ぼ
す
の
で
、
ど
ん
な
に
勇
敢
な
人
で
も
恐
怖
に
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
ユ 

ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、
そ
れ
は
罪
を
犯
し
た
罰
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
「
打
撃
」
と
か
「
神
の
指
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ 

の
病
気
は
根
深
く
て
、
根
絶
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
致
命
的
で
あ
る
た
め
に
、
罪
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
た
。
ら
い
病
人
は
、
儀
式
の 

規
則
に
よ
っ
て
、
け
が
れ
た
者
と
宣
告
さ
れ
た
。
彼
は
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
者
の
よ
う
に
、
人
々
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら 

し
め
出
さ
れ
た
。
彼
の
さ
わ
っ
た
も
の
は
み
な
け
が
れ
た
。
空
気
も
彼
の
呼
吸
に
よ
っ
て
け
が
れ
た
。
こ
の
病
気
の
疑
い
の
あ
る
者 

は
、
祭
司
に
み
て
も
ら
い
、
祭
司
が
調
べ
て
み
て
病
気
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
で
あ
っ
た
。
も
し
ら
い
病
人
で
あ
る
と
宣
告
さ
れ 

た
ら
、
彼
は
家
族
か
ら
隔
離
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
会
衆
か
ら
絶
た
れ
、
同
じ
よ
う
に
こ
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
者
と
だ
け
し
か 

ま
じ
わ
れ
な
い
運
命
に
定
め
ら
れ
た
。
律
法
の
要
求
は
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
王
や
役
人
た
ち
で
さ
え
例
外
で
は
な
か
っ 

た
。
こ
の
恐
る
べ
き
病
気
に
襲
わ
れ
た
君
主
は
、
王
位
を
捨
て
て
、
社
会
か
ら
逃
げ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
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ら
い
病
人
は
友
人
や
肉
親
か
ら
離
れ
て
、
自
分
の
病
気
の
の
ろ
い
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
自
分
の
わ
ざ
わ
い
を
公
表
し
、 

衣
を
裂
き
、
警
戒
の
声
を
あ
げ
て
、
不
潔
な
自
分
の
前
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
み
ん
な
に
警
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
人
々
は
、 

孤
独
な
追
放
人
が
悲
し
い
調
子
で
「
け
が
れ
た
者
、
け
が
れ
た
者
」
と
叫
ぶ
声
を
、
一
つ
の
合
図
と
し
て
恐
怖
と
嫌
悪
の
念
を
も
っ 

て
聞
い
た
。 

キ
リ
ス
ト
が
伝
道
し
て
お
ら
れ
た
地
方
に
は
、
こ
の
よ
う
な
病
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
イ
エ
ス
の
働
き
の
う
わ
さ
は
彼
ら
の
耳
に 

も
き
こ
え
、
か
す
か
な
望
み
の
光
を
と
も
し
た
。
し
か
し
預
言
者
エ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
こ
の
か
た
、
こ
の
病
気
に
と
り
つ
か
れ
た 

人
が
き
よ
め
ら
れ
た
と
い
う
例
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
エ
ス
が
ま
だ
だ
れ
の
た
め
に
も
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
自
分
た
ち
の 

た
め
に
し
て
く
だ
さ
る
と
は
期
待
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
心
に
信
仰
の
芽
ば
え
は
じ
め
た
人
が
ひ
と
り
い
た
。
そ
れ
で
も 

そ
の
男
は
、
イ
エ
ス
に
ど
う
や
っ
て
近
づ
い
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
人
た
ち
と
の
接
触
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か 

ら
、
ど
う
や
っ
て
い
や
し
主
の
前
に
出
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
キ
リ
ス
ト
が
彼
の
よ
う
な
者
を
な
お
し
て
く
だ
さ
る
か
ど
う 

か
疑
問
だ
っ
た
。
神
の
刑
罰
の
も
と
に
苦
し
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
者
を
、
イ
エ
ス
が
身
を
か
が
め
て
み
と
め
て
く
だ
さ
る
だ 

ろ
う
か
。
パ
リ
サ
イ
人
や
、
医
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
イ
エ
ス
も
自
分
に
わ
ざ
わ
い
を
宣
告
し
て
、
人
々
の
出
入
り
す
る
と
こ
ろ 

か
ら
離
れ
る
よ
う
に
警
告
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
は
イ
エ
ス
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
み
な
思
い
浮
べ
て
み 

た
。
イ
エ
ス
に
助
け
を
求
め
て
追
い
返
さ
れ
た
も
の
は
ひ
と
り
も
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
わ
れ
な
男
は
救
い
主
を
さ
が
し
だ
そ
う
と
決 

心
し
た
。
自
分
は
町
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
エ
ス
が
わ
き
道
を
と
っ
て
山
道
を
通
ら
れ
る
の
に
出
会
う
か
も
知
れ
な
い
し
、 

あ
る
い
は
町
の
そ
と
で
教
え
て
お
ら
れ
る
の
を
み
か
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
困
難
は
大
き
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
が
彼
の
唯 
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一
の
望
み
で
あ
っ
た
。 

ら
い
病
人
は
救
い
主
の
み
も
と
へ
み
ち
び
か
れ
る
。
イ
エ
ス
は
湖
の
ほ
と
り
で
教
え
て
お
ら
れ
、
人
々
が
そ
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ 

て
い
る
。
遠
く
に
離
れ
て
立
ち
な
が
ら
、
ら
い
病
人
は
救
い
主
の
口
か
ら
出
る
こ
と
ば
を
い
く
つ
か
と
ら
え
る
。
彼
は
イ
エ
ス
が
病 

人
の
上
に
手
を
お
か
れ
る
の
を
見
る
。
び
っ
こ
や
、
盲
や
、
中
風
の
者
や
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
で
死
に
か
か
っ
て
い
る
者
た
ち
が
、 

健
康
を
与
え
ら
れ
て
立
ち
あ
が
り
、
救
い
を
神
に
感
謝
す
る
の
が
見
え
る
。
信
仰
が
彼
の
心
の
中
で
強
ま
る
。
彼
は
集
ま
っ
て
い
る 

群
衆
の
方
へ
一
歩
ま
た
一
歩
と
近
づ
い
て
行
く
。
自
分
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
人
々
の
安
全
や
、
み
ん
な
が
恐
怖
の
念
を
も 

っ
て
自
分
を
見
る
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
る
。
彼
は
い
や
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
が
た
い
望
み
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
。 

彼
は
い
ま
わ
し
い
み
せ
も
の
で
あ
る
。
病
気
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
深
く
食
い
こ
み
、
そ
の
く
さ
っ
て
い
く
肉
体
は
見
る
も
恐
ろ 

し
い
ほ
ど
で
あ
る
。
彼
を
見
る
と
、
人
々
は
恐
れ
て
あ
と
ず
さ
り
す
る
。
人
々
は
彼
に
ふ
れ
ま
い
と
し
て
お
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
っ 

て
逃
げ
る
。
彼
が
イ
エ
ス
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
と
め
よ
う
と
す
る
人
々
が
い
る
が
む
だ
で
あ
る
。
彼
は
彼
ら
を
見
も
し
な
け
れ 

ば
、
彼
ら
の
言
う
こ
と
を
聞
き
も
し
な
い
。
彼
は
人
々
の
嫌
悪
の
表
情
な
ど
見
向
き
も
し
な
い
。
彼
は
神
の
み
子
し
か
見
な
い
。
彼 

は
死
に
か
け
て
い
る
者
に
い
の
ち
を
語
る
声
し
か
聞
か
な
い
。
イ
エ
ス
の
そ
ば
ま
で
押
し
わ
け
て
進
む
と
、
彼
は
「
主
よ
、
み
こ
こ 

ろ
で
し
た
ら
、
き
よ
め
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
が
」
と
叫
ん
で
、
イ
エ
ス
の
足
も
と
に
身
を
投
げ
る
。 

イ
エ
ス
は
「
そ
う
し
て
あ
げ
よ
う
、
き
よ
く
な
れ
」
と
お
答
え
に
な
っ
て
、
彼
の
上
に
手
を
お
か
れ
た(

マ
タ
イ
八
ノ
二
、
三)

。 

た
ち
ま
ち
、
ら
い
病
人
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
た
。
彼
の
肉
体
は
健
康
に
な
り
、
神
経
は
鋭
敏
に
な
り
、
筋
肉
が
ひ
き
し
ま
っ
た
。 

ら
い
病
特
有
の
ざ
ら
ざ
ら
し
た
う
ろ
こ
状
の
皮
膚
が
消
え
て
、
そ
の
か
わ
り
に
健
康
な
子
供
の
は
だ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
な
め
ら 
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イエスが一群の人々と一しょに湖のそばに立っておられると、ひとりの癩  
病人が近づいてきて、救っていただきたいと嘆願した。主は彼をいやされた。  
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か
な
赤
み
が
あ
ら
わ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
そ
の
男
に
、
い
ま
な
さ
れ
た
働
き
を
だ
れ
に
も
知
ら
せ
ず
に
、
さ
さ
げ
物
を
持
っ
て
ま
っ
す
ぐ
宮
に
行
く
よ
う
に
と
お 

命
じ
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
さ
さ
げ
物
は
、
祭
司
た
ち
が
そ
の
男
を
診
察
し
て
、
病
気
が
す
っ
か
り
な
お
っ
て
い
る
と
宣
告
す
る 

ま
で
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
祭
司
た
ち
は
、
こ
の
役
目
を
行
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
い
や
で
も
、
診
察
し
て
病
状
を
決
定
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

聖
書
の
み
こ
と
ば
に
は
、
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
男
に
沈
黙
と
敏
速
な
行
動
の
必
要
を
非
常
に
せ
き
た
て
て
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ 

れ
て
い
る
。
「
イ
エ
ス
は
彼
を
き
び
し
く
戒
め
て
、
す
ぐ
に
そ
こ
を
去
ら
せ
、
こ
う
言
い
聞
か
せ
ら
れ
た
、
『
何
も
人
に
話
さ
な
い
よ 

う
に
、
注
意
し
な
さ
い
。
た
だ
行
っ
て
、
自
分
の
か
ら
だ
を
祭
司
に
見
せ
、
そ
れ
か
ら
、
モ
ー
セ
が
命
じ
た
物
を
あ
な
た
の
き
よ
め 

の
た
め
に
さ
さ
げ
て
、
人
々
に
証
明
し
な
さ
い
』
」(

マ
ル
コ
一
ノ
四
三
、
四
四)

。
も
し
祭
司
た
ち
が
そ
の
ら
い
病
人
の
い
や
し
の
実 

情
を
知
っ
た
ら
、
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
ヘ
の
憎
し
み
か
ら
不
正
直
な
宣
告
を
く
だ
す
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
奇
跡
に
つ
い
て
の
う 

わ
さ
が
彼
ら
の
耳
に
は
い
る
前
に
、
そ
の
男
が
宮
に
出
頭
す
る
よ
う
に
イ
エ
ス
は
望
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
公
平
な
決
定
が
く
だ
さ
れ
、 

ら
い
病
を
い
や
さ
れ
た
こ
の
男
は
も
う
一
度
家
族
や
友
人
た
ち
の
間
で
暮
す
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
が
そ
の
男
に
沈
黙
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
、
イ
エ
ス
の
お
考
え
に
は
ほ
か
の
目
的
も
あ
っ
た
。
救
い
主
は
敵
ど
も
が
い
つ
も 

イ
エ
ス
の
働
き
を
制
限
し
た
り
、
人
々
を
イ
エ
ス
か
ら
離
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
も
し
こ
の
ら 

い
病
人
の
い
や
し
が
う
わ
さ
に
の
ぼ
っ
た
ら
、
こ
の
恐
ろ
し
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
ほ
か
の
者
た
ち
が
イ
エ
ス
の
ま
わ
り
に
お
し 

よ
せ
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
と
の
接
触
か
ら
人
々
が
伝
染
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
叫
び
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
イ
エ
ス 
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は
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
ら
い
病
人
の
多
く
は
、
健
康
の
賜
物
を
自
分
自
身
や
他
人
の
祝
福
と
な
る
よ
う
に
用
い
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

ま
た
ら
い
病
人
た
ち
を
ま
わ
り
に
ひ
き
よ
せ
る
と
、
イ
エ
ス
が
儀
式
の
規
則
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
破
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う 

非
難
の
機
会
を
与
え
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
福
音
を
の
べ
つ
た
え
る
イ
エ
ス
の
働
き
が
妨
害
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。 

こ
の
で
き
ご
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
警
告
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
群
衆
は
ら
い
病
人
が
い
や
さ
れ
た
の
を
目
撃
し
て
い 

た
の
で
、
祭
司
た
ち
の
決
定
を
知
り
た
が
っ
た
。
そ
の
男
が
友
人
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
っ
て
く
る
と
、
大
さ
わ
ぎ
と
な
っ
た
。
イ 

エ
ス
の
注
意
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
男
は
自
分
の
病
気
が
な
お
っ
た
事
実
を
も
は
や
か
く
そ
う
と
努
力
し
な
か
っ
た
。 

実
際
そ
れ
は
か
く
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ら
い
病
人
は
こ
の
で
き
ご
と
を
広
く
公
表
し
た
。
自
分
を
口
止
め
し
た
の
は 

イ
エ
ス
の
遠
慮
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
、
彼
は
こ
の
大
医
者
の
力
を
宣
伝
し
て
歩
い
た
。
彼
は
こ
う
し
て
発
表
す
る
た
び
に
祭
司
た 

ち
や
長
老
た
ち
が
イ
エ
ス
を
殺
そ
う
と
い
う
決
意
を
ま
す
ま
す
固
め
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
い
や
さ
れ
た
男
は
健
康
の 

恵
み
が
非
常
に
と
う
と
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
は
人
間
と
し
て
の
力
を
与
え
ら
れ
、
家
族
と
社
会
へ
復
帰
で
き
た
こ
と 

を
よ
ろ
こ
び
、
自
分
を
完
全
な
か
ら
だ
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
医
者
で
あ
る
イ
エ
ス
に
栄
光
を
帰
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
気
持
だ
っ 

た
。
し
か
し
こ
の
出
来
事
を
言
い
ふ
ら
し
た
彼
の
行
為
は
、
結
果
に
お
い
て
は
救
い
主
の
働
き
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ 

の
た
め
に
、
お
び
た
だ
し
い
群
衆
が
イ
エ
ス
の
も
と
に
殺
到
し
、
イ
エ
ス
は
し
ば
ら
く
働
き
を
お
や
め
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
公
生
涯
に
お
け
る
行
為
の
一
つ
一
つ
に
は
遠
大
な
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
行
為
自
体
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
り 

も
も
っ
と
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ら
い
病
人
の
い
や
し
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
み
も
と
に
や
っ
て
き
た
す
べ
て 

の
者
に
奉
仕
さ
れ
る
一
方
で
は
、
こ
な
か
っ
た
人
々
を
祝
福
し
た
い
と
心
か
ら
望
ま
れ
た
。
イ
エ
ス
は
取
税
人
、
異
教
徒
、
サ
マ
リ 
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ヤ
人
な
ど
を
ひ
き
よ
せ
ら
れ
る
一
方
で
は
、
偏
見
と
言
い
伝
え
の
中
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
祭
司
た
ち
や
教
師
た
ち
の
心
に
訴
え 

た
い
と
熱
望
さ
れ
た
。
彼
ら
の
心
を
動
か
す
た
め
に
は
ど
ん
な
方
法
も
試
み
ら
れ
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
ら
い
病
を
い
や
さ
れ
た 

男
を
祭
司
た
ち
の
も
と
へ
つ
か
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
、
一
つ
の
あ
か
し
を
与
え
て
彼
ら
の
偏
見
を
と
り
除
く
お
つ
も
り 

だ
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
神
が
モ
ー
セ
を
通
し
て
お
与
え
に
な
っ
た
律
法
に
反
す
る
と
、
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
主
張
し
て
い
た
。
し
か 

し
ら
い
病
か
ら
き
よ
め
ら
れ
た
男
に
律
法
に
従
っ
て
さ
さ
げ
物
を
さ
さ
げ
る
よ
う
に
イ
エ
ス
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
非
難
が 

不
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
れ
は
、
さ
と
ろ
う
と
す
る
気
の
あ
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
十
分
な
証
拠
で
あ
っ
た
。 

エ
ル
サ
レ
ム
の
指
導
者
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
を
死
刑
に
す
る
口
実
を
さ
が
し
出
す
た
め
に
ス
パ
イ
を
送
り
出
し
て
い
た
。
イ
エ
ス 

は
人
類
に
対
す
る
ご
自
分
の
愛
と
、
律
法
に
対
す
る
ご
自
分
の
尊
敬
と
、
罪
と
死
か
ら
救
う
ご
自
分
の
力
と
の
証
拠
を
彼
ら
に
与
え 

て
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
に
つ
い
て
、
「
彼
ら
は
悪
を
も
っ
て
わ
が
善
に
報
い
、
恨
み
を
も
っ
て
わ
が 

愛
に
報
い
る
の
で
す
」
と
あ
か
し
を
た
て
ら
れ
た(
詩
篇
一
〇
九
ノ
五)

。
「
敵
を
愛
し
」
な
さ
い
と
の
戒
め
を
山
で
お
与
え
に
な
っ 

た
イ
エ
ス
は
、
自
ら
こ
の
原
則
を
実
行
し
、
「
悪
を
も
っ
て
悪
に
報
い
ず
、
悪
口
を
も
っ
て
悪
口
に
報
い
ず
、
か
え
っ
て
、
祝
福
を 

も
っ
て
報
い
」
ら
れ
た(

マ
タ
イ
五
ノ
四
四
、
ペ
テ
ロ
第
一
・
三
ノ
九)

。 

こ
の
ら
い
病
人
に
追
放
を
宣
告
し
た
同
じ
祭
司
た
ち
が
、
彼
の
い
や
し
を
証
明
し
た
。
こ
の
宣
告
は
、
公
に
発
表
さ
れ
、
記
録
さ 

れ
る
の
で
、
そ
れ
は
い
つ
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
を
あ
か
し
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
い
や
さ
れ
た
男
が
、
病
気
の
跡
さ
え
な 

い
と
い
う
祭
司
た
ち
自
身
の
保
証
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
会
衆
の
中
へ
復
帰
し
た
と
き
、
彼
自
身
が
恩
人
で
あ
ら
れ
る
イ
エ
ス 
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の
生
き
た
証
人
と
な
っ
た
。
彼
は
よ
ろ
こ
び
に
あ
ふ
れ
て
さ
さ
げ
物
を
さ
さ
げ
、
イ
エ
ス
の
み
名
を
あ
が
め
た
。
祭
司
た
ち
は
救
い 

主
の
天
来
の
力
に
つ
い
て
確
信
さ
せ
ら
れ
た
。
真
理
を
知
り
、
光
に
よ
っ
て
益
を
受
け
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。 

も
し
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
ら
、
そ
の
機
会
は
過
ぎ
去
っ
て
ふ
た
た
び
返
っ
て
こ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
人
々
は
光
を
し
り
ぞ
け
た
。 

そ
れ
で
も
光
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
む
だ
で
は
な
か
っ
た
。
一
時
何
の
し
る
し
も
み
え
な
か
っ
た
多
く
の
人
々
の
心
が
動
か
さ
れ
た
。 

救
い
主
の
在
世
中
に
は
、
そ
の
使
命
は
祭
司
た
ち
や
教
師
た
ち
の
中
に
愛
の
反
応
を
す
こ
し
も
呼
び
起
さ
な
い
よ
う
に
み
え
た
。
し 

か
し
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
後
、
「
祭
司
た
ち
も
多
数
、
信
仰
を
受
け
い
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」(

使
徒
行
伝
六
ノ
七)

。 

ら
い
病
人
を
そ
の
恐
る
べ
き
病
気
か
ら
き
よ
め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
働
き
は
、
魂
を
罪
か
ら
き
よ
め
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
働
き
の 

実
例
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
み
も
と
に
き
た
男
は
、
「
全
身
ら
い
病
」
で
あ
っ
た(

ル
カ
五
ノ
一
二)

。
そ
の
致
命
的
な
病
毒
は
彼
の
全 

身
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
弟
子
た
ち
は
主
が
彼
に
さ
わ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。
ら
い
病
人
に
さ
わ
る
と
そ
の
人
も
け
が 

れ
た
者
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
ら
い
病
人
に
手
を
お
い
て
も
、
け
が
れ
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
手 

が
ふ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
の
ち
を
与
え
る
力
が
さ
ず
け
ら
れ
た
。
ら
い
病
は
き
よ
め
ら
れ
た
。
罪
と
い
う
ら
い
病
も
こ
れ
と
同 

じ
で
あ
る
、

―
そ
れ
は
根
強
く
、
致
命
的
で
、
人
間
の
力
で
き
よ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
そ
の
頭
は
こ
と
ご
と
く
病
み
、
そ 

の
心
は
全
く
弱
り
は
て
て
い
る
。
足
の
う
ら
か
ら
頭
ま
で
、
完
全
な
と
こ
ろ
が
な
く
、
傷
と
打
ち
傷
と
生
傷
ば
か
り
だ
」(

イ
ザ
ヤ 

書
一
ノ
五
・
六)

。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、
人
類
の
中
に
住
む
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
て
、
何
の
け
が
れ
も
お
受
け
に
な
ら
な
い
。
イ
エ 

ス
の
前
に
出
る
こ
と
に
は
罪
人
に
と
っ
て
い
や
し
の
力
が
あ
る
。
信
仰
を
も
っ
て
「
主
よ
、
み
こ
こ
ろ
で
し
た
ら
、
き
よ
め
て
い
た 

だ
け
る
の
で
す
が
」
と
言
い
な
が
ら
イ
エ
ス
の
足
も
と
に
ひ
れ
伏
す
者
は
だ
れ
で
も
、
「
そ
う
し
て
あ
げ
よ
う
、
き
よ
く
な
れ
」
と 
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の
答
え
を
聞
く
の
で
あ
る(

マ
タ
イ
八
ノ
二
、
三)

。 

イ
エ
ス
は
、
あ
る
い
や
し
の
場
合
に
は
、
求
め
ら
れ
た
祝
福
を
す
ぐ
に
は
お
与
え
に
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ら
い
病
人 

の
場
合
に
は
、
訴
え
が
な
さ
れ
た
と
た
ん
に
祝
福
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
世
の
祝
福
を
祈
り
求
め
る
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
の
祈
り
に 

対
す
る
答
え
は
遅
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
神
は
わ
れ
わ
れ
の
求
め
る
も
の
よ
り
も
ほ
か
の
も
の
を
お
与
え
に
な
る
か
も
知 

れ
な
い
。
し
か
し
罪
か
ら
の
救
い
を
も
と
め
る
と
き
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
を
罪
か
ら
き
よ
め
て
神
の
子
と
し
、
聖
な
る 

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
の
が
神
の
み
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
「
キ
リ
ス
ト
は
、
わ
た
し
た
ち
の
父
な
る
神
の 

御
旨
に
従
い
、
わ
た
し
た
ち
を
今
の
悪
の
世
か
ら
救
い
出
そ
う
と
し
て
、
ご
自
身
を
わ
た
し
た
ち
の
罪
の
た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
の 

で
あ
る
」(

ガ
ラ
テ
ヤ
一
ノ
四)
。
「
わ
た
し
た
ち
が
神
に
対
し
て
い
だ
い
て
い
る
確
信
は
、
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
た 

ち
が
何
事
で
も
神
の
御
旨
に
従
っ
て
願
い
求
め
る
な
ら
、
神
は
そ
れ
を
聞
き
い
れ
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
第
一 

・
五
ノ
一
四)

。
「
も
し
、
わ
た
し
た
ち
が
自
分
の
罪
を
告
白
す
る
な
ら
ば
、
神
は
真
実
で
正
し
い
か
た
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
罪
を
ゆ 

る
し
、
す
べ
て
の
不
義
か
ら
わ
た
し
た
ち
を
き
よ
め
て
下
さ
る
」(

ヨ
ハ
ネ
第
一
・
一
ノ
九)

。 

カ
ペ
ナ
ウ
ム
の
中
風
患
者
の
い
や
し
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
は
も
う
一
度
こ
の
同
じ
真
理
を
お
教
え
に
な
っ
た
。
こ
の
奇
跡
が
行 

わ
れ
た
の
は
、
罪
を
ゆ
る
す
キ
リ
ス
ト
の
力
を
あ
ら
わ
す
た
め
で
あ
っ
た
。
中
風
患
者
の
い
や
し
も
ま
た
ほ
か
の
と
う
と
い
幾
つ
か 

の
真
理
を
例
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
望
み
と
励
ま
し
に
満
ち
て
お
り
、
ま
た
あ
ら
探
し
を
す
る
パ
リ
サ
イ
人
と
関
連
し
て
い
た
こ
と 

か
ら
、
警
告
の
教
訓
も
含
ん
で
い
る
。 

あ
の
ら
い
病
人
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
中
風
患
者
の
回
復
の
望
み
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
い
た
。
彼
の
病
気
は
罪
の
生
活
の
結
果 
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で
あ
っ
て
、
そ
の
後
悔
の
た
め
に
苦
し
み
は
一
層
ひ
ど
か
っ
た
。
彼
は
心
の
苦
し
み
と
肉
体
の
苦
痛
か
ら
救
わ
れ
た
い
と
望
ん
で
、 

ず
っ
と
前
か
ら
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
や
医
者
た
ち
に
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
は
彼
の
病
気
は
な
お
ら
な
い
と
冷
淡
に
宣
告
し
、
彼 

を
神
の
怒
り
に
ま
か
せ
た
。
パ
リ
サ
イ
人
は
苦
悩
を
神
の
不
快
の
し
る
し
と
み
な
し
、
病
人
や
困
っ
て
い
る
人
た
ち
か
ら
遠
ざ
か
っ 

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
自
分
た
ち
は
き
よ
い
者
だ
と
い
ば
っ
て
い
る
当
人
た
ち
が
、
実
は
彼
ら
が
罪
人
呼
ば
わ
り
し
て
い
る
苦
し
む
者 

た
ち
よ
り
も
も
っ
と
罪
が
重
い
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。 

中
風
の
男
は
ま
っ
た
く
無
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ど
こ
か
ら
も
助
け
を
受
け
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
は
絶
望
に
沈 

ん
で
い
た
。
そ
の
時
彼
は
イ
エ
ス
の
す
ば
ら
し
い
み
わ
ざ
に
つ
い
て
聞
い
た
。
彼
は
自
分
と
同
じ
に
罪
深
く
て
無
力
な
ほ
か
の
人
た 

ち
が
い
や
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
ら
い
病
人
た
ち
さ
え
き
よ
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
話
を
伝
え
た
友 

人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
つ
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
た
ら
自
分
も
ま
た
い
や
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
信
じ
る
よ
う
に
、
彼
を 

は
げ
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
自
分
が
ど
う
し
て
病
気
に
な
っ
た
か
を
思
い
出
す
と
、
望
み
が
消
え
た
。
純
潔
な
医
者
で
あ
ら
れ
る
イ 

エ
ス
は
自
分
が
み
前
に
出
る
こ
と
を
お
ゆ
る
し
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
彼
は
恐
れ
た
。 

し
か
し
彼
が
熱
望
し
た
の
は
肉
体
的
な
回
復
よ
り
も
む
し
ろ
罪
の
重
荷
か
ら
の
解
放
だ
っ
た
。
も
し
イ
エ
ス
に
お
会
い
す
る
こ
と 

が
で
き
て
、
罪
の
ゆ
る
し
と
天
と
の
や
わ
ら
ぎ
の
保
証
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
、
神
の
み
こ
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
死
の
う
が
生
き
よ
う 

が
満
足
だ
っ
た
。
死
に
か
け
て
い
る
男
の
叫
び
は
、
あ
あ
、
あ
の
か
た
の
み
前
に
出
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ぐ
ず 

ぐ
ず
し
て
い
る
時
間
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
彼
の
衰
え
た
肉
体
に
は
死
の
徴
候
が
見
え
は
じ
め
て
い
た
。
彼
が
友
人
た
ち
に
、
寝
台 

に
の
せ
て
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
た
の
む
と
、
彼
ら
は
よ
ろ
こ
ん
で
そ
う
す
る
こ
と
を
引
受
け
た
。
だ 
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が
救
い
主
の
お
ら
れ
る
家
の
内
外
に
は
人
々
が
密
集
し
て
い
て
、
病
人
と
そ
の
友
人
た
ち
が
イ
エ
ス
の
そ
ば
に
近
づ
く
こ
と
も
、
あ 

る
い
は
み
声
の
き
こ
え
る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
ペ
テ
ロ
の
家
で
教
え
て
お
ら
れ
た
。
い
つ
も
の
習
慣
通
り
、
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
の
そ
ば
近
く
に
す
わ
っ
て
お
り
、「
ガ 

リ
ラ
ヤ
や
ユ
ダ
ヤ
の
方
々
の
村
か
ら
、
ま
た
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
き
た
パ
リ
サ
イ
人
や
律
法
学
者
た
ち
が
、
そ
こ
に
す
わ
っ
て
い
た
」 

(

ル
カ
五
ノ
一
七)
。
こ
の
人
た
ち
は
ス
パ
イ
と
し
て
や
っ
て
き
て
、
イ
エ
ス
を
訴
え
る
と
が
を
み
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
役 

人
た
ち
の
外
側
に
、
熱
心
な
者
、
敬
虔
な
者
、
好
奇
心
の
者
、
不
信
心
の
者
な
ど
、
雑
多
な
群
衆
が
む
ら
が
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
い 

ろ
い
ろ
な
国
籍
や
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
代
表
し
て
い
た
。
「
主
の
力
が
働
い
て
、
イ
エ
ス
は
人
々
を
い
や
さ
れ
た
」(

ル
カ 

五
ノ
一
七)

。
い
の
ち
の
み
た
ま
は
会
衆
を
お
お
っ
て
い
た
が
、
パ
リ
サ
イ
人
と
学
者
た
ち
は
そ
の
臨
在
を
み
と
め
な
か
っ
た
。
彼
ら 

は
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
、
い
や
し
は
彼
ら
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
「
飢
え
て
い
る
者
を
良
い
も
の
で
飽
か
せ
、 

富
ん
で
い
る
者
を
空
腹
の
ま
ま
帰
ら
せ
」
に
な
っ
た(

ル
カ
一
ノ
五
三)

。 

中
風
患
者
を
は
こ
ん
で
き
た
人
た
ち
は
何
度
も
何
度
も
群
衆
の
中
を
押
し
わ
け
て
進
も
う
と
し
た
が
む
だ
だ
っ
た
。
病
人
は
言
い 

よ
う
の
な
い
苦
痛
の
う
ち
に
あ
た
り
を
み
ま
わ
し
た
。
待
ち
望
ん
だ
助
け
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
望
み
を
す
て
る
こ
と 

が
で
き
よ
う
。
病
人
の
思
い
つ
き
で
、
友
人
た
ち
は
彼
を
屋
上
に
は
こ
び
あ
げ
、
屋
根
を
破
っ
て
イ
エ
ス
の
足
も
と
に
病
人
を
お
ろ 

し
た
。
講
話
は
中
断
さ
れ
た
。
救
い
主
は
そ
の
悲
し
げ
な
顔
つ
き
を
ご
ら
ん
に
な
り
、
訴
え
る
目
が
じ
っ
と
ご
自
分
に
そ
そ
が
れ
て 

い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
事
情
を
理
解
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
が
そ
の
困
り
疑
っ
て
い
る
魂
を
み
も
と
に
ひ
き
よ
せ
ら
れ 

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
風
患
者
が
ま
だ
家
に
い
た
と
き
に
、
救
い
主
は
彼
の
良
心
に
自
覚
を
お
与
え
に
な
っ
た
。
彼
が
罪
を
悔
い 
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改
め
、
自
分
を
健
康
に
し
て
く
だ
さ
る
イ
エ
ス
の
力
を
信
じ
た
と
き
、
救
い
主
の
い
の
ち
を
与
え
る
あ
わ
れ
み
は
、
ま
ず
そ
の
切
望 

す
る
心
を
祝
福
し
た
。
イ
エ
ス
は
、
最
初
の
か
す
か
な
信
仰
の
光
が
、
イ
エ
ス
を
罪
人
の
唯
一
の
助
け
手
と
し
て
信
じ
る
信
仰
に
育 

っ
て
行
く
の
を
見
守
り
、
そ
れ
が
救
い
主
の
み
も
と
に
行
き
た
い
と
努
力
す
る
た
び
に
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
行
く
の
を
ご
ら
ん
に 

な
っ
て
い
た
。 

い
ま
救
い
主
は
、
苦
し
む
者
の
耳
に
音
楽
の
よ
う
に
ひ
び
く
こ
と
ば
で
、
「
子
よ
、
し
っ
か
り
し
な
さ
い
。
あ
な
た
の
罪
は
ゆ
る 

さ
れ
た
の
だ
」
と
言
わ
れ
た(
マ
タ
イ
九
ノ
二)

。 

絶
望
の
重
荷
は
病
人
の
魂
か
ら
こ
ろ
が
り
落
ち
る
。
ゆ
る
し
の
平
安
が
彼
の
心
に
宿
り
、
彼
の
顔
の
輝
き
に
あ
ら
わ
れ
る
。
彼
の 

肉
体
の
苦
痛
は
去
り
、
身
も
心
も
一
変
す
る
。
無
力
の
中
風
患
者
が
い
や
さ
れ
、
不
義
の
罪
人
が
ゆ
る
さ
れ
た
の
だ
。 

単
純
な
信
仰
を
も
っ
て
、
彼
は
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
新
し
い
い
の
ち
の
賜
物
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
彼
は
も
う
こ
れ
以
上
何
も 

願
わ
な
い
で
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
こ
と
ば
も
な
く
た
だ
幸
福
な
沈
黙
の
う
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
天
の
光
は
彼
の
顔
に
か
が
や 

き
、
人
々
は
畏
敬
の
思
い
を
も
っ
て
そ
の
光
景
を
な
が
め
た
。 

ラ
ビ
た
ち
は
イ
エ
ス
が
こ
の
病
人
を
ど
う
処
置
さ
れ
る
か
を
見
よ
う
と
熱
心
に
待
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
病
人
か
ら
助
け
を 

求
め
ら
れ
た
と
き
、
望
み
や
同
情
を
与
え
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
な
い
で
、
彼
ら
は
こ
の 

男
が
罪
の
た
め
に
神
か
ら
わ
ざ
わ
い
を
受
け
て
い
る
の
だ
と
宣
告
し
た
。
目
の
前
に
こ
の
病
人
を
見
た
と
き
、
そ
う
し
た
こ
と
が
彼 

ら
の
心
に
新
た
に
よ
み
が
え
っ
た
。
人
々
が
み
な
そ
の
光
景
を
興
味
深
く
見
守
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
彼
ら
は
人
々
に
対
す
る
自
分 

た
ち
の
影
響
力
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
恐
ろ
し
い
不
安
を
感
じ
た
。 
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こ
れ
ら
の
偉
い
人
た
ち
は
こ
と
ば
こ
そ
か
わ
さ
な
か
っ
た
が
、
お
互
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
感
動
の
波
を 

防
ぎ
と
め
る
た
め
に
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
同
じ
思
い
を
お
互
の
胸
か
ら
読
み
と
っ
た
。
イ
エ
ス
は
中
風
患
者
の
罪
が 

ゆ
る
さ
れ
た
と
宣
告
さ
れ
た
。
パ
リ
サ
イ
人
は
こ
の
こ
と
ば
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
神
へ
の
冒
涜
と
し
、
死
刑
に
値
す
る
罪
と
し
て 

示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
つ
い
た
。
彼
ら
は
心
の
中
で
「
こ
の
人
は
、
な
ぜ
あ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
。
そ
れ
は
神
を
け
が
す
こ 

と
だ
。
神
ひ
と
り
の
ほ
か
に
、
だ
れ
が
罪
を
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
言
っ
た(

マ
ル
コ
二
ノ
七)

。 

イ
エ
ス
が
じ
っ
と
目
を
そ
そ
が
れ
る
と
、
彼
ら
は
小
さ
く
な
っ
て
あ
と
ず
さ
り
し
た
。
す
る
と
イ
エ
ス
は
、
「
な
ぜ
、
あ
な
た
が 

た
は
心
の
中
で
悪
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。
あ
な
た
の
罪
は
ゆ
る
さ
れ
た
、
と
言
う
の
と
、
起
き
て
歩
け
、
と
言
う
の
と
、
ど 

ち
ら
が
た
や
す
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
「
し
か
し
、
人
の
子
は
地
上
で
罪
を
ゆ
る
す
権
威
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
あ
な
た 

が
た
に
わ
か
る
た
め
に
」
と
言
わ
れ
て
、
中
風
の
者
に
向
か
い
、
「
起
き
よ
、
床
を
取
り
あ
げ
て
家
に
帰
れ
」
と
言
わ
れ
た(

マ
タ 

イ
九
ノ
四
―
六)

。 

す
る
と
担
架
に
の
せ
ら
れ
て
イ
エ
ス
の
と
こ
ろ
へ
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
そ
の
男
は
、
若
者
の
よ
う
な
は
ず
む
力
で
立
ち
あ
が
る
。
い 

の
ち
を
与
え
る
血
潮
が
彼
の
血
管
に
脈
う
つ
。
彼
の
か
ら
だ
の
器
官
が
ど
れ
も
急
に
活
動
を
は
じ
め
る
。
近
づ
い
て
い
た
死
の
青
白 

さ
が
消
え
て
、
健
康
の
輝
き
が
あ
ら
わ
れ
る
。
「
す
る
と
彼
は
起
き
あ
が
り
、
す
ぐ
に
床
を
取
り
あ
げ
て
、
み
ん
な
の
前
を
出
て
行 

っ
た
の
で
、
一
同
は
大
い
に
驚
き
、
神
を
あ
が
め
て
、
『
こ
ん
な
事
は
、
ま
だ
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
』
と
言
っ
た
」
（
マ
ル
コ 

二
ノ
一
二)

。 

あ
あ
、
罪
の
あ
る
者
と
苦
し
ん
で
い
る
者
と
を
い
や
す
た
め
に
身
を
か
が
め
ら
れ
た
驚
く
べ
き
キ
リ
ス
ト
の
愛
。
悩
ん
で
い
る
人 
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類
の
苦
難
を
悲
し
み
、
こ
れ
を
や
わ
ら
げ
て
く
だ
さ
る
神
。
あ
あ
、
こ
の
よ
う
に
人
の
子
ら
に
示
さ
れ
た
驚
く
べ
き
力
。
だ
れ
が
救 

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
疑
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
れ
が
あ
わ
れ
み
深
い
救
い
主
の
い
つ
く
し
み
を
軽
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

あ
の
朽
ち
か
け
て
い
た
肉
体
に
健
康
を
回
復
す
る
の
に
要
し
た
の
は
、
創
造
力
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
地
の
ち
り
か
ら 

造
ら
れ
た
人
間
に
い
の
ち
を
宣
告
し
た
同
じ
声
が
、
死
に
か
け
て
い
た
中
風
患
者
に
い
の
ち
を
告
げ
た
。
し
か
も
肉
体
に
い
の
ち
を 

与
え
た
の
と
同
じ
力
が
心
を
新
た
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
創
造
の
と
き
に
、
「
主
が
仰
せ
ら
れ
る
と
、
そ
の
よ
う
に
な
り
、
命
じ
ら 

れ
る
と
、
堅
く
立
っ
た
」
が
、
そ
の
主
が
罪
と
と
が
の
う
ち
に
死
ん
だ
魂
に
い
の
ち
を
語
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た(

詩
篇
三
三
ノ
九)

。 

肉
体
の
い
や
し
は
、
心
を
新
た
に
し
た
力
の
証
拠
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
中
風
患
者
に
「
人
の
子
は
地
上
で
罪
を
ゆ
る
す
権
威
を 

も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
あ
な
た
が
た
に
わ
か
る
た
め
に
」
起
き
て
歩
め
と
お
命
じ
に
な
っ
た(

マ
ル
コ
二
ノ
一
〇)

。 

こ
の
中
風
患
者
は
、
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
魂
と
肉
体
の
い
や
し
を
み
い
だ
し
た
。
霊
的
な
い
や
し
に
肉
体
的
な
回
復
が
つ
づ
い
た
。 

こ
の
教
訓
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
日
肉
体
の
病
気
に
か
か
り
な
が
ら
、
こ
の
中
風
患
者
の
よ
う
に
、
「
あ
な
た
の
罪
は
ゆ 

る
さ
れ
た
」
と
の
こ
と
ば
を
き
く
の
を
待
ち
望
ん
で
い
る
者
が
幾
千
人
と
な
く
い
る
。
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
満
た
さ
れ
る 

こ
と
の
な
い
欲
望
を
も
っ
た
罪
の
重
荷
こ
そ
、
彼
ら
の
病
気
の
根
源
で
あ
る
。
彼
ら
は
魂
を
い
や
し
て
く
だ
さ
る
お
か
た
の
も
と
に 

行
く
ま
で
は
安
心
が
得
ら
れ
な
い
。
イ
エ
ス
だ
け
が
お
与
え
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
平
安
に
よ
っ
て
、
心
に
活
力
が
与
え
ら
れ
、
肉 

体
に
健
康
が
与
え
ら
れ
る
。 

イ
エ
ス
は
「
悪
魔
の
わ
ざ
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
た
め
」
に
お
い
で
に
な
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
第
一
・
三
ノ
八)

。
「
こ
の
言
に
命
が
あ
っ 

た｣

。
イ
エ
ス
は
「
わ
た
し
が
き
た
の
は
、
羊
に
命
を
得
さ
せ
、
豊
か
に
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
イ
エ
ス
は
「
命
を 
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与
え
る
霊
」
で
あ
る(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
、
一
〇
ノ
一
〇
、
コ
リ
ン
ト
第
一
・
一
五
ノ
四
五)

。
イ
エ
ス
は
、
こ
の
地
上
に
お
い
て
病
人 

を
い
や
し
、
罪
人
に
ゆ
る
し
を
お
告
げ
に
な
っ
た
と
き
と
同
じ
に
、
い
ま
も
な
お
い
の
ち
を
与
え
る
力
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
主
は 

「
あ
な
た
の
す
べ
て
の
不
義
を
ゆ
る
し
、
あ
な
た
の
す
べ
て
の
病
を
い
や
」
さ
れ
る(

詩
篇
一
〇
三
ノ
三)

。 
中
風
患
者
の
い
や
し
が
人
々
に
与
え
た
効
果
は
、
ち
ょ
う
ど
天
が
開
い
て
天
国
の
栄
光
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 

病
気
を
い
や
さ
れ
た
こ
の
男
が
一
歩
ご
と
に
神
を
賛
美
し
、
荷
物
を
羽
毛
の
よ
う
に
軽
々
と
か
つ
い
で
群
衆
の
間
を
通
っ
て
行
く
と
、 

人
々
は
う
し
ろ
へ
さ
が
っ
て
道
を
あ
け
、
畏
敬
の
念
に
う
た
れ
た
顔
つ
き
で
彼
を
じ
っ
と
み
つ
め
、
「
き
ょ
う
は
驚
く
べ
き
こ
と
を 

見
た
」
と
そ
っ
と
さ
さ
や
き
合
っ
た(

ル
カ
五
ノ
二
六)

。 

パ
リ
サ
イ
人
は
驚
き
の
あ
ま
り
お
し
の
よ
う
に
だ
ま
り
こ
み
、
敗
北
感
に
圧
倒
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
彼
ら
の
ね
た
み
を
群
衆
に
た 

き
つ
け
る
機
会
が
こ
こ
に
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
ら
が
神
の
怒
り
に
ま
か
せ
て
し
ま
っ
た
男
の
た
め
に
な
さ
れ
た
不
思
議
な
わ 

ざ
が
、
人
々
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
で
、
ラ
ビ
た
ち
は
一
時
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
が
神
に
だ
け
あ
る
と
言
っ
て
い
た
力 

を
イ
エ
ス
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
人
々
は
知
っ
た
。
だ
が
イ
エ
ス
の
や
さ
し
く
て
威
厳
の
あ
る
態
度
は
、
ラ
ビ
た
ち
自
身
の
ご 

う
ま
ん
な
態
度
と
い
ち
じ
る
し
い
対
照
を
な
し
て
い
た
。
彼
ら
は
口
に
こ
そ
出
さ
な
い
が
、
自
分
た
ち
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
お
か
た
が 

目
の
前
に
お
ら
れ
る
こ
と
を
み
と
め
て
、
ま
ご
つ
き
、
赤
面
し
た
。
イ
エ
ス
が
こ
の
地
上
で
罪
を
ゆ
る
す
権
威
を
持
っ
て
お
ら
れ
る 

と
い
う
証
拠
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
彼
ら
は
ま
す
ま
す
固
く
不
信
の
か
ら
に
と
じ
こ
も
っ
た
。
彼
ら
は
、
中
風
患
者
が
イ
エ
ス
の 

み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
い
や
さ
れ
る
の
を
見
た
ペ
テ
ロ
の
家
か
ら
、
神
の
み
子
を
沈
黙
さ
せ
る
新
し
い
計
略
を
考
え
出
す
た
め
に
出
て 

行
っ
た
。 
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肉
体
の
病
気
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
悪
質
で
、
根
深
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
力
に
よ
っ
て
い
や
さ
れ
た
。
し
か
し
魂 

の
病
気
は
、
光
に
目
を
と
じ
た
人
々
を
も
っ
と
固
く
と
ら
え
て
い
た
。
ら
い
病
や
中
風
は
、
頑
迷
さ
や
不
信
ほ
ど
恐
ろ
し
く
は
な
か 

っ
た
。 

中
風
を
い
や
さ
れ
た
男
の
家
で
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
前
に
寝
床
に
の
せ
ら
れ
た
ま
ま
静
か
に
家
か
ら
か
つ
ぎ
出
さ
れ
て
行
っ
た 

彼
が
、
寝
床
を
ら
く
ら
く
と
か
つ
い
で
帰
っ
て
き
た
と
き
、
大
き
な
よ
ろ
こ
び
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
よ
ろ
こ
び
の
涙
を
浮
か
べ
て
ま 

わ
り
に
集
ま
り
、
自
分
の
目
を
信
じ
ら
れ
な
い
風
だ
っ
た
。
彼
は
元
気
に
満
ち
た
一
人
前
の
男
と
し
て
彼
ら
の
前
に
立
っ
た
。
以
前 

に
は
い
の
ち
が
か
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
彼
の
両
腕
が
、
す
ぐ
に
彼
の
意
志
に
従
っ
た
。
ち
ぢ
か
ん
で
鉛
色
を
し
て 

い
た
彼
の
肉
体
が
、
い
ま
は
若
々
し
く
赤
味
を
お
び
て
い
た
。
彼
は
し
っ
か
り
し
た
足
ど
り
で
自
由
に
歩
い
た
。
彼
の
顔
つ
き
の
一 

つ
一
つ
に
は
よ
ろ
こ
び
と
望
み
が
書
か
れ
、
罪
と
苦
難
の
し
る
し
に
代
っ
て
純
潔
と
平
和
の
表
情
が
見
ら
れ
た
。
よ
ろ
こ
び
と
感
謝 

の
こ
と
ば
が
そ
の
家
か
ら
の
ぼ
っ
て
行
き
、
神
は
、
望
み
の
な
い
者
に
望
み
を
回
復
し
、
傷
つ
い
た
者
に
力
を
お
与
え
に
な
っ
た
み 

子
を
通
し
て
栄
光
を
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
男
と
そ
の
家
族
は
、
イ
エ
ス
の
た
め
な
ら
い
つ
で
も
い
の
ち
を
さ
さ
げ
よ
う
と
思
っ
た
。 

彼
ら
の
信
仰
を
く
も
ら
せ
る
疑
い
は
な
く
、
彼
ら
の
暗
い
家
庭
に
光
を
お
与
え
に
な
っ
た
イ
エ
ス
ヘ
の
忠
誠
心
を
さ
ま
た
げ
る
不
信 

は
な
か
っ
た
。 
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第 28 章 

レ
ビ
・
マ
タ
イ    

 

本
章
は
マ
タ
イ
九
ノ
九
―
一
七
、
マ
ル
コ
二
ノ
一
四
―
二
二
、 

ル
カ
五
ノ
二
七
―
三
九
に
も
と
づ
く 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ロ
ー
マ
官
吏
の
中
で
、
取
税
人
ほ
ど
憎
ま
れ
た
者
は
な
か
っ
た
。
外
国
の
権
力
に
よ
っ
て
税
を
課
せ
ら
れ
る
と
い 

う
こ
と
が
、
自
国
の
独
立
権
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
思
い
出
さ
せ
、
た
え
ず
彼
ら
を
怒
ら
せ
た
。
取
税
人
は
ロ
ー
マ
の
圧 

制
の
手
先
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
自
分
自
身
の
た
め
に
強
奪
者
と
な
り
、
民
を
犠
牲
に
し
て
私
腹
を
肥
や 

し
た
。
ロ
ー
マ
人
の
手
か
ら
こ
の
任
命
を
受
け
た
者
は
、
国
民
の
名
誉
を
裏
切
る
者
と
み
な
さ
れ
た
。
彼
は
変
節
者
と
し
て
軽
蔑
さ 

れ
、
社
会
の
最
も
下
等
な
階
層
に
入
れ
ら
れ
た
。 

レ
ビ
・
マ
タ
イ
は
こ
の
階
級
に
属
し
て
い
た
が
、
彼
は
ゲ
ネ
サ
レ
で
の
四
人
の
弟
子
た
ち
の
次
に
、
キ
リ
ス
ト
の
奉
仕
に
召
さ
れ 

た
。
パ
リ
サ
イ
人
は
マ
タ
イ
を
そ
の
職
業
か
ら
判
断
し
て
い
た
が
、
イ
エ
ス
は
こ
の
男
の
う
ち
に
真
理
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
心
が 

開
か
れ
て
い
る
の
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
マ
タ
イ
は
救
い
主
の
教
え
を
聞
い
て
い
た
。
罪
を
さ
と
ら
せ
る
神
の
み
た
ま
が
彼
の
罪
深 

さ
を
示
し
た
と
き
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
助
け
を
求
め
た
い
と
熱
望
し
た
。
だ
が
彼
は
、
ラ
ビ
た
ち
の
排
他
心
に
な
れ
て
い
た
の
で
、 

こ
の
大
教
師
イ
エ
ス
が
自
分
に
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。 
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あ
る
日
、
こ
の
取
税
人
が
収
税
所
に
す
わ
っ
て
い
る
と
、
イ
エ
ス
が
近
づ
い
て
こ
ら
れ
る
の
が
見
え
た
。
「
わ
た
し
に
従
っ
て
き 

な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
自
分
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
る
の
を
聞
い
た
時
の
彼
の
驚
き
は
大
き
か
っ
た
。 

マ
タ
イ
は
、
「
い
っ
さ
い
を
捨
て
て
立
ち
あ
が
り
、
イ
エ
ス
に
従
っ
て
き
た
」(

ル
カ
五
ノ
二
七
、
二
八)

。
ち
ゅ
う
ち
ょ
も
な
く
、 

質
問
も
せ
ず
、
金
も
う
け
の
商
売
が
貧
乏
と
苦
労
に
と
り
代
え
ら
れ
る
と
い
う
考
え
も
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
と 

い
う
こ
と
、
イ
エ
ス
の
み
こ
と
ば
を
き
き
、
イ
エ
ス
の
働
き
に
加
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
彼
は
十
分
だ
っ
た
。 

こ
れ
よ
り
前
に
召
さ
れ
た
弟
子
た
ち
も
同
じ
だ
っ
た
。
イ
エ
ス
が
ペ
テ
ロ
と
そ
の
仲
間
に
「
わ
た
し
に
従
っ
て
き
な
さ
い
」
と
お 

命
じ
に
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
す
ぐ
に
舟
と
網
を
捨
て
た
。
こ
れ
ら
の
弟
子
た
ち
の
中
に
は
、
生
活
の
面
倒
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
友
人
た
ち
を
か
か
え
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
救
い
主
の
招
き
を
受
け
た
時
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
、
わ
た
し
は
ど
う 

し
て
生
活
し
家
族
を
養
え
る
で
し
ょ
う
か
と
た
ず
ね
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
召
し
に
従
順
だ
っ
た
。
後
に
な
っ
て
イ
エ
ス
が
、
「
わ
た 

し
が
財
布
も
袋
も
く
つ
も
持
た
せ
ず
に
あ
な
た
が
た
を
つ
か
わ
し
た
と
き
、
何
か
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
」
と
お
た
ず
ね
に
な 

っ
た
と
き
、
彼
ら
は
、
「
い
い
え
、
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
た(

ル
カ
二
二
ノ
三
五)

。 

金
持
だ
っ
た
マ
タ
イ
に
も
、
貧
乏
だ
っ
た
ア
ン
デ
レ
と
ピ
リ
ポ
に
も
、
同
じ
試
み
が
与
え
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
よ 

う
に
献
身
し
た
。
成
功
の
瞬
間
に
、
す
な
わ
ち
、
網
が
魚
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
生
活
を
つ
づ
け
た
い
と
い
う
気 

持
が
最
も
強
か
っ
た
と
き
に
、
イ
エ
ス
は
、
海
辺
で
、
弟
子
た
ち
に
福
音
の
働
き
の
た
め
に
一
切
を
捨
て
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。 

同
じ
よ
う
に
ひ
と
り
び
と
り
の
魂
は
、
こ
の
世
の
幸
福
を
望
む
心
と
、
キ
リ
ス
ト
と
の
ま
じ
わ
り
を
望
む
心
と
、
そ
の
ど
ち
ら
が
最 

も
強
い
か
を
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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原
則
は
い
つ
で
も
き
び
し
い
。
全
心
全
霊
を
働
き
に
う
ち
こ
み
、
「
わ
た
し
の
主
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
を
知
る
知
識
の
絶
大
な
価 

値
の
ゆ
え
に
、
い
っ
さ
い
の
も
の
を
損
と
思
」
う
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
だ
れ
も
神
へ
の
奉
仕
に
成
功
す
る
こ
と
は
で
き
な
い(

ピ
リ 

ピ
三
ノ
八)

。
自
分
の
た
め
に
少
し
で
も
取
っ
て
置
く
者
は
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
し
て
や
共
労
者
と
な 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
々
が
大
い
な
る
救
い
の
真
価
を
知
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト
の
生
活
に
み
ら
れ
た
自
己
犠
牲
が
彼
ら
の
生
活
の 

中
に
み
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
が
ど
こ
へ
み
ち
び
か
れ
よ
う
と
も
、
彼
ら
は
よ
ろ
こ
ん
で
従
う
の
で
あ
る
。 

マ
タ
イ
が
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
の
ひ
と
り
と
し
て
召
さ
れ
た
こ
と
か
ら
非
常
な
憤
慨
が
ひ
き
起
さ
れ
た
。
宗
教
教
師
が
、
直
弟
子
の 

一
人
と
し
て
取
税
人
を
え
ら
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
的
社
会
的
国
民
的
な
慣
例
に
反
し
て
い
た
。
パ
リ
サ
イ
人
は
、
人
々
の
偏
見 

に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
人
気
の
流
れ
を
反
対
の
方
向
に
変
え
よ
う
と
望
ん
だ
。 

取
税
人
た
ち
の
間
に
、
広
く
行
き
わ
た
る
興
味
が
起
っ
た
。
彼
ら
の
心
は
天
来
の
教
師
イ
エ
ス
ヘ
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。
マ
タ
イ
は 

こ
ん
ど
弟
子
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
で
、
以
前
の
仲
間
を
イ
エ
ス
に
み
ち
び
き
た
い
と
熱
望
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
自
分 

の
家
に
ふ
る
ま
い
の
席
を
設
け
て
、
親
戚
や
友
人
た
ち
を
い
っ
し
ょ
に
呼
ん
だ
。
そ
こ
に
は
取
税
人
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
い
か
が 

わ
し
い
評
判
の
人
た
ち
や
用
心
深
い
隣
人
た
ち
か
ら
排
斥
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
人
々
が
た
く
さ
ん
き
て
い
た
。 

も
て
な
し
は
イ
エ
ス
を
主
賓
と
し
て
な
さ
れ
た
が
、
イ
エ
ス
は
そ
の
心
づ
く
し
を
受
け
入
れ
る
の
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
な
か
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
こ
の
こ
と
が
パ
リ
サ
イ
党
を
怒
ら
せ
、
ま
た
民
の
目
に
ご
自
分
の
信
用
を
落
す
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
だ
っ
た
。
し
か
し
方 

針
の
問
題
は
イ
エ
ス
の
行
動
を
左
右
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
に
と
っ
て
外
面
的
な
え
ら
さ
は
す
こ
し
も
重
要
で
な
か 

っ
た
。
イ
エ
ス
の
心
に
訴
え
た
も
の
は
い
の
ち
の
水
を
か
わ
き
求
め
て
い
る
魂
で
あ
っ
た
。 
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イ
エ
ス
は
取
税
人
た
ち
の
食
卓 

に
主
賓
と
し
て
お
つ
き
に
な
り
、 

同
情
心
と
社
交
的
な
親
切
と
に
よ 

っ
て
、
ご
自
分
が
人
間
性
の
尊
厳 

を
み
と
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
お 

示
し
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
人
々
は
、 

イ
エ
ス
の
信
頼
に
値
す
る
者
に
な 

り
た
い
と
心
か
ら
願
っ
た
。
彼
ら 

の
か
わ
い
た
心
に
、
イ
エ
ス
の
み 

こ
と
ば
は
、
い
の
ち
を
与
え
る
祝 

福
の
力
と
な
っ
て
の
ぞ
ん
だ
。
社 

 

会
か
ら
の
け
者
に
さ
れ
て
い
た
こ 

の
人
た
ち
に
、
新
し
い
衝
動
が
め 

ざ
め
、
新
し
い
生
活
の
可
能
性
が 

開
か
れ
た
。 

こ
の
よ
う
な
集
り
で
救
い
主
の 

ユ ダ ヤ 人 か ら 軽 蔑 さ れ て い る 職 業 の 取 税 人 マ タ イ は 、 イ エ ス の こ と ば を 聞 き 、  
す べ て を 捨 て て イ エ ス に 従 っ た 。 こ の 男 は 感 謝 の 気 持 か ら 、 イ エ ス を 食 事 に 招 い た 。
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教
え
に
深
い
感
銘
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
が
昇
天
さ
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
キ
リ
ス
ト
を
認
め
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
聖
霊
が
豊
か
に 

そ
そ
が
れ
、
一
日
に
三
千
人
が
悔
い
改
め
た
時
、
そ
の
中
に
は
、
取
税
人
た
ち
の
食
卓
で
初
め
て
真
理
を
聞
い
た
人
た
ち
が
多
く
ま 

じ
っ
て
い
て
、
彼
ら
の
う
ち
の
あ
る
者
は
福
音
の
使
者
と
な
っ
た
。
マ
タ
イ
自
身
に
と
っ
て
も
、
ふ
る
ま
い
の
席
で
の
イ
エ
ス
の
模 

範
は
い
つ
も
教
訓
と
な
っ
て
い
た
。
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
こ
の
取
税
人
は
最
も
献
身
的
な
伝
道
者
の
一
人
と
な
り
、
彼
自
身
の
伝
道
に 

お
い
て
主
の
み
足
跡
に
忠
実
に
従
っ
た
。 

ラ
ビ
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
マ
タ
イ
の
ご
ち
そ
う
に
出
席
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
と
、
イ
エ
ス
を
非
難
す
る
機
会
を
と
ら
え
た
。
し
か 

し
彼
ら
は
、
弟
子
た
ち
を
通
し
て
働
き
か
け
よ
う
と
望
ん
だ
。
ラ
ビ
た
ち
は
、
弟
子
た
ち
の
偏
見
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼 

ら
を
主
か
ら
ひ
き
離
そ
う
と
望
ん
だ
。
弟
子
た
ち
に
は
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
非
難
し
、
キ
リ
ス
ト
に
は
弟
子
た
ち
の
こ
と
を
悪
く
言 

っ
て
、
一
番
傷
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
矢
の
ね
ら
い
を
つ
け
る
の
が
ラ
ビ
た
ち
の
手
段
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
サ
タ
ン
が
天
で
不
満
を 

感
じ
て
以
来
、
い
つ
も
働
い
て
き
た
方
法
で
あ
る
。
不
和
と
離
反
を
ひ
き
起
そ
う
と
す
る
者
は
み
な
彼
の
精
神
に
動
か
さ
れ
て
い
る 

の
で
あ
る
。 

ね
た
み
深
い
ラ
ビ
た
ち
は
、「
な
ぜ
、
あ
な
た
が
た
の
先
生
は
、
取
税
人
や
罪
人
な
ど
と
食
事
を
共
に
す
る
の
か
」
と
た
ず
ね
た(

マ 

タ
イ
九
ノ
一
一)

。 

イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち
が
そ
の
非
難
に
答
え
る
の
を
待
た
な
い
で
、
自
ら
お
答
え
に
な
っ
た
。
「
丈
夫
な
人
に
は
医
者
は
い
ら
な 

い
。
い
る
の
は
病
人
で
あ
る
。
『
わ
た
し
が
好
む
の
は
、
あ
わ
れ
み
で
あ
っ
て
、
い
け
に
え
で
は
な
い
』
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、 

学
ん
で
き
な
さ
い
。
わ
た
し
が
き
た
の
は
、
義
人
を
招
く
た
め
で
は
な
く
、
罪
人
を
招
く
た
め
で
あ
る
」(

マ
タ
イ
九
ノ
一
二
、
一 



第 28 章 レビ・マタイ 

 349

三)
。
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
は
霊
的
に
健
康
で
あ
る
か
ら
、
医
者
の
必
要
は
な
い
と
主
張
し
、
一
方
で
は
、
取
税
人
や
異 

邦
人
を
魂
の
病
気
で
死
に
か
け
て
い
る
者
と
み
な
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
イ
エ
ス
の
助
け
を
要
し
て
い
る
階
級
へ
医
者
と
し
て
行
か 

れ
る
の
が
、
イ
エ
ス
の
働
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

し
か
し
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
、
自
分
を
え
ら
い
も
の
に
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
彼
ら
は
彼
ら
が
軽
蔑
し
て
い
る
人
た
ち
よ
り 

も
悪
い
状
態
に
あ
っ
た
。
取
税
人
た
ち
は
彼
ら
よ
り
も
頑
迷
さ
や
自
己
満
足
の
念
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
真
理
の
感
化
に
対
し
て
も 

っ
と
心
が
開
か
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
ラ
ビ
た
ち
に
、
「
『
わ
た
し
が
好
む
の
は
、
あ
わ
れ
み
で
あ
っ
て
、
い
け
に
え
で
は
な
い
』
と 

は
ど
う
い
う
意
味
か
、
学
ん
で
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た(

マ
タ
イ
九
ノ
一
三)

。
こ
の
よ
う
に
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
が
神
の
み
こ
と
ば 

を
説
明
す
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
そ
の
精
神
に
つ
い
て
は
全
く
無
知
で
あ
る
こ
と
を
お
示
し
に
な
っ
た
。 

パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
そ
の
時
は
だ
ま
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
彼
ら
の
敵
意
は
一
層
固
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
次
に
バ 

プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
を
さ
が
し
出
し
て
、
救
い
主
に
反
対
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
こ
の
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
、
バ
プ
テ 

ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
ヨ
ハ
ネ
の
節
制
生
活
、
彼
の
単
純
な
習
慣
、
彼
の
粗
末
な
衣
服
な
ど
を
嘲 

笑
的
に
指
さ
し
て
、
彼
を
狂
信
者
だ
と
断
言
し
て
い
た
。
ヨ
ハ
ネ
が
彼
ら
の
偽
善
を
攻
撃
し
た
の
で
、
彼
ら
は
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
ば
に 

抵
抗
し
、
人
々
が
ヨ
ハ
ネ
に
反
対
す
る
よ
う
に
あ
お
り
た
て
て
い
た
。
神
の
み
た
ま
は
こ
の
よ
う
な
嘲
笑
者
た
ち
の
心
に
働
い
て
、 

彼
ら
に
罪
を
さ
と
ら
せ
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
神
の
勧
告
を
し
り
ぞ
け
、
ヨ
ハ
ネ
は
悪
鬼
に
つ
か
れ
て
い
る
と
断
言
し
て
い
た
。 

い
ま
イ
エ
ス
が
人
々
の
中
に
ま
じ
っ
て
、
彼
ら
の
食
卓
で
飲
み
食
い
さ
れ
る
と
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
の
こ
と
を
大
食
家
だ
と
か
大
酒 

飲
み
だ
と
か
言
っ
て
攻
撃
し
た
。
こ
の
よ
う
な
攻
撃
を
す
る
彼
ら
自
身
こ
そ
や
ま
し
い
の
で
あ
っ
た
。
神
に
つ
い
て
ま
ち
が
っ
た
解 
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釈
が
な
さ
れ
、
サ
タ
ン
自
身
の
特
性
が
神
に
着
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
の
使
者
た
ち
も
こ
う
し
た
悪
人
た
ち
に
よ
っ
て
曲
解
さ
れ
た
。 

パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
暗
黒
の
中
に
あ
る
人
々
に
天
の
光
を
与
え
る
た
め
に
取
税
人
や
罪
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
食
事 

を
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
天
来
の
教
師
の
ま
か
れ
る
一
つ
一
つ
の
み
こ
と
ば
が
生
き
た 

種
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
発
芽
し
て
神
の
栄
え
の
た
め
に
実
を
結
ぶ
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
み
と
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼 

ら
は
光
を
受
け
入
れ
ま
い
と
決
心
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
使
命
に
反
対
し
て
き
て
い
た
の
に
、
イ
エ
ス
に 

対
す
る
反
対
に
彼
ら
の
協
力
を
得
よ
う
と
望
ん
で
、
い
ま
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
の
友
情
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が 

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
を
廃
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
と
言
っ
た
。
ま
た
彼
ら
は
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
厳
格
な
敬
虔
さ
と
、
取
税 

人
や
罪
人
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
行
動
と
を
比
較
し
た
。 

ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
は
こ
の
時
非
常
な
悲
し
み
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
が
ヨ
ハ
ネ
の
伝
言
を
も
っ
て
イ
エ
ス
に
会
い
に 

行
く
前
だ
っ
た
。
彼
ら
の
愛
す
る
教
師
は
牢
獄
の
中
に
お
り
、
彼
ら
は
悲
嘆
の
う
ち
に
日
を
す
ご
し
て
い
た
。
し
か
も
イ
エ
ス
は
、 

ヨ
ハ
ネ
を
釈
放
す
る
た
め
に
、
何
の
努
力
も
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
ヨ
ハ
ネ
の
教
え
に
不
信
を
表
明
し
て
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
さ
え
み 

え
た
。
も
し
ヨ
ハ
ネ
が
神
か
ら
つ
か
わ
さ
れ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
イ
エ
ス
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
こ
ん
な
に
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
道
を
歩 

ま
れ
る
だ
ろ
う
。 

ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
の
働
き
を
は
っ
き
り
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
の
非
難
に
は
何
か
根
拠
が
あ 

る
か
も
知
れ
な
い
と
、
彼
ら
は
思
っ
た
。
彼
ら
は
ラ
ビ
た
ち
が
規
定
し
た
規
則
の
多
く
を
守
り
、
律
法
の
わ
ざ
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ 

る
こ
と
を
望
ん
で
さ
え
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
断
食
を
功
績
の
行
為
と
し
て
実
行
し
、
彼
ら
の
中
で
最
も
厳
格
な
者
は
毎
週
二
日
間
断 
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食
し
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
が
、
イ
エ
ス
の
も
と
に
や
っ
て
き
て
、「
わ
た
し
た
ち
と
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
と
が
断
食
を
し
て
い
る
の 

に
、
あ
な
た
の
弟
子
た
ち
は
、
な
ぜ
断
食
を
し
な
い
の
で
す
か
」
と
た
ず
ね
た
と
き
、
彼
ら
も
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
も
断
食
し
て
い
た 

(

マ
タ
イ
九
ノ
一
四)

。 

イ
エ
ス
は
非
常
に
や
さ
し
く
彼
ら
に
お
答
え
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
断
食
に
つ
い
て
彼
ら
の
ま
ち
が
っ
た
観
念
を
な
お
そ
う
と 

は
さ
れ
ず
、
ご
自
分
の
使
命
に
つ
い
て
彼
ら
が
正
し
い
見
方
を
す
る
よ
う
に
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
も
イ
エ
ス
は
、
バ
プ
テ
ス 

マ
の
ヨ
ハ
ネ
自
身
が
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
あ
か
し
に
用
い
た
の
と
同
じ
譬
を
使
っ
て
こ
の
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
は
「
花
嫁 

を
も
つ
者
は
花
婿
で
あ
る
。
花
婿
の
友
人
は
立
っ
て
彼
の
声
を
聞
き
、
そ
の
声
を
聞
い
て
大
い
に
喜
ぶ
。
こ
う
し
て
、
こ
の
喜
び
は 

わ
た
し
に
満
ち
足
り
て
い
る
」
と
言
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
三
ノ
二
九)

。
イ
エ
ス
が
こ
の
例
を
と
り
あ
げ
て
「
あ
な
た
が
た
は
、
花
婿
が
一 

緒
に
い
る
の
に
、
婚
礼
の
客
に
断
食
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
は
彼
ら
の 

教
師
の
こ
と
ば
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た(

ル
カ
五
ノ
三
四)

。 

天
の
大
君
が
ご
自
分
の
民
の
中
に
お
ら
れ
た
。
神
の
最
高
の
賜
物
が
世
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
貧
し
い
者
に
よ
ろ
こ
び
あ
れ
。
キ 

リ
ス
ト
が
彼
ら
を
み
国
の
世
継
ぎ
と
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
富
め
る
者
に
よ
ろ
こ
び
あ
れ
。
キ
リ
ス
ト
は
永 

遠
の
富
を
手
に
入
れ
る
方
法
を
彼
ら
に
お
教
え
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
無
知
な
者
に
よ
ろ
こ
び
あ
れ
。
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
を
救
い
に 

つ
い
て
賢
明
な
者
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
知
識
の
あ
る
者
に
よ
ろ
こ
び
あ
れ
。
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
き
わ
め
た
と
こ
ろ 

よ
り
も
も
っ
と
深
い
神
秘
を
お
開
き
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
世
の
基
が
お
か
れ
た
時
か
ら
か
く
さ
れ
て
い
た
真
理
は
、
救
い
主
の
使 

命
に
よ
っ
て
人
々
に
開
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 
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バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
は
救
い
主
を
見
て
よ
ろ
こ
ん
だ
。
天
の
大
君
と
共
に
歩
み
、
共
に
語
る
特
権
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
弟
子
た 

ち
に
は
何
と
い
う
大
き
な
よ
ろ
こ
び
の
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ま
は
彼
ら
が
嘆
い
た
り
断
食
を
し
た
り
す
る
時
で
は
な
か 

っ
た
。
暗
黒
と
死
の
影
に
す
わ
っ
て
い
る
人
々
に
光
を
照
す
た
め
に
、
彼
ら
は
心
を
開
い
て
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
受
け
ね
ば
な
ら
な 

い
。 キ

リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
は
明
る
い
光
景
を
え
が
き
出
し
た
が
、
そ
の
向
こ
う
に
は
濃
い
影
が
落
ち
て
い
て
、
イ
エ
ス
の
御
目
だ
け 

が
そ
れ
を
み
と
め
て
い
た
。
「
し
か
し
、
花
婿
が
奪
い
去
ら
れ
る
日
が
来
る
。
そ
の
日
に
は
断
食
を
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
イ
エ
ス
は 

言
わ
れ
た(

ル
カ
五
ノ
三
五)
。
主
が
売
り
渡
さ
れ
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
る
の
を
見
る
時
に
、
弟
子
た
ち
は
嘆
き
断
食
す
る
で
あ
ろ 

う
。
あ
の
二
階
の
広
間
で
弟
子
た
ち
に
語
ら
れ
た
最
後
の
こ
と
ば
の
中
に
、
イ
エ
ス
は
、
「
し
ば
ら
く
す
れ
ば
わ
た
し
を
見
な
く
な
る
、 

ま
た
し
ば
ら
く
す
れ
ば
わ
た
し
に
会
え
る
で
あ
ろ
う･･････

よ
く
よ
く
あ
な
た
が
た
に
言
っ
て
お
く
。
あ
な
た
が
た
は
泣
き
悲
し
む
が
、 

こ
の
世
は
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
た
は
憂
え
て
い
る
が
、
そ
の
憂
い
は
喜
び
に
変
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
六 

ノ
一
九
、
二
〇)

。 

イ
エ
ス
が
墓
か
ら
出
て
お
い
で
に
な
る
と
き
、
彼
ら
の
悲
し
み
は
よ
ろ
こ
び
に
変
る
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
昇
天
後
そ
の
お
姿 

は
み
え
な
く
な
る
が
、
慰
め
主
を
通
し
て
イ
エ
ス
は
な
お
彼
ら
と
と
も
に
お
ら
れ
る
の
で
、
彼
ら
は
悲
嘆
の
う
ち
に
時
を
す
ご
さ
な 

い
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
悲
嘆
の
う
ち
に
時
を
す
ご
す
こ
と
は
、
サ
タ
ン
の
望
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
サ
タ
ン
は
、
彼
ら
が
あ
ざ
む
か 

れ
、
失
望
し
た
と
い
う
印
象
を
世
に
与
え
た
い
と
望
ん
だ
。
し
か
し
信
仰
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
た
め
に
奉
仕
し 

て
お
ら
れ
る
天
の
聖
所
を
な
が
め
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
代
表
者
で
あ
ら
れ
る
聖
霊
に
心
を
開
き
、
そ
の
ご
臨
在
の 
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光
を
よ
ろ
こ
ぶ
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
誘
惑
と
試
練
の
日
が
く
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
彼
ら
は
、
こ
の
世
の
支
配
者
た
ち
や
暗
黒 

の
王
国
の
指
導
者
た
ち
と
衝
突
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
キ
リ
ス
ト
は
、
自
ら
彼
ら
の
そ
ば
に
お
ら
れ
ず
、
彼
ら
は
慰
め
主
を
み 

と
め
な
か
っ
た
。
そ
の
時
こ
そ
彼
ら
が
断
食
す
る
こ
と
は
一
層
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
っ
た
。 

パ
リ
サ
イ
人
は
、
形
式
を
厳
格
に
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
を
え
ら
そ
う
に
み
せ
よ
う
と
つ
と
め
た
が
、
一
方
そ
の
心
は
ね
た
み 

と
争
い
に
満
ち
て
い
た
。
聖
書
に
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
、「
見
よ
、
あ
な
た
が
た
の
断
食
す
る
の
は
、
た
だ
争
い
と
、
い
さ
か
い
の
た 

め
、
ま
た
悪
の
こ
ぶ
し
を
も
っ
て
人
を
打
つ
た
め
だ
。
き
ょ
う
、
あ
な
た
が
た
の
な
す
断
食
は
、
そ
の
声
を
上
に
聞
え
さ
せ
る
も
の 

で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
わ
た
し
の
選
ぶ
断
食
で
あ
ろ
う
か
。
人
が
お
の
れ
を
苦
し
め
る
日
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
う
べ 

を
葦
の
よ
う
に
伏
せ
、
荒
布
と
灰
と
を
そ
の
下
に
敷
く
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
あ
な
た
は
、
こ
れ
を
断
食
と
と
な
え
、
主
に
受
け
い
れ 

ら
れ
る
日
と
、
と
な
え
る
で
あ
ろ
う
か
」(
イ
ザ
ヤ
書
五
八
ノ
四
、
五)

。 

真
の
断
食
は
単
な
る
形
式
的
な
行
事
で
は
な
い
。
神
が
お
え
ら
び
に
な
っ
た
断
食
は
、「
悪
の
な
わ
を
ほ
ど
き
、
く
び
き
の
ひ
も
を 

解
き
、
し
え
た
げ
ら
れ
る
者
を
放
ち
去
ら
せ
、
す
べ
て
の
く
び
き
を
折
る
な
ど
の
事･･････

飢
え
た
者
に
あ
な
た
の
パ
ン
を
施
し
、
苦 

し
む
者
の
願
い
を
満
ち
足
ら
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
と
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る(

イ
ザ
ヤ
書
五
八
ノ
六
、
一
〇)

。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
の 

働
き
の
精
神
と
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
一
生
は
世
の
救
い
の
た
め
に
ご
自
身
を
犠
牲
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
試 

み
の
荒
野
で
断
食
さ
れ
て
も
、
マ
タ
イ
の
ふ
る
ま
い
の
席
で
取
税
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
さ
れ
て
も
、
イ
エ
ス
は
、
失
わ
れ 

た
者
の
救
い
の
た
め
に
ご
自
身
の
い
の
ち
を
与
え
て
お
ら
れ
た
。
た
だ
嘆
き
悲
し
ん
だ
り
、
肉
体
を
痛
め
つ
け
た
り
、
お
び
た
だ
し 

い
犠
牲
を
払
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
中
に
真
の
信
心
の
精
神
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
神
と
人
と
に
対
す
る
心
か 
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ら
の
奉
仕
に
自
分
を
さ
さ
げ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

イ
エ
ス
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
へ
の
答
を
つ
づ
け
、
譬
を
用
い
て
こ
う
言
わ
れ
た
、「
だ
れ
も
、
新
し
い
着
物
か
ら
布
ぎ
れ
を
切 

り
取
っ
て
、
古
い
着
物
に
つ
ぎ
を
当
て
る
も
の
は
な
い
。
も
し
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
新
し
い
着
物
を
裂
く
こ
と
に
な
る
し
、
新 

し
い
の
か
ら
取
っ
た
布
ぎ
れ
も
古
い
の
に
合
わ
な
い
で
あ
ろ
う
」(

ル
カ
五
ノ
三
六)

。
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、 

言
い
伝
え
や
迷
信
に
織
り
込
ん
で
は
な
ら
な
か
っ
た
。
パ
リ
サ
イ
人
の
見
せ
か
け
と
ヨ
ハ
ネ
の
信
心
と
を
ま
ぜ
合
わ
せ
よ
う
と
す
る 

試
み
は
、
両
者
の
不
一
致
を
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
原
則
を
パ
リ
サ
イ
主
義
の
形
式
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
で
き
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
教 

え
に
よ
っ
て
生
じ
た
破
れ
を
ふ
さ
が
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
分
離
を
ま
す
ま
す
明
ら 

か
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
こ
の
事
実
を
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
「
ま
た
だ
れ
も
、
新
し
い
ぶ
ど
う 

酒
を
古
い
皮
袋
に
入
れ
は
し
な
い
。
も
し
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
は
皮
袋
を
は
り
裂
き
、
そ
し
て
ぶ
ど
う
酒
は 

流
れ
出
る
し
、
皮
袋
も
む
だ
に
な
る
で
あ
ろ
う
」(
ル
カ
五
ノ
三
七)

。
新
し
い
酒
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
皮
袋
は
、
し 

ば
ら
く
す
る
と
乾
い
て
も
ろ
く
な
り
、
同
じ
目
的
の
た
め
に
は
も
う
役
立
た
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
く
知
ら
れ
た
例
を
用
い
て
、
イ 

エ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
の
状
態
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
祭
司
た
ち
、
律
法
学
者
た
ち
、
役
人
た
ち
は
、
型
に
は
ま
っ
た
儀 

式
と
言
い
伝
え
に
こ
り
固
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
心
は
、
イ
エ
ス
が
ひ
か
ら
び
た
皮
の
酒
袋
に
た
と
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
ち
ぢ
ま
っ 

て
い
た
。
律
法
的
な
宗
教
に
満
足
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
彼
ら
が
天
の
生
き
た
真
理
の
保
管
者
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
彼
ら 

は
、
自
分
自
身
の
義
は
十
分
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
た
ち
の
宗
教
に
新
し
い
要
素
が
は
い
り
こ
む
こ
と
を
望
ま
な
か
っ 
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た
。
彼
ら
は
、
人
類
に
対
す
る
神
の
恵
み
を
彼
ら
自
身
と
関
係
の
な
い
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ 

れ
を
自
分
た
ち
の
善
行
の
せ
い
に
し
て
、
彼
ら
自
身
の
功
績
に
結
び
つ
け
た
。
愛
に
よ
っ
て
働
き
、
魂
を
き
よ
め
る
信
仰
が
、
儀
式 

と
人
の
命
令
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
パ
リ
サ
イ
人
の
宗
教
と
結
合
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
の
教
え
を
既
成
宗
教
と
結
び
つ 

け
よ
う
と
努
力
し
て
も
む
だ
で
あ
っ
た
。
神
の
重
要
な
真
理
は
、
発
酵
す
る
ぶ
ど
う
酒
の
よ
う
に
、
パ
リ
サ
イ
的
言
い
伝
え
と
い
う 

古
い
朽
ち
た
袋
を
破
る
の
で
あ
っ
た
。 

パ
リ
サ
イ
人
は
、
自
分
た
ち
は
賢
い
か
ら
教
え
を
受
け
る
必
要
は
な
い
、
義
人
だ
か
ら
救
い
の
必
要
は
な
い
、
高
い
誉
を
受
け
て 

い
る
か
ら
キ
リ
ス
ト
か
ら
栄
え
を
受
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
救
い
主
は
彼
ら
か
ら
離
れ
、
天
の
使
命
を
受
け
入
れ
る
よ 

う
な
ほ
か
の
人
々
を
さ
が
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
教
育
の
な
い
漁
夫
た
ち
、
市
場
の
取
税
人
、
サ
マ
リ
ヤ
の
女
、
よ
ろ
こ
ん
で
み
こ 

と
ば
を
き
く
一
般
の
人
々
な
ど
を
新
し
い
酒
を
入
れ
る
新
し
い
袋
と
し
て
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
福
音
の
働
き
に
う
つ
わ
と
し
て
用
い 

ら
れ
る
者
は
、
神
が
彼
ら
に
送
ら
れ
る
光
を
よ
ろ
こ
ん
で
受
け
入
れ
る
魂
で
あ
る
。
こ
う
い
う
人
々
は
真
理
の
知
識
を
世
に
与
え
る 

た
め
の
神
の
代
理
者
で
あ
る
。
も
し
神
の
民
が
、
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
よ
っ
て
新
し
い
袋
と
な
る
な
ら
ば
、
神
は
そ
れ
に
新
し
い
ぶ 

ど
う
酒
を
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
、
新
し
い
酒
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
新
し
い
教
理
で
は
な
く
て
、
世
の
初
め
か
ら
教
え
ら
れ 

て
い
た
こ
と
を
啓
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
に
は
、
神
の
真
理
の
本
来
の
意
義
と
美
し
さ
と
が
わ
か
ら
な 

か
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
新
し
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
認
識
す
る
こ 

と
も
、
承
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。 
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イ
エ
ス
は
、
真
理
を
求
め
る
心
と
理
解
力
と
を
破
壊
す
る
偽
り
の
教
え
の
力
を
指
摘
さ
れ
た
。
「
ま
た
だ
れ
も
、
古
い
酒
を
飲
ん
で 

か
ら
、
新
し
い
の
を
ほ
し
が
り
は
し
な
い
。
『
古
い
の
が
良
い
』
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」(

ル
カ
五
ノ
三
九)

。
父
祖
た
ち
と
預 

言
者
た
ち
と
を
通
し
て
世
に
与
え
ら
れ
て
き
た
す
べ
て
の
真
理
は
、
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と
ば
の
う
ち
に
新
し
い
美
し
さ
を
放
っ
て
輝 

い
た
。
し
か
し
律
法
学
者
た
ち
と
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
、
と
う
と
い
新
し
い
酒
を
望
ま
な
か
っ
た
。
古
い
言
い
伝
え
、
慣
例
、
習
慣
を 

あ
け
て
し
ま
う
ま
で
は
、
彼
ら
は
、
頭
や
心
に
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
入
れ
る
余
地
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
い
の
ち
の
な
い
形
式
に
執 

着
し
、
生
き
た
真
理
と
神
の
力
か
ら
離
れ
た
。 

こ
の
こ
と
が
結
局
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
滅
亡
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
も
多
く
の
魂
を
滅
亡
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。 

マ
タ
イ
の
ふ
る
ま
い
の
席
で
キ
リ
ス
ト
か
ら
非
難
さ
れ
た
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
の
よ
う
に
、
幾
千
の
者
が
同
じ
あ
や
ま
ち
を
犯
し
て
い 

る
。
多
く
の
者
は
心
に
い
だ
い
て
い
る
何
か
の
考
え
を
放
棄
し
た
り
、
何
か
大
事
な
意
見
を
捨
て
た
り
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
光
の 

父
か
ら
与
え
ら
れ
る
真
理
を
こ
ば
む
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分
に
信
頼
し
、
自
分
自
身
の
知
恵
に
た
よ
っ
て
い
て
、
自
分
の
霊
的
な 

貧
し
さ
を
み
と
め
な
い
。
彼
ら
は
何
か
の
方
法
で
あ
る
重
要
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て 

そ
の
働
き
に
自
我
を
織
り
込
む
方
法
が
な
い
こ
と
を
知
る
と
、
備
え
ら
れ
た
救
い
を
こ
ば
む
の
で
あ
る
。 

律
法
的
な
宗
教
は
決
し
て
魂
を
キ
リ
ス
ト
に
み
ち
び
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
愛
の
な
い
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
の
な 

い
宗
教
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
分
を
義
と
す
る
精
神
に
動
か
さ
れ
て
の
断
食
や
祈
り
は
、
神
の
御
目
に
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
荘
厳 

な
礼
拝
の
集
り
、
宗
教
的
儀
式
の
く
り
か
え
し
、
外
面
的
な
苦
行
、
強
制
的
な
犠
牲
な
ど
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
行
な
う
人
が
自
分 

自
身
を
義
と
し
、
天
国
に
は
い
る
資
格
が
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
を
公
告
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
欺
瞞
で
あ 
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イ エ ス は 人 々 の 中 に ま じ り 、 一 し ょ に 食 事 を す る こ と が お 好 き だ っ た の で 、  
パ リ サ イ 人 は イ エ ス の こ と を 、 食 を む さ ぼ る 者 、 大 酒 を 飲 む 者 と 言 っ た 。 救 い  
主 は 、 失 わ れ た 者 を た ず ね て 救 う た め に お い で に な っ た の で あ る 。  
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る
。
わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
の
わ
ざ
に
よ
っ
て
救
い
を
買
う
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。 

キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
日
も
同
じ
で
あ
る
。
パ
リ
サ
イ
人
た
ち
は
自
分
の
霊
的
欠
乏
が
わ
か
ら
な
い
。 

彼
ら
に
次
の
よ
う
な
警
告
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
「
あ
な
た
は
、
自
分
は
富
ん
で
い
る
、
豊
か
に
な
っ
た
、
な
ん
の
不
自
由
も
な
い 

と
言
っ
て
い
る
が
、
実
は
、
あ
な
た
自
身
が
み
じ
め
な
者
、
あ
わ
れ
む
べ
き
者
、
貧
し
い
者
、
目
の
見
え
な
い
者
、
裸
な
者
で
あ
る 

こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
に
勧
め
る
。
富
む
者
と
な
る
た
め
に
、
わ
た
し
か
ら
火
で
精
錬
さ
れ
た
金
を
買
い
、 

ま
た
、
あ
な
た
の
裸
の
恥
を
さ
ら
さ
な
い
た
め
身
に
着
け
る
よ
う
に
、
白
い
衣
を
買
い
な
さ
い
。
ま
た
、
見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、 

目
に
ぬ
る
目
薬
を
買
い
な
さ
い
」(

黙
示
録
三
ノ
一
七
、
一
八)

。
信
仰
と
愛
は
火
で
練
ら
れ
た
金
で
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
者
に
と 

っ
て
、
金
は
光
沢
を
失
い
、
と
う
と
い
宝
は
失
わ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
義
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
着
た
こ
と
の
な
い
衣
、
ふ
れ
た 

こ
と
の
な
い
泉
で
あ
る
。
彼
ら
に
向
か
っ
て
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
、「
し
か
し
、
あ
な
た
に
対
し
て
責
む
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
あ
な
た 

は
初
め
の
愛
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
は
ど
こ
か
ら
落
ち
た
か
を
思
い
起
し
、
悔
い
改
め
て
初
め
の
わ
ざ
を
行
い 

な
さ
い
。
も
し
、
そ
う
し
な
い
で
悔
い
改
め
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
は
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
き
て
、
あ
な
た
の
燭
台
を
そ
の
場
所
か
ら 

取
り
の
け
よ
う
」(

黙
示
録
二
ノ
四
、
五)

。 

「
神
の
受
け
ら
れ
る
い
け
に
え
は
砕
け
た
魂
で
す
。
神
よ
、
あ
な
た
は
砕
け
た
悔
い
た
心
を
か
ろ
し
め
ら
れ
ま
せ
ん
」(

詩
篇
五 

一
ノ
一
七)

。
人
は
、
最
高
の
意
味
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
を
信
じ
る
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
前
に
、
自
分
自
身
を
む
な
し
く
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
我
が
放
棄
さ
れ
る
と
き
、
主
は
そ
の
人
を
新
し
い
人
間
に
す
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
。
新
し
い
袋
は
新
し
い 

ぶ
ど
う
酒
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
の
愛
は
新
し
い
い
の
ち
を
も
っ
て
信
者
を
生
か
す
。
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
の
創
始
者 
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で
あ
り
ま
た
完
成
者
で
あ
る
お
か
た
を
見
つ
め
る
人
の
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
の
品
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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第 29 章 
 

安 

息 

日    

   

安
息
日
は
創
造
の
時
に
聖
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
人
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
起
源
は
「
明
け
の
星
は
相
共
に
歌
い
、 

神
の
子
た
ち
は
み
な
喜
び
呼
ば
わ
っ
た
」
時
に
あ
っ
た(

ヨ
ブ
記
三
八
ノ
七)

。
平
和
が
世
界
を
お
お
っ
て
い
た
。
地
が
天
と
調
和
し 

て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
神
が
造
っ
た
す
べ
て
の
物
を
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
、
は
な
は
だ
良
か
っ
た
」(

創
世
記
一
ノ
三 

一)

。
そ
こ
で
神
は
、
み
わ
ざ
を
完
成
さ
れ
た
よ
ろ
こ
び
の
う
ち
に
休
息
さ
れ
た
。 

神
は
安
息
日
に
休
息
さ
れ
た
の
で
「
神
は
そ
の
第
七
日
を
祝
福
し
て
、
こ
れ
を
聖
別
さ
れ
た
」

―
す
な
わ
ち
こ
の
日
を
聖
な
る 

ご
用
の
た
め
に
と
り
わ
け
ら
れ
た(

創
世
記
二
ノ
三)
。
神
は
こ
の
日
を
休
息
の
日
と
し
て
ア
ダ
ム
に
お
与
え
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
創 

造
の
み
わ
ざ
の
記
念
で
、
神
の
力
と
愛
の
し
る
し
と
な
っ
た
。
「
主
は
そ
の
く
す
し
き
み
わ
ざ
を
記
念
さ
せ
ら
れ
た
」
と
聖
書
に
書 

か
れ
て
い
る(

詩
篇
一
一
一
ノ
四)

。
「
被
造
物
」
は
「
神
の
見
え
な
い
性
質
、
す
な
わ
ち
、
神
の
永
遠
の
力
と
神
性
」
と
を
「
天
地 

創
造
こ
の
か
た
」
宣
言
し
て
い
る(

ロ
ー
マ
一
ノ
二
〇)

。 

万
物
は
神
の
み
子
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
「
初
め
に
言
が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。･･････

す
べ
て
の
も
の
は
、
こ
れ
に
よ 
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っ
て
で
き
た
。
で
き
た
も
の
の
う
ち
、
一
つ
と
し
て
こ
れ
に
よ
ら
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
」(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
一
―
三)

。
安
息
日
は
創 

造
の
み
わ
ざ
の
記
念
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
力
の
し
る
し
で
あ
る
。 

安
息
日
は
わ
れ
わ
れ
の
思
い
を
自
然
に
向
け
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
を
創
造
主
と
の
ま
じ
わ
り
に
は
い
ら
せ
る
。
鳥
の
歌
に
、
木
々
の 

さ
さ
や
き
に
、
海
の
調
べ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
日
の
涼
し
い
こ
ろ
エ
デ
ン
の
園
で
ア
ダ
ム
と
お
語
り
に
な
っ
た
神
の
み
声
を
い
ま
も
き 

く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
自
然
界
の
中
に
神
の
力
を
見
る
と
き
、
そ
こ
に
慰
め
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
な
ぜ 

な
ら
、
万
物
を
お
つ
く
り
に
な
っ
た
み
こ
と
ば
は
、
魂
に
い
の
ち
を
語
る
こ
と
ば
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
『
や
み
の
中
か
ら
光
が
照
り
い 

で
よ
』
と
仰
せ
に
な
っ
た
神
は
、
キ
リ
ス
ト
の
顔
に
輝
く
神
の
栄
光
の
知
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
の
心
を
照
し 

て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
」(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
四
ノ
六)

。 

歌
を
呼
び
起
し
た
の
は
こ
の
思
い
で
あ
っ
た
。

― 
 

「
主
よ
、
あ
な
た
は
み
わ
ざ
を
も
っ
て 

わ
た
し
を
楽
し
ま
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

わ
た
し
は
あ
な
た
の
み
手
の
わ
ざ
を
喜
び
歌
い
ま
す
。 

主
よ
、
あ
な
た
の
み
わ
ざ
は 

い
か
に
大
い
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

あ
な
た
の
も
ろ
も
ろ
の
思
い
は
、
い
と
も
深
く
」(

詩
篇
九
二
ノ
四
、
五)

。 
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聖
霊
は
、
預
言
者
イ
ザ
ヤ
を
通
し
て
、
こ
う
宣
言
し
て
お
ら
れ
る
。
「
そ
れ
で
、
あ
な
た
が
た
は
神
を
だ
れ
と
く
ら
べ
、
ど
ん
な 

像
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
偶
像
は
細
工
人
が
鋳
て
造
り
、
鍛
冶
が
、
金
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
お
お
い
、
ま
た
、
こ
れ
が
た
め 

に
銀
の
鎖
を
造
る
。
貧
し
い
者
は
、
さ
さ
げ
物
と
し
て
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
木
を
選
び
、
巧
み
な
細
工
人
を
求
め
て
、
動
く
こ
と
の 

な
い
像
を
立
た
せ
る
。
あ
な
た
が
た
は
知
ら
な
か
っ
た
か
。
あ
な
た
が
た
は
聞
か
な
か
っ
た
か
。
初
め
か
ら
、
あ
な
た
が
た
に
伝
え 

ら
れ
な
か
っ
た
か
。
地
の
基
を
お
い
た
時
か
ら
、
あ
な
た
が
た
は
悟
ら
な
か
っ
た
か
。
主
は
地
球
の
は
る
か
上
に
座
し
て
、
地
に
住 

む
者
を
い
な
ご
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
主
は
天
を
幕
の
よ
う
に
ひ
ろ
げ
、
こ
れ
を
住
む
べ
き
天
幕
の
よ
う
に
張
り
、
ま
た
、
も
ろ
も 

ろ
の
君
を
無
き
も
の
と
せ
ら
れ
、
地
の
つ
か
さ
た
ち
を
、
む
な
し
く
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
か
ろ
う
じ
て
植
え
ら
れ
、
か
ろ
う
じ
て
ま 

か
れ
、
そ
の
幹
が
か
ろ
う
じ
て
地
に
根
を
お
ろ
し
た
と
き
、
神
が
そ
の
上
を
吹
か
れ
る
と
、
彼
ら
は
枯
れ
て
、
わ
ら
の
よ
う
に
、
つ 

む
じ
風
に
ま
き
去
ら
れ
る
。
聖
者
は
言
わ
れ
る
、
『
そ
れ
で
、
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
を
だ
れ
に
く
ら
べ
、
わ
た
し
は
、
だ
れ
に 

ひ
と
し
い
と
い
う
の
か
』
。
目
を
高
く
あ
げ
て
、
だ
れ
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
創
造
し
た
か
を
見
よ
。
主
は
数
を
し
ら
べ
て
万
軍
を
ひ 

き
い
だ
し
、
お
の
お
の
を
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
そ
の
勢
い
の
大
い
な
る
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
力
の
強
き
が
ゆ
え
に
、
一
つ
も
欠
け 

る
こ
と
は
な
い
。
ヤ
コ
ブ
よ
、
何
ゆ
え
あ
な
た
は
、『
わ
が
道
は
主
に
隠
れ
て
い
る
』
と
言
う
か
。
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、
何
ゆ
え
あ
な
た 

は
、『
わ
が
訴
え
は
わ
が
神
に
顧
み
ら
れ
な
い
』
と
言
う
か
。
あ
な
た
は
知
ら
な
か
っ
た
か
、
あ
な
た
は
聞
か
な
か
っ
た
か
。
主
は
と 

こ
し
え
の
神
、
地
の
果
の
創
造
者
で
あ
っ
て
、
弱
る
こ
と
な
く
、
ま
た
疲
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
知
恵
は
は
か
り
が
た
い
。
弱
っ
た 

者
に
は
力
を
与
え
、
勢
い
の
な
い
者
に
は
強
さ
を
増
し
加
え
ら
れ
る
」
。
「
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
、
わ
た
し
は
あ
な
た
と
共
に
い
る
。 

驚
い
て
は
な
ら
な
い
、
わ
た
し
は
あ
な
た
の
神
で
あ
る
。
わ
た
し
は
あ
な
た
を
強
く
し
、
あ
な
た
を
助
け
、
わ
が
勝
利
の
右
の
手
を 
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も
っ
て
、
あ
な
た
を
さ
さ
え
る
」
。
「
地
の
果
な
る
も
ろ
も
ろ
の
人
よ
、
わ
た
し
を
仰
ぎ
の
ぞ
め
、
そ
う
す
れ
ば
救
わ
れ
る
。
わ
た
し 

は
神
で
あ
っ
て
、
ほ
か
に
神
は
な
い
か
ら
だ
」(

イ
ザ
ヤ
書
四
○
ノ
一
八
―
二
九
、
四
一
ノ
一
〇
、
四
五
ノ
二
二)

。
こ
れ
が
自
然
の 

中
に
書
か
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
安
息
日
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
主 

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
安
息
日
を
あ
が
め
る
よ
う
に
お
命
じ
に
な
っ
た
と
き
、
こ
う
言
わ
れ
た
。「
わ
が
安
息
日
を
聖
別
せ
よ
。
こ
れ
は 

わ
た
し
と
あ
な
た
が
た
と
の
間
の
し
る
し
と
な
っ
て
、
主
な
る
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
の
神
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
な
た
が
た
に
知
ら 

せ
る
た
め
で
あ
る
」(

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
二
〇
ノ
二
〇)

。 

安
息
日
は
、
シ
ナ
イ
で
与
え
ら
れ
た
律
法
の
中
に
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
時
は
じ
め
て
休
み
の
日
と
し
て
知
ら 

さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
シ
ナ
イ
へ
来
る
前
に
安
息
日
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
行
く
道 

中
、
安
息
日
は
守
ら
れ
た
。
安
息
日
を
け
が
す
者
が
あ
る
と
、
主
は
彼
ら
を
責
め
て
、
「
あ
な
た
が
た
は
、
い
つ
ま
で
わ
た
し
の
戒 

め
と
、
律
法
と
を
守
る
こ
と
を
拒
む
の
か
」
と
言
わ
れ
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
六
ノ
二
八)

。 

安
息
日
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
エ
デ
ン
で
人
に
知
ら
さ
れ
、
十
戒
の
中
の
他
の 

戒
め
と
同
じ
に
、
不
滅
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
第
四
条
が
一
部
と
な
っ
て
い
る
律
法
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
は
、
「
天
地
が
滅
び
行 

く
ま
で
は
、
律
法
の
一
点
、
一
画
も
す
た
る
こ
と
は
な
」
い
と
宣
言
し
て
お
ら
れ
る(

マ
タ
イ
五
ノ
一
八)

。
天
と
地
が
つ
づ
く
か
ぎ 

り
、
安
息
日
は
、
創
造
主
の
力
の
し
る
し
と
し
て
つ
づ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
エ
デ
ン
が
ふ
た
た
び
こ
の
地
上
に
栄
え
る
と
き
に
、 

神
の
聖
な
る
休
日
は
、
天
下
の
す
べ
て
の
者
に
よ
っ
て
あ
が
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
安
息
日
ご
と
に
、
輝
く
新
天
地
の
住
民
は
「
わ 

が
前
に
来
て
礼
拝
す
る
」
と
主
は
言
わ
れ
る(

イ
ザ
ヤ
書
六
六
ノ
二
三)

。 
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ユ
ダ
ヤ
人
に
与
え
ら
れ
た
制
度
の
中
で
彼
ら
を
周
囲
の
国
民
か
ら
区
別
す
る
の
に
安
息
日
ほ
ど
役
立
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
神 

は
、
安
息
日
を
守
る
こ
と
が
神
の
礼
拝
者
で
あ
る
証
拠
と
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
偶
像
礼
拝
か
ら
離
れ
、
真 

の
神
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
安
息
日
を
聖
と
す
る
た
め
に
は
、
人
は
自
ら
聖
で
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
信
仰
に
よ
っ
て
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
義
に
あ
ず
か
る
者
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
安
息
日
を
覚
え
て
、
こ
れ
を
聖
と 

せ
よ
」
と
の
命
令
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
与
え
ら
れ
た
と
き
、
主
は
ま
た
彼
ら
に
、「
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
に
対
し
て
聖
な
る
民
と
な 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た(

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
〇
ノ
八
、
二
二
ノ
三
一)

。
こ
の
よ
う
に
し
て
の
み
、
安
息
日
は
、
イ
ス 

ラ
エ
ル
を
神
の
礼
拝
者
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ユ
ダ
ヤ
人
が
神
か
ら
離
れ
、
信
仰
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
義
を
自
分
の
義
と
し
な
か
っ
た
と
き
、
安
息
日
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ 

の
意
義
が
失
わ
れ
た
。
サ
タ
ン
は
自
分
自
身
を
高
め
、
人
々
を
キ
リ
ス
ト
か
ら
ひ
き
離
そ
う
と
つ
と
め
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
、
安 

息
日
が
キ
リ
ス
ト
の
力
の
し
る
し
な
の
で
、
こ
れ
を
ゆ
が
め
る
た
め
に
働
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
指
導
者
た
ち
は
、
神
の
休
み
の
日
を 

や
っ
か
い
な
規
則
づ
く
め
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
タ
ン
の
意
図
を
達
成
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
、
安
息
日
は
ま
っ
た
く
ゆ 

が
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
安
息
日
を
守
る
こ
と
は
、
愛
に
富
ま
れ
る
天
父
の
ご
品
性
よ
り
は
む
し
ろ
利
己
的
で
わ
が
ま
ま
な
人
間
の 

品
性
を
反
映
し
て
い
た
。
ラ
ビ
た
ち
は
、
神
が
、
人
の
守
る
こ
と
の
で
き
な
い
律
法
を
お
与
え
に
な
っ
て
い
る
と
事
実
上
言
っ
て
い 

る
の
も
同
然
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
人
々
に
、
神
を
暴
君
と
し
て
み
さ
せ
、
神
の
ご
要
求
通
り
に
安
息
日
を
守
る
と
き
に
、
人
は
無
情 

に
な
り
残
酷
に
な
る
と
考
え
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
観
念
を
と
り
去
る
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
の
働
き
で
あ
っ
た
。
ラ
ビ
た
ち
は 

冷
酷
な
敵
意
を
い
だ
い
て
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
ま
わ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
の
規
則
に
一
致
し
よ
う
と
す
る
様
子
さ
え
お
見
せ 
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に
な
ら
な
い
で
、
神
の
律
法
に
従
っ
て
安
息
日
を
守
り
な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
進
ま
れ
た
。 

あ
る
安
息
日
に
、
救
い
主
は
、
弟
子
た
ち
と
礼
拝
の
場
所
か
ら
帰
り
な
が
ら
、
み
の
っ
た
麦
畑
を
通
り
か
か
ら
れ
た
。
イ
エ
ス
が 

遅
い
時
間
ま
で
働
き
を
つ
づ
け
ら
れ
た
の
で
、
弟
子
た
ち
は
、
畑
を
通
り
な
が
ら
麦
の
穂
を
つ
み
、
手
で
も
ん
で
、
中
の
穀
粒
を
食 

べ
始
め
た
。
ほ
か
の
日
だ
っ
た
ら
、
こ
の
行
為
に
つ
い
て
人
か
ら
何
も
言
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
麦
畑
や
果
樹
園
や
ぶ
ど
う
園 

な
ど
を
通
り
す
ぎ
る
人
は
、
食
べ
た
い
も
の
を
自
由
に
と
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る(

申
命
記
二
三
ノ
二
四
、
二
五
参
照)

。
し 

か
し
安
息
日
に
そ
う
す
る
こ
と
は
、
安
息
日
を
け
が
す
行
為
と
み
ら
れ
た
。
麦
を
つ
む
こ
と
が
一
種
の
収
穫
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、 

そ
れ
を
手
で
も
む
こ
と
も
一
種
の
脱
穀
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ラ
ビ
た
ち
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
二
重
の
罪
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。 

ス
パ
イ
ど
も
は
す
ぐ
イ
エ
ス
に
、
「
ご
ら
ん
な
さ
い
、
あ
な
た
の
弟
子
た
ち
が
、
安
息
日
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
し
て
い
ま 

す
」
と
文
句
を
言
っ
た(

マ
タ
イ
一
二
ノ
二)
。 

イ
エ
ス
は
、
ベ
テ
ス
ダ
で
、
安
息
日
を
犯
さ
れ
た
と
の
非
難
を
受
け
ら
れ
た
と
き
、
ご
自
分
が
神
の
み
子
で
あ
る
こ
と
を
主
張
さ 

れ
、
ご
自
分
が
天
父
と
一
致
し
て
働
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
、
ご
自
分
を
弁
護
さ
れ
た
。
い
ま
弟
子
た
ち
が
攻
撃
さ
れ
た 

の
で
、
イ
エ
ス
は
、
旧
約
聖
書
か
ら
神
の
奉
仕
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
安
息
日
に
な
さ
れ
た
行
為
を
例
と
し
て
引 

用
し
、
そ
れ
を
非
難
者
た
ち
に
お
示
し
に
な
る
。 

ユ
ダ
ヤ
の
教
師
た
ち
は
、
彼
ら
の
聖
書
の
知
識
に
つ
い
て
誇
っ
て
い
た
が
、
救
い
主
の
答
え
に
は
、
彼
ら
が
聖
書
を
知
ら
な
い
こ 

と
に
つ
い
て
、
暗
黙
の
譴
責
が
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
、「
あ
な
た
が
た
は
、
ダ
ビ
デ
と
そ
の
供
の
者
た
ち
と
が
飢
え
て
い
た 

と
き
、
ダ
ビ
デ
の
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
神
の
家
に
は
い
っ
て
、
祭
司
た
ち
の
ほ
か
だ
れ 
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も
食
べ
て
は
な
ら
ぬ
供
え
の
パ
ン
を
取
っ
て
食
べ
、
ま
た
供
の
者
た
ち
に
も
与
え
た
で
は
な
い
か｣

。
「
ま
た
彼
ら
に
言
わ
れ
た
、『
安 

息
日
は
人
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
、
人
が
安
息
日
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
、
人
の
子
は
、
安
息
日
に
も
ま
た
主 

な
の
で
あ
る
』
」
。
「
ま
た
、
安
息
日
に
宮
仕
え
を
し
て
い
る
祭
司
た
ち
は
安
息
日
を
破
っ
て
も
罪
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
律
法
で 

読
ん
だ
こ
と
が
な
い
の
か
。
あ
な
た
が
た
に
言
っ
て
お
く
。
宮
よ
り
も
大
い
な
る
者
が
こ
こ
に
い
る
」(

ル
カ
六
ノ
三
、
四
、
マ
ル 

コ
二
ノ
二
七
、
二
八
、
マ
タ
イ
一
二
ノ
五
、
六)

。 

ダ
ビ
デ
が
、
聖
な
る
用
に
と
っ
て
お
か
れ
た
パ
ン
を
食
べ
て
空
腹
を
満
た
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
な
ら
ば
、
弟
子
た
ち
が
安
息 

日
の
聖
な
る
時
間
に
麦
を
つ
ん
で
、
彼
ら
の
必
要
を
満
た
し
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。
ま
た
宮
の
祭
司
た
ち
は
、
安
息
日
に
は
ほ
か 

の
日
よ
り
も
大
き
な
働
き
を
し
た
。
世
俗
の
働
き
を
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
罪
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
祭
司
の
働
き
は
神
の
奉
仕
で
あ 

っ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
あ
が
な
い
の
力
を
さ
し
示
す
儀
式
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
働
き
は
安
息
日
の
目
的
と
一
致 

し
て
い
た
。
し
か
し
い
ま
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
お
い
で
に
な
っ
て
い
た
。
弟
子
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
働
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
神
の
奉
仕
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
働
き
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
を
安
息
日
に
す
る
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
弟
子
た
ち
に
も
敵
に
も
、
神
の
奉
仕
が
何
よ
り
も
第
一
で
あ
る
こ
と
を
教
え
よ
う
と
お
思
い
に
な
っ
た
。
こ
の
世 

に
お
け
る
神
の
働
き
の
目
的
は
、
人
の
あ
が
な
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
働
き
を
な
し
と
げ
る
た
め
に
安
息
日
に
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
安
息
日
の
律
法
と
一
致
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
次
に
ご
自
分
の
議
論
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
ご
自
身
の
こ 

と
を
、「
安
息
日
の
主
で
あ
る
」

―
す
な
わ
ち
ご
自
分
が
あ
ら
ゆ
る
問
題
、
あ
ら
ゆ
る
律
法
を
超
越
す
る
お
か
た
で
あ
る
こ
と
を
宣 

言
さ
れ
た
。
こ
の
無
限
の
審
判
者
で
あ
ら
れ
る
お
か
た
は
、
弟
子
た
ち
が
犯
し
て
い
る
と
い
っ
て
非
難
さ
れ
た
そ
の
戒
め
に
照
し
て
、 
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安息日に、イエスが弟子たちと麦畑を通りかかられた時、弟子たちが麦の

穂を手でもんで食べた。弟子たちは安息日を破ったと言って非難された。  
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彼
ら
の
非
難
が
不
当
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
反
対
者
た
ち
に
譴
責
を
加
え
た
だ
け
で
こ
の
問
題
を
す
ま
さ
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
が
盲
目
に
な
っ
て
い
る 

た
め
に
、
安
息
日
の
目
的
を
誤
解
し
て
い
る
の
だ
と
宣
言
さ
れ
た
。
「
『
わ
た
し
が
好
む
の
は
、
あ
わ
れ
み
で
あ
っ
て
、
い
け
に
え
で 

は
な
い
』
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
知
っ
て
い
た
な
ら
、
あ
な
た
が
た
は
罪
の
な
い
者
を
と
が
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
主
は
言
わ 

れ
た(

マ
タ
イ
一
二
ノ
七)

。
彼
ら
の
熱
意
の
な
い
多
く
の
儀
式
は
、
神
の
真
の
礼
拝
者
た
ち
の
特
徴
で
あ
る
ま
ご
こ
ろ
と
や
さ
し
い 

愛
に
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

ふ
た
た
び
イ
エ
ス
は
、
い
け
に
え
そ
の
も
の
に
は
何
の
価
値
も
な
い
と
い
う
事
実
を
く
り
か
え
さ
れ
た
。
そ
れ
は
手
段
で
あ
っ
て 

目
的
で
は
な
い
。
そ
の
目
的
は
人
を
救
い
主
に
み
ち
び
く
こ
と
で
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
神
と
一
致
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

神
が
と
う
と
ば
れ
る
の
は
愛
の
奉
仕
で
あ
る
。
こ
れ
が
欠
け
て
い
る
と
き
に
、
単
な
る
儀
式
の
く
り
か
え
し
は
、
神
に
と
っ
て
不
快
な 

も
の
と
な
る
。
安
息
日
も
同
じ
で
あ
る
。
安
息
日
は
人
を
神
と
ま
じ
わ
ら
せ
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
あ
き
あ
き
す
る
よ
う
な 

儀
式
に
人
の
心
が
奪
わ
れ
た
と
き
、
安
息
日
の
目
的
は
さ
ま
た
げ
ら
れ
た
。
単
に
う
わ
べ
だ
け
の
安
息
日
遵
守
は
徒
労
で
あ
っ
た
。 

ま
た
ほ
か
の
安
息
日
に
、
イ
エ
ス
は
会
堂
に
お
は
い
り
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
手
の
な
え
た
男
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
パ
リ
サ
イ
人 

は
、
イ
エ
ス
が
ど
う
さ
れ
る
か
熱
心
に
見
守
っ
て
い
た
。
救
い
主
は
安
息
日
に
人
を
い
や
せ
ば
律
法
を
破
る
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と 

を
よ
く
ご
存
じ
だ
っ
た
が
、
安
息
日
の
ま
わ
り
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
い
た
言
い
伝
え
の
規
則
と
い
う
壁
を
打
破
す
る
の
に
ち
ゅ 

う
ち
ょ
さ
れ
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
病
気
の
男
に
立
ち
あ
が
る
よ
う
に
お
命
じ
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
「
安
息
日
に
善
を
行
う
の
と 

悪
を
行
う
の
と
、
命
を
救
う
の
と
殺
す
の
と
、
ど
ち
ら
が
よ
い
か
」
と
お
た
ず
ね
に
な
っ
た(

マ
ル
コ
三
ノ
四)

。
善
を
な
す
機
会
が 
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あ
る
の
に
そ
れ
を
し
な
い
の
は
、
悪
を
な
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
格
言
で
あ
っ
た
。
い
の
ち
を
救
う
こ
と
を
無 

視
す
る
の
は
殺
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
エ
ス
は
ラ
ビ
た
ち
の
立
場
に
立
っ
て
、
彼
ら
に
応
対
さ
れ
た
。
「
彼
ら
は
黙
っ 

て
い
た
。
イ
エ
ス
は
怒
り
を
含
ん
で
彼
ら
を
見
ま
わ
し
、
そ
の
心
の
か
た
く
な
な
の
を
嘆
い
て
、
そ
の
人
に
『
手
を
伸
ば
し
な
さ
い
』 

と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
手
を
伸
ば
す
と
、
そ
の
手
は
元
ど
お
り
に
な
っ
た
」(

マ
ル
コ
三
ノ
四
、
五)

。 

イ
エ
ス
は
、
「
安
息
日
に
人
を
い
や
し
て
も
、
さ
し
つ
か
え
な
い
か
」
と
質
問
さ
れ
た
と
き
、
「
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
、
一
匹 

の
羊
を
持
っ
て
い
る
人
が
あ
る
と
し
て
、
も
し
そ
れ
が
安
息
日
に
穴
に
落
ち
こ
ん
だ
な
ら
、
手
を
か
け
て
引
き
上
げ
て
や
ら
な
い
だ 

ろ
う
か
。
人
は
羊
よ
り
も
、
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
安
息
日
に
良
い
こ
と
を
す
る
の
は
、
正
し
い
こ
と 

で
あ
る
」
と
お
答
え
に
な
っ
た(

マ
タ
イ
一
二
ノ
一
〇
―
一
二)

。 

ス
パ
イ
た
ち
は
自
分
た
ち
が
困
難
な
立
場
に
お
ち
い
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
群
衆
の
前
で
は
あ
え
て
キ
リ
ス
ト
に
答
え
な
か
っ
た
。 

彼
ら
は
イ
エ
ス
が
事
実
を
お
語
り
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。
動
物
の
場
合
に
は
ほ
お
っ
て
お
く
と
所
有
者
の
損
失
に
な
る 

の
で
、
彼
ら
は
そ
の
動
物
を
救
お
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
場
合
に
は
、
言
い
伝
え
を
犯
す
よ
り
は
む
し
ろ
そ
の
人
間
を
苦 

し
む
ま
ま
に
ほ
お
っ
て
お
く
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
神
の
み
か
た
ち
に
つ
く
ら
れ
た
人
間
よ
り
も
口
の
き
け
な
い
動
物
に
対
し 

て
ず
っ
と
深
い
注
意
が
払
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
ま
ち
が
っ
た
宗
教
の
働
き
を
例
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
宗
教
は
、
神 

よ
り
も
自
分
を
高
め
た
い
と
い
う
人
間
の
欲
望
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
人
間
を
動
物
よ
り
も
低
い
と
こ
ろ
へ
堕
落
さ 

せ
る
。
神
の
主
権
に
さ
か
ら
っ
て
戦
う
宗
教
は
、
す
べ
て
創
造
の
と
き
人
の
も
の
で
あ
っ
た
栄
光
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
人
に 

回
復
さ
れ
る
栄
光
を
、
人
間
か
ら
だ
ま
し
と
る
の
で
あ
る
。
ま
ち
が
っ
た
宗
教
は
人
間
の
貧
困
、
苦
難
、
権
利
な
ど
を
気
に
か
け
な 
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い
よ
う
に
と
信
者
に
教
え
る
。
福
音
は
、
キ
リ
ス
ト
の
血
に
よ
っ
て
買
わ
れ
た
者
と
し
て
人
間
を
高
く
評
価
し
、
人
間
の
必
要
と
苦 

悩
を
や
さ
し
く
か
え
り
み
る
よ
う
に
と
教
え
る
。
主
は
「
わ
た
し
は
人
を
精
金
よ
り
も
、
オ
フ
ル
の
こ
が
ね
よ
り
も
と
う
と
く
す
る
」 

と
言
わ
れ
る(

イ
ザ
ヤ
書
一
三
ノ
一
二
・
英
語
訳)

。 
安
息
日
に
善
を
な
す
の
と
悪
を
な
す
の
と
、
ま
た
い
の
ち
を
救
う
の
と
殺
す
の
と
、
ど
ち
ら
が
律
法
に
か
な
っ
て
い
る
か
と
い
う 

質
問
で
、
イ
エ
ス
が
パ
リ
サ
イ
人
に
迫
ら
れ
た
と
き
、
彼
は
パ
リ
サ
イ
人
を
彼
ら
自
身
の
邪
悪
な
目
的
に
直
面
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
ら 

は
、
激
し
い
憎
し
み
を
も
っ
て
、
イ
エ
ス
の
い
の
ち
を
ね
ら
っ
て
い
た
が
、
イ
エ
ス
は
い
の
ち
を
救
い
、
民
衆
に
幸
福
を
も
た
ら
し 

て
お
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
さ
れ
た
よ
う
に
、
苦
し
ん
で
い
る
者
を
安
息
日
に
い
や
す
よ
り
は
、
彼
ら
が
計
画
し
て
い
た
よ
う
に
安 

息
日
に
殺
す
方
が
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
神
の
聖
な
る
日
に
す
べ
て
の
人
に
対
す
る
愛
を
心
に
も
ち
、
そ
の
愛
が
あ
わ
れ
み
の
行
為 

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
り
は
、
心
の
中
で
殺
人
を
す
る
方
が
正
し
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

イ
エ
ス
は
手
の
な
え
た
人
を
い
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
慣
習
を
責
め
、
第
四
条
の
戒
め
を
、
神
が
お
与
え
に
な
っ
た 

ま
ま
の
立
場
に
お
か
れ
た
。
「
安
息
日
に
良
い
こ
と
を
す
る
の
は
、
正
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
イ
エ
ス
は
宣
言
さ
れ
た(

マ
タ
イ
一 

二
ノ
一
二)

。
イ
エ
ス
に
つ
い
て
文
句
を
い
っ
て
い
る
人
々
が
神
の
聖
日
を
け
か
し
て
い
た
と
き
に
、
イ
エ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
無
意 

味
な
制
限
を
一
掃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
息
日
を
と
う
と
ば
れ
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
律
法
を
廃
さ
れ
た
と
主
張
す
る
人
々
は
、
キ
リ
ス
ト
が
安
息
日
を
破
り
、
ま
た
弟
子
た
ち
が
同
じ
こ
と
を
し
て
も
こ 

れ
を
正
し
い
と
さ
れ
た
と
教
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
ら
は
、
あ
ら
さ
が
し
を
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
事
実
上
同
じ
立
場
を
と
っ
て
い 

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
彼
ら
は
、
「
わ
た
し
が
わ
た
し
の
父
の
い
ま
し
め
を
守
っ
た
の
で
、
そ
の
愛
の
う
ち
に
お
る
」
と
宣
言
さ
れ 
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た
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
の
あ
か
し
と
矛
盾
し
て
い
る(

ヨ
ハ
ネ
一
五
ノ
一
〇)

。
救
い
主
も
弟
子
た
ち
も
安
息
日
の
律
法
を
破
ら
れ
た
の 

で
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
律
法
の
生
き
た
代
表
者
で
あ
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
一
生
の
間
律
法
の
聖
な
る
戒
め
を
一
つ
も
破
ら 

れ
な
か
っ
た
。
あ
か
し
の
国
民
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
エ
ス
を
罪
に
定
め
る
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
た
彼
ら
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
イ
エ 

ス
は
、「
あ
な
た
が
た
の
う
ち
、
だ
れ
が
わ
た
し
に
罪
が
あ
る
と
責
め
う
る
の
か
」
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
挑
戦
で
き
る
者
は
い
な 

か
っ
た(

ヨ
ハ
ネ
八
ノ
四
六)

。 

救
い
主
は
、
父
祖
た
ち
と
預
言
者
た
ち
の
語
っ
た
こ
と
を
廃
す
る
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ 

れ
ら
の
代
表
者
た
ち
を
通
し
て
お
語
り
に
な
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
神
の
み
こ
と
ば
の
す
べ
て
の 

真
理
は
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
は
か
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
を
も
っ
た
宝
石
が
、
ま
ち
が
っ 

た
台
に
は
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
と
う
と
い
光
は
、
誤
謬
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
神
は
そ
れ
ら
の
宝
石
が
誤
謬
と
い
う
台
か
ら 

と
り
は
ず
さ
れ
て
、
真
理
の
わ
く
に
は
め
な
お
さ
れ
る
よ
う
に
望
ま
れ
た
。
こ
の
働
き
を
な
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
神
の 

み
手
だ
け
だ
っ
た
。
真
理
は
誤
謬
と
む
す
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
と
人
と
の
敵
の
働
き
に
役
立
っ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
は
真
理 

を
、
神
の
栄
え
を
あ
ら
わ
し
、
人
類
の
救
い
に
役
立
つ
よ
う
な
位
置
に
お
く
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。 

「
安
息
日
は
人
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
、
人
が
安
息
日
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。
神
が
お
定
め
に 

な
っ
た
制
度
は
人
類
の
た
め
で
あ
る
。
「
す
べ
て
の
こ
と
は
、
あ
な
た
が
た
の
益
」
で
あ
る
。
「
パ
ウ
ロ
も
、
ア
ポ
ロ
も
、
ケ
パ
も
、 

世
界
も
、
生
も
、
死
も
、
現
在
の
も
の
も
、
将
来
の
も
の
も
、
こ
と
ご
と
く
、
あ
な
た
が
た
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
な
た
が 

た
は
キ
リ
ス
ト
の
も
の
、
キ
リ
ス
ト
は
神
の
も
の
で
あ
る
」(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
四
ノ
一
五
、
コ
リ
ン
ト
第
一
・
三
ノ
二
二
、
二
三)

。
神 
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は
安
息
日
の
戒
め
が
そ
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
十
戒
の
律
法
を
祝
福
と
し
て
民
に
お
与
え
に
な
っ
た
。
「
そ
し
て
主
は
こ
の
す
べ
て 

の
定
め
を
行
え
と
、
わ
れ
わ
れ
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
神
、
主
を
恐
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、
つ
ね
に
さ
い
わ
い
で
あ 

り
、
ま
た
今
日
の
よ
う
に
、
主
が
わ
れ
わ
れ
を
守
っ
て
命
を
保
た
せ
る
た
め
で
あ
る
」
と
モ
ー
セ
は
言
っ
た(

申
命
記
六
ノ
二
四)

。 

ま
た
詩
篇
記
者
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
た
。
「
喜
び
を
も
っ
て
主
に
仕
え
よ
。
歌
い
つ
つ
、 

そ
の
み
前
に
き
た
れ
。
主
こ
そ
神
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
。
わ
れ
ら
を
造
ら
れ
た
も
の
は
主
で
あ
っ
て
、
わ
れ
ら
は
主
の
も
の
で
あ
る
。 

わ
れ
ら
は
そ
の
民
、
そ
の
牧
の
羊
で
あ
る
。
感
謝
し
つ
つ
、
そ
の
門
に
入
り
、
ほ
め
た
た
え
つ
つ
、
そ
の
大
庭
に
入
れ
。
主
に
感
謝 

し
、
そ
の
み
名
を
ほ
め
ま
つ
れ
」(

詩
篇
一
〇
〇
ノ
二
―
四)

。
「
安
息
日
を
守
っ
て
、
こ
れ
を
汚
さ
」
な
い
す
べ
て
の
人
に
つ
い
て
、 

主
は
、
「
わ
た
し
は
こ
れ
を
わ
が
聖
な
る
山
に
こ
さ
せ
、
わ
が
祈
の
家
の
う
ち
で
楽
し
ま
せ
る
」
と
宣
言
し
て
お
ら
れ
る(

イ
ザ
ヤ
書 

五
六
ノ
六
、
七)

。 

「
そ
れ
だ
か
ら
、
人
の
子
は
、
安
息
日
に
も
ま
た
主
な
の
で
あ
る
」(

マ
ル
コ
二
ノ
二
八)

。
こ
の
こ
と
ば
は
教
え
と
慰
め
と
に
満 

ち
て
い
る
。
安
息
日
は
人
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
主
の
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ 

な
ら
「
す
べ
て
の
も
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
。
で
き
た
も
の
の
う
ち
、
一
つ
と
し
て
こ
れ
に
よ
ら
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
」 

か
ら
で
あ
る(

ヨ
ハ
ネ
一
ノ
三)

。
キ
リ
ス
ト
は
万
物
を
お
つ
く
り
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
が
安
息
日
を
つ
く
ら
れ
た
。
キ 

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
安
息
日
は
創
造
の
み
わ
ざ
の
記
念
と
し
て
聖
別
さ
れ
た
。
安
息
日
は
、
キ
リ
ス
ト
を
創
造
主
ま
た
き
よ
め
る
お 

か
た
と
し
て
さ
し
示
す
。
安
息
日
は
、
天
地
の
万
物
を
お
つ
く
り
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
を
保
っ
て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
が
、 

教
会
の
首
長
で
あ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
力
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
神
と
和
解
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
宣
言 
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し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
キ
リ
ス
ト
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
つ
い
て
語
っ
て
、
「
わ
た
し
は
ま
た
彼
ら
に
安
息
日
を
与
え
て
、
わ
た
し
と 

彼
ら
と
の
間
の
し
る
し
と
し
た
。
こ
れ
は
主
な
る
わ
た
し
が
彼
ら
を
聖
別
し
た
こ
と
を
、
彼
ら
に
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
」
と
言
わ 

れ
た
か
ら
で
あ
る(

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
二
〇
ノ
一
二)

。
だ
か
ら
安
息
日
は
、
わ
れ
わ
れ
を
聖
と
し
て
く
だ
さ
る
キ
リ
ス
ト
の
力
の
し
る 

し
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
が
聖
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
き
よ
め
の
力
の 

し
る
し
と
し
て
、
安
息
日
は
、
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
神
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
一
部
と
な
る
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

主
は
ま
た
こ
う
言
わ
れ
る
、
「
も
し
安
息
日
に
あ
な
た
の
足
を
と
ど
め
、
わ
が
聖
日
に
あ
な
た
の
楽
し
み
を
な
さ
ず
、
安
息
日
を 

喜
び
の
日
と
呼
び
、
主
の
聖
日
を
尊
ぶ
べ
き
日
と
と
な
え
」
る
な
ら
ば
、
「
そ
の
時
あ
な
た
は
主
に
よ
っ
て
喜
び
を
得
」
る(

イ
ザ 

ヤ
書
五
八
ノ
一
三
、
一
四)

。
安
息
日
を
キ
リ
ス
ト
の
創
造
と
あ
が
な
い
の
力
の
し
る
し
と
し
て
受
け
入
れ
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、 

こ
の
日
は
楽
し
み
と
な
る
。
彼
ら
は
そ
の
中
に
キ
リ
ス
ト
を
み
い
だ
し
、
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
っ
て
よ
ろ
こ
ぶ
。
安
息
日
は
創
造 

の
み
わ
ざ
を
あ
が
な
い
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
大
い
な
る
力
の
証
拠
と
し
て
彼
ら
に
さ
し
示
す
。
そ
れ
は
エ
デ
ン
の
失
わ
れ
た
平
和 

を
心
に
呼
び
も
ど
す
と
と
も
に
、
救
い
主
を
通
し
て
回
復
さ
れ
た
平
和
を
告
げ
て
い
る
。
こ
う
し
て
自
然
界
の
事
物
の
一
つ
一
つ
は
、 

「
す
べ
て
重
荷
を
負
う
て
苦
労
し
て
い
る
者
は
、
わ
た
し
の
も
と
に
き
な
さ
い
。
あ
な
た
が
た
を
休
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
」
と
の
キ
リ 

ス
ト
の
招
き
を
く
り
か
え
し
て
い
る(

マ
タ
イ
一
一
ノ
二
八)

。 
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第 30 章 
 

十
二
弟
子
の
任
命    

 

本
章
は
マ
ル
コ
三
ノ
一
三
―
一
九
、
ル
カ
六
ノ
一
二
―
一
六
に
も
と
づ
く 

 

「
さ
て
イ
エ
ス
は
山
に
登
り
、
み
こ
こ
ろ
に
か
な
っ
た
者
た
ち
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
み
も
と
に
き
た
。
そ
こ
で
十 

二
人
を
お
立
て
に
な
っ
た
。
彼
ら
を
自
分
の
そ
ば
に
置
く
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
宣
教
に
つ
か
わ
」
す
た
め
で
あ
っ
た(

マ
ル
コ
三 

ノ
一
三
、
一
四)

。 

使
徒
と
し
て
の
務
め
に
十
二
人
が
召
さ
れ
、
山
上
の
垂
訓
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
海
か
ら
少
し
離
れ
た
山
の
中
腹
の 

木
蔭
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
野
原
や
山
は
、
イ
エ
ス
が
好
ん
で
行
か
れ
た
場
所
で
、
イ
エ
ス
の
教
え
の
多
く
は
、
宮
や
会
堂
の
中
よ 

り
も
む
し
ろ
青
空
の
下
で
な
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
に
つ
い
て
く
る
群
衆
を
収
容
し
き
れ
る
会
堂
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が
野
や
森
で
教 

え
る
方
が
よ
い
と
お
思
い
に
な
っ
た
理
由
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
自
然
の
景
色
が
お
好
き
だ
っ
た
。
静
か
な
ひ 

っ
こ
ん
だ
場
所
は
、
み
な
イ
エ
ス
に
と
っ
て
聖
な
る
宮
で
あ
っ
た
。 

地
上
の
最
初
の
住
民
が
彼
ら
の
聖
所
と
し
て
え
ら
ん
だ
の
は
エ
デ
ン
の
木
の
下
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
は
、
人
類
の
父
祖 

と
ま
じ
わ
ら
れ
た
。
楽
園
か
ら
追
放
さ
れ
た
時
も
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
は
、
や
は
り
野
や
森
の
中
で
礼
拝
し
、
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
こ
で
、 
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彼
ら
に
恵
み
の
福
音
を
も
っ
て
お
会
い
に
な
っ
た
。
マ
ム
レ
の
か
し
の
木
の
下
で
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
語
ら
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
で 

あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ま
た
、
夕
暮
れ
に
野
で
祈
る
た
め
に
出
て
き
た
イ
サ
ク
と
語
り
、
ベ
テ
ル
の
丘
で
ヤ
コ
ブ
と
語
り
、
ミ
デ
ア 

ン
の
山
で
モ
ー
セ
と
語
り
、
羊
の
群
れ
の
番
を
し
て
い
た
少
年
ダ
ビ
デ
と
語
ら
れ
た
。
十
五
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
ヘ
ブ
ル
人
が
毎
年 

一
週
間
家
を
離
れ
、
「
美
し
い
木･･････

な
つ
め
や
し
の
枝
と
、
茂
っ
た
木
の
枝
と
、
谷
の
は
こ
や
な
ぎ
の
枝
」
な
ど
の
緑
の
小
枝
で 

つ
く
ら
れ
た
仮
小
屋
に
住
ん
だ
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
さ
し
ず
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た(

レ
ビ
記
二
三
ノ
四
〇)

。 

弟
子
た
ち
を
訓
練
す
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
エ
ス
は
都
会
の
混
雑
か
ら
離
れ
て
、
ご
自
分
が
彼
ら
に
教
え
よ
う
と
望
ん
で
お
ら
れ
る 

克
己
の
教
訓
に
も
っ
と
よ
く
調
和
し
て
い
る
静
か
な
野
と
丘
を
お
え
ら
び
に
な
っ
た
。
ま
た
イ
エ
ス
は
、
そ
の
公
生
涯
の
間
、
青
空 

の
下
の
ど
こ
か
草
の
茂
っ
た
山
腹
や
、
湖
の
岸
辺
に
人
々
を
集
め
る
の
が
お
好
き
だ
っ
た
。
こ
こ
で
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
創
造
の 

み
わ
ざ
に
か
こ
ま
れ
て
、
聴
衆
の
思
い
を
人
工
的
な
も
の
か
ら
自
然
界
の
事
物
へ
向
け
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
っ
た
。
自
然
界
の
事 

物
の
成
長
と
発
展
の
中
に
、
キ
リ
ス
ト
の
み
国
の
原
則
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。
人
々
が
目
を
あ
げ
て
神
の
山
を
見
、
神
の
み
手
の 

不
思
議
な
み
わ
ざ
を
な
が
め
る
と
き
に
、
彼
ら
は
、
神
の
真
理
に
つ
い
て
と
う
と
い
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
キ
リ
ス
ト
の
教 

え
は
、
自
然
界
の
事
物
を
通
し
て
、
彼
ら
に
く
り
か
え
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
心
の
中
に
キ
リ
ス
ト
を
宿
し
て
野
に
行
く
人
は
み
な
、 

こ
れ
と
同
じ
経
験
を
す
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
が
聖
な
る
感
化
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
の
を
感
ず
る
。
自
然
界
の
事
物
は
、 

わ
れ
ら
の
主
の
譬
を
と
り
あ
げ
、
ま
た
主
の
勧
告
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
自
然
界
の
中
で
神
と
ま
じ
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は 

そ
の
思
い
が
高
め
ら
れ
、
心
が
休
ま
る
の
で
あ
る
。 

キ
リ
ス
ト
が
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
後
に
、
地
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
代
表
者
と
な
る
教
会
を
組
織
す
る
の
に
、
い
ま
そ
の
第
一 
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歩
が
ふ
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
弟
子
た
ち
は
ぜ
い
た
く
な
聖
所
を
自
由
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
救
い
主
は
、
彼
ら 

を
ご
自
分
の
好
き
な
か
く
れ
場
へ
つ
れ
て
行
か
れ
た
の
で
、
そ
の
日
の
経
験
は
、
彼
ら
の
心
の
中
で
山
や
谷
や
海
の
美
し
さ
と
永
遠 

に
む
す
び
つ
い
た
。 

イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち
を
証
人
と
し
て
つ
か
わ
し
、
イ
エ
ス
に
つ
い
て
見
聞
き
し
た
こ
と
を
世
に
の
べ
つ
た
え
さ
せ
る
た
め
に
、 

彼
ら
を
召
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
任
務
は
、
人
類
が
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
任
務
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ 

キ
リ
ス
ト
ご
自
身
の
任
務
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
世
の
救
い
の
た
め
に
神
と
共
に
働
く
者
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
旧
約 

聖
書
の
中
で
、
十
二
人
の
父
祖
た
ち
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
十
二
人
の
使
徒
た
ち
は
、
福
音
教
会
の
代 

表
者
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。 

救
い
主
は
、
ご
自
分
が
選
ば
れ
た
人
々
の
性
格
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
彼
ら
の
弱
点
や
ま
ち
が
い
は
み
な
、
イ
エ
ス
に
は
っ
き
り
わ 

か
っ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
が
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
や
、
彼
ら
の
上
に
負
わ
さ
れ
る
責
任
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。 

だ
か
ら
イ
エ
ス
の
お
心
は
、
こ
の
選
ば
れ
た
人
々
の
上
に
そ
そ
が
れ
て
い
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
の
海
に
近
い
山
の
上
で
、
イ
エ
ス
は
た
だ 

ひ
と
り
、
一
晩
じ
ゅ
う
彼
ら
の
た
め
に
お
祈
り
に
な
っ
た
の
に
、
弟
子
た
ち
は
、
山
の
ふ
も
と
で
眠
っ
て
い
た
。
夜
明
け
の
光
が
さ 

し
て
く
る
と
、
イ
エ
ス
は
、
彼
ら
を
呼
ん
で
こ
ち
ら
に
く
る
よ
う
に
と
招
か
れ
た
。
彼
ら
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
何
か
重
大
な 

こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
弟
子
た
ち
は
、
あ
る
期
間
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
的
な
働
き
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
と
ヤ
コ
ブ
、
ア
ン
デ
レ 

と
ペ
テ
ロ
は
、
ピ
リ
ポ
、
ナ
タ
ナ
エ
ル
、
マ
タ
イ
と
い
っ
し
ょ
に
、
ほ
か
の
だ
れ
よ
り
も
親
し
く
、
イ
エ
ス
と
ま
じ
わ
り
、
イ
エ
ス 
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の
奇
跡
を
、
だ
れ
よ
り
も
多
く
目
に
見
て
き
た
。
中
で
も
ペ
テ
ロ
と
ヤ
コ
ブ
と
ヨ
ハ
ネ
は
、
一
層
イ
エ
ス
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。 

彼
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
た
え
ま
な
く
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
い
て
、
そ
の
奇
跡
を
見
、
そ
の
み
こ
と
ば
を
聞
い
て
き
た
。
特
に
ヨ
ハ
ネ 

は
、
イ
エ
ス
と
親
し
か
っ
た
の
で
、
イ
エ
ス
か
ら
愛
さ
れ
る
者
と
し
て
目
立
っ
て
い
る
。
救
い
主
は
、
彼
ら
を
み
な
愛
さ
れ
た
が
、 

ヨ
ハ
ネ
が
最
も
感
受
性
の
強
い
心
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
ほ
か
の
人
た
ち
よ
り
も
年
が
若
く
、
ほ
か
の
だ
れ
よ
り
も
子
供
の
よ
う
に 

つ
つ
み
か
く
し
の
な
い
信
頼
を
も
っ
て
、
イ
エ
ス
に
心
を
開
い
た
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
エ
ス
に
対
し
て
だ
れ
よ
り
も
心
を 

よ
せ
て
い
た
の
で
、
彼
を
通
し
て
、
救
い
主
の
最
も
深
い
霊
的
な
教
え
が
、
イ
エ
ス
の
民
に
伝
え
ら
れ
た
。 

使
徒
た
ち
が
分
け
ら
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
の
最
初
に
、
ピ
リ
ポ
の
名
前
が
あ
る
。
彼
は
、
イ
エ
ス
が
「
わ
た
し
に
つ
い
て 

き
な
さ
い
」
と
は
っ
き
り
命
令
を
お
与
え
に
な
っ
た
最
初
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
ピ
リ
ポ
は
、
ア
ン
デ
レ
と
ペ
テ
ロ
の
町
で
あ
る
ベ
テ 

ス
ダ
の
出
身
だ
っ
た
。
彼
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
教
え
を
聞
き
、
ヨ
ハ
ネ
が
キ
リ
ス
ト
を
神
の
小
羊
と
し
て
宣
言
す
る
の
を 

聞
い
た
。
ピ
リ
ポ
は
真
理
の
ま
じ
め
な
探
求
者
だ
っ
た
が
、
心
に
信
じ
る
の
が
遅
か
っ
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
た
が
、
彼
が 

ナ
タ
ナ
エ
ル
に
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
こ
と
ば
に
は
、
イ
エ
ス
の
神
性
に
つ
い
て
完
全
な
確
信
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と 

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
天
か
ら
の
声
に
よ
っ
て
神
の
み
子
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ピ
リ
ポ
に
と
っ
て 

は
、
彼
は
「
ヨ
セ
フ
の
子
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
」
で
あ
っ
た(
ヨ
ハ
ネ
一
ノ
四
五)

。
ま
た
五
千
人
に
食
物
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
ピ 

リ
ポ
の
信
仰
の
足
り
な
さ
が
あ
ら
わ
れ
た
。
イ
エ
ス
が
、「
ど
こ
か
ら
パ
ン
を
買
っ
て
来
て
、
こ
の
人
々
に
食
べ
さ
せ
よ
う
か
」
と
お 

た
ず
ね
に
な
っ
た
の
は
、
ピ
リ
ポ
を
た
め
す
た
め
で
あ
っ
た
。
ピ
リ
ポ
の
答
え
は
不
信
に
傾
き
、
彼
は
、「
二
百
デ
ナ
リ
の
パ
ン
が
あ 

っ
て
も
、
め
い
め
い
が
少
し
ず
つ
い
た
だ
く
に
も
足
り
ま
す
ま
い
」
と
言
っ
た(
ヨ
ハ
ネ
六
ノ
五
、
七)

。
イ
エ
ス
は
悲
し
ま
れ
た
。 
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ピ
リ
ポ
は
、
イ
エ
ス
の
み
わ
ざ
を
見
、
イ
エ
ス
の
力
を
感
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
信
仰
が
な
か
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
人
が
、 

イ
エ
ス
に
つ
い
て
ピ
リ
ポ
に
た
ず
ね
た
と
き
に
も
、
彼
は
、
救
い
主
を
彼
ら
に
紹
介
す
る
機
会
を
と
ら
え
ず
に
、
ア
ン
デ
レ
に
行
っ 

て
告
げ
た(

ヨ
ハ
ネ
一
二
ノ
二
〇
―
二
二
参
照)

。
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
前
に
し
た
最
後
の
時
に
も
、
ピ
リ
ポ
の
こ
と
ば
は
、 

信
仰
を
く
じ
く
よ
う
な
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
ト
マ
ス
が
イ
エ
ス
に
、
「
主
よ
、
ど
こ
へ
お
い
で
に
な
る
の
か
、
わ
た
し
た
ち
に
は
わ 

か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
そ
の
道
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
と
き
、
救
い
主
は
「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、
真
理
で
あ
り
、
命 

で
あ
る
。･･････

も
し
あ
な
た
が
た
が
わ
た
し
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
わ
た
し
の
父
を
も
知
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
お
答
え
に
な
っ
た
。 

す
る
と
ピ
リ
ポ
の
口
か
ら
、
「
主
よ
、
わ
た
し
た
ち
に
父
を
示
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
て
下
さ
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
満
足
し
ま
す
」 

と
の
不
信
の
答
が
出
た(

ヨ
ハ
ネ
一
四
ノ
五
―
八)

。
三
年
間
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
こ
の
弟
子
は
、
こ
の
よ
う
に
心
が
に
ぶ
く
、 

信
仰
が
弱
か
っ
た
。 

ピ
リ
ポ
の
不
信
に
く
ら
べ
て
よ
ろ
こ
ば
し
い
の
は
、
ナ
タ
ナ
エ
ル
の
子
供
の
よ
う
な
信
頼
で
あ
っ
た
。
彼
は
非
常
に
熱
心
な
性
質 

の
男
で
、
目
に
見
え
な
い
実
体
を
信
仰
に
よ
っ
て
と
ら
え
て
い
た
。
し
か
し
ピ
リ
ポ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
の
で
、 

天
来
の
教
師
イ
エ
ス
は
、
彼
の
不
信
と
愚
か
さ
を
忍
耐
強
く
忍
ば
れ
た
。
聖
霊
が
弟
子
た
ち
の
上
に
そ
そ
が
れ
た
と
き
、
ピ
リ
ポ
は
、 

天
の
命
令
に
従
っ
て
教
師
と
な
っ
た
。
彼
は
、
自
分
が
何
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
て
、
確
信
を
も
っ
て
教
え
た
の
で 

聴
衆
を
心
服
さ
せ
た
。 

イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
を
按
手
礼
の
た
め
に
準
備
し
て
お
ら
れ
た
と
き
、
召
さ
れ
て
い
な
い
の
に
仲
間
に
加
わ
り
た
い
と
強
要
し
た 

者
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
と
い
う
男
で
、
自
ら
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
名
乗
っ
て
い
た
。
い
ま
彼
は
や
っ
て
き
て
、 
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弟
子
た
ち
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
と
た
の
ん
だ
。
彼
は
非
常
な
熱
心
さ
と
、
見
た
と
こ
ろ
真
実
な
様
子
で
、
「
先
生
、
あ
な 

た
が
お
い
で
に
な
る
所
な
ら
、
ど
こ
へ
で
も
従
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
断
言
し
た
。
イ
エ
ス
は
彼
を
こ
と
わ
る
こ
と
も
歓
迎
す
る
こ 

と
も
な
さ
ら
ず
、
「
き
つ
ね
に
は
穴
が
あ
り
、
空
の
鳥
に
は
巣
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
子
に
は
ま
く
ら
す
る
所
が
な
い
」
と
悲
し 

い
こ
と
ば
を
言
わ
れ
た
だ
け
だ
っ
た(

マ
タ
イ
八
ノ
一
九
、
二
〇)

。
ユ
ダ
は
、
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
で
あ
る
と
信
じ
た
。
そ
し
て
使
徒 

た
ち
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
王
国
の
高
い
地
位
を
占
め
よ
う
と
望
ん
だ
。
イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
貧
し
さ
を
語
る
こ
と 

に
よ
っ
て
、
こ
の
望
み
を
た
ち
切
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。 

弟
子
た
ち
は
、
ぜ
ひ
ユ
ダ
に
仲
間
の
一
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
望
ん
だ
。
ユ
ダ
は
、
堂
々
た
る
外
見
を
そ
な
え
、
鋭
い
洞
察 

力
と
実
行
力
と
を
持
っ
た
男
だ
っ
た
の
で
、
弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
働
き
に
大
き
な
助
け
に
な
る
人
物
と
し
て
、
彼
を
イ
エ
ス
に 

推
薦
し
た
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
が
こ
ん
な
に
冷
淡
に
ユ
ダ
に
応
対
さ
れ
る
の
を
見
て
驚
い
た
。 

弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち
の
協
力
を
求
め
よ
う
と
さ
れ
な
い
の
で
、
非
常
に
失
望
し
て
い
た
。
こ
う 

し
た
有
力
な
人
た
ち
の
支
持
を
得
て
、
キ
リ
ス
ト
の
働
き
を
強
化
し
よ
う
と
し
な
い
の
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
、
彼
ら
は
思
っ
た
。 

も
し
イ
エ
ス
が
ユ
ダ
を
拒
絶
さ
れ
た
ら
、
弟
子
た
ち
は
、
心
の
中
で
、
主
の
知
恵
を
疑
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
ユ
ダ
の
経
歴 

は
、
神
の
働
き
に
適
す
る
人
物
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
に
世
俗
的
な
考
慮
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
、
危
険
で
あ
る
こ
と
を
弟
子
た
ち 

に
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
弟
子
た
ち
が
熱
心
に
望
ん
だ
よ
う
な
人
々
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
そ
の
働
き
を
最
悪
の
敵
の
手
に 

売
り
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
ユ
ダ
は
、
弟
子
た
ち
に
加
わ
っ
た
と
き
、
キ
リ
ス
ト
の
品
性
の
美
し
さ
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼 
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は
、
魂
を
救
い
主
に
ひ
き
よ
せ
て
い
る
神
の
力
の
感
化
力
を
感
じ
た
。
「
い
た
め
ら
れ
た
葦
を
折
る
こ
と
が
な
く
、
煙
っ
て
い
る
燈 

心
を
消
す
こ
と
も
な
い
」
た
め
に
お
い
で
に
な
っ
た
イ
エ
ス
は
、
た
っ
た
一
つ
の
思
い
で
も
光
に
向
け
ら
れ
て
い
る
間
は
、
こ
の
魂 

を
拒
絶
し
よ
う
と
さ
れ
な
か
っ
た(

マ
タ
イ
一
二
ノ
二
〇)

。
救
い
主
は
ユ
ダ
の
心
を
お
読
み
に
な
り
、
ユ
ダ
が
神
の
恵
み
に
よ
っ
て 

救
わ
れ
な
け
れ
ば
不
義
の
深
み
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
ご
存
じ
だ
っ
た
。
こ
の
男
を
ご
自
分
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ 

エ
ス
は
、
ご
自
身
の
わ
き
あ
ふ
れ
る
無
我
の
愛
に
日
々
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
に
彼
を
置
か
れ
た
。
も
し
ユ
ダ
が
心
を
キ
リ 

ス
ト
に
向
か
っ
て
開
く
な
ら
、
神
の
恵
み
は
利
己
主
義
と
い
う
悪
鬼
を
追
い
出
し
、
た
と
え
ユ
ダ
で
も
神
の
み
国
の
住
民
と
な
る
か 

も
し
れ
な
い
。 

も
し
人
々
が
訓
練
さ
れ
、
神
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
、
神
は
彼
ら
を
人
間
的
な
要
素
の
あ
る
品
性
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
て
、
神
の
ご 

用
の
た
め
に
彼
ら
を
養
成
さ
れ
る
。
彼
ら
は
完
全
な
人
間
だ
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
不
完
全
な
人
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ 

ら
ず
、
真
理
を
知
り
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
神
の
み
か
た
ち
に
変
え
ら
れ
る
者
と
な 

る
た
め
に
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。 

ユ
ダ
は
、
ほ
か
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
同
じ
と
う
と
い
教
訓
を
聞
い
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
が
要 

求
さ
れ
た
真
理
の
実
行
は
、
ユ
ダ
の
心
の
思
い
や
目
的
と
く
い
ち
が
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
、
神
か
ら
の
知
恵
を
う
け
る
た
め
に
、 

自
分
の
考
え
を
放
棄
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

救
い
主
は
、
ご
自
分
を
売
り
渡
す
者
と
な
る
こ
の
男
を
、
ど
ん
な
に
や
さ
し
く
と
り
扱
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
イ
エ
ス
は
、
ご
自 

分
の
教
え
を
通
し
て
、
貪
欲
な
心
を
根
絶
す
る
慈
善
の
原
則
に
つ
い
て
こ
ん
こ
ん
と
さ
と
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
ユ
ダ
の
前
に
貪
欲 
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と
い
う
憎
む
べ
き
性
格
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
こ
の
弟
子
は
自
分
の
性
格
が
描
写
さ
れ
、
自
分
の
罪
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
を
幾
度 

も
み
と
め
た
が
、
自
分
の
不
義
を
告
白
し
て
こ
れ
を
捨
て
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分
に
満
足
し
て
い
た
の
で
、
誘
惑
に
抵
抗 

し
な
い
で
、
そ
の
不
正
な
行
為
を
つ
づ
け
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
彼
の
目
の
前
に
あ
っ
て
生
き
た
模
範
と
な
り
、
も
し
彼
が
天
来
の
仲 

保
と
奉
仕
に
よ
る
益
を
受
け
る
な
ら
、
ど
ん
な
者
に
な
り
得
る
か
を
お
示
し
に
な
っ
た
が
、
ど
の
教
訓
も
ど
の
教
訓
も
ユ
ダ
の
耳
に 

は
無
関
心
に
聞
き
流
さ
れ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
ユ
ダ
の
貪
欲
を
鋭
い
こ
と
ば
で
譴
責
さ
れ
な
い
で
、
開
か
れ
た
本
を
読
む
よ
う
に
ユ
ダ
の
心
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
証 

拠
を
示
さ
れ
た
と
き
で
も
、
天
来
の
忍
耐
心
を
も
っ
て
、
こ
の
あ
や
ま
ち
を
犯
し
て
い
る
男
を
忍
ば
れ
た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
の
前
に 

正
し
い
行
為
の
最
高
の
動
機
を
お
示
し
に
な
っ
た
。
ユ
ダ
が
天
の
神
の
光
を
し
り
ぞ
け
る
な
ら
、
彼
は
も
は
や
弁
解
の
余
地
が
な
い 

の
で
あ
る
。 

ユ
ダ
は
、
光
の
中
を
歩
ま
な
い
で
、
自
分
の
欠
点
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
を
え
ら
ん
だ
。
悪
い
欲
望
、
復
讐
の
熱
情
、
暗
い
不
き 

げ
ん
な
思
い
が
宿
り
、
つ
い
に
は
サ
タ
ン
が
こ
の
男
を
全
面
的
に
支
配
し
た
。
ユ
ダ
は
キ
リ
ス
ト
の
敵
の
代
表
者
と
な
っ
た
。 

ユ
ダ
が
イ
エ
ス
と
ま
じ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
彼
の
う
ち
に
は
、
教
会
に
と
っ
て
祝
福
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な 

い
と
う
と
い
品
性
の
特
徴
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
も
し
彼
が
喜
ん
で
キ
リ
ス
ト
の
く
び
き
を
負
っ
て
い
た
ら
、
使
徒
た
ち
の
中
の
主 

だ
っ
た
者
と
な
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
は
、
自
分
の
欠
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
、
心
を
か
た
く
な
に
し
、
高
慢
心
と
反
抗 

心
の
ま
ま
に
、
自
分
自
身
の
利
己
的
な
野
望
を
え
ら
び
、
神
が
彼
に
さ
せ
よ
う
と
望
ま
れ
た
働
き
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者
と
な
っ
た
。 

イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
を
ご
自
分
の
奉
仕
に
召
さ
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
全
部
ひ
ど
い
欠
点
を
持
っ
て
い
た
。
柔
和
で
心
の
へ
り
く
だ 
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っ
た
お
か
た
と
最
も
親
密
に
ま
じ
わ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
で
さ
え
、
生
れ
つ
き
柔
和
で
従
順
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
彼
と
そ
の
兄
弟
は
、 

「
雷
の
子
」
と
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
が
イ
エ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
時
に
、
イ
エ
ス
に
対
し
て
だ
れ
か
が
軽
蔑
で
も
示
そ
う
も
の
な
ら
、 

彼
ら
は
憤
慨
し
て
け
ん
か
腰
に
な
る
の
だ
っ
た
。
短
気
、
復
讐
心
、
批
判
の
精
神
と
い
っ
た
も
の
が
す
べ
て
こ
の
愛
さ
れ
た
弟
子
の 

う
ち
に
あ
っ
た
。
彼
は
高
慢
で
、
神
の
国
で
は
第
一
位
の
者
に
な
り
た
い
と
い
う
野
心
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
日
一
日
、
自
分 

自
身
の
激
し
い
気
性
と
対
照
的
に
、
彼
は
、
イ
エ
ス
の
柔
和
と
寛
容
と
を
見
、
謙
遜
と
忍
耐
に
つ
い
て
イ
エ
ス
の
教
訓
を
聞
い
た
。 

彼
は
天
来
の
感
化
に
向
か
っ
て
心
を
開
き
、
救
い
主
の
み
こ
と
ば
を
き
く
者
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
行
う
者
と
な
っ
た
。 

自
我
は
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
か
く
れ
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
く
び
き
を
負
い
、
キ
リ
ス
ト
の
重
荷
を
負
う
こ
と
を
学
ん
だ
。 

イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
を
し
か
り
、
彼
ら
に
警
告
し
、
ま
た
注
意
さ
れ
た
。
し
か
し
ヨ
ハ
ネ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
は
、
イ
エ
ス
か
ら
離 

れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
し
か
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
エ
ス
を
え
ら
ん
だ
。
救
い
主
は
、
彼
ら
に
欠
点
と
ま
ち
が
い
が
あ
る 

か
ら
と
い
っ
て
、
彼
ら
か
ら
離
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
終
り
ま
で
イ
エ
ス
と
試
練
を
共
に
し
、
イ
エ
ス 

の
生
活
か
ら
教
訓
を
学
ん
だ
。
キ
リ
ス
ト
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
品
性
が
一
変
し
た
。 

使
徒
た
ち
は
習
慣
も
気
質
も
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
い
た
。
取
税
人
の
レ
ビ
・
マ
タ
イ
と
、
ロ
ー
マ
の
権
威
を
徹
底
的
に
憎
ん
で
い 

た
激
し
い
熱
心
党
の
シ
モ
ン
が
い
た
し
、
気
前
が
よ
く
て
直
情
的
な
ペ
テ
ロ
と
、
卑
劣
な
精
神
の
持
ち
主
ユ
ダ
が
い
た
し
、
ま
ご
こ 

ろ
は
あ
る
が
内
気
で
心
配
性
の
ト
マ
ス
と
、
心
の
動
き
が
に
ぶ
く
て
疑
い
深
い
ピ
リ
ポ
、
ま
た
野
心
的
で
率
直
な
ゼ
ベ
ダ
イ
の
子
た 

ち
が
そ
の
兄
弟
た
ち
と
と
も
に
い
た
。
こ
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
欠
点
と
、
み
な
先
天
的
後
天
的
な
悪
へ
の
傾
向
を
持
っ
た
ま 

ま
集
め
ら
れ
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
、
彼
ら
は
、
神
の
家
族
の
う
ち
に
住
み
、
信
仰 
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に
お
い
て
、
教
理
に
お
い
て
、
精
神
に
お
い
て
一
つ
と
な
る
こ
と
を
学
ぶ
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
試
練
も
、
苦
情
も
、
意
見
の
相 

違
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
キ
リ
ス
ト
が
彼
ら
の
心
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
不
和
が
あ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
愛 

が
お
互
の
愛
と
な
り
、
主
の
教
訓
が
す
べ
て
の
不
和
を
一
致
へ
み
ち
び
き
、
弟
子
た
ち
は
一
体
と
な
っ
て
、
つ
い
に
は
一
つ
の
心
、 

一
つ
の
意
見
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
大
中
心
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
の
中
心
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、
お
互
に
接
近
す 

る
の
で
あ
っ
た
。 

イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち
へ
の
教
え
を
終
え
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
小
さ
な
一
団
を
ま
わ
り
に
集
め
て
、
そ
の
中
心
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、 

ご
自
分
の
手
を
彼
ら
の
頭
の
上
に
お
き
、
彼
ら
を
聖
な
る
働
き
に
さ
さ
げ
る
祈
り
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
主
の
弟
子
た
ち 

は
、
福
音
の
働
き
に
任
命
さ
れ
た
。 

人
々
の
中
に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
は
、
全
然
堕
落
し
た
こ
と
の
な
い
天
使
た
ち
を
お
え
ら
び
に 

な
ら
ず
、
救
お
う
と
す
る
相
手
の
人
間
と
同
じ
情
を
持
っ
た
人
間
を
お
え
ら
び
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
人
性
に
触
れ
る
た
め
に
ご 

自
分
も
人
性
を
お
と
り
に
な
っ
た
。
神
性
は
人
性
を
必
要
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
救
い
を
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
神
と
人
間
と
が 

必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
性
が
神
と
人
と
の
間
の
伝
達
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
る
よ
う
に
、
神
性
は
人
性
を
必
要
と
し
た
。
キ
リ 

ス
ト
の
し
も
べ
た
ち
と
使
者
た
ち
も
同
様
で
あ
る
。
人
は
、
自
分
の
う
ち
に
神
の
み
か
た
ち
を
回
復
し
、
神
の
働
き
を
な
す
こ
と
が 

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
以
外
の
そ
し
て
自
分
以
上
の
力
が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
間
の
力
が
不
要
だ 

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
人
性
は
神
の
力
を
と
ら
え
、
信
仰
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
が
心
の
う
ち
に
お
住
み
に
な
る
。
こ
う
し 

て
神
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
人
の
力
は
善
を
な
す
の
に
効
果
的
と
な
る
。 
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ガ
リ
ラ
ヤ
の
漁
師
を
お
召
し
に
な
っ
た
イ
エ
ス
は
、
い
ま
も
な
お
人
々
を
ご
自
分
の
奉
仕
に
召
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
イ
エ
ス 

は
、
最
初
の
弟
子
た
ち
を
通
し
て
力
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
と
同
じ
に
、
わ
れ
わ
れ
を
通
し
て
よ
ろ
こ
ん
で
力
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
わ 

れ
わ
れ
が
ど
ん
な
に
不
完
全
で
罪
深
い
者
で
あ
ろ
う
と
、
主
は
わ
れ
わ
れ
に
、
キ
リ
ス
ト
と
の
共
同
者
、
キ
リ
ス
ト
に
見
習
う
者
と 

な
る
よ
う
に
と
の
招
き
を
提
供
し
て
お
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
に
な
っ
て
神
の
み
わ
ざ
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
神
の 

教
え
を
受
け
な
さ
い
と
、
主
は
わ
れ
わ
れ
を
招
い
て
お
ら
れ
る
。 

「
し
か
し
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
宝
を
土
の
器
の
中
に
持
っ
て
い
る
。
そ
の
測
り
知
れ
な
い
力
は
神
の
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
た
し 

た
ち
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
」(

コ
リ
ン
ト
第
二
・
四
ノ
七)

。
福
音
の
宣
伝
が
、
天
使
に
ま
か
さ 

れ
な
い
で
、
あ
や
ま
ち
の
多
い
人
間
に
ま
か
さ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
人
間
の
弱
さ
を
通
し
て
働
く
力
は
神
の
力
で
あ
る
こ
と 

が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
に
弱
い
ほ
か
の
人
を
助
け
る
こ
と
の
で
き
る
力
が
、
わ
れ
わ 

れ
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
た
く
な
る
。
自
分
自
身
「
弱
さ
を
身
に
負
う
て
い
る
」
者
は
、
「
無
知
な
迷
っ
て 

い
る
人
々
を
、
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
」(
ヘ
ブ
ル
五
ノ
二)

。
自
分
自
身
が
危
険
の
中
に
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
ら
は
道
中
の
危
険 

と
困
難
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
同
じ
よ
う
な
危
険
の
う
ち
に
あ
る
ほ
か
の
人
々
に
手
を
さ
し
の
べ
る
た
め
に 

召
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
疑
い
に
悩
み
、
弱
さ
に
苦
し
み
、
信
仰
弱
く
、
目
に
見
え
な
い
神
を
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
魂
が 

い
る
。
し
か
し
彼
ら
の
目
に
見
え
る
友
人
が
キ
リ
ス
ト
の
代
り
に
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
彼
ら
の
ふ
る
え
て
い
る
信
仰
を 

キ
リ
ス
ト
に
固
く
つ
な
ぐ
環
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

わ
れ
わ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
を
世
に
紹
介
す
る
の
に
、
天
使
た
ち
と
共
に
働
く
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
じ
っ
と
し
て
い
ら 
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れ
な
い
よ
う
な
熱
心
さ
で
、
天
使
た
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
の
協
力
を
待
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
人
間
が
、
人
間
と
通
信
す
る
チ
ャ
ン
ネ 

ル
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
全
心
全
霊
を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
献
身
す
る
と
き
に
、
天
使
た
ち
は
、 

神
の
愛
を
あ
ら
わ
す
の
に
わ
れ
わ
れ
の
声
を
通
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
ぶ
の
で
あ
る
。 
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